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プリンスホテル石山監督を歓喜の胴上げ ω

5色の紙テープを投:鰯 を喜 ζ硫緩□ l■ l

鋼囲勝に輝く蛯 ・却 吾働朧 ナイン 0
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巧臀市は 1口聘長

自腱夕劫囲■・二理で酎勒野

茂から先制3ラ ン。喜 ζtナイン

lFFl門真市対横浜市。延長
10風 二死―・三塁で横浜・増

永投手力備恨の刷亀 打者桑本

ω 堺中 寸棘 L5口幌 :ト
死=・ 三塁に樋回の左犠飛で三

塁から杉Vキ先譴記 捕手・黒岩

皓)榊 蒻 。好投の

松下・潮崎投手に苦んだプリン

スホテルは延長1〔回―死満塁

に瀬戸山力玖クイズ0。 三塁

から今井が決勝のホームイン





カラフルな衣装とユニークな振り付けの踊りでスタンドをわかせた東京都・プリンスホテル

キビキビした動作で拍手をさそった横浜市。日本石鵬のチアガール あざやカカラインダンスを胸露した自」町。



黒いドレスでシックなダンス。健康美み れヽ

るチアリーダー。オシャレ引門真市松下電器

若さいっ:れて精須賀市。日産自動車 l■l

はち切れんばかりの藤沢市。いす 自ゞ動車



(左)働崎おくんち祭りに登場する

蛇踊りをスタンドいっぱしヽ こ披露 し

た長崎市・三菱重工員崎

(左下)ト リコロールの旗で華麗な

応援をみせた豊田市・ トヨタ自動車

(右下)千葉市・り崎製鉄千葉のチ

アリーダーによるメu間 ビラミッド
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試合

天皇 鋼 傷昭和天皇 皇却口 1鰺自1距妹会 0酵口24)と第40

回大会 0翻日4441の 2回にわたって、同 時 をJ靭戦になっナ為

欄回大会で閾両陛下が回イヤル・ボックスにおすわりになって準 決々勝の大

阪市・日本生命対大田市・富土重■業戦をご覧になった ω

戦後の動乱期だった18回大会のときは両陛下がグラウンドにお立ちになり、

天畠陛下枷帽子を振ってスタンドの歓声に応えられ (左)全選手力整列する

前で選手宣誓を受けられた l■lそのあと第1試合の岐阜市・大日本土木対

鋼 ・動 をこ覧になった
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第4回大会で長野力涼都を破った開鳳 スタンドの長野勢翻暖団は総立ちとなって喜んだ



第2回大会で優勝した大連実業団隣―ム↓よ 船首に黒獅子旗を力功 デヽて船で大連への帰途についた

黒獅子旗を先頭に大連市内をパレードする大連実業団

第 1回大会で輝く王座についた大連弗丼円 ナイン
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第5回大会。 2年連続優勝を果たし場内一月の東京倶楽部ナイン

第20回大会。初優勝した別府市・星野組は黒獅子旗を先頭に場内一月 第21回大会。初優勝した大阪市獅 3連覇の黄金時代を築く

第26回大会。4度目の優勝を成しとげた大阪市・全鐘紡ナイン 第29回大会。 2度目の優勝を果たし、黒獅子旗を掲げて場内一月婿 兵・日本石由



第41巳 17年ぶり2度目の優勝を飾った富士市・プ゙ 酵蜘

3度目の優勝に輝く東京都・熊谷Q

第47回大会。 2度目の優勝を果したり1‖1飼ド・

日本漸確事は内蔵亀目手を,f貢に馬諄予→司 佃F)

第の回た気 川崎決戦を制して初優勝した東

芝は鈴木監督を喜びの胴上げ (右 )

第50回大会。慮1的な逆転で熊谷組を破り初優

勝に狂喜する広島市 。三菱重工広島 (相

第42回大会。応援団に黒獅子棋をかざし喜びのあいさつをする姫路市。新日鉄広畑



第53回た亀 初優勝した禾MLL市・1訪詮属 第
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回大会。初優勝した横須賀市。日産自動車 第56回た亀 初優勝した大阪市 。日本生命
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第58回床会。博単いり2度目の優勝の浜松市・ヤマノ、抱き合って喜 ζ選手たち
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小さな大投手をうたわれた短 司11倶楽部

浜崎員二投手 (左)全大阪初優勝の原動力

となった鉄腕・伊達正男投手 (コ 大連事
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2馴い 繊
を受けた吉田正男投手

「火の玉投手」といわ社 '戻遠球で別府市。星野組を囲勝に導いた荒巻淳投
手OL)第 25回大会で高砂戦にノーヒットノーランを演じ月 |1崎 トキコ・岡本
教平投手l■■)第28回大会で史上初の完全試合を記録した二瀬町。日鉄二瀬
の村山崚創腱手佑中)若きエース、横浜市。日本石油の調卿陀短畑HhF)

第M回大会で強烈なデビ
ュー、 前年優勝の東京・藤

倉電線倒 した撫順市・満
口 |1商奇復,夕せ,FF



史上初の決勝引き分け再試合を制して喜 ζ富士

市。メJ酵
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手αttL)高砂市・鐘

淵 印 醍 した谷村智博投手 (左中)川崎市・

東芝のマウンドを死守した黒紙義弘投手 (中

上)ルーキーで新日鉄広畑の優勝に貢献した三

沢淳投手 (右上)却年連続出場の金宇塔をうち

たてた鈴木政明投手 (中左)7色の変化球をも

つ川崎市 。日本鋼管の古屋智史投手la F)

第60回大会を代表する投手。

左から潮崎哲也 (門真市・松硼

鯛  岡」鯨弱凛邸。NTT味嘱に)

野茂英雄 衛耐卜新日銀堺)
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都市対抗を彩った思い出α封丁テ故 好打

者たち。その一端をみよう。

戦前のホームラン王|〃 幡ヽ製鉄の大岡虎

雄 (方 卜)戦後の本塁打者は郊 研ll北海

道の高梨英夫 (右中)と 日本楽器の武居

チ階三●Tlだ。ミスター都市対抗をう

たわ社 チャンスに絶対菫いパッティン

グをみせた熊谷組・古田昌幸 祐過 。日

繊 の詢 1膳裕 佐中)も いたし、全

日本で舌躍したプリンスホテル・中島輝
士も忘れられなし、
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華やかな応援合戦はスタンドを彩る。男らし

さ
―

るの

`よ

おなじみ熊谷組のハシゴ
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ス」を編成した に上)ス タンドに涼風を送

ったのI詞
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スズラン娘佑コ

日本通運もみごと引脚線美のラインダンスを

披露してスタンドを大いにわ力せた



嚇 力籠 帳整化される直前、

最後の国鉄チームとして出場した国

鉄名古屋1調駆動制 長姿で応楓 ス

タンドの主目を集めた 佐■)NH
Kのテレじヽ減 力可ドラマは応援

:こ もすぐ取り入れらね、大垣市・西

鴻護団輸|よ斉痢繭蒙三 宙⊃ メ調町市・
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雁申とともに歩いてきた都市対

抗は社会刻嗽 でもあった。戦

前は戦いで傷ついた白衣の傷病

動 玖 タンドで観戦 おい モ

ガの風調で若い女性ファンも増

加した (中間 都市対抗人気に
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ファンと応援団に超満員になった後楽国球場のナイトゲーム G黎巾

戦時中は武運長久を祈り、黙とう力爾われた

炎天下の熱戦に裸のファン。東京ドームでは今は昔の物語
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ごあいさつ

日本野球連盟会長

武 田 菫
里

昭和 2年 (1927年 )、 神宮の森に、全国から12チームが

集まり誕生した都市対抗¨ ミ 昭和から平成に元号

が変わった平成元年 (1989年 )、 輝 く第60回大会を迎える

ことができましたのは、大きな喜びであります。

一日に60回 と申しましても、決っして平坦な道ばかりで

はありませんでした。戦火の拡大により予選が行われただ

けで本大会が中止されたり、不幸な戦争による中断など、

多くの困難もありました。

しかし、終戦直後の昭和21年 (1946年)夏にはいち早 く

復活、戦後の荒廃のなかにもかかわらず再開大会が開催さ

れました。暗い社会に投じた光明であり、日本の復興にも

大きな役割を果したものであります。幾多の障害を乗り越

え、戦前のクラブチーム全盛から、企業中心への転換はあ

りましたが、いつの時代にも地元都市と密接に結びつき、社

会の巨大なエネルギーとして、回を追うごとに隆盛となり

ました。後楽園から東京ドームに移つた第59回大会では、史

上最高の76万余人の観客がスタンドを埋めつ くしました。

これはひとえに、歴代役員、関係各位の献身的なご努力

と、グラウンドで力いっぱいのプレーを披露する選手諸君

のたゆまざる研鑽、そして常にあたたかい応援を続けてく

ださるフアンの方々のお力ヽデと、深 く感謝する次第であり

ます。

私が日ごろ申し上げていることでありますべ 我々力玲1

造性を発揮し、日々 充実した生活を送るためには、まず何

よりも強靭な体力と気力に裏付けられた活力と意志力を必

要とします。実りある明日を切 り拓き、明るい社会を築き

あげるなかで、スポーツ界、野球界の果たす役割は計り知

れません。ここに社会人による都市対抗野球大会の意義が

あると申せましょう。

振り返つてみますと、都市対抗野球連盟が日本社会人野

球協会に成長、さらに日本野球連盟に発展し組織も充実い

たしました。

ロサンゼルス、ソウルのオリンピックでは公開競技だっ

た勁 ヽ 1992年のバルセロナから正式種日となります。

わが国においても、アマチュア野球界がこぞつて手を携え

つつ、都市対抗野球大会の一層の向上をはかることが、国

民のご期待に応える道であります。

今後も皆さま方のあたたかいご支援とご協力をお願い申

しあ|ム ごあいさつといたします。



ごあいさつ

毎日新聞社代表取締役社長

渡邊 襄

都市対抗野球大会は、平成元年 (1989年)と いう新しい

年代の始まりとともに、第60回言己念大会を迎えました。

第 1回大会は昭和 2年 (1927年)8月 でした。当時、野

球は大変な人気でした力ヽ プロ野球はまだなく、熟狂的フ

ァンを持つ東京六大学や中等野球 (今の高校野球)の名選

手の姿を再び見たい、という声が盛り上がつていました。

この気運を察した東京日日新聞社 (毎 日新聞社の前身)が
「米大リーグのように都市を背景にした大会を開こう」と

全国の実業団、クラブチームに呼びかけ、12チームを集め

て開催したものです。試合は熱戦に次ぐ熱戦にスタンドは

渇望久しかつた野球ファンで超満員になりました。

以来、62年の歳月を経過しました。戦火の拡大で、地区

予選が終わつたあと、本大会が中止になつたこともありま

した。昭和18年から20年までの 3年間は、大会中断のやむ

なきに至りました。しかし、野球への情熱は衰えることが

ありませんでした。終戦の翌年、昭和21年 5月 には、早 く

も200余のチームが再結成され、練習を開始した、と毎日

新聞は伝えています。同年8月、選手それぞれ米持参の16

チームが後楽園球場に集まり、第17回大会を開いています。

そのあとは途切れることなく、人間でいえば還暦の60回大

会を迎えることができました。

私は日ごろから、都市対抗野球ほど、レベルが高くて、

面白い野球はほかにないと思つています。年に1度、し烈

な地区予選を勝ち抜いたチームがぶつかり合います。 トー

ナメント方式のため、どんなに力があつても、負ければ球

場を去らねばなりません。終盤の攻防は期待と不安で見る

者の胸を締めつけます。応援合戦は華やかで楽しく、特色

の一つになっています。こうした条件の中、ベンチ、選手、

スタンドー体となった闘志が数々の名勝負や熱いドラマを

生みました。バルセロナ五輪から野球が正式種目になるの

で、新たにオリンピックヘの登龍門としての要素が加わり

ます。

出場「都市」の地方自治体や市民、ファンのみなさんの

ご声援が大会を盛り上げてきました。クラブチームや企業

チームの熱意と、審判の方々をはじめ関係者のご尽力が大

会を支えてまいりました。長年にわたるご支援に̀
ら
かヽら感

謝いたします。

ここに「60年史」を刊行し、歴史を振り返るとともに、

輝かしい未来を切り拓く礎にしたいと決意を新たにしてい

る次渕妻0す。



都市対抗野球大会60年史 目次

都 市 対 抗  優 勝 都 市 ・ チ ー ム …̈ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …・ 1

~゛
あ い さ つ    日本野球連盟会長 武 田 豊 …… ¨̈・・・・ “̈̈ "̈・・・・̈ ¨̈ ・̈・・・̈ ¨̈・・¨̈ ¨̈ 。̈・・・¨̈ ¨̈ 。・・・・・ 。̈2

ご あ い さ つ   毎日新聞社社長  渡邊 襄 …………… …… ………… …… ……… …… …………… …… … 3

第 1回大会 興奮  陶酔・黒獅 子旗 の誕生 …… … … … … … … …… …… … … … …̈ … 6

者5市対抗 の思 い出  日本野球連盟冨J会長 山本 英一郎 。………………………………………………… 9̈

第 2回大会 また大連勢 /東京の夢砕 く …̈ … … … … … … … … … … … … … … … …10

戦 争 中 の 大 会 の あ れ こ れ  日本野球連盟冨u会長 松 井 徳 三 … …¨…… …… … …… … … … … …… … …13

第3回大会 3年連続 大旗 は海越 え…………………………………………………。14

クラブチームの一層の発展 を 1ヒ海道連盟会長 中原 哲男 ・…………・・・・…………………………。17

第 4回大会 地元東京 悲願の優勝 …………… …̈………………………………………18

久慈先輩 に頂 いた鹿皮ジャンパー 東北連盟会長 長沢 正夫…:。・…………………………………21

第 5回大会 6大学の花形揃 え連覇 …………………………………………………… 22

裏方の都市対抗  関東連盟理事長 東保 秀喜・………………………………………………………………25

第6回大会 準優勝讃 え白獅子旗誕生 …………………………………………………26

第 7回大会 初のMVPは東京の真野・… …̈………………………………………… …̈…………。30

第8回大会 雌伏 7年 大阪雄叫び ……………………………………………………34

第9回大会 満州含め予選制スター ト……………………………………………………38

第10回大会 門鉄が企業チーム初V…………………………・……………………………………………42

大感激の初 出場 中部連盟会長 河合 滋 ………………………………………………… 4̈7

第‖回大会 暗 い時代へ… 2チーム欠場 ……………………………………………… …̈……………48

第12回大会 神宮の森か ら後楽園へ ………………………。…・………。…・………。…・… 52

第13回大会 大陸の戦火拡大 相次 ぐ欠場 …………………………………………………………・56

第14回大会 全京城 悲願の初優勝 …̈……………………………………………… 60

第15回大会 無念 つ いに本大会中止 …… …̈………………・…………………………………… 64

都市対抗の一層の盛況 を 四醸醜会長 稽原 幸雄……………………………………… 64

悲喜 交 々の都市対抗  東海北陸連盟理事長 月風菩F 力・̈ ¨̈・̈・・・・・・̈ ¨̈ ¨̈ ……“・̈ "・・̈ ¨̈ ¨̈・・・・"・・̈ 。̈65

第16回大会  ｀
外地

″
参加最後 の大会 …… … …… … … … … …… … … … … … … … “・66

者5市対抗 の ヒー ロー 松尾俊治……・…。……… ………… …………………………………………………… 70

第17回大会 平和復活 /野球へ の情熱 … …̈………………… …̈…………… …̈ …̈……………… 72

第18回大会 本塁打 も飛 んだ初 の天覧試合 … … …̈ … … … …̈ … … … …… … … … … 76

40回で 2度の感激  近畿連盟冨U会長 五十嵐 義臣 …̈……………………………………………………。81

第19回大会 大会隆盛  初 陣 も 9チーム ………………… …̈… ……………………・………………82

感無量の長 い掛 け合 い  幅 逮臓 長 池田 立人 ………………………………………………………・87

第20回大会 協会発足  祝砲 27アー チ・・…………"・・………… …̈……………… … … … ¨̈ ……・88

3度の全 国優勝  九州連盟会長 水野 勲 …̈…………………………………………………………………93

第21回大会 補 強制度 でパ ワー ア ップ … …̈……… ……… … … …… … …… …… … … … 。94

戦後球界 に「世界 への道 」 を開 いたマ ッカーサ ー元帥の側近 たち 加藤 毅康 …̈ 99

第22回大会 企業が本腰  初顔 実 に 12チー ム … …̈………………… …̈……… … …“……。100

幻 の ツーラ ンホーマー  日本石油 建内 保興 “…………………………………………。……………105

第23回大会 全鐘 紡  史上初 の 3連覇 …… … … … … … … … … … … …… … … … …̈ …106

都市対抗 野球 に敬 意 と感謝 大昭和製紙 斎藤 了英… … … … … … … … … … … … … … 。111

第24回大会 優勝チームはハ ワイ遠征 ………………………………¨̈……… …̈…………… …̈・・112

戦前、戦後の都市対抗 に参加 して 全鐘紡 牧野 直隆 …………………………………117

第25回大会 記念大会 に最多の25チーム … …̈……………¨̈……………………………………・・118

第26回大会 全鐘紡 4度 目 /大会 タイ …̈………・……… …̈………………………………………124

第27回大会 東 日本勢 17年ぶ りの大旗 …̈……………………………………………130



第28回大会  5戦 無失点の完全優勝 …… … … … … … … … … … … … …̈ … … … …̈ 。136

第29回大会 奇跡 の逆転 で横浜波乗 り …̈………………… …̈……… …̈………………………“̈・・144

忘 れ難 い東京倶 楽部 を破 つての優勝  全大阪 伊達 正男 …̈ … … … … … … … … … …151

第30回大会 初 めて四国へ黒獅 子旗 … … ……… … … … …… … …… … … … …̈ … … …152

第31回大会 初 出場 わず か 1チー ムだ け "…… … … … … …̈ … … … … … … …… … 。160

第32回大会 予選 で次 々 と強豪敗退 … … … … … … … … … … ……… … … … … … ……168

第33回大会 運覇 の横浜  5試 合零封 … …… … … … … … … … …… … … … … … … 1̈76

第34回大会 伏兵 京都 市が逆転V… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 。184

第35回大会 五輪 の年  記念大会 に32チー ム …̈…・・…………………………………… …̈¨̈ 192

第36回大会  8強 に西 日本勢 7チー ム … ……… … … ……… … … … … … … …… … … 200

第37回大会  3連 続サ ヨナ ラ勝 ちで黒獅 子旗 “… … … … … … … … …・… … … … … 。208

第38回大会 最多V支えた 快腕 19歳 平松 ………………………………………………………・・・216

第39回大会 実力均衡  14試合が 1点差 …・̈ … … ……… … … … … … … ……… … … 。224

第40回大会 華や か にナ イ ター 開会式 …̈……………………… …̈…………̈ …̈………………・・。232

鮮 明 に思 い出す都市対抗 全藤倉 吉田 正男… … … … … … … … … … … … … … … … …241

第41回大会 決勝  大会初 の 引 き分 け再試合 …… … … … … … … … … … …… … … …242

第42回大会  1年 生バ ッテ リー にガヽ野賞 … …… … … … … … …̈ … … … …̈ … …… … 。250

第43回大会 常連 チーム続 々初戦敗退 …… … … … … … … … … …… … … …… … … …・。258

第44回大会 首都 圏 ドーナ ツ型 4強決 戦 ……………………¨̈ ………… ……… …̈……… …̈…・。266

第45回大会 大旗初 めて津軽海峡渡 る …̈ …… … … … … … … … … … … … …… … …274

第46回大会 3賞 独 占 18歳ルー キー・丹 … … … … ……… … … … … … … … … … … 282

第47回大会 人工芝 にマ ス コッ トガー ル登場 。… ……… …̈…………………… …̈…“…… 。̈。290

第48回大会 神戸 市 に45年ぶ りに黒獅 子旗 … …… … … … … … … … … … ……… … … …298

第49回大会 りll崎決戦  東芝 に初 の栄冠 … … … … … …… … … … … … … … … … …・306

第50回大会 金属バ ッ ト/本塁打 62本 も "……………………………… …̈… …̈………………・̈・314

第51回大会  8強 に東 日本勢 7チー ム … … … … …… … … … … … … ……… …… … … 322

第52回大会 雌 伏… 15回 日で電電東 京初 V… … … … … … … … … … … … … …… … …330

第53回大会 頂点へ 甲子 園連覇バ ッテ リー …… … … … … … … … … … … … …… … …338

第54回大会 史上初  親子二代 の橋戸 賞 … … … … … … … … … … … … … …… … … 。346

第55回大会 打 つた打 った /本塁打 78本 …………………… …̈…… …̈……… …̈…………… …354

第56回大会 出場 31回 つ いに黒獅 子旗 …………………………………………。…………………・。362

第57回大会 決勝 に出れ ば優勝 /6回 目・・……………………・………………………・…………。…・370

第58回大会 最後 の後楽 園 別れの砲 音 95発 …̈ … … … … … … … … … … … … … …378

第59回大会  ドー ム元 年満 員本L止め …・・……………………………………………… 。̈………・・……・386

第60回大会 プ リンスつ いにキングになつた ・̈・…・・… …・・…・・…。…………。… …̈…・……・。394

都市対抗 は私 の人生 だ 熊谷組 古田 昌幸 … … … … … … … … … … … … … … … … …・404

日本社会人野球協会発足の ころ 岩崎 恒 …… … … …Ⅲ… … … … … … … …… … … …405

私 と都市対抗 野球  鈴木 美嶺……………………………………………………………………………406

黒獅子旗
｀
奇談

″ …̈ … … …… … …… … …… … … … … … … … … … … … … … … ・̈407

橋戸賞 久慈賞 小野賞 若獅子賞 応援団コンクール 受賞者一覧…………………………408

大会表彰者 ・……………………………………………………………………………………………………・・410

10年連続出場選手一覧…………………………………………………………………………………………414

60回の決勝戦雷己録 ・“̈ ¨̈・・・・・・̈ "・・̈・・・・・・̈・・・・・・・・̈ "¨ "¨" ・̈・・・̈ ¨̈・・̈・・"" ・̈・"・・"¨ ・̈・̈ “̈ "̈¨¨̈・・・415

都市対抗記録 ・̈……………………………………………………・…・・………………………・……………・・416

球宴 人物マップ “……………………………………………………………………………………………。418

都道府県別出場チームー覧 …̈……………………………………………………………………………・綴込



第1回大会 駆呉揮:班  酬

興奮、阿酔・ 黒獅子旗の誕生
記念すべき第1回大会は、昭和 2年 8月 3

日午前10時 3分、小西得郎球審のプレーボー

ルで開幕 した。

第 1回早慶戦の早大主将として活躍した橋

戸頑鉄氏 (東京日日新聞社客員)らが全国を

まわり、選抜した強豪12チームカ平帷載斜易に

集まった。現在のような予選制度でなく、推

薦出場ではあった力ヽ たとえば仙台鉄道局、

大連満州倶楽部のように、同じ地区にあった

ライ′ウレ。チームと自ら戦い、鵬折1を あげて

出場したところもあった。

すでに大正10年から全国鉄道大会が設立さ

れており、12チーム中、5チームが鉄道であっ

たのは時代のしからしめるものがあった力、

朝鮮半島、中国 。関刺 11を含め、北海道から

九ノ11ま で、地域のバランスもよく配慮されて

いた。

黒獅子旗を初めて手にしたのは中沢不二雄

監督 (明大出)のひきいる地 翻11倶楽部で

あった。

エースは児玉政雄 (早大出)。 なによりも

打線が充実していた。氷室 (芥田)武夫外野

手 (早大出)二神武外野手 (立大出)疋田捨

三主将は 出)井 卜T夫内野手は 出)ら

がずらりと並び破壊力十分のチームだった。

開会式直後の第 1戦、全横浜対全大阪戦は、

大阪 。永井武雄投手 (慶大出)の力投で大阪

が競り勝ったあと、雨で 2日 間順延となった

力ヽ 再開第 1戦の東京倶楽部対仙台鉄道局戦

は東京が 9回に3点を挙げて逆靭勝ち。続く

京城竜山鉄道局対大連戦も、京城が 8回に同

点に追いつき9回 に 3点 を奪って逆転 した

力ヽ その裏大連が一挙に4点を挙lλ 大逆転

のサヨナラ勝ちを演じはやくもファンを熱狂

させた。

1回戦に苦しんだ大連は名古屋鉄道局、オL

幌ワゴナーを連破し、決勝は2回戦で有力候

補だった東京倶楽部を破った全大阪と対戦じ

た。大阪は永井投手を擁 し、二P41‖延明 (明

大出)西川東平 (慶大出)ら を中心に打線も

揃っていたが、児玉、永井の投げ合いは、児

玉が大阪打線を永井の 1安打だけに抑えて完

封勝ち。黒獅子旗は玄海灘を越えたのだった。

それにしても4試合で36安打を放ち33点をた

たき出した大連の猛打は評判通りだった。

東京の三宅大輔二塁手 (慶大出)が 1回戦

の対仙台戦で大会第 1号本塁打を放った。ラ

ンニング本塁打だった力ヽ 本塁打はこの 1本

だけだった。北海道から出場 した札幌ワゴナ

ーは、法大を卒業した砂沢文夫力ヽ 大会の誕

生に陶酔、オWな 小樽の愛好者に呼びかけ、

31歳ながら監督、エース、 4番 としてチーム

を引っぱり、全神戸を破って準決勝進出、大

いに気をはきその後の北海道の野球振興に貢

献 したのは特筆されよう。

スター トで雨にたたられたとはいえ、東京

六大学や甲子園の中等学校野球大会で鳴らし

たなつかしい名選手たちが熱のこもったプレ

ーを見せ、第 1回から人気のまとになった。
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快投児玉が 1安打完封

大連は1回、木原が初球を狙い打って一・

二塁間を破った。疋田はバント失敗のあと強

振、遊ゴロとなったが敵失に恵まれて一 。二

塁。さらに捕逸もあって二 。三塁とチャンス

を広げ一死後水室が中前に快打して 2者を迎

え入れた。永井は先頭打者に安打され 味方

のミスもあって、立ちあがりにいつもの落ち

つきがなく強打の水室に拡  2球日と外角

同じコースでストライクを取りにいき、適時

打を浴びた。

人連・児玉は速球とカープの制球力で大阪

打線を抑えた。大阪は2回敵失に四球と盗塁

をからめ、無死一・三塁と絶好機をつくった

が、三田村のスクイズが空振りで二塁走者が

狭殺さな 児玉の力投に後続を断たれたのが

痛かった。大阪は4回 にも敵失と永井の右前

安打で一死一 。三塁とした。平井の右前に飛

第1回大会魯制した渕1順囃 的 情 l■l

んだ打球は当然安打と思われる当りだった

力ヽ 大連の右翼手 。本原は前進また前進、最

後はスライデイング・キャッチして、一塁に送

来 併殺に仕止めた超美技が試合を決めた。

丸墓は9回、中井が右前打。バントで送る

と、児玉が中前にはじき返す適時打を放ちト

ドメを刺した。

成功喜ぶ橋戸さん

第 1回大会はドラマチックな好試合の連続

で、予想以 Lの人気となった。 “都市対抗生

みの親"と もいえる橋戸頑鉄氏は、東京日日

新間に次のような総評を掲載、成功を喜んだ。

12都市対抗とうたったものの、その内容は

果たしてどんなものか。目の肥えた東都のフ

ァンの前に立って、おくれを取るようなこと

はあるまいか。戸山ヶ原あたりで日曜日ごと

に戦っているチームと大差ないものではある

まいか。今にして思えば、甚だ失礼の至りで

あるカミ 私は直接この計画を成就するに当た

りながらも、以上の如きは杞憂はあった。

しかるに幕が開き、大阪対横浜の試合を見

ると、前者は名投手・永井君を陣頭に押した

て、横浜は明大で培われたる長友君を以てこ

れに対抗せじめ、堂々たる戦いぶりでファン

をうならせた。

東京対仙台の一戦も至極おもしろく、大連

対京城戦に経りては、六大学リーグ戦以上の

センセーションをまき起したといつても過言

ではなかった。

第 1回にしてこの充実、この盛況をみせた

のであるから、今後益々向上発展を遂げるに

相違いない。毎年 8月 上旬における一大年中

行事としてファンを熱狂させるであろう。

チーム、ファン、主催者の二部合奏が今後

一系乱れざる階調を持して展開せんことを球

界のために祈る。

海渡るとも悲 Lむなかれ

第 1回大会で輝 く優勝を果たした大連満洲倶

楽部 。中沢不二雄監督が開会式で、満員のフ

ァンにむかって行った演説は人々の胸をうっ

た。「仁J丈ある江戸っ子ファンよ、男っ気の

江戸っ子ファンよ。黒獅子旗取らざる、黒獅

子旗海を渡るとも悲じむなかオL玄海灘を過

ぎ、南満の地にへんt∫んとひるがえるとき、

在満40万同胞の感激はいかばかりや」。

戦後プロ野球のリーグが分裂したとき、パ

・ リーグの会長をつとめた豪快な野球人だっ

たが、この挨拶は面目躍如。

松岡洋右さんの卓見

大連 。大1阪渕勝戦にネット裏に現われ、そ

の熱戦ぶりを身じろぎをみせずに見守ったの

が松岡洋右 。新 商鉄副社長 (の ち夕林日)。

一投一打に大歓声をあげるファンを目のあ

たりにして、「千万の外交官が外国をウロウ

ロするより、このような財 チームが献 し

て奮闘した方力ヽ どれほどいいかわからぬ」

の感想。

自身が外交官であっただけに、日米におけ

る野球の発展と、その国際性を見抜いたのは

さす力札

◇1ゲーム最多安打15 準決勝の大

連・

'嗣

1憾謝辞F対札幌ワゴナー戦で大

遭力編副縁した。

◇大会第 1号本塁打 大会第 2日の

第1試合、東京倶楽部対仙台鉄道局戦

の 3 LI一死一塁で、東京 。三宅大輔二

塁手力ヽ 仙台・菅原投手から、右中間

をゴロで破るランニング本塁打を放っ

て記録した。



1喋

横浜市 (全横浜)

大阪市111∬
::1農 |:

猥
40
40
43
40
41
41

1 32
32

振球犠盗失残併
4001260

塀誉学守脊警サ  蚤乗塁笙村57時沓お分

1回戦

打安
51
51
30
32
20
30
31
41

市
　
三
松
稲
山

一泉
　
　
６
　
４

一思
⑤
④
４
４

部

０

０

局

楽

０

０

道

倶

０

０

鉄

京

２

０

台

東

０

０

仙

市

　

市

一示
　
　
　
ム
ロ

東
　
　
仙

田
川
木
富
生
田
田
土

藤
宅
村
垣

安
２
１
１
０

打

５

２

３

０

振球犠盗失残併
4101350

1回戦

_ 振球犠盗失残併
8330080

7ギ曇:"雰罪
(藩 )

][[|[lli]||||:

l回戦

[i[1lii[i;]キ
:||:

打安
51
40
40
51
10
00
41
30
4

8

尚T2薄層猛孵Ⅷ

門司市 (門 司鉄道局)

肺』||||||||

準 決々勝

8髪 鼻,:
3811

振球犠盗失残併
15241101

▽三塁打 藤村 児玉
▽ 1時間50分

準々決勝

【札幌市】   打安

9  書藤党 ::

3i堰 :|
H 加 藤 1

8  事妻覚 '
7 矢 村 2

⑧  斉藤弟 31
324

振球犠盗失残併    ▽二塁打 矢村
5322372    ▽1時間16分

準々決勝

打安
51
51
21
30
32
21
30
00
00
30
20
20
00
306

振球犠盗失残併
2620180

準々決勝

安

０

２

２

１

０

１

２

打

３

４

４

３

５

５

５

川
浦
田
栖
礼
元
岡

ｌ
神

三
有
栗
久
有
西

市司
③
◎
◎
０
０
０
●

¨
０

０
＞

ナ

０

〇
一戸

ゴ

０

０
神

ワ
０
０
全

市

　
　
市

幌
一　
　
一戸

札

　
　
神

０
０
部

＞

０
１
楽

阪
０
０
倶

大
０
〇
一示

全
０
０
東

市
　
　
市

阪
　
　
一尿

大
　
　
東

＞

０

×

局
１
０

道

０
１
＞

鉄

０
２
部

屋
０
１
楽

古
０
０
倶

名

０

１

州

＜

０

０

満

市

０
１
＜

屋
　
　
市

古
　
　
連

名
　
　
大

打安
20
30
40
41
40
30
31
20

川
藤
井
浜
木
永
崎
尾
中
村
益
川
里

市
　
加
永
長
三
富
浜
藤
山
即
離
西
七

阪伏
８

①
⑨
③
④
⑤
Ｈ
５
②
②
７
７

市
　

．二
山
河
山
新
柳
俣
柳
稲

打安
40
40
41
20
10
30
10
30
20
20

|:§ 堡単i:
40  8  宗 政 00

4101360    振球犠盗失残併
5213170

3〒尋嵩43雰
岡▽二塁打 疋田 氷室

振球犠盗失残併
6210672
有田▽二塁打 三浦

市】
柳 田
田 川
金 政
高 田
Jヽ 林
友 滝

山
,||

振球犠盗失残併
4311631

振球犠盗失残併
10312352
▽二塁打 山崎
▽2時間5分

振球犠盗失残併
4101360

準決勝

大
③
◎
◎
①
ｌ
④
②
７
⑤
５

０

０

局

＞

３

０

道

阪
０
０
鉄

大
２
０
司

全
２
０
門

市
　
　
市

阪
　
　
司

大
　
　
門

２

×

＞

０
１
部

¨
０
７
楽

ナ

０
５
倶

ゴ

０
２
州

ワ
０
０
満

市
　
　
市

幌

　
　
連

札

　
　
大

阪市】  打安
二出川 52
加 藤 50
三 木 54

り|1 3

振球犠盗失残併
4244171
▽三塁打 西川
三田村 二出川

準決勝

振球犠盗失残併
5902360

山中▽二塁打
▽2時間15分

朝妻
矢

市幌

　

６

　

９

　

　

１

札
②
⑤
③
①
⑨

５
⑤
④
Ｈ
②

７

振球犠盗失残併
8412990

83歪 層 ::
98宗 政 21
③  二 神 32
87 緑 川 32
②  氷 室 32
7  伊 藤 10
②  片 岡 32
2  坂 井 10

0言 :||
6 中 沢 10

4215

打安
40
30
30
40
20
20
42
20
10
20
20

振球犠盗失残併
1514480

制 I Ul辱 目4募
岡 ▽二勤 二神

田 1

井 4

尾 1

本 1

中 3

崎 1



都市対抗野球の思い出

日本卵嚇期胴蛤浸  山本英一郎

都市対抗の永い歴史をふり返つてみて、脳裏に深 く亥Jま

れていることは、鐘紡の 3年連続優勝の偉業と、日本石油

が 6回の最多優勝の栄誉に輝いたことである。

その日石が 5度 目の優勝をなしとげた翌年の昭和43年、

第39回大会の準決勝で河合楽器と対戦して、あわや放棄試

合にもなりかねない事件が起きたことが一番強 く印象に残

っている。

試合は3対 1で 7回 まで河合のリードで進み、予断を許

さない白熱した好ゲームだつた。 8回、日石の攻撃で■死

後、安打で出塁の枝松道輝君を塁上において、 4番の秋元

国武君が左中間スタンドの奥深 く豪快なホームランを打ち

こんだ。これで3対 3の同点になり、後楽園球場力,弗きに

沸いた。とその直後、秋元選手が二塁ベースを踏まなかつ

たとのアピールが河合の内野手からなされた。二塁塁審の

西大立目永君は打球を追っていて触塁を見ていないから、

一塁塁審の菅太一君がこのアピールを正当と認めてアウト

が宣告された。さあ大変なことになった。 “幻のホームラ

ン"と なり、得点は 1点どまりとなり3対 2で河合のリー

ドのままとなった。

勿論直ちに日石の北崎健二監督が抗議して二塁への触塁

は正確であり、従って判定の訂正を求めた。 4人の審判員

が協議の結果、一塁塁審の判定を支持して日石の抗議を退

けた。しかし日石は判定を不服として抗議が延々とつづき、

56分も費やされた。

当時私は審判委員長の職にあつたので、重大な事態の推

移を三塁側の控室でじつと見守つていた。やがて日石チー

ムは全員がグックアウトを引揚げて、球場の玄関口に向い、

バスに乗り込む事態になつた。私は走つて玄関に廻り、時

の日石野球部長である建内保興氏 (現在の日本石油会長)

を呼び止めた。そして別室に招じ入れて、 2人だけで事態

収拾について話合った。

建内さんはホームランの正当性を述べられるし、私は一

且下された審判員の判定を支持する旨を話し、平行線とな

つたのは当然である。私は再度、すべてのスポーツは審判

員に判定を委すのがルールなのだから、不満があっても従

って欲しいこと、更に重大なことはもしこのまま日石力滅

合を放棄すると、アマチュア野球規則によリチームに何ら

かの罰則力う適用されることになる。そうしたら名門である

日石チームを一時的にせよ失うことになり、大変な汚点を

残すので是非とも避けたいと心をこめて説明した。

2、 3分が経過しただろうか、建内さんが私にタバコを

所望された。そのとき私は内心ホッとした。建内さんは中

学、高校と野球選手を経験されたので、充分野球の規則も

熟如されている立派なスポーツマンであったから。私は次

にでてくる言葉を緊張して待つていた。やがて『君が追い

かけてこなかったら、サッサッと引揚げていたよ。マネジ

ャーの渡辺政司を呼んでくれ』と言われ、渡辺君にバスの

中にいる北崎監督を呼ぶように指示された。そして4人が

揃つたら建内さんが『北崎、しょうがねえぞ。試合を続行

しよう。まだ負けたわけではない』と言葉短 く、しかも諭

すように話された。

試合が再開されたが結果は日石がそのまま2ヌ寸3で涙を

のんだ。ここまでの情景は私も今まで誰にも話していなか

った。建内さんと私 2人だけの腹藝であったと思う。20年

がたった今、静かにふり返つてみて、60年の歴史を誇る都

市対抗の中でも、本当にきわどい場面であつたと思つてい

る。そして更に誇りに思つていることを申しあげよう。

あのような険悪な空気の56分間、両軍スタンドの応援団

は過激な行動をとる者もなく、整然と応援歌の交換をくり

返し、また一般ファンも1人 としてグランドになだれこむ

者もいなかつたことである。見事な指揮統制に感謝するば

かりで、特に判定に不服であつた日石応援団には唯々敬服

いたしました。

それから後に、建内さんとお会いする度に野球の話題に

なると “幻のホームラン"がでた。私は秋元君が二塁を踏

んでいたのか、いないのかは今でも判らない。神様だけが

知つているだろうとお話した。いづれにしても過去 5回の

優勝が建内部長在住中の栄誉であったその人カミ この事態

に試合続行の苦しい決断をなされたことに対し、今改めて

感謝申しあげたいと思います。



第2回大会 優勝〓大運市・大連実業団
19四年 (昭和3年)8月 5日 -8月 9日・神―

また大連勢 !東京の夢砕く
第 1回大会より参加チームが 1チ ーム増

え、神宮球場に13チームが揃った。この大会

から完全な予選制度ではなかった力ヽ 地域に

よって出場権をかけた対戦力当子われた。前回

優勝の地 湖同`期辞5は大連実業団に敗れて

出場できなかった。

その大連実業団は岩瀬 (谷口週J殴手 (早

大出)が大活躍、バ ンヽクも好守好打で盛 りあ

げた。東京六大学出身者で固めた全大阪、東

京倶楽部を連破、堂々の優勝を果たし、引き

続き大連に黒獅子旗を持ち帰った。

大連は全神戸、全横浜を零封して準決勝で

全大阪と対戦した。岩瀬投手は舌団 で 1回に

2点二塁打を浴へ  2回にも3点 を取られて

附 几 一塁手からリリーフした山本一郎投手

船 江商出)力澱 、 6回安江遊撃手にラン

ニング本塁打されたものの、 3回以降この 1

点だけにIPえ たのが大きく、イ咳1みに反撃じ

て8回を終って 2点差。土壇場の 9回、大阪

の舌Lれをついて 1点 をあIス さらに再Fし吋受手

に戻った岩瀬が中前適時打、代走の平田次郎

選手 (青山学院出)を迎え入れ同点とした。

追う者の強嘱 浮足だった大阪に10回、連続

失策が出て無死一 。二塁と大連はチャンスを

つくり、山本一塁手が中堅右 0こ`l■T、 宮武英

男遊撃手 (錦城中出)がサヨナラのホームを

踏んで逆転勝ち。東京倶楽部は函館太洋倶楽

部、八幡製鉄を降し、準決勝の京城殖産銀行

戦では苦戦を強いられ、延長戦となったもの

の、11回 に林好雄遊撃手 (明大出)力闇 の

適時打を放ち、その裏の京城の反撃を永田庚

二三塁手 (立大出)のファインプレーなどで

切り抜け、やはり逆転勝ちした。決勝戦、「東

京六大学の主将揃い」の東京は、地元の意地

でも、第 1回大会で「海を渡った」黒獅子旗

を取り戻そうと頑張った。大連・岩瀬t東京

・新田恭― (慶大出)両投手の息づ まる投手

戦となった力ヽ 大連の壁は厚く、東京の夢は

破れた。

悪天候に悩まされた大会で、日程は大幅に

狂ったものの、スタンドは連日超満員。早 く

も大会に定着した人気のほどを示した。

連続出場したチームは、仙台鉄道局、東京

倶楽部、全横浜、名古屋鉄道局、全大阪、全

神戸、全呉の7チームだった。

大 連 市・大 連 実 業 団

神 戸 市・全  神  戸

横 浜 市・全  横  浜

呉  市・全     呉

大 阪 市・全  大  阪

仙 台 市・仙 台 鉄 道 局

東 京 市・東 京 倶 楽 部

函 館 市・太 洋 倶 楽 部
八 幡 市・八 幡 製 鉄

京 城 市・京 城 殖 産 銀 行

高 崎 市・高 陽 倶 楽 部

名古屋市・名 古 屋 鉄 道 局

松 本 市・松 本 機 関 庫

大
連
実
業
団
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投げた打つた、岩瀬大車輪

大連実業団・岩瀬の剛、東京倶楽部 。新田

の柔。両投手の対照的なピッチングで、投手

戦のまま試合は終盤を迎えた。

岩瀬は速球と威力のある鋭いシュー トで東

京打線を抑え、新田は練習不足をおぎなう頭

脳的な投球をみせ、緩急自在のカープとシュ

ー トを武器に、ボールになる球をうまく使っ

た。

6回 まで東京 3安打、大連は2安打。とも

に二塁まで進めなかった。

7回、大連は先頭の山本がニゴロ失で一塁

に生き、二死となったが武井が左前打して一

。二塁。打者は8番ながら、 3回にも快打し

ている岩瀬L新田苦′じヽのピッチングは、 1、

2球がきわどくコースをはずオι カウント0

-2と なった。次打者カド監督を兼ねるベテラ

ンの安藤だったこともあってか、新田は勝負

に出、第 3球は外角寄りにはいってくる脱

待ちかまえた岩瀬のバ ンヽトにはじかれた打球

は左前に飛伏 強肩の左翼手・斉藤の懸命の

バ ンクホ~ム もわずかに及ばず、大連が貴重

な1点 をあげた。

東京も1番から始まった9回、必死の攻撃

をみせたが、斉藤の中前に抜けそうな痛打は、

遊撃手・宮武の好守に刺され 林の打球も一

塁手・山本が追いつき、カバーの岩瀬に送る

美技で 1点 を守り切つた。

打力では抜群といわれた東京を3安打に封

じた岩瀬の快投はみごとだった。

雨で開幕 5日延び
雨にたたられた大会だった。開幕の予定さ

れた8月 1日 が雨、その後も降り続き第 1日

を迎えたのが 5日 。この間大連チームは、「ジ

メジメして気がくさる」と気分転換のため、

宿舎を代わったほどだった。

これ以上待てないと小雨のなか 5日 午前10

時20分陸軍戸山学校軍楽隊の演奏する行進曲

に乗って選手入場、開会式力浙子われ、市来東

京市長の始球式で第 1試合の東京倶楽部対函

本社・岡副社長から黒獅子旗を受ける大連・Wil平

館大洋倶楽部カウ
゛
レーボール。

しかし2回終了した段階で、またも雨力ヽ敦

しくなり中断。ちょっと雨があがるとグラウ

ンドにガソリンをまいて火をつけるなど、懸

命の整備を続け、午後 2時 25分再開と、裏方

さんの奮闘ぶりは大変だった。

一部地区で予選制
この大会から完全な形ではなかった力ヽ 地

方によっては大会に出場する “予選"力晰子わ

オ■た。

最も激しかったの力ヽ 第 1回大会で優勝じ

た大連,制11倶楽部のん塁と

'L/111。
大連にはih71'‖ 倶と並んで大連実業団と、人

気を三分する強豪チームがあった。両チーム

の対戦は、「大連の早慶則 と呼ばれたほど

だった力ヽ 実業団は「,嗣11倶が優勝したのな

ら」と闘志を燃やし、 7月 上旬の対抗戦で 2

戦 2勝。どちらを代表にするか大議論となっ

たが、「大連の最強チームを送るべきだ」の

正当論が制 して実業団が付ま となり、みごと

優勝した。

九州も第 1回大会に推薦されなかった八幡

製鉄が「けしからん」と納まらず、ちょっと

した騒ぎになった。このときは橋戸頑鉄氏が

「来年は予選をするから」と説得したいきさ

つがあっただけに、出場した門司鉄道局、福

岡りL71｀‖鉄道に対する八幡の意地はすごく、門

鉄、九鉄を連破 して代表となった。その夜八

幡の町は提灯行列で埋まった。

大連猛攻20安打23得点
準々決勝の対全横浜で、大会記録の23得点、

20安打をマークした大連実業団。 1回にトッ

プの中川が安打すると5安打を集中、横浜の

ミスもあって一挙 6点。 2回にも加点したう

え、 4回には山本の二塁打、安藤の二塁打を

含む 5安打に3四球をからめてまたも6点、

5回 にも7安打を集めて 7点 と大量点を奪う

織

横浜 も4投手を次々に繰 り出して防いだ

が、火のついた大連打線を鎮めることができ

なかった。

大連はエースの岩瀬を一塁にまわし、山本、

安藤両投手が投げたが、横浜打線はわずか 3

安打。 1時間57分の試合の大部分は大連の攻

撃に使われた。

上州武士の負けじ魂
強豪・京城殖産銀行に1回戦で敗れたとは

いえ、高崎 。高陽倶楽部の戦いぶりは見事だ

った。

無名選手を鍛えあげ、素晴らしいチームヮ

ークで京城と戦った高崎は先取点を奪われな

がら3回 には永野、片岡の二塁打、春日の右

中間二塁打と長打を連発して逆転し、 5回同

点とされたものの、その裏前田が適時打して

再びリード。

6回 も無死二塁とチャンスをつくった。永

野の右飛でホームをついた宮野力ヽ 右翼手・

那須の好返球にタッチアウトになったのが痛

〈、これが試合の流れを変え、 8回に3点 を

奪われたが、高原、角谷両投手が交互にマウ

ンドに登った京城にヌ寸し、高崎は片岡が 1人

で投 1丹友き、 4安打だけ。 戦評を担当した

小野三千磨さんは 日国々 の技に特筆すべきと

ころはない力ヽ 打つに守るにJll武士の気概

をいかんなく発揮 した」と賞め讃えた。

◇1チーム最多得点、最多安打 準

々決勝の大連実業団対全横浜戦て大連

は23響肇月ヽ (市苺お10)、 20リマオT (市黄力
=3)

を証滲乳
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戦争中の大会のあれこれ

日

…

副会長 松井徳三

私が初めて都市対抗の本大会に出場できたのは、第11回

大会 (昭和12年)で、神宮球場での最後の大会であつた。

私は全名古屋チームの三塁手。相手は横浜のコロムビアQ
6-2で敗れた力ヽ コロムビアの鈴木投手 (法政出)のよ

くコントロールされたボールに魅せられことと、この試合

の最中に私の長男が生まれたこともあつて、記憶に残る初

出場であった。

翌年の第12回大会から舞台が後楽園球場に移つたが、幸

いにこの大会にも私は全名古屋の一員として出場できたか

ら、神宮球場での最後の大会と、後楽園球場での初の大会

とに出場した珍しい言己録を持つことができた。珍しい言己録

と言え|よ 第16回大会で私が投手として、大阪代表チーム

相手に作ることになる。

その前、第13回大会には、私が生将の東邦瓦斯が東海代

表となつて、初めて本大会に出場。入場式のプラカードを

見て、スタンドのフアンカミ 「東邦瓦斯は名古屋のガス会

社か」と言つていたそうである。その初陣の東邦瓦斯は三

富投手をもつ大田雄飛に3-1で敗れたカミ ー塁側スタン

ドを埋めた大田雄飛の大応援団に圧倒された日惜しい思い

出がある。東邦瓦斯は第15回大会にも代表チームになつた

力ヽ 本大会が中止、無念の想いをした。

さて翌16回大会 (昭和17年)は、第二次世界大戦が拡大

激化する中で開催された。この大会にも名古屋市代表にな

つた東邦瓦斯の 1回戦の相手は神戸市 (川崎重丁)で優勝

候補の一角。カミ 試合はやつてみないと判らないもの(
6-3で東邦瓦斯が勝つた。この試合、球審の判定がきび

しく、ストライクゾーンが極端に狭いので、両軍投手は大

弱り。名古屋の投手の私が 6個、神戸の小泉、河村の両投

手が2個の四球を出した記録が残つている。バッターは、

こうなると第 1ス トライクは打たず、 くさいボールも知ら

ぬ顔。試合時間が 3時間半ぐらいで、終つた時は本当にぐ

つたりしてしまつた。ところが次の大阪市 (大同製鋼)と

のゲームに、前述した珍しい記録ができたのだから野球は

面白い。名古屋の投手は私。大阪は鈴木 (旧性田上)。 試

合は楡木謙次郎一塁手のテキサス安打で3対 1で大阪が勝

ったカミ 試合時間何と1時間 9分、大会最短時間試合だつ

た。この記録はいまもつて破られていない。けだし珍記録

とも言えるのではあるまいか。有力な選手が軍隊にとられ

て、ベンチにいる選手層が薄 く、代打にも事欠いていたこと

と、名古屋のチームが第 1戦の勝利の後、会社の招待宴で

鮨を食い過ぎて下痢気味の選手が多く、早打ちしたことも

原因のひとつだつたかもしれない。尚この試合の球審は天

知俊一さんであつた。
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第3回大会欄瑕鼎鶴冨履騨鵞り2回D
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浜
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野
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幌
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一戸
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横

大
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京
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名
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門

京

神

呉

3年連続に大旗は海越え

小さな大投手をうたわれた慶大
出身の浜崎真=投

手。満
"限

楽
部2度日の優勝に貢献した

前回からさらに1チームふえて参加したの

は14チーム。 3年連続出場を果たしたのは仙

台鉄道局、東京倶楽部、全横浜、名古屋鉄道

局、全大阪、全神戸、全呉。

大会前から優勝候補の筆頭にあげらられた

大還 商州倶楽部が 2年ぶり2度 目の優勝に輝

き、前回の大連実業団とあわせ、第 1回大会

以来、黒獅子旗は3年連続 して玄海灘を越え、

遠く大連の地にひるがえった。

大連は前回の地区予選で大連実業団に敗

オι しかもその大連実業団が堂々の優勝を果

たした悔 しさをバネに、これまでの陣容に加

え、ちいさな大投手とうたわれた浜崎真二 曖

大出)守 りの神様といわわれた永沢武雄二塁

手 (明大出)ら を加え一層の充実を図った。

大連実業団戦に連勝、利 11か らの遠征チーム

もなぎ倒し、「大 卜無撤」の勢だった。投手

陣は浜崎と児玉政雄 (早大出)山 口茂次。満

州第一の強打者とうたわれた片岡秀雄捕手、

疋田捨三一塁手献 出)に浜崎らがそろい、

どこからでも打ち出せる迫力があった。

全横浜、全大阪、全京城、名古屋鉄道局を

打ち破っての制覇だったカミ 苦しんだのは準

々決勝の全大阪戦。第 1回大会決勝で顔を合

わせ、第 2回大会準決勝は大阪と大連実業団。

大連 。大阪は因縁の対決ともなった。

大阪は調子の出ない山口、浜崎両投手を攻

め、1回先取点を奪うと、 3回には中川中堅

手の二塁打を含む 4安打の集中で 3点。 4回
にも二死両塁から暴投、敵失などで 3点を加

え、大量 7-0と リードした。大阪の鶴田投

手に抑えられ、さしものITSは 5回 まで無安

打。ところがここからの大連の猛反撃はすご

かった。 6回疋田一塁手が左中間を深々と破

るランニング本塁打で初安打すると永沢二塁

手の安打と四球に盗暴をからめてゅさぶり、

本原右翼手が中前に2点 タイムリー。 7回は

永ツ熙 片岡の安打に四球t敵失にも恵まれ 1

点差とした。

それでも8、 9回に大阪が得点、 3点の差

がついたときは、大連もここまてでと思われ

たが、9回裏大連は先頭の疋田が=遊間を破

って突破口を開いた。続 く吉野、永沢、長沢

が 3連続二塁打を放ち同点とした。ファンの

熱狂ぶりはまさしく興奮のるつ|まであった。

大阪は一死後 両塁策をとったが、代打・児玉

が高々と中飛を打ちあ:ム 長沢力'サ ヨナラの

本塁を踏んでゲームセット。恐るべき大連の

底力。2時間45分の史上に残る好勝負だった。

大連をおびやかす一番手にあげられていた

東京倶楽部が準々決勝で全京城のエース渡辺

大陸投手 (明大出)に抑えられてサヨナラ負

け。早々と姿を,肖 したのに

'寸

し “鉄道野球の

雄"名古屋鉄道局がエース清田重雄投手のカ

投で決勝に進出。大連には敗れはした力ヽ 準

優勝したのは立派だった。
開会式の選手入場も満員のファンの拍手を浴びた =本社機から撮影=

14
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円熟児玉に名鉄局打線沈黙

大会前の下,馬評どおり、題 詞11倶楽部が

力を発揮したのに対し、高崎高陽、門鉄局を

はつらつとした元気いっぱいのプレーで連破

してきた名古屋鉄道局は、やはり初の渕卵戦

のtr■からか、持てる力を出せなかった。 3

第 1巨伏会映無 2年いり出啄ゲ]冒耐譴局ナイン。全京駅

チングをみせ 4回以降は名鉄局に安打を許さ

なかった。四球、失策で出した走者をいずれ

も内角に絶妙にコントロールされた速球で内

野ゴロ併殺にイ士止め、名鉄局打線につけ入る

スキを与えなかった。

東上禁止で涙の棄権

朝鮮予選に優勝したのは第2回大会出場の

京城殖産銀行を破った京城府庁。だが、大会

直前になって府庁幹部から「東上禁止」の命

令が出され戻を飲んで棄権した。

当時の朝鮮野球連盟と朝鮮体育協会が急拠

協議、実業団野球連盟に加盟していたチーム

のベスト9を 中心に全京城チームを編成し

た。それまで立場の違いもあって、各チーム

の意見が対立していたが、ここに初めての「合

同」が成立、第6回大会 (昭和7年)以降、

第16回大会 (昭和17年)ま で全京城が編成さ

れて出場した。時代を反映したできごとの一

端でもあった。

空から大会を祝う

全国的な盛りあがりで人気のマ トとなった

大会。 8月 3日 午前 9時から神官球場で行わ

れた開会式に初めて東京日日新聞社 (現毎日

新聞社)の飛行機が飛来、浜口首相の「東京

し、堂々とベス ト4に進出

日日、大阪毎日両新聞社の主催にかかる第 3

回全日本都市対抗野球大会の開催を祝 し、出

場選手諸君の健闘を祈る」のメッセージを投

下、スタンドを埋めつくしたファンの大拍手

を浴びた。

◇ 1ゲーム個人最郷 6 1回戦

の大題商州倶楽吉隊寸全横浜戦で大連の

長沢新平遊撃手は611L_人会最多の

6安打を諷晟 6澳動訪訂 も新晨ば亀

◇ 1ゲームチーム最多盗塁12 1回

戦の全京城対札幌鉄道局颯 京城は

2盗塁を記録した。京城は20FTを放

ったが、これはタイ言醸乳

2度目の国勝を果たした司1隕楽部に黒獅

『

旗の授与

連投の下手投げ、エース清田は力投 したもの

の、平常心を欠いたバ ,ソ クにミスが続出した

のは気の毒だ。 先攻の大連はトップの永沢

が敵失に恵まれて出塁すると、すかさずバン

トで送り、 3番長沢の右前打で一 。三塁。片

岡敬遠の満塁策をとった清田だ力ヽ 吉野に四

球を与えて押し出し点。 2回にも大連は吉富

の二塁打から一死二塁とし永沢のニゴロがま

たも敵失を誘って追加点。 3回 には敵失に四

球をからめ、 5番浜崎の右前適時打で加点じ

た。

名鉄局も1回 トップの藤原好が中前に快打

し反撃開始かと思われたバ バントが小飛球

となって失員亀 3回 またも藤原好が中前打、
~盗

に成功したものの後続がなかった。

第 1回大会の優勝投手の児玉は円熟のピッ

“
=Stり

2度目の優勝を果たし、黒獅子旗を中心にグランドでファンの歓声に応える満洲倶楽部ナイン
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クラブチームの一層の発展を

1騨薩礎盟会長 中原哲男

60回を迎えた都市対抗の歴史を改めて振り返ると、いろ

いろなチームの変遷、往年の名選手、監督、役員などのお

顔が次に浮かび、実に感慨深いものがある。

戦前の都市対抗は、北海道でも全国と同様にクラブチー

ムが主体だつた。明治40年創部の歴史を誇る函館太洋倶楽

部をはじめ、小樽協会、札幌スターズ、オール旭 :|、 帯広

協会などがしきりに競つていたし、樺太 (サハリン)から

はオールと豊原などが参力Iしていた。

それぞれの地域には、チームを支え、応援する熱らヽなフ

ァンが多勢いた。また、特に実力を誇った函館太洋、小樽

協会などは、それぞれ地元経済界の財政的なバックアップ

もいただいてチーム作リカ新子われていたよう注

今日、クラブチームにやや衰退の気配がみられるのはさ

びしい限りだ。

企業チームが続々と登場したのは戦後のこと。戦後の復

興気運が一段と高まる中で、各企業は対内的には社内の志

気高揚、対外的には企業の宣伝効果を狙つて野球に力を入

れたわけだ力ヽ その後の推移を見て、スポーツの世界では、

あまり企業利益のみを偏重しないよう自制する必要がある

という感じを強くする。

北海道は、昭和24年、15チームで北海道連盟を結成した。

私の勤め先の北海道拓殖銀行では、翌25年に倉暗『したカミ

当時は多少、野球の`L得のある者を行内からかり集めたチ

ームで、出ると負け、出ると負けで、随分とくやしい思い

をしたことを今も覚えている。

北海道連盟の加盟チームが最多となったのは昭和33年。

24チームを数えたカミ うち10チームは炭鉱チームで、今こ

れらはすべて無い。時代の移り変りを感じる。炭鉱の他に、

三井東洋高圧 (砂川市)や、55年の第51回大会で初出場な

がら準優勝した札幌 トヨペット (札幌市)など、懐しいチ

ームも少なくない。

60回の歴史を振り返ると、34回大会では富士鉄室蘭 (現・

新日鉄室蘭)力螂 しているし、45回大会は大昭和製紙

1騨醍勤ミ 千藤和久 (拓銀)、 柳俊之 (電電北海道)の両

エースをおしたてて、黒獅子旗の津軽海峡超えが実現した。

北海道連盟も大いに意気あがつたものだ。

翌46回 と60回には大昭和、47回は拓銀がそれぞれ準優勝

している。

各チームが競い合って北海道野球のレベルアップに努力

することは当然だカミ 私は特に、歴史的に都市対抗の本流

ともいうべきクラブチームカミ 財政面、あるいは練習上の

際路を克服して一層の発展を遂げるよう望んで止まない。

同時に私は、アマチュアリズムを大切にすることをこの

機会に改めて求めたいと思う。都市対抗の参加チームカミ

プロ野球のフアームのようにみられたのでは困る。

多くの選手たちは、野球と仕事をしばらく両立させたあ

と、やがて仕事に専いする時期がくる。選手は企業内でも

社会人としても大きく成長していただきたい。若い日に培

つたチームプレーの精神を発揮して、仕事でも大いに頑張

ている姿をみるのも、またとなくうれしいことである。

(現在、同行相談役)
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第4回大会 鮒 〓
―

・コ覇言1熙霜部
19釦年 (昭和5年)8月 5日 -8月 10日・神宮球場

凸

wり illlilillli

毎回優勝候補の一角に、あげられてきた東京

倶楽部が悲願の優勝を成しと:贅 黒獅子旗が

初めて地元。東京にひるがえった。

東京は中村峰雄投手 (明大出)高橋誠投手

(明大出)、 伊丹安広捕手 (早大出)手塚寿

恵雄捕手 (明大出)水上 (雨宮)義信内野手

臥 出)銭村辰巳外野手 (明大出)と、神

宮をわかせた花形選手力功日入、永井武雄投手

(慶大出)と ともに投手陣が充実、打線も斎

藤達男 (立大出)横沢二郎 (明大出)片田宣

道 (立大出)山崎武彦 (法大出)らが並伏

大会前から全国で強い強いとの暉になってい

たも

1回戦で東京の前に立ちはだかったのは台

北交通団だった。台北鉄道と北通信の両チー

ムから選抜されたチームだが、エースは前回、

全京城の投手として東京を破った渡辺大陸投

手 (明大出)。 東京はすばやく3点をリードし

たが、京城は6回に永井投手を打ち込んで同

点とすると8回には1点をカロえて逆転した。

東京は土壇場の 9回同点として延長戦に持ち

込み、10回 に疲れのみえた渡辺投手から大量

6点を奪って勝ちあがっれ 大苦戦を制して

波に乗った東京は平壌鉄道倶楽部、全大阪を

一方的に打ち破り、決勝でも名古屋鉄道局に

快勝して黒獅子旗を手にした

閉会式で東京・石井順一主将 (早大出)が

涙を流しながらスタンドのファンにむかって

行つたあいさつは感動的であった。

「久しく待ちうけたる栄冠は、遂に東京市

代表チームに帰した。市民よ、この栄光の背

後には選手の血と汗とが塗られているこ―とを

思うとともに、我々は市民の力ある後援に感

謝します。市民よ我々はともに協力■致して、

この優勝旗を永久に我 東々京のものとしたい

と思います」。演説の間、静寂に包まれていた

スタンドから割れるような拍手がまき起こっ

た。

清田動 低 武田可一両投手の活躍で2年連

続して決勝に進出した名鉄局は、またも準優

勝にとどまったとはいえ、準決勝で前螂

の大連i剛 '‖倶楽部を倒し、大連4連覇の夢を

阻止したのは立派だった。

鹿児島鉄道局と全神戸の延長17回、 3時間

30分の熱戦は、史上に残る名勝負だった。全

神戸が競り勝ったな 若冠18才、鹿児島・森

永慶彦投手は1人で投げ抜き、賞讃を浴びた。

台湾代表 (当時)がこの試合から加わり出

場チームは第1回大会から毎回 1チームずつ

増えて15。 各都市の要望がそれだけ強く、人

気の上昇を物語るものといえる。

名古屋対仙台戦の1回に名古屋は藤原力性通して先制

初めて全国にラジオで実況中継の放送バ充

れた記念すべき大会でもあった。」OAK(N
HK)の松内則三アナウンサーが炎大 卜の大

会を1人で放送し続け、全国のフアンに大き

な喜びと感動を伝えた。
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優勝した東京倶楽部も左から石井J歌 新日、永日、河へ 山囁 嚇木 山町 水上 片日、青木 、

名鉄局 武田は5回以降、シュー トをうまく

使って強打の東京打線を無安打に封じたが、

序盤の失点が大き過ぎた。

負傷おして熱投18才

鹿児島鉄道局と全神戸の試合は大会た 11最

長の延長17回。 3時間30分の大熱戦で、延長

戦になってからの点の取 り合いがファンをし

びれさせた。その中で光輝いたのが敗れたと

はいえ、負傷を押して投げ抜いた鹿児島の18

歳、森永慶彦投手。

「コントロールが悪かったので気を引き締

めて投げたけど、5同 に右中オ旨のマメがつぶ

オЦ 三角に皮がむけて、押えカテ1かなくなっ

たのがつらかった。」とメ、り返る。

武器はシュー トだったが、1旨が痛いため、

外角へのスローボールを多投 したという。

全神戸が本村、森回の両投手をたがい違いに

マウンドに送ったのに、森永はたった1人で

全神戸に立ち向かった。

10回には一塁に滑り込んだときスパイクさ

オι 足をひきずりながらのビッチング。15回

は火のliる ような打球を左腹に受け、すぐに

ひろって一塁に刺したあと、ヨロヨロと2・

3歩あとずさって倒れた。ファンも「かわい

そうだけど、 もうだめだ」と日を開じ、それ

までの熱気がうそのように、グラウンドは静

けさにつつまれた。その時、突然として立ち

あがった森永は右手をあげて「だいじょうぶ」。

敵llN方の区別なく、森永をたたえる大歓声が

わき起った。「全く夢中で、痛みはよく覚え

ていない。スタンドからの声援が耳に入ると、

ふしぎに元気が出た」と笑った。 ともにゆ

ずらない試合に、ネット裏で観戦していた堀

内文次郎中将は「両広性の 高さ競うや 雲の

峰」の一句をもらした。

「こちらJOAK…」

」OAKの電波に乗って、初めて全国中継

が行われた。当時」OAKの野球アナウンサ

ーは、松内則三アナただ 1人。初日から最終

日までの 6日 間、メゞっ通しでマイクの前にす

わった。第 2日 の鹿児島鉄道局対全神戸は延

長17回、年後 1時から4時 30分まで、 3時間

30分に及vド慮づ まる接戦で、松内アナはすっ

かりのどをこわしてしまったが、「休んでフ

ァンの方々に申しわけない」と最後まで頑張

り通した。快晴続きで連日猛暑の大会だった

だけに、松内アナの顔には疲労の色力ヽ農かっ

たが、「疲れはあるけど、ここで放送を止め

るわけにはいかない。者F市対抗は初めての放

送だが、チームも観衆も大衆的で私 も大きな

興味がある。アナウンサーなんて苦しい商売

じゃないですよ。苦しいのは炎大 卜にさらさ

れている,レいなファンだけです」とサラリと

言ってのけた。

初めて行われた晦

1哨

東京市 (東京倶楽部)

20010oo
0000030

台北市 (台北を1誦団)

振球犠盗失残併    振球犠盗失残併
3H581181    2210450
▽二塁打 渡辺 鈴木▽2時間25分

東京市 (東京倶楽部 )

163000000
202100000

名古屋市 (名古屋鉄道局 )

名鉄局、悔しい序盤の失点

決勝進出までの両チームの打率は名古屋鉄

道局3割 4分 7厘 、東京倶楽部3割 6厘。 挙

げたイ尋点はそれぞれ25点 と26点。 1回戦から

打力で勝ち進んできた。

東京は1回、無死―・三塁に水上の中飛で

先取点をあげたが、名鉄局もその裏中島の右

前打と四球でつくった一死一・二塁に三浦が

左前適時打。1甫手の悪送球もあって2点 を奪

い逆転した。しかし、スキのない東京才l線は

2回、敵失を口火に、手塚、銭村の短長打な

どで 4点をあ1大 名鉄局 。清田を攻略、代っ

た武田にも永井の適H寺打などで 2点を加え、

一挙 6点をあげた。 3連投の清田は下手から

の技巧派だったが、東京ll線は右へ左ヘコー

スにさからわず打ち返すバ .ン テイングをみせ

た。

東京はさらに3回 にも2安打と四球の満塁

に水Jlの押し出し四求 片円の適時打などで

3点を加え試合を決めた。

あきらめない名鉄局は3回二死二・三果に

武田力ち占前適時打して 2点を返 し、 4回にも

藤原が有翼線にはじき返し1点 をあげたが、

その後は2番手の高橋に3安打散発に押え切

られた。

１ ０

４
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▽三塁打 戸田
佐藤▽二塁打 前田
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久慈先輩に頂いた鹿皮ジヤンパー

東北連盟会長 長沢正夫

久慈次郎さんが函館オーシヤン監督当時は、よく盛岡へ

立ち寄り吾々盛岡中学後輩の指導をして下さいましたカミ

その度に小生の兄雄二と夜を徹して酒を飲み交わす無二の

親友でありました。当時としては手に入らない鹿皮のジヤ

ンパーを頂戴、私は大事に愛用して居りましたカミ 昭和20

年10月 ソ連に抑留された時に没収されてしまいました。盛

岡市の先人記念館へ久慈さんの遺品として飾るべき物で誠

に残念に思つて居ります。この記念館は盛岡市出身の政治、

文化、スポーツ人等を忍ぶもので、スポーツ人では久慈さ

ん力靖己念館入りして居ります。

昭和24年の第20回都市対抗野球東北予選は盛岡市営球場

で開催された力ヽ 私はソ連の抑留から帰つて 3年目。審判

員及び大会運営委員として大張り切 り。審判を終つて役員

控室 (当時の球場管理人吉田七太郎氏宅)へ行って見ると、

本部派遣の小野三千磨さん、弓館小鰐さん、それに東北連

盟会長の阿部来太郎さんら堂々たる権威者ばかり。とても

傍へは寄り付けそうもなく、その中で小野さんは純自の水

にレモンを入れ、これが一番だと言われチビリチビリやら

れて居るあのお姿、又いつもなごやかな風格の弓館さん、

今でも街彿として思い出されます。特に弓館さんは毎日下

駄ばきで球場へ御出勤なさつていたのには恐れ入つた次第

でした。

盛岡市営球場で行われた昭和29年第25回都市対抗野球東

北予選準決勝、盛岡鉄道局対盛岡実業戦も忘れられない試

合のひとつだ。

第 1試合は大熱戦末、前年度優勝の釜石製鉄が常磐炭破

を4-3で破り、第 2試合に入る時は、午後 4時を廻つて

いた。雨も降ったり止んだりという悪い条件の中でのプレ

―ボール。 6回 までは盛岡実業が水沢駒形から補強の岩本

義行らの活躍で7-4と リードしていた。しかし、 7回裏

盛鉄は一挙に 5点を入れて逆転。 8回に入つたが雨は強 く

なり、暗 くなって試合続行はむずかしくなつた。大会本部、

審判団協議の結果、日没コールドゲームで盛鉄の勝ちとし、

宣告しようとしたところ、納まらない盛岡実業からの強行

な抗議b盛鉄にタイムが多く、これは故意の遅延行為と見

るべきで、この試合は無効だと主張した。 しかしNllに

従った決定で、その旨を告げると、今度はスタンドに陣取

った応援の観衆が騒ぎだした。電燈もない間のなか。スタ

ンドから石や棒などが投げ込まれ、騒ぎに興奮してファン

もグランドに乱入する。万策つきて警察機動隊の出動を要

請、やつと納めることができた。

そんな中で、岩本氏だけはベンチにどつかりとすわり、

物事ひとつ言わず、毅然たる態度で終始されてていたのは

印象的だつた。

当時は審判員の雨コー トもなく、全身ビショ濡れとなり、

あと味の悪い思いで家に帰り夕食をとつたのは、はや深夜。

翌日は決勝にそなえ、朝 5時からグランド整備に出勤し、

審判を勤めたのも、若い時代の思い出で。

東北の都市対抗野球は、戦前は仙台鉄道局の一人舞台で

あつたが、戦後は東北大会で新日鉄釜石が16回、盛岡鉄道

局が 6回優勝と、岩手勢 2チームが軸となつて切磋琢磨、

レベルアップに貢献した。だカミ 盛岡鉄道局は既に解散、

新日鉄釜石も60回記念大会を待たずに休部となつてしまつ

た。栄枯盛衰とはよくいわれているが、東北の地に黒獅子

旗をどのチームが持つてきてくれるか。それが私の夢Q

今後に期待したい。
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第5回大会 麟 〓柿 ・東蒔凛零閣部(2年連続2回目)

1931年昭和 6年)8月 4日 -8月 9日・神宮球場

東京六大学の花形選手たちを揃えた東京倶

楽部が史上初の 2連覇を果たし、黒獅子旗は

またも地元東京にひるがえった。東京のメン

バー25人、投手で強才l‐ をほしいままにし神宮

をわかせた宮武三郎 (慶大出)を加え、投手

陣は新田恭一、永井武夫 (慶大出)、 中村峰

雄 (明大出)、 高橋外喜雄 (早大出)に宮武。

捕手に伊藤勝三 (慶大出)、 伊丹安広、藤田

重次郎 (早大出)、 藤田省三 (法大出)、 内

野手は石井順一、森茂雄、山崎武彦 (早大出)

鷲尾二郎、横沢二郎、林好雄 (明大出)、 村

川克己 (慶大出)、 秋田修三 (法大出)、 永

田庚二 (立大出)、 外野手に水原義明、矢島

粂安、河合君次、今井雄四郎 (平入出)、 片

田宣道、斎藤達男 (立大出)、 銭村辰巳 (明

大出)と花形選手が目11押 しの豪華さだった

が、楽々と連覇したわけではなかった。

1回戦の全呉は、呉海軍十三工場に勤務す

る人たちでつくったチームで「不学の王城」

とよばれた粘 り強い “雑草軍団"。 東京は 5

回に1点 をあげ、中本寸が 9 1nJ先頭の木村三塁

手に二塁打を許すまで無安打の快投を演じて

いたが、呉・迫田投手のスローカープにタイ

ミングがあわずなかなか追加点を取れずに2

-1の辛勝。準渕勝は前大会でも苦しんだ台

北交通団。宮武、渡辺大陸 (明大出)両投手

の投げ合いで、東京は7回 4安打集中で3点

をリードしたものの、台1し もその裏 1点 を返

し、 8回には渡辺投手の適時打で同点に追い

ついた。東京は9回二死走者なしから一 。二

塁とし林遊撃手が右前適時打、 さらに代打 。

森が二塁打を放ってやっとトドメを刺した。

息づまる熱戦に、橋戸頑鉄氏は「 敷しい闘志は

ファンの′じヽを狂躍させた。この両チームのよ

うな力量のチームがたくさんあれば、 日本に

プロが生まれても決して1さずかしくない」と

書いたほどだった。早々とプロ誕生を予測さ

せるほど都市対抗が充実した証明でもある。

東京をおびやかすのは、大連1剛11倶楽部、全

大阪、名古屋鉄道局とみられたのに、いずれ

も姿を消し決勝は東京と全横浜。横浜は八幡

製鉄から稲垣重穂監督 (法大出)を迎え、法

大初優勝の立役者・鈴木茂と多勢正一 (早大

出)両投手を擁 していた。横浜が4回表まで

5-1と リードしたが、東京は宮武一塁手が

左翼中段に打ち込む大本塁打などで差を縮め

一気に逆転した。

大岡慮 雷比手 (豊岡中出)を おしたてた八

幡製鉄が大連、全神戸を破って準決勝に進出、

信越予選を制した富山紡績が本大会に出場す

るなど、クラブチーム全盛の当日寺の者F市ヌ約t

でこれら企業チームの台頭は、その後企業チ

ーム中心に移っていく兆候でもあった。
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決勝

曇熟蠍

宿舎で菅瀬監督のねぎらいを受ける

君は相共に運llJI青神を尊重し、フェアプレー

を終始され 本大会の使命を完うされんこと

を希望する」。

選手に初の傷害保険

都市対抗に出場、試合中にけがをした選手

に対する傷害保険が初めてかけられた。主催

者の東京日日新聞が、東京火災保険株式会社

と契約したもので、 225人の選手の保険金は

22万 5千円だった。

1回戦

呉市 (全呉 )
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東京市 (東京倶楽部)
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④  田 中 30
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②  安 藤 30
③  中 本 30
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リ120010R7斎 藤 00000
木 30112 ②  水 原 40010
勢 51010 1  中 村 11200
木 30112 ②  水 原 4001
勢 51010 1  中 村 1120

余1:::1913暑 電::::

§|||||§
"沓林吉:::|

沢 21002 0  伊 丹 2000
本 31101 H  矢 島 0000料 り 呑最:::

0  村 川 412

36131046
犠併残盗失       犠併残盗失
02953       10783
投 手 回 打安振球責 投 手 回  打安振球責
鈴 木 4%248016永 井 3%175422
富士川 3%195453 宮 武 3  162351

中 村 2% 90010
V本塁打 宮武 (鈴木)▽二塁打 永井2 銭村 黒田
▼2時間31分

東京打線、底力で逆転

強打線の東京倶楽部が 3番宮武のた翼芝生

席への本塁打などで全横浜に逆転勝ち、都市

対抗 2連覇を成しとげた。

先手をとったのは横浜。東京先発の永井を

攻め、3回連1女オ]で無死一 。三塁とし、東京

守備陣の意表をつく重盗でまず 1点、さらに

敵失と本多谷の中前ll‐で,計 3点を先取した。 4

国にも2安|「 と四球で ,端塁とし永井をK
O、 ftっ た

'f武

から内野ゴロと21効で2点

を加えた。

岡明雛詢て汰活躍した東京f影響脳D[斬年圭時

東京は 4口 il、 宮武の本塁打などで2点 を返

し2点差とし、5国 に一気の逆転。

二死一 。二塁に永井、片田、林力ヽ E続タイム

リー、四球をはさんでオ引llも 中前に打ち返し

5点を挙げた。横浜は7回、I1l1lJの二塁打で

1点 を返 したが、東京は8回、 3四球と2安

Fr、 それに盗塁、バントなど機動力を4にかし

た攻撃で 4点を奪いトドメを刺した。

強打線の東京は、 リードされてもあせるこ

となく、 じっくりと攻めた試合ぶりが大量点

に結びついた。横浜の鈴木、富■l‖口i投手も

力投をみせたが、東京打線の底力がそれを L

まわった。

八幡製鉄・大障l虎雄投手がすばらしいデビ

ューを飾った。生粋の九州っ子。豊岡中学を

卒業して八幡製鉄に就職、中央球界ではまっ

たく無名の20歳の青年だ。

八幡は第2回大会についで 2度 日の出場だ

が、大国にとっては初の晴れ舞台。初戦で、

第 1レ 1、 第 3「」I大会に優勝した大j主満州倶楽

部と対戦した。186事
レ
、80キ。の筋骨隆々とした

大障lは、この強豪に少しもひるむことなく
'1ちむかい、 2回にはrlら 右前打して田中の適

時打で先帝1の ホームを踏んだ。 4回にもチャ

ンスを広げる安打を放ち、貴重な追加点に結

びつけた。

投げては重い速球を武器に、4回、i翻11切

っての強IT者片岡に本塁打を浴びはしたが、

5回以降は全く危な気ないビッチングで大連

打線を抑えL71り 、その若武者ぶりはファンの

大喝朱を浴びた。「苦しかったけど、夢中で

投げました」と、力で押すビッチングと1司 じ

ように歯切れよい受け答えだったが、女房役

の花「口春美捕手は「一心同体。絶えず練習を

続けて、あくまで突き進む。それが八幡の意

気です。大岡も最後まで気力十分で、ちっと

も′じヽ酉じしなかった」とはめたたえた。後年は

天分の打撃力を発揮、人打者に成長した大岡

だったが、初舞台の勇姿はファンの胸に焼き

つき「神宮球場に咲いた労働スポーツの花J

とたたえられた。

若槻首相メッセージ

開会式で披露された次のような若槻首相の

メッセージは、都市対抗野球が日本最高のイ

ベントになったことを示している。

「L■l民的運動競技の中心を成す野球は団体

蹴気として深い意義を有し、本大会はその範

囲、陣容、技術において、1ヽが野球界の議ヽ

というべきもの。しかも赫々烈日の ド、堂々

覇を争うは日本
1/J子の本陵これに過ぎず、諸

１

×

水
村
伊
矢
永
鷲
林

振球犠盗失残併
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水原 木村

2年連続囲勝を果たし、黒獅子旗を受ける石井劃平

▼ 1時間27分
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裏方の都市対抗野球

関鞭 事長 東保秀喜

都市対抗野球の裏方を務めて今年で35年になります。黒

獅子旗も還暦を迎えましたカミ 私も64才になった。第26回

大会から60回の言己念大会まで、その間大会を通しての様々

な思い出、それが私の野球人生とも言えます。毎日新聞社

に入社して事業部の野球担当になってから裏方稼業に入

り、いまもなおその裏方を務めてる。28年ごろの協会の偉

方は大学で花形プレイヤーだった人達の集まりで、事務局

長力測 りヽll正太郎、常務理事には牧野直隆 (現高野連会長)

をはじめ中村峯雄、井日新次郎、川瀬進、本田竹蔵、村瀬

保雄氏らそうそうたる顔ぶれでした。そんな中で私はいま

思えば何であんなことという失敗をくり返し、よく怒られ

たものです。

当時の大会本部は若い者カツ白り込む。天気の良い時はの

んびりできたが雨だと大変だ。審判員、チーム関係者から

弁当屋さんまで、関係各方面に中止か決行かの連絡。それ

を手ぎわよく処理する。一方的な問い合わせに納得する答

えを返す、それができるまで 4、 5年かかりました。その

雨で忘れられないことがある。球場から 300mと 離れない

所に大会本部があつた。その日は前夜から強い雨が降り続

き、朝になってもあがらない。今日は駄目だなと思つて、

ガリllさ んの音F屋に「これでは中止ですね」と伝えにいつた。

とたん「バカ者、ここは降ってても球場はあがつているか

も知れないぞ、球場の状況を見た上で報告しろ」と大きな

雷を落された。あの教訓がそれ以後の私の大会運営に対す

るいろいろな面に大きく役立つことになりました。もう1

人の先生は後楽園球場支配人の吉井滋氏でした。 1日 4試

合を消化する都市対抗には「雷雨の襲来」や「延長戦の連

続」これが大きな悩みだ。雷雨でグラウンドは最悪の状態、

試合を再開するには整備に 2、 3時間を必要とする。雨は

あがつているのでスタンドのお客さんは早 くやれと騒 ぐ。

そんな時吉井さんは率先してグラウンドに出、球場部絡出

で砂を入れ 修復に全力をあげた。このす早い作業で、観

衆の気分がどれだけ和らいだか。助言と協力に感謝します。

35、 36年ごろから全盛期に比べとフアンの減少傾向が目

立ち始め、スポーツ紙などで「曲り角に来た社会人野球」

などの活字が出はじめた。そんな時協会幹部から何か打開

策はないかと相談された。そこで私は大会の特色であり、

夏の風物詩となつている応援合戦、これを応援団コンクー

ルとして競わせ、会社関係者に試合とともに応援に対する

関心を高めさせ、社員動員に一役買わせてはどうですかと

進言した。当時の野球界のアマ規定は厳しく、野球以外の

催物を主催することは相当の勇気を伴い、石頭の多かった

幹部としては、よくぞ実施に踏み切つたものだと思つた。

こんな経過で生まれたコンクールもチーム会社応援団の絶

大な協力で今日の隆幕を見ました。そのほかでは40回大会

の夜の開会式。試合のない入場行進だけの開会式、これの

開催には相当苦労しました。第 2音『として歌手による芸能

大会、賛否両論の中での開催。試合もなく入場式だけで人

が集まるからヽ配ごとはたくさんあつた力ヽ まあまあの成績

で終り人影のなくなつた球場でほつとした裏方の喜びを味

いました。

第18回大会につづき第40回大会に天皇皇后両陛下 (当時)

の御臨場を賜わりました。記念大会として特筆すべきこと

でわれわれ関係者は感銘いたしました。また真夏の夜空に

オレンジボールによるホームラン競争も忘れられない思い

出です。
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第6回大会 雌岬鵠■樵
月9日・神酬

準優勝称え白獅子旗誕生
参加チームが1チームふえて、16チームが

神宮球場に集合した。これまでは優勝チーム

だけ力ヽ  「黒獅子旗」を手にしていたが、こ

の大会からは準優勝チームも「白lll子旗」が

贈られることになった。

大会前は下馬評もあがらなかった伏兵・全

神戸がミラクル木村秀一投手 (関学出)の妙

技で奇跡の優勝を果たし、大連市、東京市の

2都市にしかひるがえったことのなかった黒

獅子旗が初めて関西の地にもたらされた。

神戸は大会初日の第 1試合で強豪東京倶楽

部と対戦した。東京は都市対抗 2連覇を果た

し、さらに田部武雄 (明大出)、 楠見幸信 (慶

大出)を加えた豪華なメンバーで戦力は充実。

3連覇は日前のようにみられていた。

ところ力斗申戸 。村 甘曼手はたんねんにコー

スをつく、絶妙なコントロールで東京打線を

ほんろうした。東京。中村峰雄投手 (明大出)

も神戸打線を抑え、試合は淡々と進んだ。東

京は6回、田部二塁手、楠見左翼手が連安打

したカミ 田部が三塁を狙って刺さオLさ らに

投手の悪けん制で楠見が=進 した力ヽ 横沢二

塁手とのスクイズはファールとなり失敗。永

井一塁手の大飛球も梶上初一中堅手は 出)

が背走よく好捕、得点できなかった。神戸は

7回二死一 。二塁と初めてのチャンスに本村

投手がつまりながら右前打 して1点、 8回に

も二死満塁に橋本三塁手が一塁手頭上をフラ

フラと越える2点適時打を放った。東京は 8

回の一死二塁もスクイズ失敗で本塁P郎私 9
回にも一死一 。二塁としたが及ばなかった。

木村投手は準々決勝でも、 1回戦で19安打15

点を挙げた全川崎を3安打 1点に抑え、準決

勝でも渡辺大陸投手 (明大出)と投げ合い、

堂々と台北交通団を完封した。大連i翻 ‖ヽ倶楽

部との決勝は、左腕 浜崎真二投手 (慶大出)

に抑えらオι 防戦一方だった力ヽ たった1度

のチャンスに39歳の主将、加藤吉兵衛遊撃手

は 出)がスクイズを決め、決勝点をあげ

た。

全ネ申戸と木村投手に話題の集中した大会だ

つた力ヽ  1回戦で台1しに7回 まで10-2と リ

ードされながら8回 1点、 9回には6点を返

してあわやとつめ寄った函館大洋倶楽部。 9

回表に2点を奪われたもにもかかわらず、そ

の裏 3点を奪って土壇場で大阪鉄道局吹田に

逆転勝ちした全横浜の試合ぶり。また武田可

一、清田重雄投手、喜多村保捕手を軸に牧野

栄一中堅手、藤原吉二郎左翼手、月風部幸太郎

二塁手ら、中学卒業者を練習で鍛えあlλ 好

チームをつくって準決勝では大連を苦しめ抜

いた名古屋鉄道局など、ファンの胸をうつ熱

戦が多かった。
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43000
31000
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30000
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【神戸市】  打安点振球
⑧梶上40000

3奇 雷::::|

8誓 杏:::!:

3景 黛:::!:

242142
犠併残盗失
21312
投 手 回 打安振球責
木 村 9 379100

犠併残盗失
201000

責

１

球
２

振
４

安
２

打
２８

分

回
８
３８間

手
崎
時

投
浜
▽

ミラクル木村投げ勝つ
神戸のミラクル投手 。木村と大連の左腕 。

浜崎の投げ合いとなった。/1a引まていねいに

コーナーをついて 4回 まで 3安打を許しなが

ら後続を断ち、浜崎は内角への落差のあるカ

ープで神戸打線を抑え2回小柴に左前打され

ただけ。

しかし5回神戸はイヽ柴がこの日2本目の安

打を中前に放ち、森口も四球で出て無死一 。

二塁と初めてのチャンスをつくった。投手の

村 拐シ ンヾトで送ると主将の老雄 加藤は 0

-2のカウントから投前スクイズ:見事に決

まって先取点をあげた。

台北交通団のエースとして活躍した剛腕。渡辺投手

大連も6回、先頭の浜崎が中前打 したもの

の、強気の攻めは木村の術中にはまって無得

点。そして8回、永沢が左前打、lT順は中軸

を迎えた。浜崎の投前バントは一塁手の落球

を誘って無死一。二塁の絶好の反撃機。しかも

打者は4番片岡。片岡の打球は遊撃、二塁、中

打者139人に失点 1 2安打に抑えながら

ロサンゼルス・オリンピックの年で日本勢

の活躍はすばらしく、水陸で世界記録が出た

が、小野三千磨氏は、「レコー ド破 りの今大

会」という総評のなかで「野球界はじまって

以来、これほどのピッチングを示した人はな

いだろうし、今後も出ないであろうし、木村

投手自身もこのような大投球をこれからも示

すことはできないであろう」と驚きを綴って

いる。

当時「インドロップ」と呼ばれた落差の大

きなカープを右打者の内角に投げ込み、決勝

で神戸打線をわずか 2安打に抑えながら敗れ

た大連・浜崎投手。 5回一死二・三塁にスロ

ーボールを投1共 カロ藤にスクイズを決められ

て決勝の 1点 を奪われた場面をふり返 り「プ

レー トにスパイクがひっかかって思い切って

投げることができなかった」。

これを逃さず、投手右にころがしたベテラ

ン加藤も立派だったが大連にとっては、まさ

に不運な 1球 といえた。

熱闘グラフ。 鮭)名古屋・ノ嘲脚に名古屋。藤原二塁に滑り込む。 Chl八幡・規 本塁打して生還

堅を結ぶ三角形のちょうどまんなかに飛んだ。

遊撃 。加藤がやっと追いついたものの、これ

を落球。走者はインフィール ド・フライと思

って走らず、その間にボールは、三塁、二塁と

送球され=瞬に併殺でチャンスをつぶした。

大連は9回 にも2安打で一死一 。二塁とし

ながら、木村の懸命な投球にうちとらオι 9

安打を放ったものの、 2安打の神戸に敗れ去

った。

すい星のように現われて優勝投手になった

全神戸・木村秀一投手。スピー ドがあるわけ

でなく、カープはアウトドロップで速く鋭い

のと、ゆるく大きく落ちるものの 2種類だカミ

精密機械のような制球力が身ム ハーフスピ

ードの速球を投げるコースも千変万化だ。

4試合全部を完投して 3完封。打者 139人

に22安打を許し、5三振、9四球だった力ヽ 失

点はわずかに 1。 腰をしずめて投げるフォー

ムで打者としてはタイミングがとりにくく、

夕卿 45だった。
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寺門 高橋▽1時間36分

1回戦

大宮市 (全大宮 )
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仙台市 (仙台鉄道局 )
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1回戦

大阪市 (全大阪 )
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街頭に戦績速報所
JOAKの実況中継は全国のファンの耳を

引きつけていたが、東京市内には「戦績速報

所」がつくられ、試合経過を知らせた。ラジ

オ放送を聞くため、ラジオ店前で店内から流

れる中継に耳をそば立てるファンが多かった

こともあって、大きなラジオ店前が速報所と

なった。このほか、神田イリ|1町の美潮農運動

具店や、新宿角筈の専売局前など、人の集ま

るところにつくらオι 大人気となった。

神戸のヒーロー絶賛
倒勝陳補の最右翼とみられた東京倶楽部は

1回戦で敗退となったが、東京日日新聞でこ

の試合の概評をlll Jlし た井口新次郎記者は

「当代球界の精鋭を網雑 し、その豪壮なるメ

ンバーは上ヒ類をみない東京軍もネ申戸 。村 ‖曼

手の終始一貫した完投にあえなく一敗地に敗

な 一方の巨星は地に墜ちた」と書き出し「

木村投手の東京を零敗に屠った好投は、全く

のヒーローであった。とにかく敵に得点を与

えるとも、得点すべき打力に欠けていてはど

うすることもできなかった。結局打力に劣っ

ている東京の敗戦は当然であった」と強打・

東京を抑えた木村の好投をたたえた。
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第 7回大会 麟 〓櫛 ・東嘴凛零着部(2年ぶり3回日)

19調年 (昭和8年)8月 4日 -8月 11日・神宮球場

初のMVPは東京・真野
東京倶楽部が苦戦を重ねながら、持てる打

力を発揮 して 2年ぶ り3回 目の優勝を飾っ

た。

渡辺大陸投手 (明大出)を擁 した台北交通

団と当り、「大象と巨鯨の対決」といわれた

1回戦こそ、早々と渡辺投手を打ち崩し快勝

したが、準々決勝からは全部延長軋 敗JLを

覚1吾するような大ピンチに何度もさらされな

がら、力強くはね返し、逆転に成功した底力

はさすがだった。

準 決々勝の全大阪は鉄腕 伊達正男投手 (早

大出)力功口わり、その打撃は中堅・弘世正方

(早大出)、 二塁 。川瀬進 (慶大出)、 左翼

・望月忠造 職浜高蘭 、投手・伊達、一塁

。塩見力 (横浜高商)、 オ甫手・岡田貴一 (慶

大出)、 三塁・水上義信 (早大出)、 遊撃 。

米沢徹 (明大出)、 右翼・西川東平は 出)

と東京に劣らない陣容だった。東京の先発は

宮武二郎投手 (慶大出)で、早慶戦で神官を

わかせた両エースの対決にファンは大喜びだ

った。しかしともに不調で途中階 几 7-0
とリー ドした大阪を東京が猛L5回 に6点

を返し、 7回に3点を奪って逆転。大阪も粘

り強く8回 4点を挙げて再逆転したが、東京

もその裏同点とし、ファン熱狂のなかで延長

11回、東京は銭村辰巳 (明大出)の幸運な遊

撃不規則安打でサヨナラ勝ちした。準決勝の

対大連実業団戦でも、岩瀬 (谷口)五郎投手

(早大出)を打ち込みながら2度にわたって

追いつかれ またも延長乳 11回東京は一死

二塁で宮武が適時打、さらに片田宣道 (立大

出)の二塁打とスクイズで 3点を奪い、その

裏大連の攻撃を1点に抑え決勝に進んだ。

全京城との決勝は京城・李栄敏投手の速球

に抑えられ 9回表を終って 5-2。 その裏

の攻撃も二死走者なし。ところが矢島粂安左

翼手 (早大出)の左前打と四球で―・二塁と

し、宮武、片田の適時打で同点とし延説

10回 には苅田久徳遊撃手 (法大出)の安打か

らチャンスをつくリサヨナラ勝ちした。

作家の久米正雄氏は「ことしの者5市対抗ほ

どおもしろい大会はなかった。年々この大会

は充実してくる。東京、大阪、大連、八幡、

京城のごとく、六大学以上に大粒で立派な力

量を持った点、都市対抗こそ、真に日本の野

球のオリンパスといえる」とほめたたえた。

都市対抗史上に残る名勝負の続出した大会と

いえた。

この大会から個人表彰制度力澱 けられ霧

秀賞は優勝した東京倶楽部・真野春美二塁手

に贈らオι 次の各選手が表彰された。

▽本塁打賞=大岡二塁手 (八哺 松本右翼

手 (京城)各 1本▽打撃賞=野原遊撃手 (大

連)埓打数 8安打、打率 6割 1分 5厘▽生還

打賞=矢島左翼手 (東京)9
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をたたえて、中 によリグラウンドにKOBEを描いた
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東京市 (東京倶楽部)
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粛i田が中前打。京城は李に代え関をマウンド

に送ったが伊藤四球。一死後真野も中前打し

て満塁とし、代打・森の三ゴロは浮き足立っ

た三塁手の失策を誘い、決勝点をあげた。

さす力河会打東京の集中攻撃とはいえたが、

京城としては9回 1点を奪われたあとの二死

二・三塁に当たっている片田を敬遠、次の投

手の中村と勝負する策もあったのに、片田と

勝負、同点打を喫したのがくやまれた。

東西対決は超早慶戦

大阪 。伊達、東京・宮武両投手が投げ合っ

た全大阪対東京倶楽部の準 決々勝は「超早慶

戦」としてファンを喜ばせた。しかし両エー

スとも気負いが先立ったのか、 ともに途中で

KO降板となった。

大阪は1回安打と敵失でつくった二死一・

三塁に伊達が右中間二塁オ「してまず 2点、 3

|″′||
,多′イニ:

回にも1点 を加え、 4回 には安打と四球など

で一死商塁とし、望月が左中間に2点 タイム

リー、宮武を退けた。

一方伊達も舌|』嗣で4回 まで安打こそ 1本だ

力ヽ  5四球を連発、毎回塁上をにぎわせてい

た。東京は5回、またも連続四球で一 。二塁

としたあと矢島が右前適時打、二死後宮武が

初球を右翼フェンス直撃の二塁打で 6点をあ

げ伊達をKOした。

大阪 。水 L、 東京 。中本寸両 2番手投手が投

げ、東京は6回 に1点 を入れて7-7の同点。

大阪は停十達をまたマウンドに戻したが、 7回

東京は宮武、中村の安打で3点のリードを奪

った。

大阪も負けずに8回一死一・三塁に川瀬が

左中間三塁打、さらに望月、塩見長短打で 4

点を挙げ逆転した。スタンドの大歓声のなか

東京はその裏矢島の右前タイムリーで再び試

合を振 り出しに戻 し、結局延長11回東京は真

筋 :―

31

1関 0000019」 河 合 10001

寄 営  ::::る
犠併残盗失       ② 手 塚 30010
401413   H角 田 10000

2伊 藤 00001
投 手 回 打安振球責 R 関 口 00000
李  901439263⑤ 村 川 2H01
関  %41010H銭 村 10000

3鷲 尾 10000
4010427

V三塁打 中島     犠併残盗失
▽2時間44分      021300

投 手 回 打安振球責
宮 武 401236164
中 村 6 264361

延長10回東京サヨナラ

ともに苦しみ抜いて決勝に進出した全京城

と東京倶楽部。東京が 9「lに 3点を奪って同

点に追いつき、延長10「|サ ヨナラ勝ちを収め

京城は疲労の残る東京のエース宮武を攻

め、 1回 3四球の二妬商塁に鈴木が 2点タイ

ムリー。 2回 にも中島の二塁打を含む 3安打

で2点 を加えた。

東京も2回 苅日の中前打に敵失で 2点を返

したが、京城の攻撃に防戦一方。中盤は宮武

を継いだ子1琳すがしのぎ、反撃を待ったが、京

城の横手投げ、李の速球に打線は洗黙した。

京城は8回李の中前打で 1点 を加え3点差に

したが、それからの東京の攻撃がすばらしか

った。上壇場の9回二死無走者から矢島が左

前打、永リト四球で一 。二塁とし宮武力測目待通

り中前タイムリー、片lllは右翼へ 2点適日帯 ]‐

を放ち一気に同点とした。

こうなると追う者の強み。10回 には先頭の

本社・高石主幹から黒獅子旗を受ける東京・林J専

2年 Stり 3回目の優勝を成しとげた東京倶楽輛の誇る富武三郎投手のビッチング。



1哨
野の安打を足場に一死二塁とし、銭村の遊ゴ

ロカリ|1瀬の目の前でイレギュラー ジヾウンド、

安打となり真野がサヨナラのホームを踏ん

で、東西両雄の激突にあさわしい熱戦に終止

符をうった。

日没サスベンデッド

大会史上初のサスペンデッド・ゲーム (一

時停止試合)バ寅じられ話題となった。準々

決勝の大阪鉄道局吹田と大連実業団の試合。

午後 5時25分開始された。 1回裏大連は4安

打集中で 3点を挙i大 その後は吹田 。本田竹

蔵、大連・岩瀬五郎両投手の好投で試合は淡

々と進んだ。

しかし7回吹田は安打と敵失、四球をから

めて一死 両塁とチャンスをつくり、阪井の二

ゴロが野選となって1点。なお満塁だが日没

であたりは間につつまれ続行は不可能となっ

た。打者 。本田竹のところで午後 6時50分中

断。翻 定によリサスペンデッド・ゲーム

が宣せらオι 翌10日 そのままの状態で再開さ

れた。本田竹の当たりは強い遊ゴロで肌

当日の東京日日新聞は「宵越しの珍開戦陣形」

と伝えた。

結局、その裏 4点を取った大連が 9回の吹

田の猛反撃を辛くも防ぎ、 8-6で勝って準

決勝に進んれ

[:IIFTi:共 1孔

4 河 野 21 3 長 崎 20

9紘 査

`♀

 8奎 島 ::

振球犠盗失残併
49  8 

省 船 ::
4111670    

振球犠盗失残併
408

7804181

阿部 Jl尋簡56募
田▽二塁打 富永 松島

1回戦

優勝予想の懸賞募集

渕勝に進出する両チームと優勝するするチ

ームを当てる懸賞募集力浙子われた。大会開始

前日までにハガキによる応募方式だった力、

投票数は当時としてはケタはずれともいえる

82021逍。

優勝予想の多い順にみると、さすが優勝し

た東京の3152通がトップで、八幡1708通、大

阪1680通、大連1126通、台北 953通。東京対

京城の決勝対戦チームを正解したのは48人

応募規約により先割順に10人の正解者に賞品

力報曽られた。
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第8回大会 倒勝〓大阪市・全大阪

19釧年 (昭和9年)8月 5日 -8月 11日・神宮球場

雌伏 7年、大阪雄叫び
雌伏 7年、全大阪が宿願の初優勝を成しと

げた。第 1回大会から連続出場、第 1回には

決勝まで進出しながら夢かなわず、その後も

力は評価されていながら「黒獅子旗」は遠 く、

不運に泣いてきた。今大会から三原脩 (早大

出)牧野直隆 (慶大出)両選手力功日入し、打

つては 1・ 2番、守っては鉄壁の内野守備で

チームを締め、岡明搬 手の伊達正雄 (早大出)

―岡田貴佳の (慶大出)のバ ソヽテリー、久保

田信一遊撃手 (明大出)村井竹之助外野手 (早

大出)らの充実した陣容で東京とともに優勝

候補にあげられていた。

1回戦は伊達が名古屋鉄道局を完封、準々

決勝で宿敵東京倶楽部と対戦した。

ともに東京六大学リーグの花形プレーヤー

や日本球界屈指の名選手を網羅したチームと

あって、試合は正午開始にもかかわらず早朝

から長蛇の列ができる人気だった。前回大会

では延長の末 東京が12-11で勝った力ヽ 今

回は前回と逆に東京が 3回で 7-0と 大量 リ

ードを奪った。東京 菊谷正一投手 (立大出)の

ピッチングから大阪は苦しいと思われたが、

4回 に1点 を返し、立ち直った伊達が東京打

線を抑える一方、打線は7回 に二原、牧野の

安打などで 1点 をあtス 8回には日の覚める

攻撃をみせた。疲れの出た菊谷から3四球で

無殖両塁。久保田左前安打、三原も四球で 2

点を入れ 菊谷に代った辻猛投手 (立大出)

に牧野が 2点適時打を浴びせ、 さらに村井の

安打で―挙 5点、同点とした。勢づいた大阪

は9回にも
=塁

から傲督力注 前に競 の

タイムリーを放って東京を倒 し、雪辱を果た

した。

準決勝は大連満州倶楽部の浜崎真二投手

は 出)を打ち込み、伊達が6安打完封で

磁 、強打の大岡虎雄二塁手と伊達¬騎討ち

と評判になった八幡製鉄との決勝も大接戦の

延長の末、競り勝って初の黒獅子旗を手にし

た。

自獅子旗の八幡の活躍も光り、地 剛11倶

楽部、全京城となじみ深い、強豪チームがベス

ト4に顔を揃えるなど充実した大会だった。

作家、久米正雄さんを総監督とする異色チ

ーム「鎌倉老童軍」が出場して話題となった。

最優秀賞は優勝した全大阪の牧野二塁手と

準優勝の八幡製鉄 。加藤喜作 (巳佐久、慶大

出)遊撃手力漱 しく争い、¨ が獲得

した。本塁打賞は各 1本の富田左翼手伏 宮)

と宇田左翼手 (横浜)打撃賞は打率 3位 まで

表彰することになり菊谷投手 (東京)7打数

5安打、 7割 1分 4厘、宮武投手 (東京)7
打数 4安打、 5割 7分 1厘、尾崎二塁手 (京

城)11打数 6安打、 5割 4分 5厘。生還打賞

は京城の藤井右翼手 (打点 9)が受賞した。
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サ甘需帯容      投 手 回 打安振球責
投 手 回 打安振球責 伊 達 10 4612335

e三菫打 胎議
11人

晨出▽二塁打 末松2 牧野
▽2時間25分

三原殊勲のサヨナラ打

全大阪・伊達、八幡製鉄・角地の投げ合い、

強打好打の応酬に息づ まるシーソーゲームを

展開、 9回に同点に追いついた大阪が10回三

原の殊勲打でサヨナラ勝ちした。

先手を取ったのは八幡。 1回先頭の加藤が

右越二塁打、大岡の内野ゴロでホームを踏ん

だ。大阪も3回 2四球のあと村井が左前適時

打して同点。

両投手とも速球と大きなカープで力投した

が、八幡は6回末松、高橋の長短打で再びリ

ード。大阪も負けずにその裏村井、伊達、塩

見が 3連打して満塁。一死後長劉 ‖の遊ゴロ

は、送球を受けた二塁手力゙併殺を焦って大き

くそらし3者が生息 逆転した。

しかし八幡は7回、花田兄、角地の安打の

二死二・三塁から加藤、高橋が連続タイムリ

ー、 3点を取 り、 8回にも加藤の適時打でリ

ードを広げた。大阪は9回先頭の久保田が右

越三塁打、三原が中飛を打ちあげ 1点差とし

たあと、牧野が二塁打、望月四球で一 二塁。

村井の遊ゴロで望月が二封された力ヽ 三塁を

廻りかけた牧野を束Uそ うと二塁手からの送球

が悪 く牧野還って土壇場で同点に追いつい

た。大会初の延長戦となった10回、大阪は二

大会第 1日 と第 2日 の試合終了

`魚

アトラ

クションとして各チームの代表による4種目

の競技を行い、ファンを楽しませた。

捌 支種目は第 1日 がノックによる美圏汀 (フ

ァンゴー)と遠投。第 2日 力沐 塁から一塁ま

での走塁とダイヤモンドー周の走塁。

なかでも注目されたのはファンゴー。期待

された長距離打者の宮武二郎 (東京倶楽部、

慶大出)、 ベープ山下と呼ばれた山下実 (大

還 制'‖倶楽部、慶大出)は棄権した力ヽ  1位

は大岡虎雄 (八幡製鉄)の 123.4傷 、 2位渡

辺大陸 (全台北)の 1098傷、 3位水谷喜久

雄 い醐 獣道局)の 978傷。

遠投では 1位力汁排 竹之助 (全大阪)の 10

239傷、 2位中原千彦 (八幡製鉄)の9843

傷だった。

一塁までの走塁では3秒 9の高橋年広 (八

死―・二塁に三原が三遊間を鋭く破るあざや  幡製力 が1位となり、ベースー月走では末

かなタイムリーを放ち、サヨナラ勝ちとなっ  松公美 (八間 が15秒 1で 1仏 高橋年

た。                    広 (八醐 がb秒 3で 2位となり、3位

はり|1島昇 (鎌倉老童軍)の 15秒 6。

違投、遠打、走塁含戦
◇第 1号満塁本塁打 1回戦の全大

宮対仙台鉄道局戦の 6回二殆商塁に大

宮の3番・富田平三外野手は仙台・長

瀬投手から中堅右を破る痛打を放ち、

これカオランニング本塁打となつて、大

会初の満塁本塁打を記録した。

◇ 1イ ニング13、 ゲーム21の最多得

点 1回戦の全大宮対仙台鉄道局の 6

回、大宮は富田の商塁本塁打を含む 4

安打と8四求 敵失などで13得点を挙

げた。この試合で全大宮は21点 を奪い、

これも最多得点となつた。

◇ 1試合最多四球19 1回戦の大阪

鉄道局吹田対東京倶楽部戦で対坂は宮

武二郎、菊谷正一両投手から19四球を

得た。宮武1∝ 菊谷9四球だつた。

早慶戦3連投の大製乳 1回戦から全4
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鎌倉文士のチーム

異色チーム「輸 老童軍」が出場した。作

家 。久米正雄さんら、鎌倉文士の野球好きが

高じて、選手を集め、久米さんが総監督を努

めるチーム。

東京倶楽部、全大阪などで活躍 した雨宮

(旧姓水上)義信投手 (早大出)を中′じヽに、

米沢徹二塁手 (明大出)三浦芳郎 優大出)

萩原兼顕外野手は 出洵財 敵ヽ 内野手 (早

大出)ら 、“かつての名選手"カド顔を並べた。

その当時東海予選区でノ|1崎コロムビアを破

って出場した。

第 1回大会で大コ剛阻ヽ彫辞5を優勝に導い

た中沢不二雄氏はすでに引退、東京日日新聞

に観戦記を載せていた力ヽ  「久米 (磁0さ
んや大仏 (次郎)さ ん力ヽ 日の野球から腕の

野球へと躍進の気勢をあげているのに、私は

口と筆の野球に転落して、スタンドから静か

に野球を見ているのは、感無量と申さねばな

らない」。

1回戦で強豪の全台北と対戦、 5回に1点

を挙げて同点と、そこまでは互角だったが、

やはり “老童"。 結局スタミナ切れもあって

敗退した。

まさに不動 9人野球

優勝した全大阪は1回戦の名古屋鉄道局だ

けは右翼手が交代して10人の選手が出場した

ものの、 2回戦以降は不動のメンバーで9人

野球を通した。

全大阪のヒーロー。右仙開曇 左から絲 、岡田選手
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第 9回大会 硼 〓櫛 ・ ]紅京倶野錮Ⅸ2年ぶり4回日)

19関年 (昭和10年)8月 3日 -8月 12日・神宮球場

「満州J含め予選制スタート
当時のi翻11の代表、奉天両鉄倶楽部も初参

加、大会の名称もそれまでの「全日本都市対

抗野球大会」から「全日本」をはずし、「都

市対抗野球大会」に変った。また現在と同じよ

うに完全な予選がこの大会から始められた。

大会は東京倶楽部が 2年ぶり4度 目の優勝

を果たした。

東京は1回戦こそ、台湾から初出場の台南

州団に快勝したが、準 決々勝からは苦戦の連

続。全京城戦は 2、 3回 に3点ずつを挙|六

6-0と リードしながら、終盤の京城の追い

あげにたしたじとなり、 1点差の幸勝。準決

勝の全大宮戦は東京が上野精三 (慶大出)大

宮が前川パよ5(国学院大出)と意表をつく投

手を先発に起用した。大宮が先制すると、東

京は4回に逆転。さらに6回、宮武二郎一塁

手 (慶大出)の中越大本塁打で加点。勝負を

決めたかにみえたかカミ 大宮は9回、 2番手

の佐々本鉄朗投手 得大出)を攻め 2安打に

四球、盗塁をからめ同点とし、なお二苑 両塁。

東京は代った菊谷正一 (立大出)がやっとの

思いでピンチを防いだ。その裏東京は先頭の

角田二塁手が二塁打を放ち、バントで送ると、

前川投手は2者を敬遠 して満塁策をとった。

カウント2-2か らの 5球日、菊谷の一撃は

左中間に抜け、東京が待望の決勝点。打たれ

た前川投手は、うずくまったまま泣き続け、

大熱戦の最後がファンの胸をうった。東京日

日新間には、「 マウンドに崩れて 前り|1男泣

き、長恨 !大宮軍が敗れた一瞬 五万ファン

の感激」の大きな見出しが躍った。好投手・

南安男らを擁 し、八幡製鉄、名古屋鉄道局を

倒し、東京を苦じめた大宮の活躍はすばらし

かった。

大宮とともに快進撃を続けたのカツ|1崎コロ

ムビア。若林忠志投手 (法大出)がその原動

力。若林は昭和 3年、ハワイの邦人野球チー

ム、スタクトンの投手として来日、法大に入

学、日本人ばなれしたピッチングで神宮の森

をわかせた異色の投手だ。 1回戦で神戸税関

を3翡 封、全大阪を6安打 2点で完投勝

ち、さらに旭 嗣11倶楽部を4安打完封して

決勝に進出した。相手の東京はそれまでの 3

試合を宮武、三宅憲太郎、上野、佐々木く菊

谷の 5投手でまかない、決勝は十分休養をと

った宮武投手と2日 間雨で試合が延びたとは

いえ、全試合 1人で投げてきた若林投手の対

決となり、東京が優勝に輝いた。都市として

東京市は、大連市の 3度の優勝回数を抜き最

多優勝となった。

しかし、東京倶楽部としてはこれが最後の

優勝。東京倶楽部は昭和12年、第11回大会を

最後に解散 した。東京市の優勝は、クラブ全

盛の時代から、企業チームヘの推移していく

都市対抗の歴史のなかの最後の大輪の花とも

いえた。

最優秀選手賞は若林投手が受賞した。
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決勝

川崎市

東京市

東京倶楽部・宮武、コロムビア・若林の両

右月宛の対決となったが、宮武カツll崎打線を4

安打完封した。

2回の一死二・三塁チャンスを逃した東京

は3回、一死後真野が四球を選び、若林のけ

ん制を一塁手がそらす間に二進すると、永井

が三塁線を痛烈に破る二塁打を放ってまず 1

点。二死後 2四球0越 とし、松井が中前に

2点 タイムリー、この回3点 を奪った。

チェンジ・オブ・ペースのビッチングです「

者をまどわせる若林の外角にくるスローカー

ブを東京打線力■1い打った攻撃で、東京の若

本オ゙

“

簑がいきとどいていたともいえる。

宮武は警戒された速球は捨て球に使い、カ

ープを主体としたビッチングの組み立てで川

崎を

'日

え、 1回西本の安打と2四球の一死 両

塁のビンチを切り抜けると波に乗り、その後、

4、 7、 8「 |に打たれた安打はいずれも二死

から。全く危な気ない投球だった。

16地区から各 1チーム

現在と同じように、各地区にわかな 完全

北海道・樺太、東北、甲信越、関東、東京

市、名古屋市、大阪市、神戸市、近畿、中国、

四国、りL7111、 台湾、朝鮮、大連市、1剛11(い

ずれも当時)。

ネット裏の著名人たち
真夏の東京の風物詩として、すっかり定着、

人気を集めている大会だけに、あらゆる階層

のファンが連日スタンドにつめかけている。

「日本の恋人」女優の人江たか子さんは、

夫君 。田村道義氏とネット裏に陣どり、第 1

回大会以来ずっと応援 している東京倶楽部に

熱いまなざし。

判,ナRの梅島昇文さんも東京倶楽部ファンで

「宮武 (二郎)は イヤイヤやっているような

のが欠点だ力札 今回はいい。東京は投手ばか

りでチームができるほどの豪華版だ」と胸を

張る。

京城の応援には朝鮮殖産銀行の有賀光豊総

裁や名舞姫・雀承喜嬢も姿をみせ、政友会鈴

木総裁の令嬢・淳子さんは、友人ともども立

ちあがって1白手するなど陽気な応援。「父は

スタンドに来るわけには参りませんが、ラジ

オの放送をじっと聞いています。者F市対抗の

大ファンなのです」。

貴賓席には皇族 6殿下

準決勝の大連対川崎、大宮対東京力M子われ

た8月 9日 、皇族 6殿下が貴賓席で初めて観

戦さオした。

賀陽宮邦寿王、治憲王殿下がまずお着きに

なり、ついで朝番宮鳩王殿下。さらに北白川

川崎。大阪乳 大阪。り躙肋
~`塁

を狙って刺される

宮永久王、同妃、同多恵子女王の 3殿下がお

揃いで席に着いた。

球界の長老 。内海弘蔵氏が説明に当たった

力ヽ 邦寿王殿下はスコアブックに記録しなが

らのご観戦だった。
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な子選制度がこの大会から採用された。全国

16地区から勝ち抜いた1チームずつが参加し

たが、その予選地区は次のようにわけられた。
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東京のサヨナラ勝ちに、マウンドで泣く大宮・詞 ‖
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4回 目の優勝を果たした東京倶楽部。林J平に黒獅子旗力■渡された
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1國酬戦

1善穏
函館市 (太洋倶楽部)

2000010
2031015

大阪市 (全大阪)
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×

薯:菫 【

耐

大陸へもラジオ中継 1刑 門力治 lilll時の予定だったが、朝早 くから

ファンがつめかオι 球場のまわりは身動きも

できないありさまに、 lH寺間半も早 く午前 9

時30分に開門。これまでになかった人出で、

渋谷から出るバスは青山lILl丁 日で客が全員降

りてガラ空き。渋谷車庫ではダイヤを変更、

バスの増発に大わらわだったが、史 L初の

「ダフ屋」も出現 球場入に1付近に「切符売り

ます」のビラを下げた男力ぜこち、人場券が手

に入らないファンがプレミアムをつけて買お

うとその男に縫 しヽた。

◇最多優勝4回 東京供楽部が達成

した。東京1ドは大連市が第 1回大会か

ら大題両州供楽iiF、 大連実業団、大連

,嗣11倶楽部で記録した同一都市の優勝

Fl数 3も超えた。

東京・京城、大宮・名古屋の準々決勝は、

【「髪重捨輌ヨFIテ】
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振球犠盗失残併     49052H2
2514140
▼三塁打 川瀬 伊達▼二塁打 村井 柳沢
71時間50分

1回戦
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第 4「1大会から始まったラジオ中継放送

は、Jl時のi制 ‖にも広がり、その人気は高か

った。)11初は1人でマイクの瀬jに すわり続け

た」OAK(NHK)松 内則三アナウンサー

のほか、1可西三省、山本照の両アナウンサー

も参加、 3人が交代で放送、名調子でファン

を喜ばせた。

松内アナは「ファンの統制がとれ、ヤジな

ども洗練されて者陶「 対抗が一段と盛んになる

のはボクもうれしい。やはり強いチームカヽ勝

ち進んで、準決勝、決勝を迎えた今大会のす

ばらしさは、国でいえないほどです」と喜ん

でいた。
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第10回大会器珊鼎 l旱:  ・神酬

古屋鉄道局、全大阪の3チームと、大会の功

労チームとして地 制:‖倶楽部、大連実業団、

全神戸、仙台鉄道局、全横浜、函館大洋倶楽

部が表彰された。大会前の下馬評では東京倶

楽部と旭 司11倶楽部が 2強 として注目され

た力ヽ 「号司鉄道局が初優勝した。これまでの

優勝は全部クラブチームだったが、企業チー

ムが初めて王座についた今回は、エポックメ

ーキングな大会ともいえた。

門鉄局は第 1、 第3回大会に出場した古豪

だが、その後八幡製鉄に抑えられ 7年ぶりの

出場。井野りIけ甫手はじめ、関大出身の豊田一

枝二塁手、来島満男三塁手が内野を固め、左

1宛
。岡本敏男 (熊本工出)土谷勘蔵 (徳島商

出)両投手を擁 し、投打とも充実していた。

2回戦嗚土谷投手の好投で全名古屋に快勝

した門鉄局は準 決々勝で東京と対戦した。東

京は相変わらず菊谷正一 (立大出)上野精三、

土井寿蔵 (と もに慶大出)の投手限 真野春

美 (明大出)ら を中心とする強力打線をそろ

えていた。東京カイ山台鉄道局との2回戦で、

仙台の左腕・成田投手を打ちうぐみ、史上初

の引き分け再試合の苦戦を強いられたことも

あって、門司も左腕・岡本を起用、監督・井

剛 |1捕手の好リードもあって東京打線を抑え

側排した。続く全大宮戦も南安男投手を打ち

崩し決勝へ進出した。決勝は、大阪鉄道局吹

田、大田′駅 コロムビアを一方的に退けて

きた大連との対戦ら丼野り||は 1、 3回に連続

三塁打を放って得点を重ね、岡本投手の緩 く

大きく落ちるカープをうまく引き出し、大連

打線を7安打 1点に抑え、優勝の立役者とな

った。

門鉄が企業チーAttV
第10回大会の記念大会を迎え、東京日日新

聞社、大阪毎日新聞社 (現毎日新聞社)は 賭F

市対抗野琳漣盟」 を組織した。後に日本社会

人野球協会、日本野球連盟に発展していく組

織の土台である。

3月 23日 には、都市対抗生みの親ともいわ

れた橋戸頑鉄氏 (毎 日新聞社客員)が関歳で

死去、その功績をたたえ、この大会から最高

殊勲選手賞を「橋戸賞」とした。第1回受賞

者は優勝した門司鉄道局の監督兼 4番打者と

して大活躍した井剛 ‖利春捕手 (明大出)だ

った。

この年日本にプロ野球が誕生、宮武二郎 曖

大出)若林忠志 は大出)前 ||[J5(国学院

大出)の 3大投手ら、たくさんの人たちがプ

ロ入りしたが、都市対抗野球の内叡 人気は

少しも衰えなかった。

出場チームは最多の20チ ームとなり8月 1

日から神宮球場で開幕した。開会式では第 1

回大会妹 10年連続出場の東京倶楽部、名
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司
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※ 2回戦の東京・ 仙台戦は10-10で 引き分け再試合

3月 23日、都射赦載超印球生
``凛

敗 相F鳴割嘔力雅
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大連市 (満州倶楽部 )
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「遣障試合」は日本球界最初のものだった。

川崎 00001000213
門司 10201002× 16

大連02002010015
大宮 00010100113

犠併残盗失       犠併残盗失
00902       10802
投 手 回 打安振球責 投 手 回 打安振球責
五十嵐 8 3710113 岡 本 9 377430
▽三塁打 井野川2 高須▼二塁打 本田 皆川
高木 ▽2時間

左の岡本、連打許さず

rl司鉄道局は好調の左I宛・岡本を立て、大

連1詞・‖倶楽部は ド手から浮きあがる速球を武

器とするエースチ[十嵐をマウンドに送った。

門
「

|は 1回、二死後、皆川が敵失で出塁す

ると、 4番・井剛 ‖が中越え、ワンバウンド

で芝生席に入る二塁打を放って先制、来島も

中前タイムリー、 2点 をあげた。 3回にも皆

川の二塁打につづき、井野川が左中間に二塁

打。さらに来島、鎮守と4連打を放ち2点を

加えた。

岡本は内角に大きく落ちるカープをうまく

使って大連の強打線を抑え、2回先頭の本ll l

に二塁打されたピンチを切り抜けると、楽な

ペースで投t澁けた。

大連は7回高須が右前打 した二死後、今木

の遊ゴロが悪送球を誘って 1点 を返したもの

の、門司は8回死球と高木の左中間二塁打で

無死二・三塁とし、日本の左飛で トドメとも

いえる1点 を加えた。

必死の大連 も9「 1高須がこのH3本日の安

才「で右中間三」ミオ「したが、代打も実らず及ば

なかった。

橋戸氏追悼し2試合

大会終了後「橋戸頑鉄氏遺陣試合」が 8月

11日 神宮球場で行われた。出場したのは都市

ヌ執 でベスト4に進出した門百]鉄j童局、大連

1蘭州ヽイ具楽部、川崎コロムビア、全大宮。

試合に先だち、橋戸氏の遺族で長男の正一

郎氏、次男の義雄氏に藤井,舒1:の 故人の胸像

力瀬曽呈された。

◇史上初の引き分け再試合 2回戦

の東京倶楽部対仙台鉄道局戦で延長12

回10-10で 日没、初の引き分け。翌日

再試合となつて東京が勝った。

◇1ゲーム最多失策 2回戦の東京

倶楽部対仙台鉄」司戦は引き分け、再

試合となつたが東京は史上最多の10失

策をR銀 内訳は真野遊撃手 3、 片田

右翼手、布谷二塁手、松井一塁手、角

田li塁手、窪寺二塁手、関口二塁手、

御協捕手各 1、 なお仙台も5失策(
両チーム15失策も史上最多。

◇1ゲーム個人最多四球 6 2回戦

の東京倶楽部対仙台鉄道局戦で東京・

布谷二塁手は仙台。成田投手から7打

席 6四球を選んだ。
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7チームでプロ誕生

当時「職業則 と呼ばれたプロ野球が日

本にも誕生。巨人、阪神、阪急、セネタース、

名古屋、金鯨、大東京の 7チームが結成され

た。都市対抗の花形選手たちも、プロ入りし

ていった力ヽ  8月 13日 付けの東京日日新聞

に、弓館小鰐運動部長は、次のような一文を

載せ、プロ野球の出現力堵6市対抗の権威を少

しもそこなうものではないと強調した。

職業野球の出現によって、都市対抗に出場

した選手から若千名を抜かれた。その結果、

出場チームの威力がそがオヽ 人気も減ったろ

うというものがある。あるいは、そうであっ

たかもしれない。しかしそれで一向さしつか

えないのである。

もともとこの者F市対抗は、従来社会人チー

ムのみに欠けていた全国的総合機関をつ く

り、平常錬磨した腕を一場に会し、相競うも

のである。したがって若千のスター達が去っ

たところで、者F市対抗の権威を少しも減ずる

ものではない。出場チームは選ばれた郷土の

名誉のため、欲も得ることもなく、ただ意気

と熱をもって力戦する。これ力堵F市対抗のあ

りがたいところである。  1年 1度の試練場

たる本大会を狙っての発奮努力こそ都市対抗

の意義で、スター選手の去就kそのため起る

浮いた人気の消長などは敢えて関するところ

でない。

予想投票に 5万余通

第7回大会から始められた優勝チームの予

想投票の懸賞募集は全国的に大人気となり、

第10回大会に寄せられたハガキはなんと5万

43通。うち的中は 560人で抽選の結果、 1等

5人に銀製カップ、 2等30人に選手サイン入

リボール、 3等 100人に銀製メグルカ颯曽られ

た
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2回戦
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2回戦 (再試合)
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大感激の初出場

中部連盟会長 河合 滋

昭和38年 7月 12日 、この日は私にとつて生涯忘れること

のできない感激の日である。その年の第34回都市対抗野球

山静代表決定戦において、当社野球部が優勝し、本大会に

初出場する事が決まつた日である。

それまで山静 2次予選は大昭和、日軽、河合の三つ巴戦

になり、容易に勝負がつかなかつた。この日は、浜松球場

において大昭和と河合の間でや り直し勒 V子われる事にな

つていて、もし大昭和に勝て|よ 当社の初出場が決定する

ことになっていた。私はこの日会社を休業して全社員が応

援に出かけられるようにした。私自身は「社長が応援に行

くと負ける」というジンクスをかついで、ゴルフコンペに

行 くことにした。ゴルフの間ポータブルラジオをかけて、

試合の経過を聞きながら一喜一憂した事を憶えている。偶

々この日のコンペに優勝し表彰式に出席しようとした時

「優勝した」という電話が入って来た。取るものも取りあ

えず車に飛び乗って野球場に向つた。

途中野球場から引きあげてくるチームと出遭い、そのま

ま引返して市役所へ向った。市役所玄関前で市長さんに報

告し、視辞を戴き、それから急ぎ借り集めたオープンカー

に乗って会社までパレードをすることにした。パレード中、

熟狂的な市民の祝福には大変感激したものであつた。 こ

の時の当社チームは最強のものであったと思つている。レ

ギュラーメンバーはユース投手の宮下秀坦君 (駒大)、 捕

手・小島友宏君 (駒大)、 一塁 。久米孝一君 (明大)、 二

塁 。一枝修平君 (明大)、 三塁・佐久間隆君 (駒大)、 遊

撃 。渡辺秀夫君 (法大)、 左翼・堀内嗣郎君 (法大)、 中

堅・谷野彰君 (海南高)、 右翼・向笠図至夫君 (法大)そ

の他控選手も投手・吉竹徹君以下多士済々であつた。それ

に、当時山静からは 1チームであったから、大昭和から投

手の金沢宏君、外野手・山崎征二君、日軽からは投手・渡

辺秀武君、捕手・高田登君、外野手 。中田耕平君を補強し

て、山静 3チームの連合軍、大変強力な優勝も狙えるチー

ムであった。 1回戦に四国電力を3対 2で破り、 2回戦で

は八幡製鉄を7対 2で破り、 3回戦ではリッカーミシンを

14対 1で破るなど膿 した。しかし、準決勝では三塁手

の大悪投によつて積水化学に5対 1で敗れてしまった。初

出場、初優勝の力を持ち、そのチャンスもあったが、大変

惜しい事をしたと、今でもそう思つている。

山静地区は常勝 。大昭和がおり、強豪 。日軽がおり、後

楽園出場は極めて困難な地区であつた。あの当時当社の初

出場を評論して「山静の野球界に夜明けが来た」と新聞に

書いた野球記者がいた程である。

会社も初出場で沸きたっていた。後楽園への応援は会社

を挙げて行ったものだ。品川駅着の臨時列車むり11鉄道の

バス、市営バスに分乗して市民を含めて全従業員をいれる

と何千人になつただろうか。そして試合終了後すぐ浜松に

帰り、翌日日中は仕事をして夕刻東京へ出かける。こんな

事を繰り返したものであつた。あの頃の事を思うと、よく

頑張れたものだと思う。応援団席に浜松の凧をあげ激練り

をし、浜松祭の唱をうたい、チヤンスにはチャンス節を歌

う。感激の極みであった。

この様な事だから、会社の志気は揚がり、団結を強め、

仕事にも大きな成果があがり、野球の企業的意義をしみじ

み感じたものである。あれからもう26年。歳月の速さを感

ずる今日この頃である。

(現在、河合楽器社長)
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第11回大会器当1辮 l号品ぷ
9日・神酬

暗い時代～・・2チーム欠場
第10回の記念大会を終え、出場チーム数は

16に戻った。各地の予選で16チームが決まっ

てみると、前年優勝の門司鉄道局は月 11地区

で宿敵k八幡製鉄に敗オ■ 10回の連続出場を

誇っていた名古屋鉄道局も、同局を倒すため

結成された全名古屋に屈して連続出場がとだ

えた。東京倶楽部、全大阪が11回連続だった

のをはじめ、 7チームが連続出場。うれしい

初出場は旭 ‖鉄道局、新潟鉄道局、日立鉱山、

大,朝青嵐、新粛詞11国の5チーム。全国的な

レベルの向上が、予選を一層激 しいものにし

た。

しかし、社会情勢は暗さを増し、 7月 7日

夜、芦溝橋事件が発生。規 制11倶楽部と全

京城が不参加と決まり、14チームによる大会

となった。水上義信監督 (早大出)ひ きいる

新京i翻 '‖国はそんななかでの初出場だった。

八幡が決勝で東京を破 り初優勝をとげて、

黒獅子旗は2年連続 して関門海峡を渡った。

門鉄局に一足早 く黒獅子旗をかざされ 予選

から激しい闘志を燃やした八幡だったが、大

会直前に一塁手の鬼塚格三郎主将 (明大出)

ら、監督や主力選手に招集令状が来て、にわ

かに加藤喜作助監督 (巳佐久=慶大出)カド監

督に昇格、大岡虎雄三塁手力珀甲主将に任命さ

れ 新入社の塩田義雄投手 (立大出)力河 力

を買われて急造一塁手をつとめるなど、時代

を背景にあわただしいものがあった。

1回戦は楽勝 したものの、その後は苦戦の

連続。大津晴嵐戦では先発の塩EII投手が大津

打線に食い下らオι 8回のピンチをエース角

地孫之助投手が断ち切り、やっとの思いの逃

げ切り。準決勝の川崎コロムビア戦も角地投

手が打たれ 1回に3点を取られた。川崎のエ

ースは鈴木茂投手 (法大出)。 打線も吉相金

次郎二塁手 (明大出)富永時夫遊撃手 (早大

出)藤田宗一三塁手 (法大出)加納伸三中堅

手 (明大出)山崎健
=左

翼手 は大出)ら、

東京六大学の花形がずらりと並んでいた。そ

のりlμ奇に八幡はリー ドされながらひるまず、

5回 に塩田、角地の短長打で 1点 を返し、 6

回には連安打の猪俣秀正中堅手、大岡と四球

の高島忠左翼手を塁に置いた一死 商塁に塩田

が左翼席に打ち込む史上初のスタンド入り満

塁本塁打を放って逆転。 7回川崎もスクイズ

などで同点としたが、八幡はその裏主砲・大

岡が中堅席に大本塁打してつき放した。 1チ

ーム1試合2本塁打も史 L初の快記録だった。

東京倶楽部は鵜沢七郎 (法大出)、 田FrrA

両投手 (明大出)鵬り|1正義遊撃手 (慶大出)

岩本義行右翼手 (明大出)ら力功口わり、やは

り候補筆頭の有カチームだった。田河ヽ 土井

寿蔵投手 (慶大出)の リレーで仙台鉄道局、

台南州団に競り勝ち、準決勝で初出場の新京

と対戦したが延長12回 7-7で引き分け。再

試合でやっと勝ったものの、渕勝では死闘で

疲れ果てた東京と、 1日体養した八幡との差

もあり、八幡・角地投手が素晴 しいピッチン

グで東京柄線を3安打 1点 に抑え、打っても

得点に結びつく4打数 3安打の大活躍で橋戸

賞を受けた。
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※準決勝の東京・新京戦は 7-7で引き分け再試合
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八幡・角地、投打に殊勲

準決勝の引き分け再試合で、鵜沢、土井両投

手を使い果たした東京は田所が先蒐  1日休

んだ八幡はエース角地がマウンドに立った。

角地はスリークォーターからの速球が低め

によく決まり、強打者揃いの東京打線を3安

打 1点 に抑え、堂々の完設勝利を飾った。

八幡は2回先頭の塩田が右前に両チームあ

わせての初安打を放ち、四球と敵失で二死両

塁。田所も懸命なピッチングで木松を投ゴロ

に仕止め、本塁に送球した力ヽ 捕手がこれを

落球、八幡が先制点を拾った。 4回には東京

が片田の四球を足がかりに、松井が右前打じ

てチャンスを広ろげ、中本寸が左前タイムリー、

同点としたが、八幡もその裏、高島が四球を

選ぶと角地が左翼二塁打、高島が還って再び

リード。さらに8回には、四球の塩田をバン

トで送り、角地の右前打で―・三塁。代打 。

越智四球0両塁とし、末松の遊ゴロが敵失を

誘って決定的な追加点をあげた。

角地は5回から東京を無安打に抑え、 9回

の代打攻勢も動げることなく切 り抜けた。力

投しただけでなく3安打を放ち、うち2本は

得点に結びつくなど、投打の殊勲者だった。

初陣新京に感動の旋風

初出場の新粛司11国が大健闘、ファンから

拍手を浴びた。

全大阪、東京倶楽部、鎌倉老童軍などから

都市対抗に出場、ファンにはおなじみの早大

出身、水上義信監督がチームをひきいた。ナ

インは甲子園の中等学校野球で中京商と25回

の死闘を演じた明石中の卒業者らが主力。新

京から大連を経由、故郷を出てから1週間か

けての上京だった。

1回戦は伊達正男投手を擁 し、い の

一角にあげられていた全大阪。新京は3度に

わたってリー ドされながら、その度に粘 り強

さをみせて追いつき、 7回には伊達をKO、

8回決定的な4点をあは 大阪を破ると勢を

つけ、新潟鉄道局に快勝、準決勝で東京倶楽

部と対戦。 1回東京が岩本、中村の適時打

で3点を先取した力ヽ それからは激しい打ち

合い。新京は5回 2点をあげて逆転したもの

の、東京もその裏 1点、 8回には真野が同点

打して追いつき延識 11回新京は二死から

佐 /々1k永尾が連安打、代打 。水原が三遊間

を破って待望の 1点 を奪った力ヽ 東京もその

裏菊谷の四球と敵失、盗塁をからめて一死二

・三塁とすると中村が左飛を打ちあlλ また

も同点。結局引き分け再試合となった力ヽ 東

京日日新聞は「熱球の大類 満場に感激の

旋風」と大見出しではめたたえた。

2-1で剌動詢胸勝った力超満員ののスタンドのファンは
―

Tに大興奮
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通しの指定席券求めて行列

7日 間通しのオ旨定席券前売りが行われた。

当日券は指定席 1円だったが、前売りでは 7

日間で 5円。格安なうえ全試合を同じ席から

見られるとあって大人気となった。 7月 31日

の抽選をひかえた 7月 27、 28日 の午前11時か

ら発売されたが、東京日日新聞社の前に長い

行列ができ、警察官が交通整理に出重力したほ

どだった。

全員中卒、若さのチーム

2年連続出場の神戸鷹取は神「
1に ある大阪

鉄道局鷹lltT場のチーム。第 6回大会に全神

,1が黒獅子旗を持ち帰って以来、ずっと低迷

を続けている神戸だが、3年前から神戸税関、

生糸検査所、川崎造船など11チームが参加、

予選を行っている。

エースの本村卜(四条曙中)、 飯代 ¢寸野工)

に主力の矢野一塁手 (松河1中 )西沢捕手 (姫

路商)渡辺外野手 (誠々館中)ら 、メンバー

全員が中学卒業者。平均年令22歳 とひと味違

った異色チームだった。
棘 引山説 2回裏東京は日所の安打で二塁走者の松井ホームにけん命のスライディン久 きわどく生還
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神戸市 (鷹取工機部 )
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◇スタンド入り満塁本塁打第 1号

駒夫勝の川崎コロムビア対八幡製鉄戦

の 6恒1-苑商塁に
'知

勝・塩田義雄一塁

手 (立大出)が、川1崎・鈴木茂投手の

1-3か らの 5球目を左翼席に打ち込

んで記録した。満塁本塁打は2人 目。

◇初の 1試合1チーム2本塁打 準

決勝の川崎コロムビア対人幡製鉄戦で

八幡は6回の サa商塁に塩‖I義雄 ^塁

手 (立大出)力流翼席、 7卜1の二死後

大岡虎雄二塁手 (豊岡中出)が中堅芝

生席に打ち込み達成した。

50



1回戦

相
藤
永
田
納
井
門
亦
崎
井
木
本

市

口斎
富
藤
加
藤
寺
大
山
室
鈴
西

崎

　
　
　
　
　
　
　
８

川
④

４
⑥
⑤
③
９
９
⑨
０
０
０
③

ア
３
１
＞

ビ

ー
２
山

ム
３
０
鉱

口
４
０
立

コ
０
０
日

市
　
　
市

崎
　
　
立

川
　
　
日

Ｏ

Ｘ

ｌ

２

国

＞

０

０

洲

阪

０

０

満

大
０
１
一泉

全

０
０
新

市
　
　
市

阪
　
　
｛示

大
　
　
新

岡
根
橋
野
辺

ｌ
豊
坂
高
高
渡
木
相

市

打安
41
10
62
42
52
10
20
00
50
42
52
31

オ丁安
51
20
42
41
41
41
20
10

8富 永1:
349

振球犠盗失残併
3  黒 崎 10  2302550

4112

振球犠盗失残併
410050101
▽二塁打 吉相 藤田 室井 富永 (日 )

▽1時間56分

1回戦

!][|!]li]ヤ
llll

新
④
４
③
②
ｘ◎
⑤
Ｏ
ｘＯ
⑤
◎

原
内
原
木
瀬
木
尾
井
藤

々

　

山
石

ｌ
水
横
栗
二
深
佐
永
古
加

市工示

振球犠盗失残併
27123131
▽二塁打 伊達2 河津 水原 加藤 高橋
▽2時間25分

1回戦

i[[li[l[[lllll
打安
40
21
41
41
40
41
20
30々

振球犠盗失残併

安
２
２
２
０
１
０
１
１
１

打

４

４

５

５

４

４

２

４

４

瀬
根
賀
林
田
川
水

振球犠盗失残併

【

3京

市

: : |]
②  井 川 21
7  斎 藤 10

0曽 葦 :|
1  土 井 10
②  別 井 41

308
振球犠盗失残併
3701390

▽三塁打 岩本 小田野▽二塁打 岩本
▽1時間35分

1回戦

準々決勝

打安
40
40
41
50
53
40
41
41

振球犠盗失残併
2213280

振球犠盗失残併
2000340

▽本塁打 寺門 (佐藤)ウニ塁打 藤田
室井 望月 ▽1時間30分

準々決勝

振球犠盗失残併    振球犠盗失残併
4711190    9011021
▽三塁打 岩佐▽二塁打 児玉義▽2時間

準々決勝

ア
０
０
屋

ビ

２
０
古

ム
０

１
名

口
０
０
全

コ
０
０
＜

＜

２
０
市

市
　
　
屋

崎
　
　
古

川
　
　
名

０

×

＞

０
０
部

団
０
０
楽

州
０
０
倶

南

１
〇
一示

台

０
２
東

市
　
　
市

一雨
　
　
一界

ム
ロ
　
　
　
　
苦
界

安
０
１
１

打

５

４

５

還載勢器‖
津市】   打安

藤 原 42
安 田 51
松 山 30
岩 本 32
水 竹 50
大 西 41
小 田 42
坂 本 31
宮 路 41

3510

振球犠盗失残併
55123111

正田▽2時間45分

瑚
８２鵬

失

４

盗
１
打

職
３０襲

振
２
▽

相
永
田
納
門
崎
井

部
俣
岡
場
島
地
田
田

5401961    2305472
▽三塁打 島田▽二塁打 長瀬▽1時間25分

51

準 決々勝

I[[|[[li[lll111
【新潟市】   打安

8混 頚::
1  人百板 20

3  森 川 10
346

振球犠盗失残併
2602481

内
原
木
田
瀬
木
中

々

０

×

ア
０
４
＞

ビ

０
１
鉄

ム
０
０
製

口

０

０

幡

コ
０
〇
八

市
　
　
市

崎
　
　
幡

川
　
　
八

国
０
０
部

洲
０
１
楽

満
０
０
倶

一尿
０
〇
一示

新
２
１
東

市

０
１
市

一尿
２
０
京

新

０
３
東

部

０
０
国

楽

０
０
洲

倶

０
２
満

京

０

０

京

東

２

０

新

市

　

市

一示
　
　
京

東

　

新

打安
42
41
31
10
51
31
00
40
41
31

振球犠盗失残併
2713581

▽二塁打 栗原▽1時間55分

準決勝

打安
30
41
42
41
20
42

§彙は!i
318

角地

【新京市】   打安

H9水 原 11

97響 馨
':

4911

振球犠盗失残併
68016141
▽三塁打 勝川
▽二塁打 中村
加藤 田所
▽3時間15分

準決勝 (再試合)

東
④
⑦

８
８
③
⑨
⑤

Ｒ
４
③
②
①

ｌ
⑥

振球犠盗失残併
45143160

3610

振球犠盗失残併
325

振球犠盗失残併
0313350

35135122

▽2時間



第12回大会   li選喜
‖日。麟園期

神宮の森から後楽日ヘ
昭和 2年の第 1回大会以来の舞台だった神

宮球場から、小石川 。後楽園球場に移った。

後楽園は前年の 9月 11日 完成 した近代的な設

備の整ったスタジアムである。そしてまた第

1回大会以来、強豪の名をほしいままにし、

神宮の森をわかせた東京六大学の花形選手た

ちで固め、優勝 4回の偉業を成しとげた名門

の東京倶楽部がシーズン前に解散した。

出場チームも、クラブチームから企業チー

ムヘの移り変わりが激しく、都市対抗もはっ

きりと創成期に幕を引いた転機の大会と位置

づけられよう。

東京倶楽部に代って東京代表になった藤倉

電紡
"シ

刀イ列勝した。第10回始 の問司鍵 局

以来、八幡蠍 そして藤倉と、企業チーム

が連続して優勝したのをみても、そのあたり

を物語っている。ちなみに、第14回、第16回

大会で全京城が優勝したが、全京城は京城の

実業団リーグの優勝チームを主体に、優秀選

手を補強して編成するチームで、純粋なクラ

ブチームではない。後楽園移行からは企業全

盛にはいったといえる。

東京倶楽部の有カメンバーだった土井寿蔵

曖 大出)菊谷正一 (立大出)の両投手や真

野春美 (明大出)は藤倉の社員だったし、新

らたに'国‖道順 (明大出)黒田忠司 (立大出)

の両内野手も加入、東京ガス、東京市役所な

どとの予選も危なげなく勝ち抜いた。

藤倉には幸運もあった。第 1戦に快勝した

あと、釜石製鉄戦は、釜石・沢藤光郎投手に

IPえ らオι リードされたまま5回を終わった

力、 そこで降雨ノーダーム。再試合では大勝

した。

準決勝で対戦したのが八幡製鉄とともに大

会の 2強 といわれた鋼 11倶楽部。桜井義

譴 市手、宇佐美浜夫内野手らが揃っていたが

土井投手のカープが冴え、強打線を抑え切 り

3安打 2失点で勝ち進んれ

連覇を目指す八幡 も角地孫之助投手が健

在、大岡虎雄二塁手のバ ンヽトも好調で台南州

団、神戸川崎造船を問題にせず勝ち進んだ力ヽ

申 全京城戦では朴栄敏投手から1回 に

3点をあげながら2番手徳島忠彦投手の鋭い

カープを打ちあぐんだ。走者を出しながら、

得点できなかった京城は土壇場の 9回、一気

に角地投手を攻略した。中川伴次郎一塁手、

秋山光夫右翼手らを中心とする上位打線力ヽ舌

躍、 3安打 2四球に、ミスが連続した八幡守

備陣の乱れもあって大量 5点を奪い逆転勝ち

した。

第 7回大会以来の決勝進出の京城だった

力ヽ 老練 。土井投手のビッチングに得意の集

中打を封じらオι またも準優勝に終わった。

橋戸賞は東京の土井投手に贈られた。
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慶大を鶉粗 東京・藤倉電線の黄金時代を築きあげた土丼投手
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京城市 (全京城)
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▽二塁打 高田 郡司▽1時間55分

土井巧投、京城を抑える

4連投のベテラン投手、東京 土井に対し、

全京城は徹底 したウエイティングの作戦に出

たカミ 土井がす1ぎ らしいコントロールで要所

を締める味のあるビッチングをみせた。

京城は東が先発したが、東京は3回郡司が

右翼線二塁打。市り||の三ゴロで三進すると、

すかさず′回 ||が中前タイムリー、 1点を先取

した。京城はすぐにエース徳島をマウンドに

送ったが、東京は4回土井が四球を選ぶと、

連続 4四球となって押し出しで追加点。

京城は5回、梶原が右前打 して二盗。中川

伴の左前打で一 。三塁としたが、中り|1伴二盗

のときに、東京の捕手、投手の好連携で離塁

の大きかった二塁走者・梶原が束1さ オι 6回

には秋山、菊地の安打でチャンスをつくった

力ヽ 土井のカープにIPえ られた。

京城は8回、中川伴の安打と四球の無死一

・二塁に、広瀬が左前打 して1点 を返 し、さ

らにバントで一死二・二塁と逆転機をつくっ

たカミ 土井を攻略できなかった。

東京はその裏、荒川の中前打を足場に無死

一 。二塁とすると、すかさず送リバントを決

め、1口 ||が三遊間を破って1点。残った一・

三塁に真野は大きな中飛を打ちあげ、そつな

く2点 を挙げて試合を決めた。京城は東京を

上回わる8安打を放ちながら、土り|=投手の前

に涙を飲んだ。

東京倶楽部が解散

昭和 2年の第 1回大会以来、東京のアイド

ルでもあり、最強のクラブチームと自他とも

に認められていた東京倶楽部力ヽ シーズンを

◇後楽園第 1号の満塁本塁打 1回

戦の八幡製鉄対台南州団戦で八幡・正

田鉄雄左翼手は二苑商塁に台南・児玉

義投手から左翼席に打ち込んだ。後楽

園では初で、大会3本目。

前に解散した。同一チーム最多の優勝 4回の

金字塔をうち立てた名門クラブ。さまざまな

会社に勤務 していた選手たちは、者F市対抗に

なると休みをとって集まり練習、大会に臨ん

でいたのだ。それだけに 1年前には「日中戦

争」力溌 まり、出征が日常茶飯事となった当

時の社会勝 では休みがとれな〈なった。こ

れ力油子散の原因だったが、全盛を誇っていた

クラブチーム衰退の象徴的な現象というべき

であった。

舞台移り盛大に開会式

舞台を後楽園球場に移した最初の大会とあ

って、開会式力ヽ こぎやかに行われた。

8月 1日 午前11時半、専修商業ラッパ楽隊

の吹奏する行進由に乗って、前年度倒勝の八

幡製鉄が、黒獅子旗を手にした大岡虎雄主将

を先頭に入場。16チーム全選手が整列すると

爆竹力刈島り、その爆音を合図に花火が炎天に

打ちあげられた。

八幡製鉄から黒獅子旗、文部大臣杯、東京

市長杯、 」OAK(NHK)杯の返還があり、

前回準優勝の東京倶楽部に代って藤倉電線か

ら白獅子旗が返還された。

大会会長・高石東京日日新聞社主筆の開会

宣言に続き、近衛首本日の祝辞、大岡主将の選

手宣誓がliわれた。

炎天下で愛国歌を演奏するカンカン帽のプラスノ`ンド



シード方式を初採用

都市対抗史上初めて組み合わせ抽選にシー

ド方式が採用された。前回優勝の八幡製鉄が

1番、準優勝の東京倶楽部に代って出場した

藤倉電線が16番。ベスト4だった新京倶楽部

に代わるi剛11代表の鞍山昭和製鋼と川崎コロ

ムビァが 8、 9に入り、あとは順次各チーム

が番号を引いた。

内野一般席は50銭

後楽園球場での人場料は、指定席が1円、

特別席が70銭、内野一般席が50銭。東京日日

新間の社告では「外野席は外野招待券持参の

方に限り入場できます。但し満員の節はお断

りしますから、該券を場外、街路などで購入

されて入場できなくても,ヽ社はいっさい責任

を負いません」の注意が明示され 人気の高

さをしのばせている。
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投打に活躍、橋戸賞

橋戸賞を受けたのは東京・藤倉電線の上井

寿蔵投手。 4試合仝部に登llx、 決勝を合む 3

試合を完投 し、33イ ニングで失点わずか 3。

打っても打率 3割16分 4厘 と優勝の原動力と

なり、大会顧間、審判員らによる「詮衡委員

会」でも満場一致の受賞となった。

◇最多連続安打 7、 1イ ニング最多

安打 7 準々決勝の全京城対鞍山昭和

製鋼戦 京城は5回二死後秋山光夫右

翼手が四球て歩 くと、広瀬義明中堅手、

菊地左翼手が連続二塁打、高田二塁手

も三遊間を破る。鞍山の投手は湯浅か

ら手島に代つたが徳島忠彦投手中前

打、佐藤正捕手左前打、梶原遊撃手左

前打、増田一
~二

塁手右前打で新記録

樹立ち

F|DT ,
rrt!, I

試白拡 愛国歌を歌う歌肇効頗歌を強R能勢妙子

八幡対台南戦の7回二死満塁のチャンスに八幡製鉄・正田左翼手が左舅帝に本塁打。後楽園の満塁本塁打第 1号

東京対名古屋戦。東京・ヤコllが
~ム

に成功する
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第13回大会1距睾畢職 群L

大陸の戦火拡大、相次ぐ欠場

中国大陸の戦火は拡大、ノモンハン事件も

発生して、代表となった大連,認11倶楽部と奉

天両鉄倶楽部の両チームが出場を辞退、14チ

ームで大会は行われた。大学での軍事教練が

必須科目となり、大相IIの初場刃7では、双葉

山の連勝が69でストップ。緊張感が日本を包

み込んでいた。 大会は7月 30日 から始まっ

たが、 7月 中の開幕は初めてだった。

クラブチームの衰退は著しく、函館大洋倶

楽部、全呉、全台北団、全京城とあったもの

の、呉は海軍工廠、台北は台北交通団、京城は

京城電気を主体とした選抜チームで、純粋の

クラブチームは、42歳の老抜影 、慈獄 防甫手兼

監督のひきいる函館大洋倶楽部だけだった。

初出場組は青森林友、長野法規、東邦瓦斯と

田村駒次郎オーナーが持つ兄弟チーム、庄内

田村駒と大阪太陽レーヨンの5チ ーム。 中

京商業を甲子園の夏の大会で 3連覇に導き、

明大では4シーズン連続優勝と、とてつもな

い記録をうちたてた “風雲児"吉田正男投手

らの入社した藤倉電線が、ベテラン、新鋭の

よくかみ合った総合力で圧勝、 2連覇を成し

とげた。

吉田投手のほか、藤倉には海草中から皆岡

秀構 甫手、松井実― 、松本商業から米久

保庄内投手ら有力新人力功日入、土井寿蔵、菊

谷正一、′回 ‖道順らベテラン選手も健在だっ

た。

吉田投手は第 1戦の青森を4安打で完封、

次の函館も5-3で破った。

塩田義雄投手、大岡虎雄三塁手、森谷良平一

塁手らが揃っている八幡製鉄との準決勝をフ

ァンは事実上の決勝とみて、後楽園には国鉄

水道橋の駅から長蛇の列が途切れなかった。

当日の東京日日新間によれば、球場はふくれ

あがり、入場できなかったファンは数千人を

数えたとある。吉田、大岡の投打の対決が主

目された力ヽ 大岡は1回一死一塁で 1-3後
吉田の速球を左翼席に大本塁打、八幡が 2点

をリー ドした。大岡にとってこれは大会最高

の通算 5本 目のアーチだった。だが藤倉は 4

回、土井の安打をもとに1点 を返し、 5回に

は2四球に菊谷の 2点タイムリーなどをから

めて一気に逆転、立ち直った吉田は制球力を

生かしたピッチングで八幡打戦をかわし決勝

に勝ちあがった。

一方のゾーンは伏兵・庄内田村駒旋風が吹

き荒れていた。 2回戦で “兄チーム"の太陽

レーヨンに競り勝って波に乗り、全京城にも

|ヨ勝した。太陽が大学勢で固めていたのに、

庄内は中学出身者主体の無名選手集団。若い

力の成せるわざだったが、決勝では藤倉・吉

田投手が 3安打完封、黒獅子旗を手にした。

橋戸賞も吉田投手に輝き、新設された殊勲

賞は八幡・森谷一塁手、庄内 。河内投手に贈

られた。
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4試合完投て橋戸賞を受けた藤倉電線。吉田投手
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庄内町 (庄 内田村駒)
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▽二塁打

31
30
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21921
打安振球責 投 手 回 打安振球責
364073吉 田 9343440

吉田2▽ 1時間40分

さすが大投手、藤倉・吉田

無名の庄内 。河内と、大投手、藤倉・吉田

の投げ合いとなったが、5回 まで庄内 2安打、

藤倉 1安打の投手軋 河内はアウトドロップ

を武器に、吉田は岡1速球がよくコントロール

されていた。しかし、藤倉は6回一死後、吉

田が左中間を破る二塁打を放って果敢に三盗

に成功、松井の遊撃朱い内野安打で均衡を破

り、和円、畑四球の満塁機に丼筒の遊ゴロで

この回 2点をあげた。藤倉はさらに7回 、四球

の土井をバントで送った二驚 ム またも吉田

が左翼に適時二塁打を放ち1点 を追加した。

中盤をピタリと抑えられた庄内は7回、先

頭の兼田が四球で歩いたものの、 下位打線と

あって後続を断たな 8回二死後白石に左前

打が出たがそこまで。吉田に3安打に封じら

オι つけ入るスキがなかった。吉田はビッチ

ングだけでなく、打っても、 ともに得点に結

びつく2二塁打と大暴礼 優勝の立役者とな

った素晴 しい活躍をみせた。

雨にも負けぬ名勝負

準々渕勝の神戸劉 |1山献寸八幡製鉄戦はファ

ンを感3jJさせる名勝負だった。

2年ぶりの優勝を目指す八幡はエース角地

を兵隊にとられたもののチームカ充実、満を

持 しての大会だった。

試合開始直前に豪雨となり、 1時間遅れて

のプレーボールだった。グラウンドの悪さに

神戸は泣かされ、八幡は1回悪送球や足をす

卜犠警戦 、機 |||ぷ静議 |.Iも

“

■‐暴

り
=奮

欅薔ギl市 え華鱒 靭籠暉鯛懸|

r           ‐  ・`ヽ  : ■‐

り

… …
・

l・l型,I=■‖呻購準●
|11■ rl

べらせた野手の転倒など、神戸の舌しれにつけ

込み4点 を奪った。これで試合は一方的にな

るかと思われたのに、ネ申戸は門脇投手がその

後をよ〈抑え、 6回北沢の二塁打を皮切りに

人幡・塩田、大崎両投手に5安打を浴びせ、

J「 厳ヽ組議轟ir171. :

中 践 大きなうちわを振って応援する神戸・

`り

1陛の応援団 は)と、神戸の3番打者。永田

5点 をあげて逆転した。八幡もその裏新留の

適時判で1点差と迫ったが、ネ申戸は9回、四

球の村井を一塁に置いて北沢が大崎の 1-2
後の 4球 目を左翼席に本塁打、 3点差とリー

ドを広ろげた。

新装の後梨園球場は移って2年目。ファンもすっかり定葦 人波に埋まったスタンド
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◇初の全員安打 準々決勝の神戸全

川崎対八幡製鉄戦は延長10回八幡のサ

ヨナラ勝ちだつたカミ神戸は八幡の塩

田、大崎両投手から史上初の全員安打

を記録した。

◇大会通算最多 5本塁打 八幡製鉄

・大F■l虎雄三塁手カミ準決勝の対藤倉

電線戦 1回、吉田正男投手から左翼席

に打ち込んで達成した。

京城却 ll崎戦ち7嘲 シJり ||の右前打で二』勤 らヽ真田ホームを突く力ヽ り|1崎・寺間の好返球でタツチアウト

八幡 9回の攻撃も簡単に二死となり、さす

がの八幡もここまでの感があった。

ところが永田が四球で歩き、敵失で一 。二

塁とすると4番の森谷は2-3からの好球を

左翼席にたたき込み、土壇場で振 り出しに戻

した。 途中雨による50分 もの中断があった

試合だが、熱 じヽなファンは全員立ちあがって

凱  10回八幡は大崎、鈴木が四球で歩い

て一死―・二塁。 9番の新留が一 。二塁間を

鋭 く抜 く殊勲打を放ち大崎を迎え入れてサヨ

ナラ勝ち。古豪の貫禄を示した試合だつた。

連覇の陰に社長の激励
2連勝を果たした藤倉電線の菊谷正一主将

は、社長の激励と一致協力の団結がチームに

優勝をもたらしたと次のように語った。

隅 び黒獅子旗を手にすることができたの

は、松本新太郎社長が毎日欠かさずにグラウ

ンドに来て熱心に激励 してくれたおかげで

す。仕事がltし く、午後 4時半からの練習のあ

と、また職場に戻って残った仕事を続ける毎

日で苦しいことに違いはなかったのです力ヽ

全員が団結して何の苦情もなく練習を続けた

のが勝利の原因です。八幡に勝ったときは、

決勝で勝ったのよりうれしい気持ちでした。

結局『団結の力』こそ、全てを支配するもの

だということが、改めてわかりました。」
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第14回大会輝導辮堪事
月程日・麟園朋

全就 、謝顧功層勝
全京城カツ刀優勝 した。朝鮮のチームは、昭

和 2年の第 1回大会に京城竜山鉄道局が出場

して燃 、第7回絵 第12回始 に渕勝ま

で進出したものの、ともに東京の東京倶楽部、

藤倉電線に抑えられた。雌伏14年、悲願の頂

点に立った。

大会ιま波乱で幕を開けた。 3連覇も夢でな

いと評価されていた東京藤倉電線が第 1戦で

初出場の抑旧敵 倶楽部に敗退したのだ。東

京には土井寿蔵 け 出)菊谷正一 (立大出)

真野春美 (明大出)の外野 トリオを初め、恒

川適 l頂 (明大出)ら のベテランが揃っていた

力ヽ エース吉田正男投手 (明大出)が入営し

たのが響いた。撫順は久留米商を卒業したば

かりの19歳の川崎徳次投手力渇虫気のビッチン

グで東京を抑え、すばらしいデビューを飾っ

た。初日の第 3試合● ‖崎コロムビアの 4番

打者・山崎健三中堅手カサ棚n雛 局戦の延

長11回、大会初のサヨナラ本塁打を放った。

左翼ポールを直撃した、当時としては珍らし

い本塁打だった。

全京成は1回戦の高雄市団に大苦戦を強い

られた。エース野村清 (武史、明大出)が 1、

2回 に打たれて3点のリードを許した。高雄

は清原初男投手 (立大出)桜井寅二捕手 (慶

大出)を中Jいによくまとまったチームだった

力ヽ 京城は3回以降を野村がよく抑え、 8回

に長打で同点。最後は力尽きた清原から押し

出しの四球を選餞 サヨナラ勝ちした。これ

で勢を得て仙台鉄道局、大阪中山製鋼を軽く

降して決勝に進出した。

東京を倒 した椰順は準々決勝で大連実業団

に破れた。若さあふれる川崎投手も終盤に疲

れ  8回大連の近藤金光投手 (早大出)に試

合を決める三塁打を浴びてしまった。大連は

準決勝で八幡製鉄と対戦した。万能選手の田

部武雄 (明大出)が先発としてマウンドにあ

がり、左腕の近藤を予想した八幡打線を狂わ

せ、 5回 まで 1点に抑える一方、打っても1

番の田部は1回いきなり左翼二塁打を浴びせ

て、大量 4点の口火を切るなど大活躍した。

予定通り6回からリリーフした近藤が 2点を

与えたものの、大岡虎雄二塁手を中′じヽとする

強打の八幡の反撃を断ち切 り決勝に進んだ。

12年ぶり2度 目の優勝を狙う大連実業団。

全京城はエース野村が 4連投にもかかわら

ず、大連打線をバントヒット1安打に抑え完

封。 3度 目の正直で “涙の黒獅子旗"を手に

した。野村投手は橋戸賞を受賞、殊勲賞は大

連 。近藤投手に贈られた。

大阪中山製鋼の市田投手 (関学高商出)が

初の無安打無得点試合を成しとげた。
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決勝

大連市 (大連実業団 )
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fT〒

野村 4連投、大連を完封
全京城・野村投手が、強打の大連実業団を

わずか 1安打で完封する'快投をみせ、堂々の

初優勝を果 した。

大連はエース近藤を温存、田部が先発した。

京城打線は田部を攻め4回 まで毎回安打を放

ったが、要所を締める田部のビッチングに得

点できなかった。しかし5回、京城は四球と

野村の右前打で一死一 。二塁とし、 トップの

増田が三塁線を鋭く破る適時打、待望の先取

点をあげた。大連は近藤を繰り出したが、京

城は7回、敵失と四球でつくった一死一・二

◇第 1号サヨナラ本塁打 川崎市・

川1崎コムロビアの山崎健三中堅手が 1

回戦の
'抑

n局市・新潟鉄道局戦の延長

11回、土佐内投手から左翼ポールにぶ

つける本塁打を放ち記録した。

◇大会初のノーヒットノーラン 大

阪中山製鋼・市[Л投手が 1回戦の対京

都協会戦で達成した。うちわけは内野

ゴロ13、 内野フライ 5、 外野フライ 5、

三振 6、 四球 2、 失策 3、 併殺 1だつ

た。

ムの選手たち

塁に、 3番川瀬が右翼線に二塁打。さらに続

く真日|力寸登前スクイズを決めて3点を加え、

試合を決定的なものとした。

4連投となった野村だが、少しも疲れを感

じさせず、横手からすばらしい制球力で鋭い

変化球をビシビシ決め大連打戦を抑えた。

大連は3回、先頭の松岡冽散失で出塁。 9

番の角谷が一塁線に送リバント。これが幸運

な内野安打となって無死一・二塁と絶好の先

市1機 をつくったが、 トップの田吉|;は送リバン

トを失敗して投ラ臨 野村は懸命な投現にで後続

を断った。

野村力靖午したのはこの安打 1本だけで、 4

回以降は、味方の失策による走者を1人出し

ただけ。完璧のビッチングで倒捗の立役者と

なった。

写鷲猿職瀬鱗謬購E― tJ・n踵鰤‐.■11■|ギ :=1耳 I砧凛鶴寧111な■ⅢⅢⅢ‡
全京城力切優勝枷成しと|ス 黒獅子旗を受け取る斉藤J平

川崎対ハ幡戦:川崎・鈴木力箔前打で危くセーフ
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野村投手の嗽蝦力続 き、 1口騨蠍つ調 か

ら、仙台鉄道局、中山製鋼を倒し、決勝でも

蝶 団を破って初優勝した全京城ナイン

` ヽ

tr*l ヤヘ]と i卜 嗅オi171 ■
ψ

京嘘姉割囀亀 3回京城の攻撃で三塁走者・増田1詩丁者、真日のとき本盗

サヨナラ !ポール直撃 1口鵬戦

新潟鉄道局と川崎コロムビアの 1回戦は大

接戦となった。新潟は8回佐々木の本塁打で

逆転したが、川崎も9回 山崎の三塁打で同点。

そして11回、 9回に同点打を放った山崎が

先頭打者として打席に入り、左翼ポールにた

たきつける大会第1号サヨナラ本塁打を放っ

て熱戦に終止符をうった。

オ京 鴨
炉

戦時下の黒獅子旗賛歌

中LIl大陸の戦火が拡大、戦時色が日本を包み

込んだ。そのなかでの都市対抗野球大会。

騨 下の都市対抗に寄す」と次のような歌

が登場した。

烈日なんぞ聖戦下

銃後男子の意気揚る

飛べよ 熱球 砂塵の彼方

我に微笑め 黒獅子旗

(都市対抗 都市対抗

我ら力堵

`市

の名誉をかけて

いが戦わん 大野球戦)

奮戦なんぞ聖戦下

銃後男子の修練場

肝の大さよ 技の鋭さよ

誇れ我らが大精ネ中

大阪対京城戦 3回京城・門村は一塁でタッチアウト
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くもアウト。捕手・桜井

測 1贋市 (満鉄倶楽部 )
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藤倉まさかの初戦敗退
た 11初の 3連覇を日指 した東京の藤倉電線

だつたが、開会式直後の第 1日 第 1試合で初

出場の撫順荷鉄倶楽部に破れ去った。

東京は前
「

14完投で例勝の原動力となり、

橋戸賞に輝いた吉ELl投手が兵役で入営、投手

力に不安はあったが、者「市対抗の “常連"選

手が顔を並べ、戦力的には候補の一角といわ

れていた。 その東京を相手に力投したのが

ルーキー・川崎投手。

立ちあがり3点 を失った東京は3回、土井

の適時打で2点 。撫順が4回 1点 を加えたが、

東京は5回1コ ‖の安打などで再び 1点差と追

いすがったものの、川崎はピンチに内角球を

つまらせて、 2度の併殺で切 り抜けるなど、

最後まで速印勝負の強気のビッチングで東京

を振 り切 り、あざやかなデビューを飾った。

翌日の新聞は石炭の産地にちなみ「黒ダイヤ

の制l聯」 と,|1崎 をたたえた。
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第15回大会 ‖‖棚利印

無念ついに本大会中止
中国大陸の戦火は増 拡々大され世界的に緊

張感が高まるなか、言己念大会として、これま

での最高の17チームを集めて行われることに

なった。

各地の予選力新子わな  7月 20日 、大田で行

われた関東予選を最後に17代表が決まった。

ところがこの直後、集会禁止令が発令となり、

中止決定。 “幻の大会"と なった。この年の

12月 8日 太平洋戦争が始まった。

第 2次世界大戦による中断 (昭和18年-20

年)はあった力ヽ 予選力M予われたあと、大会

が中止されたのは、第60回大会まで、これが

唯一のものだった。決定した代表は次の17チ

ームだった。

第15回卸 のほ
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,こ      lL
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騨

八幡製鉄

台南州団

全京城

大連実業団

新京電電

上海華中鉄道

都市対抗の一層の盛況を

四国酬 会長 稲原幸雄

都市対抗野球大会が発足した、昭和年代のはじめは、東

京倶楽部、全大阪、全神戸、大連満州倶楽部など、クラブ

チームカヽ まとんどで、当時はプロ野球もまだなく、都市対

抗野球は、アマチュア球界の最高峰だった。私も全神戸、

全横浜の 1選手として大会に出場した思い出がある。

大会の人気は高く、入場料は50銭と、当時の物価指数で

考えると相当なものだつたカミ いまと違って野球ファンの

方々は、みんなマイポケット・マネーで50銭を支払つて入

場、神宮球場は人波でうずまり、満員になる盛況を呈して

いた。

現在の都市対抗出場チームは、ほとんど企業のチームと

なつた力ヽ これは終戦を境として企業チーム全盛の時代を

迎えたわけである。

クラブチーム全盛のころの都市対抗野球にはローカリテ

イがあり、現代の様相とはいささか趣きを異にしていたよ

64

うである。

第30回の記念大会に丸善石油が優勝してはじめて四国の

地に黒獅子旗を持ち帰つたとき四国中の野球ファンが随喜

の涙を流したものだ。あの年はペギー葉山さんの「南国土

佐」の歌が大流行したし、夏の甲子園大会では四国の西条

高が優勝と四国ブームにわいたのも忘れられない。

東京ドームの出現で多 くのフアンを集め、大会が一段と

盛大になつたことは、誠に喜ばしいことである。 日本球

界で社会人野球の存在は相当なものであり、 1992年 の

オリンピックから、野球が正式種日として登場することに

なつた。わが社会人野球は更に社会の注目を集めることは

必至であり、日本野球連盟の責任も大なるものがあろう。

都市対抗60年の歴史には、名選手の活躍、名勝負が数多

くありました。第60回記念大会を契機として一層の大会の

盛況を祈つてやまない。



悲喜交々の都市対抗

東海北陸連盟理事長 月賠『 力

社会人野球に私が選手登録されたのは、昭和23年函館太

洋倶楽部からであつた。然しこの年常勝大洋倶楽部は、都

市対抗予選で小博協会に敗れ本大会に出場出来なかつた。

従つて大会への初出場は翌24年第20回大会である。以来40

年、一時期大学の監督などの期間社会人野球から離れたベ

選手として 6回、監督として 3回、後楽園球場で戦う機会

に恵まれた。その後協会、連盟の理事として20余年、現在

も東海北陸連盟にあつて、強力な代表チームを大会に送り

都市対抗の発展を願つております。現役時代大した成績も

残しておりませんカミ 思い出の多いドラマの中でのプレー

を 2、 3拾つてみますと 
一

なんといつても憧れの後楽園への胸をおどららせての初

出場です。試合では対日本生命戦 3回から救援登板。シー

ソーゲームの乱戦、延長14回同点から1点 リード。逃げ込

みに入つたその裏勝利を焦り、痛恨の一投。ビンチヒッタ

ー、ベテランの小林政嗣さんに二塁打され、逆転サヨナラ

を喫したあの場面が今でも忘れられません。でも打者とし

ては6回に右翼本塁打 (大会83号)を放つたのもよい思い

出となつております。昭和27年郷里の二重交通に移ったの

です力ヽ 野球菩陥J設 3年目。都市対抗目指しての 3年計画

の丁度の年に目標が達成されて第23回大会初出場。しかも

黄獅子旗獲得の 3位に輝やいた。この予想だにしなかつた

好成績は “マスコット野球書F'の存在を高め、社をあげて

大いに歓喜したものでした。24回大会は岐阜 。川島紡績に

補強されての出場。力赫ヨ谷組戦 7回からの救援は延長19回

力尽きサヨナラ敗けは無念でした。

翌25回記念大会は二重交通 2度 目の代表となり、緒戦は

前年度優勝の対戦大昭和製紙とのオープニングゲームでの

対戦。勿論自他共に認める優勝候補の筆頭吉原 。大昭和。

後楽園球場は立錐の余地ない超満員。こんな中での登板こ

そ投手冥利につきると力投、大会随―を誇る大型強打線を

相手に変化球を躯使して 5安打 1点に喰止め、 5対 1の完

投勝利は殊の外、嬉しさもひと汐であつた。然し準々決勝

戦での対川崎 トキコ戦、 トキコが繰出した3人のビンチ 。

ヒッターにいずれも本塁打され、代打 3本塁打の奇妙な記

録をつ くられ、後味の悪い経験をもつた悲喜交々の記念大

会であつた。26回大会は東洋紡富田、27回大会は再び岐阜

・川島紡績から補強選手として出場、特に27回大会では藤

田元司 (現巨人監督)投手の日本石油と対軋 8回ピンチ

に救援登板、不覚にも低投ワイルドピッチで均衡を破る 1

点を与え敗退したのですがこれが現役最後の試合であつた

だけに、この敗戦は一層残念至極であった。

現役時代都市対抗大会に度々出場する機会に恵まれ、暴

れん坊としての選手生活、青春を燃え蓋 くした私には都市

対抗野球は瞳れでもあつたし、大きな意義をもつた人生の

華でもあると思えます。
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第16回大会器瑠辮l翻展■鰐軍

“外地"参加、最後の大会
第 2次世界大戦下で、 4月 には東京が初空

襲を受けた。都市対抗野球大会は「銃後国民

の志気高揚につながる」として、第15回大会

は中止だったが、この年は8月 1日 から後楽

園球場に16チームが参加して行われた。 “外

地"か らも、第14回柳 の全京城をはじ

め、台南州団、大連実業団、奉天両鉄倶楽部

が参加した。初出場チームは東京鉄道局、横

浜蚕糸倶楽部、大阪大同製鋼であった。

7日 間の日程で行われた大会は全京城の優

勝で終わった。

この年の全京城は京城電気を主力として編

成された選抜軍で、第14回大会のメンバーと

は大幅に変わっていた。しかし八島数男投手、

山中投手の両右腕が頑張り、秋山光大中堅手

らを中心にした打戦も充実していた。

1回戦で寺島公投手、鈴木慶次捕手を中心

とする奉天に快勝した力ヽ 準々渕勝の初出場

。東鉄局には苦戦を強いられた。東鉄局は南

安男、古谷法夫の投手限 飯田徳治一塁手、

朝井 (松葉)昇輝 手らの打線もよく、京城打

線を古谷投手力平「える一方、 4回には満塁か

ら押し出しの四球ミ飯田のこの試合 3本 国の

安打などで 4点を奪い5-1と リードした。

試合は中盤も過ぎ、京城の敗色濃厚となって

東鉄局をたたえるファンの応援も盛 りあがっ

たバ さすが京城。 7回 に疲れた古谷に3安

打のつるべ打ち、代った南投手からも適時打

を放ち、この回 5安打集中、一気に逆転、健

闘の東鉄局を破って準決勝に進んだ。

古豪・八幡製鉄も仙台鉄道局、函館太洋倶

楽部に快勝 して準渕勝に勝ちあがった。両者

の対決は序盤戦で八幡・金森良充、京城・山

中両投手が固くなって乱調。ともに大量点を

あげたものの、 リリーフの安川、八島両投手

が中盤を抑えた。 7回 になると安り||がにわか

に崩れ̂  6四球の連発で京城が 7点 を奪い試

合を決めた。

一方のゾーンは、初出場の大阪が躍進 した。

1回戦で横浜を降すと、準 決々勝は名古屋東

邦瓦斯。松井徳三投手、本田充之助捕手、伊

藤真光一塁手を擁 した力ヽ 大阪は鈴木、加治

屋両投手が 2安打に抑え勝ち進んだ。この試

合は 1時間 9分の最短時間だった。大連実業

団も漆原進三塁手、矢野信雄一塁手、田部武

雄外野手ら打線が充実しており、青柴憲一投

手の力投でベスト4に進出した力ヽ メ寸大阪戦

では、青柴投手を温存したのが響き、 5回に

大阪の猛攻を受け、急拠、青柴投手がリリー

フしたが、芝田捕手が走者二掃の三塁打を放

つなど5点をあ1共 大連必死の反撃を鈴木投

手がしのぎ切った。

橋戸賞は、該当者なし。大会史上、この大

会だけ受賞者がなかった。殊勲賞は芝田捕手

(大阪)八島投手 (京城)加治屋投手 (大阪)

平山遊撃手 (京城)に贈られた。

第16回大会 (昭和17年)を もって、大戦の

ため大会は中断。中EIl大陸、朝鮮半島、台湾

の海外チームは全て姿を消した。
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特別席は 1円 50銭

入場料は、 7日 ||り の通し券は前売りで9円

1(じ文。 当日,tり は|キ 別席 11115(戯、 l lNIT千席80

銭、外野券41i支 だった。

体鍛えろ…観客体操
戦時 ドの大会とあって、スタンドで御 llltす

るファンも「(本 を鍛えろ」と|まかり、試合と

試合との間を利llして「スタンド1村彙」が行

われた。

ラジオ体操でなじみの深いI11木 さんがホー

ムブレートに立ち「府彙始め」のり;令で、超

満員のファンもこれに和したという。
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2年まり優勝を果たし、黒獅子旗を手にした全京城ナインは、グラウンドに並んだままバンザイして喜んだ

羹i

黒獅子旗を受ける全京城 。中川J専

チ,           Wヽ |■

=|■
■■■●

“

い緩|=卜 ■ヽ|,■総頭

大連機師副出 大連は5回敵失で山下
~早

から生還
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都市対抗のヒーロー

松尾俊治

60回の球史を誇る夏の都市対抗。その間球史と伝統にふ

さわしい数々の名勝負、自熱戦が くりひろげられた。そし

て数多 くの名投手、強打者が生まれた。

黒獅子旗をめざして若き血を燃やしたこれらのヒーロー

たちから夢のベストナインを選んでみた。独断と偏見で戦

前チームと戦後チームを 
一

〔戦前〕

初期の都市対抗をわかせた “大投手ビッグ3"は谷口五

郎、浜崎員二、渡辺大陸だ。谷日は第 2回大会の優勝投手。

決勝であの東京倶楽部を左腕からの速球でねじ伏せた。谷

日は昭和 8年にも大活躍、準決勝で強豪東京倶を苦しめた

ものの延長戦で涙をのんだ。

浜崎は第 3回大会に投手兼左翼手、 5番打者で優勝のヒ

ーロー。第 6回にもユース、3番で大奮闘して決勝へ進出、

全神戸を2安打に抑えながらスクイズで階敗。第 8回にも

この大連の至宝は快投、準決勝の全大阪、伊達正男との一

騎打ちは球趣をわかせた。

豪球投手として鳴らした渡辺は第 3回から6年連続出場

し、都市対抗の名物男となった。第 3回は全京城の 4番、

投手、東京倶には9回裏に球史に残る大逆転劇の立役者。

第 4回から台北交通団のユース。第 5回の準決勝、東京倶

・宮武二郎とのヌ螢央はファンをうならせた。

投手では第 1回から第10回 まで、兵役に服した第 3回を

除いて連続出場した名古屋鉄道局の武田可一、全大阪優勝

の立役者伊達正男、全藤倉の土井寿蔵らも候補に入る力ヽ

やはり前記ビッグ3の方が上。なかでも渡辺は打でも一流、

大会通算、53打数、19安打の0.358と 攻撃面での活躍を加

えてNo lと したい。

捕手は「神宮時代」人気抜群だった久慈次郎に決定。第

2回から9回出場。早大時代から捕手の神様といわれて、

函館太洋の 4番を打ち、都市対抗の通算打率も0.355と 高

い。昭和14年 8月 19日 、札幌での試合中、の送球をコメカ

ミに受けて倒れ、永眠した。42才。この久慈の功績と敢闘

精神をたたえて、22年から “久慈賞"力殺 けられている。

一塁手は “不世出の大打者"と いわれた宮武二郎に誰も

異論はあるまい。昭和 6年から都市対抗で猛打をふるい、

第 5、 7、 9、 回の優勝に貢献した。中堅スタンド入りの

ホームランは本製バット時代の “都市対抗 3大ホームラ

ン"の 1本といわれた。本大会の成績は46打数、20安打で

4割 3分 5厘。この打率は通算としては最高のものだ。

戦前、 “都市対抗のホームラン王"と いわれた八幡製鉄

の大岡虎雄は昭和 3年から戦後の23年 まで “都市対抗の

鬼"と して活躍、とくに長打力はすさまじく、 5本のホー

ムランを打つて永 く通算最多の記録保持者だつた。広い神

宮球場時代だけに価値がある。通算も打数101、 安打36、

0。 356の高打率。三塁手で選びたい。

二塁手は9年の全大阪優勝の推進力となった牧野直隆が

最有力。現在の高校野球連盟会長だ。この年は16打数、 8
安打で毎試合快打、とくに決勝の東京戦は同点打、決勝打

とひとりで東京を制したようなもの。その後も大阪の主力

としてキビキビとした攻守をみせた。また鐘紡の黄金時代

を築きあげ “V3"し た功績も大きく買って選びたい。

遊撃手は八幡製鉄の名手、加藤巳佐久だ:第 6回から連

続出場、第 8回では全大阪と優勝を争い、延長戦で三原脩

(元巨人監督)の一打に敗れたカミ 準優勝チームながら最

優秀選手に選ばれた。いかに攻守にわたって働いたかがわ

かる。八幡の12年、29年の 2度優勝の監督としても手腕を

買われる。

外野手は戦前 “打撃王"と いわれた東京倶楽部の片田宣

道、永井武雄の 2人は文句なし。片田は第 3回から9年連

続出場して実に100打数。しかも40安打を放つている。 9

年間中4度 も優勝のヒーロー。永井は片田とともに東京倶

のクリーンアップを打ち、 8年間で 3割をマークした。あ

と1人は東京倶―全藤倉の土井。13年に橋戸賞をとり、投

げないときは右翼手としてしぶとい好打で 2連勝の立役者

となったからだ。

〔戦後〕

戦後の投手陣の候補を古い順に拾いあげるとまず “火の

玉投手"と いわれた荒巻淳 (星野組)、 日石初優勝のヒー
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ロー藤田元司 (巨人監督)、 熊谷組の快腕・島津四郎、社

会人のプリンスといわれた日石 。平松政次 (元大洋)。 最

近ではパームボールの増岡義教 (三菱神戸)、 東芝の左腕

・黒紙義弘ら。いずれも “橋戸賞"に輝 く好投手ばかり。

増岡、黒紙の決勝戦での完べきなビッチングは忘れられな

いし、島津の妙投も捨て難い。また荒巻の左腕からの快速

球もすばらしかつた。藤田も力強い速球を武器に淡々と投

げる歯切れのよさは「まさに快刀乱麻を絶つ」の形容がぴ

ったりだつた。

このなかから選ぶのは難しいカミ デビューが幸々しかっ

た平松の印象が一番強烈である。37回大会の初陣では20イ

ニング無失点で早くも “平松旋厠 'を まき起こし、ベスト

4へ。 `逆転 3ラ ン"で熊谷組に涙をのむ。

翌38回では 5試合に登板、八幡製鉄から、16三振を奪っ

たのをはじめ毎ゲーム好投して日石 5回目優勝の原動力と

なる。42イ ニング投げて無四球というコントロールのよさ

だった。18才で “小野賞"に輝き、19才で “橋戸賞"を受

賞したのだ。

捕手は最近では大昭和北海道の村上忠則 (日 産自動車監

督)、 日本生命の佐竹政和、少し前のNTT関東佐藤文夫

の活躍も忘れられないが30年台に働いた日本鋼管 。宮原

実、全鐘紡・種田吉富が双璧だ。

種田は28年に鐘紡に入り、すぐ5番を打ち久慈賞に輝 く。

30年には4度目の優勝の原動力となった。宮原は早大を出

たばかりで、鋼時のプレーイングヤネジヤーとして縦横無

尽の活躍をみせた。27年から8年連続出場、その間日石の

補強選手として 2度優勝に貢献している。

一塁手は “戦後の都市対抗ホームラン王"と いわれた大

昭和北海道・高梨英夫とヤマハの武居邦生、東芝の武智勇

治、プリンスホテルの中島輝士 (日 本ハム)らの争いだ。

このうち中島は全日本の4番としての強打ぶりはきわ立つ

ているものの都市対抗では優勝経験がないため、前記 3人

とくらべるとポイントが少ない。武智の元気いっぱいのリ

ーダーぶりも捨て難い力ヽ ここは両スラッガーにしぼりた

い。高梨は9本、武居は11年のアーチを放ち、武居は最多

本塁打の記録保持者。優勝も1回経験している。高梨は36

年に大昭和の本社チームでユニホームを着てから24年間の

選手生活。都市対抗 9本、日本選手権 5本を含めて生涯本

塁打数H3本。49年の優勝、50年準優勝という快挙の主役

を演じたバットマンだ。

二塁手には “都市対抗男"熊谷組の古田昌幸で異存はあ

るまい。戦後の “打撃王"枝松道輝 (日 本石油)、 大昭和

の闘将・山縣埓泰や親子二代 `t橋戸賞"に輝 く宮崎剛 (東

芝)の好守好打も捨て難い力ヽ 古田には及ばない。

古田は本大会に16回出場、都市対抗に生き抜いた。軽妙

な守備としぶといバッテイングで暴れ回る。とくに41年は

準決勝で逆転の3ラ ンなど “鬼神"の如き働きをみせた。

枝松は8年連続出場、その間優勝が 3回、 2度打撃賞に

輝き、打数114、 安打4&打点24、 打率 4割 2分 1厘とい

うすばらしい成績だ。勝負強い健棒ぶりはこのベストナイ

ンからはずせないので、とくにDHと して残したい。

遊撃手は全鐘紡に補強されて 2度橋戸賞に輝 く松井実

(日 本生命)、 名手といわれた藤倉の大館盈六、 “近畿の用

′酎事'宮地昭雄 (住友金属)それに軽快な好守を誇った熊

谷組の森貞周治らが候補。宮地は連続13回出場自チームで

出場したのは4回だけであとは補強選手というのは珍し

い。それだけ実力派。森貞も9年連続出場で 3割をマーク

している。だが大館、松井の活躍度の方が上。松井は10回

出場し、打数86、 安打28の 0。 326。 リリーフ投手としてし

ばしば見事な火消し役を果たす。その器用さを買つて三塁

手に回したい。

大館は第18回から連続出場。全藤倉の攻守の中心で第19、

20回はベスト4、 21回は熊谷組に補強されて準優勝、25回

には監督、 4番遊撃手として決勝へ進出、 “久慈賞"に輝

いた。本大会の成績は901T数、27安打、丁度 3割。

三塁手は日本鋼管の樋野和寿も忘れられないし、日石初

優勝当時の田中徹雄もいたが “橋戸賞"松井に譲る。

外野手は全鐘紡 3連勝の主軸となつた岩中英和 と山村博

敏。岩中は第21回から8回連続出場、その間優勝 4回、準

優勝 1回、準々進出 3回の足跡。山村はチヤンスに強 く、

長打力があり、通算打率は鐘紡でトップの0。 324。 それに

熊谷組の至宝大沢貞義は絶対にはずせない。監督兼 4番で

巧妙なリリーフを見せるなど人気者であつた。第27回に

“久慈賞"、 第31回に “小野賞"に輝 く “都市対抗男"だ。

最近では日本鋼管の前り|1善裕を加えねばなるまい。50年

から11年連続出場し、優勝 1回、準優勝 3回 (東芝に補強

で 1回 )、 とくに59年は “久慈賞"に輝いた。通算成績が

124打数、45安打の 3割 6分 3厘の高打率。ホームランも

9本打つている。

〔戦前チーム〕         〔戦後チーム〕

投手  渡辺大陸 (台北交通団)投手  平松政次 (日 本石油)

捕手  久慈次郎 (函館太洋) 捕手  宮原 実 (日 本鋼管)

一塁手 宮武二郎 (東京倶楽部)一塁手 高梨英夫 (大昭和北湖

二塁手 牧野直隆 (全大阪)  二塁手 古田昌幸 (熊谷組)

三塁手 大岡虎雄 (八幡製鉄) 三塁手 松井 実 (日 本生命)

遊撃手 加藤巳佐久 (八幡製鉄)遊撃手 大館盈六 (全藤倉)

外野手 片田宣道 (東京倶楽部)外野手 岩中英和 (― )

永井武雄 (東京倶楽部)    大沢貞義 (熊谷組)

土井寿蔵 (藤倉電線)     前川善裕 (日 本鋼管)

D.H 枝松道輝 (日 本石油)

(元毎日新聞社運動部記者)
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第17回大会器期罫寝:選ギ
・麟□期

平和…復活 !野球への情熱
終戦から1年。戦争の傷あとが生々しく残

るなかで復活した第17回大会には、さまざま

な困難を乗 り越えた1錯5市の代表が集まっ

た。

戦災で鉄道はズタズタになり、食糧難から

米などを携えての上京だったが「野球をやり

たい」の情熱と、平和の喜びを感じさせる大

会でもあった。

外地からの復員、引きあ|九 住むところ、

食べ物の不足は、かつての名選手たちが故郷

を寄りどころとし、各地に散ったこともあっ

て、どのチームにも有名選手の顔があり、チ

ームカが均衡ヽ自熱した大会となった。

初めて行われた3位決定戦を含め、16試合

行われたうち、延長戦が 6試合、 1点差グー

ムが10試合もあった。

優勝したのは岐阜市 。大日本土木も早大出

の村瀬保夫監督兼遊撃手を中′じヽに甲子園で優

勝した岐阜商のOBで固めたチームだった。

エースの中原宏投手は岐阜県出身ながら例外

的に享栄商 (現享栄高)の事業だったカミ 全

試合を完投する力投で、戦後初の橋戸賞に輝

いた。

岐阜は 1回戦で広島市の鯉城園と対戦 し

た。原爆投下の広島で、いち早 くチームをつ

くったが、戦前の「職業勁 で活躍した選

手がズラリと並んでいた。広島は1回に3点

をあ1共 4回にも追加点。しかし岐阜もじっ

くり広島の岩本信一投手を攻め、 8回に追い

つき延長軋 10回岐阜が 2点を奪うと、広島

も2点を返 し、スタンドを熱狂させた。そし

て11回、岐阜は下位打球の活躍で3点 をあげ

逆転勝ち。 5番以下の国枝利通三塁手、中原

投手、坪井較捕手、畑中 (豊田)時雄一塁手、

伊藤利夫右翼手で14安打を放つ見事な「下位

打線」だった。続く東京都の東京鉄道局戦も

下位打線が飯田徳治、古谷法夫投手を打ち込

み、神戸市・全神戸戦は中原投手が 6安打 1

点で抑えて渕勝に進出した。

毯訪乱た会スしに日4駐じ木を個勝に導き権藤可蠍の中嘱計警手

候補とみられた大阪市 。全大阪は伊達正男

投手、川瀬進捕手、布谷武三二塁手、久保田

信一遊撃手、本田竹蔵、本田親喜両外野手ら

粒揃いだった。しかし稲川東一郎監督力斗講

する桐生中OBの桐生市 。全桐生が本暮英路

投手、稲川豪‐捕手のバ ンヽテリーで大阪を2

安打に抑え延長の末競り勝ち、大阪は早々と

姿を消した。桐生は河村章投手や強打の大岡

虎雄、永利勇吉、大道信敏選手らの八幡市・八

幡製鉄も倒 し、さらに木下卓三投手の名古屋

市・愛知産業を降して決勝に勝ちあがった。

一輪裕幸投手も好投、 1回戦から3試合連続

延長戦に競り勝った桐生だったが、初出場同

士の岐阜との決勝では、 7安打を放ちながら

大事な場面で落差のあるドロップを投げ続け

る中原投手にかわされてしまった。

3位決定戦は名古屋力斗申戸を破った。
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岐阜市

桐生市

▽二塁打 青木▽
▽併殺 岐1桐 3

ビンチ救つた中原 ドロップ

桐生市・全桐生の中軸才]者は皆川定之遊撃

手、青木正一一塁手、大塚鶴雄三塁手といず

れもプロ経験者。一方岐阜市の大日本土木は

1番から村瀬保夫遊撃手 (早大出)奥村辰一

二塁手 (中大出)国枝利道二塁手 (明大出)

加藤春雄中堅手 (明大出)や伊藤利夫左翼手

は 出)ら が並び、プロ対大学野球の対戦

といわれた。

桐生は1回 トップの中村が安打。 2巨 Iに も

青木が二塁打と攻めたてた力ヽ 中原はピンチ

になるとドロップの連投で抑えた。岐阜は 4

回、本暮から回枝、加藤が四球を選び、坪井

死球で一死両塁。桐生は三輪がリリーフした

力寸南手の失策で 2点を失ない、岐阜はさらに

スクイズで加点、試合巧者らしく無安打で 3

点をあげた。

中原は打ち気にはやる桐生打線にボ=ルを

多投 してかわした。桐生は 5「1ま でに7安打

を放ち、 しかも5盗塁とた三倒的に攻めつけな

がら、得点に結びつけることができなかった。

ワンチャンスを生かした岐阜は、 4安打で

桐生を破ったが、村瀬を中心とした堅い守り

と常に走者を背負いながら動ずることなく後

続打者をうちとった中原のピッチングは見事

だった。

戦災の窮状乗り越え
太平洋戦争が終わった翌年の昭和21年 2月

25日 付け毎日新間に、「都市対抗野球が今

夏から復活」の社告が掲載された。

「社会晴勢は大会開催に困難な面が多いが、

このときこそ、ネt会球人の奮起が望まオι あ

らゆる問題を乗り越えて大会を復活する決定

を成した。全社会球人がスボーッマンシッフ
゜

を発揮、再建日本の復興に資すると信ずる」

の社告だった。この発表で、社会人球界の復

興は一気に盛 りあがった。 5月 末日までに結

成されたチームは 200有余との言己事もある。

地区害1り は、北海道、東北、関東、東京都、

信越、横浜市、甲4:静、東海、名古屋市、近

畿、京者「市、大阪市、神戸市、中国、llllll l、

川 ‖で各地区から1チームの16チーム。

「頑張れ広島市」大声援
原爆投下から1年。廃虚のなかから立ちあ

がった広島市の鯉城園チームにi商員のスタン

ドからひときわ大きい拍手と声援が飛んだ。

南京袋で作ったり、作判吸改造のユニホー

ムが多いなか、赤と紫のマークとストッキン

グの派手なユニホーム姿は一段と華やか。鯉

城園には、戦前に「職業則 で活躍してい

た岩本信一投手、門前真佐人捕手、倉本信護

三塁手、濃人渉遊撃手、平桝敏男外野手らが

ズラリと並んでいた。

GHQが都市対抗絶賛
マッカーサニ司令部民間情辛賠「体育主任の

ジョーン。W。 ビ=ル少佐が、大会第 2日 、

ネット裏で観戦。「リト常にすばらしい大会だ。

アメリカにもアマチュア野球はあるカミ 者F市

メ‖完のように全国のチームが一堂に会するも

のではない。本当のスポーツは利害を離れ純

粋なものでなけオ■lまならない。その意味で本

大会は社会人のスポーツ高場に理想的なもの

である」と語った。

勧銀が「野球クジ」発行

勧業銀イT(現第一勧銀)か ら、「野球クジ」

が売り出された。当り券は勝った岐阜の白券

で 1等は1591番。

賞金は 8,160円 の大金で、発売枚数、価格

はわからないが、その人気のほどがしのばれ

る。

外野席、女性無料デー

“男女同権"の意向力ヽ傷まり、女性の社会

進出が勢をもってきたが、女性のスポーツ熱

i傷場の一環として、準 決々勝の外野席は女性

に無料開放された。ただし満員の時は入場お

断りで、女性同伴でもり;性は有料とのただし

書きがついていた。

ろ過器を置いて水供給

食糧事情だけでなく、水道も完全でないた

木

０
０

±
０
０
＞

本

３
０
生

日
０
０
桐

大
０
０
全

復舌した

―

を熱心に見るGHQ― 主任のビール少佐 l■ l

問 ハ幡乳 桐生。大塚のホームスチールで決勝点

黒獅子旗なき優勝 初出場初優勝の岐阜。大日本土木・村瀬監督にl劇場会式で優勝の表彰状だけが贈られた
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め、両チームのベンチと一・三塁側の内野ス

タンドに水道の「無菌衛生ろ水器」が設置さ

れた。

旧陸軍が考案した “秘密兵器"で、炎大 ト

の大会だけに悪い水を飲み、選手やファンが

「腹下し」でもしたら大変と、製造元の日本

特殊工業株式会社が提供した。

1國鵬哉

拍手の度に終戦の喜び実感

桐生中卒業 予科練に入り人1同魚雷の搭乗

要員として金華山沖で終軋 故郷の桐生に帰

り稲川東一郎監督の紡績会社に就職。プロ野

球を経て現座広尾スポーツ代表者。

都市対抗野球とリンゴの唄だけが自分の明

るさだった。終戦になってすぐllul生に帰れた

のも幸せだったが、桐生中の大先輩の稲川束

一郎さんがホームスパンなどをつくる紡績会

社を経営していて、そこに使っていただけた。

稲川さんを中′じに桐生中OBでつくつたのが

全桐生。

戦後のすさんだ世の中で、野球をやれたこ

とに意義があつたし、都市対抗がなけれιよ

どんな人生に変わつていたかわからない。

1回戦で全大阪と当たつたカミ伊達正男、

久保田信一、本田竹蔵さんら、雲の上のよう

な選手がズラリ並んでいて恐ろしかった。本

田さん力寸「つた左翼場外のフアールにはと珈:

を抜かれた。木暮英路投手が頑張って延長で

勝ち、大岡虎雄さん健在の八幡製鉄にも延長

戦で競り勝つた。準渕勝の愛知産業戦も延長

の末サヨナラ勝ち。全部 1点差ゲーム。苦し

かったけど連日超商員のなかでの試合だけに

充実していたし楽しかった。スタンドから拍

手を受けるたびに障贈効率 つてよかった」

とつくずく思つたのも忘れられない。

稲川監督はベンチにどつかりすわつて、気

の弱い打者には、こつそりとコッア西を飲ま

せて「思い切つて打ってこい」。

決勝の大日本11木戦でぶつかつた中原宏さ

んのドロップはすごかった。4回うちにミス

が出て3点を取られたあと、無死一。二塁の

チャンスに打席に立つた。 1球ロドロッス

狙つていたのに空振り。 2球 目の速球を打つ

た。右翼線に飛んだべ ほんの30,ン ほど切れ

てファール。 3球目はまたドロップで 3堤ユ

侃

優勝はできなかつたが、桐生市あげての歓

迎はすごかつた。それにしても、焼けあとの

なかからの日本の再建に大きな役割を果たし

た都市ヌ帆 そこで力いっぱいプレーできた

のは生涯の喜びだった。

神戸市 (全神戸 )

0000600
0200100

川崎市 (川崎いす )ゞ

V本塁打 清家(り |1村 )▽三塁打 青池 1
村井 片山▽二塁打 鳥丸▽失策 神2,
▽併殺 神3 川1▽ 1時間40分

1回戦

海南市 (海南日東紡 )

00000100100
01001000001

福島市 (全福島日東紡)

396
'ヽ三塁打 大津 前田▽二塁打

山地 ▼失策 海5福 3▽併殺
▼1時間35分

1回戦

▽三塁打 畑中 国
枝 中原 ▽二塁打
中原 国枝 奥村
門前 倉本 ▽失策
岐 2広 2

V2時間36分

i回戦

東京都

富山市
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東京対富山戦。6回に富山・深島二盗に成功する
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④  北 川 408苦 借1:
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第18回大会   寝』思 早淵 聰)

推薦岐阜市・ 大 日 本 土 木

豊 岡 町・ 豊 岡 物 産

京 都 市・ 全  京  都

新 潟 市・ コ ンマ ー シ ヤル

別 府 市・ 星  野  組

郡 山 市・今 泉 産 業

徳 島 市・ 全  徳  島

川 崎 市・ りll崎 ト キ コ

東 京 都・ 藤 倉 全 東 京

神 戸 市・全  神  戸

名古屋市・ 愛  知  産  業

高 砂 町・鐘 紡 高 砂

横 浜 市・ 金 港 倶 楽 部

八 幡 市・ 八 幡 製 鉄

岐 阜 市 0東 洋 産 業

下 関 市・ 大 洋 漁 業

大 阪 市・ 全  大  阪

函 館 市・ 太 洋 倶 楽 部

大
日
本
土
木

桐 生 市・全  桐 生

3位決定戦 大阪市11-1徳島市

取点、 7回には9番奥村辰一二塁手の安打な

どで―・二塁とし、 トップの村瀬が二塁打 じ

て2点を加えた。豊岡もその裏、小田野力ヽ

中原宏投手の第■球を左翼席に打ち込み初の

「天覧本塁打」を放ったが及ばなかった。大日

本土木は2回戦でも真野春美監督力寸騨 する

京都市・全京都を西本幸雄一塁手の二塁打に

よる1点だけに抑えて勝ち、準々決勝の相手

は荒巻淳投手を擁する別府市・星野組。 “火

の嗽 k手"と いわれた荒港投手に「スピー ド

に負けるな、強気でむかえ」と、大日本土木

の打者は気迫に満ちたバ ソヽティングをみせ、

加藤春雄中堅手ら力済訪舶勺に初球を打って 6

点を奪い、投げては中原宏投手力甥J府打線を

1安打完封した。準決勝の徳島市・全徳島に

は休義一、蔦文也投手らがいたが、オ掘魚国枝

利通が二塁打を放ち、終始 リー ドを奪って決

勝に進んだ。

候補の一角といわれた東京都 。藤倉全東京

は2回戦訓 崎市 。り|1崎 トキコと対戦、米久

保庄内投手カツ|1崎打線を抑えながら、終盤反

撃にあい、南安男 (東京鉄道局)吉田正男、岩崎

鶴雄投手らが次々とマウンドに登ったバ リ‖

崎は9回スクイズで大逆転のサヨナラ勝ち。

前回準優勝の桐生市・全桐生も2回戦で大阪

市・全大阪の猛打の前に姿を消した。大阪は

別当薫、笠原和夫らを加え、伊達正男、久保

田信一、川瀬進、松井実らのベテランも健在

で、江藤正投手、松井淳捕手、戸倉勝城選手

らのl・ N市 。大治魚業をも打ちくだき、準決

勝に進んだ。対戦相手は初出場ながら名古屋

市・愛知産業、八幡市・八幡製鉄に競り勝っ

てきた高砂市・鐘紡高砂 (後の鐘淵イ開 。

対八幡戦では延長11回、 4番高橋敏中堅手が

中翼右に決勝打、サヨナラ勝ちして波に乗っ

ていた。大阪はエース別当投手を温存した作

戦が裏日で、 1回に5点を奪いながら、高砂

の反撃を許し、 4回一挙に8点を奪われ敗退

した。

決勝は大日本土木が高砂を集中攻撃で破り

2年連続の優勝を飾った。

この大会から故久慈次郎氏の功績をたた

え、敢闘賞として久慈賞が設けられ 前回橋

戸賞の中原投手が第 1号受賞者となった。橋

戸賞は村瀬監督兼遊撃手に贈られた。

また3位に黄獅子旗  4位に楯が贈られる

ことになった。

本塁打も飛んだ初の天覧試合
初めて天皇、皇后両陛下 (当時)をお迎え

して 8月 3日 、開会式力M子われた。天皇陛下

はグランドに降りられ、開会式で前回優勝、

推薦出場の大日本土木 (岐阜市)村瀬保夫監

督兼遊撃手の選手宣誓を受け、第 1試合の大

日本土木対豊岡町・豊岡物産の試合を最後ま

でご観戦になった。大日本土木はメンバーは

変わらず、綿貫惣司監督の豊岡町は、かつて

の全京城の優勝投手、野村武史投手や山本静

雄遊撃手、小田野柏外野手らが揃っていた。

大日本土木は、 5回坪井咬捕手らの安打で先
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決勝

部町
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大日本土木 僻鋪卜岨埠祠

【
§
砂

:】 暮 17ifT【ё
ttI】

蒋 !TifT

辻  8  12236
▽本塁打 加藤 (辻)高橋 (中原)▽二塁打 奥
村 伊藤 ▽失策 高3岐 0▽併殺 高2岐 1

▽1時間25分

終盤一気に打線爆発

試合巧者の推薦 。大日本土木が、終盤に集

中攻撃で一気に試合を決め、粘る高砂市・鐘

紡高砂を振 り切った。

高砂は2回 1点 を得てなおチャンスだった

が、併殺で追加点をあげられず、大日本土木

も1、 2回の好機を、いずれも併殺で逃した。

大日本土木は5回加藤の本塁打、さらに連打

で逆転した力ヽ 高砂も粘 り強く、高橋が左翼

本塁打を放って同点とした。

そして7回、大日本土木は、坪井力劇■lTし

て口火を切ると、畑中、田中文が連安打、村

瀬の四球をはさんで奥村が二塁打、国枝中前

打とタイムリーを続け、打者 9人、 5安打の

猛撃で 5点を奪った。

高砂の投手・辻は延長戦も合め、 3試合を

完投、 4連投のマウンドで終盤はさすがに疲

れて球力ヽ事き気味だった力ヽ それを逃がさな

かった大日本土木の打線は素晴らしかった。

中原も疲れは見られた力ヽ 得意の鋭いドロッ

プの切れがよく、速球の威力も最後まで落ち

なかった。

■
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■
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」橘
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■
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鶴
マ
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天皇、皇后両陛下 、三笠宮殿下を初めて都

市対抗にお迎えした。

開会式の行われた8月 3日 午前 9時 30分、

球場正面にお着きになった両陛下は、そのま

まグラウンドにお立ちになった。全選手が整

列、前回優勝の大日本土木・村瀬保夫監督の

選手宣誓を受けられた。

天皇陛下は麦ワラ帽をかぶられ、白い背広、

皇后陛下はうすい藤色の宮中服をお召しにな

っていた。

開会式が終わり、グラウンドから観覧席に

移られようとする両陛下に超満員、 4万人の

大観衆が立ちあがって、期 しもせず「万才、

万才」の大歓声があがった。

天皇陛下は帽子を振 り、皇后陛下は手を振

ってファンの歓声にお応えになった。戦争を

終わって 2年、国民のなかに下り立たれた両

陛下だった。

天皇陛下は昭和 4年秋の早慶戦を4回 まで

ご覧になり、「地方行p幸」の折、静岡高校で学

生野球の試合にちょっと立ち寄 ,て ご覧にな

るなどのことはあった力、 球場のグラウンド

に立たれたのは初めてのことで、第 1試合の

大日本土木対豊岡物産の試合を最後までご観

戦になった。

超満員、2万人入れず

大会第 1日 につめかけた観衆は超 両員の 4

万人。入場できなかったファンは2万人と当

時の新聞は伝えている。

球場前には新聞紙を頭からスッポリかぶっ

||ltl■ ‐■
|

鷲|1鶴

込||:
lt` ‐  ‐警‐  

―

‐11口鶴幽
初の天覧試合両陛下は初めてグラウンドに降りられ

両陛下、グラウンドに
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て蚊の “攻撃"を 防ぎながら徹夜で待った数

百凡 午前 4時過ぎの一番電車が水道橋の駅

に着くと、人人人の列が並び、明るくなるこ

ろは球場を人の列がとりまいた。

純粋の野球ファン、選手のファン、そして

会社関係のファンと3通 りのファンが入り乱

れる力ヽ このころから会社関係のファンの割

合がウナギ昇りになってきた。

～―プ。ルースの伝言
べ=ブ・ルースが 8月 9日 、UP通信社を

通して次のメッセージを送ってきた。

日本で都市対抗野球大会が盛大に行われて

いると聞き、たいへんうれしい。私が特に言

いたいのは、選手もファンも、勝つことばか

り考えずに、野球が教えるスポーツマンシッ

プを学ぶよう努めようということだ。最優秀

チームに栄光あれ

◇全員安打 高砂市・鐘紡高砂が 2

回戦の名古屋市 。愛知産業戦と準決勝

の大阪市・全力卿防G蘇 した。全員

安打は、第13回大会の八幡市・八幡製

鉄についで 2、 3度目だべ  1大会で

2回の全員安打は初めて。

入場料

入場料金はネット裏、特別席券は8日 間通

しの前売 りで 240円。

日本復具に計り知れない貢献

岐阜市 。大日本土木

奥村辰一二塁手

岐阜商t中大から東邦ガスを経て大日本土

木入社。第17回大会から好守好打の二塁手と

して 2連覇に貢献した。同社取締役を勤め、

現在は関連のニッコウ技研社長。

岐阜商の先輩だった村瀬保雄さんが大日本

土木の庶務課長で、終物魔 卵求観検者が続

々復員、岐阜商OBを中Jとに野球部を作つた

の力¶召和21年 3月 。都市
'動

レ晋慰舌するとい

うので、もううれしくてうれしくて。仕事を

終わってから、まつ暗になるまで練習した。

21年のときは宮田東洋紡に勝って代表にな

つたが揃いのユニホームがない。村瀬さんが

知人に頼んで労務者の菜葉服を15着頂き、奥

さんが縫い直してユニホームにした。

1つ勝てばいいくらいの調子だつたのに勝

ち進み、餅 量がなくなつて岐阜から米やカボ

ゲ

名古融 剛 7画部桝¨ 鷲 二塁走者、′J浴ホームを突く

大日本土木と高砂市・鐘紡高砂の決勝で大

日本土木の 4番打者・加藤春雄中堅手と高砂

の 3番打者 カロ藤政一一塁手は実の兄弟。岐阜

商の加藤 3兄弟と勇名をとどろかせ、まん中

の加藤二郎さんは甲子園でも才市手をつとめ、

明大に進んだあとは一塁手として強打ぶりを

うたわれたが戦死した。 3人 とも岐阜商から

明大に進んだが、決勝の “兄弟対決"も珍ら

しい。

岐阜商といえば天覧試合でこの大日本土木

と対戦した豊岡町の野村武史投手も岐噺萄出

身。岐阜商OBで固めた大日本土木のメンバ

ーはほとんど先輩で、さぞや投げにくかった

のでは。

「全東京」やはり「藤倉」 強打の兄弟は敵・味方

第12回、13回大会で藤倉電線が 2連覇をと

げて以来、黒獅子旗から遠ざかっている東京

は、この大会では予選参加チームから優秀選

手を選び「全東京」の最強チームを編成する

Fl画で、予選は7月 19日 から4日 間、早大戸

塚球場で行われた。

しかし、やはり藤倉電線は圧倒的に強く、

決勝でも中央工業を問題にせず楽勝。結局、

南安男投手 (東京鉄道局)ら、数人を加え、

チーム名は藤倉全東京で出場した。

チャを送つてもらった。

優勝したとき黒獅子鋤 暫子方不明になつて

いて旗はもらえなかった。ところが10月 にな

って毎日新聞社の小野三千磨さんが岐阜に持

つてきてくださり、本社応接室で授与劫 新テ

われ 社長が涙を浮かべて喜んでくれたのが

忘れられない。

2回目の大会は、豊岡物産との開幕戦が「天

覧試合」。村瀬さんが選手宣誓をした力ヽ オ寸

瀬さんは「陛下の前での大役」と前の晩は眠

れなかったそうだ。

うちは中原宏投手のドロップが冴え、負け

る気はしなかったカミ私にとっては準々決勝

の星野組との試合が印象に残っている。火の

王投手といわれた荒巻淳投手に2回左翼フェ

ンス直撃の痛打を浴せて先取点に結びつけ、

名投手攻略の口火を切つたのは一生の思い出

れ

それにしても終戦直後、食糧事情も交通網

もメチャメチャな社会晴勢のなかで、よく大

会がやれたと思うし、平和のありがたさをつ

くずく感じた。大日本土木が優勝したという

だけでなく、 日本の復興に都市対抗がどれだ

け貢献したか、はかり知れないと感謝の気持

ちでいっぱいだ。
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両陛下がヨ臨席。選手全員力鼈夢りする鹸 、岐阜。

片山首相が決勝観戦
大会最終日、大日本土木対高砂市の決勝を

片山哲首相が観戦した。スタンドの割れるよ

うな拍手のなか、閉会式でマイクを持った片

山首相は「10数年ぶりに野球の試合を見て、

その熱戦ぶりに、私も若返った気持ちたtス

ポーツは日本再建の原動力である。従来の四

畳半式趣味から、この炎大 卜に繰り広げられ

た敢闘精神とスポー ソ`精神こそ、私の政治に

通ずるものである」と力強く述べた。

]鰤予:|

村瀬監督力選手宣誓した
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振球犠盗失残併    振球犠盗失残併
03  0 0    43  2 2
▽本塁打 小田野 (中原)▽二塁打 奥村
村瀬▽ 1時間25分

1回戦

や

開会式で選手を激励される両陛下

振球犠盗失残併
25  3 0
▽本塁打 加藤 (高塚)▽三塁打 尾西
▽二塁打 田尻 塩出 大西▽1時間53分
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1回戦

算遭邸躙
【

§

館市

上 野 IT
R  伏 見 00
4  伊予田 00

0 1量 :|
1  福 田 00
H  山 村 10
1  若 山 00
③  山 崎 30
3  猿 田 10

3軽蓉::
7  田 辺 20
⑥  東 島 41

305
振球犠盗失残併
44  4 0
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木
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砂
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別府市

打安点
434
501
631
653
531
521
631
200
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520

卿̈⑦′Ｊヽ野̈̈̈
¨̈̈中̈一一̈̈『̈

長沢

2回戦

lll

11
20
21
11
12
00
21
10

林

　

　

蔦

大
藤
大

振球犠盗失残併
66  0 3
▽三塁打 大塚 笠屋
秋元 2▽ 1時間22分

2回戦

振球犠盗失残併
23  3 1

林 大島▽二塁打

打安点
500
520
431
200
411
521
200
200
100
300
000 振球犠盗失残併

16  6 1

振球犠盗失残併
24  1 1

▽本塁打 佐藤
(三輪)▽二塁打

中村茂
▽1時間53分

2回戦
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2回戦

八幡市 (八幡製鉄)

檄市牲lilyllll

大日本土木 僻鋪■岐阜わ

螂市牲lyll::||

振球犠盗失残併
24  1 1

▽二塁打 鬼頭 大岡
▽1時間37分

2回戦

振球犠盗失残併
43  2 0

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
75  3 1     13  1 0
▽二塁打 江藤 戸倉▽1時間27分

2回戦
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打安点
300
100
410
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420
411
300
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210
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l

振球犠盗失残併    振球犠盗失残併
05  1 1    21  1 1

伊奎号望塁昇藤ぶまざI尋認  
西本 畑中

2回戦

1   南  00
1  吉 田 00
1 岩 崎 000

36114
振球犠盗失残併
37  0 1
▽本塁打 小川弟 (吉田)▽三塁打 田坂
山脇▽二塁打 石原 2▽ 2時間 1分
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①9若 原 200
9  佐 野 100

38鼻 雷:::
H   呉  110H   呉  110
②  西 浦 211
H 掛 飛 100

3361

:|[‖
②  坪 井 41
2  名 和 00
9  田中義 31
1  田中文 101  田中文 10C
④  奥 村 40C

348

【

§

生市

首村業 17i【§

阪市

を 拿 17i

2回戦

振球犠盗失残併    振球犠盗失残併
21  3 0    12  1 0
▽三塁打 笠原 伊達▽二塁打 布谷 笠原
2 鹿野 皆川 木暮弟▽1時間28分

準々決勝

０

×

生

０
０
阪

桐
１
１
大

全

０
２
全

市
　
　
市

生
　
　
阪

桐
　
　
大

市』
⑥
◎
⑤
⑤
０
０
０
⑨

０

１

コ

＞
０
０
キ

島

０
０
ト

徳

０
０
崎

全

０
０
川

市
　
　
市

島
　
　
崎

徳

　
　
川

鉄

０
０
砂

製

０
０
高

幡

２
４
紡

八
２
０
鐘

市
　
　
町

幡
　
　
砂

八
　
　
一員

跡市
膚IЪ ::lll:

大日本土木 帷薦・饂揮祠

沢
田
島
利
巻
井
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磯
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別
◎
⑤
◎
②
①
◎
④
⑨

ｌ
②

打安点
310

打安点
瀬 410
中 300

400
422
410
312
421
221
000

7 山 内 200

振球犠盗失残併
44  1 0

振球犠盗失残併
33  1 1

▽本塁打 伊藤 (荒巻)加藤 (荒巻)

▽三塁打 村瀬▽1時間28分

準々決勝

振球犠盗失残併
22  1 0

▽1時間35分

準々決勝

振球犠盗失残併
75  4 2

40114        3652
振球犠盗失残併    振球犠盗失残併
32  2 1    44  3 2
▽三塁打 山口 辻 高橋▽二塁打 加藤
▽1時間33分
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45  1 0
▽二塁打 戸倉▽1時間47分

準決勝

振球犠盗失残併
24  3 0

:蜃母||:

振球犠盗失残併
13  4 1

[[[|[|[lilll111
【大阪市】   打安点
④  布 谷 100
4  川 瀬 311

: :::il
l  松 井 210
②  米 谷 201
2  皆 岡 200
⑥  久保田 410

【 打安点
41
41
52
42
42
31
31
31

振球犠盗失残併
47  0 2

39148
振球犠盗失残併
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三位決定戦
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大
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徳

全
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市
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大
　
　
徳

23  0 0
▽三塁打 笠原 川瀬
2 笠屋 松井 林▽

:攀 ill
9  渡 辺 100

0i言 :||
1  蔦  210

3581
振球犠盗失残併
13  4 1

▽二塁打 笠原 別当
1時間12分



40回で 2度の感激

近翻 冨吟帳 五十嵐義臣

戦前、選手として予選に出場したことはあつた力ヽ 本大

会には出場の経験もなく、戦後昭和21年夏、ビルマから復

員してきた時には都市対抗野球が開催されているときいて

本当に驚いた。戦禍の跡が生々しく住宅難、食料難、みじ

めな敗戦の直後に大会が再開されているという事はまさに

夢物語としか考えられなかつた。会社 (京都大丸)に復職、

ようや く勤務に鳳|はし落ち付きを取 り戻したところで野球部

の復活を計り、復員してきた連中を集め22年春から練習に

入った。折から、京都店長として新しく田中正佐氏 (京都

大学野球部OB)を迎え積極的に突走り、第19回大会の京

都市予選に参加したが京都クラブに敗退。翌第20回大会に

初出場を果たすことが出来た力ヽ 本大会で荒巻投手の星野

組に完敗した。田中店長の厳命で強カチームを作ることに

なり有力選手の補強に全力を壺した。この年選抜野球で甲

子園で決勝を争った京都一商、二商から有カメンバーを、

三高のエース大西投手も京大進学を止めて入社するなど、

第21回大会には相当の自信をもって臨んだ。予選も順調に

勝ち、本大会では昨年の初出場と違い東京の各百貨店も応

援団を繰り出してくれ、第 1戦の川崎 トキコ戦に臨んれ

折柄の暑さと両軍投手の乱調から打撃戦となり延長10回 15

対12で辛勝した。 トキコはプレイングマネジヤーの稲葉誠

治氏 (現プリンスホテル野球部長)ま でマウンドに上る死

闘だつた。40年近 く経た今でも稲葉さんと逢うとこの時の

話が出る。第 2戦熊本鉄道局には快勝したカミ 準決勝で全

鐘紡と対戦。高橋君の満塁ホームランで 9対 6で敗れ決勝

進出はならなかつたが 3位決定線で大昭和製紙に勝つて黄

獅子旗を獲得した。まだ新しかった黄獅子旗をなでながら

涙ぐんだ記憶をつい昨日のように思い出す。

昭和24年日本社会人野球協会が設立され私も近畿連盟の

故・宮原清会長、佐伯達夫副会長のもとで京都府支部長と

してお世話をする立場となり既に開催されていた選抜京都

大会(現在の大阪大会の前身)等では故人の小野三千磨氏、

弓館芳夫氏、井日新次郎氏らの薫とうを受けた。さて私に

とって1963年はもつともラッキーな年で忘れる事の出来な

い年であった。都市対抗野球大会創設以来、幾多の先人達

が果そうとして果し得なかった優勝の夢を積水化学が34回

目にようや く果してくれた。過ぐる21回大会で大丸チーム

を引きつれて黄獅子旗を手にしてから13年ぶりの第 2の感

激だつた。京都市内のパレードを終えて黒獅子旗は京都市

役所の正面広場で開かれた市民歓迎会に臨んだ。お祝の言

葉を述べるべ く壇 卜に立って竹村主将の手にしつかりと抱

かれて真夏の風にたて髪をなびかせる黒獅子旗を見た瞬

間、私の日をついて出た言葉は「まぽろしの旗 !!京洛の

大地にひるがえる」であつた。私にとつて黒獅子旗は本当

にまぼろしの旗であつた。あの感激から早20数余年、都市

対抗も60回の記念大会を終えた。今一度あの感激をと、ひ

たすら祈り続けながら、生命ある限り黒獅子旗を追いかけ

る事であろう。
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第19回大会器畢器略』嘉暫
・麟口期

推薦岐阜市・大 日 本 土 木

盛 岡 市・ 盛 岡 鉄 道 局
大 阪 市・全  大  阪

下 関 市・大 洋 漁 業

豊 岡 町・豊 岡 物 産

長 浜 市・大 塚 産 業
八 木 市・ 中 和 ク ラ ブ

小 樺 市・ ′
lヽ 構 野 球 協 会

福 岡 市・西 日 本 鉄 道

前 橋 市・ 山 藤 商 店
四日市市・ 東 洋 紡 宙 田

京 都 市・全  京  都

丸 亀 市・南 海 興 業

東 京 都・ 全  藤  倉

宮 山 市・全  宮  山

神 戸 市・全  神  戸

別 府 市・ 星  野  組

横 浜 市・金 港 倶 楽 部

吉 原 市・大 昭 和 製 紙

名古屋市・愛 知  産  業

西
日
本
鉄
道

3位決定戦 豊岡町 4-2東 京都

大会隆盛、初陣も9チ ーム
北陸地区が近畿から分離して、全国から20

チームが集まった。第10回言己念大会以来のチ

ーム数。戦後 3回 日、都市対抗の人気も高く

大会が軌道に乗った証拠でもあった。初出場

は小樽市・小樽協会 盛岡市・盛岡鉄道局、

前橋市・山藤商店、吉原市 。大昭和製紙ミ四

日市市 。東洋紡富田、長浜市 。大塚産業t八

木市 。中和クラス 丸亀市 。南海興業、福岡

市 。西日本鉄道の 9チームにのぼった。 3連

覇を目指 した推薦 。大日本土木が初戦敗退の

波乱の開幕だった。

優勝したのは初陣の福岡市だった。駿足好

打好守の宮崎要二塁手が監督。前川忠男遊撃

手と内野を締め、上野義秋一塁手、深見安博

三塁手、塚本悦郎左翼手らの打線は破壊力十

分。下手から浮きあがる速球と変化球の武末

悉昌投手がエースだった。

1回戦は対前橋戦。右速球派の石田光彦投

手、監督の

…

手、奥田諄 、綱

島新八中堅手らが揃っていた力ヽ 延長の木

12回 に福岡市が 2点を奪って勝ち進んれ 小

樽市戦では武末が 4安打完封。大島信雄投手、

増山桂=郎― らの長浜市にも逆転勝ちじ

た。

準決勝は豊岡町 。豊岡物産と対戦した。野

村武史投手、綿貫惣司、小田野柏選手らで固

めた豊岡町は、 2回戦で江藤正一松井淳のバ

ッテリーに戸倉勝城、河内卓司選手らが健在、

徳網茂一塁手力功口わった下関市 。大洋漁業を

破り、別当薫 笠原和夫選手らをプロ野球に

抜かれた大阪市・全大阪戦でも山村吉隆投手

を打ち込み勝ちあがってきた。武末 野村の

投手戦となった力、 福岡市は3回の一死二・

三塁に前 ‖忠男遊撃手がスクイズを決めて、

伴勇資捕手が生息  1点をあl共 これを武木

が守り切った。二塁まで進んだのはこれ 1回

だけ。ワンチャンスをものにした力ヽ 豊岡町

は二塁を踏めなかった。

一方の準決勝は2回戦で富山市・全富山に

29安打27点 と記録に残る猛攻をみせた東京都

・全藤倉が、早大出身者をズラリと並べた横

浜市 。金港倶楽部との準々決勝、延長10回 ス

クイズでサヨナラ勝ちした別府市 。星野組と

対戦。エース荒巻淳投手が負傷欠場した別府

市だった力ヽ  1回 4番の永利勇吉捕手が米久

保庄内投手に2ラ ンを浴びせて、試合の主導

権を握 り、焦った東京都打線を長沢正三投手

が 4安打 2点に抑え逃げ切った。

九州勢同士の決勝は武木投手力甥J府市を4

安打 1点に抑え、福岡市が初出場初優勝を飾

った。福岡市は1回戦から5試合全部を不動

のメンバーで戦った。橋戸賞は福岡市を優勝

に導いた宮崎監督に贈らな 久慈賞は別府 。

永利オ甫手が受賞した。開、閉会式に米国野球

協会 (NBC)日 本支部委員長でもあった連

合軍総司令部経済科学局長のW・ F・ マーカ

ット少将が来場 賭F市対抗野球大会を日本の

アマチュア野球の代表決定戦たることを正式

に承認する」と宣告した。

ま瀾暗い世相だった力ヽ ファンはスタンド
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空腹抱えイモ作りしながら練習

福岡市・西日本鉄道

伴勇資捕手

早大出身。特攻隊で終戦を迎え、21年 2月 西

日本鉄道にぶ 。チ=ムの要として活躍。プ

ロ野球西鉄を経て柳川商監獣 国土館大監督

を歴任。IME国土館大教養部教授。

駐留軍がグラウンドを接収するという話が

あり「会社の野球部が使っているからlLめて

欲しい」との理由をつくるため、野球部力浦J

設されたのが真相だつた。昭和22年のことで、

寄せ集めた野球好きが場 でイモをつくり、

それを食べながら練習していた。上司の西亦

次郎さんが、武末悉昌投手を引つばつてきて、

チームも形ができ、23年に入幡製鉄に勝って

都III対抗出楊力決 まつたときはうれしかつた。

1次 fiXの決勝の日がストライキ当日とぶつ

かり、組合は「スト破りだから、試合をして

はダメだ」と言つてきた力ヽ 若い連中だけに

「クビになつてもいい」と試合を強行したの

が強烈な思い出だ。

準決勝の豊岡物産との試合が一番苦しかっ

た。野村武史投手がすばらしいビッチング(
技術では野小般 手が上だつた力ヽ 力でうちの

武末が勝っていた。武末はそのころ胆のう炎

で、痛みをこらえながら投げていたのだ力ヽ

球威十分、受けていて打たれる気はしなかっ

た。

決勝は星野組とぶつかったべ ‐― X荒巻

淳投手力`瓢 で投げられないのがわかつてい

たし、それだけで勝てる気がしていた。当時

の荒巻投手の速球と力=プはものすごく、練

習試合も5回やつても1回か2回しか勝てな

かった。 2点取られたら、もうそこまで、の

ようなビッチングだったの(他 の投手なら

打てるとみんなが思っていた。

連日超商員のなかでの試合だし、炎天下の

プレーを、あんな食糧事晴が悪く、腹をすか

せ、やせこけた体でよくやれたものだと、今

でも感いする。都市対抗の働 ヽ私のその

後の人生をどれだけ支えてくれたか、はかり

知れない。

武末粘投、別府を抑える

刀 11勢同士の対戦で互に手のうちを知りつ

くし、 3回 までは淡々と試合が進んだ。そし

て4回、別府市・星野組は二死二塁に山本が

一・二塁間を破る適時打を放ち先取点をあげ

た。福岡市・西日本鉄道の武末は、無造作に

ストライクを取りにいって打たれたが、その

後はアンダースローか らの浮きあがる遮昧

変化球で別府打線を抑えた。

エース荒巻を負傷で欠いた別府は遊撃を守

っていた長沢が先発、日先を変えるビッチン

グで福岡をダロえていたが、慣れてきた6回、

福岡は伴が四球ミ宮崎の好バントは内野安打

になり、さらに敵失0両塁。一死後 4番の深見

が三遊間を破 り、 2者生還して逆転すると大

崎も右前にタイム鴨Ъ 別府は7回から大塚

をマウンドにおくったが武末が安打すると、

福岡はバントにつぐバントで別府守備陣をか

く乱、効果的な適時打を連らね、一挙に5点を

あげて優勝を不動のものとした。強打の別府

打線を4安打に抑えた武末の投球が光った。

福岡¨ 、 にから)メ鎮 割 嗽 伴

陽 曹|11

エース骨折、無念の退場

大会切っての快速球左腕をうたわれた別府

市・星野組のエース荒巻淳投手が準々決勝の

対横浜市 。金港倶楽部戦で骨折、準決勝から

欠場した。

荒巻は8回先頭打者として三塁打を放った

が、三塁に滑り込んだとき右鎖骨を痛めた。

生還して同点としたあと荒港は9回 を投げ、

延長にはいり10回表も投げ切った力ヽ ここで

激痛のため退場。

別府は10回 に2安打とスクイズでサヨナラ

勝ちしたものの、荒巻は日本医大飯田橋病院

で検査の結果、右鎖骨骨折、全治2カ 月とわ

かり入院した。
福岡。西日本鉄道を開翻開こ導いた原動力、武末 lalと 伴のパッテリー



優勝まで不動のメンバー

優勝した福岡市・西日本鉄道は1回戦から

優勝するまでの 5試合を交代選手なしの不動

のメン'―で戦い勝ち抜いた。大会史 L初め

て。

福岡市のオー分一は次のとおり。

④宮崎 要

⑥lワ |1忠 男   砺 本1憩6

C上野義秋    ③戸川須賀大

⑤栞見安博    ①武末悉昌

9尺崎憲司    ②伴 勇資

下手からの麟 と変化球でん剖害喘師卜 轟沐1'手

Vチームは世界大会代表

開会式でマーカット少将は「米国野球協会

は、世界の主要国で行われている野球のll l際

大会に、将来日本を参加させることとした。

これによって日本は国際アマチュア野球への

参加資格を与えられることになり、日本に将

来国際的競技出場の道が開かれたことになっ

た」とあいさつ、さらに「本大会の優勝チー

ムを、 日本アマチュア野球の代表として正iヽ

に承認 世界の代表に与えられるのと|11じ ト

ロフィーを贈る」と,上べた。

大戦イム 国際交流を制限されていた日本の

スボーツ界にとっては画期的な声明で、「大会

顧間でもあるl11,尺 不二雄氏は「1939年 (昭和

14年 )、 米「」で野球 10()年祭が行われたとき、

現在行われている全世界アマチュア野球大会

力渭‖輌され、そのとき委員会から日本にも招

待状が来た。しかし事変のため実現しなかっ

た。日本が実際に国際試合に出場できるのは、

何年先になるかは分らぬが、その間に国際試

合出場にS、 さわしい力をつけなければならな

い」と感激 した口ぶりで語った。

マ少将は開会式にも姿をみせ「優勝したチ

ームは日本の正式のチャンピオンとして、米

国野球協会から/rK認 される資格を得られたも

のであり、優勝までの経過を示す写真は世界

各国に配布される全米野球年鑑に掲載され

る。型、は本大会力‖士界のいかなるアマチェア

野球大会に比べても、決してそん色のないも

のであることを信じている」と述べ、 トロフ

ィーを寄員曽するコカコーラ会社の東京代表、

R・ D・ スペンサー氏とマーカット少将のサ

インの人った証明吉を福岡市 西 日本鉄道チ

ームに干i度 した。

黒獅子旗をカカ え`て会社の寮の宿舎に

がいせん 近くにある井の頭公コで記

念市議吹 ネ川コ勝に大喜υけ る楕藝積警手

優勝してマ列専の祝辞を受ける西日本鉄道・宮崎監督

■||■■||■■■■||■,I=■■■||■|  |
1番 。__tと し

´
蘇調 を引っぱり橋司賞

`磋
郵濫督

◇1試合最多安打 29、 最多得点27

東京都・全藤倉は 2卜1戦の対富山市・

全富J‖戦で、宮山市の箕浦、吉崎、上

原、島IJの 4投手に刀安打を浴せ、27

点をあげて達成した。



盛岡殊勲、前年覇者破る

開会式直後の第1戦Q推 薦出場、 3連覇

を目指す大日本土木が盛岡鉄道局に敗れた。

大日本土木は中原宏投手、国枝利道二塁手

がプロ入り、大平茂邦、畑中時雄両投手で乗

り切ろうとしたが、初出場の盛岡は沢藤光郎、

自坂長栄両投手が頑張り、岩崎義夫左翼手、

久慈二郎内野手、り|い椛 四郎右翼手らの打撃

も振るい、打ち合いの末、終盤大量点を加え

て逆転勝ちした。
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感無量の長い掛け合い

中国連盟会長 池田立人

戦前の都市対抗、中国地区は全呉、米子鉄道が強くて代

表となり、戦後間もなく昭和21年には鯉城園、大洋漁業が

代表となっている。連盟が発足した昭和24年の20回大会で

は大洋漁業が中国配電を14対 0と一方的に下して後楽園に

進出している。この当時は大洋漁業がプロ球団結成前の全

盛期だつた。大洋漁業、全下関など山口県勢に代つて昭和

27年の23回大会から岡山県より初めて岡山鉄道局が中国代

表の座にすわり、27年、28年、30年の後楽園の本大会に出

場、特に昭和28年には準決勝に初めて進出した。

その間各都市では同好者が結成した広島クラブヽ松江ク

ラブ、大社クラブなどクラブチームの善戦が目立ち、又山

陰勢の米子鉄道、山陰信銀などの健闘も記録にみえる。

なお、後楽園出場の常連、倉敷レイヨンが初めて中国地

区代表になったのは32年の28回大会で、このあと34年に一

度中国予選が西中国代表 (東洋紡岩国)、 東中国代表 (倉敷

レイヨン)の 2チームとなり翌35年から38年までは再び中

国地区代表は 1チームとなり39年からは 2代表制が復活。

第 1、 2代表決定戦が中国地区予選を面白くした。43年に

は初めて 1県 (岡山県)からクラレ岡山、三菱水島が揃つ

て後楽園へ出た快挙があった。

クラレ岡山は倉レ時代を入れると戦後通算13回中国代表

として本大会最多出場を飾つたことは中国地区社会人野球

に活気を与えるとともにその発展に寄与したことは特筆さ

れるべきものであつた。

岡鉄局、東洋紡岩国の 3回がこれに続いている。そして

48回からは広島県勢の台頭が目覚ましく、日本鋼管福山、

三菱広島、電電中国などが活躍しているカミ 特に日本鋼管

福山は田村忠義投手の健闘で中国地区のレベルアップに大

いに貢献している。

51年には広島マツダカ浦 強選手の活躍で準決勝進出を果

している。54年は中国地区として大いに喜ぶべきことがで

き。それは三菱重工広島が補強選手新日鉄光 (大町定夫投

手)を中心にベテラン勢の大活躍で見事全国初優勝を飾つ

たことである。特筆大書すべきことであった。

ただ残念なことはその後は各チームとも実力が発揮でき

ず、沸滞気味であることは誠に残念で憂慮している。

こうして振り返つて見ると都市対抗野球との長い間の掛

け合いは感無量なものがあり、色々と思い出も深いものが

ある。

しかし今後とも都市対抗を通じ中国地区社会人野球を大

事に育てていきたいと思つている。
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第20回大会輝珊需l瑾昴
相・後楽Ш

推薦福岡市・西 日 本 鉄 道  8
名古屋市・愛 知  産  業 4
豊 岡 町・全

徳 島 市・全

岡

島

豊

徳

16

8

海 南 市・ 海 南 日 東 紡 3

吉 原 市・ 大 昭 和 製 紙 4

八 幡 市・ 八 幡 製 鉄 3

函 館 市・ 太 洋 倶 楽 部

大 阪 市・ 日 本 生 命 3

鹿 沼 市・ 古 沢 建 設 2

横 浜 市・金 港 倶 楽 部 2

別 府 市 0星  野  組 9

京 都 市・京 都 大 丸

福 島 市・全 福 島 日 東 紡 0

岐 阜 市・大 日 本 土 木 4

神 戸 市・篠 崎 倉 庫 1

新 潟 市・新 潟 ク ラ ブ 7 3

12長 浜 市・ 大 塚 産 業

下 関 市・大 洋 漁 業 2

東 京 都・全  藤  倉 3

3位決定戦 東京都 4-2福 岡市
※ 2回戦の東京都・ 長浜市戦は 6-6で 引き分け再試合

星
野
組

協会発足 “祝砲"27アーチ
この年の 2月 16日 、毎日新聞東京本社に関

係者が集まり、日本社会人野球協会が盛大に

発足した。昭和10年に結成された都市対抗野

球連盟が発展したもので、初代会長には宮原

清氏が就任した。第20回記念大会は、毎日新

聞社と日本社会人野球協会の初の共催大会で

ある。

優勝したのは “火の球投手"を うたわれた

荒巻淳投手を擁 した別府市 星野組だった力ヽ

大会最多記録となった27本塁打力活しれ飛ぶな

ど、翻 の始 で、豪映な打撃鋼い フゞァンを

わかせた。 2回戦の函館市 。大洋倶楽部対大

阪市 。日本生命戦、東京都・全藤倉対長浜市

。大塚産業戦はその典型でもあった。

函館・佐藤平七、服部力、大阪 。松井実、

片山公三の 4投手に大阪は20安打を放ち、函

館は17安打で、片岡博国捕手は5安打をマー

クした。延長12回 に1点ずつを取 り合い、14

回函館力洲長部投手の本塁打で試合を決めたか

と思われた力ヽ 初出場とはいえ、主力選手は

全大阪で経験十分の大阪はその裏、代打攻勢

で 2点を奪いサヨナラ勝ち。

東京 。米久保庄内、長浜 。大島信雄両投手

力斗覺げ合った試合も、 2点をリードされた東

京が 9回米久保投手の適時二塁打と吉田正男

一塁手のスクイズで同点。延長10回東京力斗目

手のミスで 1点 をあげると、その裏長浜も坂

井豊司遊撃手が還って日没引き分け。再試合

は東京が長浜・鈴木晃投手を打ち込んだ。

優勝 した別府は1回戦で南村不可止、柿島

利彦、細 ‖三隆ら早大勢で固めた横浜市 。金

港倶楽部を荒巻投手が 3安打に抑え、吉村英

次郎、山本二郎投手に 11安打を浴びせて快

勝。準々決勝の岐阜市 。大日本土木戦も7安

打 1点、準決勝で東京を完封、決勝に進んだ。

優勝候補の一角とみられた下関市 。大洋漁

業は戸倉勝城外野手、河内卓司内野手、徳網

茂オ甫手らのメンバーを揃えていた力、 1回戦

で敗れ去り、プロ野球経験者が多かった福島

市・全福島日東紡、鹿沼市・古沢建設も早々

と姿を消した。もう一方の準決勝は前回優勝

の福岡市・西日本鉄道と吉原市。大昭和製紙の

対戦となった。福岡は武末悉昌投手がプロ入

り、大崎憲司投手、伴勇鮨 市手のバ ソヽテリー。

新加入の新留国良右翼手が大会新記録の 4本

塁打を放つ大活躍、宮崎要二塁手兼監督が好

朱配をみせた。吉原は前回初出場の新鋭だが

朝比奈二郎、大道信敏両内野手、浅井礼三外

野手らが強打を振るい、やや弱いとみられた

投手陣を支えて勝ち進んできた。結局14安打

で打ち勝った吉原が決勝に進出した力ヽ 荒巻

投手に抑えらな 別府の誇る西本幸広急 関口

清治、今久留主淳、功兄弟らか13安打を放ち、

別府市の初優勝となった。

橋戸賞は投打に活躍した別府・荒巻投手、

久慈賞は吉原。大道遊撃手が受賞した。
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荒巻 5連投、大旗獲得

5連投の別府市 。星野組の荒巻は疲れもみ

せず、速球と鋭いカーブで力投、優勝の立役

者となった。

2回吉原市 。大昭和製紙は久f呆木の内野安

打を足がかりに相手の ミスで先取点をあげ

た。しかし別府は3回、長沢、西本の安打に

つづき関口が二塁打、さらに二死後今久留主

功、荒港が連安打、4点を奪って一気に逆転。

荒巻の威力十分な投球に吉原は5回、石坂

が中前打するまでタト野への打球がなかった。

別府はその後も走者を出しながら得点につ

ながらなかったが、 7回小供、今久留主功の

連安打でチャンスを広げ、Fョ川、西本が適時

打、 4点 を加え試合を決めた。

吉原は8回、大道が左翼本塁打を放ち1点

を返 したものの、外野まで飛んだのは、これ

が 3本 目。完全に荒港に抑え込まれてしまっ

た。

“火の玉投手"に橋戸賞
橋戸賞受賞の別府 ilj・ 星野組の荒巻淳投手

は1回戦から決勝まで 5連投。 2回戦の京都

市。大九戦は人差がつき、 6回半ばで今久留

:し功二暴手にマウンドをゆずり、左翼の守り

についたが 4試合を完投。被安打24、 奪三振

19。 内角低めにズバ リと投げ込む速共 食い

込むカープは力があった。

なによりも外角へのシュートでII‐たせてと

るヒッチングを身につけた。初めて出場した

第18阿1大会は力にまかせたピッチングで倒勝

した大日本 11本の老練な打者たちに打ち込ま

れた反省もあってか、大きく成長して、みご

とに大輪のイとを咲かせた。

◇ 1大会最多本塁打27木 本塁打ラ

ッシュで、27ホーマーカ希雌 された。

従来記録は第18回大絵の 1ンR

◇ 1大会個人最多本塁打 4 福岡市

・西日本鉄道の新留国良右翼手が愛知

産業・中村投手、全豊岡の金子投手か

ら各 1木 海南日東紡・山崎投手から

2本を打つて達成  1回戦から準々決

勝まで3試合連続と、1試合 2ホーマ

ーも縮 離乳

◇初の連続本塁打 2回戦の福岡市

・西日本鉄道対豊岡町・豊岡物産戦で

福lrll市の架見安博三塁手、新留国良右

翼手が 61●jの攻撃でともに外野席に打

ち込んで達成した。

◇1試合最多安打37 2回戦の函館

市 。大洋倶楽部対大阪市 。日本生命戦

で延長14回、函館 17、 大阪
"安

打で記

録した。

◇全員安打 準々決勝の東京都・全

藤倉対新潟市・新潟クラブ戦で東京が

言醸乳 4度日。

壮烈、37安打乱れ飛ぶ

2回戦の函館市 大洋倶楽部と大阪市・B本

生命の一戦は球史に残る壮烈な試合だった。

1回函館が 2点をあげると、その裏大阪は

3点。 2回にも函館は4点を奪うなど、前半

は打ち合いの展開で5回 まで6-6。 その後

2点ずつを加え、延長戦にもつれ込んだ。12

回、函館は1点 を取ったが、大阪もゆずらず、

その裏に追いついた。

吉原市

別府市

０

×

紙
０
０

製
０
０
＞

和
０
０
組

昭
０
４
野

大
１
０
星

球
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１
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１
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０

振
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１
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２

１
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０

０

点

０
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３

１
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１

１

０

２

安
２
０
３
１
１
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１
１
１

打

５

４

４

５

５

４

４

４
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兄
　
　
　
弟

沢
主
本

国
俣
主
巻

口
川

留
　
　
　
留

市
　
弦
西
関
小
弦
荒
東
白

府別
⑥
⑤
③
③
⑨
④
①
②
②

▽本塁打 関口▽失策

3913842

吉3 別2

入場料
人場料金は前売りによる8日 間通しの特別

席が 96α ll。 当日売りは特別席 12α ll、 内野

席80円、外野席50円。

４̈‐‐‐０３００００１００００４‐０００４‐０‐０３００‐０１００‐０４‐０‐０２０００‐１００‐０４２０‐０３０００〇一３４６‐７‐
『
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醜
島
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林
麟
島
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山
坂

醇

ｌ
大
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飯
浅
久
朝
大
小
小

中
石
山

市原
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　

　

１

吉
⑥
⑨
４
０
０
③
３
⑤
①

Ｈ
②
④

監督兼務で好栞配を社  3番打者として20打数 6 7如点。チャンスに
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さらに14回、函館は投手の服部が右翼本塁

打、さしもの熱戦もケリがついたかと思われ

た力ヽ 大阪もその裏、藤江の安打からチャン

スをつくり、函館内野陣のミスで同点とし、

代打の小林が殊勲の適時二塁打を放ち、逆転

のサヨナラ勝ち。

函館は2本塁打、 3二塁打、 3二塁打を含

む17安打、大阪も1本塁打、 2三塁打、 6二

塁打を合み20安打。野球の楽しさを満喫させ

た3時間18分の熱闘だった。

こちらも熱戦、日没再試合

引き分け再試合となった2回戦の東京都 。

全藤倉対長浜市 。大塚産業戦もファンを熱狂

させる大接戦だった。

東京 。米久1呆 長浜・大島両好投手の投げ

合いで、投手戦が予想された力ヽ ともに打線

が好調で打ち込んれ

東京が 4回、 3点をあげて逆転すると、長

浜も小刻みに得点して6回 に追いつき7回 に

逆転。 8回には大島が本塁打を放ち、 トドメ

を刺したかと思われた力ヽ 東京も土壇場の 9

回、米久保が二塁打 して 1点差とし、バント

で送ると吉田がスクイズを決めて同点。

その勢で東京は10回 、先頭の小林が=塁打、

一死一 。三塁としながら、清水の投ゴロでホ

ームを突いた小林力練1さ れ、チャンスはつぶ

れたかと見えた。しかし長浜のオ甫手の早川が

二塁に無用の送球をする間に大松の生還を許

し、東京がリー ド。

だが長浜もその裏二死二塁に、その早川が

米久保のカープを三遊間突破の適時打 して追

いつき、日没引き分けとなった。

ともに12安打の攻撃で見応えのある打撃戦

だった。

2年越しの黒獅子旗

別府市・星野組

西本 幸雄監督兼一塁手

立大出身。戦後全京都から都市対抗に出場。

星野組に移リチームのけん引車として優勝。

25年プロ入り。返 阪急 近鉄の監督とし

て優勝に導く名潤クトリ、 現和昭説者。

第20回大会は私たちにとつては、捲土重来

の夏であった。というのは前年の第19回大会

でも黒獅子旗を狙えたのに果せなかつた口惜

しい思いがあつたからだ。

前大会の第6日 日、準々決勝で横浜の金港

倶楽部と対戦した。 1点を追つた8回裏のう

ちの攻撃のときだつた。投手の荒巻が長打を

放ち、二塁へ猛烈なヘッドスライデイン久

その瞬間、なんとも形容し力決 い音がした。

でも荒巻はそのままプレーを続け、同点とし

て延長戦も投げて10回サヨナラ勝ちした。痛

さをこらえていた荒巻だ力t試合後病院に行

くと右鎖骨骨折で即入院。補強制度などない

時代でtエースの欠場は両院をもがれたも同

然。肩の強い遊撃手の長沢をインスタント投

手にして決勝までいつたのだカミ武末のいた

同じ九洲の西日本鉄道に敗れてしまった。荒

巻さえいればの思いが、みんなの胸にあつた。

それだけに、この大会は「なんとしても」

と全員が=丸となつた。回復した荒港も力む

ことなく好投して、決勝側 和製紙を破り

初優勝したときは、 2年越しに夢みた黒獅子

旗を握つて、熱い涙がこぼれたのをいまでも

覚えている。

プロ野球界が 2リ ーグに分裂したこともあ

り、この優勝を最後に私をはじめ 荒巻、今

久留主兄弟らが毎日オリオンズにはいり、星

野組は解散した。

黒獅子旗を抱えて別府に戻つたときの歓迎

ぶりはすごかつた。そのころはまだオープン

カーなどなく、消防車で別府の市内をパレー

ドしたのも、忘れられないなつかしい思い出

である。
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▽三塁打 森
▽二塁打 寺嶋 吉田

1回戦

福岡市 (西 日本鉄道)

01102400
21000001

名古屋市 (愛知産業)

▽本塁打 新留▽二塁打 上野 川口 新留
▽1時間47分

1回戦

鹿沼市 (古沢建設)

001100
010020

大阪市 (日 本生命 )

Ｏ

Ｘ

藤
瀬
山
江
口
岡
井

武
川
片
藤
山
皆
松

打安点
310
410
412
300
410
400
200
300

41  3       12  2
▽二塁打 田部 片山▽ 1時間29分

1回戦

別府市 (星野組)

0000141
0001000

横浜市 (金港倶楽部 )

振球犠盗失残併
17  2

振球犠盗失残併
04  2

関言塁琴久番星弟?久署轟党▽1時書露分
j｀俣

1回戦

下関市 (大洋漁業)

0101000
oooo200

東京都 (全藤倉)

打安点
500
520
500
400
500
520
411
511

3 吉 田 311
3710

振球犠盗失残併
26  4

田坂▽2時間15分
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振球犠盗失残併 振球犠盗失残併

打安点
400
410
410
211
200
100
100
200
200
200
100
300
000



大駆奏躍E乱 3回大阪帽ul瀾動体

盗を試みたがタッチアウト。打者

山口。円内右端は高松宮殿下

2回戦2回戦
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2回戦

東京都 (全藤倉 )
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3度の全国優勝

九州連盟会長 水野 勲

八幡製鉄チームが都市対抗野球で初優勝をなし遂げたの

は、昭和12年、第11回の神宮球場においてであつた。超 ド

級のスラッガー大岡虎雄君を中心とする大型打線も、確か

によく打つたが、角地孫之助投手の活躍が目覚ましかつた。

4試合投げ通し、決勝戦の対東京倶楽部戦では、東京六大

学出の名選手を抑え込んで3安打、1点しか許さなかつた。

この角地投手が橋戸賞に輝いたのは当然だつた。

秘 まヽじめて社会人として八幡製鉄に入社したのは、こ

の年の4月で福利課というところに配属されたが、そこに

角地君がいて、年の頃も同じですぐ仲良しになつた。同期

入社の新入社員でナインに加わつたのに、石山 (旧姓塩田、

立大)、 高島 (法大)、 阿部 (横浜重T)の 3名がいて、

準決勝のヌJ‖崎コロムビア戦で石山君バ両塁逆転ホーマー

をカッ飛ばすなど、新人ながら大活躍をした。

身近な友人たちの連日の奮間に、 1フ アンとして私自身

も大いに熱狂したカミ 優勝を決めた日の現地八幡の興奮は

大変なものだつた。製鉄所の従業員はもちろん、八幡市民

挙げて歓喜に湧きに湧いた。 1年生社員として都市対抗野

球のもつ素晴らしいエネルギーに圧倒される思いだつた。

前年の第10回大会では、地元のライバル門司鉄道局チー

ムが初優勝を果しており、九州チームとしては連続優勝だ

つたことも、この喜びを倍加したのだつた。

九州チームの 2連覇は、こののち、もう1度ある。昭和

23年の福岡西日本鉄道、翌年の別府星野組が揃つて黒獅子

旗を手中にした。この時期は戦後九州勢のいわば黄金時代

だつた力ヽ その当時八幡の野球部長をしていた私にとつて

は、切歯や く腕の数年だつた。

八幡チームが 2回 目の優勝の栄冠にilTいたのは、昭和29

年、第25回大会である。この年は25回の言己念大会というこ

とで、九州からは従来の 2チームが 3チームということで、

第 1次予選で敗れた八峨 ミ 第 3代表として辛うじて出場

という幸運に恵まれた。自他ともに優勝なじ思つてもいな

かったことカミ 予想外の結果をもたらしたのだろう。高崎

鉄道、日本生命、全鐘紡、日鉄釜石と強豪を連破し、 1戦

ごとに強 くなつてゆく感じで、決勝の対東京藤倉は、もつ

とも楽なゲームだつた。なんといつても福鳴、畑間の両投

手と小林捕手とのコンビが絶妙だつたし、橋戸賞の井原三

塁手 (現山本)の好守好打が光つた。

後楽園球場のダッグアウトの上から、スタンドの大応援

団への感激のあいさつ、八幡に帰つてからパレード、そし

て製鉄所社員、市民の歓呼にこたえての優勝報告など、野

球部長というものは、こんなにも楽しいものかと、音「長在

任 8年目にしてやつと味わい得た感動だつた。

この時以来 刃 11野球チームは 1度も優勝していない。

黒獅子旗、関門を越えぎること、実に34年の長さにわたつ

ている。九州連盟の会長として、九州チームの栄光を夢み

ること一再でない。

都市対抗野球の想い出として、いまひとつつけ加えねば

ならないことがある。昭和46年、第42回大会で、新日鉄広

畑チームが優勝したとき、私は広畑製鉄所長をしていた。

私としては初めて広畑へ勤務して僅か 1年数ヵ月にして、

この感激を味わせて頂いたのだ。当時の広畑チームに何と

感謝の言葉を捧げるべきかを知らない。と同時にここで不

思議なめぐり合わせを思う。私が社会人 1年生の時の昭和

12年の八幡の第 1回優勝、野球部長としての昭和29年の第

2回優勝。そして製鉄所長としての昭和46年の広畑優勝。

何れも私の人生にとつての最大の痛快事である力ヽ その 3

度の優勝の間隔力ヽ なんと何れも17年目ということになつ

ているのだ。

(現在、新日鉄顧問)
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3位決定戦 京都市 1-0吉原市

は、チームが解散したのをはじめ、社会人球

界から 100人を越える選手がプロ球界に移っ

た。

都市対抗野球のレベル低下t衰退を懸念し

た関係者は、この大会から各都市の代表とし

て最強チームを編成、後楽園に出場させよう

と「補強制度」を採用 した。

そして社会人野球に情熱を燃やす全鐘紡、

熊谷組、大昭和製紙など新しい旗手となった

企業チーム、戦前からの古豪、八幡蠍 日

本生金 全国各地の鉄道局、そして函館太洋

倶楽部、横浜金港倶楽部、新潟クラブなどが

新しい意気込みで立ちあがり、以前に劣らぬ

活発な大会となった。

8月 6日 、予選を勝ち抜いた19チームが集

まり開会式力浙子われた。席上、マーカット少

将は、マッカーサー元帥のメッセージを伝え、

世界アマチュア野球選手権大会委員長の立場

で「都市対抗優勝チームを主体とした全日本

と米国優勝チームが 9月 に東京、大阪で戦う」

と宣言、意義栞い大会となった。

優勝したのは新鋭、大阪市・全憧紡だった。

古豪 。日本生命を予選で破り、慶大出の町田

重信新監督は、片山公三投手、皆岡秀雄捕手、

松井実内野手を日本生命から補強、新人の吉

岡宏二塁手、岩中秀和、高橋久雄両外野手の

慶大 トリオ、山本寸吉隆投手、博敏外野手の兄

弟らを思いのまま働かせた。横浜市 金港倶

楽部に圧勝、八幡市・八幡製鉄も倒すと、準

決勝の京都市 。京都大丸も前半で勝負をつけ

る勢だった。

初出場の東京・熊谷組も補強を生かした。

予選で破った藤倉電線からキャリア十分の米

久保庄内、岩崎鶴雄両投手、大館盈六遊撃手、

吉田正男外野手を加え、ファイト満々の櫛田

由美彦捕手をカナメに元気いっぱいだった。

初戦は延長の末高砂町。鐘淵化学を破 り、 5
年連続出場の名古屋市 。愛知産業にも競り勝

った。準決勝の吉原市 。大昭和製紙は前回決

勝まで進んだ大道信敏、浅井礼二、朝比奈二郎

ら好選手がいるだけに苦しいと思われたが、

あくなきり鐵 勧 でぶつかり、岩崎投手が完

勝 ち。

決勝では大阪が地力を発揮した力ヽ この大

会は鐘紡時代の幕開けともなった。

橋戸賞は大阪市・高橋久雄右翼手が受賞、

久慈賞は東京都・櫛田由美彦捕手に贈られた。

補強制度でパワーアップ

開会式であいさつするGHQのマーカット少将

口研口24年のシーズンオフ、プロ野球はセン

トラル、パシフィックの 2リ ーグに分裂、一

挙にチームが増加、社会人球界は選手の “引

き抜き"にあって大きな打撃を受けた。荒港

淳投手、監督業務の西本幸雄一塁手らを擁 し、

前回優勝した別府市 。星野組や第19回大会で

初出場初優勝を果たした福岡市・西日本鉄道
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00
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00
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00
00

▽本塁打 高橋▽二塁打 吉岡 秋山 大館▽失策 大 3

東1 ▽併殺 東2

大阪市、一方的な試合運び

東京と大阪が決勝で対決するのは初めてで

あり、ファンの注目を集めた力ヽ 大阪市 。全

鐘紡が一方的な試合運びで、東京都・熊谷組

を破った。

準決勝まで米久イ永 岩崎両投手の好投で勝

ち進んできた東京だが、意表をついて、初登

板の小原を先発に起用したcしかし、やはり

固さ力当ユぐれず、大阪は 1、 2回に簡単に得

点を重ね、ペースをつかんだ。

リー ドを背に大阪 。片山は東京打線をほん

ろう。 8本の安打を許したものの要所はきち

んと抑え、 5回に1点 を与えただけだった。

リリーフした米久保に中盤を抑えられた大

阪だ力ヽ  7回に吉岡がタイムリーニ塁打を放

って 2点を加え、 8回には高橋が本塁打、投

打に東京を圧倒 した。

東京としては先制して試合の主導権を握 り

たいところだった力ヽ 先発投手が乱オι 手の

打ちようがなかった。

の優勝により、世界アマチュア野球大会の日

本代表の資格を得た。9月の世界大会こそ、

戦後日本において行われる最初の国際野球大

会であり、その意義の重要性はいうまでもな

いことである」との祝辞を述べた。

大会には米国代表のケープハーツ・チーム

が来日、東京と大阪で 5試合が行わな 日本

は 1勝 4敗だった。

日本チームは全鐘紡を中心に次のように編

成された。

監 督 町田 重信

投 手 山本寸 吉隆

◇1大会で満塁本塁打 2本 2回戦

の山形市・山形′ヽッピー対懸召市・古

沢建設戦で慮召の藤咲徳生三塁手が山

形 。大内投手から。また準決勝の大阪

市・全鐘紡対京都市・京都大丸戦(
大阪 。高橋久雄右翼手が京都・溝部投

手から放つた。史上初。

◇1試合個人最多二塁打 4 大阪市

・全鐘紡 。平部俊行左翼手が 2回戦の

横浜市・金港倶楽部戦で記録もこの試

合、大阪は8本の二塁打を放ち、 1試

合チーム最多二塁打もマークした。

推薦出場と補強選手

この大会から補強制度力ヽ 彙けらオι 以後都

市対抗野球の特色となった。県段階での第 1  捕 手

次予選のある地区は第 1次で 5人、第 2次の

地区予選で 5人 と、あわせて10人の補強がで

き、地区予選だけの地方は5人。登録選手ワ

クは25人。大阪市・全鐘紡は日本生命の主力  内野手

を補強して優勝。翌22回大会は推薦出場だっ

た力、 またも予選で敗れ代表になれなかった

日本生命から補強して優勝。推薦チームが補

強するのはおかしいとの疑義が出、次の第23

回は推薦を辞退し、大阪予選に出場、堂々と

代表になって 3連覇の偉業を成しとげた。

日本で初の世界アマ大会  外野手
優勝 した大阪市・全鐘紡に対しマーカット

少将は閉会式で米国野球協会の代表として公

式認定証を手渡した。同少将は「全鐘紡はこ

山口  禾ロ

片山 公三

岩崎 鶴雄

米欠閑由勺

皆岡 秀雄

佐伯 秀雄

広瀬  明

富吉 三彦

飯田 不1雄

松井  実

増田 進一

志賀 良宏

大槻 守治

吉岡  宏

大館 盈六

久留島良三

ヨ馨郭 イ麦イテ

岩中 英和

高橋 久雄

山村 博敏

(6≧19E首じ|'テ )

(鋤 )

(鋤 )

(日 本生命)

(全藤倉)

(全藤倉)

(日 本生命)

(るさI'塁首,|メテ)

(銅 )

(八幡製鉄)

(るさI翁曇道り|メデ)

(日 本生命)

(るさr':着じ|メラ)

(鋤 )

(`さ
y'こ着JIノテ)

(`さr,ELじ|メラ)

(全藤倉)

衝 淵イ辟 )

(`≧r,こ着じ卜

'テ

)

(名≧r'墨首じ|'テ )

(鋤 )

(鋤 )

開会式で選手宣哲する吉隠 大昭和製紙の浅丼選手

初優勝を果たし黒獅子旗を手に場内一周する全鐘紡
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東京対高砂。4回東京 櫛田右越本塁打でホームイン

華麗に応援合戦の “元祖"

スタンドを埋めた全鐘紡の応援団の応援

ぶリバ 炎大 卜に “涼風"を吹き込み、ファ

ンを魅了して話題を集めた。

東京・練馬にあった工場の女子従業員が主

体だった力ヽ 選手の主力に慶大色力河豊かった

こともあって、 3色の紙のイヽ旗を波のように

大きく、あるいはちいさく振り続け、応援歌

を合唱するなど、 リズミカルでスマー トだっ

た。

大激戦、野球は 9回から !

大激戦となったのが京都市・京都大丸対
'‖

崎市 。川崎 トキコの2回軋

4点 リー ドされた京都が 5回同点とした

が、川崎は7回 2四球に3安打をからめ再び

3点差とした。

だが ドラマは土壇場にやってきた。京都は

9回、 3四球を得て満塁とすると連続の好打

を放って決定的ともみえる6点を奪った。そ

れに対し川崎もその裏二殆 両塁に倉田が三塁

打を放って同点に追いつき延長戦らスタンド

を興奮させるなか京都は代った稲葉投手から

10回の満塁機に安井、坂元、岩木が 3連打し

て 5点。粘る川崎はその裏 2点を返しはした

が及ばず、乱戦にピリオドを打った。両チー

ムあわせて27安打、三塁打 5本、二塁打 3本

の打ち合いだった。

神戸対徳島。神戸峰本が本盗する力松井三振試合終了

ガムシャラ精神の成果だつた

東京都・熊谷組

櫛田由美彦捕手

台湾高商 (現台湾大学)出身。勧業銀行台北

支店から海軍を経て近畿日本鉄通、貿易会社

のあと熊谷組入社、野球吉隙J設時の主将。久

慈賞受賞。

初戦で対戦したのは高砂。 4回に私が本塁

打して同点になつたけど、 9回まで熊谷組は

2安打しか打てなかつた。藤倉電線から補強

の岩崎鶴な 米久保庄内両投手が抑えて延長

10回になると、うちの打線が爆発、やはり藤倉

から加わつた大館盈六遊撃手や吉田正男右翼

手らが痛打して一気に4点をあげて勝った。

初出場のうちはいつも挑戦者のつもりだった

カミ名古屋には米久保投手が完投勝ち。吉原

との準決勝は岩崎投手が完投して、私は8回

にトドメとなる本塁打を打てた。ガムシャラ

に決勝まで進ん0私 は幸運にも久慈賞をい

ただいた力ヽ いまにして思え|よ 当時のあの

陣容でよく都市対抗に出場でき、あそこまで

やれたという気持ちが強い。

浅原直人さんが監督で私が主将だつた。し

かし東京では藤倉電線が全部 罰規 この年の

予選はどういうわけか、勝ったところが藤倉

に挑戦する方法だつた。うちはエースの小原

孝ニカ瀬張って勝ち進み、藤倉と対戦 2試合

とも2-1、 3-2で競り勝ち、後楽園出場

力,夫まつたときの感,9あ なゞによりもF「象に残

つている。99.9%勝てないのを、わずかの口」

能性を石にかじりついてもの気持ちでものに

できたのがうれしかつた。

この大会から補強制度ができ、藤倉から経

験豊かなベテラン選手を補強できたのが大き

かつた。なかでも吉田さんにはたくさんのこ

とを教えていただいた。

でも、代表に決まつてからの猛練習も、後

楽園でいい成績につながつたと信じている。

藤倉の人たちも一緒にやつてくれて、 うちの

選手も、それこそ全身で劇
・
ち込んだ成果だつ

た。この鑑練習はいまでも熊谷組の伝統とな

っており、その基盤ができた大会でもあつた。
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戦後の球界に「世界への道」を開いた

マッカーサー元帥の側近たち

加藤毅康

今日では世界大会、オリンピック参加が日本球界にとつ

て年中行事のようになつたが、第26回大会の優勝チーム「オ

ール・カネボウ」力響鈍 回世界野球大会に参加した当時は、

持出し外貨の制限が厳しく、招待旅行では 1人 1日 5ドル、

宿泊費自弁の場合でもホテル代として 1人 1日 15ドルの外

貨割当しかもらえなかつた。

こうしたなかで「オール・カネボウ」が米国、ミルウォ

ーキに乗り込み、結果はともかく、堂々と戦えたのは、マ

ッカーサー元帥の側近といわれる “バターン・ボーイズ"

たちの並々ならぬ壺力があつたからだ。

マ元帥が米極東陸軍司令官として比国に駐在した時から

側近として任えた つ タヾーン・ボーイズ"と呼ばれる軍人

・軍属は10‐2近 くいるカミ 日本球界と係りがあつたのは、

連合軍総司令部経済科学局長ウィリアム・ F。 マーカット

少将、当時ルソン・ステベドーリング株式会社社長で、元

駐比米国大使館員のチヤールズ・パーソンズ氏、連合軍西

大平洋地区海上輸送司令官ウォリス・ F・ ピータセン海軍

少将の 3人である。 マ少将が都市対抗野球に関係したの

は昭和23年第19回大会からで、極東ベースボール・コミッ

ショナーの肩書きで始球式に臨んだマ少将は、「米国ノン

プロ野球協会 (本部はカンサス・シテイー・ウインチタに

所在)カド近く世界的規模の野球大会を開くので、日本がそ

れに参力1できるよう要請したところ、OKの返事がきた。

強力なチームを送るようお互いが頑張つてもらいたい」と

述べ、球界関係者に勇気と希望を与えた。

日本代表チームを世界大会に参加さすには、諸々の準備

が必要で、その第 1は全国的な野球組織の結成である。チ

ームを派遣する母体が明確でないとチームの参加を米国野

球協会が承認しないからだ。このため翌24年、宮原清氏を

会長に招き、毎日新聞社の肝煎りで「日本社会人野球協会」

が誕生した。

次は海外遠征に必要な外貨を確保することである。この

ため連合軍経済科学局長でもあつたマ少将は、オドール監

督率いるサンフランシスコ・シールズカ¶召和24年秋来訪、

日本各地で親善野球試合を繰り展げたとき、外貨資金確保

に奔走した。マ少将は自分から進んで日米野球実行委員会

の委員長となり、当時占領軍が接収していた神宮、甲子園

両球場の使用手配から、円、 ドル 2本建入場券の発売など、

日本委員にはできないことを彼の副官キヤピー原田中尉や

その他彼のスタッフを動員して、手際よくやつてのけた。

その上、球場内販売品にコカコーラ飲料とバヤリーズ 。オ

レンジを加え、日英両文の選手名鑑とともに円とドルで販

売、外貨の確保に貢献した。

シールズの日米親善野球は連日満員の盛況で、余剰金は

可成りの額に達し、プロ、学生、社会人の 3野球団体に分

配された。

第 3の準備は日本チームが名実ともに極東地域代表チー

ムとなるには「地域大会」が媛 と、マ少将とパーソンズ

氏は日本と国交が断絶しているフイリピン、韓国、台湾の

間にスポーツ交流が開けるよう、マ元帥の密命も受け、交

流再会に奔走した。特にパーソンズ氏は民間人であること

をよいことに、 3国間を頻繁に往復、そのワン・ステップ

として、日・比間の交流を最初に手掛け、昭和27年春マニ

ラ湾野球リーグのオール・スター・チームの訪日親善野球

の実現となつた。次いで翌28年春、比国チームの日本訪間

の答ネしとして、「オール・カネボウ」チームがマニラに招

待された。日比野球チームの交歓は両国の国交関係を大き

く前進させた。というのはその年の暮tモンテンタ″ 刑ヾ務

所に収容されていた日本人戦犯が全員釈放され、翌29年 に

はマニラ湾の沈没船引揚条約が締結されたかられ パーソ

ン氏の努力は更に続き、昭和29年秋待望の「アジア野球連

盟」力満 成され、中断されていた韓国や台湾と日本球界 と

の交流も再会されるに至つた。

マ少将の跡を継いで1召和27年から29年まで極東コミッシ

ョナーを努めたピーターセン提督もたいへんな日本贔き

で、とかく高圧的な態度をとるウインチタの米国野球協会

に対し自から防波堤となり社会人野球協会との関係正常化

に墨力した。彼もまた今日の日本野球連盟の基盤作りに貢

献した忘れられない “バターン・ボーイズ"の 1人であ

(元英文毎日記者、元社会人野球協会渉外委員)る。
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第22回大会躙岬軍
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3位決定戦 札幌市 8-5高 砂町

全
鐘
紡

企業が本腰、初顔実に12チーム
終戦から6年たち、日本はまだ復興途上に

あった力ヽ 社会は次第に落ちつきを取り戻し

てきたち 8月 5日 から始まった大会は20チー

ムが参加した力ヽ 社員の士気高場のため野球

に力を入れる企業が多くなり、北から数える

と、札幌市・札幌スターズヽ 横浜市。日本石

油、桐庄市・桐庄織物、清水市・B本軽劉属、

岐阜市・川島紡績、京都市・西京貨物、大阪

市。南海土建、神戸市 .,1崎重■当 下関市

・全下関、高松市・琴平電鉄 二瀬町 ,日 鉄

珈 熊本市。熊本オオツカと、12チームが

初顔であった。

その後の大会を支える大きな力となった日

本石油、川島紡績、日鉄二瀬などが初めて晴

れ舞台を踏んだt補強制度も2年目とあって

活発になり、札幌スターズは富士鉄室蘭、三

井砂アlk札幌鉄道局、イヽ樽協会などから10人

の選手を補強で加え “全北海道"を編成、都

市対抗初の東大出身選手、岩佐守投手 (三井

砂州から補強)ら の活躍もあって、北海道チ

ームとしては、第 1回大会以来の準決勝進出

を果たし、 3位に輝いた。

推薦出場の全鐘紡しυ反1粉 が2連勝した。

日本生命から片山公三、皆岡秀雄のバ .ノ テリ

ー、松井実、望月信彰の両内野手、中央ベイ

ントの香川正投手を補強、前回と変わらぬメ

ンパーだった力ヽ 2回戦から苦戦を強いられ

た。川崎市・り|1崎いす はヾコロムビアから宮

崎一大投手、富松信彦外野手、 トキヨから稲

葉 (高塚)誠治選手を補強 充実していた。

り|1崎が申盤に4点をリードすると鐘紡もイ咳リ

みに反撃、 9回に山い 塁打kさ らに

四球、安打などで二死二 。三塁とし、相手投手

の暴投で同点。11回には二死後四球の高橋久

雄右翼手が皆岡捕手の右翼線二塁打で弘

相手の中継ミスでやっとの思いの決勝点をあ

げた。九死に一生を得た鐘紡は大津市 。東洋

レーヨン戦も8回にブ退し点0麟珊

'ち

。高砂

町・鐘淵化学との準決勝も両軍合わせて86安

打の舌LIMとなった力ヽ 鐘紡はピンチになる

と松井遊撃手がマウンドに登り、きっちりと

抑えてしのぎ切った。

一方のゾーンはプロ野球。南海のファーム

といわれた大阪市。南海土建がスルスルと勝

ちあがった。若い井上慎―、有友敏投手が好

投、松本勇捕手、種田訓久三塁手、野口勝美

外野手がよく打ち、森中 の守りが

すばらしかった。

当時プロ野球経験者は1チーム3人までと

決まっていたヵ、南海土建は南海の二軍選手

を南海電鉄の保全、資材購入などの仕事をす

る子会社に就職させ、にわかに `t社会人チー

ム"をつくって出場した。初めてのケースで

全く特異なチームであった。

決勝は苦戦を競り勝ってきた鐘紡が7回決

勝点を奪って勝ち剛陰人の純血」を守った。

橋戸賞は投打に大奮闘の鐘紡 松井― 、

久慈賞は大阪市・野日外野手が獲得した。
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全鐘紡 (推薦 0大阪市)

初陣札幌、大暴れ 3位

初出場の札幌市・札幌スターズの活躍は目

覚 しかった。第一次予選で 5人、第二次の地

区予選で 5人 と規定いっぱい10人の補強を加

え、 2回戦で京都市・西京貨物に打ち勝つと

波に乗り、準々決勝では熱闘 16回の末、二瀬

田丁。日鉄二瀬を破った。オL幌は二瀬のエース

野見山を攻めたて 3回に5安打で 3点、 4回

にも横関の二塁打で 2点をリードした。二瀬

も監督の濃人、今久留主らの好打で4回、 8
回に1点ずつ返 した。 5回からリリーフの三

船力卦晰翻線 を9回 まで 1知 に抑え、 9回

裏金子、岡村両投手から3点を奪い同点。延

長に入ると札幌 。岩佐 二瀬・村上、久保山

が巧みに要所を締めるピッチングで16回 を迎

えた。

札幌はこの回、先頭の森が中堅手頭上を襲

う痛打、バ ノヽクしようとした中堅手が転倒、

球が転々とする間に二塁打とした。すかさず

岩佐が左犠飛を打ちあげ決勝点をあげた力ヽ

両軍あわせて29選手の総力戦。打数は札幌57、

二輛お%
札幌は準決勝で大阪市 。南海土建に敗れた

ものの、 3位決定戦で高砂町・鐘淵化学に競

り勝ち、北海道に第1回大会以来の朗報をも

たらした。

九州男児の純粋クラブ

前年準優勝、今大会も優勝候補の一角にあ

げられていた東京都 。熊谷組を2回戦で倒し

たのは、初出場の熊本市・熊本オオツカ。企

業チーム全盛となるなかで珍らしい純粋のク

ラブ・チームだ。全員力導日本県下の高校出身

者、大学卒業者ゼロ。技術より闘志でという

九州男児型のキビキビしたプレーをみせた。

熊本の長身左腕 。高野投手は重い速球で東

阪市】
田
梶
神
野

安点振球 【
打

５

４

１

３

４

４

２

０

０

４

３

１

０

中
岡
原
日
本
田
田
崎
野
下
上

大
⑨
⑦
Ｈ
③
②
⑤
③
Ｈ
３
⑥
①
Ｈ

覇
塁
吾橋岩富」井品認 贅,D距釧

松井好リリーフ、逃げ切る

全鐘紡は1回、 トップの吉岡が二塁打を放

ち、捕逸で三進すると岩中はすかさず中瓢

先取点をあげた。 4回 にも岩中が左翼席に本

塁打 2点をリー ドした。

大阪打戦は左腕・塩見の巧投に押えられて

いたが 5回、田中が中前打した二死後、野口

が左翼席に同点本塁打を打ち込み、試合を振

り出しに戻した。

井上の速球に苦しんでいた鐘紡だが 7回、

二塁打の高橋をバントで送った二死後、吉岡

の遊ゴロカ撤失を誘い、再びリードを奪った。

反撃の大阪は8回種田の二塁打などで一死

二・三塁と一打逆転のチャンスを迎えた。左

打者・横田のカウントが 1-1と なると、大

阪は右打者の山崎を代打に起用、鐘紡も左腕

・塩見から、右の松井を遊撃からリリーフに

送った。松井は落ちついたプレートさばきQ
この大ピンチを抑えた。

大阪 8安打 3四眠 鐘紡 5安打 2四球も大

阪の攻撃が優っていただけに、好守をみせた

望月、吉岡、志賀の内野陣と、松井の好継投

が光った。

プロニ軍の転向チーム

決勝に進出した大阪市・南海土建はプロ野

球ミ南海の二軍が転向したチーム。参加17チ

ームと激戦区だつた大阪予選でも中央ペイン

ト、日本生命などを倒 して代表になった。平

均年令19歳の若々しさだったカミ 翌年は投手

の井上慎一、有友敏t捕手の松本勇、藤野良

人、内野手の横田邦昭、種田訓久、森敵

外野手の田中=朗らが揃って南海に登録され

ている。

これまでの “社会人チーム"と は性格の違

ったチームだけに、決勝で全鐘紡が勝ったと

きには、都市対抗関係者は「よかった」と胸

をなでおろした。
大阪市ヽ 全館紡l調軍く2連覇を成しと!ス 黒獅子旗日日贅 グラウンドを一月、ファンの大歓声に応えた
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京を苦じめ、攻めては3回、東京 。本lll投手

に3鵡 Iヽを浴せて 3点、 4回には代った米

久尉 覧手から,馬場が本塁打を放って4点差。

東京も5「HJに木村の二塁打などで2点 を返

したが、熊本は6回米久保投手に3安打を集

中、 1点を加え、東京はその裏i支原の2ラ ン

で追いすがったものの及ばなかった。

得点は競っていたものの、試合内容では育目

本の快勝だった。

◇ 1試合最多安打36 戦剰勝の全鐘

紡 (推薦・大阪市)対高砂町・鐘淵化

学戦て鐘紡21、 高砂15安打で達成。延

長戦では第20回大会の函館市・太洋倶

楽菩隊寸大阪市・日本生命戦が14回 37安

打がある。

補強選手にやられた

大阪lド ・南海上建

森下整鎮 (正夫)内野手

八幡高から昭和26年、南海電鉄に入ネL都
市対抗に出場後チーム解散で、プロ野球南海

に入団。15年間内野手として活躍。30年には

盗塁王となった。現在鰍 者。

南海 11建 というのは、南海電鉄のひとつの

部で保全などの引事 をしていた。当時のプロ

野球南海ホークスはチームカが充実、なかな

か一軍にあカツ1ン ない選手も多かったし、プロ

野球の他球団には11卓があまりない時代で試
/iも できない。そこで会社はノンプロのチー

ムにしようと、昭和26年 に南海土建として社

会人野球に登録となった。都市対抗の大阪予

選に出て、中央ベイントや日本Jl命に勝つて

代表となったが、南海上建はこの年1年だけ

で解散となり、メンバーの大多数が南海に戻

つたこともあって、あとになってから、社会

人球界としては異質なチームと聞かされた。

でも、私は入社した年だし、プロの一軍経験

者はほとんどいなかつたから、変な気は全く

なかった。

とにかく試合をRDrtる のがうれしかった。

右の井上さん、左の有友さんのリレーで全

福島に勝った力ヽ 18歳の私としては、名前だ

け知っているプロ野球経験者●・IN‐iっていたチ

ームによく勝ったという気持ちだった。

だれ 1人、そんなに勝つとは思つていなか

つたので 決勝まで進んだときは、さすが繁

張した。

しかも相手は同じ大阪で推薦出場だった全

鐘紡。野口さん力ヽ司点本塁打したときは、勢

いから勝てるかとも思つたのだ力ヽ  7回に 1

点を取られた。それでも8回にうちは一妬 商

塁のチャンスをつくり私が打席についた。投

手は遊撃手からリリーフした日本生命から補

強の松井さん。私が遊ゴロ、最後は三振で追

いつけなかった。

うちは補強制度を活用しなかったため、鐘

紡が捕強したのだが、その松井さんにやられ

た思いがいまでも残る。

m5回 岐阜は一死後2番坂井が左越本塁打。喜びのナインに迎えられてホームイン。
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打安点
410
411
411
411
400

‖ 200

1回鵬戦

軍1鞄
「恥:|:

振球犠盗失残併
30  0

1回戦

幽備爾

振球犠盗失残併
70  5

新潟市

高砂町
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０
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＞
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０
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組
０
１
知

谷
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１
愛

熊

１
０
＜

＜

０
０
市

都
　
　
屋
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古

東
　
　
名
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▽本塁打 前田(鈴木実)本 間 (辻)

▽三塁打 大倉 児玉 高橋
1回戦

[[[|!][|ヤ
|:|11∫

【岐阜市】   打安点

3  [乾] |||
1  岩 城 101

8務 籍 :l:
5  西 谷 212

03量 ]:||
4H210

振球犠盗失残併
14  1

§桑量|||

37105
振球犠盗失残併
23  4

9柴 曇
`l:

▽本塁打 坂井 (藤倉)笹原 (森)池田 (森)

黒會」
鮒

)▽三塁打 杉戸 山内 木暮▽二塁打

【東京都】  打安点

3奎 ]|||
4  吉 田 000

0][:||
9 彙感 :::

振球犠盗失残併     12  2
44  1
▽本塁打 浅原 (久野勝)▽二塁打 木下 久野欽

振球犠盗失残併
71  0

前動 力風 全麹は 動

東京の熊谷組を先頭|ミ 出場20曖―

ムのナインが堂々と入場した開会式

2回戦
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川

市
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大
　
　
神

０

×

属
０
３
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２
０
油

軽
０
０
石

本

２
０
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０
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日
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浜
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横
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盗
　
札
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振
４
川

振球犠盗失残併
23  1

▽本塁打 中村田 ▽二塁打山田 中村鈴木 (大 )

2回戦

振球犠盗失残併
35  7
▽本塁打 吉村 (東口)▽二塁打 神田 長沼
▽二塁打 吉村 長沼

2回戦

ll[|[li;「
↑キ:1ll

安

０

２

０

１

２

３

０

０

打

４

４

５

４

５

６

６

０

回
沢
関
池
崎
田
川

森
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米
横
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川
前
吉
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⑥
り
◎
⑨
◎
③②
２
8 ⊆性::
1 金 子 000

4H210
振球犠盗失残併
310  4

▽三塁打 川瀬▽二塁打

γ塁署|||

3 [串] :||
1  大 西 300

0 尖算:|:

♀ 希悪 :::
37136

2回戦

[[II][1[「
T111:

2回戦

市

２
０
＞

阪

０
０

ゞ

大

０
０
す

ｏ
０
０

い

薦

１

０

崎

推
２
１
川

紡
０
２
市

鐘

０
０
崎

全
　
　
川

打安点
521
600
610
20
10
00
00
23
30
10
00
00
00

振球犠盗失残併
14  2
▽本塁打 山村弟 (岡本)

皆岡 平部 富村 望月

2回戦

▽二塁打 山村弟 岡本
金井

:][lil[」 ll111
打安点

島 谷 410
面 田 300
末 永 410
浅 原 310
山 本 000

433
400
400
400

振球犠盗失残併
52  1

▽本塁打 有村 (青田)

▽三塁打 浅原
▽二塁打 岩橋
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安

１
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１
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０
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０
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４

２

２

２

武
井
　
松
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2回戦

０

×

績

０
０

瀬

紡

０
２

ニ

島

０
０

鉄

川
２
１

日

市

　
　
町

阜

　
　

瀬

岐

　

　

二

力

０

０

ツ
ー
２

オ

０
２
＞

オ

ー
０
組

本

３
０
谷

熊

０
０
熊

市

　
　
都

本
　
　
一泉

熊

　
　
東

０

×

ン

０

０

市

ヨ
０
０
阪

一

〇

０

大

レ

０

０

ｏ

洋

０
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紡
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31  1
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44  5

7響 語
25留

鮮箭o
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【
]鐘

紡
息村| |]|

8 章獣:::
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8塚 鼻:〔 :

振球犠盗失残併
13  2

振球犠盗失残併
11  0
▽本塁打 平部 (鈴木)▽ 三塁打 加藤
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1  辻  320
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振球犠盗失残併
25  0
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準 決々勝

【大阪市】   打安点

:量 ]||
2  松 本 30

0言 i ll
H  山 崎 10
1  井 上 30

3373
振球犠盗失残併
04  1
▽本塁打 種田 (中 原)

高野 高山

1  井 上 300
④  大 森 210
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振球犠盗失残併
33  1

▽二塁打 馬場 川島
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幻のツーランホーマー

日柘 油 建内保興

日本石油の野球部が都市対抗野球で初優勝したのは昭和

31年の第27回大会のときである。私が野球部長に就任した

初めての年である。以来、私は野球部長として 5回、社長

になってから1回 と日石の 6回の優勝全てに直接的あるい

は間接的に関わることができた。都市対抗野球関係者とし

て、これ程数多 く勝利の美酒に酔いしれた経験をしている

のは私以外にはないであろうと密かに自負するとともにこ

のような幸運に巡り会えたことを有難 く思つている。

6回の優勝にはそれぞれ胸が熱 くなる思い出があり、数

え上げたらキリがない。 しかし、嬉しいことばかりではな

い。実はこの都市対抗野球に絡んでは、いまだに念頭から

はなれない無念な事件がある。むしろ華々しい歓喜に満ち

た優勝の記憶よりもこの悲痛で重苦しい記憶の方が鮮やか

によみがえると言つても過言ではない。

それは昭和43年の第39回大会のことである。前年に5回

目の優勝を果たし、連続優勝を狙う日石はユース平松政次

投手を大洋球団に送り込んだとは言え、前年12月 に米国西

海岸を武者修行して得た貴重な試合経験と共に、「殺人打

線」の異名をとる強力な打撃陣を擁し、戦前の予想でも優

勝の呼び声が高かった。順調に勝ち進んだ準決勝の相手は

浜松市代表の河合楽器Q 3対 1と リードを許した8回裏

の日石の攻撃だった。ランナーを1塁に置いて、 4番の主

砲・秋元国武は期待に応え、左翼中段に豪快なライナーの

同点ツーランホームランを放つた。この一発はそれまでの

沈鬱な雰囲気を一挙に吹き飛ばし、ベンチもスタンドの応

援団も沸きに沸いた。私も野球部長としてネット裏で観戦

していたのなべ 果然と見送る相手左翼手のはるか頭上を

越え、高々とスタンドで 2回 3回と跳ね上がる白球を見た

時、試合の流れがこちらに傾いたことをはつきり確信した。

ところが喜びも束の間であつた。次の瞬間、ホームラン

を打つた秋元が二塁ベースを踏まなかつたとして二塁ベー

スの後方に位置した塁審が高々と手を上げてアウトの宣告

をしているではないか。当然、1ヒ崎健二監督は抗議を申し

いれた。しかしながら審判団はその塁審を擁護すべ く頑と

して受け入れない。監督の執拗な抗議にも当方の譲歩を迫

るばかりだ。どうしても判定に従えない私は放棄試合覚悟

で選手たちを引き連れて退場することを決意した。左翼席

中段に跳ね返る堂々のホームランを二塁ベースに触れたか

触れないか微妙な点を殊更に取 り上げて事実を確かめるこ

ともなく、りP情にして馬鹿げた宣告を下した審判のもとで

試合を続行する気になれなかつたのである。私の行動を察

知した当時の山本英=郎大会審判委員長がとんできて正面

玄関を出ようとした私を制した。そして試合の継続を強く

要請した。私は山本氏の誠実なお人柄を良 く知つていた

し、山本氏も私の心情を良く知っていたと思う。山本氏の

真剣な説得が私の気持を動かした。納得できない気持ちに

変わりはなかったカミ 審判に試合を任せた以上、従わぎる

を得ない。悲憤に満ちた選手たちの顔を見ると、このまま

試合を再開するのは忍び難かつた力ヽ 「ならぬ堪忍するが

堪忍」と自分に言い問かせ、北崎監督に選手を引き連れて

ダッグアウトに戻るよう指示した。

試合の方は、結局 3対 2で階敗し、連覇の夢は断たれた

力ヽ もし、あの時、山本氏の真剣な制止と説得がなければ

日石はもはや都市対抗野球の一員たりえなかつただろう。

また、我々の 1時間にわたる抗議の間、興奮を抑え、混

乱もなく整然と試合の再開を待つていてくれた 1万余の応

援団のことも忘れられない。信じられない判定に応援団も

腹の虫がおさまらなかったのではないかと思う。宿合に引

き上げた応援団のリーダー達は肩を抱き合って号泣したと

思う。きつと吉田清応援団長 (現東京支店次長)は私以上

につらかつたに違いない。

この幻の「ツーランホーマー」は都市対抗野球が続 く限

り、今後も長 く語り継がれて行く出来事であろう。と同時

に私にとつても胸を締めつけられる出来事として記憶から

消し去ることのできない鮮烈な思い出なのである。

(現在、同社取締役会長)
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全鐘紡、史上初の 3連覇
大阪市・全鐘紡が史上初の 3連覇を成しと

げた。第60回大会まで破られない偉業であっ

た。

全鐘紡は前年度の優勝チームとして推薦出

場の資格があったのだが、補強問題がからみ、

推薦を辞退、大阪予選を勝ち抜いての代表だ

った。推薦ではない力ヽ 開会式直後の第 1試

合に登場、高知市 。四国銀行に19安打で10点

を奪い圧勝。 2回戦で吉原市 。大昭和製紙と

対戦した。大阪市は慶大、吉原市は早大出身

者が多く、「早慶戦の再現」であり、強豪同

士の激突とファンをわかせた。大阪・栄屋悦

男投手、吉原・吉江英四郎投手の投げ合いで

試合は進んだ。 7回大阪は山村博敏一塁手が

安打すると、吉原は4り |1俊男投手にリレー、

後続を断った。吉原も遊撃から回った大阪の

リリーフ、松井実投手 (日 本生命から補強)

を攻め一死 商塁としたが実らなかった。大阪

は8回、二殆 商塁。香川正左翼手 (中央ペイ

ントから補強)力注 中間二塁打、 2者を迎え

入れ これが決勝点となった。準決勝は対東

華やか槻応援をみせる常磐炭鉱のハワイアンダンサー

京都・熊谷組。東京は立大から入社した大沢

貞義投手を先発させたが、大阪は1回 に4番

・山本寸一塁手がいきなり2ラ ン。 5回には 9

番の志賀良宏二塁手から4安打の集中で 4点

を加えた。 4回 まで栄屋投手に無安打に抑え

られた東京は、7回 になって安打と四球で一、

二塁とし、坂井豊次二塁手 (明治座から補強)

が左翼本塁打、 3点 を返したものの及ばなか

った。

濃人渉監督が トップ打者、遊撃手で引っぱ

る二瀬町 。日銑コ頼力゙決進撃した。野見山博、

村上峻介の左右両投手が力投、前橋市 。大生

相互銀行に競り勝ち、高砂町・鐘淵化学には

野見山投手が 4安打完封。大津市 。東洋レー

ヨン戦も、いったんは逆転されながら8回に

追いつき、延長10回熊井二塁手の二塁打でチ

ャンスをつくり、大津は満塁策をとったカミ

押し出しの四球を得てサヨナラ勝ち。競り合

いに強いところをみせ、宇治山田市 。二重交

通も破って決勝に進んだが、大阪の猛打には

かなわなかった。

大阪は栄屋、平古場昭二投手が入社、日本

生命からの補強もいつも通りで、野球をよく

知り、力も技術も兼ねそなえた強チーム。橋

戸賞は前年に続いて投打で活躍の松井遊撃手

が史上初の連続受賞。首位打者も10打数 7安

打の志賀内野手、生還打賞も7打点の山村一

塁手と、個人賞も独占、強さのほどを示した。

久慈賞は二瀬町 。野見山投手に贈られた。な

おこの年から殊勲賞力瀾〒設され、大阪・香り||

外野手、二瀬・野見山投手ら9選手が受賞し

た。

2回戦の京都市 京都クラブ対佐賀大田脚丁・

杵島炭鉱戦は5回 に日没となって点灯、史上

初のナイトゲームとなった。
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日鉄二瀬、序盤逸機が響く

二瀬町 。日鉄二瀬が立ちあがり大阪市 。全

鐘紡のお株を奪う攻撃をみせた。先発・栄屋

に2回 まで 4安打を浴びせ、代った塚本も打

ち込み3回 2点をあげた。 1、 2回の好機を

ものにできなかったのは痛かったカミ 鋭いバ

ッテングは見事だった。

水着姿のタレントを繰り出したコ回ムビア嚇 くヽり

大阪打戦は野見山に3回 まで無走者に抑え

られていた力ヽ  4回望月の安打を足がかりに

香川の適時打、高橋の本塁打で逆転。
~瀬

が 6回に3安打で 1点 を返すと、大阪

は7回、皆岡、志賀の安打、敵失もからめ松

井の右越えランニング本塁打で4点。 8回に

も香川の三塁打などで 3点を加え勝負を決め

た。

大阪は平古場までつぎ込み、二瀬も4投手

のリレーとなった力ヽ 大阪の強力打戦は目を

見張るばかり。大きくリードされながら、最緩

まで反撃した二瀬の戦いぶりは立派だった。

創設の殊勲賞に 9選手

この大会から「試合を勝利に導いた功績の

特に顕著な選手」に殊勲賞が贈られることに

なり、次の 9選手が受賞した。

大沢貞義投手 (東京)香川正外野手 (大阪)

野見山博投手 (二瀬)今久留主功外野手 (二

瀬)中崎義夫外野手 (宇治山田)衛藤正三塁

手 (_in I●村博敏一塁手 (大阪)月賠「力投

手 (宇治山田)高橋久雄外野手 (大随

世界選手権また 1勝 4敗
第2回 アマチュア野球世界選手権は9月 12

日から、東京、大阪で7回戦  4勝洗勝帝1で

行われた。

対戦相手は8月 15日 から米国カンサス州ウ

イチタで開かれた全米ノンプロ野球大会に優

勝したコロニアルズ。日本は都市対抗優勝の

全鐘紡を中′いにした全日本を編成、対戦 した

力ヽ 前回と同じく1勝 4敗に終わった。

全日本メンバー

総監督 牧野 直隆 (全鐘紡)

監 督 大槻 守治 (全鐘紡)

投 手 平古場昭二 (全鐘紡)

栄屋 悦男 (全鐘紡)

力安  駿 (全圏齢

塚本慶太郎 (全瞳紡)

大沢 貞義 條ヨ谷①

米久保庄内 (全藤倉)

捕 手 皆岡 秀雄 (日 本生命)

広瀬  明 (全鐘紡)

宮原  実 (日 本鋼瞥)

石垣 一夫 (常盤炭破)

内野手 山村 博敏 (全鐘紡)

山口  知 (全国防)

高見  宏 (全鐘紡)

剰電 ブus(`≧

`者

旨市方)

吉岡  宏 (鋤 )

志賀 良宏 (全鐘紡)

松井  実 (日 本生命)

望月 信彰 (日 本生命)

坂井 豊司 (明治座)

外野手 岩本 要三 (全鐘紡)

岩中 英和 (全鐘紡)

高橋 久雄 (全鐘紡)

平部 俊行 (全鐘紡)

香川  正 (中央ペイント)

荒川 宗一 (大昭和製紙)

史上初の3連覇を果たした級 全鐘紘 黒獅子旗を受ける鐵ほ 出離J専



全国の予選を勝ち抜いた191u獅 、ホームにむかっellした華やかな開会式

出ましたラインダンス

本格的なスタンドの応援合戦はこの大会あ

たりから始まった。東京都・熊谷組は、いま

やイ云統となったハシゴ乗り、マ トイの応援で

ファンのどきもを抜き、伊勢神喧のおひざ元、

初出場の宇治山田市 。二重交通の応援には、

真珠を採る海女も姿をみせてスタンドをあお

った。

湯本町・常盤炭砿の応援団は、造花のレイ

を首にかけたワンピース姿の美女一団がライ

ンダンスを披露した。

最もはなやかだったのは12年ぶり出場の川

崎市・コロムビア。武藤会長の号令一下、高

倉敏、加藤雅夫、増田六郎、山田陽子ら当代

人気の流行歌手、漫才の青空 トップ、ライト

ら、芸能人80人を動員、さらにストリッパー

の紐マユミ、飯塚るみ両嬢が水着姿で登場、

スタンドの目を奪った。

ラジオ 2局で電波含戦

都市対抗人気を反映してNHKと民放のラジ

オ東京の 2局が中継放送を行い、“電波合戦"

となった。

NHKに は出場チームの地元局からアナウ

ンサーを動員、攻守交代の合い間には、その地

方地方のローカル色豊かな話題を放送した。

ラジオ東京はアマチュア野球とあって、異

例のスポンサー抜きの放送だった。

二重交通 3年目の 3位

東京都・熊谷組対「隷台山田市 。二重交通の

3位決定戦は息づ まる投手戦となった。

宇治山田。服部投手は重い速球とカープで、

東京 。大沢投手を上まわる力投。宗台山田は

6回一死二・三塁とし、スクイズを試みたカミ

大沢投手は冷静にウエストしてかわした。東

京は7回から速球の本田投手がリリーフ、投

げ合いが続き、延長戦になった。

そして13回、宇治山田は西谷遊撃手が安打

した一瑠 ム 荻本左翼手は右中間を深々と破

る殊勲打を放ってサヨナラ勝ち、服部の力投

に応え、二重交通はチーム創設 3年 目の初出

場で 3位 となった。

大きな仕事ができたの思い

大阪市・全鐘紡

松井実選手

(日本生命から補強)

海草中から昭和 14年藤倉電線に入社 その

年優勝。復員後全大阪を経て日本生命入り。全

鐘紡に補強され21回大会から3連覇に貢献、

22、 23回大会で初の橋戸賞連続受賞。

いまふり返つてみると野球が好きだったと

いうことだろう。和歌山の新北/J弩%あ らヽず

っと一緒だった捕手の皆岡秀雄と二人三脚の

ように歩いた都市対抗の道は、私の人生その

ものだつた。

藤倉電線に入社した年に、吉田正男さんら

と優勝し、ニューギニアで終戦を迎え、マラ

リヤ、栄養失調でフラフラになって故郷の和

歌山に帰り、荘保商店時代は全大阪でプレー。

24年に日本生命に入社して、25年から全鐘紡

に補強されて3連勝。4回も黒獅子旗を手に

できた喜びは、文字通り「大きな仕事ができ

たものだ」の思いがする。

やはり鮮明な記憶として残るのは橋戸賞を

頂いた第22回、23回大会だ。

22回大会ではビンチでリリーフに立つこと

力,多かった力ヽ コントロールには自信があつ

たし、わずか2、 3球のウォームアップで投

げられる肩の強さで切り抜けられた。「打た

せりやいい」の気持ち(走 者を背負った場

面でも、いつもと変わらなかつた。横から投

げる球力・シュートしたり、スライドしたり。

球に伸びがあつたのがよかつたのだろう。で

も、内野の球まわしの時の送球でも、1攪が10

投の効果になるように真剣に投げたものだ。

23回大会は2回戦の大昭和の試合が苦しか

った力1 7回にリリーフして一殖商塁を切り

抜け、 8回に私の安打から逆に満塁とし、や

はり楠寓笏割l:I"S2点 二塁打。これが決勝

点で勝ち進み、決勝の二瀬戦では1点差 に迫

られた直後に2点ランニング本塁打。

史上初の橋戸賞連続は夢にも思わなかつた

感激(私 の野球生活の宝としていまでも大

切に飾ってある。
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都市対抗野球に敬意と感謝

大昭和製紙 斉藤了英

昭和28年 7月 12日 。この日は、私にとつても大昭和製紙

株式会社にとつても、忘れられぬ日であります。大昭和製

紙野球部が第24回都市対抗野球大会で優勝、初の日本一の

座を勝ちとつた日です。この全国制覇で会社も社員の士気

も大いに向上。大昭和製紙の心意気を内外に示し、これを

機に飛躍する足掛かりとなりました。

第二次世界大戦が終わつてから8年。当時の都市対抗野

球の話題、大げさにいえば日本のアマチュア野球界に示す

ファンの目は、無敵を誇る大阪代表の全鐘紡が狙う、 4連

覇にどこのポ赫あ スゞトップをかけるかにしばられていまし

た。

全鐘紡の監督は牧野直隆 (現日本高校野球連盟会長)。

大昭和は、専務だつた私嗚斉藤了英。この両チームが勝ち

進み、決勝で相まみえることになったのです。両者の顔合

わせは、早稲田色の強い大昭和と、慶応義塾カラーの鐘紡

といつた背景もあつて、大変な人気を集めました。

後楽園球場は、朝早 くから大勢のファンがつめかけ、ど

うしても入場券が手に入らずに引き揚げる人が何千人もい

たといわれます。地元の富士、吉原両市から応援に駆けつ

けた大勢の人達も入場できず、球場をとり巻き、場内から

湧きおこる歓声に一喜一憂しておりました。

試合は予想通りの力強い投手戦を展開。大昭和が 3回に

1点を犠 6回には石井藤吉郎、lLJII桂太郎の快打で 2

点を追加、黒柳巽投手が全鐘紡の強力打線を抑え3-0で

完封勝ち。初の王座につきました。東日本に黒獅子旗が渡

るのは、実に14年ぶりのことで、私個人にとつても、生涯

で忘れられない感激の日でした。その感激は、ただ、野球

に勝ったというだけのものではありません。都市対抗とい

う伝統のある大会に仲間入りできた、という喜びもあった

のです。

昭和 2年、大連満州倶楽部の優勝で幕を開けた都市対抗

野球は、伝統のある大会であります。戦前は神宮球場で活

躍した選手たちをはじめ、大学野球の名選手たちが東京、

大阪をはじめ、中国東北部や、朝鮮にあつた満州倶楽部、

全京城などの中心選手となつて、年に 1度、東京に集まり

王座を競つたのです。戦後は、そうした土台のうえに郷土

の期待をになうチームが続々と出現 60年の歴史を持つこ

の大会は、ますます盛大に栄えているのであります。

私共の大昭和製紙野球部の本格的活動は戦後間もなくで

あります。食糧をはじめ、あらゆる物資が不足し、人々は

その日、その日を生きるのが精一杯。大昭和製紙も戦争で

工場機能が大打撃を受けるなど、すさんだ世の中でありま

した。そういうなかで大昭和が野球部を倉J設したのは、社

員の団結心を高め、士気の昂揚を図るとともに、大昭和製

紙の心意気を内外に示すのも大きな目的だつたのです。そ

うした時代に、野球を愛した浅井礼三、石坂光雄、飯島三

四郎、石井藤吉郎、荒川宗一君ら早稲田の面々が私のとこ

ろに集まつてきました。私が監督となり、こうした選手た

ちとともにチームの強化に心血をそそいだのです。これが

私の都市対抗野球への第一歩だつたのです。そして今日の

大昭和製紙野球部があるのは、中部地区、 とりわけ静岡県

下の都市対抗予選で切磋琢磨しあう日本軽金属さん、河合

楽器さん、日本楽器さんの大きな存在と思恵も忘れられな

いことであります。

大昭和製紙北海道チームも昭和49年、多くの先人たちが

挑戦しても成し得なかつた「黒獅子旗、津軽の海を渡る」

の大快挙を成し遂げることができました。

私は都市対抗野球60周年記念にあたり、「人の 5倍、10

倍も努力すれ|よ 人生においても不可能はない」という教

訓を授けてくださつた都市対抗野球大会に、心から感謝を

している者の 1人であります。

(現在、同社代表取締役名誉会長)
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優勝チームはハワイ遠征
都市対抗優勝チームをハワイに遠征させる

ことが 1月 の社会人野球協会総会で決定 し

た。優勝チームの海外遠征は、前回優勝の全

鐘紡がフィリピン野球協会に招かな この年

の 5月 、マニラに行ったが大会終了直後に派

遣するのは初めてのこと。そのため大会期間

を大幅に繰 り上げ、 7月 5日 から20チームが

参加して行われた。

優勝を競ったのは、前人未到の 4連覇を目

指す推薦・全鐘紡と吉原市 。大昭和製紙だっ

た。

鐘紡は今回は推薦を受け、“単独"チーム。

第19回大会に初出場以来 5度 目の後楽園、メ

キメキカをつけてきた吉原市とは、東西の横

綱をうたわれたうえ、鐘紡は牧野直隆監督を

初め、平古場昭二投手、種田吉富捕手、高見

宏、松本 豊、吉岡 宏の内野手、岩中英和、

高橋久雄両外野手と慶大出でチームを固め、

一方吉原は斉藤了英監督、吉江英四郎投手、

海部和夫内野手、石井藤吉郎、刑 ‖宗一両外

野手と主力は早大出。まさしく “早慶戦"の

様相を呈し、ファンをわかせた。超 商員で入

場できなかった観客は 1万人を超えたほどの

人気だった。

19歳の吉原の黒柳 巽。23歳の鐘紡の栄屋

悦男と若手両投手の投げ合いは黒柳投手が鐘

紡打線を 1安打で完封。悲願の初優勝を果し

た。

吉原は1回戦で大阪市 。日本生命に10安打

を浴せて終盤逆転勝ち。砂州町・東洋高圧砂

りlk高知市 。土佐電鉄を破って準決勝の大津

市 。東洋レーヨン軋 黒柳投手の調子が悪〈

6回、逆転されたものの、その裏、石井中堅

手の痛打を皮切 りに1り I卜 6ヽ-、  日下

部郁郎捕手 (日 軽金から補強)の安打などで

3点。代った東口義松投手が 7回 に1点差に

迫られはしたが、 8回高橋敏■塁手 (日 軽金

から補強)の本塁打などで 3点を加えとどめ

を刺した。

鐘紡も1回戦の京都市 。旋風クラブから佐

賀大田脚丁・杵島炭鉱、東京都・熊谷組を栄屋、

平古場、本庄賢投手の好投で零封。準決勝の

岡山市・岡山鉄道局戦も1回に岩中中堅手が

2点本塁打、早々とペースをつかみ、 3投手

のリレーで岡山市に1点 を許したものの快勝

だった。

吉原市の優勝は、黒柳子旗が14年ぶりに東

日本に戻ってきたことであり、第13回大会に

東京都・藤倉電線が優勝して以来、ずっと続

いていた西高東低の流れを変え、東日本勢が

巻き返すきっかけになった。

橋戸賞は吉原・黒柳投手に贈られ 久慈賞

は鐘紡の種田捕手。

大会第 2日 目の 1回戦、岐阜市・り|1島紡績

対東京 。熊谷組戦は、見応えのある投手戦と

なり、延長19回東京都がサヨナラ勝ち。最長

延長記録を更新した。

この大会から選手に背番号がつけられた。
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前 橋 市・ 大 生 相 互 銀 行 1

高 知 市・土 佐 電 鉄 2

砂 川 町・ 東 洋 高 圧 砂 川

吉 原 市・大 昭 和 製 紙 8

大 阪 市・ 日 本 生 命 4
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東京は4回途中まで 5安打された大沢を東

大出の蒲池に代え、岐阜の左腕塩兄 も7回途

中d服部にマウンドをゆずった。蒲池は外角

へのカープを巧みに使い、服部はバ ンヽクの好

守もあり重い速球で東京打線を抑えた。

そして19回、東京は滝峠が三塁ベースに当

たる内野安打、中村が送ったあと、 8番の吉

田の一撃は左翼手頭上を破 り、フェンスに直

接当たる二塁打となって、滝峠が生還。東京

がサヨナラ勝ちを果 し、 3時間3満の熱戦に

ピリオドをうった。

ますます華麗に応援合戦
会社あげての応援合戦はますます華やかに

なり、川崎市 。日本コロムビアは上京した栃

木県真岡工場の200人も加え1000人を

越える応援団。歌手ら芸能人も総動員したう

開会式で入場行進のあと、ダイヤモンドに整列し

え、コロネーション・ダンスと銘うって王冠

をかぶったNDTのダンサーが10人揃って派

手なラインダンス。脚線美を披露すれ
`よ

満員

のスタンドは試合そっちのけで大拍手。

さすが沢村貞子の予想

女子大自時代から野球が好きで東京六大学

リーグには日参したほどのファンの女優の沢

村貞子さん。

準々決勝の行われた、第 6日 にネット裏で

じっと観戦していたが「都市対抗は神宮でお

なじみの選手が年に 1度集まる大会。六大学

以外の選手でも、地方出身の方は郷土のチー

ムがやってくるとなつかしがり、本当にいい

大会。決勝にも来るつもりです力ヽ 決勝戦は

やはり全鐘紡と大昭和製紙になるでしょう」

とズバリ。さすが長年の都市対抗ファンだ。
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露言塀菅琴
▽三塁打 北川▽二塁打 種田▽ 1時間50分

19歳、許した走者 3人だけ

弱冠19歳、吉原市 。大昭和製紙の若きエー

ス黒柳がすばらしいピッチングをみせた。速

球は威力十分で低めにコントロールさ力ι ド

ロップは角度、落差が大きく、市|1球力もよか

った。

吉原はカープの定まらない全鐘紡・栄屋を

攻め、 3回上仲が四球で歩き、杉村の三ゴロ

洲敵失を誘って一 。二塁。二死後主軸打者を

警戒じ過ぎた栄屋から、荒川 、石井が連続四

球を選び、押し出しで 1点 を先取した。

吉原市は6回にも石井が安打を放ち、1り ||

が中越え二塁打、代行の遠井も左前適時打を

続けて 2点を加えた。

黒柳は鐘紡の強打線を力で抑え切り、許じ

た走者は種田の 1安打と2四球だけ。危な気

ないピッチングで完封した。

19回 3時間39分の熱戦

大会記録となる延長19回の接戦を演じた岐

阜市・川島紡績対東京都・熊飢 4回 まで

ともに堂々と競り合って3-3となった。

大昭和主体に遠征23人

優勝した大昭和製紙を主体とする全日本が

編成され  7月 30日 出発、ハワイで12試合行

った。ハワイ遠征メンバー

監  督  斉藤 了英  RII召和製紙)

助監督   山県 将泰  伏 昭和蠅

コーニチ    :発片 礼三  脚 召和期

主  将  石井藤吉郎  脚 召和製紙)

投 手 黒柳 巽 脚 召和蝸

東口 義松  伏 昭和製働

吉江英四郎  脚 召和製紙)

イリ|1 俊男  (大昭和製紙)

栄屋 悦男  (全鐘紡)

蒲池 信二  (二 ノヽポンじ=ル )
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捕  手

内  野

府印|1 豪トー

種田 吉富

山県 将泰

朝比奈二郎

高橋  敏

Jり |1桂大讀6

材 寸 距諺

松井  実

木村 保之

荒川 崇一

石井藤吉郎

浅井 礼三

徳丸 幸助

(却召オロ,↓細烏)

(`≧

`L菫

3キプテ)

C大』召和製陶

脚 召和製紙)

(日 重kttD

(大昭和製紙)

(却制 難 )

(日 本生命)

0‖濠静緩添責)

脚 召和製紙)

脚 召和蜘

(大昭和製紙)

脚 召和製紙)

ロングリリーフ14回 2ノ3

5回の一死後マウンドにあがり延長19回、

サヨナラ勝ちを収めるまで14回 2/3を投げ

抜いた東京都の熊谷組の蒲池Ю二 ソヽポンピー

ルから補強されての出場だバ 東大時代に比

へ、ウェイトが増しスピードカ功口わった。

「岐阜の打者は大振 りの人が多かったから、

落ちるシュー トを多投した。ストレー トは外

角の低めにしか投げなかった」と、大ロング

リリーフの好投を振り返った力ヽ 強打で鳴る

岐阜打線を抑え切った調 1歯的なピッチングは

光った。

◇最多延長19回  2回戦の岐阜市・

川島紡績対東京都靖
=谷

組の試合は、途

中からリリーフした岐阜・月賠「力 (三

重交通から補強)、 東京・蒲池信二

(ニ ッポンピールから補強)両投手の

投げ合いで延長19回 と最長記録をつく

った。従来記録は第4回大会1回戦の

全神戸対鹿児島鉄道局の17回。

念願の初日勝を果たし、黒獅予旗を受ける山県助監督

感激した地元の歓迎

吉原市 。大昭和製紙

石井藤吉郎外野手

復員して早大を犠 昭和%年大昭和製紙に

入社 強打者として鳴らした。早大監督も勤

― 日極 連盟常務理事。靭 制

の観光協会 体育協会会長。

決勝で鐘紡と対戦した力ヽ 前年は初戦で鐘

紡にやられていたからどうしても勝ちたかっ

た。しかも大昭和は早稲田カラーが強く、鐘

紡は慶応色ということもあつて、フアンの方

の々開いも高く、我々も意識した。

3回に二死二。三塁で鐘紡の栄屋悦男投手

は3番の荒川宗一を調な わたしと勝負にき

た。「よし」と打席についたのだカミ ポール

ばかりでカウント0-3。 すっかり打ち気を

そがれてしまい、 1度 もバットを振らずに2

-3から2明こ押し出しで先取点となつた。

6回にはわたしヵ按打すると1り :躍トータ防オセ

ンターオーバーの二塁打。次に代打の早稲田

の後輩で新人の遠井敏夫が初球を振り抜いて

素晴らしい当りの左前適時打。「これで勝つ

た」と思つた。

吉江英四郎さん、イリll俊男さん、東口義裕

ら、投手陣が熟年組だつたので、この試合ま

では守っていて不安があったヵミ決勝では黒

柳興力ヽ それこそ一世一代のビッチングをし

ていたので咳|いだつた。

全盛の鐘紡を倒しての初優勝だつたから、

うれしさも格別だつた力ヽ 黒獅子旗を持つて

帰つてきたときの地元の歓迎ぶりは今でも忘

れられない。すごいなんていうものじゃなく、

沼津の駅前も人の波だった力ヽ 吉原駅では花

火はあ力fる 、提超輌例力鶴 まる。とにかく駅

前広場に出るまでが大変だったほどだ。吉原

始まつて以来の人出といわれた。

会社も喜んでくれた力ヽ 大昭和の基盤を確

立したという点(こ の年の優勝は、大きな

意義があったと思つている。
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戦前・戦後の都市対抗に参加して

鐵 紡 牧野直隆

私は都市対抗野球大会とは誠にご勒 架ヾい。昭和 9年の

春、慶大を卒業して鐘紡淀川工場に配属されたが、その時、

早大の三原脩君と共に全大阪チームの一員となつた。

その時のメンバーは15人で投手は伊達正男君ただ 1人。

1回戦、全大阪 3-0名古屋鉄道局

2回戦、全大阪8-7東京倶楽部

準麟 、全大阪 6-0'blJl14即 請『

決勝戦、全大阪7-6八幡製鉄

この 4試合の中で第 1試合は出場者10‐Z、 あとの 3試合は

9名 と同じ顔ぶれであり、伊達投手は炎天下の連投ながら

よく頑張つてくれた。いつも合宿を出る時に崚 (マムシ)

の粉を飲んで試合にのぞんだことが印象的であつた。

特に東京倶楽部戦は3回までに7-0と 引きはなされて

いたのを8回には同点、 9回勝ち越しと奇跡的な勝利をつ

かむことができた。

当時の東京倶楽部は有り余る東京六大学のOBか ら選ん

だ素晴らしい顔ぶれてであり、宮武、桝、杉井、苅田、井

川、中島君ら強打者を揃えたチーム、優勝候補の第一であ

つたと思う。

ただ 3回 までに7点のリードに多少気を許すところがあ

つたのであろうか。後半波に乗った大阪勢の追撃を止める

ことが出来なかつた。

決勝における八幡製鉄戦は抜きつ抜かれつのシーソーゲ

ームで延長10回のサヨナラ勝ちとなつたカミ 忘れることの

出来ない一戦であつた。

50数年を経た今日、全大阪の優勝の要因を考えてみると、

心理的な面で

1.小人数でチームワークが良かつたこと。

2.1人 1人がベースボールを良く知つていてゲームを

楽しんでいたこと。

そんなこと力ヽ思い出される。私ごとで恐縮だが残された

記録を見ると、学生時代さほど好打者でもなかつた私が16

打数 8安打、同点打や決勝打も含まれているので自分自身

未だに信じられない思いである。敢えて理由づければ学生

時代の重い責任 (慶大野球部主将)か ら解放されて、お互

いに学閥意識もなく、野球仲間が集まつて好きな野球が存

分にできたということではないだろうか。この気持ちは私

だけでなくチーム全員も同じ′じV睛で大々チヤンスに貴重な

一打を放つている。

投手と打者が相対する時に平常心というか無心という

か、大変難しいことだがその心境に近づいた方が勝ち。そ

んなことを学ばせてくれた全大限 昭和 9年の初優勝であ

った。

翌10年は幹部候補生として、中野電信隊に入営中であつ

たので全大阪には参加できなかつた力ヽ 11年、12年と出場

することが出来た。

特に11年の出場は、今思い出しても微笑ましいエビソー

ドがある。それは都市対抗の時期と中野電信隊での見習士

官教育が重なつてしまつたので、自分としては参加を諦め

ていたところ、ある日私のいる中隊に大隊長 (K少佐)が

乗馬で来られ「中隊長はおるか。牧野見習士官の外出を許

してやれ」といわれ、都市対抗出場の機会に恵まれたので

ある。その頃、外出許可を頼むような状況ではなかつたの

で、恐らく大隊長の一存であつたように思う。大隊長が大

の野球好きであつたことは後から聞いた力ヽ 当時の厳しい

軍隊生活の中で誠に粋な取り計らいをして下つたことは、

都市対抗に対する社会的な関心も高かつたこともあろう

し、その時代を懐しく思い出す次第である。

戦後、全鐘紡チームを編成し3連覇を軸に6年間に4回

の優勝を果すことが出来た力ヽ 監督として頭にあつたこと

は全大阪の体験を基に伸び伸び野球をやらせることだつ

た。

全鐘紡も優勝までには逆転勝利が数多くあつたカミ 選手

が固くならないこと力う勝負を決めていたと思う。 甲子園

の高校野球でも笑顔の監督さんのチームがカー杯の戦いぶ

りで、大方の予想を覆し優勝した例がある。

表現が難しい力ヽ 日本の野球にはゲームをもつと楽しむ

心がプレーヤーにもあつて良いのではないだろうか。

(現在、日本高校野球連盟会長)
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第25回大会輝TW脳期ボ艦蔀
楽躙

推薦吉原市・大 昭 和 製 紙 1

宇治山田市・二 重 交 通 4

立 川 市・立 川 A10
福 山 市・備 後 通 運 3

高 砂 町・鐘 淵 化 学 5

川 崎 市・り|1崎 ト キ コ

富 士 市・本 州 製 紙 0

東 京 都・全  藤  倉 7

函 館 市・太 洋 倶 楽 部
二 瀬 町・ 日 鉄 二 瀬 0

京 都 市・ 全  大  丸 1

吹 田 市・大阪鉄道局吹田クラブ

神 戸 市・ 神 戸 製 鋼 1

釜 石 市・富 士 鉄 釜 石 6

名古屋市・名 古 屋 鉄 道 局

鹿児島市・鹿 児 島 鉄 道 局 1
横 浜 市 0日 本 鋼 管 4

大 津 市・ 東 洋 レ ー ヨ ン

八 幡 市・八 幡 製 鉄 5

高 崎 市・ 高 崎 鉄 道 局 3

大 阪 市・ 日 本 生 命

東 京 都 0ニ ッポ ンピール 5

高 松 市 0四 国 鉄 道 局 0

宮 山 市・ Jヒ 陸 銀 行 2

大 阪 市 0全  鐘  紡 3

八
幡
製
鉄

3位決定戦 川崎市10-5釜石市

の古豪同志の対戦となった力ヽ スタートから

波乱に富んだ大会だった。

開会式直後の第 1戦で推薦出場の大昭和製

紙が宇治山田市 。二重交通に敗れ去った。宇

治山田市は服部力投手が制球力のいいピッチ

ングで大昭和打線を抑え、打っては黒柳巽、

東口義松、吉沢英四郎 3投手を打ち崩した。

候補の一角、二瀬町 。日鉄二瀬も京都市 。

全大丸に1回戦で敗退、高砂町・鐘淵化学も、

川崎市 。川崎 トキコの20歳の新鋭、岡本教平

投手に史上 2度 目の無安打無得点試合を喫し

姿を消した。準決勝に勝ち進んできたのは、

宇治山田市と壮烈な打ちあいを演じ、 1試合

4本塁打の攻撃で打ち勝った川崎市。富士市

。本州製紙を3安打、函館市 。太洋倶楽部を

6安打、吹田市 。大阪鉄道局吹田クラプを7

安打で 3連続完封の快投を演した西村一孔投

手を擁する東京都 。全藤倉。 1回戦の高崎市

・高崎鉄道局と延長13回 を戦い、国方博二塁

手の殊勲打でやっと勝ち、続く大阪市 。日本

生命、全鐘紡の両強豪に 1点差で競り勝つ勝

負強さを発揮した八幡市。それに強打者、岩

本義行外野手 (水沢駒形クラブから補強)や

福田保二塁手、古賀春人遊撃手らの打線で強

敵をつぎつぎ倒し、台風の日となった釜石市

°昌士鉄釜石の4チ ームo

準決勝でも好調な川崎市打線は、 1回早 く

も東京都 。西村投手から2点を奪い、連続無

失点記録をストップさせ 4回でKOした。し

かし、東京都は1点 をリードされた7回、石

原照雄三塁手が逆転 2ラ ン。打線に火がつい

て、一気に6点をあげ決勝に進出した。

元気だった釜石も、 4番の岩本外野手の適

時打で 1点をあげたものの、八幡市。福島一雄

畑間正夫両投手に抑えらオヽ 健闘もここまで

だった。

決勝は東京都が 1回 に高遠伸一右翼手の二

塁打で 2点を先取 したものの、長打力のある

八幡市は、 3回井原数P=塁手が3ラ ン本塁

打 して逆転。 5回にも石橋英俊左翼手力逃i翼

2ラ ン、東京都・全藤倉の15年ぶりの夢を立

ち切った。八幡市・八幡製鉄は第11回大会以

来、17年ぶり2回 目の優勝となった。

橋戸賞は逆転打を重ねた八幡市 。井原二塁

手、久慈賞は東京者F。 大館盈六遊撃手に贈ら

れた。好勝負、激戦力斗目次ぎ、数多くの大会

記録が生れた。

記念大会に最多の25チーム
第25回記念大会は、史上最高25チ ームが参

加、大会日程のなかに本格的にナイトゲーム

も取り入れ  8月 1日 から最長の 9日 間行わ

れた。

決勝は東京都・全藤倉と八幡市・八幡製鉄
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八幡 “鉄"壁の守り
八幡製鉄の福島、東京都・全藤倉の西本t

ともに5連投のエースが先発したが、やはり

疲れから球にいつもの威力がとぼしかった。

東京は福島の立ちあがりを攻めて1回先頭

の西尾が三塁打。二死後 4番の大館を敬遠気

味に歩かせたカミ 続 く高速は福島のカープを

狙い打ち、左翼フェンスを直撃する二塁打を

放って2点を先取した。

しかし、八幡も3回、小林が安打、国方四

球の一 。二塁に当たりの出ている井原が2-

1と 追い込まれながら高めのカープを左翼席

に打ち込んで逆転 した。

東京は4回 、鈴木の安打と2四球で二死満

塁。ここで八幡は福島から畑間にスイッチ、

ピンチを切 り抜けたのが大きく、 5回 には石

橋が 2-2か らのカーブを左翼に 2点本塁

打、差を広げた。東京も5回からマウンドに

あがった本田が八幡打線を抑える一方、8回

天野が三塁打、福永が中前に安抒性の小飛球

をあげたが、二塁手の国方の美技に阻まオu
9回にも代打の田所と石原が連安打 したが、

横手から浮きあがる球で力投する畑間に後続

を断たれた。

八幡の長打力が東京を圧した試合ではあっ

たが、 リリーフ畑間の好投と、内外野の堅い

守りはコ晨だつた。

17年ぶりの優勝を果した八幡市・八幡製鉄

は、JけJll予選で日鉄二瀬に負けた。記念大

会で参加チームが25に ふえ、月 11は南北刃 '‖

の 1位がまず餓  2位同士カサ載 その勝

者の3チームが出場できることになり、八幡

製鉄は大分鉄道局を5-0、 12-1で降して、

九州第 3代表として出場したのだ。

それだけに大会前は下馬評にもあがらず、

しかも組み合せ抽選は加藤巳佐久監督が引い

た結果、強豪ひじめく最激戦のプロックを引

き当ててしまった。

東京都・全藤倉を破って優勝を決めると、

加藤監督は、「技術を超越 した精神力の勝利。

最初から強豪とぶつかって苦戦 したのが、む

しろ幸運で、試合ごとにナインが自信をもち、

カカ湮的 あがってきたのが勝因です。」と日

頭を熱 くした。

富士鉄登石は男のニオイ

いっ:よ つ応臓 Sヽ り。勢

いあるトラの舞いも出た

水野  勲 (東 大)

加藤巳佐久 (慶 大)

畑間 正夫 (台JL工高)

内田蒼生也 (台北工高)

福島 一雄 (早 大)

金具 洋右 (柳井高)

浜崎  亘 (呉市工高)

上迫  弘 (東筑高)

小林 源仁 (専 大)

池田t7111男 (小倉高)

泰野 譲二 (下関商高)

江崎 富男 (小倉高)

赤木 美方 (早 大)

藤本 健二 (下関商高)

国方  博 (明 大)

宮崎 康之 (早 大)

下馬評にも上らず優勝 優勝した八幡市・

八幡製鉄メンバー

長

督

手

部

監

投
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野外

井原 数巳

小曽根豊彦

硫 難

北岡 徳市

樹 寸 勇

井生 元固

手島 忠良

田中 和徳

山本  卓

剛 島商高)

曖 大)

(中 大)

(明 大)

(小倉高)

優 カ

(鹿児島商高)

(鹿児島商高)

(糸島高)

祗回の舞子さんに人気
祗園の舞子さんが初めて後楽園でおどりを

披露、ヤンヤの喝朱を浴びた。

東京進出の開店準備中の京都市 。全大九の

応援風景。なんと4000人もの応援団を集

め、全員が店名入りのウチワを振ってのにぎ

やかな応援だったが、やはり人気は舞子さん。

4人で「京の四季」「わしが在所」などのお

どりを演してみせた。

ナイターでOB紅白戦

第25回記念大会を祝う往年の名選手 (40歳

以Jに よる紅自戦が大会第 7日 、ナイター

で行われた。

紅軍は泉谷祐勝監督 (73歳)で、自軍は桜

井弥一郎監督 (72歳 )。 両監督に小型の黒獅

子旗が授与され 渡瀬毎日新聞社主幹、宮原

協会会長のバッテリーで始球式。

小野三千磨 (副会長)、 中沢不二雄 (大連

i制11倶楽部)、 本田竹蔵 (大阪鉄道局)、 小

川正太郎 (常任理事)、 中村峰雄 (東京倶楽

120

緊張∵タイム !主審から注意

鰤
。

メ J番 禦 願 夫

福島‐雄投手

小倉高が全国選手権 2連覇した時のエー

ス。早大卒。八幡製鉄へ入社した29年に優勝。

頭脳的なミラクル投法に定評があつた。現在

九州鯉 報 、 日鰤 常務め鞠箭L

高校、大生 社会人時代の思い出は数多 く

ある力ヽ いまだに忘れられない1球がある。

私が早大を事業して力幡製鉄に入社した昭和

"年
の都市対抗 2回戦で対戦した日本生命と

の最後の攻防であつた。

6-4の 2点差。私の頭の中は早 く打者を

打ち取って終らせたいの一念でいつぱいだっ

た。その焦りが投球に表れ、好球を狙い打ち

されて二死なカオら―・二塁、焦リカ=こんどは

慎重に変わり、きわどいコースを突いた球が

わず力ヽこはずれて連続四象 押し出し点を与

えて、その差は1点。なおも二殆茜塁のビン

チが続き、胸をしめつけられる思いであつた。

次ぎの打者井上に対してもボールが先行、カ

ウントが 1-3と なつた時は神にすがりたい

気持ちだった。 5球目もボール球だつた力ヽ

井上が手を出してフアウルとなった。この時

私lME手も硬くなつていると察することがで

きた。だ力

'商

塁でフルカウント。私は間が欲

しかつた。タイムを要求し、ダッグアウトに

ひと呼吸入れに帰リカ■ナた。相田球審から注

意を受けた力ヽ 私はそれを振り切つて水を飲

み、次の 1球を考え続けた。カープかシュー

トかストレートかシンカーか。否どれでもな

い。練習と同じように投げれば結果はいいの

だ。緊張の時間のなか自分なりに結論を出し、

球種|れJ満 手にまかせた。

最後に投げた球はストレートでアウトコー

スのやや高め、見送ればボールだったかも知

れない。だが井上にそれを選ぶ余裕はなかつ

たようだ。平凡なセカンドフライとなり、国方

さんがガッチリ補球してくれた時は緊張感か

ら解放され 全身の力がす―つと抜けるよう

であつた。この勝利が優勝へ突っ走るきつか

けとなつたことを思うとき、あの最後に投げ

た1球が頭の中に浮び上つてくるのである。

伊勢神官の融 元 二重交通応援団

部)、 土井寿蔵 (藤倉電繍 、武田可一 (名

古屋鉄道局)、 二神武 (大連i剖'同期辞5)、

南安男 (東京鉄道局)、 川瀬進 (全大明 、

成田理助 (東京鉄道局)、 本田親喜 (全大阪)

の各氏ら、都市対抗の創成時代を築いた花形

選手たちがなつかしい顔を揃えた。

プロも経験 “万年青年"

前年度優勝の大昭和製紙 (吉原市)を オー

プニング・ゲームで倒 した学台山田市 。二重

交通の殊勲者はエース服部力投手。一昨年初

出場で 3位に躍り出したときの投の立役者だ

藤詢謝申束涼弾亀味弱には4             ■H員

った力ヽ 法大卒業後、函館大洋倶楽部から都

市対抗に出場、プロ野球の近鉄を経て郷里に

帰り、二重交通に入社した、万年青年。

「半分以上カープを投げた。きようくらい

切れたことは最近ない。徳丸、1り |1君がカーブ

に弱かったので楽だった」と大昭和の主軸打

者を飲んでかかる強t臓はさすがベテラン。

数々の名勝負を演じ、 “夏"になると調子

をあげる不′監議な投手だ。



◇無安打無得点試合 川崎市・ トキ

コ・岡崎数平投手は2回戦の高砂町・

鐘淵化学戦で 1四球だけの準完全、ノ

ーヒット・ノーランを演じた。内野ゴ

ロ1&内野フライ 4、 外野フライ 2、

三振 3、 四球 1。 14回大会の大阪市・

中山製鋼・市田投手につぎ2回目。

この試へ 川崎市も高砂市・山本治

投手に1安打 (1点)に抑えられ 両

チーム 1試合最少安打 1も新言齢乳

◇ 3試合、27イ ニング連続無失点

東京都・全藤倉の西村一孔投手は1回

戦の富士市・棚 鵬 ら`―
・

太洋良需駅 吹田市 。大阪鉄道局吹田

クラプ戦まで3試合を完封。準決勝の

川崎・ トキコの 1回に失点するまで27

イング無失点の新言醸乳

◇最少補殺 6 1回戦の東京都・ニ

ッポンビ='t/対高松市・四国鉄道戦で

東京が最少補殺記録をつくつた。

◇16奪三振 大阪市・全鐘紡の平古

場昭二投手、河合貞雄投手が継投で 1

回戦の富山市の北陸銀行から16三振

(平古場 6回 9個、河合 3回 7個)を

奪った。新調説

完投では第 7回大会に大連実業団の

岩瀬 (谷口)五郎投手が榊 から奪

ったMEJ甦

◇ 1試合 1チーム4本塁打 準々決

勝の宇治山田市 。二重交通対川崎市・

川崎トキコ戦で
'lI崎

市の小林成夫左

翼手、軽部信次右翼手、手代木=彦選

手、外国幸夫二塁手が本塁払 新記録

をつくつた。従来記録は第20回福岡市

・西日本鉄道が対海南市 。日東紡績戦

で新留国良右翼手2本 伴勇資捕手。

第24回全鐘紡 (大阪市)カサ寸岡山市・

岡山鉄道局戦で岩中英和外野手、高橋

中 、種田吉富捕手が打つた各

3イ亀

20歳ノーヒットノーラン

史上 2人目のノーヒットノーランを演じた

のは、20歳になったばかりの川崎市・り|1崎 ト

キコ、岡本教平投手。 2回の第 1打者に四球

を与えはしたが、あとは強打を誇る高砂町 鐘

淵化学の打者をきれいに3人ずつ料理した。

高砂は9回必死の代訂攻撃をかけた力ヽ 軽

々と打ちとり快記録の達成れ

「2点に抑えられればと思っていたのに、

7回あたりから、ひょっとしたら、の気にな

りました。シュートがよく切れたけど、運が

よかったと思います」。 前blll高から川崎

キコに入社したカミ 稲葉監督は「試合になる

とよくなる、おかしなヤツです」。

:鮒憧∬耐|

本格的にナイトゲ

ームが取り入れら

な 満員のファン

は渕風を楽しんだ

1口喘伐

振球犠盗失残併
42  1
1哨

振球犠盗失残併
12  1

▽三塁打 水谷
▽二塁打 森
▽1時間53分
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東

鳳
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411
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211
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r― l  鳳

H  尾 西 112
②  北  310
H  北 り|1 100
①  笠 倉 300
1  山 田 100

3283
振球犠盗失残併
43  2

▽三塁打 松本▽二塁打
58分

1回戦

9  川  口  000
③  山本隆 311
7  斎 藤 001
②   林  000
2  川 瀬 310
2 田 代 100

2865
振球犠盗失残併
26  1
山本隆 尾西▽ 1時間

振球犠盗失残併
91  2

x奎
塁響村藉誓富村)口譲◇」諄鶴8分

塁打

121

1回戦

京都市 (全大丸)

000001000
000000000

二瀬町 (日 鉄二瀬 )

振球犠盗失残併
31  3

▽三塁打 寺田 平林
▽2時間3分

1回戦

振球犠盗失残併
42  1

][[II[l]illll

振球犠盗失残併     22  1
95  3
▽二塁打 福田 吉本 岩本▽2時間10分

1回戦
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辮
盗
容
残併

 振球犠盗失残併
2544

56  1
▽本塁打 宮原③ (限元)▽三塁打 久野
▽二塁打 限元▽ 2時間 7分
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４
②
Ｈ
⑨
Ｒ
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⑤
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【
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市
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【
]石

市
曹:lil

蹴 盗失残併・
73
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０
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０
０
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∪
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②  工 藤 200
H  横 川 110
④  江 縁 200
H  北 村 100
①  越 石 200
1  石 毛 110
9 ル出l::

[ザ
犠盗杏残併

8享 古思 :::
1  河 合 100
④  高 見 100

1回戦

鰤植璽辣躙‖

2回戦

山田市】 打安点
横 田 510
森  521

坂 井 420
安 藤 401
藤 井 400
辻  410

中 崎 200
水 谷 421
近 藤 000
楠  110

1 服 部 320
36113

振球犠盗失残併
41  1

振球犠盗失残併
42  3

▽二塁打 福富▽ 1時間50分

2回戦
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1回戦

振球犠盗失残併
69  5

▽二塁打 新井 栗原
長井▽3時間H分

【酬    打安点
⑥  藤 後 300
H  尾 西 100

3鐸 :||
H  荻 原 100

0 出習:::
7  松 本 300

9杏本建:::
④  後 藤 200
H  川 口 100

9薯本譲(::
2700

振球犠盗失残併
31  1

2回戦

⑤  間 宮 100
5  林 勝 000
①  岡 本 310

2210
振球犠盗失残併
23  0

▽1時間17分

【
§
京都
:il]]

2  櫛 田 110

"言

言:||
1  河 内 210

8親 日ll:
3393

振球犠盗失残併
75  2

:]:鋼
8 警 果 :::
8  大 西 200
④  明 石 100

8層 弊:::
1  増 田 110
1  蔵  100

3040
振球犠盗失残併
83  2
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▽本塁打 前田 (酒井)▽三塁打
木村 松本 鍬田▽2時間 2分

1回戦 ]藝 蒙
H  吉 田 000
9  高 速 000

0否 霜 ::♀
284 3

振球犠盗失残併
36  2

▽二塁打 北村
▽2時間7分

③  山 口 200
3  岩 仲 100

4  原 口 000
4  保 田 000

2753
振球犠盗失残併
44  2

振球犠盗失残併
163   3

▽三塁打 藤森
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2回戦

【釜石市】   打安点

3言 ::||
H  海 野 100
7  川 畑 000

0慧 J:il
H  小 林 110

1  起  000
3040

2  増 田 000
①  小武方 300

297
振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
53  2        22  0

▽二塁打 染山▽2時間

2回戦

【大津市】   打安点
④6 上 原 520
5  境  500

野 口 421
門 り|1 410
吉 村 300
山 田 400
清 水 000

i  宇田川 312

8 柴 早 :::
1  佐 竹 200
1  鈴 木 000

6沓 霧:l:
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犠盗

季
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  振球犠盗失残併 "・
2

晋套塁u2専鶴9メ
佐竹fも二重好 宇田川
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¨ ワッと飛び出すハ幡ナイン。応援団もわきかえり喜びあう



2回戦

八幡市 (八幡製鉄)
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大阪市 (日 本生命)
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振球犠盗失残併
34  3

沢声尋三塁絆
林異運

野
井原 ▽2時間40分

2回戦

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
81  1       512  2
▽本塁打 岩本② (北川)▽三塁打 井垣
▽ 2時間36分
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5璽聾(攀JY詫獄課誅蓉幣♂

準 決々勝

吹田市 (大阪鉄道局吹田)
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【釜石市】   打安点
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:髯 :||
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振球犠盗失残併
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45  3
▽本塁打 鎌田 (小武方)▽二塁打 吉本
▽2時間22分

準々決勝

八幡市 (八幡製鉄 )

100010000
000001000

大阪市 (全鐘紡)

打安点 【大阪市】   打安点
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▽三塁打 森
▽2時間14分
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市民の大歓迎を受け、市中パレードするハ幡ナイン
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【川崎市】   打安点
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準決勝

【八幡市】   打安点
国 方 31
井 原 31
石 橋 50

票 果 ::
小曽根 31
井 生 310
小 林 400
福 島 220

1 畑 間 200
35112

振球犠盗失残併
23360102

3ラ尋吾6券
原

3位決定戦

川崎市 (川 崎 トキコ)

500101030
001030001

釜石市 (富士製鉄釜石)

IT

2  松 岡 200
①  松 崎 000
古 1幣 〔::
R   星  000
1  古 田 000

3181
振球犠盗失残併
1100370

【川崎市】   打安点
③  高 橋 400
8  手代木 210

0ネ 暴:||
H  川 端 112
7  小 野 000

9 逸在::l

8総 景::l
9  村 松 200

8程 具:l:
1 岡 本 200

41128
振球犠盗失残併
45160101

振球犠盗失残併
3500481

▽本塁打 福田 (征矢)古雅 (征矢)▽三塁打
古田 川端▽二塁打 外国▽ 2時間30分



第26回大会樹響瑞需l]需几曝i瑠緊

全鐘紡4度目 !大会タイ
大会の全期間を通して、ナイト・ゲームが

組み込まオL開会式は8月 1日 の午後零時半

からと、初めて炎大 卜で行われた。

今大会は黒獅子旗とともに、米国ミルウォ

ーキーで開催される第 1回世界野球大会に優

勝チームを主体とする全日本を派遣するとあ

って、強豪チームは春先から気合の入った練

習を続けてきた。それだけに予選で日本生命、

日鉄二瀬が難 したカミ有カチームが勝ちあ

がり、波乱の少ない展開となって、大阪市・全

鐘紡が3年ぶり4回 目の優勝を成しとげた。

東京倶楽部が第 4・ 5。 7・ 9回大会で果た

した4回優勝の記録に並んだ。

大阪は若手の西川公也、松本繁和らの投手

陣を、種田吉富捕手、松本豊遊撃手、岩中英

和主将らのベテラン、慶大から新入社の山下

新造一塁手、平出昌雄三塁手、多湖隆司外野

手、それに日本生命から補強の大津淳外野手

らがしっかり支えた。準 決々勝では大牟田市・

締 圧大牟田の激しい追い上げにヒヤリと

させられた。村上峻介投手、寺田陽介一塁手

(と もに日鉄二瀬から補強)/1ヽ淵泰輔遊撃手

らが揃った大牟田は9回大阪に追加点を奪わ

れ6-2となった。ところが松本繁投手力ヽ こ

わかに崩ヤL大阪は井上二郎 (電電近畿から

補強)、 西り||と マウンドに送ったカミ押し出

しなどで3点を奪われ1点差。‐打逆転の大

ピンチ。大牟田の3番・春田満明右翼手の痛

打はライナーで山下一塁手を襲った。さすが

の山下も横にはじいた力ヽ バックアップした

岩中二塁手が一塁に送る美技でやっとアウ

ト。これを見た二塁走者はホームを突いた力ヽ

山下から種田捕手への好返球でタッチアウ

ト。劇的な幕切れだった。準決勝は準 決々勝

で前回優勝の八幡製鉄を用暁。助 杯1貝 1投手

の力投で1-0で破った横浜市。日本石油と

対戦した。横浜も序盤のリードを取り返ヒ

同点とした力ヽ 大阪は7回大津中堅手の2点

二塁打で決勝点をあげた。

決勝で対決したのは高砂市。鐘淵化学。山

本治投手が好調で1回戦から̀ M、 準決勝で

も、杉村睦彦t朝比奈二郎、荒川宗一、石井

藤吉郎、徳九幸助、1日唯り憩「ら名選手がズ

ラリと並結 原市・大昭和製紙を破り決勝に

進出した力ヽ 連投の疲労もあって、エース山

本投手がツメを割り、途中降板して大阪市の

前に涙を飲ん規

橋戸賞にはトップ打者としてチャンスを切

り開いただけでなく、守りでも俊敏なフーィル

ディングでピンチを防いだ大阪市の松本豊遊

撃手に贈られ 久慈賞は、全試合に登板した

高砂市の山本治投手が受賞した。首位打者に

輝いた大牟田市。小淵泰輔三塁手の打率8割

は、者団サ続 最高記録だつた。

推薦八怖市・ 八

門 真 町・ 松

富 山 市・電

釜 石 市・宮

横 浜 市・ 日

京 都 市・大

製

電

富

釜

石

鉄

幡

下

電

士

本

大牟田市・東洋 高圧 大 牟田

日 立 市 0日 立 製 作 所

高 松 市・琴 平 電 鉄

り‖崎 市・ 日本 コロム ビア

大 阪 市・全  鐘 紡

名古屋市・ 名 古 屋 鉄 道 局

大 分 市・大 分 鉄 道 局 5

神 戸 市・ り|1崎 重 工 6

四日市市・東 洋 紡 宙 田

砂 川 町・東 洋 高 圧 砂 川 1
高 砂 市・鐘 淵 化 学 5

東 京 都・ 東 京 ガ ス

小 ll■ 市・小 樽 野 球 協 会 0
岡山市・岡 山 鉄雇

「
蔵 、`t

更理靱[洋∴ ヨー蓼ギ
大 阪 市・住 友 金

吉 原 市・大 昭 和 製 紙 7

千 葉 市 0専 売 公 社 千 葉  1

全
鐘
紡

3位決定戦 吉原市 3-2横浜市
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大阪市 (全鐘紡 )

002100
010000

高砂市 銀酬化学)

中４‐００‐３０００２２２‐０２３０‐‐２４‐‐‐０４２２０‐‐００００２００００１００００

鰤いい̈̈
¨̈̈
中一

8L鷺
'68::8 鶴逗 ,1868

8 還昌:::8:

9師 :::::
H 吉 岡 10000

0熙 |||||
316144蝉

201010
投 手 回
騰  9

罐
打安振球責

 姦
2皐 0占

 打安振球責
山本治  4   3193
中 り|1 5   4132

▽本塁打 増田1号 は本繁)▽二塁打 松本豊 種子日
▽2哺澗

美技の連続…橋戸賞

橋戸賞に輝いた大阪市・全鐘紡の松本豊遊

撃手は、スマートな鐘紡を代表する典型的な

プレーヤー。駿足好打、好守強肩。慶大時代

は神宮のファンをわかせた力ヽ 昭和28年の入

社イム さらにみがきがかかった。

「こんなに調子のよかったシーズンは私の

125

松本繁が強打線抑える

1回一死満塁のチャンスをつくりながら得

点できなかった大阪市 。全鐘紡。それに対し

高砂市・鐘淵化学は2回、増田が右翼本塁打

して先制点をあ|ス さらに二殖商塁と攻めつ

けた。久留島の当りはライナーで中前に飛伏

追加点かと思われたバ 中堅手 。多湖が懸命

に前進 して頭から飛び込むスライディング・

キャッチの超美技。これが試合の流れを変え

た

1回戦から連投の高砂・山本は右手のツメ

を害1り 、武器である制球力が思うにまかせず

苦しいピッチングとなった。 3回大阪は山本

から4四死球を得て押 し出しの同点のあと、

巧みなスクイズで逆転。 4回 にも四球を足が

かりに一死満塁とし、またもスクイズで加点

した。

大阪 。松本繁は19歳の若々しいピッチング

をみせ、 3回以降は高砂打線につけ入るスキ

を与えない好投。 5回から山本をリリーフじ

た中川も上手からの速球で、 ともにチャンス

がとぼしかったが、大阪は9回に主将の岩中

が 2点適時打を放って突き放した。

高砂はエースの降板で士気力ヽ こぶり、あせ

りも出たとはいえ、看板の強打線を抑えた松

本繁の好投は特筆される。

野球生活のなかでも初めてのこと」と語って

いたバ 文句のない受賞だった。

◇最高f」 手 8割 大牟田市・東洋高

圧 。小淵泰輔三塁手がマークした。試

合数 3、 打数1∝ 安打 8。 従来記録は

第10回大会の全大阪 。村井竹之助中堅

手の 7割 7分 8厘だつた。

◇都市対抗優勝 4回 大阪市・全鐘

紡が第21回大会からの3連勝と今回の

優勝で。戦前の東京倶楽部の第 4・ 5

回大会と第 7回、第9回大会の 4回優

勝と並んれ

◇毎回奪三振 吉原市 。大昭和製紙

の山本光一投手が1回戦の対千葉市・

専売公社千葉戦で達成。史上初。

「打てる」と確信、決勝点

決勝進出をかけた大阪市。全麹紡対横浜市・

日本石油戦は、東西の強豪の激突にふさわし

い大接軋  2-2の 同点で迎えた7回。大阪

は二死ながら一。二塁で打者は大津淳中堅手。

日本生命からの補強選手だ力ヽ 牧野監督が山

下新造、平出昌雄内野手らの巨砲を押しのけ

て 4番に据えた強打者だ。

明石中時代は高砂市 。鏡淵化学の剛腕投

手、山本治とバ ソヽテリーを組み、関大時代は

関西六大学の首位打者にも輝いているファイ

ター。

2-2か らのカープをバシッとたたくと、

打球は中堅手右に飛ぶ二塁打。 2者が躍りな

がらホームを踏み、大阪が関掬点をあげたが

「あのコースは一番好きなところ。打つ前に

ヒットできると思った。」と強心臓ぶりを語

っていた。

、有馬も二塁から生還して逆転に成功した。捕手、

毎回華やか枷応援を繰り広げる川崎市の日本コロムビア。強烈なマンポでファンを魅了



優勝した大阪市・全鐘紡

メンバー
部 長 江越 道俊 (慶 大)

総監督 牧野 直隆 (慶 大)

監 督 大槻 守治 (慶 大)

投 手 平古場昭二 (慶 大)

本庄  賢 (関学大)

西川 公也 (桐蔭高)

松本 繁和 (琴 ヶ丘高)

藤田 徳男 (浪華商高)

山元 将巧 (大垣北高)

○井上 二郎 (東寺高)

○川本寸  尚 (関学大)

○黒田 秀男 (神戸大)

捕 手 種田 吉富 (慶 大)

中田 唯夫 (田辺高)

田中 哲治 (郡山高)

内野手 山下 新造 (慶 大)

保田 昌甫 (田辺高)

○望月 信影 (立 大)

平出 昌雄 (慶 大)

鉛口 季治 (田辺高)

松本  豊 (慶 大)

外野手 多湖 隆司 (慶 大)

岩本 要三 (防府商高)

森  平和 (松山東高)

福沢 弘行 (慶 大)

高橋 久雄 (慶 大)

◎岩中 英和 (慶 大)

○大津  淳 (関 大)

(◎ FPは主将  C)は補強)

口悔しかった指の負傷

i専砂市・鐘淵化学

山本 ツ台 投手

明石高、慶大を経て昭和2"離酬H化学に入社

岡1腕投手として鳴らし、26回大会では全試合

に]謝几 兄弟チームの全鐘紡に敗れ久慈賞。

現租馘席は 阪本社財務鑑陪F長。

鐘淵化学は新しいチームだつたし、慶大か

らは鐘紡に入社する選手が多かつた。私は出

身力W]石なので近くの高砂市ということもあ

りおせわになつた。

大学では島級生になって体をこわし、満泥

なビッチングはできなかったカミ鐘化の水が

よく合ったのだと思う。社会人になつてすぐ

に昔の球威が戻ってきた。速球中心だつたカミ

当時アウドロと呼ばれた鋭く落ちるカープに

シュート、ナックルも覚えて、 2年 目のこの

年は春先のオープン戦から都市対抗予選と登

瘍

一

板した試合は全部勝った。

後楽園では体調もよかつたし、ナイターの

試合もあって気持ちよく投げられた。序盤は

打線も活発で危ない場面はほとんどなかっ

た。

しかし、準決勝の大昭和製紙戦で右手中指

のツメをはがし、押え力千りかなくて球に力が

人らなくなつてしまつた。この試合はやつと

勝つたカミ決勝の全鐘紡戦は先発したものの

4回しかもたなかつた。

久慈賞を受けたとはいえ、ツメさえ万全な

らなんとかなったのにとすごく口惜しかつ

た。

もつと残念だったのは、 2年後の28回大会

で日鉄二瀬らヽ L峻介投手と投げ合い完全試

合を喫したこと。私も社会人時代の最高のピ

ッチング( 6安打はされたがいい当りは江

藤慎一捕手の本塁打だけ。

でも、後楽園は楽しい思い出ばかりが残っ

ている。最近は大学を出ると野球を止めてし

まう選手が増えてきた力ヽ 好きで始めた野球

と青春をそんなに早 く捨てるのはもつたいな

い。環境に甘えさえしなけれ|よ 野球と仕事

をきちんとやることができるのだから。

な

優勝した全鐘紡を中心とした全日本軍が編成され第 1回世界野球大会に出場したメンバー

3年いり4度目の優勝を果たし、黒獅子旗を掲げて場内を司門、ファンの歓喜に応える大阪讀 全鐘紡ナイン
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閉会式で黒獅子旗を受け取る働 ・岩中主将

来日中C米汰評警満浜隊軍凛隊力飛び入りで演奏した
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▽本塁打 寺田1号 (原精)▽二塁打 原三
▽1時間40分
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1回戦
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▽1時間59分
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][[|!illlilll
【
3原

市
も 辱 i爾

5  稲 川 100

3 著鼻:::
8  土 屋 210
⑨  徳 丸 411

8当 比暴 :::
3  手 塚 100

0督 慕:::

【千葉市】  打安点
⑨  井 上 310
H  原 田 110
②  坂 本 200
7  白 井 210
④6 Jヽ 沢 311
H   栄  100
③  塩 瀬 200
8  清 水 100
③  松 本 310
H  今 田 100

71倉 |||
1  渡 辺 100
⑥  松 山 100
4  石 井 200
②  岡 村 200
H  山 田 110

3161
振球犠盗失残併
121   1

35107
振球犠盗失残併
37  0

▽本塁打 北川 1号③
(渡辺)▽三塁打 北川

▽二塁打 白井 荒川
▽2時間21分
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2回戦

八幡製鉄 (推薦・八幡市)

400000560
020002000

富山市 (電電宮山)

|∵

8
6

98
③
H
3

8
9

8出
1 福 島 301

振球犠盗失残併
59  2

▽二塁打 山地
小曽根
▽2時間16分

2回戦

【
8山

市
運 島 :苓i

H  寺 本 100
9  本 田 000
③  増 山 200
8  市 江 200
②  高 木 210
2  石 田 100

38量 :|!
H  串 田 100
③  山 地 311
3  藤 森 100
⑥  田 伏 320
H  地 崎 100
①  田 子 000
1  細 田 101
1  稲 垣 100
1  高 森 000

337 4
振球犠盗失残併
41  5

騰４２３５２２０００４２３４‐０４‐０１０００００６２２５２‐‐００６２‐‐００３０‐一螂

崎

根

田
橋

島

木

岡

本

原

生

田
林

間

曽

京都市
０

×

丸

０
３
油

大
０
１
石

都
０
０
本

京

０
３
日横浜市

振球犠盗失残併
71  5
▽三塁打 奥西常 小池
▽2時間32分

2回戦

大牟田市 (東洋高圧大牟田)

210100401
000000000

高松市 (琴平電鉄)

振球犠盗失残併
85  0
▽本塁打 春田 l号

J李尋嵩49分
振球犠盗失残併
22  6

2回戦

:[[11][[ょ」盲l11∫

2回戦

田

０

０

宮

０
０
＞

紡

１
４

エ

洋

１
０
重

東

０
０
崎

＜

０
０
川

市

０

０
＜

市
　
　
市

日
二

′

四
　

　

神

【
8戸
市美 越 :言i

8  目見田 000

1 ilill
7  百 瀬 000

§ I I III
l  高 橋 100

8鷲 賀:::

村
藤
谷
井
井
崎
川
村
田
谷
井
部
林

柿
脇
安

日

　

　

５

　

　

９

囮
⑤
７
⑨
◎
０
０
０
Ｒ
３
③
①
ｌ
②
Ｈ
Ｒ

2523
振球犠盗失残併
47  3

振球犠盗失残併
46  2

3ラ尋雷1』
良 舛 L■ lT制 脚

2回戦

高砂市 (鐘淵化学)

東京都llllllllll
点

０

０

安

１

０

打

４

３
木
遠
里
野
沢
館
木
田

々

綱
佐
高
大
小
大
大
鈴
藤

工泉東
③
⑨
Ｈ
⑤
◎
④
②
７

点

０

０

０

０

１

２

０

２

０

安

１

０

１

１

１

２

０

１

０

打

３

３

４

３

４

３

０

３

１

田
島
原
隆
田
西
原
治
田

市
　
畑
松
雌
増
尾
荻
燃
断

砂高
③
０
０
０
０
０
４
①
②

00
00
00
10
10
00
00
20
00
11
00

7  松 本 200
⑥  藤 後 400

3075
振球犠盗失残併
43  1

①  小 島
1  本 田
②  菊 地
2 秋 山
⑥  小 関
H 遠 藤 100

346 1
振球犠盗失残併
74  0

秋合
塁
打田辱甲毒i3`套

田)▽二塁打 本田



2回戦

I!]|[i[i「
キlll:

3692
振球犠盗失残併
82  2

振球犠盗失残併
02  1

▽三塁打 吉田 山田▽二塁打 笠原
▽1時間52分

2回戦

8  角 南 200

8馘 |!|

:[[|][II]iキ
:|:

H  清 水 100
3  岩 橋 000

81憤 :::
2941

振球犠盗失残併
35  0

打安点
田 52
尾 42
地 31

林  41
前 20

7  秋 山 200

0 需 膚 lil
9  曲 淵 000
⑥  吉 田 312

3283

占
“０

安
１

打
３

ｌ
有
杉

市

＞

０

×

市

０
０

幡

０

０

八
〇
０
＞

・
０
０
油

薦

０
１
石

推
０
０
本

＜

０
０
日

鉄
０
０
＜

製
　
　
市

幡
　
　
浜

八
　
　
横

宮
花
重
横
笹
野

原吉
④
⑤
②
③
８
⑨
◎

③
３
②
①
Ｈ

馬
村
川
井
屋
丸
川

振球犠盗失残併
52  3

▽本塁打 板倉 1号② (佐竹)▽三塁打 渡辺
▽二塁打 有馬▽2時間18分

準々決勝

打安点
410
310
210
400
410
000

00
00
00
10
00
20
00
00

【

][[|||
3250

振球犠盗失残併
72  1
▽1時間59分

振球犠盗失残併
23  2

率 決々勝

i[[lil[[illll:

:][11][!「
il支 ||

占
〔１
１
０
１
０
１
０
０
１
０
０
０

安
２
１
２
０
０
３
１
０
３
０
０
１

打
６
４
４
３
３
４
３
２
５
０
０
３

豊
湖
田
津
下
出
橋
沢
繁
上
川
月

本
　
　
　
　
　
　
　
本

ｌ
松
多
種
大
山
平
高
福
松
井
西
望

市阪大
⑥
メ０
０
０
０
⑤
⑨
９
①
ｌ
ｌ
④
4 岩 中 101

3813

振球犠盗失残併
25  0

振球犠盗失残併
56  3

▽本塁打 小淵 1号 (松本繁)▽二塁打 春田
下川 ▽2時間30分

準 決々勝

4  荻 原 100
①7 山本治 300
7  種子田 100
②  斎 藤 210
H  吉 岡 100

3農 牡 :::
36159

振球犠盗失残併
40  0

▽二塁打 松原 尾西

0甲尋間勝券

準々決勝

紙

１

０

製
０
１
＞

和
０
０
組

昭
０
０
谷

大
０
０
熊

市
　
　
都

原
　
　
｛泉

士
口
　
　
　
　
吉
界

【

]]都: [ |]]
R  西 山 000
2  中 野 110

83需 出:|:
3  西 尾 000
H  山 田 100
5  木 村 000

3裏 田:::
35102

振球犠盗失残併
33  2

占
小１
２
０
０
０
１
０
０
０

安
３
１
０
０
１
２
３
０
１

打
４
５
４
４
４
４
４
０
３

振球犠盗失残併
30  2

▽三塁打 杉村
▽二塁打 秋山2 徳丸
▽2時間21分

＞

０
０
油

紡

０
１
石

鐘

０
１
本

全

１
０
日

市
　
　
市

阪
　
　
浜

大
　
　
横

【大阪市】   打安点
⑥  松本豊 310
⑨  多 湖 300

0 8:|||
H  高 橋 100

6慕 富l::
1  西 川 200
②  森  410

2753
振球犠盗失残併
5H312101

▽二塁打 大津2▽ 2時間55分

][[1lIII]ll:111
占

小
０

４

０

２

０

０

０

１

０

０

０

安

２

２

０

２

１

０

０

２

０

０

１

打

４

５

４

４

４

２

０

４

１

０

１

０^

０

Ｈ

７

3位決定戦

i[[|!I[Ilキ
|||:

4  稲 川 100
①  山 本 410

3283

池
野
原
井
井
台
村
崎
田

打安点
410
300
431
300
311
200
100
100
300
200
100

振球犠盗失残併
2330080,j丁下」こ

‐
0     振球犠盗失残併

3210242
▽本塁打 宮原 1号 (山本)▽二塁打 根本
▽1時間49分

【吉原市】   打安点

H  土 屋 100
4  山 県 000
①  山 本 200
1  荒 岡 100
1  71ヽ  り|1 000

振球犠盗失残併
3711282

H  手 塚 111  振球犠盗失残併
3293  3711282

振球犠盗失残併
4432081
▽本塁打 手塚 1号 (山本治)▽二塁打 山本隆
久留島▽2時間10分
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第27回大会器岬辮11糧

『

日0麟□朋

釜 石 市・富 士 鉄 釜 石

名古屋市・ 電 電  東 海

iピ [:]
日 立 市 0日 本 鉱 業 日 立

門 司 市・門 司 鉄 道 局

立 川 市・ リッカー ミシ ン

京 都 市・京 都 大 丸

吉 原 市・ 大 昭 和 製 紙

門 真 町・松 下 電 器

室 蘭 市・富 士 鉄 室 蘭
二 瀬 町・ 日 鉄 二 瀬

川 崎 市・ 日本 コ ロム ビア

神 戸 市・ りII崎 重 工 業

新 潟 市・ コンマーシャル

大 阪 市・住 友 金 属

大 阪 市・全  鐘  紡

東 京 都・ ニ ッポ ン ピール

砂 川 町・東 洋 高 圧 砂 川

徳 島 市・阿 波 商 業 銀 行

玉 野 市・三 井 造 船

岐 阜 市・りll島 紡 績

横 浜 市 0日 本 石 油

日
本
石
油

2

3

0

2

3位決定戦 吉原市6-2神戸市

日本勢が優勢だった力ヽ 黒獅子旗は昭和14年

東京市・藤倉電線が手にしてから、実に17年

ぶりに箱根の山を越えた。横浜の優勝は力を

備えてきた “新興"企業チーム全盛への転換

点となった年でもあった。

「好投手あるところに栄冠あり」の言葉通

り、慶大出の新人エース藤田元司投手が横浜

優勝の立役者、橋戸賞を獲得。久慈賞は東京・

熊谷組の大沢貞義投手に贈られた。

1回戦の岐阜市 。川島紡績戦で藤田は得意

の速球をビシビシと決め、打線も苦しみなが

ら終盤に得点、藤田は3安打無四球完封であ

ざやかにデビューした。 2回戦でも藤田は 2

回途中から鈴木義之投手をリリーフ、玉野市・

三井造船の新鋭 。大田明利投手に抑えられ

なかなか追加点を奪えなかった試合を勝利に

導いた。

「大阪、横浜、竜虎相うつ」といわれた大

阪市・
―

との準々決勝は、前回大阪が勝

っている対戦だった力ヽ 4回から野村利貝1投

手をリリーフした藤田が大阪打線を封し、横

浜は松本繁和投手に手を焼きながらも5回に

花井悠中堅手の適時打で先制、 9回には石井

連蔵一塁手 (日 本鋼管から補強)の左翼本塁

打で トドメを刺し、前年度優勝チームを破っ

た。準決勝は鈴木が神戸市・り|1崎重丁を2点

に抑えて完投勝ち。決勝の東京都・熊谷組戦

も2回半ばからリリーフの藤田が好投、 8回

古田昌幸二塁手にランニング本塁打さオヽ 登

板全試合無失点の大記録は成らなかった力ヽ

29イ ニング連続無失点の大会記録をうちたて

堂々の優勝投手となった。

東京・熊谷組も姫路市・富士鉄広畑を零封、

大津市 。東洋レーヨン、名古屋市・電電東海

に競り勝って、準決勝で 5年連続 8回 目の出

場の強豪、吉原市 。大昭和製紙と対戦、好カ

ードとみられたのに吉原投手陣の乱れで楽勝

し、余勢をかって決勝に進んだが、藤田の前

に一歩及ばなかった。

特異な活躍振 りをみせたの力ヽ 初出場の日

立市 。日本鉱業日立:闘材手。砂押邦信監督が

鍛えあげたチームだけあって、エース嵯峨健

四郎投手が力投する一方、打線は 1、 2回戦

に土壇場で逆転勝ち。吉原市との準々決勝で

力尽きたが、この試合も9回に中オ艶夢導『が

同点本塁打するなど、ファンを熱狂させる熱

戦の連続で、初の小野賞を受賞した。

東日本勢17年ぶりの大旗
都市対抗野球に大きな功績を残 した小野三

千磨さんが死去、小野賞が新設された。第22

回大会 (昭和26年)に初出場して以来、東京

六大学の花形選手らを続 採々用して、チーム

強化を図ってきた横浜市 。日本石油が 4度 目

の出場で初優勝を飾った。戦争による中断を

はさみ、昭和21年に復活したあと、ずっと西
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横浜市

東京都

油

０
０
＞

石
１
０
組

本

０
０
谷

日
０
０
熊

エース藤日、懸命のリリーフ
横浜は初の決勝進出、東京都は6年ぶり2

度目。ともに初優勝を狙うとあって、両先発

投手は堅さがほぐれなかった。

横浜は1回、トップの中野が三遊間を破 り、

バントシフトの逆をついてすかさず二盗。動

揺 した東京 。加藤は連続四球を与えて無死両

塁。花井の内野ゴロで中野が還り先取点を楽

々奪った。東京も2回、竹之内が安打すると

横浜はエース藤田をリリーフに送った。中野

の投前バントを藤田は二塁に悪送球して無死

二・三塁。東京は吉田のカウント2-1か ら

スクイズを敢行 したが、藤田は冷静に見破っ

てはずし、空振りさせたうえ、三塁走者を挟

殺、一瞬にしてピンチを切り抜けた。

横浜は4回、菅沼の二塁打と石井の四球で

一 。二塁。東京は3番手として大沢が右翼か

らマウンドに登ったバ 田中力`つまりながら

も中前適時打して1点。大沢はベテランらし

死去悼み配念の小野賞

者5市対抗野球の「育ての親」 ともいわれた

小野三千磨さんが、 2月 2日 、慶応病院で死

去。宮原清会長を葬儀委員長として、社会人

野球協会葬は2月 7日蓋民に行われた。

慶大時代はヽ Xの谷口71』『投手と並鋼 朋宛

い好投をみせた力ヽ 横浜は8回二死後、花井

が安打、宮原の右翼線安打を野手が後逸する

間に3点 目をあげた。しかし東京もその裏、

古田が高めカープを狙い打って右中間を抜く

ランニング本塁打。藤田の連続無失点を止め

て勢いづき、大沢、竹之内の連続安打と四球

0商塁、吉田の中犠飛で 1点差としたが、藤田

懸命のビッチングに反撃はそこまでだった。

投手としてならし、毎日新聞社に入社後も大

毎野球国の投手として活躍、米国にも遠征し

た。野球記者として独特の境地を開き、社会

人野球協会副会長として社会人野球の振興に

つくした。

小野さんの功績をたたえ、この年の大会か

ら、すばらしい活躍をしたチームまたは個人

に「小野賞」を贈ることになった。

優勝した横浜市 0日 本石油
メンバー

建内 保興 (京 大)

増山ll―郎 (慶 大)

宍戸善次郎 (法 大)

コーチ 石原 利男 (早 大)

投 手 黙 ヽ 不帳1(慶 大)

鈴木 義之 (法 大)

鈴木  隆 (日 大高)

加藤 雄司 (慶 大)

藤田 元司 曖  大)

○七島 義人 (小城高)

捕 手 堀田 一雄 (慶 大)

lll山 孝行 (慶 大)

療
騨
雌

131

決勝の横浜対東京戦。1点を追う東京よ2回無死二二 塁でスクイズを失敗。竹之内が三本間で挟殺され好機 を逃す

◇29イ ニング

'動

協秩点 横浜市 。

日本石油の藤田元司投手は1回戦で岐

阜市 。川島紡績を完封、 2回戦の王野

市・三井造腋 準々決勝の大阪市・全

鐘紡戦はリリーフで無失点、決勝の東

京都・熊谷組戦も2回途中からマウン

ドに立ち、 8回古田昌幸二塁手にラン

ニング本塁打されるま(29イ ニング

連続無失点記録をマーク。第25回大会

の東京都・全藤倉・西村一孔投手の27

イニングを更新した。

優勝した聞庶 日本石油を中心にした全日本辱輸滅 され 第 2回世層慟餃υ賭策に出場したメンバー



瓦井 康貴 (作新学院高)

○宮原  実 (早 大)

内野手 井上  茂 (立 大)

田中  進 (横浜市大)

○石井 連蔵 (早 大)

藤野徳太郎 (慶 大)

進藤 信雄 (横浜市大)

田中 徹雄 (慶 大)

◎笹田 慎一 (早 大)

〇小笠原康二 (明 大)

中野 健一 (法 大)

外野手 小池 正己 (法 大)

花井  悠 (慶 大)

重台 照彦 (明 大)

○林  正治 (明 大)

菅沼 正直 (法 大)

(◎印は主将 ○印は補強)

2試合連続の延長戦

第 3日 の第 1、 第 2試合は連続して延長戦

となり、息づまる熱戦がファンをわかせた。

大阪市・全鐘紡と東京都・二 ,ソ ポンピール

戦は、前年度優勝チームに対して東京の'脚宛・

Jり ||が好投、 1-1の まま延長13回 にもつれ

込んだ。この回大阪は二死から多湖が四球を

選び、種田が安打して、一 。二塁。 4番山下

は2-3か らの 6球目、内角速球を左中間に

打ち返す二塁打を放ち、 2走者を迎え入れて

勝負をつけた力ヽ 慶大時代から強打をうたわ

れ 鐘紡入社後も4番を打つ山下のバ ンヽテイ

ングはさすがだった。

続く玉野市 。三井造船対徳島市・囲皮商業

銀行の初出場同士の一戦も徳島が5回谷井の

2ラ ンでリードすると、玉野は7回、代打 。  監督

川田元の適時打で追いつき延長戦らこちらも  投手

13回、玉野は2番の福井が2-0か らの好球

を右翼席にたたき込む決勝本塁打。 7回から

リリーフした藤原がその裏をピシャリと締め

て 3時間 3本の試合にけりをつけた。

第 2回世界野球大会 捕手

全日本選手団

団長 宮原  清

役員 川瀬  進

(時 )

(協会理事)

本田 親喜

鈴木 美嶺

増山桂■朗

藤田 元司

1り |1 芳男

大沢 貞義

河合 貞雄

雪予本寸 不り員1

宮原  実

種田 吉富

古田 昌幸

田中 徹雄

中野 健一

松本  豊

/1ヽおu 却 甫

石井藤吉郎

花井  悠

浅井浩一郎

(協会理事)

(毎 日新聞4■ l

(日 本石油)

(日 本石油)

(二 ソヽポンビール)

(1旨獅

(住友金属)

(日 本石油)

(日 本鋼管)

(銅 )

(貫旨棚

(ロ イqコ由)

(日 イqョ 1由 )

(`登だだ星3糸ブテ)

(東洋高圧)

(大日召本ll製紙)

(日 イツコ由)

011崎重工業)

婚

ファンの歓声に応えた。

橋戸賞の トロフィ

願 市 。日本楡由

藤田元司投手

―は家宝

慶大出。日本萄由に入社した昭和31年、29

イニング無失点の快投をみせて橋戸賞受賞。

のち巨人のユースとして活躍。解説者をはさ

んで2度巨人監督。現在巨人監督

もう遠い昔のことになつたカミ 日本薔由に

入社した年でもあり、鮮明な記憶としてよみ

がえる。

日石はクジ運にも恵まれて、ナイターでの

試合が続き、そのお力ヽずで連投できた。昼間

の暑い中では、あんなビッチングは続けられ

なかつたと思う。

監督の増山桂一郎さんをはじめ、藤野徳太

郎二塁手、田中徹雄三塁手、花井悠外野手ら、

慶大出の選手が多く、気分の上ではすごく楽

だった。それに日本鋼管から加わつた捕手の

宮原実さんは大ベテラン。サイン通りに投げ

ればよかったし、自分でも気持ちいいほと球

力i走 り、 よく切れていたから、イunLIしよう

など考えず、真つ向から投げ込めばよかつた。

それでも苦しかったのは、決勝の対熊谷組

戦だった。 2回半ばから登板したバ  8回に

古田昌幸さんに右中間のランニング本塁打を

打たれた。これ中 点が切れたのだカミ

そのあと連打と四球で一殖商塁。犠飛を打ち

あげられ、 1点差に追られてしまつた。増山

監督が「オマエにまかす。思い切つてやれ」と

間をとつてくれて、しのぎ切ることができた。

いま考えても、あの大会はマウンドで何の

迷いもなく、ビッチングをつづけられた素晴

らしいものだつた。

優勝したときまつ先に増山監督が飛びつい

てきて、ほほずりされた。ヒゲがすごく痛か

った覚えがある。

全日本に選ばれて、 ミルウォーキーに行っ

たカミ 当時肉を食べられなかつた私に、現地

の邦人の方がオニギリを差し入れてくな 大

変助かつた。お力ヽデで15三振を奪う投球もで

きた。「最もファンをわかせた選手賞」もい

ただいたカミ橋戸賞とミルウォーキーでのト

ロフイーは、我が家の家宝として大事にして

いる。
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1口鵬戯

名古屋市 (電電東海)

釜石市lillttli::|:

▽二塁打 猪子 染山
渡辺 吉本
▽2時間16分

1回戦

振球犠盗失残併
4510161

占
小
１

１

安

０

２

打

４

４

原
国
内之

ｌ
篠
古
竹
大
中
荒
藤
木
秋
加
鈴
川

都

　

　

　

９

♂
８
３
２９
８
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Ｏ

Ｘ
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広

０
０
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鉄
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０
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±
０
１
谷

宮

０
０
熊

市
　
　
都

路
　
　
一泉

姫
　
　
東

【

II市i留[ |]]｀

~

7  橋 本 000
H  永 田 100

0 合1:||
1  二出川 000
⑤  藤 後 200
4 森 田 100

3060
振球犠盗失残併
1111250

00
20
10
00
00
00
10
10
10

振球犠盗失残併
8311072

▽二塁打 大沢▽ 1時間42分

1回戦

日立市 (日 本鉱業日立)

000000020
000010000

門司市 (門 司鉄道局)

振球犠盗失残併
5431090

▽二塁打 指方
▽2時間3分

打安点
410
310
511
100
211
520
521
411
311
201
34106

振球犠盗失残併
68221101

1回戦

][[|!ililキ
l:|

⑥  稲 り|1420
35115

振球犠盗失残併
1311270
▽三塁打 吉水 土屋▽

占
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１
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打
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村
瞭
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藤
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井
屋
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馬
藤
井
本

ｌ
杉
朝
山
遠
徳
石
土
板
有
安
速
山

市原
　
　
　
　
　
３

吉
（り
③
Ｈ
７
０
×Ｏ
③
②
⑤
①

Ｈ
ｌ

1時間57分

1回戦

二瀬町 (日 鉄二瀬)

000000040
000000000

室蘭市 (富士鉄室蘭)

3064
振球犠盗失残併
3412142

▽本塁打 吉田 1号
(金子)

▽1時間46分

1回戦

I[[lillIIIIIII
【

81市L 蒋 ,7i
H  柄 沢 100
1  青 木 000

":言

|||
5  川 口 000
H  若 松 100
⑥  佐 藤 300
H  嘉 村 100
①  樋 口 200
7  清 水 200
④  畠 山 110
4 中 林 200

3150
振球犠盗失残併
6410290

【
§
戸市

[ 桑 ,7i
5  片 岡 210

0][:||

§量F::|
32103

振球犠盗失残併
9100150

▽三塁打 百瀬
▽二塁打 片岡
▽ 1時間56分

振球犠盗失残併
5100352

1回戦
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０
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京

大
　
　
東

１
０
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０
０
銀

船

０
２
業

造

０
０
商

井

０

０

波

三
〇
０
阿

市
　
　
市

野
　
　
島

玉
　
　
徳

藤
井
原

油
０
０
績

石
０
０
紡

本

０
０
島

日
０
０
川

市
　
　
市

浜
　
　
阜

横
　
　
岐

7   森  210

8 買出1::
H  福 沢 100
4  今 西 200

4493
振球犠盗失残併
3422480
▽二塁打 山下 2▽ 2時間31分

1回戦

市
　
福
笠
藤
川

野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

玉
Ｏ
ｘ０
０
１
０
〉⑤
◎
②
２
①
ｌ
Ｈ

62
50
42
20
30
200
000
311

振球犠盗失残併
5312182

▽:勲 3肝
▽聖″議喘緯(鶴 )

H   林  100
1  猪 尾 200

45102
振球犠盗失残併
4412293

打安点
620
531
200
300

川
吉
稲
大
安
川

:回戦

【
§
阜市
憬久君Ii]

33]:||
2   辻  100

0 裏果:::
7  高 橋 000
9 麓吉:::
1  服 部 000
H  国 枝 100

2930
振球犠盗失残併
9000021

振球犠盗失残併
5140081

打安点
野 520
野 310
池 400
井 400
台 200
井 200
原 210
山 200

100
420

振球犠盗失残併
37120110

▽三塁打 田中徹
▽二塁打 乾
▽2時間28分
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優勝を果たし祝杯を

あげる 皓から)宮

鳳 藤日、石井、花

井の主力選手たち一綾

面
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H   桐  100
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①  井  300

336 0
振球犠盗失残併
5101160

2回戦
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)]呈 :||
H7 加 藤 100H7 加 藤 100
③  鳥 島 200
3  谷 口 100
①  川 内 000
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2 貴 志 200
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打安点市
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三
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中
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②
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里
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44114

振球犠盗失残併
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失
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打
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窪
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上
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村
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木
小

打
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塁
塁

本

二
▽
▽

64218

振球犠盗失残併
63223180

▽本塁打 渋谷 1号 (藤中)▽三塁打 加藤
▽二塁打 塚原 川口 山本 田中2 猪子
▽3時間2分

2回戦

東京都 (熊谷組 )

000021002
000200002

大津市 (東洋 レーヨン)
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崎

住
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大阪市

▽三塁打 中村修 池崎▽二塁打 田中 須山
原 斎藤▽4時間1分

2回戦

吉原市 (大昭和製紙)

門真町ll11111111 神戸市

368 4
振球犠盗失残併
64211101
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⑥  西園寺 200
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1 高 田 0
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H  島 田 100
1  佐 竹 000

【大阪市】   打安点

][]:||
8  山 本 10
④  原 口 30
4  井 上 10

8 書 讐 :::
H  高 松 100
⑥  中 川 200
6 吉 塚 220

348 1
振球犠盗失残併
5300191
▽二塁打 浜田

【神戸市】  打雲

8  言見] li
R  大 越 00
9  北 隅 009  北 隅 00
③  山 口 41
⑦  百 瀬 21
⑤  片 岡 20
5  平 林 10
②  山 田 30
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振球犠盗失残併
6022021
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振球犠盗失残併
2100061
▽本塁打 遠藤 l号
(池田)

▽三塁打 安藤
▽2時間4分 吉塚▽ 1時間54分



2回戦
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森
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H  国 賀 100
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奎新碧繕

▽
言雫打松業西

平出 佐々木 ▽2時間25分

2回戦

9  菅 沼 111

:  量案: ill
3273

振球犠盗失残併
9201040

▽三塁打 花井▽二塁打

【玉野市】   打安点
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9哭 王先 :::
⑤  限  310
H  稲 谷 100
⑨8 りll田手 210
H  川 西 100

3150
振球犠盗失残併
7111160
川田手▽2時間10分

§暑曾:||

準々決勝

京都凛 原 7言i
秋 山 410
古 田 421

1大 沢 310
中 野 400
竹之内 410
吉 田 300
根 来 300
曲 淵 000

⑤  木 村 310
3281

振球犠盗失残併
4101080

▽二塁打 古田
▽ 1時間46分

打安点
300
100
210
000
200
100
200
200
200
300
300
300
300

鋼融卸瑚′ｊヽ久保耐［綺卸輝格脚′ｊヽ島所

古名
⑥
Ｈ
④
Ｒ
②
Ｈ
⑨
９
③
③
②
①^
⑤

振球犠盗失残併
6301030

準々決勝

[I[li[IIi「
キ|::|
【
0原

市
ζ I I]]

3  朝比奈 112

::i蕪
1  松 本 400
1  荒 岡 000
1  山 本 100
⑥  稲 りl1 411

4166
6121450     振球犠盗失残併

9713090

諄予:薩磯チ謂欝製練チ鯉量芦)

土屋 伊藤 ▽二塁打 吉野▽2時間59分

準々決勝

|:[lili:「
キlll

上
重
原
村

口
賀
部
藤
本
井

口

10
00
00
31
30

打安点
310
300
400
411
000
310
320
310
310

10
20
10
007

8
H
3

②
H
2

2

H
①
1

振球犠盗失残併
4112162

▽二塁打 百瀬
浅井

▽1時間58分

準 決々勝

油
１
０
＞

石
０
０
紡

本
０
０
鐘

日
０
０
全

市
　
　
市

浜
　
　
阪

横
　
　
大

9  菅 沼 100

0 31111
H  重 台 100
1  藤 田 200

3592
振球犠盗失残併
14021101

制撻刻脚崎『制詢朧剌囃］知蹴脚

阪大
◎
０
０
０
０
０
０
０
ｌ
Ｈ
ｌ
④
Ｈ
４

打安点
200
410
410
410
200
00
00
00
00
00
00
10
00

000
H   森  110
4 西 村 000

2850
振球犠盗失残併
6300242

振球犠盗失残併
6520332

藤奪
塁
J2写嵩ム雰

(田畑)▽二塁打 中野 宮原

135

【
ぅ
原市
セ比曇 Ii]

][:猟
9 望幕:::
H  根 本 110

9 髪套:::
1  山 本 000
H  高 村 100
1  松 本 110
H  遠 井 100
⑥  稲 り‖ 410

3361
振球犠盗失残併
5301182

京都爆 原 7Ti

０

×

紙

０

０

製

０
０
＞

和
０
０
組

昭
０
０
谷

大
０
５
熊

市

　
　
都

原
　
　
京

士
口
　
　
東

田

田

口，
　
一
口
士
ロ

胡　
細
雄
分

勤莉
勤
勤
柵

本

杉

三

二

２

▽
＜

▽

▽

▽

油
０
０
エ

石
０
０
重

本

０
０
崎

日
２
０
川

市
　
　
市

浜
　
　
一戸

横
　
　
神

山
田
沢
内
野
田
藤
来

之

秋
古
大
竹
中
吉
加
根

:li:||
§ [林[lii
9 寝苗

`::8 昼題 れる
振球犠盗失残併

3156

6701050
7311170

▽本塁打 浅井 1号 (鈴木義)▽二塁打 山口
▽2時間15分

3位決定戦

吉原市 (大昭和製紙)

000211002
000200000

神戸市 (川 崎菫工)

げ市ル村7言i
4  宮 田 100

躾::ill
H  手 塚 100
9  徳 丸 000
⑤  浦 田 111
5  有 馬 100
5  池 田 100
②  根 本 210
2  上 仲 211
①  安 藤 210
1  松 本 300
⑥  稲 り|1 521

35124
振球犠盗失残併
78212120

▽二塁打 遠井

振球犠盗失残併
5211181

遠藤▽2時間18分

宙
ぶ

Ж

ψ

④

◎

ゐ

×

×

９

０

１

⑤  木 村 412
34127

振球犠盗失残併
2302362



5戦無失点の
色
完全

ワ
優勝

東京都・熊谷組が悲願の初優勝をとげた。

東京都としては、昭和14年、第13回大会で藤

倉電線が黒獅子旗をひるがえして以来、戦争

の中断をはさみ18年ぶりの優勝だった。また

東京倶楽部4回、藤倉 2回 のあとを受け、

7回 目の優勝となった。しかも1回戦から決

勝までの5試合を島津四郎が3S、 本田有

隆投手 (東京ガスから補強)が 1完封、本田

一大沢貞義投手の継投で零封と、相手に1点

4日・後楽口球場

も許さない堂々の勝利だった。熊谷組は昭和

25年の第21回に初出場。このときと、前回決

勝まで勝ち進みながら準優勝に終わり、文字

通り “3度目の正直"を実らせた。前回優勝

の日本石油は予選で敗れ出場できなかった。

1回戦の対大津市 。東洋レーヨン戦ιよ 日

大からの新人、島津が 5安打無四球で完凱

2回戦は本田が釜石市・富士鉄釜石を6安打

で完封した。準々決勝の岡山市・倉敷レイヨ

ン戦は本田が先発、 3回途中から中堅を守っ

ていた大沢監督がリリーフ、これまた零封し

た。最大の関門は準決勝の大阪市 。全鐘紡戦

だった。2年ぶり5度 目の優勝を狙う大阪は、

住友引属から慶大出の河合貞雄投手を補強、

強力な戦力を持っていた。島漱 河合の投げ

合いとなった力ヽ 島津は横手から威力のある

クセ球ミ河合はカープを主体に技巧派ピッチ

ングをみせた。東京は3回吉田嘉直遊撃手の

安打から二死一 。二塁とし、ルーキーだった

前回は首位打者に輝きながら、今大会では不

振の古田昌幸二塁手が2-2から内角低めの

速球を左前にタイムリー 1点を奪った。両投

手はそれ以後も持ち味を発揮した投球で打線

を抑え、結局島津が大阪を3安打完封に退け

た。

もう一方のプロックから決勝に進んできた

のは初出場の浦和市 。日本通運だった。立大

から鉄腕投手・堀本律雄を迎え、横浜市・日

本鋼管を倒すと波に乗り、富山市・不二越鋼

材に快勝。堀本の右腕は冴え、剛速球で松山

市 。九善石油、門真市・松下電器の強豪をと

もに4安打の完封。だか 5連投となった決勝

ではさす力ヽ こ疲れ、味方打線も東京・島津に

わずか 2安打に封じられた。それでも都市対

抗史上初の 5試合連続完投を呆たした堀本の

力投は、橋戸賞の島津とともにたたえらな

久慈賞力観曽られた。

大会史上初の完全試合が樹立された。二瀬

町 。日鉄二瀬、村上峻介投手が 1回戦の高砂

市 。,劃ヒカネカロン戦で達成 したもので、本寸

上は4回、捕手の江藤l■―が左翼席に打ち込

んであげた 1点を守り切 り、大記録を完成、

小野賞を受けた。

優勝した熊谷組を中心にした全日本チーム

が編成さオu米国デ トロイトで開かれた第 3

回世界野球大会に出場、奇跡の逆転勝利の連

続硼 一に輝 く偉業を成しとげた。

大 阪 市

門 司 市

吉 原 市

神 戸 市

東 京 都

札 幌 市

岡 山 市

岐 阜 市

大 阪 市

大 津 市

東 京 都

釜 石 市

高 砂 市
二 瀬 町

松 山 市

横 浜 市

浦 和 市

富 山 市

砂 川 町

鹿児島市

門 真 町

太 田 市

名古屋市

京 都 市

川 崎 市

紡

局

紙

業

ル
行

ン
績

命

」

組
ぎ

全

門

大

川

二
北

倉

川

日

東

熊
谷
組

鐘

日

丸

日

日

不

東

鹿

松

富

新

日

日

3位決定戦 門真市 6-2大阪市 (全鐘紡)

瀬

油

管

運

材

川

局

器

業

業

薬

ア

開会式で始球式を行う岸首相。投手は門司・光岡
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内
崎
田
永
沢
野
津
田
山

之
都
　
藤
古
森
大
雪

島
吉
秋

工泉京
０
０
０
０
０
０
０
⑥
②

東京都

浦和市

打安点振球
40010
40010
41000
30020
30010
31000
30000
20011
30000

317484         292061
犠併残盗失         犠併残盗失
32732         00303
投 手 回  打安振球費  投 手 回  打安振球費
島 津 9 302610 堀 本 9 387844

▽三塁打 古田 ▽二塁打 初岡▽2時間H分

完投続き堀本に疲れ

大会を代表する東京都・島iミ 浦和市・堀

本両投手の投げ合いとなったカミ やはり堀本

は疲れがあった。

東京が素早く先制した。 1回藤崎が安打、

古田とのエンドランカ〕成功して、一 。三塁。

堀本は 4番森永を敬遠 して一死満塁とした

が、大沢が左犠飛を打ちあげた。

東京は5回 にも吉田、藤崎の安打、 6回に

は古田の右中間二塁打で追加点を奪った。

島津は横手からの速球は威力十分。浮きあ

がったり、沈んだりするクセ球で浦和打線を

抑えた。浦和は4回先頭の鈴木が中前に抜け

そうな痛打を放ったが、二塁手・占田力漱 っ

とびで好捕、ジャンピングスローで一塁に刺

す超ファインフ
゜
レーに阻まれた。東京はこれ

ですっかり落ちつきを取り戻しただけに、貴

重な美技だった。 東京は7回 にも竹之内の

中前適時打で 4点 目。その裏

'甫

和も先頭の初

岡が右翼線二塁打、小俣の遊ゴロ失で無死一 。

二塁と絶好の反撃を迎えた。しかし櫓崎の強

い当りの投ゴロで二塁、一塁とボールカ坤云送

され併礼 9回 1番から始まる好棚 1蹟に期待

した力ヽ 最後 まで球威の落ちない島津に抑え

切られた。

それにしても新人で渕勝まで勝ちあがり、

5試合完投を演 じた堀本のビッチングは素晴

らしかった。

＞

１
０
運

組
０
０
通

谷

０
０
本

熊

０
０
日

野
木
岡
俣
崎
岡
原
本

国

市
　
鈴
初
小
松
田
市
堀
高

和浦
②
◎
０
◎
⑤
④
②
①
⑤

中 5日 、速球ズバリ

熊谷組初優勝の最大の難関だった準決勝の

対大阪市・全鐘紡戦を勝ち抜いたヒーローは

日大出のルーキー、島津四郎投手と入オL2年

目の古田昌幸二塁手の若きコンビだった。

この試合に焦点をし|まった大沢監督は、島

津を1回戦に起用したあと、 5日 間の体養を

とらせた。満を持 しての登板に、横手からの

島津の速球は浮きあがり、変化球の切れもす

ばらしかった。結局 3安打完封を果たした力ヽ

終盤の8回、二死一塁ですl‐者 。松本豊とのエ

ンドランを見破り、見事にはずして走者を刺

すなど、落ちついたピッチングで三塁をお、ま

せなかった。

打の殊勲者の古田はそれまでの 3試合で12

打数 1安打。前回の首位打者は悩んでいた。

初打席は凡退。 3回の 2打席日は二死―・二

塁のチャンス。監督に「大振 りするな」と耳

うちさオι ミートだけを′じ唯‖すたという力ヽ

内角低めにくる速球をライナーで左前に打ち

返し、決勝の 1点 をあげた。

1摯灘lと鐘紡は第21回大会の決勝、23回大

◇申卜初の完全試合 1回戦の二瀬

町 。日鉄二瀬対高砂市・鐘化カネカロ

ン戦で、二瀬・村上峻介投手が達成。

1回 遊邪飛 手鼠 右飛=13

2回 二飛 中飛 中飛=12

3回 一邪飛 遊飛 三振=17

4回 三飛 三振 遊ゴロ=5
5回 遊飛 三飛 中飛=5
6回 遊飛 二飛 投ゴロ=10

711 右飛 捕邪飛 中飛=12

8回 二飛 三ゴロ ニ飛=6
9回 中飛 右飛 ―Л

`飛

=13

◇無失点優勝 東京都 。熊谷組は島

津四郎、本田有隆、大沢貞義3投手で

1回戦から決勝までの 5試合、相手に

1点 も許さず、史上初の快言醸乳

◇5試合連続完投 浦和市 。日本通

運、堀本律雄投手は1回戦から決勝ま

で5試合を1人て殺げ切り、史上初の

記録をつくった。内容は5試合4勝 1

敗。投球回数4α 被安打23、 失点 7、

自責点 6。

会の準決勝、24回大会の2回戦とそれまで 3

回対戦 し、 3回 とも鐘紡が勝っていた。その

意味でもイ耐菫ある2人の働きだった。

全日本ついに世界制覇

優勝した|:谷組を中心とした全日本が9月

13日 から米国デ トロイトで開かれた第3回世

界野翻ひ論 でイ則排した。

13フ



日本 カナダ、メキシヨ、ハワイ、オラン

ダ、米国、コロンピア、ベネズエラの 8チー

ムが参加した。

全日本は第 1戦のカナダ戦は延長13回、カ

ナダに1点を取られた力ヽ その裏二死から粘

って満塁とし、竹之内勇治が右翼線にサヨナ

ラニ塁打。次のメキシヨも同点で迎えた7回、

バントが連続内野安打となって満塁とし、森

永勝治が押 し出しの四球を選んで決勝点。第

3戦の米国との試合は3回を終わって3-2
と全日本が 1点のリード。その後は息づまる

投手戦となり、島津四郎、鈴木隆のリレーで

逃げ切った。

全日本は敗者戦からあがってきたベネズエ

ラに敗れた力ヽ 最終戦のカナダ戦も全日本は

6回 まで2-0と リードされながら、 7回大

沢貞義主将が本塁打。土壇場の 9回二死二塁

にまたも大沢が左中間を破る適時二塁打で同

点。延長11回、全日本は二死二・三塁に古田

昌幸が中前タイムリー、 2点 をあげて試合を

決め、堂々の優勝となった。

7回からリリーフの鈴木が無安打 6三振の

快投をみせ、最高殊勲選手に輝いた。

キヽ

ヽ

第 3回世界野球大会

団長 上田 常隆

イ先員 中本寸 囀 佳

井口新次郎

加藤 毅康

監督 時岡 周次

投手 大沢 貞義

島津 四郎

堀本 律雄

山本  治

鈴木  隆

捕手 種田 吉富

中野  貞

内野 竹之内勇治

古田 昌幸

榊原 敏■

松本  豊

麻生 実男

外野 岩中 英和

横山 昌弘

山本 正隆

森永 勝治

全日本選手団

(毎 日新聞社)

(協会理事)

(協会理事)

(協会理事)

(|:悧

(有

=た

お任D

(1:棚
(日 本通運)

(鐘化カネカロン)

011崎 トキコ)

(鋤 )

(lξ棚

(全藤倉)

(有:棚
(`≧J'E首 31メラ)

(`≧J'こ首)|'テ )

(準ゆ次レイヨン)

(鋤
脚 研臓撒 )

(日 本生命)

(貫旨棚

疑

最後の打者、高砂・松本をうちとり、史上初の完全試合を成しとげた日鉄二瀬・村上投手

冬はアイスホッケーで

打率 5割で打撃賞を受けた砂州町 。東洋高

1面醐 ||の高木邦人外野手 (王子製紙から補強)

は、夏は野球、冬はアイスホッケーの選手と

北海道らしい変わり色

1回戦の鹿児島市・鹿児島鉄道局戦では 3

-0と リー ドされた5回 に反撃のきっかけと

なる右翼本塁打を放って逆転勝ち。続く門真

市 。松下電器戦では敗れはしたが6回 に1点

差に詰め寄る2点適時打を放つ活躍ぶり。

2試合で 8打数 4安打。打点 4、 塁打 7の

高打率を残した力ヽ 首位打者は3試合以上の

規定から東京都・熊谷組の竹之内勇治一塁手

(全藤倉から補強)が 5試合、16打数 7安打。

打率 4割 3分 8厘で獲得した。

代役でつかんだ完全試合

二

'喉

口丁。日eた二ゆ瞬

オ|口虎飛段手

熊本 。人吉中出身。Da126年、熊本鉄道局

から日鉄二瀬に移籍。高砂市・鐘化カネカロ

ン戦(大 会史上初の完全試合を誡 小野

賞を受賞した。現座、福岡 。新和商事。

昭和32年 7月 28日 。私にとつて生涯忘れら

れない記念すべき日である。

今から思えば30度 を超す炎天下、後楽園の

大舞台で強打の鐘化を相手によくも達成でき

たものだと不思議にさえ感じられる。エース

の井洋雄投手が健在なら、私がマウンドを踏

むことはなかつた。私は野手に転向し4番打

者としてrryに専念していたからだ。ところ

力t予選前に丼投手が調寮 急拠投手にカム

パックして “完全試合"を成し遂げたのだか

ら夢のよううな話である。

当時私は27歳ち力の限界が見えてくるころ

わほ 予選からすこぶる快調だつた。外野手

に転向してノックで足、腰を鍛えられたのと、

エースの代役という気楽さがあったからだと

今でも思う。だから濃人渉監督から「お前で

いくぞ」と言われた時もプレッシャーは感じ

なかつた。相手はい 打たれて元々とい

う気持ちもあつた。試合は慶大出の速球投手、

山本治との投げ合いとなつた力ヽ  4回江藤慎

一捕手力嘘翼へ本塁打を打ち込んでくれた。

この日は追い風で球がよく伸びていたの

(ほ とんど直球で勝負。ヤマをはられたと

きに5球ほどカープを投げたカミ鐘化の打者

がポンポン、フライを打ち上げて くれたので

楽だった。確かゴロは3個しかなかったと記

憶している。一番ヒヤッとさせられたのは9

回一死後、山本治に2-2から7つ もファウ

ルでねばられたあとの外角球を、右翼へ持っ

ていかれた時だ。ライトの頭上を超えたかと

思わせる痛烈な当りだったカミ瀬崎昌弘右翼

手がいち早 くパックしてへい際で捕つてくれ

た。最後は一邪飛で試合は終わった。完全試

合を達成したというよりも、強豪 。鐘化を倒

したという喜びの方が大きかつた。試合後大

勢の新聞記者に取り囲まれ 質問攻めにあっ

てはじめて「えらいこととをやつたんだなァ」

という実感がじわじわと伝わつてきたことを

覚えている。
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大
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3位決定戦  ニッポンピール 4-1熊谷組

1回戦の吉原市対松山市は2-2の引分け再試合

2回日の側勝を果たし、大喜びする日本石油の応援団

れの目にも「ここまで」と思われたのに、長

島はボールが続き四球で歩かせた。次の林正

治右翼手 (日 本鋼管から補強)が一塁内野安

打。門真・仁本監督はここで左のカープ投手

・池戸弘昌を起用した力ヽ 第 1球が打者の右

足をかすめる死球し二死満塁となって横浜・

増山桂∵郎監督も動き、代打に水野和俊を起

用した。カウント2-3か ら、外角に入るカ

ープを右翼打ちを得意とする水野がうまく当

て、フワリと右前に飛んで 2者生還。夢のよ

うな逆転勝ちで窮地を切 り抜けた。 2回戦の

常磐市・常磐炭鉱戦も、平工業高を卒業したば

かりの近藤功投手に苦しみながら日本鋼管か

らの補強の宮原実捕手の殊勲打で迦刺勝ち。

西五十六投手を擁した松山市・丸善石油戦は

伊藤正敏投手が 2安打完封の快投で準決勝に

進んだ。

東京都・二 ソヽポンピールも1り |1芳男、霞本

公義両投手が 1、 2回戦を零封し、大阪戦で

は足立光宏投手 (大丸から補Jnlに 7回 まで

無安打に抑えられながら、 8回 ワンチャンス

を生かし、これまた1-0の零封。

一方のゾーンでは闘将・濃人渉監督のひき

いる二瀬町 。日列 カリヤネ我能―氾瞬諄1真一の

バ ソヽテリーを中′じヽに川崎市・コロムビア、名

古屋市 電電東海に競り勝って快進撃をみせ、

準決勝では熊谷組をも倒 して決勝に躍り出る

大活躍をみせた。

横浜対東京の準決勝もスタンドをわかせる

大激戦だった。横浜がリー ドしながら東京は

後半粘って追いすがった。 7回横浜は菅沼正

直中堅手の右前適時打で 1点を加え、東京必

死の反撃をリリーフの伊藤がかわした。

決勝は4連投の二瀬・井がさす力ヽ こ疲れ

2本塁打と、伊藤の 2安打完封の好投で横浜

が勝った。 しかし、若い高校卒業者を鍛えあ

げ、勝ち進んだ二瀬の戦いぶりは見事だった。

橋戸賞は4試合に登板 2完投の横浜・伊藤

投手、久慈賞は二瀬・井投手が受賞。小野賞

は巧みな榮配で 2度目の優勝に導いた横浜・

増山桂∵郎監督に贈られた。

奇跡の逆転で横浜波乗り
横浜市 。日本石油が1回戦の奇跡的な逆転

勝ち0皮に乗り、 2年ぶり2度 目の県獅子旗

を手にした。

門真町・松下電器、松山市・丸善石油、大

阪市・全鐘紡、東京都・熊谷組、二 ソヽポンピ

ールと強豪がひじめき合い、i麟の連続だっ

た力ヽ 最後は野球をよく知った選手を揃えた

横浜の強さがきわ立った大会でもあった。

横浜は1回戦の問真戦で苦 しみ抜いた。第

1日 の第 1試合、両チームとも堅さのほぐれ

ないまま、門真 。長副衰夫、横浜 。財・lTl員 1

投手の′自づ まる投げ合いが続いた。そして 8

回、門真は決定的とも思える1点 を奪った。

9回横浜最後の攻撃も簡単に二死となり、打

者・本多秀男二塁手のカウントは2-0。 だ

１

０

３

５

５

６

０

６

７

０

１

４

３

２

２

３
‐

↑

４

２

一
５

１

２

144



決勝

油
０
０
瀬

石
０
〇
二

本

３
０
鉄

日
０
０
日

崎
沼
中
多
栗
科

林

１
北
菅
田
本
小
藁

横浜市

二瀬町

打安点振球
42100
41210

03
00
00
01
10
01

犠併残盗失
11401
投 手 回   安振球責
伊 藤 9   2100

▽本塁打 菅沼 1号② (井 )

林1号 (村上)▽二塁打

1:露▽管辱言塁打 本多

ジャストミート日石打線

大学出で固めた強打の横浜市 。日本石油。

一方、二瀬町・B鉄二瀬は井―江藤のバ ンヽテリ

ーを軸に高校出を鍛えあげた守りのチーム。

井と横浜打線の勝負となった力ヽ 横浜のエー

ス伊藤が好投、打線も効果的な2ホーマーで

二瀬を降した。

二瀬は2回、先頭の江藤が初安打放ち、捕

逸で一挙に二塁に進み先制のチャンスを迎え

た。しかし次打者とのスクイズを打者が見落

し、江藤が挟殺され先行できなかったのが痛

い。横浜は3回、田山が安打して送った一死

二塁に、 1番の北崎が左翼に二塁打、続く菅

沼は低めカープをうまくすくいあげて右翼本

塁打、 3点 をあげた。

ペースをつかんだ横浜は、代った村上から

7回、林が右翼本塁打、勝利を不動のものと

した。 横浜 。伊藤は内外角のきびしいコー

スをつく速球とカープの配合がよく、落ちつ

いて投げ続けた。結局二瀬打線を2安打で完

封したカミ 、コントロールのいい井に対し、

大振りせずにジャストミー トに徹した日石打

線とともに堂々の優勝の立役者となった。

連投疲れとらえた快打

決勝の対二瀬町 。日鉄二瀬戦で先制パンチ

と2ラ ンを放った横浜市。■本石油の北崎一

塁手と菅沼中堅手。ともに丼投手の落差のあ

るカープをうまく打ったものだった力ヽ 北崎

は「井君は連投のせいでそれほど球は速くな

かった。カープにしぼって待っていた」とべ

テランらしい読み勝ちを強調。菅沼は「監督

からなんでもかまわずに引っぱオヽ といわれ

てその通り打った。これで一人前の顔ができ

ます」とうれしさいっぱいの顔つきだった。

再 試 合 、 計 6時 間 25分

大会第 1日 の第 3試合で行われた松山市 。

丸善石油対吉原市・大昭和製紙の 1回戦は史  イニングで止まった。

上に残る好ゲームだった。

松山 。西五十六投手は四国予選で完全試合

を演じ、ナイターに有効な速球を内外角に決

めて力投。一方吉原 。安藤治久投手もカーブ

を生かして好投した。

松山は2回松田がタイムリー、動揺 した安

藤はカープカヾ充れ過ぎ、押し出しの四球で 2

点目。吉原も4回竹島が適時打、 6回に石川

が右翼に同点の本塁打して追いついた。

松山は8回一死一。三塁にスクイズを失敗、

チャンスを逃がしたのが痛 く、その後は両投

手のゆずらぬ投げ合いで、延長15回、 3時間

55分の無戦の末 引き分け再試合。

翌日の第 1試合となった再戦はまたしても

西、安藤の先発となった力ヽ 吉原が西の立ち

あがりを攻め、先頭の杉村が左翼二塁打した

のを皮切 りに長打攻勢で 2点。

松山も3回に1点 を返 したものの、疲れの

みえる西を吉原が攻め、 4回にも2安打と四

球で商塁とした。打者 具志のカウントが2-
3と なったところで西は自ら階 庶 弟の西三

男がマウンドに立ったが力みがあって初球ボ

ールとなり押し出し。粘る松山は7回後地が

左翼本塁打して再び 1点差に迫り、前夜と同

じように緊迫した試合はファンをわかせた。

そして9回、松山は後地が左中間二塁打じ

て安藤をおびやかし、代打・森の適時打で同

点。勢いづいた打線はさらに松田、紺田が長

短打を浴せ、一気に3点を奪う逆転劇となっ

た。あわせて 6時25分に及ぶ大接戦だった。

78イ ニ ン グ 連 続 無 失 点

東京都・熊谷組の連続無失点記録がストッ

プした。 1回戦の神戸市。小西酒造戦の 7回、

1点 を奪われたもので、前大会 5試合連続の

零封で優勝を飾って以来、この年の東京予選

も相手に1点 も与えず都市対抗に関しては8

試合連続無失点だった。神戸が中角の二塁打

で1点 をあげたことにより、轍 失点は78

うれL涙「4度日の正口
“4度 目の正直"で大阪市 。全鐘紡を破っ

た東京都 。二 ソヽポンピールの殊勲者はJU‖ ―

松本のバ ソヽテリー。

準々決勝で顔をあわせた強豪同士の両者。

東京はこれまで大阪の前にいつもも涙を飲ん

でいた。この試合も大阪は大丸から補強した

足立が下手からの重い速球と鋭いシュートで

快投、 7回 を終わって東京は無安打。東京の

先発の霞本は強打 。大阪打線に攻められ防戦

一方だった。しかし5回の途中からリリーフ

したlUIIは速球を低めに決め、カーブ、シュ

ー トを折りまぜて大阪打線を抑え0-0で 8

回を迎えた。

東京は先頭の松山が幸運な内野安打。バン

トで送ると清水監督は迷うことく代打に捕手

の松本を起用した。大阪大会でF立から好打

したためだった。期待通り松本は二塁手右

をゴロで抜く殊勲打を放ち待望の 1点 をあげ

た。

東京はトラの子の 1点 を1り ||力鶴・りきり、

わずか 2安打で大阪からの勝 11を あげた。

1り |は「これまでの 3回 もポクカサ覺げて負け

た。やっとスッキリした」と話し、打った松

◇最多奪三振 1回戦の松山市・丸

善石油対吉原市 大昭和製紙戦御 ・

西五十六投手は延長15回 を投げ抜き、

引き分けとなつたが21三振を奪った。

9回での奪三振記録は第25回大会で

大阪市・全鐘紡の平古場昭二 河合貞

雄両投手が継投で富山市・北陸銀行か

ら奪った16ヨ鷹

◇最多三振 1回戦の吉原市 。大昭

和製紙対松山市・丸善な由戦で吉原 。

安藤治久投手は6打席6三振を喫し、

第 3回大会で全大阪・鶴田選手の 5打

席 5三振を29年ぶりに更新した。

ファンー :こ応える横浜。日本萄岬
‐
イン
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本は「長い間ねらっていたチャンスを自分の

力で生かせた感激は一生忘れない」と喜んで

いた。

世界の顔ズラリ出場
過去 3回の世界アマチュア野球大会に全日

本のメンバーとして出場した「世界の測 が

ずらりと揃った大会だった。

その勇者たちは、大阪市・全鐘紡の西川公

也、松本繁和両投手、種田吉富捕手、松本豊、

山下新造、榊原敏一の3内野手と多湖隆司外

野手。東京者6・ 熊谷組の大沢貞義、島津四郎

両投手、中野貞寸甫手、古田昌幸、竹之内勇治

(全藤倉から補強)両内野手。浦和市・日本

通運の堀本律雄投手、東京都・二 ソヽポンビー

ルの1り |1芳男投手、平出昌雄内野手。横浜市・

日本石油の野村利則投手、宮原実捕手 (日 本

鋼管から補強)田中徹男内野手。吉原市 。大

昭和製紙の石井藤吉郎内野手、横山昌弘外野

手。大阪市 。日本生命の山本正隆外野手、八

尾市 天王寺鉄道局の山本治投手、松原正雄捕

手 (と もに鐘渕化学から補強)のバッテリー。

岩国市 。東洋紡岩国の麻生実男内野手 (倉敷

レーヨンから補強)。

監督:冥禾りに尽きる優勝

横浜市。日本石油

増山桂一郎監督

昭和22年、慶大を卒業、故郷に帰り大塚産

業で都市対抗出場。プロ野球を経て27年日本

石油入社 31年監督に就任して即餓 33年

も黒獅子旗を獲得、黄金時代を築く。

第27回大会はユースの藤田元司がいて監督

就任の年に念願の初優勝を果たしたのだ力ヽ

翌年は予選で日本鋼管に敗れて奈落の底にた

たき落された。

この年の予選も鋼管が圧倒的有利の下馬評

だったカミ 1回戦は8回に逆転して9回の無

殆満塁をかわしてやつと勝ち、 2回戦も延長

になり、それまでは10打数ノーヒットの4番

の本多秀男が決勝本塁打を打つて、奇跡の勝

不可をあげた。

鋼管は全国的なレベルでみても強かつた

し、そこに勝つたうえ、有力選手も補強して、

かなりの自信をもつて臨んだ大会だった。

結局2度目の優勝はしたのだ力ヽ いまでも

強烈な印象に残つているのは開幕ゲームとな

った松下電器との試合だ。

相手の島用康夫投手が絶好調で8回の表ま

で うちはわずか4安打、チャンスがない。

そしてその裏、松下に1点を奪われた。 9回

の攻撃が始まる前、選手を集めてカツを入れ

た方がいいかどうか、迷ったのだカミベンチ

に戻つてくる選手が日々に「ゲタはくまでわ

からないぞ」。「よじ」と思つてそのまま9

回の攻撃に入つた。ところが簡単に二死。打

者・本多のカウントは2-0。 それでも粘つ

て四球で出た。次の林正治君は一塁手と二塁

手の間で、撞球の引き球のような当りの安打。

ここで松下の仁木監督が動いて投手がカープ

の池戸弘昌君に代った。「じめた」と思つた。

藁科敏一への第 1球が死球で商塁。待つてい

た代打の水野和俊君を起用した。右翼打ちの

うまさではピカーだった。とにかくサインは

「打て」だけ。水野がチョコンと当てる右前

打で逆転勝ち。打つた手がことごとく当り、

選手が働いてくれて監督冥利に尽きる大会だ

つた。

1哨 1回戦

横浜市 (日本石油)

000000002
000000010

門真町 (松下電器) ]][|]]i][||:|
朧 済 同   打安点

7  ′卜 栗  310
H 水 野 112
7 赤 羽 000

8 尋辱1::
1 近 藤 210

3262
振球犠盗失残併
230116
投 手 回  安責
野 村 2  10
近 藤 7  50
▽二塁打 大江 奥田

【門司市】   打安点

2  宮 武 100
①  服 部 211
1  光 岡 100
⑥  徳 淵 300

3151
振球犠盗失残併
1260209
投 手 回  安責
服 部 5  30
光 岡 4  10

▽二塁打 服部 佐藤

ξ :]藁
6  古 屋 000
H  松 島 100

0業 営 ill
l  佐 藤 210
⑥  桑 原 200
8 谷 沢 100

3040
振球犠盗失残併
720105
投 手 回  安責
′
Jヽ 島 3% 31
佐 藤 5% 20

3攀 :||
3 成 瀬 200

8 合促1::

6賛 螢:::

古 】:曇 :::
2961

振球犠盗失残併
12631010
投 手 回  安責
長 島 8% 52
池 戸  % 10
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▽本塁打 石川 1号 (西兄書▽壁塁得 篠謡

2赤
田

1回戦

立
０
０
ン

日

０

２

ヨ

業

２

〇

一

鉱

０

０

レ

本
０
３
洋

日

０

０

東

市
１
０
市

立

０
０
津

日
２
０
大

【大津市】   打安点
③  渡 辺 400
H  鈴 木 100
8  中 野 110
⑥  伊 藤 612

0J]:|:
H  亀 村 100

3 響巣,6:
H  山 中 100
9  荒 川 210

46125
振球犠盗失残併
10232010
投 手 回  安責
本 間 2  33
永 橋 5% 52
高 田 4% 21

9  荒 川 210
①  本 間 000
1  永 橋 210
1  高 田 100
⑤   滝  300

田

田

＞

高

日鰐
朧

井松
明

＞
辺

橋
渡

永

1回戦

ル
ー
０

一

〇

〇

ビ

ー
０
＞

ン
０
０
越

ポ

２
０
信

ツ
０
０
電

二
〇
０
電

東京都

長野市

３ ０

４ ‐

４ ‐

３ ０

３ ０

２ ０

１ ０

２ ‐

１ ０

１ ０

‐ ０

０ ０

２ ０

１ 〇

一２８ ３

　

　

類

２ ２

５ ２

３ ‐



2回戦

０

×

国

０

１

岩

０
２
＞

紡

０
０
紡

洋

０
０
鐘

東

０
２
全

市
　
　
市

国
　
　
阪

岩

　
　
大

＞

０

０

ア

瀬

０

０

ビ

ニ
ー

０

ム

鉄

０

０

ロ

日

０

０

コ

町
　
　
市

瀬
　
　
崎

一
一　

　

川

Ｏ

Ｘ

＞

０
０
行

＞

０
０
銀

局
０
０
殖

道

０
１
拓

鉄

１
０
道

分
０
０
海

大
０
０
北

市
　
　
市

分
　
　
幌

大
　
　
札

責

０

０

安

３

２

併残

５

失

２

回

３

６

盗

１蹴‐２３時躊制

振球犠盗失残併
5803111
投 手 回  安貴
岡 崎 3  20
足 立 4  10
大 田 2  00

松岡 松本 榊原

2回戦

【

1崎

市

: [ |]|⑦  樫 原 41
R  山 下 00

0 ‖:||
6  本 村 20

9機 澤::
H 鈴 木 10
1 西 本 000

3172
振球犠盗失残併
131016
投 手 回  安責

▽三塁打 財津     川 内 7% 32
▽二塁打 橋本 樫原  根 岸  % 10

西 本 1  11

2回戦

]巫 輔
7  鶴 谷 100
7  塩 谷 000

8 嘉蓉:::
1  品 田 100
0 前 りl1 310

2662

振球犠盗失残併
621017
投 手 回  安責
森 山 2  21
金 田 6  41
▽二塁打 沼沢 小路

14フ

打安点
40
31
21
30
32
31
400
400

⑤   桐  200
2853

振球犠盗失残併
752125
投 手 回  安責
井  9  72

1回戦

局

０

０

道

０
１
＞

鉄

０
０
績

寺

２

０

紡

王

０
０
島

天

０
０
川

市

０
０
市

尾

０
１
阜

八
〇
０
岐

点
１
０
２
０
０
１
１
０
２
１
０
０

安

６

４

４

２

２

２

４

３

６

２

１

２

打
引
田
埜
雄
市
野
原

梢
綱
根

東
林

ｌ
野
石
仲
山
古
牧
松
山
竹
大

市尾
　
　
３

八
④
Ｏ
⑨
③
９
９
②
０
０
①
Ｈ
ｌ

占
小１

安

６

打

⑥  宮 脇 422
42105

振球犠盗失残併
7821211
投 手 回  安貴
大 根 6  30
林  6  21

▽三塁打 宮脇▽二塁打
網

1回戦

東京III:[「キlllll

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
710017      431115
投 手 回  安責   投 手 回  安責

じ二量打 山田 串角2 景西 望月 松来
1

2回戦

8嚢田譲:::
H  米 田 000
1  貫 洞 000
H  高 須 100
①  近 藤 200
1 籍芳 188

油
０
１
砿

石
０
０
炭

本

１
０
磐

日
０
０
常

市
　
　
市

浜
　
　
磐

横
　
　
常

占
小０
０
１
１
０
０
０

安
１
２
１
１
０
０
０

打
３
４
３
４
３
２
１

木
　
兄
原
林
藤

田

々
南
沢

市
　
　
出
萱
小
斎

松

；

Ｈ

本
沢
藤
田
山
口
川

之

3182

1回戦 (再試合)

＞

０
０
紙

油

０
０
製

石
０
１
和

善

１
０
昭

丸

０
０
大

市
　
　
市

山
　
　
原

松
　
　
吉

川
山
島
丸
池
藤
田
本
屋
川

石
横
竹
徳
小
安
広
山
土
稲

②
⑤
Ｏ
②
①
ｌ
ｌ
Ｈ
⑥

【吉原市】   打安点
⑤ 杉 村 410
④  具 志 312

H 石 井 100
3073

振球犠盗失残併
852127
投 手 回  安責
安 藤 8% 105
広 田  % 00
山 本  % 00

振球犠盗失残併
231518
投 手 回  安責
西 兄 3% 63
西 弟 0  00
木 下 4% 10
村 上 1  00
▽本塁打 後地 1号 (安藤)▽二塁打 杉村
具志 徳丸 石川 竹島 後地 松田

1回戦

Ｏ

Ｘ

＞

０

１

海

薬

０

０

東

新

０
０
電

本

０
０
電

日
０
０
＜

＜

１
０
市

市

　
　
屋

都
　
　
古

一示
　
　

名^

打安点
420
411
421
410
300
400
310
320
000

打安点
400
420

5  大 角 00

0番 銀::
1 拝 藤 000

3041
振球犠盗失残併
810223
投 手 回  安責
山 城 7% 91
拝 藤  % 00

1回戦

▽2塁打 三宅

【
口
田
宅
水
村
知
馬
垣
岡
田

市
　
浜
三
吉
大
河
美
西
福
古

都京
③
◎
Ｏ
③
３
④

４
⑦
⑤
Ｈ

藤
井
谷
田
海
田
木
辺
尾

責

０

０

安

３

１

辮
５　
％
％

失

２

回

５

３

盗
０蹴２２‐時幌［

０

×

命

０
０
運

生
０
０
通

本

０
０
本

日

０

０

日

市
　
　
市

阪
　
　
和

大
　
　
浦

振球犠盗失残併
620208
投 手 回  安責
伊 藤 8  73

▽二塁打 津野 田岡

振球犠盗失残併
622012
投 手 回  安責
堀 本 6  72
妻 島 3  10



2回戦

局
０
０
＞

道

０
０
油

鉄

０
０
石

司
１
０
善

門
０
０
丸

市

０
０
市

司

０

０
山

門

２

３
松

2  宮 武 200
①  服 部 321
1  光 岡 200
⑥  徳 淵 510

【門司市】  打安点

3,鶏
思  真 鍋 100

8寝 彙:::

3673
振球犠盗失残併
8921111

2回戦

【
り
山市

L鷲
  :Ti

3   森  310

3 81:||
②  後 地 310
2  芥 川 100
①  西 兄 000
1  木 下 200
1  村 上 200
⑤  松 田 410

39102

受雷誡 :l 裏
1単 2占 7類

西 兄  % 12
木 下 4% 31
村 上 6  30

3査量II 展逃
1言

9J至量好赤異高号道鷺
岡嚢

０
×
＞

＞

０
１
ル

立

０
〇

一

日
０
０
ビ

業

０

０

ン

鉱

０

１

ポ

本

０

０

ツ

日

０

０

ニ

市
　
　
都

立
　
　
一示

日
　
　
東

垣
柳
橋

梶
出
山
内
本
藤
刈

ｌ
井
黒
高
　
平
松
堀
松
佐
草

都‘泉
　
　
　
　
　
　
８

京
③
７
④
Ｏ
⑤
０
０
②
２
①

打安点
00
10
00
00
21
00
21
20
00

000
H  名 島 100
1  北  りl1 100
⑥  高 島 310

2982
振球犠盗失残併
332108
投 手 回  安責
草 刈 2  20
Jし  '11 7  20

貴

１

０

０

１

号

安
７
０
０
１
１

船
５　
％
　
％
　
剛

失

０

回

６

０

　

１

』８３‐０時］囃酬赫剌

海

０
０
＞

東

０
０
運

電
０
０
通

電
０
１
本

＜

０

１

日

市

０
０
＜

屋
０
０
市

古
２
０
和

名
０
０
浦

７

　

％

％

％

１

回

５

１

３

３
手
部
尾
島

１０
投
岡
中
小

(鈴木)▽三塁打 堀内

2回戦

点
０
０
０
１
０
０
０
０
０

安
１
０
０
１
１
１
１
０
０

打
５
３
１
４
３
３
４
２
１

‐
岬
肩
堤

′‐ヽ 俣
嘲
嘲
岬
赫
嘲

市和瀞
⑦
⑤
Ｈ
③
０
０
０
⑨
Ｈ
９

振球犠盗失残併

安責
42
20
00

▽二塁打 戸田 小俣

148

9  青 柳 100
②  市 原 000
2  片 桐 411
①  黒 木 000
1 堀 本 400

3562
振球犠盗失残併
321216
投 手 回  安責
黒 木 1  22
堀 本 9  60

片桐

【

:古

屋

:】 ] :]i

: :[|||
1 ′

Jヽ 島 110
3482

2回戦

０

×

局

０

０

道

０
０

鉄

０
０
＞

寺

０
０
組

王
０
４
谷

天
０
０
熊

市
　
　
都

尾
　
　
一暴

八
　
　
東

責
０
０
０

安
２
３
１

併残
５
　
％
％

失
０
回
１
４
３

盗
３

犠
０
手
林
川
津

球
４

振
７
投
小
中
島

【人尾市】   打安点

H  古 市 100
1  大 根 100

3160
振球犠盗失残併
521137
投 手 回  安責
林  4  22

大 根 4  10

▽二塁打 宮脇 山之口

準々決勝

:]:|||
7  秋 山 100

0  1之曾 !||
2  前 川 000

0量 昇 :||
1 島 津 100

2931

l[]ll[[「
TTTtl:

月

田

田
本

０

×

＞

０
１

ル

０

〇

一

〇

０

ビ

＞

０

０

ン

紡
０
０
ポ

鐘
０
０

ツ

全
０
０

ニ

市
　
　
都

阪
　
　
一示

大
　
　
東

責

０

０

安
３
２

瑚
０
　
％
％

失

１

回

４

４

盗
０

犠
２
手
本
川

麟
６‐投
霞
北

ｌ
望
山
古
松
秋
大
加

都棘
⑥
⑤
④
②
７
③
⑨
②
２
⑤
①
Ｈ
ｌ

占

〔
１

２

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

０

２

１

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

打

３

４

３

３

１

４

３

３

０

３

０

０

２

振球犠盗失残併
741026
投 手 回  安責
塩 谷 1%  33
品 田 6%  20

準々決勝

振球犠盗失残併
430124
投 手 回  安責
比 企 2  10
島 津 5  31
中 川 2  01

▽二塁打 山田

:蝙 ill
H  浜 田 100
R  田 中 000

8 稽 届 :::
4  保 田 100
H  福 沢 100

0,]ill
2850

振球犠盗失残併
833204
投 手 回  安責
足 立 8  21
▽二塁打 松本豊

【δ京都L 田 7↑i
7  黒 柳 300
8 菖編:::
3   梶  300

シ:l lll
2  松 本 11
①  霞 本 10
1  1ヒ  リ|1 10
⑥  高 島 300

242 1

準々決勝

【横浜市】   打安点

3業 墨!||

38果P ill
H  水 野 112
8  小 栗 210

8 否 早 :::
9  中 下 300
9  菅 沼 000

0思 裏 1::
3073

振球犠盗失残併
462208
投 手 回  安責
伊 藤 9  20

▽二塁打 田中徹 北崎

準々決勝

油

０
０
油

石
１
０
石

本

２
０
善

日
０
０
丸

市
　
　
市

浜
　
　
山

横
　
　
松

＞

１
０
海

瀬
１
０
東

二
〇
０
電

鉄
０
０
電

日
０
０
＜

＜

０
０
市

町
　
　
屋

瀬
　
　
古

二
　
　
名

０

×

＞

０
０
瀬

組
０
〇
二

谷
０
０
鉄

熊
０
１
日

都
　
　
町

一暴
　
　
瀬

東
　
　
二

瑚
９　
　
％
％

失

０

回

２

４

１

盗
１蹴５４２時い潮悧

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

０

０

０

０

０

０

０

０

０

打

４

４

２

３

３

３

３

０

０

田
田
井
崎
田
辺
地
川
下

ｌ
紺
松
谷
篠
赤
渡
後
芥
木

市山松

⑨

◎

０

０

０

０

②

２
①

②

７

Ｈ

ｌ

鷲  220
浅 井 100
吉 川 100
村 上 000

H  森  100
2720

振球犠盗失残併
320005
投 手 回  安責
木 下 6  63
村 上 3  10
鷲

【二瀬町】 打安点 【

]I[il

2942
振球犠盗失残併
343117
投 手 回  安責
井  9  10

▽二塁打 内海

準決勝

振球犠盗失残併
310013
投 手 回  安責
中 尾 4% 31
岡 部 1%10
小 島 3  00

占
ｍ０
０
０
０
０
０
１
０
０
０

安
０
１
１
０
１
０
１
０
０
０

打
４
４
４
２
２
２
３
０
１
０

淵
原
下
藤
津
本
沢
上
回
中

ｌ
溝
大
山
江
財
橋
福
村
山
田

町蛹②
⑤
③②
０
０
０
①
Ｈ
‐

安責
11
20
20

1   井  200
⑥   桐  310

2751
振球犠盗失残併
621104
投 手 回  安責
村 上 2  20
田 中 1% 20
井  5% 20

▽二塁打 望月

市
加
稲
石
三
端
渋
太
小
近
内
鈴
渡
椰
木
中
岡

屋古名
⑦
Ｈ
⑥
Ｈ
Ｒ
９
③
ｌ
０
５
〉③
②
Ｈ
２
①
ｌ



禾ロ
(日 本通運)

浦証
一法藁
朧轟
聴臨蝉
鰹

市電勲
融一藤
一癬
一縦

木

(日

室

日

掛

析

″
″

〃
″
術

″

″
″
岬

″
″

″

″

〃

〃

〃
獨

〃

〃
″

〃

〃
″

〃

掛

拝

〃
″

〃

〃

″

〃
″
肝

″
″
輌

″

″

″
″

″
″

″
獨

″

〃

″

″

〃

鯖

拝

″
″

〃

〃
″
肝

″

〃
嶋

″

″

″

″

″

″

″
婚

〃
″

″

″
″

″

″
　

　

　

　

　

　

　

鵬
拝

″

″
″

″
肝
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忘れ難い東京倶楽部を破っての優勝

全大阪 (日本生命)伊 達正男

私が早大を卒業したのは昭和 8年 3月 だった。郷里の大

阪に戻って就職しようと考えていたところに、早大野球部

の先輩でいろいろおせわになつた水上義信さんが「日本生

命に来てオレを助けてくれ」と誘ってくれた。水上さんは

日本生命野球部を作つた人で、主将だつたカミ 実質的には

監督であつた。日本生命に入って、全大阪に参加、昭和 9

年の第 8回大会で優勝を成しとげたのだカミ 東京倶楽部を

倒して大阪に初めて黒獅子旗を持ち帰つた感激は生涯忘れ

がたい喜びだ。

実は日本生命に入社する直前、私が早大に入学したとき

の野球部監督であった市岡忠男さんに、後の巨人軍となる

大日本東京野球倶楽部への参加を熱 らヽに勧誘された。当時

1鍛業野球といつたカミ プロ野球を日本でも結成する気運

が高まつていたのである。関心がなかつたわけではないカミ

水上さんを慕って日本生命に入り、その年の都市対抗に出

場した。いまのように会社単位で予選に出るのではなく、

その地域の野球人力i集つて倶楽部を作り出場していた。そ

れが全大阪であつた。準々決勝で東京倶楽部と対戦。大阪

が 7-0と リードしていたのに逆転された日惜しい試合が

あつた。言いわけがましいカミ 私は7月下旬に倉敷でやつ

た早大との試合で左アゴに死球を受け、そのまま入院。十

分に練習できなかつたのも、不調の要因だつた。

そのころの全大阪のメンバーは、ベテランの選手が多か

ったカミ やはり早大野球部の先輩で大阪毎日新間の運動部

記者だつた井日新次郎さんと相談、当時大阪でブラブラし

ていた三原脩や慶応を卒業した鐘紡の牧野直隆、岡田貴一、

明大を出た久保田信一君らも誘ってチームを強化した。

初戦に名古屋鉄道局を破つて、宿敵・東京倶楽部と対戦

した。慶大を出た宮武二郎君は故障で、私と立教を出た菊

谷正一君の投げ合いになつたカミ 今度は逆に東京 7-0と

リードされたのを終盤でひつくり返す痛快な勝利だつた。

「昨年7-0から負けたんだから、ことしは0-7から勝

とうぜ」といった調子で、全員伸び伸びと野球を楽しんで

いた。私も4回以降、無失点で投げたのがよかつた。

東京倶楽部はそれこそ東京六大学の花形選手ばかりだつ

たカミ 東京を破つたうれしさはこの上ないものだつた。

戦争が終わり、都市対抗が復活したとき、昔の仲間が集

ってきて、ボールやグラス バットを持ち寄り、大会に参

加したときのことも忘れられない。

今では考えられないだろうカミ 食糧不足力ヾ期 な職

上京するにも交通事晴は最悪で、列車ダイヤなど乱れつぱ

なし。出発する汽車に乗るだけだつたが、当時大阪鉄道局

にいらした本田竹蔵さんのはからいで、メンバーは大阪駅

に入る前の汽車に宮原操車場でひそかに乗り込んで東京ま

で20時間もかけてたどりついた。借りたバットでホ‐ムラ

ンしたのを覚えている力ヽ そんな苦しいなかでも野球をで

きる喜びは大きかつた。

話は戻るカミ 日本生命に入社したあとも、プロ野球への

誘いは激しかった。当時の安田財閥の重鎮、安田善五郎さ

んから「絶対職業野球に行つてはいけない」とのご忠告を

頂いたのも思い出す力ヽ いまでも市岡さんから渡され、手

許に残つている「株式会社大日本東京倶楽部」の創立趣意

書、起業予算表、定款などをなつかしく見るにつけ、市岡

中、早稲田、そして社会人野球と、好きな野球を続けられ

たのを誇りに思つている。
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第30回大会雌邸鵬1  3日・後楽日期

初めて四国へ黒獅子旗
30回の記念大会で前回優勝の日本石油の推

薦出場がとくに認めらな 史上最多の30チ ー

ムが出場した。

推薦の日石と大阪 。日本生命が東西の “横

綱"と みられた大会だったが、波乱に次ぐ波

乱で、決勝は松山市・九善石油と釜石市・富

士鉄釜石。ともに決勝まで進んだのは初めて

だった力ヽ 松山が初優勝を果たし、四国とし

ては昭和11年の第10回大会に徳島鉄道が出場

して以来、24年目にして悲願を達成、黒獅子

旗は初めて瀬戸内海を渡った。

1回戦高砂市・鐘化カネカロンを破った日

石は2回戦で同業の丸善と対戦 した。日石は

前回の橋戸賞投手、伊藤正敏がヒジ痛で投げ

られず、左腕・野村利則が先発、松山は右の

西三男を起用した。ともにゆずらぬピッチン

グで 1-1の まま延長戦ら しかし21歳の西が

,見上りの好投を続けたのに対し、27歳の野村

は疲れがみえ、九善は11回、四球に3長短打

をからめ一挙に5点を奪い、日石 2連覇の夢

を打ちくだいた。西の日本生命も2回戦で岡

山市。倉敷レイヨン打線に、蔵文男ら3投手が

11安打を浴び10点 を奪われて敗退 した。 “横

綱"力澤 々と姿を消した大会で特異な試合ぶ

りをみせたのが釜石。 1回戦の八王子市・ リ

ッカーミシンに競り勝ち、 2回戦日立市・日

本鉱業 日立に9回 4点をあげて1鏃ヽ このあ

とも、高橋栄‐、近藤功両投手のリレーで投

手陣が頑張り、ベテラン出沢政雄や黒田幸夫、

斎藤辰′急 佐藤圭一らの打線は9回 に奇妙に

爆発、準々決勝の二瀬町 。日鉄二瀬戦、準決

勝の吉原・大昭和製紙戦と、ともに9回に 2

点を奪って逆転勝ちに結びつけた。日石を倒

した松山も西、村上公博両投手が好投、大津

市・東洋レーヨン、準決勝では大阪市・近畿

電電を破って快進撃をみせた。決勝は釜石の

近藤 高橋を打ち込んだ松山が、西、村上の

リレーで釜石を下したが、釜石の活躍ぶりは

大会を大いに盛りあl六 チームに小野賞、補

強 (常磐炭鉱)で 4番を打った32歳の出沢に

久慈賞が贈られた。優勝した松山で投打に大

活躍した西投手に橋戸賞力瀬曽られた。

準決勝に勝ち残った吉原市 。大昭和蠍

釜石市 。富士鉄釜石、大阪市・電電近畿、松

山市・丸善石油の顔ぶれをみると、これまでの

都市対抗の勢力分野の様変わりが感じられ

東JLと 四国代表の決勝など、各地区のチーム

カの接近を物語るものといえよう。

吉原はこれまでの大まかなチームカラーか

ら堅実さを身につけ、岬 で釜石の勢いに

敗れたとはいえ、対岡山戦の逆転劇など大会

を盛りあげた。初陣で堂々の 3位 となった大

阪・電電近畿の活躍もみごとだった。

皇太子殿下 (現天皇陛⊃ が初めて都市対

抗をご観戦になり、大会第 8日 の 8月 1日 、

準々決勝の吉原市 。大昭和製紙対岡山市・倉

敷レイヨン戦を最後までご覧になった。
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◇1試合 4本塁打 2回戦の大阪市

。日本生命対岡山市・倉敷レイヨン戦

で大阪の吉塚正幸二塁手、永野元玄捕

手、岡山の稲谷一人捕手、為房健遊撃

手が本塁打を放った。史上 3度目。ま

た8回、稲谷、為房の 1イ ニング2本

塁は4度目。

◇1試謳 4失策 2回戦の大阪

・電電近畿と神戸・川崎舌Tの試合で

月膨悧鉢泰¨ 。 3人目。

◇無得点最長試合14回  1回戦の川

崎市 。いす 自ゞ動車対岩国市 。東洋紡

岩醜 は延長15回、 3-2K・ll鵬勒勝

った力ヽ この試合14回終了まで両チー

ムとも無得点て怖 餞亀

決勝戦:松山は3回二死二塁に森力糊 、谷井がけん命なスライディングで生量 同点とする。捕手。落合

逆転の釜石、望み届かず

ともに前評判はそれほど高くなかった力ヽ

大会に入ってから勢に乗り、決勝に進出した

異色の顔合わせ。

釜石が先制した。 2回出沢、黒田が安打し

たチャンスに木場が右犠飛。松山は3回敵失

に恵まれた一死二塁に森力゙快打して同点。松

山は5回、後地が二塁打、谷井のバントが野

選となって一 。三塁。続く西弟が 2-1と 追

い込まれながらカープを左翼二塁打、さらに

森のスクイズで 3点 を奪った。

釜石も6回吉本の安打と敵失で一・二塁と

すると、九善は2番手に村上を起用。一死後

釜石は黒田が中前適時打。このとき一塁走者

斎藤が二塁に走り刺されたのは痛かったハ

佐藤の安打で二死一・三塁になると、果敢な

重溶を試み、黒田が還って1点差とした。

しかし松山は7回、谷井が二塁打を放ち、オ寸

上の適時打、バントとスクイズで 2点を加え

た。逆転につぐ逆転を,寅 じて決勝まで進んだ

釜石だけに最後まで激しい闘志を燃や し、 9

回には二死ながら二 。二塁のチャンスをつ〈

り、ここで代打 。南が二塁左に内野安打。逆

転の望みをかけたが後続を断たれ涙を飲んだ。

投打にわたる西弟の活躍は見事だった力ヽ

九善の下位打線の充実ぶりも目を見張るもの

があった。

殿下もびつくり応援合戦
ナイトゲームで行われた吉原市 。大昭和製

紙対岡山市・倉敷レイヨンの準々決勝を皇太

子殿下 (現天皇陛Tlが初めて観戦された。

大昭和応援団は、この夜のためにとってお

きのチャッキリ節を披露も吉原からかけつけ

たお嬢さんたちがスゲ笠、紺ガスリに赤いタ

スキのいでたちで踊り、倉レは岡山の桃太郎

にちなむ、イヌ、サル、キジの大プラカー ド

でメ航 するなどスタンドもにぎやか。

皇太子師 のご説明役をつとめた学習院大

時代の同級生で、二 ノヽポンピールの草メl向資

手によると「初めは応援のすごさにとまどっ

ておられたようですが、チャッキリ節が始ま

ると、身を乗り出してご覧になっていた」と

のこと。

東大時代野球部の外野手だった戸田康英東

宮侍従が 賭F市対抗は大学野球と違って社会

人や郷土を中心とした応援が見ものです。ダ

ッグアウトの上で指揮している大昭和の応援

団長は、浪曲の広沢虎造の息子です」とご説

明すると、二 ソヽコリうなづかれたそうだ。
岡田監督翻巳」デし硼 魯彗 塑ヽ油・丸勒 イン
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黒獅子旗を中江 グラウンドでファンの蜘自:恥える丸薔6幡 たち

好きな野球を続けた幸せ

釜石市 。富士鉄釜石

出沢政雄一塁手

(常磐炭破から補強)

長野 。小諸商業から東急、いす 、ゞ古沢建設

を経て25年 常磐炭破入り、32歳で4番19
回逆転の釜石の原動力として大活躍、久慈賞

に輝いた。現在いわき市議会議員。

都市対抗に初めて出たのは、鹿沼市の古沢

建設時代の昭和25年 (第 21回大会)だつた。

しかし、その年の秋に移つた常磐炭積が長く、

思い出も多い。

常磐からの出場は27年の第23回大会。初出

場というので町を挙げて喜びヽ まだ石炭も掘

れば売れた時代(湯 本温泉の芸者さんを総

揚げして応援団を繰り出したほど。 1回戦の

相手は日本石油。東京六大学出身の選手が多

く、ユニホームのマークも横文字の「カルテ

ックス」とスマート。夕続 いを大いに燃やし、

延長11回の熱戦の末に7-6で勝つた。二塁

打 2本を放ち、うち1本は決勝点をたたき出

す一打だつた。

30回大会は久慈賞をいただいた忘れられな

い大会。富士鉄釜石に補強され 一塁手をま

かされた。 1回戦のリッカーミシン戦(の
ちに巨人入りした堀本律雄さんから、センタ

ーにランニング本塁打したし、準決勝の大昭

和製紙戦では1点をリードされていた9回に

同点
~塁

打した。このときは前日の試合で二

盗したとき、左肩をひねつて朝起きると腕が

あがらない。急いで医者に行つて痛み止めの

注射をうち、試合に出たのだ力ヽ やはり痛く

て引つばることができない。左打者の私は、

はじめからレフトに流し打つことを考えてい

た。相手投手も二死■塁なので長打を警戒し

て外角に投げてきた。待ってましたとばかり

左翼線にはじき返すことができた。

決勝では9回の追撃及ばずFcttは したカミ

全試合安打で思いもよらない久慈賞受賞。選

手、監督として11回出場。好きなことをずつ

とやれたのが一番幸せだつた。

盛大に30回記念前夜祭

第30回記念大会の前夜祭が 7月 24日 、東京・

千駄ヶ谷の東京体育館で盛大に行われた。橋

戸賞、久慈賞、小野賞の橋戸頑鉄、久慈次郎、

小野三千磨 3氏の遺族はじめ、関係者、ゆか

りの人々が壇上に並び、30回連続 して予選、

本大会に出場した武田可一 (51)、 南安男 (49)

の両氏が特別表彰された。

武田さんは名古屋鉄道局のエースとして第

1回大会からマウンドに立った。最後にプレ

ートを踏んだのは昭和24年で42歳 と息の長い

選手螢舌を送り、昭和 9年、米大 リーグのベ

ープ 。ルースら一行カド来日したときも26歳に

なっていながら好投。「名鉄に武田あり」と

名を響かせた。今回は名鉄局の監督として出

場だが「15回 も本大会に出場 しながら、優勝

できなかったのがじ残 り」と語った。

南さんは昭和 2年、長野 松本商業を犠

松本機関区に就職 して、この年から始まった

都市対抗の地区予選に出場して以来、本大会

に6度出場。快腕投手であり、マウンドに立

たないときは内野手として強打を生かすなど

1舌亀 第 8回大詮ざから3働 して鉄 宮か

ら本大会に出場、準決勝で優勝 した東京倶楽

部をあわやのところまで追いつめたこともあ

った。

いつまでもプレーを続け、48歳 まで東京鉄

道局の投手として現役だった。表彰をうけ賭F

市対抗の10日 間が 1年のうちで一番楽しい時

期です」とうれしそうだった力ヽ 者5市対抗野

球に半生以上を捧げた2人に、会場から割れ

るような拍手が起った。
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比 企 4% 00   (大 神)▽二塁打 鈴
Jヽ 川 1  00   木 黒柳 飯山2大田

占

〔
０

０

１

０

安

０

０

２

０

打

３

４

４

４

浪
江
盤
原

ｌ
八
黒
常
市

町巻



1回戦

【
8浜
市為 木 り言i

l  杉本和 100
H  上 春 100
②  宮 原 200
①  野 村 100
7  佐 藤 200
⑥  高橋洋 310

3250

1回戦

０

０

ン

０

０

シ

石
０
〇

一

釜

０
０
カ

鉄

０
０

ツ

±
２
０
リ

宙

０

０

＜

＜

１

０

市

市

　
　
子

石
　
　
王

釜
　
　
八

橋

責

３

０

高

２

安
６
２
＜
沢

４０　
　
　
り
出

‐０‐『相柿帥餞

４投
堀
黒
本
釧

堀

二

＜

▽Ю
細

沢
本

山］
士
ロ

Ｏ

Ｘ

０

０

ン

＞

Ｏ

ｏ

ヨ

管

０

０

イ

鋼

０

０

レ

本

０
０
敷

日
０
１
倉

市
　
　
市

浜
　
　
山

横
　
　
岡

４

　

　

責

０

０

２９辮６０安卿御

失
０
回
４
４

聯
３０‐
手
川
本

振
７
投
前
栗

▽本塁打
▽三塁打

1回戦

【
§
山市
: 量 :]i
ξ贄釧
1 栗 本 100

▽二塁打 林

貴

１

０

安

３

１

辮

６ ０

失

１

回

４

４

盗
０

雅
‐０
手
村
本

振
３
投
野
杉

大阪市 (日 本生命)

100021000
000000010

東京都 (全藤倉)

【

§

京都

糞 雲 ITi
2  秋 山 211
③  竹之内 310
1需報 :::

87雀 奈々:::

38景 雷
`::6 霧濃〔::

93 江野沢 210

0量 :ill
l  小 室 000
H  堀 越 100
1 鈴 木 000

3371
振球犠盗失残併
6001240
投 手 回  安責
増 沢 5  63
小 室 3  10
鈴 木 1  10藤安

田
賀

植
国

打
打

塁
塁

▽三

▽ニ

155

1回戦

ill「1][llキ
lll

占
小０
１
０
０
０
２
１
０
１
〇
一５

貴

１

１

０

安

３

５

０

期
２‐　
％
％

失

６

回

１

５

１

盗
１蹴２２‐時嶋雌剛 5306262

回  安責
5  10
3  21
1  00

▽二塁打 辻本 藤井
西山 高木

i回戦

京都市 (積水化学)

名古屋1111書よ」書ll

1回戦

腋
４‐
３‐
２０
Ｈ

３０
４２
３２
４０
３‐
４〇
一３‐８

谷
山
納
藤
海
田
築
田
田

肺
渋
中
加
伊
内
恩
都
太
上

古

振球犠盗失残併
4501070
投 手 回
上 田 9

責
０

安
５

都築
都築 恩田

▽二塁打
▽二塁打

０

×

０

０

立

＞

０
２
日

器
０
０
業

電
０
０
鉱

下
１
０
本

松
０
０
日

町
　
　
市

真
　
　
立

門
　
　
日

安責
10
30
40

９

　

　

％

　

％

２

　

回

　

２

６

島

０
　
手
峨
室
淵

４　
投
嵯
西
増
朝

ン

２

０

ヨ

０

０

＞

一
１

０

砿

レ

０

１

炭

洋

０
０
幌

東

０
０
羽

市
　
　
町

津
　
　
幌

大
　
　
羽

責

３

０

安

４

２

７
　

％

％

２
回

６

２

０
手

畑

原

６
投

田

石

０

×

＞

０
０

ル

０

〇

一

＞

ｏ

ｏ

ビ

通

０
０
ン

交

０
０
ポ

潟
１
０

ツ

新

０
０
ニ

市
　
　
都

潟
　
　
一泉

新
　
　
東

1回戦

1回戦

」][|![i[]「キ|||:|

中

毛

雄

村

村

木

司

原

辺

畑

原

田

ｌ

田

石
島

西

松

栗

内

蔵

渡

田

石

【羽幌町
⑤
⑦
④
ｌ
Ｏ
③
③
Ｈ
⑤
①
ｌ
⑨  島田英 300

315
振球犠盗失残併

打安点
110
300
400
400
410

0名関家:::
雷語:::
長谷り|1 200

1 鈴 木 100
2820

振球犠盗失残併

▽三塁打 平出 古田

1回戦

野
山
林
田
川

市
　
丸
小
太
広

潟締
③
⑨
②
⑤
③
０
０
◎
①

責

２

０

安

４

１

３

　

％

％

０

回

５

２

１
手
川
木

３
　
谷

６
投
長
鈴

9  藤 山 300
④  植 岡 200
4  藤 井 300
①  木 村 520
1  安 藤 000
H  坂 口 110
②  今 田 510
2  岡 村 110

53102
振球犠盗失残併
115024101
投 手 回  安責
木 村 14% 93
安 藤  % 10

岡村

占
小０
０

安
１
０

打
６
６

村
　
野
山
藤
下
本
山

原

山森

責

０

２

０

安

４

６

０

２

辮
‐４０　
　
％
％
継

失

１

回

６

８

盗
１
　
　
　
　
打

鴎
５２
手
本
岡
橋
塞

振
６
投
西
片
高

▽

銅木　浜森伊

川
⑥
Ｏ
③
⑤
②
７
②
◎
０
４
①
Ｈ
Ｒ
ｌ



０

０

局

０

０

道

＞

０

０

鉄

瀬

０
１
屋

二
２
０
古

鉄

０
０
名

日

０

０

＜

＜

０
０
市

町
　
　
屋

瀬
　
　
古

二
　
　
名

2回戦

2回戦

【名古屋市】 打安点

3 準含:8:
H  吉 田 100
③  加 納 300
H  石 田 100
⑤  内 海 300
H  橋 本 100

0異 暑 :||
H  平 回 100
2  佐 藤 000
①  上 田 200
H  永 田 100
1  鈴 木 000
②  森 田 200
7  伊 藤 000

2810
振球犠盗失残併

打安点
420
400
00
10
10
20
11

責

１

１

安

５

２

２

回

８

１

１
手
田
木

Ｈ
投
上
鈴

責

０

安
１

２
回
９

０
手
井

１０
投
苫

＞

０
０
立

石
１
０
日

釜
０
０
業

鉄

０
０
鉱

±
０
０
本

宮

０
１
日

市
　
　
市

石
　
　
立

釜
　
　
日

１

×

１

０

ン

＞

０

３

ヨ

命

０
０
イ

生

０
０
レ

本

０
５
敷

日
０
０
倉

市
　
　
市

阪
　
　
山

大
　
　
岡

400

財津 福沢
山下 福沢

振球犠盗失残併

▽三塁打
▽二塁打

2回戦

責

０

１

０

安

３

３

１

振球犠盗失残併
6311330
投 手 回
嵯 峨 5%
増 淵 2%
西 室  %

責

１

２

　

　

　

　

　

　

＞

安
２
４
　

　

　

　

　

本

，
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗

”
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

本
１
回
１
８
　
　
　
　
　
　
口万
＞

資
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
原

５̈‐‐時倒熱　　　　　　関議雌

点
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
ｌ
Ａ

安

０

１

１

１

１

０

０

０

０

１

０

ｌ

ｎ

打
４
３
３
４
４
１
２
１
１
２
２
２
■

賀
塚
藤
本
野
谷
塚
田
村
野
村
川

一

ｌ
国
吉
安
山
津
苅
手
植
西
永
市
柳

市阪大
③
④
◎
◎
Ｏ
②
７
②
Ｈ
２
⑥
６
（

2回戦

５

０

油

０
０
石

＞

０
０
本

油

０
０
日

石
０
０
＜

善

０
０
市

丸

０
０
浜

＜

０

１

横

市

１

０

ｏ

山

０

０

薦

松

０

０

推

責

５

０

安

９

０

１０

　

％

％

１

回

１ ０

２
手
村
木

１
　
　
々

４
投
野
佐

ン

０

０

ヨ

０

０

＞

一

１

１

松

レ
０
〇
一昌

洋

０
０
炭

東

０
０
日

市

　
　
町

津
　
　
巻

大
　
　
水

０

×

工
０
２
畿

重

０
０
近

崎

０
０
電

川
０
０
電

市
　
　
市

一戸
　
　
阪

神
　
　
大

振球犠盗失残併
10521080
投 手 回  安責
西 弟 11 111
▽Ξ塁打 山田重▽二塁打

2回戦

振球犠盗失残併

西弟 岡田

桑
1単 2昌 40安

責
永 橋 2% 30   振球犠盗失残併
本 間 6% 70   93012110

投 手 回  安責
竜  5% 31

米 倉 3  23
柿 本  % 11

▽本塁打 青木 l号 (竜)伊藤 1号② (柿本)

▽二塁打 八浪 黒江 青木

2回戦

振球犠盗失残併
5402573
投 手 回  安責
海 津  % 21
1し 山 4% 32
都 出 1  10
森 岡 2  32
▽本塁打 西山1号②
西山

０

×

１
０
銅

＞

０
１
伸

薬

１
２
峰

新

０
０
清

本

０
０
＜

日
０
０
町

＜

０
１
下

市

　
　
坂

都
　
　
津

一呆
　
　
　
〈
〓

1回戦

1哨

蟄錮関:

2回戦

打安点
310
421
410
411
00
00
00
11
10

口
孝
木
下

山帰
平
木

７
　

％

％

１

回

４

４

２
手
山
原

５
投
横
笠

田
垣

古
西

打
打

塁
塁

〓
一二

▽
▽

責
１
０

安
６
１

３
回
６
２

０
手
城
井

４
投
山
松

責

１

０

安
２
３

併
１

残
５
　
　
　
２

失
０
回
３
６
上

盗
３
　
　
　
川

犠
１
手
本

球
３
　
　
西
打

振
３
投
山
　
塁二▽丸

責

２

０

徳

安
５
０

鮒
４０　
％
％
醜

失

２

回

４

３

盗
１

　

　

打

蹴‐０‐‐時は趣爆

ヽ

Ъ

ｏ

×

ル
０
０
＞

一

〇

０

車

ビ
０
０
動

ン

０

０

自

ポ

０

１

ゞ

ツ

０

０

す

二

〇

０

い

都
　
　
市

｛示
　
　
」崎

東

　
　
川

振球犠盗失残併

勇

責
０
１　
　
　
燃

安

２

２

打安点
410
421
300
422
300
200
200
300
000
100

綺
饒
岬

200
2853

振球犠盗失残併
1010060
投 手 回  安責
西 本 5% 10
高 橋 2% 20
片 岡 l1/6 00

【

§

京都

点 曇 Tii
H  松 本 100
1  草 刈 000
H  望 月 110
1  高橋栄 000

8 草田:::
R  大 山 000
09蛤 失:::
H  加 藤 100
9  川 口 100
③   梶  300
H  井 垣 100
②  中 野 200
H  高橋孝 100
2  佐 藤 000
①  石 井 100
8  山 田 110

2730
振球犠盗失残併

責

１

０

０

安

４

１

２

０

回

５

２

１

３
手
井
刈
栄

‐３投
石
草
臨

156



【
§
津坂

T顆営 lii
H  雁 部 110

3鸞 |||
2  木 下 200

9 壼岩:::

蹴２４‐時蒔曜地理

i[[li:[[i菫 llll

2回戦

][[11llllilll:
占
小０

１

０

０

０

２

１

０

０

０

０

１

０

安

０

１

０

０

１

１

１

０

０

１

０

２

０

打
４
５
２
２
３
３
３
１
０
３
０
３
２

坂

大

⑨
③
③
Ｈ
３
⑥
６
②
①

振球犠盗失残併
6731091
投 手 回  安貴
大 森 8  10

じ三量打
1鹿
野

1漏

準々決勝

振球犠盗失残併
9210030
投 手 回  安賣
横 山 4%44
笠 原 4% 30

雁部▽二塁打 長谷川

０

×

ン

ー

０

ヨ

０

０

＞

】
０

０

油

レ
０
４
石

洋

０
０
善

東

０
０
丸

市

　

市

津
　
　
山

大
　
　
松

占

小
０

０

０

０

１

０

０

０

１

０

０

０

安

２

３

０

０

１

０

２

０

２

０

０

０

打

４

４

０

４

４

０

４

４

３

３

１

１

水
中
野
田
部
川
山
川
木
藤
橋
間

ｌ
清
山
中
小
浜
香
片
堀
青
伊
永
本

姉
⑤
⑨
９
０
０
Ｒ
③
②

③
⑥

①
ｌ

責

１

安
Ю

辮
５２

失

１

回

９

盗

１

彎響脊鷲
禁 霧 ワ% 憲著
奔里1%::

準 決々勝

打 赤田

卦永榎L 西弟

打安点
400
310
000
000
000
311
100
000
300
200
100
100
310
200
100
000
000
100
100
110

‐椰郷崎畔暉用脚辮料醐原婦酬鮨淋制赫赫』『

市鵬
⑥
②
７
Ｈ
Ｒ③
⑤
５②
⑨
９
Ｈ④
③
Ｈ
３
①
Ｈ
ｌ
ｌ

責

０

１

１

０

安
０
２
５
０

船
５２　
　
　
％
％

失

１

回

２

４

２

盗
０蹴６３２肝耐』脚疇

振球犠盗失残併
7322161
投 手 回  安責
吉村徹 5  31
入 江 2  00
井 上 2  10

▽本塁打 越野 1号

(片岡)

▽二塁打 浜野

‐剌絲綱杜鰤［］脚』蜘脚帥調螺朧醸担

市矩
④
⑤
②
７⑨
９②
③⑤
Ｈ
５①
Ｈ
Ｒ
ｌ
Ｈ
ｌ

準 決々勝

釜石市
liiTTiキ |:|:

二瀬町 (日 鉄二瀬)

冊 替神  篇17娩 ::
投 手 回  安責   藤 井 1  10

暑 暑 :% i1   3量量好 箇雫

i幽 |||
41■ 0■ 31ェ_

準 決々勝

ン

０

１

＞

ヨ

０

０

紙

イ
０
０
製

レ
０
０
和

敷

２
０
昭

倉

０
０
大

市
　
　
市

山
　
　
原

口円
　
　
　
士
ロ

志
馬
屋
藤
丸
島

釧
裕

ｌ
具
有
土
遠
徳
竹
長
西
板

占
“０
２
０
０
０
０
０
０

安
２
１
０
１
１
０
０
０

打
４
４
４
４
４
４
２
１

坂
房
松
橋

落
士

限
谷

上
為
直
高
　
海
　
稲

打安点
400
420
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投 手 回  安責
栗 本 8% 62
▽本塁打 為房 2号②

(西 )

振球犠盗失残併
6112050
投 手 回  安責
西  4  32

大 森 5  20

3位決定戦

吉原市 (大昭和製紙)

001000000
001000001

大阪市 (電電近畿 )

【

][市ii] |]]

11谷措:||

3昼 重|||

9 缶果:::

(夫森)▽二塁打 徳丸
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０

５

１
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４０　
　
％
　
畑
辻
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一剌『

振球犠盗失残併
4223270
投 手 回  安責
吉村徹 9  50

il[|[[[ll::|||

H  上 田 100H  上 田 100
5  細 田 100
H  村 上 100

8舎村輔l::
1  入 江 000

振球犠盗失残併
5211030
投 手 回  安責
村 上 7  71
西 弟 2  00

▽二塁打 西山 越野
岡田 赤田 藤尾

準決勝
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H  藤 尾 110
1  永 田 000

振球犠盗失残併
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投 手 回  安責
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入 江 2% 43
吉村徹  % 00
永 田 2  20

[[[liili[)|:|:
【
言
石市
瞥南  li]

13原市
営 量 |]]

§曾谷希:||
H  上 田 100

3鷲 ill

8 :]|||
H  染 山 100
1  高 橋 000

9虜 鹿蓉 i::

郭デ場舅腸碗
山 本  % 00

▽本塁打 後藤 1号 (西)竹島1号 (近藤)

▽二塁打 佐藤 出沢 黒田
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第31回大会器理鼎l臀覇混繰;瑠孵

東 京 都・ ニ ッポ ン ピ…ル 2
室 蘭 市・富 士 鉄 室 蘭 1

新 潟 市・新 潟 交 通 0

神 戸 市・り|1崎 重 工 3

門 真 町・松 下 電 器 3

常 磐 市・常 磐 炭 砿 0

大牟田市・東洋高圧大牟田

京 都 市・積 水 化 学 0

二 瀬 町・ 日 鉄 二 瀬 4

砂 川 町・東 洋 高 圧 砂 川 5
大 阪 市・住 友 金 属 6

名古屋市・新 三 菱 重 工 4
川 崎 市 。東

大 阪 市 0日 本 生 命 0

大 田 市・富 士 重 工 業 4

吉 原 市・大 昭 和 製 紙 0

松 山 市・丸 善 石 油 2

伊 勢 市・二 重 交 通 4

大 津 市・ 東 洋 レ ー ヨ ン 5
八王子市・ リッカー ミシ ン 17
鹿児島市・鹿 児 島 鉄 道 局 0
横 浜 市・ 日 本 石 油 2

芝 3

3位決定戦 名古屋市 1-0横浜市

熊
谷
組

のエース橋本時男、立大で鳴らした高林巨夫

悴 ら力功口わり、補強選手も含めて層の厚

い強味はあったカミ選手の力をフルに引き出

した大沢貞義監督の条配は見事で、小野賞を

受賞した。

東京予選を終わったあと、大沢監督は、東

京鉄道局、大和証券、明電舎から、斎藤実、

野口勝治、村上俊次、黒岩弘の4投手を補強

した。

2回戦の岡山市・倉敷レイヨン戦は橋本一

村上一斎藤と投手をつなぎ、 8回中野憲二遊

撃手の二塁打で決勝点を奪い2-1で勝ちあ

がった。準 決々勝は、前回の優勝チーム松山

市・丸膳石油との対戦だったが、またも村上

―斎藤―橋本のリレーで決勝した。そして準

決勝は3度 目の優勝を目指す横浜市。日本石

!焼 事実上の決勝ともいわれた。横浜はエー

ス佐 木々吉郎に加え、 日本鋼管から杉本和喜

代 脚 酢軋 打線も北崎健二、本多秀男、

牧野宏、中山菅広色 中山歳夫らに、やはり日

本鋼管の主軸を補強して充実しきってし―ヽた。

先発投手はともに意表をついたものだっ

た。東京は初登板の速球派・野口、横浜は29

回大会の橋戸賞男の経験を買つて伊藤正幌

東京は1回、中野憲、望月教治の連安打と犠

飛、高林の適時打です早く2点を奪った力ヽ

横浜は杉本、水津正とイ該Jみな投手リレーで

東京の追加点を阻む一方、4回水野正雄が二

塁打。東京は橋本をマウンドに送ったがスイ

ッチヒッターの七島が右打席に入り直して中

前タイムリー、 1点差と追った。日石はさら

に野村から佐 木々と継ぎ、佐 木々の速球が東

京打線を沈黙させた。そして9回、日石は北

唸 本多の安打と敵失で短喩商塁。熊谷はこ

こで村上を救援させた。日石は4番・牧野以

下の中軸打線に逆転の夢をかけたバ 村上は

この大ピンチを3者連続三振で切り抜けた。

門真町・松下電器との決勝t調ヒから補強

の松浦三千男投手に苦しみながら、延長10回、

高林の5本目の安打を生かし、マウンドには

1度も立たなかった28回大会の橋戸賞投手、

島津四郎が代打で渕勝打を放ち、サヨナラlly

ちに結びつけた。

橋戸賞は東京 。高林外野手が首位打者賞

(16打数10安爪 6割 2分 5厘)と併せて受

賞、久慈賞は門真・松浦投手に贈られた。

1ヽチームだけ
25チ ームが参加、9年連続の吉原市。大昭

和製紙を筆頭に、14チームが連続出場で、初

顔はり川崎市 東芝 1チームだけだった。名門、

強豪チームがしのぎをけずる激戦が繰り返さ

れ 東京都 。熊谷組が勝負強い試合運びで 3

年ぶり2度 目の栄冠に輝いた。熊谷組は駒大
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ルーキーは毎試合安打
橋戸賞に輝いたのは、立大から入社 した

ルーキー、高林巨夫外野手。決勝の対門真町 。

松下電器戦では 2回 に先制本塁打を打ち込

み、 3回にタイムリー、そして延長10回 この

日5本目の安打で出塁、サヨナラのホームを

踏んだ。決勝の全得点にからんだだけでなく、

2回戦の岡山市 。倉敷レイヨン戦では先制の

口火を切る快打、次の松山市・丸善石油戦も

先制打と追い打ちの痛打。準決勝の横浜市・

日本石油戦は先制攻撃の一翼をになうなど、

全試合に安打を放って16打数10安打で首位打

者賞にも輝いた。当然の橋戸賞だった。

立大時代から走攻守三拍子揃った好選手とし

て神宮の人気を集めていた力ヽ 社会人 1年目

の晴れ舞台での大活躍はさす力ち

高林は「六大学のリーダー戦と違って一本

勝負はどの試合もきびしいですね」とさり気

なく優勝をふり返 り感想を述べたバ イヽさな

体で大きな仕事をやりとげた充実感あふれる

顔つきだった。

◇ 1イ ニング8J訂、6-
1回戦の八王子市・リッカーミシン対

大津市・東洋レーヨン戦の 5回、八王

子は1イ ニング8安打の最多安打を記

録した。うち7番・上村八郎一塁手か

ら、小辻英雄捕手、黒木貞夫投手、猪

熊正治二塁手、植田光和遊撃手、斎藤

辰雄中堅手が連続 6安打の新記録を樹

立した。

◇満塁本塁打 二回戦の神戸市 。

'||崎重工対東京都・ニッポンピール戦の

3回二爾蘭塁に、東京・松山護左翼手

は都出弘投手から左翼席に本塁打を打

ち込んだ:史上 5人目。

…
3311
4101

鵬靡椰 弔鳳117櫂獣「 高林1号 u則
▽3時間4分

…

高林、大当たり5安打
ともに苦 しい試合を勝ち抜いてきた門真

町・松下電器と東京都・熊谷組。優勝を争う

にふさわしい好ゲームを展開した。

東京は2回、高林力Ц開 のカープを左翼席

に打ち込んで先制。 3回にも村上、望月が安

打。門真は松浦をマウンドに送った力ヽ 高林

が内角球につまりながら中前に打ち返 し2点

目をあげた。

東京・村上の速球に押されて3回 まで 3者

几退の松下は4回一死後、宮脇が二塁打、代

打。勝部も二塁打して 1点。松浦はよく立ち直

り速球と落ちる球で東京打線を抑える一方、

7回 には二死から森川が左翼二塁打、松1甫が

―
に内野安打、森川が判断よくホームを

ついて同点に追いついた。

東京は8回、高林からの 3安打で無死満塁

の絶好機をつくった力ヽ スクイズを知k松
浦懸命の力投に後続を断たれた。

橋本も左腕特有のクセ球で門真打線を抑

え、延長にもつれ込んだバ 10回東京は大当

たり高林が5本 目の安打で出塁、バントで送

ると代打 。島津が鐵 を破る決勝打を放ち

高林を迎え入れてサヨナラ勝ち。

橋本 松浦両リリーフの好投で息づまる熱

戦だった。

天に昇る思いの橋戸賞

東京都・熊谷組

…

ull“年立大から熊谷組に入利L 新人で4番

を打ち、 2度目の優勝に貢献、橋戸賞を受賞。

同年プロ入り、巨人、国鉄、産経で5年。現

― を継ぎ、東洋堂書店社長。

立教の3年の時に熊谷組から誘いを受け、

熊谷なら都市対抗でも優勝できると、入社を

心に決めていた。

ところがすごいメン′ヽ―が揃つているの

に、春の大会から試合は負けてばかり。「これ

でだいじょうぶなの力」の不安があつたカミ

さす力■こ先輩たちの調整ぶりはすばらしく、

予選が近づくと調Fをあlザて代表になつた。

初戦の倉敷レイヨン戦で中野憲一さんが決

勝打を打ち、‐辞 しかつた準決勝の日本石

油戦は、 1回の無死二・三塁に古田昌幸さん

が犠性フライ、そのあと私が中前にタイムリ

ーして2点を取った。でもそのあと抑えられ

1点差で迎えた9回、日石に無殖茜塁とつめ

寄られた。この時は神にも祈るような気持ち

だつたカミ リリーフの村上俊次投手 (大和証

券)力ヽ 日石の4、 5、 6番打者を3者連続

覗 あ然とした。

そして、これで優勝だと思つたのを覚えて

いる。みんな個性的で鼻っ柱が強く、合宿の

風呂の中で「きようはオマエが殊勲者だ力t

次はオレがなるからな」と張り合つたりした

のもいい思い出だ。

活躍した選手はたくさんいた力ヽ 松下電器

との決勝の第1打席で私はカープを左翼に先

制本塁打。これが利いて次の打席からは、シ

ュートと思えばシュート、カープと読めばカ

ープとビシビシ当り安打の連続る孫幕10回、

5本目の安打を放ち、サヨナラのホームを踏

んだとき、「橋戸賞を取つた」と思つた。先

輩たちにひっばられたともいえる力ヽ 閉会式

で名前を呼ばれた時は、胸が熱くなり、天に

も昇る思いだつた。

これでプロでもやれる自信がついた力ヽ 都

市対抗は私の野球人生の最高の喜びだ。
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「全日本」ハワイ遠征 12回 まで 1安打無四球

東京六大学で活躍した選手をliiえ 、第27、

29回大会に倒勝、この大会でもV候補の一角

だった横浜市 。日本石油を、初戦で尉 友まで

苦じめ抜いたのが鹿児島市・鹿児島鉄道局。

地元高校出の選手で固めた鹿鉄局だが、エー

ス森山義親が横浜打線をほんろうした。長身

からの速球を主体にカーブ、ナックルボール

を自在に投げ込み、12回 までわずか 1安打無

四塊

昭和31年のサン大会であれよあれよと勝ち

進み、決勝で日石を破り例勝した鹿鉄局の主

戦で、その時は “森山旋風"と驚かせた力ヽ

まさしくそれを思い出させるピッチン久

12回の裏、鹿況島は二死両塁とサヨナラの

チャンスだったが、横浜 も必死で防ぎ、13回

,横浜は代打・水野和俊が殊勲打を放ち、やっ

との思いで辛勝、サン大会の仇をうった。「最

後は速球を狙い打たれた。勝ちたかったけど、

13回で力が尽きた感じ。日石はさす力ヽ こ強い」

との森山の言葉はさわやかだった。

9回 2死、快記録消えた
前年度の優勝投手で橋戸賞に輝いた松山

市 。九善石油 。西三男投手がまたもすばらし

い鴨■を,寅 じた。 1回戦のメヽ却 召和卿

強打の吉原打線を相手に、外角低めに伸びの

ある速球を投げ込み、カーブをおり混ぜて勝

負球は内角へのシュー ト。 5四球を出したも

のの、 9回二死までノーヒット、三塁も踏ま

せなかった。あと1人 うちとれば史 L4人‖

のノーヒントノーランを完成したのだ力ヽ 四

番・浦部の二塁左へのゴロは、懸命の一塁送

球も間一髪セーフで内野安打となり快記録は

消えた。これで気落ちしたのか、次の代打・

徳丸に死球を与え、本1■と代って降本几 完投

も逃した力ヽ 本1上がピシャリと抑え、みごと

な “完圭寸リレー"と なった。

倒勝した熊谷組を中′いに、都市対抗で活躍

した優秀選手を加えた「全日本」が編成さオι

9月 9日 かるハワイ遠征が行なわれた。

メンバーは次の通り。

監督 大沢 貞義 ●旨谷組)

投手 橋本 時男 (熊柵

村上 俊次 (大和証券)

松浦三千男 (鐘淵イ開

高橋栄一郎 (ニ ソポンビール)

捕手 中野  貞 (熊谷組)

種茂 雅之 (丸善石油)

内野 伊東 昌昭 (熊谷組)

古田 昌幸 (熊棚

本多 秀男 (日 本石油)

望月 教治 (|:谷悧D
北崎 健二 (日 本石油)

中野 憲― (熊柵

外野 高林 1亘夫 (熊棚

加藤 幸一 (熊棚

江野沢浩市 (熊谷組l

西岡 雄二 (松下電器)

吉田 英司 (東鉄局)

大会にそなえて実践練習にはげむ審判団

大沢監督を高々と胴上:ス 2回目の優勝に歓喜する東京・熊谷阻ナイン
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①

ｌ

ｌ

Ｈ

【大阪市】   打安点

1  入 江 300
1  西 り|1 000

358 3
振球犠盗失残併
7401160
投 手 回  安責
酒 井  % 32
入 江 7% 72
西 ,H l  10

田市】   打安点
稲 川 510

点
０
０
０
０
０
０
０

安
１
０
０
３
２
１
１

打
５
３
１
４
４
３
３

賀
西
野
藤
川
本
塚

市
　
池
長
安
柳
山
吉

阪大
③
②
７
⑤
⑨
⑤
④

本 村 320
西 崎 320

『職 :l:
中村恭 210
原  411

H   角  100
4  山 下 000
②  植 田 200
2  種 田 210
⑥  市 村 200
6  辻 本 200
①  藤 田 100
1  足 立 110

安貴
41
21
41

1   蔵  100
H 近 藤 110

36110

三 枝 410
大 沼 300

1 増 淵 100
3■ 03

振球犠盗失残併
4421090
投 手 回  安責
大 沼 7% 90
増 淵 1% 20

H   角
下
田
田
村
本
田
立

併

０

残
９
　
％
　
％

失

１

回

２

２

３

盗
０蹴４０‐時脚朧蔵

振球犠盗失残併
5532290
投 手 回  安責
佐 藤 3  40

▽二塁打 越野 手塚  青 山 1% 42
山口        石 原 3% 00

1回戦

鳳３００３２‐３００３０００００３００３２‐３００３‐０

1口鵬戯

]l]|:;I][[lll:

l回戦

０

×

通
０
０
エ

交
０
０
重

潟
０
０
崎

新
０
０
川

市
　
　
市

潟
　
　
一′

新
　
　
神

振球犠盗失残併
10102250
投 手 回  安責
大 塚 7  41
倉 橋 1  00

1回戦

門真町 (松下電器)

100001010
000000000

常磐市 (常磐炭砿)

打安点
310
200
420
422
300
100
300
400
300

岡
脇
江

１
西
宮
大

良
野
橋
井
田
隅
山
崎
貴
手
村

市
　
中
元
西
高
北
真
黒
志
玉
古

一Ｆ神
⑨
０
０
０
０
②
Ｈ
２
⑥
②
７

振球犠盗失残併
3100210
投 手 回  安責
都 出 9  20

▽二塁打 西井

占
小０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０

打
３
４
４
４
４
３
３
２
１
０
２
１

野



2回戦

０
０
エ

０
０
重

０
２
菱

＞

０
１
三

芝

０
０
新

東

２
０
＜

＜

１
０
市

市

　
　
屋

崎
　
　
古

川
　
　
名

占

小
１

０

０

１

０

０

０

１

０

１

０

０

安

３

１

０

３

０

１

１

１

１

１

０

０

打

５

４

０

４

１

３

４

３

４

３

０

３

‐
榔
離
村
離
内
瀬
井
田
田
川
垣
木

市
長
伊
本
伊
武
村
花
思
大
小
稲
鈴

屋古名
⑥
③
８
⑨

３
０
０
０
０
０
①
ｌ

併
０

残
１２
　
　
％

失
０
回
４

盗
０

鴎
３２
手
富

森

振
２
投
吉

1 上 田 000
34124

振球犠盗失残併
10212280
投 手 回  安責
稲 垣 1% 41
鈴 木 5  50
上 田 2% 20安責

62
21

西 本 4  41
▽Ξ塁打 大田 兵頭▽二塁打 長谷部 2

和泉

2回戦

０

１

ン

０

０

ヨ

＞

ｏ

ｏ

イ

組
１
０
レ

谷
０
０
敷

熊
０
０
倉

都
　
　
市

一ヌ
　
　
山

東
　
　
岡

打安点
411
400
400

林  310

【岡山市】   打安点

3嘗 曇|||
3  梶 原 110
H  小 野 100
7   落  100

"糎

限
最

:||
5  任 山 200
④  為 房 420
R  西 山 000

8 粟含18:
1 栗 本 211

3261

311
000
200
000
310
300
200
000

振球犠盗失残併
4200021
投 手 回  安責
橋 本 6% 41
村 上  % 10
斎 藤 2%10

▽二塁打 江野沢

2回戦

責

１

１

安

２

２

辮
７‐

　

　

憲

失
０
回
４
５
野

盗
１
　
　
　
中

哺
３０手
田
本
本

振
６
投
太
栗
栗房為

点

０

０

０

０

安

１

１

１

１

打

４

５

４

４

０
０
局

０

０

道

＞

０

０

鉄

油

０

０

島

石
０
０
児

本

０
０
鹿

日

０

０

＜

＜

０
０
市

市

０
０
島

浜

０
０
児

横

０
０
鹿

]は 謝
H  水野和 112
9  高 橋 000
3 萎 弊 i::
6  水野正 210
③  中 下 100
H  大 島 100
8  石 原 300

2修
々
奈 :::

H  牧 野 100
1  野 村 200

4442

田
吉
満
隅
次
田
倉

市
前
末
増
大
床
松
小

島児鹿
④
⑤
０
０
０
②
Ｈ

責

０

０

０

安

３

０

２

辮

３ ２

　

％

％

失

０

回

３

１

８

盗
０

鴎
００
手
林
本
村

振
６
投
佐
杉
野

⑨  横山八 30
9  横山清 10
H  永 友 11
R  脇 川 00
⑤  橋 元 40
H  林 田 10
①  森 山 500

425 0
振球犠盗失残併
8301260
投 手 回  安責
森 山 13  41

▽三塁打 北崎▽二塁打
末吉 内田 永友

164

2回戦

振球犠盗失残併
H032170
投 手 回  安責
鈴 木 3  10
城之内 2  31
石 井 2  00
高橋栄 2  00

０

×

＞

０
０

ル

０

〇

一

＞

０

２

ビ

エ
０
０

ン

重

１
１
ポ

崎

０

６

ツ

川

０
０

ニ

市

　
　
都

一戸
　
　
一ふ

神
　
　
東

０

０

田

０

０

牟

０
０
大

＞

０
０
圧

器
２
０
高

電

０
０
洋

下
０
０
東

松
０
１
＜

＜

０
０
市

町
　
　
田

真

　

牟

門
　
　
大

辮
４‐　
％
％

失

０

回

４

２

２

曝‐‐‐‐時［瓢蜘
＞

０
０
業

油
０
０
エ

石
０
０
重

善

０
０
士

丸

０
０
宮

市
　
　
市

山

　
　
田

松
　
　
太

2回戦

振球犠盗失残併
8411151
投 手 回  安責
森 崎 6  31
北 畑 3  30

▽本塁打 西岡 1号②
(宮崎)

2回戦

【大牟田市】  打安点

:]i lll
l  安 山 000
H  下 川 110

3]l ill§ 警 忌 |||
9  高 田 100
③  西 川 100
3  宮 原 100
H  坪 屋 100H  坪 屋 100
3  木 下 000

3061

安責
21
11
10

打安点
良
中
野
本
井
田
山
橋
橋
隅
貴
手
崎
田
津
出
石
村

10
00
00
00
10

311
000
200
100
100
310
100
000
200
100
100
000

(都出)▽三塁打 高田

【

3山

市

を

黒

: l]]
②  種 茂 321
2  芥 川 100

8喬 田界 :::
H  後 地 100
③  浅 井 111
8  山 田 421

讚
[帯甘

'容

雪サ  11単 0占 60安
責

村上9 50里
薬l::

▽本塁打 山田 1号 (大沼)▽二塁打 赤田

2回戦

革嘔聯H川 :

10
11
01
10
00
10
00
00

野
地

口
塚
原
田
野

菅

山
手
榊
浜
永

貴

０

安
７

辮
４０

失
０
回
９

盗
１

聡
２‐
手
井

振
９
投
酒

ン

ー

×

シ

０

２

一
〇
０
＞

力
０
０
通

ツ
０
０
交

り
０
０
重

＜

０
〇
三

市

０
０
＜

子
　
　
市

王
　
　
勢

八
　
　
伊

０
０

ル

ー

０

一

＞

ｏ

ｏ

ビ

器

０

０

ン

電

１
０
ポ

下

０
１

ツ

松

０
０

ニ

町
　
　
都

｛具
　
　
　
一示

門
　
　
東

桐  41
大 原 30
財 津 40
末 森 41
中村哲 42
橋 本 40
古 賀 33
井 上 00

1  権 藤 10
H  常 盤 10
1  笠 崎 00
H  大 田 10
1 永 末 000

3370

安責
12
10
20   ▽三塁打 宮地
00   ▽二塁打 浜田

併

０

残

７

失

０

回

１

３

３

１

盗

０

犠
０
手
上
藤
崎
末

球
１

振
５
投
井
権
笠
永

2回戦

占

〔
０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

安

０

２

０

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

打

４

４

０

３

３

４

４

２

１

２

０

０

２

１

０

熊

田
井

藤

市
猪
植
石
斎
住
長
藤
上
生
小
島
市
黒
河

子肛
④
⑤
Ｒ
⑧
⑦
⑨
⑤
③
Ｈ
②
Ｒ
２
①
Ｈ
ｌ

振球犠盗失残併
8100330
投 手 回  安責
伊藤孝 8  40
円 子 1  00

▽三塁打 畦地
▽二塁打 杉浦

安責
00
32
00

６
　

　

％

％

１

回

７

２
手
木
島
敬

８
投
黒
妻
愛

準々決勝

打安点町限
③
④
０
０
０
９
⑤
Ｈ
５
⑥
②
①

41
40
31
30
20
10
100
110
000
311
300
100

振球犠盗失残併
6131132
投 手 回  安責
森 崎 2% 40
松 浦 6% 40

振球犠盗失残併

8:[重 ::|
H 大 浜 100

3381
振球犠盗失残併
3302080
投 手 回  安責
高橋栄 9  42

▽三塁打 西岡
▽二塁打 高橋孝



3位決定戦

打安点
310
300
410
300
210
200
300
200
100
100
420

々木  000
100
100

残併
81

安責
31
10
10

▽本塁打 伊藤盛1号

(佐 木々)

▽二塁打 中山菅2

０

×

０

０

エ

＞

０

０

重

油

０

０

菱

石
０
１
三

本

０
０
新

日
０
０
＜

＜

０
０
市

市

　
　
屋

浜
　
　
古

横
　
　
名

②
⑨
Ｈ
８
③
①
ｌ
Ｈ

失

０
回

４

２

２

』５３２０肝麟緯淋

点
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
〇
一１

腋
３‐
２０
１０
１０
４２
２０
３０
３０
３０
２２
２〇一２６５

詭
綺
騨
覇
脚

屋結
⑥
⑤
Ｈ
５⑨
◎
８
②
③０
振球犠盗失残併
2311152
投 手 回  安責
稲 垣 9  50

165

投 手 回  安責
野 村 8  31
0本萱打

1堂

身:l悟り)野尋塁栞多 島
2

０
０
エ

，

０
０
重

器
３
０
菱

電
１
〇
三

下
１
１
新

松

０

０

＜

＜

０

１

市

町
　
　
屋

真
　
　
古

門
　
　
名

Ｏ

Ｘ

油

０
０
＞

石
１
０
組

本

０
０
谷

日
０
０
熊

市
　
　
都

浜
　
　
一泉

横
　
　
東

４
回
１
２
５
１

１
手
口
岩
本
上

２
投
野
黒
橋
村

【門真町】  打安点

3貫 量:||
7  羽根田 100

8 息 蔀 :::
9  成 瀬 210

8 交 場 :::3大楠場l:
5  佐 藤 20

8 禁倦::

恩田
花井 西岡

打

打

00
00
00
20
21
00
00
00
00
00
00
00
00
00

1 佐々木 100
3981

振球犠盗失残併
113030140
投 手 回  安責
伊 藤  % 32
杉 本  % 00
水 津 2  00
野 村 2  20
佐 木々 3  10

貴

１

１

安

２

４

併
２

残
６
　
％
％

失
３
回
　
８

盗
２

犠
１
手
崎
浦

球
１

振
６
投
森
松

塁
塁誕

Ｅ鵡

準決勝

安責
10
21
50
00

崎
多
歳
橋
原
野
和
田
正
島
下
藤
本
上
津
菅
村
山
科

ｌ
北
本
軸
高
石
牧
相
内
輝
七
中
伊
杉
井
水
軸
野
横
藁

市檄び
０
０
７
Ｒ③②
２⑥
Ｏ
③①
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ
Ｒ

▽二塁打 水野正

振球犠盗失残併

憲
月
田

準々決勝

０

×

０
０
エ

＞

０
０
重

属

０
２
菱

金

０
〇
三

友
０
０
新

住
０
０
＜

＜

０
０
市

市

　
　
屋

阪
　
　
古

大
　
　
名

１

×

油

１
３
＞

石
０
１
組

善

０
０
谷

丸

０
０
熊

市
　
　
都

山
　
　
一尿

松
　
　
東

振球犠盗失残併
4311151
投 手 回  安責
入 江 4  21
酒 井 3  20
西川公 1  10

準々決勝

2652
振球犠盗失残併
4020020
投 手 回  安責
上 田 8% 20
鈴 木  % 00

▽三塁打 武内
▽二塁打 長谷部

H  増 田 10
1  鈴 木 00
1  武 内 00
H  後 地 11
⑤  松 田 20

【
]京

都
言]il]]

③  加 藤 100

1 橋 本 210
35136

振球犠盗失残併
3132190
投 手 回  安貴
村 上 4% 51
斎 藤 1  21
橋 本 3% 21

口
田
東
英
貞
上
藤

之
　
　
田
野

山
山
伊
吉
中
村
斎

Ｈ
８
③
②
２
①
ｌ

占

〔
０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

安

２

１

０

０

０

２

０

１

０

１

０

０

０

０

１

０

打

３

３

０

２

２

３

０

４

４

１

１

０

１

１

２

０

‐畷森制鰤向醐湖利岬醒倒科鰯剛醐置

市山松
②
④
５
③
３
②
Ｒ
⑥
一◎
⑨
Ｈ
９
Ｈ
９
①
ｌ

安貴   ▽本塁打 西弟 1号

'l   J笙

董狩 岡田義
21   ▽二塁打 種茂 山田
10   (東 )

耳 塩 見 200
3393

準々決勝

併
０

残

６

失

４

回

４

２

１

１

盗

０蹴４２‐時哺世絲［
横浜市 (日 本石油)

000000003
000000010

伊勢市 (二重交通)

H  横 山 100

9 γ醤:::

87:議彗:||

占
小０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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第32回大会器雌辮 :者疑冨(1輔奮器

予選で次々と強豪敗退

前年度の覇者、東京都・熊谷組が予選で敗

退したのをはじめ、強いといわれた松山市・

丸善石油、八幡市・八幡製鉄など力ヽ 本大会

を前に予選で続々と姿を消した。

下馬評では横浜市 。日本石油、吉原市・大

昭和製紙、東京都 二 ソヽポンピール、大阪市・

日本生命など力ヽ主目を集めていた力ヽ 名古屋

市・新三菱重T、 姫路市・富士釧期 、神戸

市・小西酒造などがよく頑張り、番狂わせが

連続する波乱の大会のなか、横浜市 。日本石

油が 3年ぶり3度 目の優勝を果たした。

波舌日ま第 1日 の第 1試合から始まった。強

力打線の大阪 。日本生命を、神戸・海津通兼

投手力平口え切 り、わずか 2安打で完封した。

城之内邦雄投手を擁 した二 ソヽポンピールも1

回戦こそ伊勢市・二重交通を4安打完封した

ものの 2回戦で姫路に打たな 打線も大工勝

投手に1点に抑えられ早々と敗退した。

大阪市 。全鐘紡との引き分け再試合で 9回

裏にサヨナラ・スクイズを決めて勝ちあがっ

た吉原は、オL幌市・lLi毎道拓殖銀行戦も継投

策で 1点 を守り切 り、大津市 。東洋レーヨン

戦は、暴投であげた1点 を、またも投手リレー

で相手を封じ準決勝に進んだ。左腕・鬼頭忠

雄投手の快投で 2・ 3回戦を無失点で勝ち進

んできた名古屋との対戦は、エース金沢宏を

温存した投手起用が裏目に出て、必死の反撃

も鬼頭のあと上田忠彦、野口猛、福井重三と

小刻みに投手を継いだ名古屋にかわされ 敗

れ去った。

横浜は 1・ 2回戦は評判通りの力をみせて

側勝した力ヽ 準 決々勝の熊本市 。電電刃 '‖戦

は大苦戦だった。これまでも苦じめられてい

る森山義親投手 (鹿児島鉄道局から補強)に

8回 まで 7安打を浴せながら無得点。しかし

9回 はさすがの試合巧者ぶりをみせた。先頭

の水野正雄が三塁線にバント安打して琉

丹羽修二もバント安打で続き、四球0商塁と

すると、北崎健二が中犠飛を打ちあげ同点に

追いつき、延長13回二死一 。三塁に北崎が勝

負強さを発楓 二塁手の頭上を越すテキサス

安打を放ち決勝点をあげた。準決勝は引き分

け再試合の末k田中勉投手の大牟田市 。東洋

高圧を下した姫路と対戦。連投につぐ連投の

大工投手を打ち崩し、佐々木吉郎投手が姫路

市打線を速球で完封、決勝に進んだ。

新三菱重Tは名古屋として、昭和 5年の第

4回大会の名古屋鉄道局以来、実に31年ぶり

の決勝進出。

決勝は横浜が 2点を先行した力ヽ 名古屋は 5

回に同点に追いついた。 リリーフした名古屋

鬼頭、横浜・杉本和喜代 (日 本鋼管から補強 )

の投げ合いはともにゆずらず延長にもつれ込

んだが横浜が12回の一苑 両塁に投手の杉本が

殊勲の 2点タイムリー、黒獅子旗を手にした。

投打に活躍した横浜、杉杏投手に橋戸賞、

健闘した名古屋・鬼頭投手に久慈賞、 6試合

に登板、姫路躍進の原動力となった大工投手

に小野賞力¶曽られた。
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3位決定戦 吉原市 3-0姫路市
1回戦の大阪市・吉原市は 3-3、 準々決勝の姫路市・大牟田市

は 1-1の引き分け再試合。
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横浜市 (日本石油)
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名古屋市 (新三菱重工)
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徹密に横浜、バント攻め

名古屋 。新三菱重丁の先発を左腕・鬼頭と

読んだ横浜市・日本石油は右打者をずらりと

並べた押順を組んだ。その裏をかいた名古屋

は右の福井がマウンドにあがった力ヽ 横浜は

2回二死二塁に水野が福井の得意のカープを

右中間三塁打 して先制点をあげた。すぐに鬼

頭がリリーフしたものの、横浜は4回にも中

山菅、枝松、水野が 3安打して追加点。名古

屋は1回の■死一、三塁にスクイズを試みた

力刊まずされ  2回には当たり屋の花井が頭に

死球を受け退場する不運があった力ヽ 5回伊

藤盛、武内の長短打で同点とした。

こうなると横浜にも焦りがあり、鬼頭の速

球とカーブ|こ打線は沈黙、 9回 までlL崎が二

塁打した以外走者を出せなかった。名古屋も

佐々木を継い●淋 に抑えられ 激 しかった

前半と対象的に静かな投手戦で延長に入っ

た。

両投手のゆずらぬ投げ合いは決勝らしい興

奮を盛 りあげていつた力ヽ 12回、横浜は枝松

が中前打、中山歳のバントが野選を誘い、水

野も二塁線にバント安打で範蛤両塁。名古屋

はベテラン上田をマウンドに送った力ヽ 一死

イム 投手の杉本が前進守備の二塁手左を破る

殊勲打を放ち、 2者を迎えいれた。

受け身にまわりながら、さすが横浜の攻め

は緻密で、バント攻めで鬼頭を攻略した力ヽ

6回からリリーフの杉本は以降を1安打に抑

え、打っても決勝打。優勝の立役者となった。

サヨナラ本塁打競演
1回戦で 2本のサヨナラ本塁打が飛び出

し、スタンドを熱狂させた。

第 1日 第 2試合の川崎市・トキコ対常磐市 。

常磐抜砿戦Ю常磐が 1点 をリードして終盤を

迎えた試合は8回川崎が同点に追いつき延長

戦。川崎 。森田斌k常磐・近藤の息づまる投

げ合いが続いた力ヽ 、13回常磐は先頭打者・

村田が 1-1か ら右翼席にライナーで打ち込

みサヨナラ勝ちした。

さらに劇的だったのが高砂市・鐘化カネカ

ロン対京都市・積水化学戦。高砂は中盤から

京都・松井の速球に抑えらオ■ 6回以降は児

島の 1安打だけだった力ヽ 序盤の得点が大き

く、リードを保った。

1点 を追う京都は9回切 ム 代打・藤本

秀が中前打した力ヽ 続く畑 が懸命に投げる

松浦に三振にうちとられ二死ι京都の追いあ

げもここまでかとみられた力ヽ  8番の南輝が

1-1か らの高めカープを左翼席に運供 一

フォーム固めに連日400球

名古屋市。新三菱重エ

鬼頭忠雄投手

愛知・向陽高から昭和33年新三菱重丁に入

社。第32回 と日通名古屋に補強された第33回

大会に準優勝で2年連続久慈賞。現在菱名エ

ステック業務部次長。

三菱に入ってすぐヒジを痛めてほとんと設

げられなかつた。そのとき医者に「投げるの

を止める力、痛くない投げ方にしなければ永

久に直らない」と言われ 上手投げからスリ

ークオーターに直した。捕手に転向した現野

球部長の川島広之さんに励まされ、 2人で連

日 400球 も投げフォームを固めたカミ 内角ば

かり 10は 外角に 100球といつた練習。苦

しかったが 2度も久慈賞を頂けたのは、この

おかげだつたと思つている。

第32回大会は、実質的にデビューの年だつ

た。初戦が室蘭(欄 II誠投手の岡1速球はす

ごいと思つたバ 私の方も「絶対に先に点は

やらない」と頑張つたし、二塁の恩田裕男、

右翼の伊藤盛康らバックの方々にも助けられ

4安打颯 自信になった。

苦しかつたのは大昭和製紙戦。大昭和の

“顔"がプレッシャーとなり中盤あたりから

ジワジワと締めつけてきた。いい経験だつた。

やはり忘れられないのは日本石油との決

勝。佐々木吉郎がすごいビッチングだったけ

と 5回に同点に追いつき、佐々木投手を退

けたときは「よし、勝てる」と思つた。川島

捕手の組み立て通り無いでビッチングが続け

られた。それが12回に「この回で引き分け、

再試合だ」と声を力■ナらられ、淡々とした気

持ち力

'肖

えてしまつた。精神的な空白だった

のだろう。バントで攻められ、わけのわから

ないうちに満塁とされ代わつた力ヽ いま考え

てみると、勝利に対する執念の差があつたよ

うに思える。

それにしても好きな野球を、会社の瑠猟

指導者、先輩、同僚に恵まれ、力いつばいや

れたのは本当に幸せだと、今でも感謝してい

る。

渕勝。延長2回 2点を導い、その裏名古屋の攻撃を抑え切って3回目の優勝を決め喜び合う日本石油ナイン
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瞬の逆転勝ちとなった。

手に汗握る “大二番"

大阪市・全鐘紡対吉原市 。大昭和製紙の引

き分け試合、その再試合は、文字通り手に汗

握る大一番だった。

両者の対決は鐘紡が慶大色、大昭和が早大

色の強いチームであるうえ、これまでも数々

の名勝負を演じてきた。昭和28年の第24回大

会では 4連覇を611う 大阪を吉原が決勝で破

り、夢をくだくとともに、初の栄冠を手にす

るなど、因縁めいた背景のがあり、人気を集

めていた。

第 1日 第 4試合で対戦した。大阪は7回二

死二塁に阿部がタイムリー、均衡を破 り、さ

らに池西も左前に財 |、 2点 をリードしたが、

その裏、吉原もすぐに竹島、野村の安打で二

死一・三塁と攻め、大阪が左腕・岡崎をマウ

ンドに送ると代打の代打に右の浜田を起用、

右翼線二塁打を放って同点とし、 9回引き分

け。

再試合も力のこもった好ゲームとなった。

土壇場の 9回裏、1点 をリードされた吉原は、

それまで 2安打に抑えられていた西川を攻

め、 2四球のあと竹島の三遊間安打で同点。

代った足立に王置の右前打0両塁とすると、

安藤は2-3から一塁線にスクイズバント。

白球はコロコロと自線を転がり、見送った一

塁手の願いもむなしく一塁ベースにコツンと

当たる内野安打。吉原がサヨナラ勝ちして、

さしもの熱戦も幕切れとなった。

6試合登板、 4完投
準決勝で横浜市 。日本石油に敗れたとはい

え姫路市・富士鉄広畑 。大工勝投手のビッチ

ングは光った。

1回戦の北島町 。東邦レーヨン戦は8回 ま

で投 l六 延長の末競り勝つと、優勝候補の一

おじ兵。日朽 由σ湘目磯あU竜州

角、東京都 。ニ ンポンビールに完投勝ち。次

の大牟「lJ市・東洋高圧大牟田戦は延長12回 を

投1着友き、翌日の引き分け1与試合では4安才J

完封。 5試合目の横浜戦も先発して8回 を投

げ4安打で自責点 1。 31:鉄定戦では大昭和

を相手に敗れはしたがまたも完投した。

実に6試合に登板して 4完投。54イ ■ング

を投げて自責点 7で防御率 1・ 67。 桃山学院

高から、プロ野球の毎ロオリオンズに人団、

2、 3度マウンドを踏んだ経験がいにくい落

ちついたピッチングにあらわれている。バネ

を生かし、はねあがるようなフォームから速

球が低めによく決まったが、疲れを知らない

そのタフネスい́りは評判 となった。

黒獅子旗、寂しく返還
東京予選で新興の北洋水産に敗れ、敗者

衡舌戦でも二 ンヽポンビールに延長の末苦杯を

喫した前年優勝の熊谷組。開会式では三谷i
材子が 1人で黒獅子旗を返還したが、二 ンヽポン

ビールに補強された古111内野手、加藤、大塚

クス玉を割り、 5色のテープを投げて大喜びの応援団

外野手の 3人が 1回戦突破の原動力となる活

躍をみせて気をはいた。伊勢市 二重交通・伊

藤投手の味のあるビノチングに、東京はわず

か 4安打。そのうち3本が7回 に集中して決

勝の 1点をあげたが、 まず大塚が 2本 目の安

llを放つと、古田力逃三前安打、一死後加藤は

一・二塁間を破る適時打を放ったもの。 4安

lκ糊
`を

補強組力湘
‐
ったあたり、都市対抗の

妙味だった。

代表25チームカプ ラウンドを_周 して堂々のス場行進

準々洪燃●糧源剣熊本も延長1駆羽ヒ崎の安手

"pj■
林 ―ムイン。渕勤軋 捕手。西原
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▽2時間38分

2回戦

1  大 越 000
⑥  柘 植 300

3361
振球犠盗失残併
5102061
投 手 回  安責
高 橋 3% 32
近 藤 4% 41
大 越 1  10

Vラ尋嵩37界
島

1回戦

＞

０

０

ン

畑

０

０

ョ

広

０

〇

一

鉄

２

０

レ

±
０
０
邦

富

０

０

東

市
　
　
町

路
　
　
島

姫
　
　
北

【
§
路市
言 唇 :Ti

H  大 橋 110
1  長 島 001
③  高 田 300
6 村 浜 100

3896

④  河 田 300
82吉 田 2H
②  池 辺 411
8  長 田 000

ξ 首 言 覇

振球犠盗失残併
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投 手 回  安責
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振球犠盗失残併
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投 手 回  安貴
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優勝した日石ナインの場内一月。先頭は井上監督
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準 決々勝
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▽本塁打 淡河1号 (大工)▽二塁打 柳瀬 池田
▽3時間39分

準 決々勝 (再試合)
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振球犠盗失残併
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振球犠盗失残併
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森 山 9% lH
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▽3塁打 佐藤
▽2塁打 枝松2 森山
▽3時間38分
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第33回大会器岬辮 l臀疑濯

松 山 市・丸
二 瀬 町 0日

千 葉 市・電

石  油

二  瀬

関  東

善

鉄

電

川 崎 市・ い す ゞ 自 動 車

大 阪 市 。日 本 生 命

吉 原 市・大 昭 和 製 紙

砂 川 市・東 洋 高 圧 砂 川

横 浜 市・ 日 本 石 油

門 真 町・松 下 電 器

常 磐 市・常 磐 炭 砿

大 垣 市・西 濃 運 輸
大 分 市・大 分 鉄 道 局

京 都 市 0日 本 新 薬 2

大牟田市・東洋高圧 大 牟田 5
苫小牧市・王 子 製  紙  1
大 阪 市・電 電 近 畿 0

東 京 都・ ニ ッポ ン ピール 1
神 戸 市・新 三 菱 重 工 2

名古屋市 0日 本通運名古屋 4
岡 山 市・倉 敷 レ イ ヨ ン 2

日 立 市・ 日 本 鉱 業 日 立 3

姫 路 市・ 山 陽 特 殊 製 鋼 5

新 潟 市・新 潟 理  _2_
大 津 市・東 洋 レ ー ヨ ン 32
東京都く熊

‐
谷  組 1´

日
本
石
油

｀~ 3位
決定戦 大阪市 2-1大 津市

打完封、 2回戦の常磐市・常磐炭砿戦は7回

を1安打で抑え、 8回からマウンドを阿曽恒

夫投手 (日 本鋼管から補強)にゆずった力ヽ

準々決勝の京都市 。日本新薬を6安打完払

準決勝では大阪市 。日本生命を5安打完封、

決勝でも名古屋市 。日本通運名古屋を2安打

完封と、43イ ニング無失点、 3試合連続 4完

投の大記録をうちたてた。被安打1&奪三振

42で四球は2個。文句なしの橋戸賞に輝いた。

全試合相手を零封して優勝したのは、第28回

大会の東京都・熊谷組以来、史上 2度 日の快

挙であった。

佐々木投手の快投と同時にITMも破壊的だ

った。石原正雄中堅手、枝松道輝二塁手、今

西良雄左翼手、小林勲遊撃手、中山歳大三塁

手らに加え、日本鋼管から水野正雄外野手、

宇野修司内野手らを補強、充実していた。

苦戦を強いられたのは大阪戦だけだった。

1回表、横浜は大阪が意表をついて先発させ

た新鋭 。永友延昭投手から水野が中前打。す

ぐ
~参

に成功すると今西が初球カープを左前

に狙い打って先取点をあげた。しかし、リリー

フに立った丹羽弘投手籠釣♭から補強)のカー

プとシュートに抑えられ、追加点をあげられ

ないまま。 しかし、佐々木は速球一本ヤリの

強気のピッチングをみせ、 7回二殆 商塁のピ

ンチも代打を速球で 3球三振にうちとるな

ど、 1回の 1点 を見事に守り切った。

東京 。熊谷組は初戦で姿を消し、松山も大

阪に敗れ 決勝に勝ち進んだのは初出場の日

通名古屋。前年久慈賞の鬼頭忠雄投手 (新三

菱重T名古屋から補強)がコントロールのい

いカープで好投。同じ三菱から補強の山本勇

オ甫手と息の合ったピッチングで、 2回戦のネ申

戸市 。新三菱重Tに完投勝ち、準決勝の大津

市 。東洋レーヨンは5安打完投と快勝しての

決勝進出だった力ヽ 投打に充実した横浜の前

になすすべがなかった。

名古屋 。鬼頭投手が史上初の 2年連続の久

慈賞を獲得、小野賞は横浜 。今西良雄外野手

が受賞した。

1回戦の東京都 二 ンヽポンピール対大阪市・

電電近畿戦は史上最長の延長22回。東京・太

田誠内野手 (電電東京から補強)が歴史に残

るサヨナラ本塁打で 5時間27分の試合に終止

符を打った。大阪・永易 (ながやす)将之投

手が 1人で2η球の完投したのも見事だった。

連覇の横浜、5試合零封
北陸代表の大津市・東洋レーヨンが史上最

多の13年連続を果たしたのをはじめ、 9チー

ムカ,連続出場した力ヽ 予選力蕩話醸《 みで、

千葉市・電電関東、名古屋市 。日本通運名古

屋、大垣市 。西濃運輸、神戸市 。新三菱重T、

姫路市・山陽特殊製鋼の5チームが初出場じ

た。

前年優勝の横浜市 。日本石油、東京勢の熊

谷組 二 ソヽポンビール、大阪市 。日本生命、

松山市 。丸善石油などの評判が高かった力ヽ

そのなかから横浜がエース佐々木吉郎投手の

`快投、 “殺人打線"の異名をとった猛打の爆

発で全 5試合を零封、堂々の 2連勝を果たし

た。日本石油は通算 4回 目の黒獅子旗で、東

京倶楽部、全鐘紡と並びトップに立った。佐

々木投手は1回戦で門真町・松下電器を4安
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原
野
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打安点振球 【
6321

00
00
20
00

犠盗失残併
02170
投 手 回 打安振球責
佐々木 9 302800
▽三塁打 水野 倉日▽二塁打 今西 中山
▽2時間25分

2年連続の口勝を成しとげ井上監督を胴上げし

“殺人打線"爆発17安打

横浜市 。日本石油の佐々本は34回無知点。

名古屋 。日本通運名古屋の鬼頭は26回で自責

点 1。 投手戦が予想された決勝だった力ヽ 横

浜打線の猛打が爆発、一方的に打ちまくって

大勝した。

横浜は1回、駿足の水野が内野安打して二

盗すると今西が外角速球を左中間二塁打して

先制。 2回には中山の二塁打を皮切 りに、佐

々木、石原、枝松が集中打、敵失もからめ一

挙 4点を奪った。鬼頭は立ちあがりの失点で

やや気落ちし、武器とするカープに鋭さを欠

いていたとはいえ、狙い球をよくしぼって打

ち込んだ横浜打線の迫力は、看板通 りの殺人

打線であった。 佐々木は右腕から切れのい

い速球を内外角にビシビシと決め、 4回 まで

走者を許さなかった。名古屋はやっと5回、

恩田が鬱球目を初安打 したものの、佐々木の

前に沈黙。出した走者は2安打 1失策の 3人

だけで、反撃の糸口もつかめなかった。

横浜は伸び伸びと打ち、 7回は水野、今西

の長短打で 1点、 8回には代った西本女 阪野

両投手から倉田の二塁打など、 7安打を奪っ

て 6点を加えた。

エース佐々木の快投、チャンスを確実にも

のにし、17安打を放った打織 2年連続優勝

にふさわしい横浜の試合ぶりだった。

延長22回 5時間27分

都市対抗の球史を飾る延長22回、試合時間

5時間27分に及ぶ大延長戦記録は7月 29日 第

3試合、大阪・電電近畿対東京・二 ァヽポンピー

ルの一戦だった。

大阪は20歳の永易将之、東京は27歳のベテ

ラン、すT佼成会から補強のガ,聯りむ6が先

発した。両投手ともに好投、とくに永易は8

回ま煎 ワ辞丁に喜口え、 9回 10球目をネ申野利

男中堅手に初安打されたバ 速球に力があっ

た。イリ||も 下手からの変化球の切れがよく、

危なげないピッチングで延長戦に入った。

11回大阪が無死二塁とすると、東京は刻 宛

の五代友和をワンポイント・ リリーフさせ、

すぐに角谷隆に継いだ。片や、大阪は永易が

直球だけ…生涯最高の 3球

横浜市・日本翻

佐々木吉郎投手

秋田商から昭和33年日本萄由に入礼 32回

大会も活躍した力ヽ 33回大会は5試合43イ ニ

ング無失点の快記録で橋戸賞。大洋を経て現

在、日本率■日苫・吉など経営。

日本萄由の打繊 鼈 力(い つも早い回に

点を取つてくれたから楽だつた。0点で迎え

なければと思わないで投げられただけ余裕が

あったし、結果には、それが無失点記録にも

つながつたと感謝している。

2回戦の常磐炭鉱戦だけ、勝負の決まつた

8回から代ったが、あと全部完封できたのは、

速球が思つたところに投げられたからだ。

今考えると暑い中で、よく連投できたと思

う力ヽ 当時は毎日汗びっしよりになつて、シ

ャツを変えながら投げるのが野球だと思つて

いたから、少しも苦にはならなかつた。

いまでも忘れられないのは、日本生命との

試合で7回二殆商塁のビンチとなり、代訂角

淳三さんを迎えた場面。「ここは自分の思つ

た球だけ」と、遊ぶ気は全然なく、初球を内

角速求 2球目は外角速象 最後は外角低め

に速球を投t込み、 1度 もパットを振らせず

3球三振にうちとつたピッチングだ。変化球

なし。速球一本やり。スピード、コースとも、

野球生活を通じ自分の最高の投球だつた。

橋戸賞を項いたカミ 実は前回の大会の決勝

( 5回につかまつて同点とされ、日本鋼瞥

から補強の杉本和喜代設手と交代した苦い経

験があって、この大会では打たれなければ取

れると狙つていた。

橋戸賞もうれしかつた力ヽ 野球のことだけ

でなく、日本石油で知らず知らずのうちに身

につけた社会人としての教え力ヽ いまの仕事

にどれほど役立つているか。その意味でも都

市対抗の思は忘れられない。
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投げ続けた。

17回、東京は関根知雄遊撃手が無死で二塁

打。勝負はここまでと思われた力ヽ 永易は満

塁策をとったあと、大田誠二塁手を浅い規

東京はここでスクイズを敢行 した力ヽ これが

失敗、併殺に終わって一瞬にしてチャンスを

つぶした。

第24回大会で記録した東京都・熊谷組対岐

阜市・りII島紡績の延長19回 を越え、いつ果て

るともなく続く0の行進をスタンドは息をつ

めて見守った。

そして22回、東京は一死から17回の無殆 商

塁のチャンスに几退 した大田が打席に入っ

た。カウント1-2か ら永易の 270球日、高

めのカープがまん中に入ってきた。大田のバ

ットが鋭く振られ 白球は快音を残して左翼

席に飛び込んでいった。史上 8本 日のサヨナ

ラ本塁打は大会を彩る価値ある一発だった。

大田は電電東京からの補強選手で、対戦相

手が電電近畿だったのは因縁めいていた。

交代断り悔いなし22回

延長22回 にサヨナラ本塁打で敗れた大阪

市 。電電近畿の永易投手は「外角を狙ったス

ライダーがなかに入った。21回の一死後 2人

を四球で歩かせたとき、監督さんに代わるか

と聞かれたけど、せっかくここまで来たのだ

から、最後まで投げさせてくださいと頼んれ

苦しかったかどうか、夢中で投げていたから

わからない」汗みどろの顔に悔いはなかった。

初出場グイグイ準優勝

初出場ながら堂々の準優勝に輝いた名古屋

市 。日本通運名古屋。 2年連続久慈賞を受賞

した鬼頭慮雄投手をはじめ、山本勇捕手、恩

田祐男二塁手、坂東照彦二塁手を新三菱重T
名古屋から補強、フルに活用して一戦ごとに

力をつけていった。

鶴田辰夫監督は「決勝では心配していた若

さが出てしまった」と大差となった試合を残

念がっていた力ヽ 前回の新三菱重Tに続き、

2年連続の決勝進出を果たした名古屋の活躍

は[麟爪なもの。

5年連続マニラから観戦

大会第 7日 の準々決勝からおなしみのアジ

ア野球連盟事務局長のレティシア・パギア夫

人 (マニラ、ナショナル大教授)、 フィリピ

ン・アマチュア野球協会のバー トロメ会長、

◇優勝4回 横浜市。日本石油力t

第27回、第29回、第32回大会についで

達成した。東京倶楽部、大阪全鐘紡と

総 タイ証勝亀

◇全試合無失点の優勝 横浜市。日

本訥 が 1回跛から門真町・松穐 器

を5-0、 常磐市 常磐炭鉱を6-0、

京都市。日本新薬を3-0、 大阪市・

日本生命を1-0、 決勝の名古屋市・

日本通運名古屋を12-0で破り達成し

た。全試合無失点優勝は第28回の東京

都・熊谷組に継いで2回目。

◇決勝戦最多得点差試合 横浜市・

日本石油対名古屋市。日本通遅名古屋

の決勝は12-0。 12点差は決勝の最多

得点差だった。

◇43イ ニング無失点 横浜市。日本

石油・佐 木々吉郎投手が大会新記録を

樹立した。従来記録は第27回大会で同

じ日本石油の藤田元司投手がマークし

た29イ ニンス

また佐 木々投手は京都市。日本新薬、

大阪市。日本生急 名古屋市。日本通

運名古屋を3試合連続完封。これは第

25回大会の東京都・全藤倉。西村一孔

投手と並ぶタイ言醸乳

◇曇長補回試合 1回戦の大阪市・

電電近畿対東京都・ニッポンピール戦

で延長22回の新言齢亀 従来記録は第24

回大会の東京都。熊谷組対岐阜市・川

崎紡績の19回。

21イ ニング無得点、試合時間5時間

2扮も縮 己鯛L

大阪市・永易将之投手の21回1/3完

投、投球数 2η球も新謝説

大阪のチーム打数74も 新記録。従来

記録は第24回の東京対岐阜戦で東京・

熊谷組の63(延長19回 )。 なおこの試

合、東京・ニッポンピールの打数631ま

タイ言齢乳

◇無四球拭合 2回戦の京都市。日

本新薬対大分市。大分鉄道局戦は松井

司夕L緒方勝両投手の好投で無四塊

第28回の二瀬町。日鉄二瀬対高砂市・

鐘化カネカロン戦以来2回目。

◇最少補殺1 1回戦の松山市・丸

善石油対二瀬町。日鉄二瀬戦で松山が

記録も従来記録は第28回の二漱 第29

回の横浜市。日本石油の 3。

同協会・パラレヤス審判長の 3人がフィリピ

ンから来日、勲レしヽに観戦した。

賭F市ヌ航 観戦は195r「 1光たこ続 5度 日の

出場です」と笑うパギア夫人は「にぎやかな

,芯援がヨ調青らしい」といいながら 閉副剤庚補

の第一は投手力、打力の充実している日本石

油」とさすがの “眼力"をみせた。

サヨナラ本塁打を放ち生週する東京・大田
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▽本塁打 大原 1号
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▽二塁打 芥川
▽2時間2分
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振球犠盗失残併



2回戦

||[lli[[i些 lll
【松山市】   打安点

躾i:|||

會 l阜 :||
R  小 野 000
2  今 村 110
①   西  300
1  村 上 000

3053
振球犠盗失残併
3130241
投 手 回  安責

▽二塁打

2回戦

責

３

０

安
５
０

辮
６‐

失

１

回

８

１

雌８００２時刺嘲分
杉山▽2時間1

０

×

砂
０
０
＞

圧
０
０
命

高

０
４
生

洋

０
０
本

東

０
０
日

西  7  60
村 上 2  00

砂川市

大阪市

責

０

安

５

０
回

９

０
手

沢

５
投

清

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

０

１

１

０

１

１

０

０

１

０

０

０

０

打

２

１

３

１

４

４

３

３

３

３

１

１

１

‐継炉確翔脚剌嘲脚購酬科脚岬

市砂
⑤
５
②
Ｈ
③
◎
Ｏ
①
②
◎
①
ｌ
Ｈ

▽二塁打 小森 山下
綿谷 安戸▽2時間7分

責

４

０

０

安

５

０

０

辮

４ ‐

　

％

％

失

０

回

４

３

１

畔３‐００時科脚鰤
2回戦

| |

横浜市 (日 本石油 )

200020002
000000000

常磐市 (常磐炭砿 )

‐椰南嘲岬向轟師淋剛躙商鰤精躍爛脚晦脚

市幣
③
⑤
５
Ｈ
０
０
◎
④
４
⑨
②
Ｈ
２
①
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ

安責
94
10
00
32
00

馴
３０　
　
　
　
％
％

失

４

回

４

２

２

蹄‐４‐００時躍規購枷け
▽三塁打 石原 水野
▽二塁打 枝松2 石
原▽2時間30分

振球犠盗失残併

打安点
300
300
000
100
400
310
300
100
200
310
100
100
100
100
000
100
000
100

2回戦

l][llil[[llil

責

１

安

６

併

２期
２８
回
１０

盗
３蹴‐２‐２時蜘

2回戦

i:]11]][:l'「
キ

打安点
500
500
420
400
522
521
311
430

責

２

０

安

７

３

２

回

６

４

３
手
野
出

４
投
磯
都

▽二塁打 伊藤 松本
西井▽2時間40分

2回戦

田

０

×
＞

牟

０
３

ル

大

１

〇

一

圧
０
２
ビ

高

０

０

ン

洋

０

０

ポ

東

２

０

ツ

＜

０

０

ニ

市

０

２

＜

田
　
　
都

ホ甲

　
　
一泉

大
　
　
東

球犠盗失残併
102151
手 回  安責
りll  % 10
谷 7% 82下 1  10
課1%程ξ▽
蓉曇J3導沓

【

§
:田

|】 l l]]
7  有 田 211
9  高 田 110

3:]:||
1  安 山 000
1  安 東 000
H  梅 野 110

３
投
小
角
宮
琳
鵬
動
畝

1  二重野 000
1  寺 崎 000
H 相 良 100

32102
振球犠盗失残併
7321171
投 手 回  安責
下 りl15%74
安 山 0  10
安 東  % 00
二重野 1  33
寺 崎 1  00

２

Ｘ

ン
０
０
立

ヨ

０

０

日

イ

０
１
業

レ

０

０

鉱

敷

０
０
本

倉

０
１
日

市
　
　
市

山
　
　
立

岡
　
　
日

l回戦

1回戦

2回戦

大津市 (東洋レーヨン)

010000011
100000000

東京都 (熊谷組)

占
〔
０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

１
一３

腋
００
４０
００
４‐
００
３０
００
３‐
３０
４‐
４‐
４‐
３〇一３２５

本
辺
岡
出
上
村
畑

原
　
誘

井
田
北
高
　
西
長
白
佐

ｌ

沢

渡

片

井

田
北

高

市立日

⑨

９

９

④

４

③

３

振球犠盗失残併
2211081
投 手 回  安責
石 戸 9  52

安責
41
00
11  ▽2時間16分

５
回
６
１
１

０
手
原
中
殿

５
投
藤
高
高

[[[II[[ililll

投 手 回  安貴   大 根 4  20
樋 口 4% 62

0本奎打
3餡

中1:儘 田 宮脇1号③ 齢莉
▽2時間12分

責

２

０

１

安

２

１

２

併
０

残
４
　
％
％

失
１
回
７
　
１

盗
０蹴３‐２時赫繊酔

▽本塁打 浜部 1号

(鈴木)▽二塁打
永橋▽二塁打 占部
浜部▽2時間6分

180



2回戦

[i[|!lillllll
点

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
１

打

０

３

１

１

３

３

３

３

２

３

３

０

１

１

坂
植
辺
木
出
崎
　
秀
畑
崎
野
田
岡
戸

原
島

市
　
柘
渡
青
井
西
　
長
高
白
佐
石
片
石

立日
⑨
９
９
④
４
③
◎^
②
③
Ｏ
メ◎
①
Ｈ
ｌ

田

ｌ
伊
宮
佐
高
中
堀
松

市駐

７

占
小０
０
４
０
１
１
０
０
０
０
０
０

安
２
２
２
０
１
１
０
０
０
０
０
０

打
４
２
３
４
４
３
４
０
０
１
２
１

下
口
野
崎
森
日
本
原

蔵
藤
立
羽

ｌ
山
林
長
漆
小
植
山
大
　
佐
足
丹

市阪本
◎
０
０
⑤
⑨
②
（０
０
ｌ
Ｈ
ｌ
ｌ

占
“０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０

安
１
１
２
０
２
０
１
０
０
０
０
０

打
４
２
４
０
３
１
４
３
２
１
０
１

打安点
430
300
400
400
310
000
100
200
300
300

H 沢 本 110
2840

振球犠盗失残併
7100322
投 手 回  安貴
石 田 3  20
石 戸 6  20

▽三塁打 中坊
▽2時間14分

準 決々勝

０

×

油
０
２
命

石
０
０
生

善
０
０
本

丸

０
０
日

市
　
　
市

山
　
　
阪

松
　
　
大

9鎮 8:::
3186

00
00
00
00
00

西
田
村
木
山
田
田
見
岡
山
野
川
川
道

口
西

市

　

岡

中

樫

中

山
赤

塩

赤

内

小
平

芥

作

浜

　

村

奥

山

　

８

一毯
◎
０
０
０
７
８
⑤
③
④
Ｈ
４
Ｈ
②
２
Ｈ
①
ｌ
ｌ 安責

10
10
40
10

辮
４２　
％
％
％
％

失

４

回

　

１

５

１

盗
０蹴５４０時潮蔵腱脚

上

川 00
1  西 条 000
H 瑞 田 100

3371
振球犠盗失残併
6300370
投 手 回  安責
西  1  42

村 上 5% 44
奥 川  % 00
西 条 1  00

準々決勝

(籍量F▽二重身号9野
▽二塁打 小森 山下
中村▽2時間34分

油
０
０
薬

石
１
０
新

本
０
０
本

日

０

０

日

市
　
　
市

浜
　
　
都

横
　
　
一尿

振球犠盗失残併
9404061
投 手 回  安責
佐々木 9  60
▽三塁打 中山▽二塁打

振球犠盗失残併
9000241
投 手 回  安責
伊 藤 5  52
松 井 3  00

埠田 村基▽2時高35分

準 決々勝

][11lII〔 [11を|:

野
根
　
中
国
橋
宮
藤
本

梶

ｌ
神
関
　
田
大
倉
小
佐
坂

都工泉一思
③
Ｏ
喬
添
８
×
Ψ
Ｏ
Ｈ

占
小０
１
０
０
０
０
０
０

安
２
２
１
０
１
０
１
０

打
４
３
２
３
４
４
３
１

【
6古
屋寝】東 lTi

§』會|||H  古 口 100
1  五 代 000

H  生 田 100

33104
振球犠盗失残併
7210070
投 手 回  安貴
西 村 2  31
鬼 頭 7  50

1  鬼 頭 300

91果 :::

分
日
間

恩
時

打
▽

塁三
井

▽
横

村
東

西
板

責

１

１

２

０

号

東

安
３
２
４
１
１
＜

辮
６‐　
　
　
％
％
醜
畑

失
３
回
４
１
２

赫９‐３‐時倒郵晴訂剌剌

1  角 谷 100

準々決勝

大津市

姫路市

ン

０

０

鋼

ヨ

０

０

製

一
１

１

殊

レ

０

０

特

洋

０
０
陽

東

０
０
山【

§
姉
:ll]i

H  亀 村 001
9  入 江 000

9 奮聾:::

2952
振球犠盗失残併
7432061
投 手 回  安責
永 橋 9 51

こ奈言Iv:喜喜iな

98獣 :||

点
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０

安
０
０
２
０
０
２
０
０
０
０
１
０
０

打
４
４
４
４
２
３
２
１
０
１
１
０
０

田
脇
坊
橋
藤
井
鍋
本
根
田
村
内
田

市
　
宮
中
高
佐

土
真
松
大
松
中
堀
孫

鵬
⑨⑥
Ｏ
③③
④
⑤
Ｈ
‐②
Ｈ
Ｒ
２
9葉 恩:::

2951

責

２

０

安
５
０

辮
３２

失

１
回
８
１

盗
０蹴９２０時脚螂

占

小
０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

１

１

０

１

０

０

０

１

０

１

０

０

０

打

３

３

４

３

０

２

１

３

０

２

０

１

３

原
野
松
西
日
村
橋
山
藤
林
井
野
田

油

０
０
命

石
０
０
生

本

０
０
本

日

０

０

日

市
　
　
市

浜
　
　
阪

横
　
　
大

下

口
野
崎

森

田
藤

角

ｌ

山

林

長

漆

小

植

近

市阪大
⑥
ｘ０
０
⑤
⑨
②
③

責

１

０

安
２
３

辮
５２　
％
％

失

０

回

　

８

盗

０蹴２００時商脚

０

×
屋

＞

０
０
古

ン

０

２

名

ヨ

０

１

運

一
〇
０
通

レ
０
０
本

洋

０

０

日

東

０

０

＜

＜

０

０

市

市

　
　
屋

津
　
　
古

大
　
　
名

１

×

ン

０

０

ヨ

０

２

＞

一

〇

０

命

レ
０
０
生

洋

０
０
本

東

０
０
日

市
　
　
市

津
　
　
阪

大
　
　
大

打安点
400
400
400
400
410
310
200
100

3  山 本 000
①  永 友 000
1  丹 羽 310
0 浜 野 320

3250

振球犠盗失残併
3513161
投 手 回  安責
佐 木々 9  50
▽2時間7分

準決勝

:き 獣:||

大津市】   打安点

|:]|||
9  別 所 000
9  入 江 000
H  合 田 100H 合 田

9 奪野
H 河 田

3250
振球犠盗失残併
7200170
投 手 回  安責
永 橋 8  82

3位決定戦

▽二塁打 清水
▽2時間27分

【大津市】   打安点 【

:言 よ|||

8魯 栞:::

占
小０

安
０

ｌ
山
林
長
漆
小
植

:li lll
9暮 雷:::

294 1
振球犠盗失残併
2300042
投 手 回  安貴
井 上 5% 42
永 橋 21/3 20

振球犠盗失残併
1421142
投 手 回  安責
清 沢 9  41

▽三塁打 清水▽二塁打
長野▽1時間51分

181

【名古屋市】  打安点
坂 東 410
丹 羽 320
伊 藤 412
長谷りli 311
横 井 300
恩 田 400

410
300

振球犠盗失残併
2212170

投 手 回  安責
鬼 頭 9  50



大
院
高
晏
高
高
高
高
商
商
高
高
商
商
商
大
商
大
院
高
大
大
商
商
大
大

市
狩
計
耀
轟
熱
聾
野
炉
』
響

岡
富
Ｉ
質

坂^
勝
新
魚
同
関
福
慶
早
桐
興
高
明
済
金
慶
桐
東
膳
浪
金

‘
　
　
　
締
拝

″
″
″
″
″
″
〃
肝

〃
〃
嶋

″
″
″
″
″
″
″
獨

″
″
″
″
″

大
大
院
口
高
大
大
高
高
大
高
大
大
大
高
高
大

工
高
大
大
大
高
大
大
高

市
朝法職
訂
げ
一蔓
夢
鸞
蔓
絆
¨

崎
地
中拗］馴引操潔散製
像塞
餘
唯
舶ル嘘像崚郵
輩

嬌
(西濃運輸 )

津
(東洋レーヨ

日
立

立
駒
東
京
中
新
鳴
秋
明
作
茂
作
法
愛
享
結
豊
新
明
日
法
土
立
立
立
立

督
手

　

　

　

　

　

手
　
　
野
　
　

　

　

　

　

　

野

監
投

″
″
″
″
〃
〃
捕

〃
″
内

″
″
″
″
″
″
″
〃
外

″
″
″
″
″

大
商
農
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
高
大

工
大
大
大
高
農
大
高

田
戸
　
　
辞

工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　

　

　

　

」
戸
　
西

立
秋
水
慶
立
明
芝
立
専
慶
立
立
慶
専
早
慶
法
法
名
専
立
専
法
水
明
関

二百叩〔̈摯睾『一̈一』立早中一［̈摯一一一一駒苫′Ｊ、牧・』・〔・・
市

′Ｊヽ 牧
穂

罐
幌
」
喬

穂
剌
勧
罐
川
燎

′Ｊヽ 牧
韻

條

′Ｊヽ 牧
′Ｊヽ 牧

編

館

紳郊
象鰍
譲
等
撃
磐
撰
瑠
％
堀
趣
盤

砂  川
(東洋高圧北

督
手
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
野
　
　
　
　
　
　
　
野

監
投

″
″
″
″
〃
″
″
捕

〃
″
内

〃
″
″
〃
〃
″
″
外

″
″
″
″
″

工
高
大
工
商
条
商

工
高
斗
照
東
商

工
東

エ
エ
大
大
エ
エ
東

エ
エ
商
エ

名
(日

鵬
拝

″
″
〃
″
″
″
群

″
″
輯

″
〃
″
″
″
〃
″
″
獨

″
″
″
〃
″

大
大
高
院
大
商
大
高
工
大
商
大
工
院
高
大
大
商
大
高
大
商
商
大
高
高

都
・ノレ＞慶群
立製
薦
立曹
れ
ぃ
脚
∬

ビ

２９

２８

２３

２２

２３

・９

２２

２７

２．

２３

２５

２６

２．

２．

１９

２２

２２

・８

２３

２３

２５

２２

・９

２２

２３

２５

】一砕『幸審一ｏ′Ｊヽり‐‐健太郎一攀攀′ｊヽ宮忠一一］嚇一一一］響〕一

督
手
　
　
　
　
　
　
手
　
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

監
投

″
″
″
″
″
″
捕

″
内

″
〃
″
〃
〃
″
″
〃
〃
外

〃
″
〃
〃
″

』̈̈
一̈̈
』一̈̈
』̈］］砕̈【輸̈一弊『押鋼輔

りヽ

藤
平
竜
福
内
内
秋
神
内
宇

沼
田
福
本
呉
岩
内
双
東
専
宮
内
平
内
双
平

砿

６

２

１

１

０

８

３

３

３

３

２

２

４

６

８

８

２

８

４

４

０

９

７

６

８

５

鐵一̈摯̈一酔̈〕一̈］』一̈一̈一一̈一一一

〇
　
　
　
〇
◎
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ

鵬
肝

″
″
〃
〃
〃
析

〃
″

″
嶋

″
″
″
″
〃
″
〃
″
獨

″
″
″
″
″

常 磐  市

市
＞

ニユ
麟(日 本

督
手
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
野
　
　
　
　
　
　
野

監
投

″
″
″
″
〃
〃
〃
捕

″
″
内

″
″
〃
″
〃
″
外

″
″
″
″
〃
〃

大
大
高
高
大
高
高
商
大
院
農
院
大
大
商
高

エ
エ
大
大
大
高
大
大
大
大

北
北
京
宮
門
田
　
孵
原
癬
　
知
栄

城．
橋
宮
　
　
　
浦．

中
大
大
商
商
高
高
大
高
高
大
大
大
大
大
高
大
高
大
大
大
大
大
大
商
高
　
　
　
　
　
　
　
大
高
大
高
高
商
高
高
宙
国
大
中

大
大
商
大
商
高
高
大
大
園
高
高

辟
拝

″
″
″
″
″
肝

″
″
輌

″
″
〃
″
″
″
″
″
獨

″
″
″
″
″
〃
　
　
　
　
　
　
　
鯖
拝

″
″
″
″
″
〃
術

″
″
輯

〃
〃
″
″
″
″
獨

″
〃
″
″
″

大
高
高
大
高
高
高
高
大
大
高
大
高
高
大
大
大
大
大
商
大
大
大
高
大
大

田
知
　
鍋
磨
北
安
　
　
尾
　
田
条
　
　
　
　
一ふ
島
　
学
学
姉
　
京

法
池
高
同
高
飾
尼
平
慶
慶
八
同
高
西
明
日
同
慶
中
広
関
関
関
徳
明
中

躍
拝

〃
″
″
″
〃
″
″
″
群

″
″
〃
嶋

″
″
″
″
〃
〃
獨

″
″
″
″

商
大
大
商
商
高
高
高
商
商
商
商
林
商
業
高
高
商
商
商
商
商
業
商
商
高

(日 本生命)

182



市
鋤
担
粋
打
翼
朧

制
〓
４
４
５
２
９
８
７
２
２
８
６
３
４
２

鵬
拝

″
″
″
″
″
″
肝

″
″
岬

″
〃
〃
″
〃
″
″
〃
鍋

″
″
″
″
″

大
大
大
大
付
高
高
大
大
大
高
大
大
高
大
高
大
商
高
高
大
大
高
高
高
大

嚇
』
蔭
南
　
　
　
肝
　
　
条
　
南
　
］
部
宮
　
　
大．
尾
条

間
関
日
大
大
桐
海
近
関
関
高
近
近
西
日
海
慶
和
南
新
間
近
関
八
西
慶

路
嚇

(山

女臣

剖
富
陽
命
磨
商

三
近
立
尾
姫
早
同
法
加
新
向
立
飾
浪
早
同
慶

鵬

拝

″

〃
〃

〃
群

″
嶋

″

″

″

″

″

″
〃

″
″

″
獨

〃

〃

″

〃
″

″

大
大

工
高
高
大
高
工
高

高
大
高
古
大

工
高
大
大
大
大
高
大
大
大
大
大
高

麻
成
哺
　
賀
麻
門

静
　
劃
田
西
』
哺
　
命
命
　
橋
　
　
命
　
　
哺

明
明
新
大
岡
立
致
新
鳴

阿
立
寝
新
関
笠
岡
中
立
立
中
船
日
間
立
中
立
岡

山
鰤
羅
覗
翻
端
麗
曙
睦蹴
縣
雛

仇

田
崎
上
　
川
井
森
本
条

口
川
順

道
村
田
見
岡
西
川
田
山
野
田
田
村
山
畠

岡
篠
村
西
奥
安
小
樫
西

浜
芥
平
作
今
赤
塩
赤
大
中
瑞
内
小
山
岡
中
中
高

◎
　
　
　
　
　
　
○

締
肝

〃
〃
″
″
″
″
″
析

〃
″
″
″
嶋

″
″
〃
″
″
″
″
婚

″
″
″
〃

大
高
大
高
高
高
院
大
高
高
大
大
大
大
商
商
高
高
商
大
大

商

工
商
商
大

倉
雌
鋼
西
日
峠
　
籟
西
　
　
　
　
道
坊
賀
原
井
　
　
江
本
川
川

立
大
大
西
関
大
桃
関
西
関
同
専
立
立
尾
御
敦
三
柳
法
中

松
熊
柳
柳
早

鵬
拝

″
″
″
〃
″
指

″
″
″
岬

″
″
″
″
″
″
″
〃
獨

″
″
″
〃
″

大
高

工
高
高
商
高
高
高
商
商
高
高
高
高
商
高
高
高

工
高
高
高

エ
エ
エ

山
崎
女
田
女
畔
田
淀
倉
斜
川
詢
津
女
畑
畔
川
田
畑
栖
崎
尾
”
多
多
幡

松
枕
八
日
入
久
高
大
小
久
柳
伝
唐
八
戸
久
堀
日
戸
鳥
岡
荒
鶴
博
博
八

督
手
　
　
　
　
　
　
　
手
　
野
　
　
　
　
　
　
　
　
野

監
投

″
″
″
″
″
″
″
捕

″
内

″
″
″
″
″
″
″
〃
外

″
″
〃
″
″

大
高
高
商
大
高
高
商
大
商
高
高
商
高
商
工
高
大
商
大
大
商
大
大

工
大

中
東
高
高
商
高
商
中
商
高
波
高
高
高
高
農
農
商
大
エ
エ
商
高
商
大
商

町
』串壽
罹
剪
猾
勢
鍾

縮
拝

″
″
″
″
〃
″
群

″
″
嶋

″
〃
″
〃
″
″
″
〃
獨

″
″
″
″
″

大
大
高
高
商
商
商
高
高
商
高
工
高
大

工
商
大
大

工
高
東
商
大
商
商
商

大 牟 田 市
(東洋高圧大牟田)

(日 鉄二瀬 )

門 真  町 松

暉
門
松
道
井
南
西
道
　
所
津
　
敷
江
　
　
敷
西
“
松
　
岡
山
疎

市

同
¨
需

幅
鵜
師
靴

¨
競

同
韓

貯

野

　

市

ガ
田
粥

醤

西
革

‥

江

敷
暴

田
疎

間
尾
柳
芸
関
尾
萩
御
魚
明
倉
松
関
関
倉
関
宇
高
関
笠
津
岡

ョ

５

５

４

４

０

０

１

８

５

０

０

１

１

８

２

９

２

２

８

０

０

９

３

２

１

４

山
…レィ嘩
押轟
班
箋
韓議
警
慶
毅箋

倉敷

岡

鋼
中順側
確
林プ
藤熟
祗
酪
鍵

督
手
　
　
　
　
　
　
手
　
　
　
野
　
　
　
　
　
　
野

監
投

″
″
″
″
″
″
捕

〃
″
″
内

″
″
″
″
″
″
外

″
″
″
″
″
〃

1

19
18

183



第34回大会輝畔器I響濯
4日・後細劇

秋 田 市・ 帝 国 石 油 秋 田 0
北九州市 0八  幡  製  鉄  2
浜 松 市 0河 合 楽 器 3

松 山 市・ 電 電 四 国 2

大 阪 市・ 全  鐘  紡 7

羽 幌 町・羽 幌 炭 砿 5

八王子市 0リ ッカー ミシ ン

岡 山 市 0倉敷レイヨン岡山 1
J‖ 崎 市 。日本 コロム ビア 6
姫 路 市・富 士 鉄 広 畑 1

]魃 :亀 翼 ‐■ :

大 津 市・ 東 洋 レ ー ヨ ン 3
姫 路 市・ 山 陽 特 殊 製 鋼  1
東 京 都・ 大 和 証 券 4

積
水
化
学

室 蘭 市・富 士

大 田 市・富 士

大 分 市・大 分

:コ
:正三二三二}――可
!

7 :01 4
2  1 2
7

3位決定戦 横浜市 4-1浜 松市

鉄

重

鉄

室 蘭

工 業

道 局

大 阪 市・ 日 本 生 命

豊 田 市・ ト ヨ タ 自 動 車

横 浜 市・ 日 本 鋼 管

神 戸 市・新三菱重工神戸
推薦横浜市・ 日 本 石 油

伏兵京都市が運転V
前年度優勝チームの推薦出場力講戴舌。3連

勝を目指す横浜市。日本石油、 3年ぶりの黒

獅子旗に闘志を燃やす東京都・熊谷組、それ

に西の “横綱"大阪市・全鐘紡が有力候補と

見られた大会だった力ヽ 大波乱の連続で、決

勝は室蘭市 。富士鉄室蘭と京都市・積水化学

のフレッシュ対決となった。終盤息づまる接

戦となった力ヽ 京都が逆転勝ちで初優勝。京

都に黒獅子旗が初めてひるがえった。

連続出場は8チ ーム。初出場は秋田市・帝

国石油、浜松市・河合楽器、豊田市・ トヨタ

自動車、松山市・電電四国の4チームだった。

“番狂わせ"は 2回戦から始まってファン

を驚かせた。まず東京・熊谷組が初戦で京都 。

積水に敗退した。京都・堤享投手が左腕から

のカーブ、シュートで東京打線をかわす一方、

京者阿ま中田純正中堅手が先制打、同点にされ

たあとも東京の 2番手・イリ雌りむ段 手の下

手からの外角球をさからわず右翼に打ち返す

バ ン`テイングで東京を破った。大阪・鐘紡 も

八王子市 。リッカーミシンに足をすくわれ 1

点差で姿を消した。

準決勝に残ったのは佐藤進投手が大田市・

富士重工業を2安打、東京都 。大和証券を 1

安打で完封した室蘭。準 決々勝で延長15回、

大阪市 。日本生命に逆転勝ちした日本石!帆

東京・ リッカーの 6投手に18安打を浴せ 14点

を奪った浜松市 。河合楽器と京都だった。

室蘭は3連投の佐藤投手が横浜打線を抑え

る一方、 2回に投手・佐藤を一塁に置いての

ヒットエンドランの奇襲などで 2点t 5、 6
回には安戸尚、牧羽邦夫のタイムリーで効果

的に加点した。3i打の横浜 としては、 は極

せない点差ではなかったカミ 速球が低めに決

まり、カープも鋭くコーナーをつく佐藤の'l■・

投に7安打 1点だけだった。

大昭和から金沢宏、 日本軽金属から渡辺秀

武の両投手をはじめ、補強制度を十分に活用

した浜松は全静岡の感があったカミ 京都・堤

を攻めあぐみ、 7安打しながら連打が出なか

つた。 1回に二死■・二塁から重盗を成功さ

せ、敵失に適時打をからめて3点を挙げた京

都は、スタートからペースをつかみ、最後ま

で浜松につけ入るスキを与えなかった。

優勝した京都・堤投手が橋戸賞に輝き、全

試合を1人で投げ抜いた室蘭 。佐藤投手に久

慈賞が贈られた。京都・積水イビ許はこれまで

3回の出場で 2回は初戦敗退、第32回大会に

高砂市・鐘化カネカロンから1勝をあげただ

けだった力ヽ 今大会で一気に優勝までかけ上

った快挙が高 く評価され、小野賞を受賞した。

参加25チ ームの大会はこれが最後だった。

年々高まるスタンドの応援ぶりに応じ、この

大会から応援団コンクールが実施され、浜松 。

河合楽器が第 1回の最優秀賞を受賞した。

25テームカ望野uし ての開策七 日石から黒騨開自

"郷

届置
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室蘭市 (富士鉄室蘭)

0010002
0001002

京都市 (積水化学)

§雷番!ill1 0 1曇 ::|||

鶉 叩 罰 躙

]ヽ ||||135蜀 :!|||

０

×

R須 田 00000H竹 中 10000

嵯震ワ朧
「

阜
0昌

ォ時
堤  6%274020

竹 村 2%91000
▽本塁打 中田1号 (佐藤)上田 1号② (佐藤)

▽二塁打 工藤 堀田明▽2時間14分

上田、起死回生の 2ラ ン

右の佐藤、左の堤。大会屈オ旨の好投手の投

げ合いだった力乳 両チームともわ球 から好球

を打って出る積極な攻撃をみせた。

室蘭市・富士鉄室蘭は1回、 トップの高屋

敷が安打、二塁まで進んだチャンスは逃した

が、 3回の一死二塁に高屋敷が初球を左前タ

イムリー、先取点を挙げた。

京都市・積水化学も4回、中田が高めの速

球をたたき、左翼席に打ち込んで同点とした。

両投手の半青根こめたピッチングが続いた

が、室蘭は7回、疲れから球が高めに浮きだ

した堤をとらえた。一死後 Ii藤が外角球をう

まく右翼に二塁打、田中の敵失で工藤が還る

と、京都は竹村がリリーフ。榊原も四球のあ

と果敢に重盗で二・三塁とし高屋敷の内野ゴ

ロでこの回2点 を奪った。佐藤の好投から京

都も苦しいかとみられたが、すぐにその裏、

11田が左翼席に2点本塁打、またも同点に追

いついた。まさに起死回生の一打で、活気を

取 り戻した京都は8回 にも一死から児玉が安

打を放ち、中田死球で一 。二塁。堀田明は初

球を鋭 く打ち返 し中国架く二塁打、児玉を迎

え入れ、これが決勝点となった。

体重60kg、 細身で橋戸賞

後楽園のマウンドを初めて踏んだ24歳の堤

享投手が堂々の橋戸賞に輝いた。 173cm60kg

ときゃしゃな体つきながら、 4試合全部に先

発して2完投。日ごろの練習と節制力ヽ この

スタミナの原動力となった。

県立尼崎高では甲子園に出場、関学大時代

は2年生のとき春秋連続優勝をしているが、

いずれも控え投手で、晴れやかな舞台はこれ

までなかった。

◇ 1試合5本塁打 準々決勝の京都

市・積水化学タリ|1崎市・コロムビア戦

で京都 。南勝美二塁手 2、 瀬戸口臣範

三塁手、堀田明左翼手、川崎 。為房健

遊撃手が打ち込んで新記録を徹鳳

◇ 1イ ニング3本塁打 1回戦羽幌

町・羽幌炭鉱対大阪市・全鐘紡戦の 5

回、大阪の石川義彦二塁手、川上宣緒

三塁手、池西広幸左翼手が真崎勝投手

から打ち込んで達成。史上初。

◇ 1チーム1大会 7本塁打 優勝し

た京都市・積水化学力鑑磁乳 準々決勝

の大り11崎市・コロムビア戦で南勝美 2、

瀬戸口範 堀田明、準決勝の浜松市・

河合楽器戦で三本豊治、決勝の室蘭市

・富士鉄室蘭戦で中田純正、上田幸男

が本塁打して達成。第19回大会て福岡

市・西日本鉄道がマークしたのとタイ

言醜

◇最

…

  (2人がかり073
1回戦の秋田市・帝国石油対北九州市

・八幡製鉄戦で秋田は敗れたが、先発

の杉山喜代美投手が 7回投げて6は
リリーフの伊藤俊成投手が1回で13球

と継投ながら最少投球数を記録した。

従来記録は第27回大会の二瀬町 。日鉄

二瀬対室蘭市・富士鉄室蘭戦で二瀬・

井洋雄投手の7鶴

昨年春積水化学に入社したもののすぐに足

を痛めて、 1年間棒に振り「会社に迷惑をか

けた。ことしこそやる」。その言葉通り、男

の意地を立派に貫いた。

「落ちるタマをうまく使えた。ピンチにも

バ ァヽクを信頼して、内野ゴロを打たせること

ができた」と、渕勝では大事なところで3つ

ものミスが出、それがきっかけになって途中

降板したことなど、おくびにも出さないあた

り、ナインに愛される人柄が出ていた。

移直敦引融 L 5団υり||は撃詳郵り輿掏マ7覇鷲二塁から―弩饉う量

決勝点をあげた。投手・は 捕手。工藤
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堂 の々初優勝に輝き黒獅子旗を
掲げて場内を¬同、スタンドの

歓声に応える積水化学のナイン
外野飛球 1個の珍記録

準 決々勝の東京都 。大和証券対室蘭市・富

士鉄室蘭戦は外野に飛んだフライはわずかに

1個の “珍記録"。 室蘭力¶性一の得点をあげ

てサヨナラ勝ちした試合だった力ヽ 外野フラ

イは4回、室蘭の投手、佐藤進が打ちあげた

右翼飛球だけ。熙 、小弓場保両投手ともコ

ーナーをたんねんにつくピッチングで、三振

はともに1個ずつというのをみてもわかると

おリコントロールのよさで、打たせてとるタ

イプだ力ヽ なんとも珍 しい記録だった。しか

も投手の佐藤が打ったとあって、投手ではあ

ってもさすが 5番打者。

王者はアイスクリーム

スタンドの “販売戦線"も世相とともにさ

ま変わり。戦前戦後を通してゆるがぬ王座を

保ってきたブッカキ氷に、センベイ、キャラ

メルは “斜陽"の一途をたどり、全盛はアイ

スクリーム。 1日 40001固 は軽 くさばけ、左翼

スタンド下にあった製造工場では大わらわ。

ピールも炎大 卜とあつて売れゆきは伸び、

1日 ざっと300シ丸 ラムネ、サイダーに代わ

ってコーラ、ジュース類ものしてきた力ヽ こ

のなかでも昔ながらに人気を保っているのは

1個 30円のアンパン。 “外来"のホットドッ

グと張り合っていた。

― ちで室蘭市を破り優勝を決め測日間。選手たちはワッとベンチを飛び出し歓害のポーズ

応援団コンクール始まる

自然発生的に好きなチーム、選手を応援 じ

ていた時代から、各企業が大がかりな組織応

援をするようになり、応援団コンクールを実

施することになった。

毎日新聞社事業部の塙長一郎参与を委員長

に、14人の委員が毎試合応援ぶりを採点、大

会最終日に決定した。初の栄冠はお手のもの

の楽器をフルに活用、地元名物のタコあげの

ときに使うラッパも登場して熱気を盛 りあげ

た浜松市 。河合楽器。ついで、大応援団を動

員、スマートな応援をみせた八王子市 。リッ

カーミシン、横浜市 。日本石油が優秀賞。試

黎 了後 スタンドのゴミを手早 く片づける

など、マナーのよさが賞賛された豊田市・ ト

ヨタ自動車に特別賞が贈られた。

決勝は力つきたが

室蘭市・富士鉄室蘭

呻 手

北海高時代センバツベスト8。 昭和36年富

士鉄室蘭に入社 3年目で全 5試合を完投、

久慈賞受賞。プロ入りし国鉄などで7年。現

在はプリヂストンスポーツ東京販売課長。

前年は予選で敗けて出場できなかつたから

春先からすごい練習をやった。起きられない、

階段をおりられない、笑えないだつた。

ボクはそれまで速球とスライダーとドロン

とした力・―プだけだったカミ ストレー トの投

げ方での速い力‐プを身につけ、シュートも

み力=き 力つ か`つた。

富士重工業を2安打完封して気分は盛りあ

がり、 次の大和証辮関ま、 後に日オマ生命に移

つて橋戸賞を受けた小弓場と投げ合つた。シ

ュートが切れて絶対打たれないと思つた。内

野安打を1本打たれたけど、外野に飛んだ打

球はゼロのビッチングだつた。日本石油との

準決勝も忘れられない。 3連覇を狙う日石は

次の試合にそなえてな ユースの藤さんでな

く友歳さん力=先発してきた。本い「ナメられ

た」とカッとした。 トップの石原さんにいき

なリポール 3と なった力ヽ それから3球カー

プで三振に仕止めた。力‐プがすごくよく、

日石打線はシュー トを待つていたのだろう

カミ シユー トは見せ球だけでカープ、カープ。

とにかくカープの思いしか残つていない。 2
回の無死―・二塁に′ヽントシフトの逆をつい

て捕手の工藤さんが打つて2点。4回追加点

を取つたときは勝つたと思つた。

宿合に帰つたら、疲れはてて夕飯もたぺら

れなかつた。クーラーがない時代だったし、

いくら窓を開けても寝られなかつた。

決勝は苦しい思い出だけ。肩が重くてタマ

が切れない。積水化学の堤投手は左の落ちる

球(打 てそうで打てない。それでもなんと

か持ち応えて 7回 2点を取った力ヽ もう肩が

あがらなかつた。代えてほしかった力ヽ 監督

は「ここまでオマエで来たんだ。頑張れ」と

全然代える気持ちがない。結局同点にされ力

尽きた感じだった。

高校を卒業したとき、プロからの誘いもあ

つたが、この活躍でプロ入りに自信がついた。

都市対抗のお力ヽり欧り謝助 あゞると、心から感

謝している。
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3   釣  000
H  小木曽 100
0  大 工 310

3151

打安点 【
200
100

井
賀
藤
辺
浜
木
田
戸
田
村

々
　
　
　
　
　
一

コ
土
古
斎
池
村
佐
下
水
申
三

市

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
5111161     2400271
投 手 回  安貴   投 手 回  安責
小野坂 9  51   大 工 9  101
▽三塁打 滝▽二塁打 斎藤 小林▽2時間28分

馴
４２　
　
％
％
％
％

失

２
回

３

２

１

蹄
時輝
師輔

▽本塁打 石川 1

慎崎)池西 1月

▽2時間24分
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1回戦

―
―

屋

０
１
古

＞

０
０
名

ン
０
０
エ

ヨ
０
０
重

一
〇
０
菱

レ
０
〇
三

洋

１
０
新

東

２
１
＜

＜

０
０
市

市
　
　
屋

津
　
　
古

大
　
　
名

打安点
木 300
水 301
橋 300
部 100
原 200

410
420
300
312

鵡 失残併
4132031
投 手 回  安責
永 橋 1% 21
水 原 7% 31

▽本塁打 思田1号
(水原)▽ 2時間13分

1回戦

睡 991
5410450

黄 霰 ワ  守T
光 岡 2  00

東京都 (大和証券)

000010300
000100000

姫路市 (山陽特殊製鋼)

打安点
400
410
410
201
410
400
410
100
200
210
000
100
000
000

田
脇
村
崎
沢
橋
村
田

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０

臓
４‐
４０
４‐
４‐
４‐
２‐
００
２０
１０
Ｈ
００

馴
藤
岡
野
沢
田
崎

渡
　
本
内

都
　
加
吉
庵
宮
太
尾
　
根
倉
山

京東
０
０
④
⑤
０
０
Ｒ
８
③
Ｈ
Ｒ

鋤５３０」略％‐‐

呻３‐００時紳膚嚇嘲

①

ｌ

Ｈ

ｌ

ｌ

6  今 村 100
③  伊 藤 100
H  小 林 100

8思 弓痣 :l(
3384

安責   投 手 回  安貴
74   小弓場 9  50
10
00  ▽三塁打 田中
00  ▽2時間38分

1回戦

Ｏ

Ｘ

車

０

０

動

１

０

＞

自

０

０

管

夕

０

２

鋼

ヨ

０

３

本

卜

０

２

日

木
吉
野
島
田
関
木
渡

豊田市

横浜市

打安点
400
400
410
411
410
300
100
410
100
200

振球犠盗失残併
0121081

蟻
４３
４２　
　
　
艘
怨

分

鋤‐６０回察瘍　　　硝珈帥

盗

０

　

　

　

　

　

　

打

▽

２

蹴７００肝躙料　　　理峨融



2回戦

「
[[|][I]II:ill

占
小０
０
０
０
２
０
０
０
１
０
０
０

安
１
０
０
２
３
０
０
０
２
０
１
０

打
２
２
２
４
４
３
０
４
３
４
１
２

口
木
山
房
原
泉
吉
坂
田
内
原
道

ｌ
関
藤
森
為
樫
和
琳
上
北
倉
相
琳

市鵬
④
⑤
５⑤
Ｏ
③
８⑨
②
０
０
１

打安点
400
200
100
00

‐　獅耐卸輩講桐岬嚇滝］嶋倒格制′Ｊヽ野坂却

市山
一　

　

　

　

　

　

４

６

冨

０

０

Ｈ

ｌ

Ｈ

ｌ
⑥
⑥

②

③

０

９

Ｒ
③

５
①

３

0

0

0

0

1

1

00
21

3193
000
100
321
100
311

367 3
西本道 3  42振球犠盗失残併

2000261
安責投 手 回
42小野坂 4
30  ▽本塁打 樫原 1号②安 田 3

21  (小野坂)▽二塁打宮 袋 1

小林▽2時間19分

2回戦

準 決々勝

責

１

安
３

併
０

残

１０

失
２
回
６

雌４７００時脚

０

１

ン

＞

０

０

ヨ

券
１
〇

一

証
０
０
レ

和
２
０
洋

大
０
０
東

都
　
　
市

一尿
　
　
　
津

東
　
　
大

＞

ｏ

ｌ

ア

学

０

０

ビ

化

２
０
ム

水

０

０

ロ

積

０

０

コ

市
　
　
市

都
　
　
崎

一示
　
　
川

2回戦

０

×

局
０
０
＞

道

０
０
命

鉄

０
０
生

分
０
０
本

大
０
２
日

市
　
　
市

分
　
　
阪

大
　
　
大

打安点
300
310
300
400
300
100
312
200

下
田
崎
野
田

‐胸続回囃鵡囃判脚日呻紫蒔寝

市効
③
⑤
⑨
Ц
Ｑ
り１
９
買
Ｘ
）Ｈ
ｌ

打安点‐
　
川
田
田

構
紅
黒
篭
田
海
谷
西
崎

市
宮
松
有
戸
中
中
石
田
松
古
民
安
笠

州九北
⑥
ｘＯ
②
Ｈ
７
③
③
Ｈ
⑤
④

Ｈ
②
①

00
10
00
00
00
00
00
00
00
10
00
00
00

H  平 林 110
1  江 藤 000)00

830

2回戦

振球犠盗失残併
3511151
投 手 回  安責
高 畑 9  30

▽本塁打 近藤1号②
(三浦章)▽二塁打

橋元▽1時間52分

３

　

　

責

２

０

０

２８
　
　
安
２
０
０

併
０

残

４

失

０

回

４

３

１

］一　蹄５３００時鎌難薄

ililli[]illll

間
井

久
ｌ
佐

細

市剛
⑤
５④
③
⑨③②
◎
②
Ｈ
２①
Ｈ

1 平 野 000
3252

振球犠盗失残併
3200252
投 手 回  安責
笠 崎 4% 33
後 藤 21/4 10
二重野 0  10
平 野 2  20

1 後 藤
H 瀬 藤
l  Ξ重野振球犠盗失残併

7810160
投 手 回  安責
渡辺秀武2  21
金 沢 7  31

▽本塁打 田篭 1号
(金沢)▽二塁打

金沢 松田 細井
▽3時間6分

2回戦

０

×

＞

０

０

市

０

０

浜

＞

０

０

横

管

０

０

ｏ

鋼
０
０
薦

本
０
２
推

日
０
０
＜

＜

０
０
油

市
　
　
石

浜
　
　
本

横
　
　
日

責
０
０

安
４
０

併
２

残
２
　
％
％

失
２
回
７
１

端３‐０手歳藤

振
４
投
友

振球犠盗失残併
4210261
投 手 回
塚 本 21/3
松 井 4%
阿 曽 1

４

　

　

責

１

０

０

３０
　
　
安
２
１
０ ▽2時間14分打木▽2時間42分

屋

　

　

　

佐

ｌ
高
岡
安
青
佐
坂
工

振球犠盗失残併
2220152
投 手 回  安責
佐 藤 9  20

▽2時間17分

2回戦

業

０
０
蘭

工
０
３
室

重

０
０
鉄

±
０
０
士

富

０
０
富

市
　
　
市

田
　
　
蘭

太
　
　
室

０

×

＞

１
０
学

組
０
１
化

谷
０
０
水

熊
０
０
積

都
　
　
市

一ス
　
　
都

東
　
　
一示

ン

０

０

シ

０

０

一

〇

１

カ

０

０

＞

ツ

０

０

紡

り
１
０
鐘

＜

０
０
全

市

０
１
＜

子
　
　
市

王
　
　
阪

八
　
　
大

併
０

残
４
　
％
％
％

失

２

回

６

　

２

盗
１蹴９２‐時脚劃潮

2回戦

▽三塁打 堀田明▽二塁
打 長 児玉 古田
▽2時間26分

振球犠盗失残併
4120061
投 手 回  安責
藤 津 3% 31
′
Jヽ 川 2% 23
鈴 木 2  31

2回戦

03 i[嘗  :|
1  西 川 000
1  清 沢 100

3062

【大阪市】   打安点
②  池 西 300
③  阿 部 320
R  細 田 000
4  宮 地 100

8 李雷:::
9  梅 本 211

安貴
81
10
00
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準々決勝

ン

ー

×

シ

０

０

一

〇

０

＞

力
０
０
器

ツ
０
４
楽

り
０
０
合

＜

０
４
河

市
０
０
＜

子
　
　
市

王
　
　
松

八
　
　
浜

石
島
崎

２
小
岡

崎山
勤
畑
拗

打

二
佐
間

爆押嗜嗜

8 各杏:::
H  田 村 100
7  百 瀬 000

振球犠盗失残併
47270122
投 手 回  安責
宮 下 9  61

東京
TI↑TI税 |||||

室蘭市 (富士鉄室蘭)

打安点
500
300
511
410
400
410
420
420
420

振球犠盗失残併
1501010

87]間量維 守T

振球犠盗失残併
7211150
投 手 回  安責
佐 藤 2  44
愛 敬  % 24
森 山  % 55
平 山  % 21
佐 田 2  20
石 井 2  30

準々決勝

振球犠盗失残併
1113091
投 手 回  安責
佐 藤 10 10

準々決勝

裏
5拿 1自■1安

責
友藤
歳5塊

::

↓本亘打
菖弄

十
il;9尋高攪な

▽三塁打

§
害
∫ :||

1  大 原 000
1  永 友 000
H  佐 藤 100

振球犠盗失残併
9402160
投 手 回  安責
高 畑 8% 73
蔵  6  60

大 原  % 00
永 友  1/3 00

市
０
０

浜
０
０

横
２
０
＞

・
０
０
命

薦

０
０
生

推
０
３
本

＜

０
０
日

油
０
０
＜

石
０
０
市

本
０
０
阪

日
１
０
大

点

０

０

１

０

０

０

０

安

１

１

２

０

１

０

０

打

６

４

６

５

６

５

０

下

田
谷
野
田
藤

角

ｌ
山
前
柏
長
植
近

市矩
⑥
②
０
０
０
③
Ｈ

市

０

０

浜
０
０

横

１

０

＞

ｏ

０

１

器

薦

１
０
楽

推
０
０
合

＜

２
０
河

油

０
０
＜

石
　
　
市

本
　
　
松

日
　
　
浜

２̈２０００］一一輌い

3位決定戦

【
]1市き[|]i
H  田 村 000

8 粂沓:::
1  渡辺秀武000
H  堀 内 100
1  松 島 000
H  中 尾 100

3  詈i:夫 ill
l  金 沢 000

(奎量男武デ
田1号

▽2時間37分

残併
50

安責
42
31
11
10

日本石油3連覇の夢断たれる。

―

は2匝腑輌壼―・

=塁に
=藤

が右翼二塁打、先

鵬 をあげた。押躍三・雄

京都市 (積水化学)

300011000
000000100

浜松市 (河合楽器)

§彙暑|||

振球犠盗失残併
8003151
投 手 回  安責
堤  9  71

:菫
量曽果「◆豊塁打

▽2時間37分

][[1lII』 [「
Ttl

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

安

０

２

０

０

０

２

２

０

１

０

０

０

０

０

０

打

３

３

４

４

３

３

３

０

４

０

１

１

０

１

０

油硼悧副知綱琳卸脚赫蒻藤硼』卸泉

石膵
③
◎
０
０
０
⑨②
Ｒ
⑥
①
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌH 奥 村 100

3171
振球犠盗失残併
5500280
投 手 回  安貴
友 歳 1% 32

立
詈
石
 :% |1  蚤言尋〕時間鷲分 

田

責

１

安
７

締‐９‐回９

盗

２蹴２４０時情

占
小
１

０

１

０

０

０

１

２

189



譜
』
予
牌
藤
弊
魏
纏

市誡
鑽
晦
．一轟

濶̈
餡
』鞣

市
ガ精
関］７

爾

∴
菫

特

番

立
魚
福
関
久
桐
興
早
慶
明
浪
高
浪
慶
桐
東
東
淀
金

大
高
高
高
大
高
高
高
高
高
大
高
高
高
高
高
大
大
高
高
高
高
大
高
高
高

田
刹中塑枷輌帥畑瑯螂霧酔榊部̈抑̈翻牌】協灘̈
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(リ ッカ

り||

浜
(日 本鋼管 )

松
(河合楽器 )

一̈一一̈一一一一一̈日大．高̈̈　　　　　・梨Ｗ　　一一一一一̈̈一一一一一一一一一一一一一一̈一̈一
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第35回大会出製需需l著粍

『

日・鰈叫

推薦京都市・積

吉 原 市 0大

大 阪 市・電

日 立 市 0日

高 松 市・ 四

釜 石 市・宮

大 垣 市・西

横 浜 市 0日

名古屋市・ 愛

川 崎 市・東

金 沢 市・電 電 北 陸 1

浦 和 市・ 日 本 通 運 3

伊 勢 市・二 重 交 通 2

会津坂下町・清 峰 伸  銅  1
北九州市・八 幡 製 鉄 7
東 京 都・サ ッポ ロピール 2

熊 本 市・電 電 九 州 0

札 幌 市・北海道拓殖銀行 3
下 松 市 0山 門 鉄 工 所 0

諏 訪 市・三 協 精 機 1

岡 山 市・倉 敷 レ イ ヨ ン 1

那 覇 市・琉 球 煙 草 0

京 都 市 0日 本 新 薬 2

′‖崎 市 0日 本 コロム ビア 3
門 真 市・松 下 電 器 5

東 京 都・電 電 東 京 6

姫 路 市・ 山 陽 特 殊 製 鋼 6

浜 松 市・河 合 楽 器 3

大 阪 市・ 日 本 生 命 1

室 蘭 市・富 士 鉄 室 蘭 2

神 戸 市・三 菱 重 工 神 戸 2

(2回戦の岡山市・川崎市は 8-6、 東京都・姫路市は1-1
の引き分 け再試合

学 0

紙 1

畿 4

立 1

カ 2
石  0
輸 0

管 4

ダ 2

芝 7

ンに初戦で大敗し、本土チームの壁の厚さを

知らされた。

ベスト4に残ったのは、大会前に20歳を迎

えたばかりの田中章と佐藤昭両投手を擁する

浦和市 。日本醜 2回戦を岡山市との再試

合の末、勝ち上がった川崎市・日本コロムビ

ア。強力補強を得た横浜市 。日本鋼管と準々

決勝の東京都対決で、黒江幸弘 (透り 遊撃

手 (立T佼成会から補強)の 8打席連続安打

新記録などで電電東京を降した有鶴

決勝進出をかけた準決勝は、浦和市対横浜

市、川崎市対東京都の対戦となり、浦和市は

8回 に一挙 4点を奪って見事に逆転 し、 7年
ぶり。川崎市は1点 を争う緊迫した投手戦の

末 佐伯肇投手が 1点差を守って完投、29年

ぶりに、いずれも2度 目の決勝進出を果たし

た。

決勝戦はすばらしい投手戦。浦和市は田中、

川崎市は近藤重雄の両若手投手が気迫のこも

った投げ合いを演じた。押し気味だった川崎

市に対し、浦和市は稲葉誠治監督が巧みな用

兵で 8回 2点を奪い、念願の初優勝を手にし

た。 3位決定戦は横浜がlll■Tを放ち'眠勝じ

た。

橋戸賞は浦和市の入社 2年目の田中投手、

久慈賞は、岡山市との引き分け、再試合、札

幌市・北海道拓殖銀行との延長12回、決勝の

浦和市戦を投げ抜いた川崎市の近藤投手が獲

得。小野賞は投打にわたり活臥 川崎との延

長12回 を投げ切ったが階敗した札幌市の田中

公雄投手に贈らな  3賞を投手で独占した。

また、 8打席連続安打の新記録を樹立、 6割

6分 7厘で首位打者に輝いた黒江選手には、

大会初の特別賞力観曽られた。

引き分け再試合が 2試合あり、延長戦 8試

合と、熱のこもった試合が多い大会でもあっ

た。

日
本
通
運

五輸の年、記念大会に32チーム
東京五輪の年の記念大会で、出場チーム数

は32と 史上最多。特に沖縄から選ばれた那覇

市・琉球煙草が初出場。開会式では、北から

南への順で入場行進力γ子われる中、那覇市は

31番目に行進 得議泥は推薦出場の積水イ聞

して盛んな1自手を浴びた。

大会は前年覇者の京都市・積水化学が第 1

日第 1試合に吉原市 。大昭和製紙に零敗する

波乱で幕開け。那覇市も岡山市・倉敷レイヨ
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浦和市 (日 本通運)

000000020
000000000

川崎市 (日 本コロムビア)

押し気味だったのは川崎市で、 2、 3、 4回

と無死から安打や四球の走者を出しながら、

強攻策が裏日に出て、田中に抑えられた。

一方、浦和市は4回に村木が初安打し、二

死一 。三塁の先制機を迎えたが重溶に規

5回 は戸塚が中越え二塁打した力ヽ 実らなか

った。

近藤、田中の譲らぬ投げ合いのまま7回 を

終えたカミ 浦和市が 8回にやっと勝機をつか

んだ。戸塚が中前安打、稲垣カシ ンヾトで送っ

たあと、稲葉監督は好投の田中に代えて、左

の岡崎を代打に送り、岡崎は一 。二塁間を抜

く適時打して、ついに1点 をもぎ取った。こ

の打球の右翼手からの返球も悪く、岡崎は一

挙三塁に進み、続く近藤がカウント2-1か

らのスクイズを見事に決めて追加点も奪っ

た。

息づ まる投手戦から、好機に強気の代打策、

さらにスリーバントスクイズと奇襲に出た浦

和市の作戦が見事に図に当たった。 8回から

はベテラン・佐藤を投入して抑え切つた。

20歳、最年少の橋戸賞
橋戸賞を受けた浦和市 。日本通運の田中章

投手は、大会直前に20歳になったばかり。最

年少の橋戸賞男となった。決勝の川崎市 。日

本コロムビア戦を含む 4試合に登板、準決勝

の横浜市 。日本鋼管戦で先輩の佐藤を救援し

3安打に抑え、決勝も7回 5安打無失点の好

投で初優勝の原動力となった。千葉経済高か

ら日通入り。佐藤とは合宿も同室。酒は一杯

でKOされるカミ ピッチングは速球とシュー

トを主体に、グイグイ攻め初優勝に貢献した。

藤
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責

０

０
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麟
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塚戸
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失

１
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７

２
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朧０３０手中藤期鋼

犠
２
投
田
佐

▽
▽

為房 近藤 (川 )

スリーバント!!奇襲成功

浦和市は20歳の田中、川崎市も21歳の近藤

と若手投手力斗覺げ合う投手戦。近藤は切れの

いいカープを外角いっぱいに決め、 3回 まで

3人ずつに打ち取り、田中も鋭いシュートを

武2iFに落ちついた投球を続けた。

沖縄から念願の初出場

念願かなって特別参加の初出場、沖縄の代

表、那覇市・琉球煙草は、岡山市・倉敷レイ

ヨンと1回戦を戦った。

昭和27年、南刀 ‖ヽ予選に参加して以来、12

年に及ぶ悲願の本大会出場だったカミ チーム

カにまだ差があった。それに加え、初出場の

緊張感。先発の福元保男投手は先頭打者に死

球を与えたあと、二塁打、二塁打を打たれ

1回早 くも3失点。沖縄県の出場にはん走し

た国場幸輝・沖縄社会人野球協会理事長らの

「堅くならずに練習の時と同じようにやって

くれれば…」の心配が現実になった。

しかし、那覇市ナインは重なる失点にもめ

げず、はつらつプレーを続け、ファンから惜

しみない拍手を受けた。
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◇昼間最長時間試合 1回戦の東京

都・電電東京対門真市。松下電器戦は

延長18回で5時間13分。デーゲームの

最長時間記録も第24回大会の東京都・

熊谷組対岐阜・川島紡の延長19回 3時

間39分を更新した。ナイトゲームの最

長試合は、第33回大会の東京都・ニッ

ポンピール対大阪。電電近畿の22回 5

時間27分て、こ勧 サ

`翡

議議醸乳

◇8打席連続安打 東京都・熊谷組

の黒江幸弘 (透修)内野手 (十T佼成

会から補強)は 2回戦の室蘭市。富士

鉄室蘭戦で4打席4知、準 決々勝の

東京都。電電東京戦も4打席4安打で

新記録を樹立した。

◇二重殺 2回戦の札幌市・北海道

拓殖銀行対諏訪市。三協精機戦(オL

幌市力編醸乳 五回諏訪の攻撃で無死満

塁に右飛を本塁に好返球。三本間で三

塁走者、二・二塁間で二塁走者がタッ

チアウト。

◇ 1試合チーム最少打数22 1回戦

の諏訪市・三鵬 蹴 市・山門鉄

工所戦働 鑑面にした。諏訪は1安

打で試合は1-0で諏訪が勝つた。

従来記録は第17回大会の岐阜市。大

日本土木の24打数だつた。

こし応援席にあいさつする浦和。日本通運

忘れられない最後の本塁打

東京都・熊谷組

黒江幸弘 (透修)内野手

(ヤT佼成会から補強)

鹿児島高から杵島炭鉱、日炭高松を経て昭

和36年十T佼成会入り。 8打席連続安打の新

記録で史上初の特別賞と首位打者のダブル受

賞。巨人に入団して活躍。現在解説者。

都市対抗は日炭高松と3回の補強で4回出

た力ヽ この年が終わったらプロに行こうと心

に決めていたのでtそれこそ精一杯プレーし

た。いい結果でうれしかつた。

連続安打は2回戦の室蘭戦の1回裏、逆転

の左翼席2ラ ンから始まつた。 1回戦の神戸

戦でも2安打して気分も乗つていた力t,りに

苦もなく4安打。続く東京同士の電電東京戦

でも1回の安打のあと右中間三塁打。三遊間

を抜く当たりが多かつたカミ来た球を無じに

打つた感じだつた。カミ みんなに新記録だと

知らされた8打席目は意識した。その場面は

左前打した力ヽ 9打席目は気持ちの方が先に

いってダメだった。

準決勝で負けて3位決定戦にまわつたカミ

相手の日本鋼管の枝松道輝さんが15訂数10安

打で6割 6分 7厘。ボクは17打数11安打。ボ

クが 1打数 1安打すると並餞 打数の多いボ

クが首位打者になる。第 1打席で走者一塁。

内野安打を狙つてセーフテイーバントをした

がそ勧 哺開欄選 と判断された。次も走者な

しで,ヽント安打をねらつたがフアールとなり、

2-1と 追い込まれた。えい、ままよとばか

り打つたのが本塁打。これは忘れられない社

会人最終打席の本塁打だつた。そこで枝松さ

んも登場、強烈な投ゴロだつたが凡打で決ま

った。 監督の古田昌幸さんが二塁手でt二

遊間の併殺プレーのとき「どこに投げてもい

い」と全部さばいてくれたし、古田さんから

の送球は一番ボクが投げ易いところに寸分違

いなく来た。プロでもいろんな人と二遊間を

組んだが古田さんは日本の最高の二塁手と、

いまでもボクは信じている。

―
を胴旺げじ凛 St日本通運ナイン
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2601061     3031051
投 手 回  安責   投 手 回  安責
堤  9% 91   金 沢 10  20

▽本塁打 中村 1号 (堤 )▽ 2時間35分

北

斎

Ｈ
④
⑤^
②
２
③
３
⑧
③

①^
ｌ
Ｈ

20
00
00
10
10
00
10
00
10
00
10
00
00
00

責

１

０

０

安
２
３
１

２

回

３

４

１

０
手
東
良
谷

１
　
　
藤

２
投
伊
佐
中

振球犠盗失残併
4341351
投 手 回  安責
佐々木 9  70

▽2時間16分

l回戦

大阪市 (電電近畿 )

010110100
000000001

日立市 (日 本鉱業日立 )

1回戦

横浜市 (日 本鋼管)

000020002
000000000

大垣市 (西濃運輸 )

市頬
鍋
σ
∝
⑤
⑤
②
Ｈ
‐
②
⑤
４

ｌ
宮
尾
本

地
崎
郷
上
回

21
20
00
21
00
10
00

本 :讐 究::80案 蓼:::

38霧 !li§ 姜詈|||

6軍 倉 :::
振球犠盗失残併     H  伊 沢 100
4212151     1  的 場 000
投 手 回  安責   H  西 山 110
阿 曽 9  30   1  松 村 000

2830
振球犠盗失残併
8410261
投 手 回  安責

▽本塁打 今西1号②  平 沼 5  40
(松村)▽二塁打 宇野 的 場 3  10

山田▽2時間24分    松 村 1  12

責

０

１

安

４

１

併

１

残

４

失

３

回

６

３

盗
１蹴３３‐時潮癖

▽二塁打 宮地 高畑
川上▽2時間45分

194

振球犠盗失残併

1回戦

０

×

ダ

０

２

ツ
０
２

マ
０
０

知

０

０

＞

愛

１

２

芝

＜

１

０

東

市

０

０

＜

屋
　
　
市

古
　
　
崎

名

　
　
川

1回戦

１

×

陸

０
０
運

北
０
０
通

電
０
１
本

電
０
１
日

市
　
　
市

沢
　
　
和

金
　
　
浦

【浦和市】   打安点

3』 署:|!

9 働杏;::

31電 :||
9  木 沢 100

3重 ま:||

【金沢市】   打安点

3::|||
2  新 蔵 100

8蘭 楽:::
H  高 瀬 110
R  吉 田 000
5  松 村 000
①  大 垣 100
1  港 崎 100
H  三 東 100
1  大 田 000

2951
振球犠盗失残併
7221450
投 手 回  安責
大 垣 2% 22
港 崎 4% 00
大 田 1  21

1回戦

274 3
振球犠盗失残併
3320050
投 手 回  安責
田 中 6  20
佐 藤 3  31

▽本塁打 竹之内1号
(大垣)

▽2時間34分

会津坂
TIITIITキ ||||

伊勢市 (二重交通)

【伊勢市】   打安点

8 届 整

'6:
H  安 藤 000
⑥  荒 り‖ 311

3982
振球犠盗失残併
6602061
投 手 回  安責
伊 藤 12  51

▽二塁打 益井
▽3時間30分



1回戦

３

１

ル

＞

ｏ

ｏ

一

鉄

０
０
ビ

製

０
０

ロ

幡

２
１
ポ

八
〇
０

ツ

＜

Ｏ
ｏ
サ

市

０
０
＜

州
　
　
都

九
　
　
京

北
　
　
東

点
０
１
０
１
０
０
０

安
０
２
０
１
０
０
０

打
３
３
４
３
４
０
４

本
野
藤
橋

梶
田

金

ｌ
榎
北
加
高
　
原

都一示東
Ｏ
⑤
０
０
０
⑨
９

点
０
０
０
２
０
０
２
１

安
２
０
２
３
０
０
１
０

打
５
４
４
４
５
３
４
３

海
黒
田
添
藤
川
西
田

責

２

安

４

辮
７‐
失
１
回
９

盗
０蹴５３２時嘲

②  田 中 300
2  大 野 000
2  杉 山 000

0 景:|||
1  角 原 000
1  西 田 000
1  五 代 000
H  本 田 100
1  渡 辺 000

2942
蹄 失残併
3313240
投 手 回  安貴
角 谷 5  40
角 原 2% 21
西 田  %10
五 代  % 00
渡 辺 1  32

▽本塁打 高橋 1号

(平野)▽三塁打 宮添
▽二塁打 安西
▽3時間11分

1回戦

[[[11[iliTTII
打

３

３

肺札
④
⑨
◎
③
②

７
②
③
⑤

Ｏ

Ｘ

所
０
０
＞

工
０
０
機

鉄
０
０
精

門
０
１
協

山
０
〇
三

市
　
　
市

松
　
　
訪

下
　
　
諏

責
０
０

安
１
０

辮
６‐

失

０

回

６

２

盗
１蹴８‐０時赫購

村 31
原 30
条 21

点
０
０

安

１

０

【

[奮

市

ll l]|
8  床 次 100
③  安河内 420
7  浜 田 420

01嘔 ill
2  白 神 000
①  伊 達 200
1  外木場 110

2870
振球犠盗失残併
3421072
投 手 回  安責
伊 達 5 51
外木場 4  32

40
20
21
41
41
20
100

責

０

安
７

辮
４２

失
０
回
９

盗
０蹴２３‐時［

▽二塁打 田中
▽2時間27分

1回戦

§ 嘗環 :||
H  川 元 100
1  伊 藤 000

324 0 振球犠盗失残併
5320120
投 手 回  安責
荻 原 9  40

▽2時間17分

1回戦

]![lil[1「
Iキ |1lf

制
Ｆ
「
Ｐ
，
ぉ
「
Ｆ
口
Ｌ

山岡

③
⑦
７
④
③
⑨
９
⑥
②

打安点 【那覇市】 占
小
０
０

安

０
０

打

４
４

振球犠盗失残併
2531081

警 乖 F  T苓

▽本塁打 津田 1号②
(福元)

▽三塁打 稲見 2

▽二塁打 田口 柏本
▽2時間11分

1回戦

（口

９

０

０

０

７

７
②

Ｈ

２

⑤

④

４
①

Ｈ

ｌ

ｌ

責

４

３

１

０

安
４
６
０
１

辮
３０　
　
％
％
％

失

５
回

３

２

　

３

盗

１蹴３２０時師鯖判卸

０

×
＞

０

０

ア

０

３

ビ

＞

１

０

ム

薬

０

０

ロ

新

０

０

コ

本

１
０
本

日

０

０

日

京都市

川崎市

振球犠盗失残併
6322461
投 手 回  安責
井内田 6% 51

じ三菫打 絵田3豊塁打
▽2時間46分

1回戦

振球犠盗失残併
3220161
投 手 回  安責
近 藤 9  82
竹中 朝岡 為房

姫路市 (山 陽特殊製鋼)

013000200
100010001

浜松市 (河合楽器)

【姫路市】   打安点

3  :賀 ] |!|
4  末 次 000

9奎古目:8:
9  堀 内 200

振球犠盗失残併
7512181
投 手 回  安貴
米 村 3% 71
加 藤 5% 21

▽本塁打 中村1号②

▽」量昇
)羽
賀井

▽3時間9分

責

１

２

０

安

５

２

０

辮
９０　
％
％

失
２
回
３
３
２

時５４‐‐時嘲卿訂

1回戦

門真市 (松下電器)

104000000000000000
310000010000000001
東京都 (電電東京)

振球犠盗失残併
78403141
投 手 回  安責
加藤利 2  74
高 岡 8  41
坂 本 7% 51

▽三塁打 村浜
▽二塁打 神吉 安田
岡田 ▽5時間13分

1回戦

il[|:ilili::|

責

１

０

安
３
１

辮
６０

失

３

回

４

５

盗

１蹴４２‐時脚輸

【大阪市】   打安点
早 世蓋|||

3亀雲
:||

82倉 重|||

0讐 1111
1  小弓場 100
H  中 森 110

6般 曇:::
3141

振球犠盗失残併

▽二塁打 中森
▽2時間50分

1回戦

貴

１

０

安

４

２

２

回

４

５

１
手
畑
場

５

　

　

弓

４
投
高
小

I[]|[:[「
|「ill:

【
3京

都
キ西慮 :]i

§ 量[|||
3  加 藤 200

8 露委:::
98坂 田 200

0塁 量:||
1 細 木 110

30113振球犠盗失残併
3322162
投 手 回  安責
磁 野 8 113

▽三塁打 古田▽二塁打
分

鑽
４２
２０嘲

鶏
５０　
％
％
Ｗ

失

０

回

５

３

岡

曝３‐‐０時藤応時 195



2回戦

IITII[IT‖1キ :||||
東京都 (電電東京)

④ 末 次 500⑥ 岡 田 511
4241

振球犠盗失残併
6421350
投 手 回  安責
竹ノ下 5  31
中 川 9  00
伊田▽3時間47分

2回戦 (再試合)

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１

打
４
５
５
５
４
１
０
５
４
１
３

岡
浩
　
田
楽
島
本
中
田
下
川

ｌ
福
鉢
畑

太
大
由
谷
田
船
竹
中

都工泉京
０
０
０
⑤
③
Ｈ
８
③
②
①
ｌ

田
脇
沢
崎
村
餅
胡
田
工
田
藤

ｌ
伊
宮
住
大
中
羽
佐
松
大
米
加

市鵬
③
◎
０
０
０
⑨
９②
①
Ｈ
ｌ

市

　

田
大

山岡
⑦
⑤
０
０
０
⑨
９
⑥
⑤
Ｈ
①

ｌ

併
２
　
　
　
　
分

残
３
　
　
％
％
５

失
１
回
５
２
２
間

盗
１
　
　
　
　
時

端
０２
手
類
概
中
Ⅶ

振
６
投
岡
岡
蔓

房為

打

１
　
　
　
　
　
　
塁

３
　
　
責
１
〇
二

４６
　
　
安
３
１
▽

辮
８０
　
　
鵠

失
０
回
ｎ
３

盗

１

　

　

打

蹴８３２時れ廠耀

11
01
30
10
10
00
00
10
10
00
00
00

ア

０

０

＞

ビ

０

０

ン

ム

０

０

ヨ

ロ

１

０

イ

コ

１

０

レ

本

０
０
敷

日

０

２

倉

市

０
０
市

崎
　
　
山

川
　
　
岡

見

口
森
田

０

×

蘭

０

０

室

０
０
＞

鉄

０
０
組

±
１
１
谷

富

０
１
熊

市
　
　
都

一闘
　
　
　
一示

室
　
　
東

安責
52
60
42

責

２

０

安

５

３

併

１

残

Ｈ

失

１

回

３

７

盗
０哺

５４手
若
藤

振

２
投

虎

近

▽二塁打 稲見 角田

2回戦

打安点
000
520
000
200
310
442
000
410
000
311
000
110
201
400
420
101

振球犠盗失残併
3214070
投 手 回  安責
池 谷 4  52
島 津 5  00

(道治)▽三塁打 坂田▽
5分

:4輔
8 署署:::
H  梅 田 100
1  真 崎 110
H  坂佐井 100
1  斎 田 000
1  村 井 000
H  岡 庭 100

3252

責
２
０
１
０Ю
柵

安

４

２

４

２

１

２

打

５

２

１

３

４

３

４

２

１

３

０

１

１

１

０

０

敷
島
崎
津
柳
田
戸
井
君
藤
治
田
崎
井
田
井

ｌ
龍
岡
宮
島
青
須
安
藤
帥

工
道
梅
真
雅
斎
村

市節
⑤
④
Ｈ⑦
０
０
⑤③
３②
①
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ
ｌ

辮
９‐
　
　
　
　
　
駆
脂

失
５
回
１
４
２
１
　
菫目

盗
４
　
　
　
　
　
打

蹴９６０時齢動詞緋耀珈

庭
上
沢
崎
清
江
野
田
黒
田
櫃
藤
東
野
田
谷

ｌ
窪
井
滝
川
知
黒
神
古
西
坂
大
加
伊
河
原
池

都競伊
７③
９
８⑥
６④
③
８
９
３
Ｈ②
⑤
①

2回戦

鉄

１
０
＞

製

０
０
通

幡

０
０
交

八
〇
０
重

＜

５
〇
三

市

１
０
＜

州
　
　
市

九
　
　
勢

北
　
　
伊

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

１

０

打

４

４

２

３

３

２

０

２

０

１

０

０

３

１

下
山

口
崎
井
田
孝
瀬
田
田
村
田
渡
川

藤

ｌ
山
横
浜
尾
益
東
伊
岩
多
山
竹
岡
樋
荒

市鵬
⑤６④
③
②
⑨
⑧
①
ｌ
ｌ
Ｈ
ｌ②
２⑥

【北九州市】  打安点

8:i lll8  吉 賀  000

0県 i lll
H  戸 田 100
9  中村孝 000
②  安 西 210

8竿 昇11:
33117

振球犠盗失残併
2828091
投 手 回  安貴
平 野 9  20

5 安 藤 200
2720

振球犠盗失残併
5201122
投 手 回  安責
伊藤孝 1% 55
岩 瀬 4% 61
多 田 2  00
竹 村 1  00

海古
分５６期柵　　　哨

▽

▽
　
　
　
　
一２

よ[[|』[[I「
T7111

【札幌市】   打安点

8 票 信 1::
⑥  北 条 400
③  牧 羽 200
3  鞍 智 200

2831
振球犠盗失残併
6500051
投 手 回  安責
田 中 9  90

▽二塁打 榊原 出野
時間31分

2回戦

⑥  小笠原 310

沢

山

上

田

馬

沢

木

野
好

原

木

田

ｌ

光

遠

村

戸

有

深

藤

出

吉

荻

鈴

市

　

　

９

議
③
④
⑨
⑤
②
９
７③
②
①
ｌ

鵬
⑤６
④
Ｈ
４
０
０
③
⑥
５
②
Ｒ
⑨
①
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ

占
小０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
１
１
２
２
０
０
０
１
１
０
０

打
２
２

４
４
０
３
１
４
３
３
０

③  八木沼 410

0者 署|||
5  小 桐 000
①  田 中 311
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責

１

０

▽

２９

　

　

安

３

０

１

併
０
　
　
　
札

残
６

失
０
回
７
２
殺

盗
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重

鴎
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手
原
木
竃

振

７
投

荻

鈴

中田

＞

０

０

ア

ン

０

０

ビ

ヨ

０

０

ム

イ

ー

０

ロ

レ

０

１

コ

敷

０
４
本

倉
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日

市

０
０
市

山

５
１
崎

岡

０
０
川

‐４
　

　

責

０

０

１

▽

４９
　

　

安

３

１

８
垣

辮

‐５０
　

　

　

　

保

失
４
回
２
３
７
打

盗
０
　
　
　
　
塁

犠
３
手
藤
田
伯

二

球
５
　
　
　
　
▽

振
８
投
近
吉
佐
＞

占
〔２
０
０

安
１
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第36回大会蹂螂需l響躍
3日・卸蹴

8強に西日本勢 7チーム
雨で1日 順延され 7月 25日 に開幕した大

会は、 8月 3日 に10日 間の日程を終了。出場

チームの頂点には、エース Jヽ弓場保投手 (日

本生命から補強)の力投で勝ち進んだ伏員

大阪市・電電近幾が、初めて登りつめた。

前年覇者の浦和市。日本通運力ヽ 初日第 1

試合で神戸市 。三菱重工神戸に零敗する波乱

で始まったのに続き、戦力の充実ぶりから優

勝の最有力候補とされた吉原市。大昭和製紙

も第2日 、門真市・松下電器に1点差の苦杯

をなめるなど、有カチームが次々と姿を,肖 じ

た。横浜市 。日本石油やベスト8に進んだ大

阪市・全鐘紡の強豪も、高松市。四国電力、

大分市。大分鉄道局といった西日本の地方チ

ームの前に敗れ去り、西の新鋭チームの台頭

ぶりが目立った。

ベスト8に残った東日本勢は日立市。日立

製作所ただ 1チーム。この日立も準決勝で、

和歌山市・住友金属に敗れたため、 4強はす

べて西日本勢となり、終戦直後の昭和22年の

第18回大会蛛 、18年ぶりの西日本4強によ

る準決勝となった。

大阪。電電近畿と北九州市・八幡製鉄。和

歌山市・住友金属に大分市。大分鉄道局の対

戦となった準決勝は、 3回に3ラ ンなどで4

点を挙げた大阪市、スクイズも織り交ぜた揺

さぶりで大分市を降した和歌山市が勝ち残

り、10年ぶり2度 目の近畿勢同士の決勝対決

となった。

ナイターで行われた決勝は、 3点本塁打で

先制した大阪市力ヽ 4ヽ弓場投手が巧みな投球

で、和歌山市の反撃を抑えて完封勝ちし、第

26回大会 (昭和3071の動 妹 黒獅子

旗は10年ぶり6度 目の大阪市入りとなった。

九州同士の融 定戦は北九州市が持ち前

の打力を発揮し、大分市に11安打を浴びせて

'関勝した。

池西増夫監督のもと、チームヮークと小弓

場投手の奮投で優勝を手にした大阪市。清沢

忠彦投手ら豊富な投手陣を使いこなして準優

勝した和歌山市と、この大会の「投高打側

傾向を反映し、1点差試合が13試合もあった。

大会の特徴を象徴したような活躍ぶりを見

せた小弓場投手が橋戸賞、和歌山市の初の決

勝進出の原動力となった清沢投手が久慈賞を

受賞。小野賞は「西旋風」「地方チーム団

の台風の目となった大分市力ヽ 第27回大会の

日立市。日立製作所以来2度 目のチーム受賞

に輝いた。

推薦浦和市・ 日 本 通 運

神 戸 市・ 三 菱 重 工 神 戸

札 幌 市・北海道拓殖銀行

大 阪 市・ 電 電 近 畿

横 浜 市・ 日 本 石 油

名古屋市・ マ ツ グ オ ー ト

東 京 都・ 電 電 東 京

高 松 市・ 四 国 電 力

浜 松 市・ 日 本 楽 器

北九州市・ 八 幡 製  鉄

会津坂下町・清 峰 伸  銅

広 島 市・電 電 中 国

吉 原 市・大 昭 和 製 紙

門 真 市・ 松 下 電 器

東 京 都・立 正 佼 成 会

伊 勢 市・二 重 交 通

横須賀市・ 日 産 自 動 車

岩 国 市・東 洋 紡 岩 国

仙 台 市・ 電 電 東 北

大 阪 市・全  鐘  紡

宮 山 市 01ヒ :陸 銀 行

京 都 市・ 全  大  丸

東 京 都・サ ッポ ロピール

大 分 市・大 分 鉄 道 局

日 立 市・ 日 立 製 作 所

金 沢 市・電 電 北 陸

川 崎 市・ い す ゞ 自 動 車

名古屋市・ 三菱量工名古屋

室 蘭 市・富 士 鉄 室 蘭

和歌山市・住 友 金  属

0
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3
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0
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1

2

3

4

0

1

0

1

9

5

1

0

1

1

0

0

5

5

6

電
電
近
畿

3位決定戦 北九州市 6-2大分市

(1回戦の高松市・東京都は 1-1の引き分け再試合 )
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決勝戦。1回大阪の中村力左翼に先制3ランを放つ



4連投の小弓場が完封
大阪市・電電近畿が序盤に、和歌山市 。住

友金属の先発、加藤をとらえて挙げた序盤の

4点を守り切 り、小弓場が完封勝ち。

全 5試合に登板の小弓場に対し、エース清

沢を温存、加藤の先発は意表を突いた。立ち

上がり気負った加藤に対し、大阪市は初回、

安打と四球の二死一 。二塁に、中村忠が 1-
2か らの 4球目を左翼席に打ち込む3ラ ンで

先制。 2回にも小弓場の中前安打で四球出塁

の市原を迎えて加点した。

ここで、和歌山は加藤をあきらめ、清沢を

救援に送った。清沢はこの後をしっかり締め、

以後の反撃に期待をつない注

しかし、小弓場は連投の疲れを計算して、

カープを多投して、カウントをかせ ぐ余裕の

風 さらに重い麒 シュー トが低めに決

まり、和歌山市は反撃の糸口をつかめない

まま、大阪市を上回る6安打を放ちながら零

散したo

地方疾風の日で小野賞
電電力 '‖から補強の田端謙二郎投手が 4連

投、強豪を次々に倒し大会に風雲を巻き起し

て小野賞を受賞した大分市 。大分鉄道局。

鎮西学院高を出たばかり、18歳の田端は 1

回戦で東京都・サッポロビールをわずか 4安

打で完封。続く富山市・北陸銀行戦は、大分

の打線が振るい、2回を投げただけだった力ヽ

準々決勝の大阪市 全鐘紡戦では “名前負け"

したのか、堅くなった1回に犠飛で 1点 を失

いながら、その後はみごとに立ち直り、大阪

打線を抑え切って逆転勝ち。シュートを武器

に、若々しい攻め一方のピッチングは小気味

よく、躍進 。大分の象徴のようでもあった。

全員が高校出の “無名軍団"だった力ヽ よ

く鍛えら才ι チームヮークで勝ち進んだ。

沖誠哉監督は「選手が力を出し切って〈れ

た。■戦必勝で戦った力ヽ 精いっぱいのこと

をやって、いまはスーッとした気持ち」と話

7直 江 31000

和歌山市 (住友金属)

0000000
3100000

大阪市 (電電近畿)
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した。

珍ブレー続出OB戦
往年のスタープレーヤらによるOBの紅自

戦バ 第 8日 の8月 1日 朝、準々決勝の試合

開始前に行われ、名プレー珍プレーが続出。

紅軍は本田竹蔵 (全大阪、元クラレ監督)、

自軍は井口新次郎 (元毎日新聞運動部長)の

両氏が監督。第31回大会優勝の東京都 。熊谷

組、大沢貞義・元監督がリリーフに登板すれ

1よ 巨漢 。大館勲氏が3ラ ン本塁打するなど

全員元気いっぱい。元気余って、本塁日前で

転倒するなどの珍プレーも相次ぎ、拍手と爆

笑を誘った。試合は5-4で自軍の勝ちとな

り「スコアは、名勝負」の陰の声しきり。

◇全員安打 1回戦の名古屋市。三

菱重工名古屋ナリII崎市・いす 自ゞ動車

戦で名古屋市力編繭L4回目。

◇ 2回 目の2打席連続本塁打 2回

戦の大阪市・全鐘紡対仙台市・電電東

北戦で、大阪市の大戸洋犠外野手が 5、

7回にいずれも左翼席に本塁打した。

これは第26回の神戸市・りII崎重工対大

分市。大分鉄道管理局戦で神戸市・西

井遊撃手が記録して以来、史上2回目。

1試合で個人2本塁打は第20回の新留

(福岡。西日本鉄道)、 第26回の西井

(神戸・川崎重T)、 第34回の南 (京

都市。積水化学)に次ぎ4人目。

大応援団、場外にも数千人
第 5日 の第 4試合、東京都・立正佼成会対

門真市 。松下電器の試合は自熱の応援合戦だ

った。10回 目の出場の門真市は、これまでも各
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ベンチを飛び出して喜.ζ鸞爬逝畿選序

。二塁に松日の左前打で石黒ホームを実くがタッチアウト。捕手・西山



工場から社員、関係者力激 みごとな応援

をしてきたチームだし、初出場の東京は宗教

団体だけに動員力は抜群。試合前日、大会本

部に二塁側の内野席はもとより、外野席も全

部使わせてほしいとの申し入れがあり、本部

を悩ませた。

外野席のバ ンヽクスクリーンを境に、右翼側

では「応援しない」の申し合わせができ、門

真は関東一円22事業所から9000人、東京

は史上最多の2万 2000人を入場させた。

東京勢が外野右翼側の半分近くまで埋め、

入り切れなかったファンも数千九

トランジスター・ガールズのリード●先練

された応援を門真がダ れ|よ 東京は都下 3

支部の少年少女鼓笛隊の演奏にあわせた大声

援だった。

あえぎあえぎ頂点ヘ

準決勝、決勝は先行して勝った大阪市 。電

電近畿だった力ヽ それまでは苦難の臨

1回戦の札幌市・北海道拓殖銀行戦は先取

点をあげたものの、打力が看板の札幌に7回

逆転された。必死の大阪は9回西山の死球か

ら道田の二塁打、橋本の左前打で逆転 した力ヽ

その裏札幌は四球に失策で無死一 。二塁。リ

リーフの小弓場力ヽ すん命に投l共 札幌の強行

策を封してやっとの逃げ込み。

2回戦も神戸市・三菱重T神戸を3回に逆

転、小弓場が 2回半ばからのロングリリーフ

で辛勝。

準 決々勝でも高松市・四国電力の粘りを8

回に道田の殊勲打でやっと突き放すなど、い

ずれも1点差の接戦だった。

補強の責任果たせてホッと

大阪市。電電近畿

小弓場 保投手

(日オピ
=倫

ついら右鵬験)

ン、 2回には私刺 で加点し、 4-0と
リードしたので 気分的にも楽だつた。前半

はカース 後半はシュートをませて投げた。

西山英人捕手が私のよい面を引き出してくれ

た。

9回二死:最後となる打者に2ス トライク

をとると、審判がニユーボールに替えてく社

真つ白い球で三振をとり、試合を締めくくつ

た。そのポールは、いまでも大事にとつてあ

る。優勝の口間は、感激より補強としての責任

を果たせたとホッとしたのをおぼえている。

はじめはリリーフだつたカミ準々決勝の四

国電力戦で初めて先発して完投した。当時は

味方が 2、 3点取つてくれたら、もう勝つた

と思つたものだ。

選手生活を通じて思えIよ 試合前に緊張し

なかつたときは、やはり結果も悪かつたカミ

その緊張もマウンドで 1球投げれ:よ 落ちつ

けた。

優勝のあと、ベルーやアルゼンチン、南米

の国々に遠征できたのもよい思い出である。

日本生命から大阪市 電電近畿に補強され

5試合に登板し劇薦 決勝では和歌山市を完

封する活躍で橋戸賞。和歌山県・橋本高出。

現座日ス塵主倫洩E畿催鴨割局魂

当時ヽ 日本生命のエースは高畑武雄で彼は

第1代表の全鐘紡、私は、第2代表の電電近

畿に補強された。大和証券の解散で日生に移

って2年目。調

『

もよく自信があつて、優勝

をつかむチヤンスだと思つた。

決勝の住友金属戦は、相手の力を十分知つ

ていたし、涼しいナイトゲーム。 1回に3ラ

応援団コンクールで倒勝した門真。松下電器の女子リーダー

202

1口哺戦

神戸市 (三菱重工神戸)

00000000
00000000

日本通運 (推薦・浦和市)

鳳
411
400
410
300
110
420

3381
振球犠盗失残併
4132061
投 手 回  安責
磁 野 10 30

▽二塁打 中村 越山
▽2時間25分

1回戦

併

０

残

２

失

１

回

７

３

鵜０００手中藤

振
３
投
田
佐

安貴
50
31

|[[lii[itilil
【大阪市】   打安点

3  :須i lll

:[:|||
8 欝命:::
1  永 友 100
1  小弓場 100

3262
振球犠盗失残併
4222162
投 手 回  安責
前 川 5%41
永 友 1% 21
小弓場 2  00

▽二塁打 道田▽二塁打

!回戦

§舎確:||
H  平 川 100
9  榊 原 000
R  西 村 000

0 彙 霜 |||
H  稲 川 100
56 鈴 木 210

0杉畑村1::
H  田 川 000
5  白 髪 111
①  後 藤 100
1  野 並 100

3162
振球犠盗失残併
4212350
投 手 回  安責
後 藤 4% 30
野 並 4% 32
関根 鈴木▽2時間55分

横浜市
０

〇

一

＞

０

０

オ

油

０

０

ダ

石
０
０
ツ

本

０
０

マ

日

０

０

＜

＜

０
０
市名古屋

| :

打安点
200
220
300
000
100

3070

鴨 音榊  辮 ↑容警甘
投 手 回  安責   投 手 回  安責
阿 曾 5 40 光 岡 9 43

8二塁打 平野3:時間4分

打安点
谷 410
辺 300
野 100
山 400
田 410
内  400



i回戦

::1llil]illlll
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時間

ｍ̈̈５′Ｊ、橋［̈̈̈
¨̈̈̈
中一中̈̈一̈̈
『̈輌　̈1回戦
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安
０
０
０
０
１
１
１

打
３
４
３
１
４
２
３

沢
本
浦
下
口
田
口一戸

ｌ

赤

三
松

山

水

西
瀬

堀

浅

都市窟
び
Ｏ
③
Ｈ
⑦
④
⑤
②

点

０

０

０

０

０

０

谷
　
木
田
橋
田

０

回

４

１

２

２

０
手
　
竹
田
田

６
　
堤

８
投
　
天
森
奥

＞

Ｏ

ｘ

ル

０

０

【
０

０

＞

ピ

０

０

局

口

０

０

道

ポ

０
１
鉄

ツ
０
０
分

サ
０
０
大

都
　
　
市

一示
　
　
分

東
　
　
大

口
川
本
島
部
口
田
端

打安点 【
11
00
31
10
21
00
11
00

滝

　

　

　

桐

一　
藤
吉
高
戸

安責
64
21
10
20

振球犠盗失残併
84000102
投 手 回  安責
荻 原 9  41

▽二塁打 民谷 瀬戸ロ
▽2時間42分

1回戦

振球犠盗失残併

打安点
310
400
310
300
310
201
300
300

１
出
脇
橋
大
阿
田

責

０

安

４

併

０

残

４

失

１

回

９

盗
３蹴ｍ時嘲

占

〔
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

１

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

打

４

３

３

４

４

３

２

０

１

１

１

１

本
野
岡
田
中
田
田
津

口
東
宮

口

綱
榎
北
松
古
田
本
原
藤
古
伊
小
川

工泉嬢

Ψ

Ж

Ｘ

８

６

０

ｌ
Ｈ
３
③
Ｈ
1  角 原 000
①  佐藤元 100
H8西 日 210
R8加 藤 000

3040

安責
30
00
10   ▽2時間7分

辮
７０

失

２

回

４

２

２

躁２２２０時師麟醐
203

松本▽2時間9分

l回戦

＞

３
０
紙

器
０
０
製

電
０
０
和

下
０
０
昭

松
０
０
大

市
　
　
市

真

　
　
原

門
　
　
吉

責

１

２

０

０

安

３

４

１

１

瑚

６ ０

失

０

回

５

１

２

１

聯２００手田沢森辺

振
２
投

三

金
大
渡

会

１
０
＞

成
１
０
通

佼
０
０
交

正
１
０
重

立
０
〇
三

都
　
　
市

京
　
　
勢

東
　
　
伊

柴

責

２

１

安
８
２
金

８
　
％
％
中

２
回
４
４
田

０
手
藤
瀬
打

２
　
　
　
塁

３
投
伊
岩

二

振球犠盗失残併
55241100
投 手 回  安責
高 岡 9  60

▽本塁打 神吉1号

(三日)

▽二塁打 安田 谷川
下田 倉本▽2時間35分

1回戦

打安点
400
420
420
410
300
100
400
200
100
000

【
田
垣
口
崎
井
中
下
渡
山
田
藤
瀬

3  :谷] :|| 10
00
00
00
00

撮球犠盗失残併

▽三塁打 清水2 井野▽
垣▽2時間29分

1回戦

貴
０
０

安

６

０

１

回

８

１

３
手
藤
生

３
投
後
若
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責

１

０

０

安
５
０
１
２

１

　

　

　

　

崎

５

　

　

　

岡

２

回

５

２

１

０
　

　

　

打

０
手
井
丸
来
塁

０
　
　
　
　
二

５
投
松
中
加

▽

振球犠盗失残併

:塁 鼻:::

辮 f容彎  6 爆黒l::

警
々
: ;娩 TT

16210020
投 手 回  安責

▽三塁打 岩崎    伊 藤 6  31
▽3時間12分    竹ノ下 5  20

1回戦

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０

打
４
２
１
１
４
４
３
４
２
１
１

本
中
田
下
田
　
崎
田
岡
鍋
田

ノ
　
畑

都
　
田
峰
竹
太
　
川
船
福
石
岡

二泉京
◎
③
Ｈ
ｌ
⑤
０
０
０
⑨
Ｈ
⑥

点
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

安

０

１

３

１

０

０

０

０

０

０

０

打
４
４
５
５
２
１
３
０
４
０
４

江
崎
智
谷
藤
石
川
西
宅
川
根

制
鈴
岩
越
島
須
白
吉
福
三
細
東

松高
②
③
⑤
④
③

ｌ
⑨
９
②
２
⑥

カ

ー
ー
京

電
０
０
東

国
０
０
電

四
〇
０
電

市

０
０
都

松
　
　
一示

高

　

東

鉄

０
０
＞

製
２
０
器

幡

０
０
楽

八
３
０
本

＜

０
０
日

市

０
０
＜

州
　
　
市

九
　
　
松

北
　
　
浜

責

１

２

０

安
５
３
０

辮
６‐

失

２

回

３

２

４

０
手
子
本
城

４
投
仲
河
古

黒石

Ｏ

Ｘ

一示
２
０
カ

東

４
１
電

電
０
０
国

電
０
１
四

都
　
　
市

一累
　
　
松

東
　
　
高

!回戦

剛
③０
９⑤
０
０
０
⑤
６②
①
Ｈ
ｌ
Ｈ

振球犠盗失残併
5312140
投 手 回  安責
平 野 9  60

▽三塁打 石黒
▽二塁打 松田
▽2時間33分

!回戦  (再試合)

振球犠盗失残併
2200171
投 手 回  安貴
佐 木々 3% 53
白 石 l1/3 33
花 山 2  20
河 端 2  00

責

１

０

３

０

号

▽

安

３

５

５

１

１

＞

辮
４２　
　
　
％
％
胴
バ
分

６̈２０５２］一一̈̈
剌̈̈

々

田

佐
船

石
打

白
塁

＜

二

号

▽

卸
船

石
打

白
塁

＜
三



2回戦
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占
ハ０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１
０
０
０

安
０
０
１
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０

打
３
１
４
４
２
１
１
４
２
０
１
２
０
１
０
２
０
２
１

原
光
電
下
田
谷
原
田
井
橋
屋
田
倉
連
野
下
野
藤
田

々

ｌ
三
時
丸
宮
米
新
大
彦
墨
小
油
生
佐
徳
高
寺
沖
伊
磯

市嶋
⑤
５⑨
◎
③
Ｈ
Ｈ④
③
Ｈ
８⑦
７
Ｈ
７②
２①
ｌ

占
小０
０
１
３
０
０
１
２

安
１
３
１
４
１
１
１
２

打
４
５
４
５
４
５
１
４

黒
海
田
田
添
川
西
田

市
石
古
有
松
宮
松
安
戸

州九

振球犠盗失残併
6426472
投 手 回  安費
平 野 9  50

▽本塁打 松田1号Э
(井名)

▽二塁打 彦田 松田
▽2時間50分

2回戦

1 井 名 000
3152

安責
72
43
33

併

０

残
４
　
％
％
％

失
０
回
５
２
１

躙
３‐‐０
時
際
帥
掲

大阪市 (全鐘紡 )

003000001
010000100

横須賀市 (日 産自動車 )

Ｏ

Ｘ

＞

１
０
局

行
３
５
道

銀
０
０
鉄

陸
０
０
分

北
０
０
大

市
　
　
市

山
　
　
分

富
　
　
大

§ζ理
3  大 川  000
⑨  大 野 100
9  加 島 210
② 岩 本 410

8Π上響:::
1 高 畑 100

338 4
振球犠盗失残併
4122050

島
司
見
宮
崎
井
崎
崎
田

市
矢
渡
式
福
黒
永
松
岡
元

賀須横
④
③
Ｈ
８
⑦
②
⑤
⑤
⑨

打安点
10
00
00
00
10
11
11
10
00

責

２

０

安

５

０

％

％

回

６

２
時順脚

9   森  000
①  渡 辺 000
1  森 山 200
H  川 口 100
1  吉 川 000
⑥   仲  300

3052
振球犠盗失残併
5000010
投 手 回  安責
渡 辺 2% 53
森 山 5% 10
吉 川 1  21

▽本塁打 永井1号 (川 上貞)▽二塁打 本郷
海老原 岩本 黒崎 石川▽2時間12分

2回戦

000
H 柴 田 100

3385
振球犠盗失残併
1140162
投 手 回  安責
荻 原 4% 56
竜 田 2%42

専本菫打 高橋:当 (若山)▽二塁打 湯野 民
谷 出口▽2時間18分

谷
　
辺
木
田
橋
田
田
　
野
山
谷
原
田
崎

ｌ
民

滝
田
藤
吉
高
戸
中
桐

矢
相
倉
荻
竜
白

市山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

富
⑥
③
８
⑨
０
０
０
５
④
Ｈ
②
Ｈ
①
ｌ
ｌ

占

小
０

１

０

０

安

１

０

０

０

打

３

２

２

４

【大分市】  打安点

3う 曇:li
2  田 口 222

3[]報
1  田 端 100
1  若 山 100

3098
振球犠盗失残併
3411330
投 手 回  安責
吉 武 4% 31
田 端 2  41
若 山 2角  11

2回戦

属

１
０
蘭

金

０
１
室

友

１
０
鉄

住

０
４
士

＜

０

０

宮

市

０

０

＜

山
０
０
市

歌

３
０
蘭

和
０
０
室

打安点
510

市鋼
⑥
０
０
０
⑤
ｏ
③
Ｈ
Ｒ
３
②
①

市阪大
③
④
②
⑤
５
９
Ｒ
⑨
０
０
０
０
１

安

０

１

１

１

１

０

０

２

０

０

２

１

１

打

４

３

１

５

３

０

０

４

３

４

３

１

１

村
岡
本
川
山
条
本
力
野
村
野
立

林
市
　
　
吉
榎
森
越
山
松
中
高
川
磯
足

一戸神
⑥
④
Ｈ
③
⑨

９
②

７
③
②

⑤
①

Ｈ

責

１
１
０
崎

安

１

４

１

真

触
９０　
％
％
「

失

４

回

１

７

３

１

囃８５０３時紳蝸嚇巾師
消

３

＜

▽Ю
和

一戸
中

安

田

打

打
塁

塁

本

ニ

▽

▽

津
柳
戸
田
田
井
木
中
藤
田

工
斎

1  真 崎 10
H  坂佐井 10
R  藤 谷 00
1 野 原 100

4595

2回戦

打安点
420

R 山 本 000
32101

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
53413112     2300271
投 手 回  安貴   投 手 回  安責
磯 野 8  70   前 り‖ 1% 21

永 友 0  10
▽二塁打 尾崎 中村忠▽り尋言45ふ

% 70

2回戦

Ｏ

Ｘ

一戸

０

０

神
０
０
＞

工
０
０
畿

重
０
０
近

菱
０
２
電

三
１
０
電

市
　
　
市

一戸
　
　
阪

神
　
　
大

崎
野
山

ｌ
尾
浜
西

油
０
０
カ

石
０
１
電

本

０
０
国

日
０
〇
四

市

１
０
市

浜
　
　
松

横
　
　
高

【横浜市】   打安点
②  山 田 300
H7 和 田 310

m埋 :||

98裏 辱:::
①  阿 曾 200
1  保 田 100
1  松 井 100

振球犠盗失残併
H532170

振球犠盗失残併
7300261
投 手 回  安責
河 端 4% 20
佐々木 2  20
白 石 6%10

田浦 越智 岩崎▽3打塁

責
１
０
〇
二

安
３
２
１
雌

％

岩

回
５
５
２

打
分

手
曾
田
井
塁
１８

′
　

　

三
間

投
阿
保
松
▽
時

1回戦

０

×

＞

０
０
所

陸
０
０
作

北
０
１
製

電
０
０
立

電
０
０
日

市
　
　
市

沢
　
　
立

金
　
　
日

【
8立
市

9

②
7

打安点
300
00
20
10
31
31
300
310
210
200

【金沢市】   打安点

3  :本 : |||

0本 言:||
H4岡 本 110
①  港 崎 100
1  清 水 100

2830

1回戦

振球犠盗失残併
2121030
投 手 回  安責
高 橋 9  30
▽2時間5分

責

１

０

安

３

１

瑚
２‐

失

３

回

４

４

盗

０蹴３０‐時赫漱

|[[|[]Iilll:|

山

山
号

打
１
塁新

距
分

海
＞
３０

藤
間

打
伊
時

塁
＜
２

十
雪
万
▽

▽
２
下

1回戦

０
×
屋

＞

０
０
古

車
０
０
名

動
０
４
エ

自

０

１

重

ゞ

０

０

菱

す

０
〇

三

い
０
０
＜

＜

０
０
市

市

　
　
屋

崎

　
　
古

川
　
　
名

端
脇
井
田
田

市
川
大
花
思
太

屋古【打安点
400
310
200
400
300
300

川
⑥
り
⑨
◎
◎
０
０
０
①

田 貫 300
杉 山 310
佐 伯 200D  佐 伯 200

田
房
辺
岡
谷

所

ｌ
角
為
渡
西
森

姉

責

１

４

０

安
９
３
０

併
２

残
４
　
％
％

失
５
回
４
２
１

盗
１蹴３２‐時帥麟麒

振球犠盗失残併
2201292
投 手 回  安責
鬼 頭 9  20

▽本塁打 坂東 1号Э

▽二重3)為房
▽2時間20分

I  熊 谷 000
H  盛 谷 100
1  虎 若 000

2820



2回戦

I:]II[i]ililll
【
8真

市
讐 田 Itti 

【
5京

都
L 田 7守i

H 仲 埜 100 4 村 山 310

3161
振球犠盗失残併
7110152
投 手 回  安責
後 藤 5  72
若 生  % 12
吉 原 2  32
中 り|1 1% 21

臀守杏警甘 8異谷需:::

豊彙:訂 どを:|||
1  吉 原 000
1  中 り|1 100

姉
分期枷　　哨

▽

▽
　
　
　
２

屋
Ｏ
Ｘ

古
０
０

名

１
１
＞

工
０
０
所

重

０
２
作

菱

０
１
製

三
〇
０
立

＜

０

０

日

市

１
０
＜

屋
　
　
市

古
　
　
立

名
　
　
日

【
§
古屋

1】 繭 ITi
H9 武 田 200

0 糞首:||
H  湯 浅 100
③  植 村 310
R  光 岡 000
3  若 山 100

8 賞会::ざ
1  上 国 000

安責
61
00
00

準々決勝

H  鈴 木 100

6績 要:::
3371

振球犠盗失残併
3241040
投 手 回
簾 内 9

▽本塁打 高畑 1号
('lJ層ヨ)

▽三塁打 植村

▽テ尋簡37雰
田 鶴田

併

０

残

４

失

３

回

４

２

２

曝６００‐時蜘即蹴

liII[][:|:llll

H9福 西 200

284 0
振球犠盗失残併
3321050
投 手 回  安責
佐 木々 6% 40
自 石 1% 21

H9福 西 200
②  三 宅 210
2  細 川 000
③  三 枝 100
1  白 石 100
⑥  前 り|1 200

鳳

２ ０ ０

３ ０ ‐

４ ‐ ０

４ ‐ ０

３ ‐ ‐

０ ０ ０

４ ０ ０

３ ‐ ０

２ ０ ０

２ ２ 〇

一２７ ６ ２

　

　

鑽

７ ２

③

準 決々勝

1  坂 本 000
④  谷 川 200
2  高 田 200
H  仲 埜 100
R  東 島 000

準々決勝

031晏 |||
2830

振球犠盗失残併
3121030
投 手 回  安貴
平 野 9  30

０

×

＞

０
０
鉄

器
０
０
製

電
０
０
幡

下
０
〇
八

松
０
０
＜

＜

０
１
市

市
　
　
州

真

　
　
九

門
　
　
北

分間時▽

貴

１

０

安

６

１

併

１

残
３

失
１
回
７
１

盗
０蹴‐‐‐時嗣嚇

属
０
０
所

金
０
１
作

友
０
０
製

住
０
０
立

＜

３
０
日

市

１
０
＜

山
　
　
市

歌
　
　
立

和
　
　
日

ililill[言 lllll

―
失残併

2224080
投 手 回  安貴
川上貞 2% 52
高 畑 5% 30

振球犠盗失残併
5300170
投 手 回  安責
田 端 9  61

3ラ尋簡5秀
島 加島

準々決勝

【

骨

歌山

ミ:諾 Iii 

【

:立

市

な 業 I]i

H7直 江 200 3 木 下 200

輯 :|||
振球犠盗失残併     2  岡 崎 000

昴ヴ場
振球犠盗失残併
65101110
投 手 回  安責

▽三塁打 松井▽二塁打 高 橋 1% 42
宮地 清水 佐 木々   松 井 5% 20
▽2時間40分      猪 尾 2  00

占
い
０

０

０

１
０

０

０

０

安

１

１

１

１

０

２

０

０

占

小
０

０

０

２

０

０

０

０

安

１

１

０

２

１

０

１

１

打

４

４

３

３

３

４

３

３

口
川
本
島
口
部
本
田

ｌ
出
脇
橋
大
田
阿
飽

市分

205

準決勝

][11liililill:

振球犠盗失残併
10410170

投 手 回  安貴   投 手 回  安責

聾:::夜聾亀」口)]裾
::尋驚雰)

準決勝

ll1llii[[||:|:

貴

０

０

安

４

１

併

２

残

９

失

０

回

８

１

時６３３６時議幅

振球犠盗失残併
3400670
投 手 回  安貴
田 端 8  52
若 山  % 41
三 浦  % 00▽2時間33分

3位決定戦

ii]1lili]llil:【
3分

市
: 曇 17]

8  野 口 000

39饒 lll
H  田 口 110

8薔 喜|||
R  財 津 000
1  三浦章 000
H  平 林 100
1  長 田 101
0 飽 本 310

369 1
振球犠盗失残併
2100280
投 手 回  安責
吉 武 4  73
三 浦 3  22
長 田 1  21

貴

０

２

安

５

４

聯
７‐　
　
　
　
静
知
分

失

１

回

７

２

　

　

　

６

雌２２３２時記判　軸軸『

占

ハ
ー

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

安

１

２

０

１

０

１

０

１

１

０

０

１

２

０

打

４

４

４

４

０

３

１

３

１

０

０

３

３

１



う

立
芝
国
芝
新
千
千
加
愛
芝
熊
鎌
双
法
芝
日
新
法
専
宇
熊
中
立
玉
横
作

賀
蝉(立

中
高
大
高
大
高
高

工
大
院
高
高
高
高
国
大
商
高
大
高
高
高
高
園
高
高

穂
本
刹
立
　
練
釜
姉
　
癬
田
濠
次
」
碑
　
田
原
　
呻
橋
〓
商
辞
原
撃

ハ
”
嘉
鹿
神
足
農
尾
塩
関
農
作
池
大
三
鹿
伎
明
秋
荏
法
興
船
日
浪
鎌
荏
日

産
高
高
高
高
波
高
大
大
高
高
高
大
高
高
高
高
高
高
高
大
高
大
大
高
高
　
　
　
　
　
　
　
　
高
高
高
院
高
高
高
高
高
高
高
高
大
高
高
大
大
大
高
高
高
高
六
高
大
高

大
高
大
大
高
高
高
高
高
大
大
大
大
大
院
高
高
院
大
高
大
大
大
高
大
大

凛

工
　
畑
賀
岡
条
名
　
　
　
工
　
癬
淀
に
峰
　
井
学

工
　
女

日
三
芝
農
佐
久
静
西
浜
日
日
立
芝
早
作
大
豊
九
近
柳
関
芝
中
八
法
駒

曽
日

大
高
大
大
高
高
高
高
高
大
商
大
大
高
大
大
工
大
高
大
大
高
大
商
高
大

〓雷
‐‐Ｊ

静
判
法

一
中

枠
一
¨
神
［
¨
『

¨
法
法

一
一

慶
一

慶
中

早
慶
日 大．
専

¨
［

中

大
高
高
高
院
高
高

工
大
高
大
高
大
大
大
大
済
竜
大
高
大
大
院
高
大
高

姉
姉
車
絆
代
生
納
　
一
　
中
学
剌
工
学
難
藤
　
に
　
　
粋
南
　
辺

須
(日 産自

一
日
小
一
〕
¨
動
¨
】
諮
解

¨
憲． ２３
ｍ
］
懃

¨
蜘

い
コ桂． ２４

動
¨
“
］
¨
惚

¨
中

政． ２４
¨

順． ．８
　
　
　

・

門示
一」『麟̈
ψ］知韓い物財Ｍ］̈
帥”帥詢一̈
婢̈認餃口̈
ウ

東ぃ

』
郷
出
輌

「
”
凱

〓
　
〓
馨
」
　
難
¨
一

庫
邦
邦
田
　
俣
　
赫
北
川

　

　

　

一肝
『
　
　
柿
姉
工
岬
練
雌
時
』
重
姉
港
茂
京
島
輔
　
　
　
姉
動

宮
野
川
宮
八
人
花
芝
駒
育
福
東
駒
育
白
育
米
東
東
大
駒
川
日
関
東
黒
　

　

　

・
，　
　
　
中
福
平
九
沼
宮
市
興
三
中
呉
加
中
津
帝
明
駒
日
中
江

繭

雫
器

韓

帝
明
駒
日
中
江
内
帝
関

三
専
岐

一
由
叩
　
　
麻
刹
俣
内
［
中
封

工
　
英
島
北
　
英
石
英

‐ 沢 ェ
「
「
畑

‐
俣

坂
囃

津
鯖

△
〓

〃
〃
″

〃

″
″
″

一卜‐捕ル̈
嗜中』囀中『【」̈
」「中罐『刺『中中中中『『【】』

雨

明
須
御
徳
作
能
桐
宇
明
取
日
岡
国
神
芝

国
千
塚
明
御
日
駒
作
海
明
田

エ
ロ
ユ

¨
一
］
畑

¨
帥

栄． ２．
¨
］
】
¨
］
¨
“
¨
〕
呻
¨

・ 郎． ８
紳
¨
¨
勒
】
〕
］
”
惣

推薦 口浦和市

ム
ロ

(電 電東北 )

イ山
大
大
大
大
高
商
商
高
院
大
工
国
高
大
大
大
高
高
大

工
商
大
大
高
高
院

工
学

工
田
葉
葉
絲
鱒
工
本
群
葉
　
工
　
宮

政．　

納
本
京
　
竜
浜
藉

大
大
高
商
大
高
高
高
高
高
高
高
大
大
大
高
高
高
大
大
大
高
大
高
高
大

江
吉
　
陽
宮
本
鍋
本
南
一
　
　
　
条
南
識
　
　
　

大． 　

尾
陽

間
近
近
住
近
北
上
串
高
橋
海
緑
近
近
近
西
海
米
日
関
明
関
近
八
北
明

大
大
高
商
商
高
園
高
大
高
高
高
高
高
高
大
大
工
大
大
大
高
大
大
大
高

塵早一一壽［中串砕一一赫痺［轟早早』中明農」立農一｛

〕熱̈
黙̈
『脚一“善．２３脚獅】】一”［加̈
孝．２７̈
略̈
呻】称

高
高
商
商
商
高
高
商
商
高
大
高
高
高
高
高
高
大
大
高
高
高
高
高
高

川
生
井
井
岡
田
川
山
井
川
　
湊
賀
一
見
津
善
　
　
川
岡
川
津
市
池

滑
武
福
福
高
臼
滑
富
福
滑
法
新
教
桜
氷
魚
明
立
法
滑
高
滑
魚
上
三

大
大
商

工
農
大
大
大
大
商
高
大
大
高
高
大
大
商
大
大
大
大
大
大
大
大

松
田
戸
　
辞
　
　
一泉
田
　
　
」
撃
　
　
田
　
　
　
　
　
エ

立
専
浜
秋
水
立
明
法
法
帝
日
立
早
法
日
法
専
秋
法
慶
駒
法
専
芝
慶
明

大
高
高
大
大

一
大
高
大
大
大
大
高
大
大
高
大
大
高
大
大
大
高
高
大
大

諭
評
ジ
リ
Ｌ
品
り
幹
誕
奨

紙 )

原
大昭和製

士
ロ

納農練癬　　　縮　　　　崎　　倉脚商

都

・ノレ＞

立
慶

孔

評

『
軸

夢

明
『

立
立
慶
立
プ

鈍

大
高
高
園
商
商
大
高
高
大
高
国
園
高
高
大
大
大
農
大
高
園
園
高
商
農

鐸

卸
栄

量

知
警

能
　

響

馨

骨

慶

一
千
沼
福
事
慶
大
大
国
愛
鎌
鎌
大
飯
日
早
日
茂
早
大
鎌
鎌
武
福
茂

櫛一昭「̈
榊̈
称̈
親．．９̈
］̈］抑脚摯̈
光二２２い̈
］̈印̈
帥̈

＜
篠
解
胡
諄
響
馳
肇
繕
轟
ぽ
褐
課
肇
製

◎

理

型

菫

帽

§

週

磯

８

監
投

″
″
″
〃
捕

〃
″
内

〃
″
〃
〃
〃
〃
″
″
″
外

〃
″
″
″
″
″

大
大
大
大
商
商
高
大
工
高
工
院
大
大
大

工
大
大
大
大
商
大
大

工
商
高

勁　岡子畑　納

り||札  幌  市 日
(日

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
高
大
大
大
高
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
沢

姉

明
早

ぃ
一

日
中

］
法
法
慶

一
明
法
駒

一
法
法
明

中
一

中
日
立
慶
日

中

¨

一
一
一
¨
一
一

余 合 矯． ２３
一
一
一
¨
一

白 髪 良． ２５

′Ｊヽ 桐 典 夫２５
一
¨
一
¨
¨
一
¨

香 椎 紘． ２４
¨
¨
¨
¨

く

　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

電

聾

讀

帽

目

覇

民

目

監
投

″
″
″
″
″
捕

″
″
″
内

″
″
″
″
″
″
外

″
″
″
″
″
″
″

浜
(日 本石油 )

山
(北陸銀行 )

隔隊一申］赫脚］̈中和螂̈解〕『ψ】静

(電
池 西
前 り‖

憂妻
靱pJ票

″

″

〃

″

〃

〃

″

〃

崎
珀
郎攣崚設駆
融紳像韓離
博．２譜
郡
設

″

″

″

″

″

〃
″
外

″
″

″

″

〃

″
″

″
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Jヒ 九 州 市名 古 屋 市
(マ ツダオー ト)

市

　

∴

層

乱

雷

肇

宮

Ｔ

言

　

市

電

雷

撃

尾

巻

可
轟

幡
巽

囃
　

市

慶
慶
鹿
鳥
桃
明
慶
鳥

三
和
慶
慶
鹿
富
徳
姫
桐
新
法
早
和
慶
向
早
関
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
鳴
育
佐
郡
宮
関
同
鳴
慶
境
紫
唐
八
相
峰
間
宇
農
関
八
青
海
撫
新
同

鯉
誨
機
』大曇
瞬
一囀

一
戸
中
九
新
大
松
半
和
新
鎮
享
西
法
立
日
桜

三
愛
大
山
愛
宇
愛
成
愛

一緯
癬
蹴一灘
轟

呻鰤
ｍ
一一一盪

学
書

島

整

学
言

学

進

爾

』
占

出
善

戸

品

司

関
育
神
盈
県
上
芦
関
関
徳
関
同
盈
関
市
和
坂
洛
県
坂
関
名
神
同
熊
岡

描
宵
０
３
６
１
０
４
６
５
３
１
５
４
９
５
９
２
６
０
１４
‐５
‐７
‐５
ワ
‐６
‐４
‐２

大
高
高
付
大
高
大
高
高
高
古
大
大
大
高
大
高
商
大
商
商
高
高
商
高
大

大
高
高
高
高
高
高
高
大
工
実

エ
エ
大
工
高
工
高
エ
エ
高
高

エ

雷

筈

轟

山

卿
葬

所

島

雷

？

場

所

大
商
商
商

工
大
高
商
大
商
商
工
商
大

工
高
商
北

一
高
商
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第37回大会出ぽ扉黒l臀輔:螺i脚世

推薦大阪市・電 電 近 畿 6

苫小牧市・王 子  製  紙 2
鹿児島市・鹿 児 島 鉄 道 局 8
日 立 市 0日 本 鉱 業 日 立 5

大 垣 市・西 濃 運 輸 5

浜 松 市・河 合 楽 器 1

和歌山市・住 友 金  属 6
東 京 都・サ ッポ ロビール 2
名古屋市・ マ ツ ダ オ ー ト 0
吉 原 市・大 昭 和 製 紙 2

門 真 市・松 下 電 器 7

諏 訪 市・三 協 精 機 0

金 沢 市・電 電 北 陸 2

東 京 都 0東 京 鉄 道 局 1

熊
谷
組

原

組

戸

行

鉄

三
熊

三

北

八

市

都

市

市

市

原
京
一戸
幌
馴

三

東

神

札

北

０

川 崎 市 0東 芝 5

3位決定戦 横浜市 6-4吉原市

京 都 市・全 積 水 ク ラ ブ 2

仙 台 市・電 電 東 北 4

高 松 市・ 四 国 電 力 3

横 浜 市 0日 本 石 油 1

岡 山 市・ ク ラ レ 岡 山 0

千 葉 市・電
.電

関 東 0

大 阪 市・ 日 本 生 命 3

浦 和 市 0日 本 通 運 4

大 阪 市・ 日 本 熱 学 0

常 磐 市・ オ ー ル 常 磐 1

名古屋市・三菱重工名古屋 0

3連続サヨナラ勝ちで黒獅子旗

31チ ームが参加、ハワイで開かれる世界ア

マチュア野球選手権大会への出場権をかけて

熱戦が展開された。打っては3番、守っては

二塁手としてチームを引っぱり、大活躍した

古田昌幸監督の東京都・熊谷組が準 決々勝か

ら3試合連続サヨナラ勝ちの放れわざで 6年

ぶり3度目の優勝を果たした。

東京の第 2代表の熊谷組は文字通り苦戦の

連続をはね返 しての優勝だった。 1回戦は神

戸市 。三菱重T神戸の激しい追い上げで 1点

差、 2回戦の札幌市・J日鰤 殖銀行戦も7

回に相手の失策で得た1点 を大櫃照彦、藤車

靖雄投手が守り切った。

準々決勝の川崎市 。東芝との試合では2点

をリードされ、 6回の二死一塁に古田監督が

右翼フェンス直撃の三塁打。二塁への送球が

そオヽ 古田は一挙に生還し同点とし延長軋

10回川崎市が 1点 をあ|六 9回からリリーフ

の醐 R田 中稔投手のピッチングから、そ

のまま押し切るかとみられた力ヽ その裏一死

一 。二塁に古田監督が 1-0か らの内角速球

を見事にたたき、左翼席中段に打ち込む逆転

のサヨナラ3ラ ン。横浜市 。日本石油との準

決勝も1-1の まま9回裏を迎えた。横浜市

のリリーフ平松政次投手の速球が冴えていた

力ヽ 古田監督の二塁打から築いた二死一・二

塁に

'可

野懸捕手力ヽ またもサヨナラ3ラ ン。

神がかり的な土壇場の粘りで決勝に進んだ。

和歌山市・住友劃日との決勝 も和歌山が先

取点をとり、いったんは逆転したものの、8回

同点にされ延長軋 10回の無死 商塁をしのい

だ東京はその裏の二死一 。三塁に谷本良樹三

塁手が右翼線にサヨナラの殊勲打を放った。

和歌山市も清沢忠彦、神部年男 (富士鉄広

畑から補強)両投手、ベテランの宮地昭雄遊

撃手、高塚昌倶内野手らがチームをよく引っ

ぱり勝ち進んだ力、 東京の勢いの前に2年連

続の準優勝となった。

準決勝はこの両チームと横浜市、吉原市・

大昭和製紙の強豪チームカ揃 った力ヽ 大会を

盛りあげた異色のチームはクラブ・チームの

常磐市 。オール常磐も炭鉱不況のあおりで常

磐炭砿がチームを解散、傍系の会社に散った

選手たち力湘7ち切れない野球への情熱から作

ったチーム。 2回戦で第35回大会優勝の

'甫

和

市 。日本通運を延長15回で倒すなど大健闘し

た。

31試合で29本塁打と1大会の最多本塁打を

記無 このなかで吉原市 。今村忠彦内野手の

2試合連続先制本塁打、東京都の古田、河野

両選手のサヨナラ本塁打が光る。

橋戸賞は東京・古田監督が文句なく受賞、

久慈賞は2年連続して和歌山・清沢投手、小

野賞は横浜市 。平松投手に贈られた。
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和歌山市 (住友金属)

200000010
000010200

東京都 (熊谷組)

▽本塁打 高塚 1号 (細木)

神野▽3時間10分

手に汗握る 4時間 8分
自熱戦の多かった大会だ力ヽ なかでも2回

戦の常磐市。オール常磐と浦和市。日本通運の

試合は、ガップリ組んで手に汗を握らせた。

浦和が先帝1し た力ヽ 常磐も8回 に阿部の適

時打で同点。延長にもつれ込んだ力、 リリー

フの常磐 。近藤、
'甫

和・田中の両エースがゆ

ずらず、ともに走者を出しながらもホームま

で遠かった。

14回、浦和 1卦目手の守りのミスをついて無

死二 。三塁。ここで常磐は敬遠策をとり満塁

となった。絶体絶命のピンチだった力ヽ 近藤

3度目の優勝に輝く東京 。

臨 融

は冷静に内野ゴロで鮮殺に打ちとり切 り抜け

ると、15回 には先頭の 6番・蔵本二塁手が左

翼席に目の覚めるような本塁打。その裏を近

藤力ψpぇ切 り、 4時間 8分にわたる熱戦に幕

を引いた。

8強の陰にフラダンス !

4年目を迎えた応援コンクールで、クラブ

チームの常磐市 。オール常磐が最優秀賞に選

ばれ話題をまいた。関連の雄 社′ヽワイア

ン・センターのダンサーらが中′じヽとなって、

強烈なリズムに乗ったフラダンスは、そのパ

ンチカで観客を驚かせた。

受賞理由は D鯵らいっぱいに、健康的な明

るさを吹き込み、また、自い制服姿の常磐炭

砿習技生の少年たち100人の一糸舌LrLぬ清

潔な印象が感動を与え、チームをベスト8に

進出させた活躍ぶり」だつた。

◇ 1大会最多本塁打29 29人が 1本

ずつ打ち込んで達成。従来記録は第20

回大会の2″札
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和歌山無念、10回の

無死滴塁
決勝にふさわしく、追いつ追われつの接戦

となり、延長戦にもつれ込んだ力ヽ 10回東京

・熊谷組がサヨナラ勝ちで和歌山・住友金属

を振り切った。

和歌山は10回無列 商塁とした。しかし東京

はリリーフの大櫃が併殺で切り抜けしのぎ切

ったのが大きかった。その裏東京は下位の福

岡、大櫃が安打して一死一・二塁。和歌山・

神部も頑張り、 トップの川崎を三振にうちと

リチャンスがつぶれたかに見えたカミ 谷本が

右翼線に決勝打を放ち、息詰まる熱戦に終止

符を打った。

先手を取ったのは和歌山。1回四球と敵失、

バントでつくった二死二・三塁に、高松が左

翼線に二塁打して 2点。

東京は清沢に4回 まで無走者に抑えられて

いたが、 5回井野が初安打、二死後神野が左

中間二塁打 して 1点。 7回には代打 。後の安

打と死球で―死一 。二塁とし、代打・福岡が

左前打 して同点、さらに神野の投ゴロで併殺

をあせった二塁手の悪送球の間に逆転した。

和歌山も8回、高塚が東京のリリーフ細木

から左翼席に同点本塁打を打ち込み延長戦と

なった力ヽ 絶好のチャンスを逃がした10回の

逸機が痛かった。

史上 5回目の決勝延長戦

決勝の延長戦は史上 5回 目。これまで第 7

回大会の東京倶楽部 6-5全京城 (10回)第

8回の全大阪7-6八幡製鉄 (10回)第31回

の東京・熊谷組 3-2門真・松下電器 (10回 )

第32回の横浜・日本石油 4-2名古屋 。新三

菱重T名古屋 (12回)がある。 監督を着H瑚納 を 周



強烈なリズムに乗ったフラダンスで常磐を応援する常磐ハワイアンセンターのダンサー。耐 :ヨ輝いた

決勝で勝てない悲運に泣いた

和歌山市・住友金属

清沢忠彦投手

慶大出。住友金属のエースとして速球とカ

ープを武器に瀧 3α 37回大会で鋼囲際

史上2度目の2年連続久慈賞。監督も務めた。

現在は、住友金属腱殻関西営業部In当部長。

決勝で2年続けて負けた。あの悔しさは忘

れることができない。36回大会は夢中で勝ち

進んだので 決勝で電電近畿に破れての準優

勝でも、さほど海しくなかつた。力■ 37回大

会は、私もチームのみんなも、前年につけた

自信があつたので どうしても勝ちたい気持

ちが強かつた。それだけに決勝で熊鶴組に敗

れた悔しさは、大きかつた。会社も非常に残

念がった。 決勝戦で先発した私は、 4回 ま

で3人ずつで片付け、味方打線が 1回に2点

を奪ってリードしていた力ヽ 優勝経験のない

チームの弱さだろうか、 5回に1点を取られ

てから、熊谷の力にじわじわ巻き込まれてい

った。私はその 5回、初安打と四球の走者を

出したあと、左中間へ二塁打を打たれた。打

たれた瞬間は`打ち取つた"と 思つたのだ力ヽ

打球は左中間にポトリと落ちてしまつた。こ

こで私は交代

岐阜商時代t私は甲子園てま 夏とも決勝

で敗れた。決勝で勝てない非運が監督さんの

頭に浮かんで、 リードしていても代えられた

のだろうと思う。試合はもつれて延長になつ

たカミサヨナラ負け。逆転、逆転で勝つた熊

谷の “古田野球"の神髄を見せつけられた思

いだった。

あのとき勝てなかったから、石井毅投手で

53回大会を制するまで またかなりの年数が

かかってしまつた。
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野 口 3  11
光 岡 3  11
紀 藤 2  30

振球犠盗失残併
2112050

基 素 F  T苓



1回戦

]I[lilli7子
1支 |:

H9 前 ′‖ 000
③  塚 原 000
3  畠 山 200
3  上 田 100
①  吉 村 100
1  井内田 000
1  永 島 100
H  上 平 100
1 山 口 000

305 1

曝 失残併
5201131

響 霜 ワ  憲リ
井内田 0  20

点

０

２

０

０

０

０

０

２

安

３

１

０

０

０

０

１

１

打

４

３

２

３

４

４

４

４

永 島 4  32
山 口 1  10

ヱ査弄fTE奈淵島言Jな諄h努界
1号 (近藤)▽

1回戦

II[lliIIII::||

1 山 本 000
2830

振球犠盗失残併
4211041

:]:113[鼻
80村

 i ] ]  ]i

l回戦

打安点
510
520
410
500
400
410

…

辮
4 2 0 1 0101
投 手 回  安責
山 南 10  91

▽二塁打 田口 上野山
石山▽3時間1分

点

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

腋

３ ‐

１ ０

２ ０

１ ０

３ ０

１ ０

３ ０

２ ‐

３ ０

３ ‐

２ ０

１ ０

０ ０

０ ０

‐ ０

‐ ０

‐ ０

勒
路烈
卿岬

＞

０
０
山

油

０
０
岡

石
０
０

レ

本

０
０
ラ

日
０
０
ク

市
　
　
市

浜
　
　
山

横

　
　
岡

田
小
中

責

０

０

安

７

１

０
回
９
１

１
手
松
田

８
投
平
保

111
420
000
300
433
311
000
100
420
300
300
000
000
100
100
3195

211

▽二塁打 飯田 伊藤
▽2時間H分

1回戦

I[Ilil[「
1「 1共 |:

1回戦

|||111lIIIilll:

黒
谷
田
藤
添
田
川

Ｏ

Ｘ

東

０
０
命

関
０
０
生

電
０
０
本

電
０
１
日

市
　
　
市

葉
　
　
阪

千
　
　
大

打安点
310
400
430
411
410
410
400
200
100
101
100
000
100

Ｈ

５

①

Ｈ

ｌ

二

責
１
０
▽綱

責３２号２

馴０７‐̈
４６４５諏中

鵡７２００肝籠『剌鏑

1回戦

点

１

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

安

１

３

０

２

０

０

０

１

０

０

０

０

０

打

４

４

０

４

３

４

３

２

２

１

０

２

０

川
島

村

下

上

戸

原

野

上

岡

本

場

上

弓

市
　
加
中
山
堂
大
市
浜
村
吉
岩
小
川

師８
７８
８
８
Ｈ２９

00
10
00
10
00
10
00
00

市
　
金
西
岡
岩
中
杉
枷
鈴
岩
宇
宮

奪
（ｏ
日
③
（Ж
酌
②
ｏ
④
①
Ｈ

1回戦

Ｏ

Ｘ

器
０
０
輸

楽

０
４
運

合

０
０
濃

河
０
０
西

市
　
　
市

松
　
　
垣

浜
　
　
大

器
０
０
機

電
２
０
精

下
１
０
協

松
０
〇
三

市
　
　
市

其
　
　
訪

門
　
　
籠

鰐
打
剛
分

内
塁
　
３７

堀
羅勤
鯛

打
＞

二
２

日
善
国
▽
▽

琳
傑
硲
畦

責

３

１

０

棚４６０』４５【２０

盗

０蹴９２０時藤嘲密
1回戦

H  安 田 100
1  加 藤 000

38136
振球犠盗失残併
8411190
投 手 回  安責

喬製: ::

安貴
44
31
32
20
10

▽三塁打 福本▽二塁打
下田 小林2
▽2時間15分

1回戦

][II][I[「
キllll

点

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

安
１
１
１
１
１
０
０
０
０
１

打

４

３

３

３

３

２

３

３

１

２

江
藤
本
本
田
森
村
浦
水
ロ

市
　
伊
源
岡
合
小
中
石
清
滝

沢金
③
⑥
０
０
０
Ｙ０
０
②
①
ｌ

占
小０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

臓
４０
４０
３０
３２
‐０
４０
２０
００
３‐
２０

山
田
井
林
盤
部
原
川
本
田

刺
村

「
石
小
常
渡
相
小
松
浜

東
⑤
⑨
②

③
８
④
③
Ｒ
◎
②

２７ ６

　

　

類

４ ‐

０ ０

馴２２０回吻瑠
罐３０‐２時淋紳

H  中 静 100
2  大野勲 100

?督 ノ畢 :li
3141

振球犠盗失残併
2310171

接 言 ワ  言リ
竹ノ下 2  10

馴３６０回％物２２２

蹄４‐００時商椰稀”［



2回戦

加 藤  % 00
磯 田 1  00
▽本塁打 平位 1号 (高畑)▽三塁打 平位 五十
住▽二塁打 広瀬 幕田 石山▽2時間16分

2回戦

＞

０

×

行
０
０

銀
０
１

殖
０
０

拓

０
０
＞

道

０
０
組

海

０
０
谷

北
０
０
熊

市
　
　
都

幌
　
　
一尿

札
　
　
東

【札幌市】   打安点

§ 首 羹 :||
3  原 田 100
⑦  関 根 200
H  平 川 100

8 K III
H  武 田 100
5  鈴 木 100
①  盛 田 200
1  長 縄 000
H  香 椎 100
1 野 並 000

2620

安責
50
20
00

2回戦

▽2時間26分

責

０

０

安

２

０

併

１

残
５
　
％
％

失

１

回

５

３

端‐００手櫃津

振
９
投
大
藤

０

×

命

０
０
油

生
０
０
石

本
０
０
本

日

０

０

日

市
　
　
市

阪
　
　
浜

大
　
　
横

磐

０
０
＞

常

１
０
運

ル
０
０
通

一

〇

０

本

オ

０

０

日

市

０

０

市

磐

０
１
和

常

０

０

浦

併

２

残
５
　
％
％

失
１
回
５
１
１

盗
１蹴８５‐時脚謝『

【
ё
浜市
議 塁 iii

H8新 谷 100

3[瞥 li!
7  和 田 100

§  三
十
億 :||

H  前 田 100
1  笠 原 000
H  品 川 100H  品 川 100
1  三 浦 000

34129
振球犠盗失残併
5210140
投 手 回  安責
平 松 6 10
笠 原 2  10
三 浦 1  20

【

]和

市

: i l]|
R   堤  000
7  山本隆 000

0革
之
::||

H  永 野 100
2  八 木 100

0告 肇 :::
4951

振球犠盗失残併
77120H0
投 手 回  安責
佐 藤 8%71
田 中 61/3 31

(田中)▽二塁打 竹之内

責
１
０
号

安
２
３
１
分

７‐
　
　
　
淋
帥

３
回
５
１０
　
時

１
　
　
　
」刊
４

１
手
玉
藤
塁

▽

２
　
　
　
本
楽

Ｈ
投
小
近
▽
大

2回戦

l[11」 i[i「
キ|||

地

江

責
２
０
０

安
５
０
０

併
０

残
８
　
％
％

失
１
回
６
１
１

盗
０

聯
３０
手
田
下
月

振
１
投
柴
丹
岩

振球犠盗失残併
5602180
投 手 回  安責
宮 崎 6% 50
清 沢 2% 20

▽本塁打 田中1号 (柴田)▽三塁打 中村▽二
塁打 宮地▽2時間41分

2回戦

三原市 (三菱重工三原 )

007010010
000020020

金沢市 (電電北陸)

| |

占
小
１

０

１

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

安

２

２

０

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

２

打
５
４
４
４
４
１
３
０
１
１
２
２
１
１
０
０
０
１
０
３

江
藤
本
本
田
口
森
田
本
浦
倉
村
島
野
本
田
口
浦
崎
戸

ｌ
入
伊
源
岡
合
山
小
松
柿
石
板
中
中
水
松
太
滝
蓑
沼
木

市沢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
５

含

０

０

０

０

０

Ｈ

④

４

②

２

Ｈ

⑤

１

１

ｌ

①

ｌ

Ｈ

ｌ

Ｈ

帖
③
⑤
③
‐
Ｈ
②
②
‐
⑤
Ｏ
④
Ｈ
４
Ｈ
①
Ｈ
ｌ

▽三塁打 林 矢形
▽二塁打 長谷川
木戸 2▽水野
▽2時間57分

2回戦

37114
振球犠盗失残併
43121101
投 手 回  安責
大 田 2% 33
滝 口  % 34
沼 崎 2  21
中 島 3  31
松 本 1  00

川崎市 (東芝)

030000000
010000000

仙台市 (電電東北 )

打安点
400
420
300

藤
内
田
藤
友
田
屋
田
野
崎
地
井
藤
島
幡
松
山

ｌ
加
山
吉
佐
大

市

0

1

40
31
00
420
310
000
100
100
100
001
100
000

責

１

０

０

０

安
４
０
１
０

併

０

残

８

失

１
回

５

２

１

１

躙６４‐０時醐制岬卿
崎箱▽二塁打 高木

▽2時間38分

Ｏ

Ｘ

カ

ー
０
北

電
０
０
東

国
０
０
電

四
〇
１
電

市
　
　
市

択質
　
　
　
　
ム
ロ

高
　
　
仙

２

回

３

３

３

２
手
山
谷
幡

４
投
杉
熊
石

Ю
打
田

１
塁

黒

離
竃屋
分

打
木
　
聞

塁
々
２
時

本
佐
谷
２

▽
′
ご
局
▽

i回戦

1回戦

常磐市 (オ ール常磐 )

000000010
000000000

名古屋市 (三菱重工名古屋 )

塀賛 替 鷲   裏
1掌 3白 70安

責
投 手 回  安責   神 吉 9  20
柿 町 1% 20
近 藤 7% 40
▽二塁打 湯浅▽2時間20分

2回戦

[[[[|[[ili[||

仙台市】   打安点
⑨  箱 崎 200
H9 小 松 100

0草 l!||
3  加 藤 110

01弓 :||
4  後 藤 000
①  杉 山 000
H  門 田 100
1  熊 谷 000
H  藤 島 000
R  神 尾 000R  神 尾 000
1  石 幡 110

277 4

振球犠盗失残併

安責
42
11
20

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

０

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

打

４

４

３

１

３

３

１

３

２

２

０

部
田
生
殖
　

水ヽ
楽
崎
本
田
町

鍔

ｌ
阿
池
菅
拓
　
須
大
松
蔵
藤
柿

市雙５
９
８
７ν
８

振球犠盗失残併
42220101
投 手 回  安責
和 田 9  40辮

４‐

失

２

回

３

４

１

盗
０

犠
０
手
達
坂
葉

球
２

振
８
投
伊
小
秋

安責
52  ▽本塁打 中村 1号 (伊

30  達)▽二塁打 井上
10  ▽2時間30分

212



2回戦

門真市
|↑TTTキ llll:

吉原市 (大昭和製紙)

打安点
320
300
300
100
420
311
400
200
321

振球犠盗失残併
4311271
投 手 回  安責
三 田 9  30

振球犠盗失残併
2000230
投 手 回  安責
森 川 6%62
加 藤  % 00
中 村 1 10

準々決勝

【電電近畿】 打安点

》ξ』薫
:li lll
H  中 川 110

3285  1  小 林 000
振球犠盗失残併     1  和 田 000
2223142            34114
投 手 回  安責   振球犠盗失残併
清 沢 4% 92   7222070
宮 崎 4% 22   投 手 回  安貴

前 川 7  75
小 林 1  10
和 田 1  00

▽本塁打 長井 1号② (宮崎)▽二塁打 高塚
桶谷 高松▽2時間37分

準々決勝

倉
崎
藤
野
淵
本
村
原
村

山
加
佐
小
倉
中

三
今
〓

森鍔
引
分

村
１
４
〈フ一“中叩

打
＞
２

塁
川
▽

本
森
＞

▽
ィ
船
川

０
０
市

＞

０
２
阪

属

１
０
大

金

０
１

・

友

０
０
薦

住

０
１
推

市

０
０
畿

山
　
　
近

歌
　
　
電

和
　
　
電

＞

２
０
磐

油

１
０
常

石
０
０
ル

本

０

〇

一

日
３
０
オ

市
　
　
市

浜
　
　
磐

横
　
　
常

1 三 浦 0

H7浜 村 200
411

【
§
磐市
営 昇 :i

H  菅 生
1 紺 野
1 伊 東
H  潮 田

]  1鍔l
H 大 楽
②  鴨 川
2 加 藤
2 藤 田
H4 矢 部
①  小 玉
1 近 藤

点

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

責
２
１
２
０綱
細

安
４
５
３
０
＜

馴３２０回賜條２ｌｍ琳

罐６０００時』蹴綱陳̈嘲分

責０００　　０琳帥

安
２
２
０
　
　
１
　
２

占
小１
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
２
０
１
０
０

安
２
０
０
１
３
０
１
０
０
２
０
１
０
２
０
０

打
４
０
０
４
５
０
４
０
１
５
３
１
４
５
２
１

制神経脚動制嗣繭制］制岬呻『琳嘲臓

麒
⑨
Ｒ
ｌ⑧
④
４②
Ｒ
２⑥
⑦
Ｒ７⑤
◎
①
Ｈ

６̈４０４０８‐］̈・̈　　『̈̈

準 決々勝

ｌ

Ｘ

覇

００
‐０
縛

工

０
０
製

重

２
０
和

菱

０

０

昭

一二
〇
０
大

市

　
　
市

原

　
　
原

〓
一　
　
　
　
士
ロ

振球犠盗失残併
8421070
投 手 回  安責
磯 田 5% 51
山 内 4% 33

↓三塁打 イ村↓1塁打
分

準々決勝

【
:[市な ζ I]]
31[:||

:景 :|||
H  池ヶ谷 100
1  三 田 111

329 4
振球犠盗失残併
13410190
投 手 回  安責
金 沢 3% 11
仲 子 2% 10
三 田 3  31

三田 中川▽ 2時間51

＞

０
０
組

芝
２
０
谷

東

０
０
熊

市
０
０
都

崎
　
　
一示

川
　
　
東

打安点 【
養 510
鍋 300
木 110

責

１

３

安

６

３

瑚
８‐　
％

失
１
回
８
１

盗

１端
‐０手
淵
中

振
２
投
永
田

塁
塁然

距
分

振球犠盗失残併
5211161
投 手 回  安責
林  3% 52

:手 詈冨↓量2卦
林
辱菓
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第38回大会輝邸辮瑠疑ぽ

最多V支えた怪腕19歳平松
たび重なる雷雨に悩まされ 10日 間の日程

力ヽ 中断、ノーゲームなどもあって13日 間に

延びた。

光り輝いた大会の華は優勝した横浜市・ 日

本石油の社会人 2年 目19歳の平松政次投手だ

った。全 5試合に登板、 4完投 3完封。42イ

ニング投iλ 被安打22、 奪三振4α 無四氏

自責点はわずかに 2点の驚異的な記録を残

し、横浜市の最多優勝 5回に大きな花を添え

た。平松投手は1回戦の北刀 ‖ヽ市・八幡製鉄

を3安打完封。毎回三振の奪三振16の新記録

をマーク、 2回戦の浜松市 。河合楽器も3安

打完封、12奪三振。伸びのある快速球と大き

なカープがよくコントロールさオι 打者を力

で抑えた。

準々決勝の対室蘭市。富士鉄室蘭戦の 4回、

高梨英夫一塁手に本塁打され連続無失点記録

は22イ ニングで崩れたが、6回 まで投げ 7奪

一振。準決勝の東京都。電電東京にも完投勝

ちした。投の平松を盛 りたてた打線もすごか

つた。広瀬孝司、枝松道輝、石山建一らの主

軸を中′じヽに上下位とも切れ目のない猛打線だ

った。

大旋風を巻き起 して決勝に勝ち進んできた

のだ浜松市 。日本楽器。“九回の魔術師" “逆

転の日楽"と呼ばな 際立った試合ぶりをみ

せた。それも雷雨にわざわいされた中での活

躍でファンの胸を打った。 1回戦の大阪市・

電電近畿戦では4-1と 3点 リードされた 9

回、同点に持ち込んで延長14回引き分け再試

合。翌日の試合も大阪が 8回 まで5-3と リ

ードした力、 浜松は9回 2点を奪いまたも延

長戦。10回 に3点をあげて醐 ちした。この

試合 1回表を終わったところで豪雨となり、

実に3時間50分中断。 2日 間の試合時間の 7

時間30分に中断力功口わり、浜松は1回戦だけ

で11時間20分戦ったことになる。 2回戦の東

京都・立T佼成会戦も雨による中断を経て勝

ちあがり、準々決勝の札幌市・北海道拓殖銀

行戦は仲子隆司投手が完封したものの、準決

勝の日立市・日立製作所戦も大変だった。山

田勝春左翼手、中野孝征遊撃手、川島勝司三

塁手の本塁打が出た力ヽ 日立も高畠導宏遊撃

手 (日 本鉱業日立から補強)が 9回に同点 2

ランを放ち、またもや延覗 13回に引き分

けとなった。翌日の再試合は6回 日立の攻撃

が終わったところで雨によるノーゲーム。さ

らに翌日の試合も、 7回に中野遊撃手が同点

本塁打して延長戦にもつれ込み、10回大場勝

捕手の三塁打などで 2点をあ1共 けりをつけ

た。

橋戸賞は横浜・平松投手、久慈賞は浜松・

中野遊撃手、小野賞は浜松 。日本楽器チーム

に贈られた。

Q野騨 :誓 濃
谷
運録:

日 立 市 0日 立 製 作 所 4

広 島 市・ 電 電 中 国 0

大 和 町・ 本 田 技 研 0

岡 山 市・ ク ラ レ 岡 山 4

青 海 町・電 気 化 学

神 戸 市・三 菱 重 工 神 戸 1
東 京 都・ 立 正 佼 成 会 1

大 阪 市・ 電 電 近 畿 5

浜 松 市 0日 本 楽 器 8

高 砂 市・ 鐘 淵 化 学 0

札 幌 市・北 海 道 拓 殖 銀 行  6
門 真 市・ 松 下 電 器 1

浦 和 市 0日 本 通 運 5

名古屋市・電  電  東  海  3
東 京 都・ サ ッポ ロ ビール  l
京 都 市 0日 本 新 薬 3

室 蘭 市・富 士 鉄 室 蘭 7

大 津 市 0東 洋 レ ー ヨ ン 3
浜 松 市・ 河 合 楽 器 4

北九州市 0八  幡  製  鉄  0
横 浜 市 0日 本 石 油 3

名古屋市・ マ ツ ダ オ ー ト 1
東 京 都・ 電 電 東 京 3

大 阪 市 0日 本 生 命 0

釜 石 市・ 富 士 鉄 釜 石 2

佐賀関町 0日 本 鉱 業 佐 賀 関  3

日
本
石
油

仙 台 市・ 電 電 東 北

丸 亀 市・ 大 倉 工 業

J‖ 崎 市・ 日本 コ ロム ビア

3位決定戦 東京都 4-1日 立市

(1回戦の大阪市・ 浜松市は 4-4、名古屋市・東京都は 6-6、
準決勝の浜松市 0日 立市は 4-4の 引き分け再試合 )
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◇最多優勝回数5 横浜市・日本石

油は第2ス 2Q3233回大会につづき

優勝して達成した。これまでは東京倶

藉 L大阪市・全鐘紡と4回で並んで

いた。

◇ 1試合 (9回)最多奪三振16横

浜市・日本石油の平松政次投手力fl回

戦の北九州市 八幡製鉄戦で記録した。

従来記録は第7回大会で大連実業団の

岩瀬五郎 (谷 口)投手が全横浜から奪

つた14三振、34年ぶりの更新だった。

なお延長戦では第29回大会に松山市

・丸善薇由の西五十六投手が2転
継投では第25回大会の大阪市・鋤

の平古場昭[二 河合貞雄 (住友金属か

ら補強)両投手で

“

こ振がある。

◇連続麻三振5 東京都・サッポロ

ピールの角谷隆投手カサ寸名古屋市・電

電東海戦でマーク。第26回、大昭和製

紙の山本投手が対千葉市 専売公神資

第36回に四国電力の自石投手カサ臨

都・電電東京戦で記録したのとタイ。

◇ 申卜初の代打サヨナラ本塁打

浜松市。日本楽器の東本方は選手は2

回戦の東京都・十T佼成会戦の同点で

迎えた9回、酒井投手に左翼席へ2ラ

ン本塁打を浴せサヨナラ勝ち。史上初

孵 。

◇400号本塁打 浜松市。日本楽

器の川島勝司内野手が準決勝の対日立

市。日立製作所との引き分け試合で松

井投手から言醜

中４３００‐５０‐００３‐００‐４‐３００３‐００‐４‐００００００００４００‐０１００‐０‐００００‐０００‐４２‐２〇一３４９５４４　　̈５６００　　　　　　ｍ
5安打完封、自らも一発

横浜市 。日本石油が若きエース平松の力投

で麟 した。

浜松市 。日本楽器の先発、左腕の伸子は疲

労もあってか、得意のカープが決まらず、速

球にも威力を欠いた。 1回横浜は先頭の幕田

が死求 渡辺のバントを仲子が二塁に悪送球

すると、広瀬が送って二・三塁。枝松の三ゴ

ロで幕田力渡り 、横浜らしいソツのない攻撃

で無安打の 1点 を先取した。

2回には平松が左翼席に本塁打、 3回にも

安打の広瀬を置いて枝松が左翼席上段に打ち

込み、着々と加点した。

平松は快速球と鋭いカープで浜松打線を抑

え、浜松は反撃の糸口がなかなかつかめなか

った。

若冠19歳も大会の襲 橋戸賞目輝いた日石・平松投手

やっと4回、川島が無死から左中間二塁打

したものの、期待の主軸打者力ヽ いずれも内

野ゴロにイ士止められた。さらに5回、 7回に

は先頭打者が安打を放った力ヽ 平松の力投に

ともに内野ゴロ佛臨

平松は浜松を5安打完封。堂々の優勝投手

となった。

「感激」・00日石の北崎監督
「平松もよかったし、打線も揃っていた」。

都市対抗申 卜最多の 5回 目の優勝を果たした

横浜市 。日本石油の北崎健二監督は静かに大

会を振りかえった。

北崎監督自身が選手で 2回、助監督で 1回、

そして今回と4回の優勝を味わい、次第に感

激がこみあげてきたのか「私は全く幸運な男

です。選手が本当によくやってくれた」と目

頭を熱 くした。

80イ ニング戦い抜き
2度目の出場で激間を乗り切り決勝に進出

したが「浜名湖に黒獅子旗を」の願いがむな

しかった浜松市。日本楽器の森口哲夫監督は

「いい勉強をさせてもらいました。大商足で

す」。 延長戦 4回、引き分け再試合2回。

あわせて8試合、80イ ニングを戦い抜いた日

本楽器チームは小野賞を受賞したが「これを

糧にまた頑張ります」とナインは晴れ晴れと

した表情で、最後まで好印象を残した。

浜松対日立。9回日立サヨナラの走者高畠、本塁噴死

わずか2回とはいえ強烈な印象
横浜市 。日本石油

平松政次投手

岡山東商から昭和41年に日本石油入社。新人

の37回大会で小野賞。38回大会は八幡から16

奪三振の新記録ミ 5試合に登板橋戸賞。優勝

の夜大洋入り。現解説渚。

この年は予選になっても調子が出なくて、

保田さん、三浦さんに助けてもらつた。それ

が大会になつて 1回戦の八幡製鉄戦でストレ

ートがよく伸びtおもしろいように三振をと

れて完封できた。いつぺんに自信が民つてき

た。とにかく捕手の広瀬さんのサインどおり

に投|ナていればよかつた。中盤でカープを少

し混ぜたカミ速球一本槍で押せた。16三振が

大会記録だったとは、あとで知らされた力ヽ

思いどおりのビッチングができた。

実は新人だつた前年、準決勝で熊谷組に本

塁打を打たれてサヨナラ敗けだつた。このと

きはれ 束労リヒ飾から、 栓恒影時会に全培勝 っ

てきたし、枝松さん、広瀬さん、幕田さん、

石山さんら、すごい顔ぶれが揃つていたので

当然優勝できると思っていた。それなのに敗

けて、私もそうだった力ヽ 先輩たちのショッ

クがすごく大きく、ことしこその思いが強か

った。

準々決勝の富士鉄室蘭戦だけは途中で交代

したが、1回戦から決勝までの 5試合に焼

3試合を完封して、42イ ニングで4は
無四球の成績を残せた。それも強力なパック

のお力ヽデ(19歳の私は力いつぱい投げれば

いい、だったからできたことだ。

高校時代から将来はプロ野球で投げること

を夢みていた私だが、同郷の建内野球部長幌

日本石油会長)力熱 いに入社を誘つてくださ

り、日本石油へおせわになつた。都市対抗野

球は、わずか2回出場しただけとはいえ、強

烈な思い出を残せた。

それだけでなく、日石での社会人の生活が

プロヨ騨Rその後の解説者としての私の人生

にどれだけ役に立つたこと力ち その意味でも

都市対抗と日本石油には感謝している。
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号
谷
二
間

１
熊

▽
時

口
＜
岡
２

出
号
村

▽

１

　

内

勤
務
勤
山

本

＞

三
村

▽
谷

▽
中

219

1回戦  (再試合)

][]1111li「
||||

占
小０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０

安
１
１
０
０
２
０
０
０
１
１
０
０

打
４
４
３
３
３
２
２
１
３
２
１
０

‐

戸
川
田
松
田
村
本
本
印
田
麟
藤

市
木
西
大
西
前
中
竹
岡
牟
篠
榊
伊

屋古名
⑨
④
０
０
０
０
０
６
②
①
Ｈ
ｌ

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

安

０

０

１

０

０

１

０

０

１

１

０

０

打

３

２

４

３

０

１

０

２

２

４

２

１

藤
野
田
口
井
田
田
屋
井
浦
山
Ⅲ

ｌ
加
北
西
川
石
原
浜
土
今
勝
杉
由

都京

　
　
９
　
　
　
　
　
　
３
　
　
７

束
③
④

Ｏ
③
６
Ｈ
Ｒ
⑨

Ｈ
⑤
⑥

Ｈ

1回戦

ン

０

０

ヨ

ー

３

＞

一
〇

０

器

レ

２

０

楽

洋

０

０

合

東

０
０
河

市
　
　
市

津
　
　
松

大
　
　
浜

▽二塁打 伊藤 (浜)中
村 (浜 )▽ 3時間11分

1回戦

Iiil]1[Iillll:

振球犠盗失残併
16001040
投 手 回  安責
後 藤 3% 53
平 野 4% 10
高 崎 1  00

【横浜市】   打安点

3 :[|‖
H  品 川 000
R7 和 田 000
③  五十住 300
H  片 柳 100
3  田 浦 000

8軍 縁 11:
3363

振球犠盗失残併
8402170
投 手 回  安責
平 松 9  30

▽本塁打 渡辺 1号 (後

藤)▽二塁打 広瀬 枝
松▽2時間10分

1回戦

０

×

＞

０
０
行

０
０
銀

＞
０
０
殖

学

０
０
拓

化
０
０
道

淵

０
０
海

鐘

０
６
北

市

　

市

砂
　
　
幌

高
　
　
札

ル
２
０

一

〇

０

＞

ビ
０
０
海

口
０
０
東

ポ

０
１
電

ツ

０

０

電

サ

４
２
＜

＜

０

０

市

都
　
　
屋

一示
　
　
古

東
　
　
名

０

×

＞

１
４
蘭

薬

１
０
室

新
１
０
鉄

本

０
０
士

日
０
０
宙

市
　
　
市

都
　
　
蘭

京
　
　
室

振球犠盗失残併
2010010
投 手 回  安貴

粘線 :後 1:
縄 田 3  20

1回戦

振球犠盗失残併
1211052
投 手 回  安責
長 縄 9  40

▽三塁打 出雲▽二塁
打 遠藤 坂口▽2時
間20分

点
１
０
０
１
１
０
０
２
０
１
０
０

安
０
０
０
２
１
１
０
２
０
２
０
０

打
４
５
３
４
３
２
２
４
０
３
１
２

野
山
藤

口
屋
田
川
浦

口
瀬
谷
藤

ｌ
北
杉
加
川
土
原
中
勝
黒
古
角
安

都京東
④
◎
◎
◎
◎
②
７
⑤
５
②
①

ｌ

打安点
422
521
500
531
521
520
300
000
100
000
200
220
000
210
000

1 大 隅 000
338

振球犠盗失残併
4231251
投 手 回  安貴
角 谷 3% 71
安 藤 5  71
大 隅  % 00

▽三塁打 川口▽二塁打
中村2 篠田 堀田
▽2時間58分

1回戦

振球犠盗失残併
4110190
投 手 回  安責
伊 藤 1% 44
篠 田 5%10
青 山 1  22
後 藤 1 10

:霙 |||

裏
2拿 4自 70安

責
騨 弊欝  暑雷: :l
搭 乗 ヮ% 言暮   

音 尾 3  00

潜
内目2 1:
塁奔
塁
栞田 笙業

号濃雷
田
LI三尋雷趙「▽ラ

時間32分

占

ハ
２

１

０

２

０

０

０

１

０

０

安

１

１

３

１

２

０

０

２

０

０

打

３

４

４

４

４

２

１

４

４

１



1回戦

?持々
奪:::1具 曇:::

1 大 田 100 H 原 田 000
⑤ 市 川 100 1 

奎 層 l::
畔 失残併     ④  内 藤 311
7 3 4 2 2 5 0                         34104

投 手 回  安責   振球犠盗失残併
佐 木々 6  62   3130191
河 端 0  00   投 手 回  安責大電2%41 

哲藤需
3魂

::

谷島 え藤99尋言露雰 径 署 :  ::

０

０

ア

０

２

ビ

＞

０
０
ム

業

０
０

ロ

エ
２
１

コ

倉

０
０
本

大

０
０
日

市
　
　
市

亀
　
　
崎

丸
　
　
川

０

×

＞

０

０

山

学

０

３

岡

化

０

０

レ

気

１

０

ラ

電
０
０
ク

町
　
　
市

海
　
　
山

青
　
　
岡

８

　

　

貴

２

３０

　

　

安

９

辮
８０
失
３
回
８

雌２３３０時期

2回戦

▽二塁打 望月 津田
岩下▽2時間21分

2回戦

[:[|[il〔]illll

吉 斎藤驚 l::
振球犠盗失残併     1  藤 津 000
4 3 3 1 0 7 2                       306 0
投 手 回  安責   振球犠盗失残併
簾 内 1% 10   4301060
松 井 7% 50   投 手 回  安責

林  3% 32
▽三塁打 松浦▽二塁打 大 櫃 3% 11
高畠▽2時間25分    藤 津 2  41

220

2回戦

[]]llillill:|:
京都

L 崎 IT↑
金  4

平 井 4

前 田 4

田 野 4

大 田 4

佐 藤 4

若 生 4

酒 井 0

⑥  大 石 320
349 1

振球犠盗失残併
9101260
投 手 回  安責
若 生 8% 82
酒 井  0/3 11

2回戦

9 奨渠:i:

8 押撃:::
H  米 倉 100
1  三 田 000

349 3
振球犠盗失残併
4003050
投 手 回
仲 子 7

三 田 2

塩

責
１
１

安
６
３
金

沢 景督▽う奪高品2(酒井)▽二塁打

[I[II[[[「
TTI I:

2回戦

][[111[]II:||:

振球犠盗失残併
5400060
投 手 回  安責
真 崎 5  54
音 尾 4  31

【
6古

屋
露巣邦 Ttti

9  藤 田 200
1  伊 藤 100
H  鈴木稔 000
R  神 谷 000
1  後 藤 000
H  浅 井 100

1 ]l:||
H9木 戸 200
②  牟田口 210
6  竹 本 110
①  篠 田 000
H9 榊原祐 200
H2 堀 田 210

3485

責

３

２

０

安

５

２

１

瑚

６ ０

失

１

回

３

４

２

蹄６３‐０時御晦解

藤
打
４６

つ
け
理
印

１
号
▽
２

川
１
藤

▽

西
井

工
敷

下
　
屋

打
＞
打
高

塁
崎
塁

本
真
三
梨

▽
＜

▽
吉
丞
″

2回戦

油

０
０
器

石
０
０
楽

本

０

０

合

日
０
０
河

市
　
　
市

浜
　
　
松

横
　
　
浜

【

1浜

市

: : |]|
H  柳 田 110
6  前 田 000
②  飯 田 312
7  和 田 100
③  五十住 200
H3田 浦 200

8章 縁 1::
3583

振球犠盗失残併
2203070
投 手 回  安責
平 松 9  30

３

　

％

％

１
回

　
５
２
１

１
手
見
畑
村
崎

‐２
投
里
広
野
岩

安責
23
30
30
00

▽二塁打 幕田
▽2時間22分

2回戦

][]|[ili「
キllll

振球犠盗失残併

責

０

安
４

０
回
９

１
手
屋

５
投
土

併

０

残

４

失

０

回

４

３

１

盗
０蹴４２‐時］脚購

安責
32
21
00

山

号

＜

味

１
号

五

分

本

１

　

８

谷
琳
勤
鯛

打
＞

二
２

塁
田
▽
▽

本
山
＞
田

▽
＜
田
峰

2回戦

illlli]II[ill:

岡
口
崎
村
野
田

責

３

安

５

併

０

残
５
　
％

失
０
回
８

盗
１蹴５２０時脚

41
41
31
40
41

【
ё
崎市
燃 査 :7i

H  本 田 100

%鱚 |||
H  宮 原 100
2  ヨヒ 田 000
H  保 垣 113

8 2暑 :::
H  戸 口 100

300

貯 譴 1萄 1:畠「
▽三塁打 原田▽二塁打
近藤徹▽2時間27分

1  近藤重 000
①  田 中 110
1  矢 野 000
H8原 田 210
④ 内 藤 200

3053
振球犠盗失残併
4211141
投 手 回  安責
田 中 3% 31
矢 野 1% 30
佐 伯 2  00
近藤重 2  00

振球犠盗失残併

占
小
０

０

０

０

１
０

０

２

０

０

安

０

１

０

０

２

０

０

１

１

０

打
４
４
２
１
３
０
３
２
３
３



準 決々勝

[|[|][[[[lilll

振球犠盗失残併
5211040
投 手 回  安責
仲 子 9  20

＞

２
０
蘭

油
１
０
室

石
０
１
鉄

本

０
０
士

日
４
０
富

市
　
　
市

浜
　
　
蘭

横
　
　
室

占

小
０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

１

１

２

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

打

４

４

４

４

４

２

２

２

２

２

１

０

１

０

１

０

敷
木
田
津
梨
田
野
倉
村
藤
井
崎
中
田
井
貝

ｌ
龍
高
梅
島
高
須
佐
朝
田
工
阿
真
田
斎
下
須

市舗
⑤
０
０
③③
⑨
Ｈ⑤
Ｈ②
Ｈ①
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ

準 決々勝

]]]|:i]]illlll

安貴
12
62
00

所
０
０
山

作

４
０
岡

製

３

０

レ

立

５
０
ラ

日

０

０

ク

市
　
　
市

立
　
　
山

日
　
　
岡

準々決勝

振球犠盗失残併
5620091
投 手 回  安責
村 井 4  40
高 橋 3  00
松 井 2  10

塁奔塁筈畠 た占
号善総ヮリ犀属霊雰 

高畠▽二

準決勝

【
§1市L 鼻 ITi
S 欝目:::
H8和 田 100

0夢I:||

86岳 詈!||

3 誉重|||
1  外 山 000
H  高 原 100

振球犠盗失残併
6401472
投 手 回  安貴
松 岡 2  32
山 南 2  52
外 山 1  51
三 好 4  20

[I11:]][lllllll
占

ヽ
１

０

１

０

０

１

０

１

０

０

０

安

１

２

２

０

２

１

１

２

０

０

１

打

４

５

４

２

５

６

６

６

２

１

１

田
桐
藤
本
田
野
沢
島
子
橋
田

ｌ
山
片
加
東
合
中
塩
川
仲
高

三

市漱
⑦
④
⑨
９③
⑤③
Ｏ
①
ｌ
ｌ

打安点
630
610
640
512
532
520
520
200
100
200
110
100

H
2

①
H1  岡 部 200

②  細 川 200
H  三 原 110
R  神 谷 000

振球犠盗失残併
73130101

責

３

０

安
８
５

辮
‐３‐

失
３
回
４
９

盗
０蹴９５２時＝樹投 手 回  安責

仲 子 4% 102
高 橋 1% 20
三 田 2% 32

量
奮
景11筆量1盲1賞oi意言li三

螢券)鼎

準決勝東京
II:i[]|lllll

【
01都

L 永 りT↑

] [||||9 購目:::

98岩 曇:::
⑥  岡 田 100
百8蕩 島 200
1  飯 田 000

責

１

０

０

安

４

０

０

併
０

残
４
　
　
％
％

失
０
回
７

盗
０蹴５００時華向価

▽二塁打 五味▽2時
間9分

準決勝 (再試合)

肺
００
００
姉

浜
　
　
日

【も松市嵩 本 :常i
5  塩 沢 200

9 契尋:::

9 高輛:::

賣

０

０

０

安

５

１

２

振球犠盗失残併
63022100
投 手 回  安責
松 井 10 71

:9:詈Ii言
會号大

3位決定戦

li]|[il[『
キllll
【
0京

都
営 霜 17i

9  富 永 000
031會 :||

町]:薫

責
２
１
１
号
二

責

１

０

安

４

１

瑚

２ ０

　

％

％

失

０

回

６

２

蹄

４ ‐ ２ ０

時

壊

情

船
１８

＞
間

橋
時

高
２

＜

▽

号

黒
１
小

岡福

田

＞

山

内簾

打

＜

塁

5回目の確 輝く日極 J睛 ― lこ行進
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Ｔ
『雲
酔
ｒ
法糀
罪
押

鷲
鬱
暴
騒
罹
嘉
鯰

(日 本

撫
は蕪鋒一一牌一一一牌一一一一一一

大
大
工
大
晨
大
商
高
大
大
高
大
大
大
大
大
高
大
高
高
商
大
大
大
大
大

市

　

田
戸
輝

浜
　

″
年

エ

早
専
秋
慶
水
早
岡
八
法
専
横
法
早
立
専
慶
高
早
日
法
浜
慶
立
芝
慶
早

高
大
大
大
高
大
院
大
高
院
高
高
院
高
高
商
口
高
大
高
大
国
商
高
大

都

撃剌

霊
絆
霧
田轟
位鸞
諄橋羨

￥
〓

大
大
高
大
大
大
高
エ
エ
高
高

工
商
大
大
高

工
高
商
大
大
大
大
愛

エ

畑

澤

漏

幾

師

井
　

綱
些

Ψ

知

轟

州

立
駒
戸
専
芝
東
北
九
九
都
八
九
福
早
早
今
九
農
岡
芝
愛
立
名
千
九

回一嚇̈攀̈一］一］一̈̈］い『摯』一
大
大
高
高
商
高
大
園
商
エ
エ

大
大
院
大
大
工
高
商

工
大

工
大
商
高
大

』
轟

練

畔
智

脚

　

響
　

納
Ｔ

葉

倉

露

立
慶
高

三
千
沼
慶
Ｐ
和
小
和

中
慶
作
日
農
宇
銚
仙
千
立
小
慶
和
演
明

竜
崚政一理
確
鶴
縦
簑
筆
鰤
観
虚徹崚蹄

釜  石
(富士鉄釜石

泉
(電電東京)

東
＜+}'y,j-ip U-/t,)

不日
(本田技研 )

(日 本楽器)

ム
ロ

(電電東北)

不ロ
(日 本通運 )

推薦 口東京都 仙

士叩ａ一一一一一一一一』一一一一一』蹄一一大盤編大［　　青叩　』朧爛』墓岬̈̈
一

日
慶
東
北
日
中
　
　
　
　
　
　

りヽ

興
苫
砂
石
天
室
室
佐
留

水
宙

霧
範
懸
鶴
鰯
卜
電
翻
膨

商
高
大
高
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第39回大会輝堺辮lJttWe麟園腸

推薦横浜市 0日  本  石  油

岡 山 市・ ク ラ レ 岡 山

室 蘭 市・富 士 鉄 室 蘭

名古屋市・三菱重工名古屋

富 士 市・大 昭 和 製 紙

名古屋市・ 電 電  東 海

横須賀市・ 日 産 自 動 車

高 知 市・高 知 相 互 銀 行

東 京 都・電 電 東 京

大 阪 市・ 日 本 生 命

浜 松 市・河 合 楽 器

京 都 市・ 日 本 新 薬

日 立 市・ 日 本 鉱 業 日 立

大 津 市・東 洋 レ ー ヨ ン

川 崎 市・ い す ゞ 自 動 車

大 阪 市・ 日 本 熱 学

東 京 都・ リッカ… ミシ ン

北九州市・八 幡  製 鉄

釜 石 市・富 士 鉄 釜 石

高 砂 市・鐘 淵 化 学

青 海 町・電 気 化 学

倉 敷 市・三 菱 重 工 水 島

横 浜 市 0日 本 鋼 管

奎ξ霞I軍  
濃谷  君

神 戸 市 OJヽ 西 酒 造
~

札 幌 市・北海道拓茫 鍍行
´́́

熊 本 市・電 電 九 州

盛 岡 市・盛 岡 鉄 道 局

姫 路 市・富 士 鉄 広 畑

浦 和 市・ 日 本 通 運
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(1回戦の大阪市・浜松市は 0-0、 高砂市 0青海町は 2-2
の引き分け再試合 )

実力均衡、14試合が 1点差

「本命なき黒獅子旗争い」の前評判通り、

1回戦から接戦と波乱の連続。決勝は伏兵同

士、女EIM市 。富士鉄広畑と浜松市 。河合楽器

の対戦となった。ともに決勝初進出だったバ

姫路力斗螂 年男、岡田光雄両投手の好継投と、

バ ソヽクの堅い守りで初優勝を果たした。兵庫

県勢としては、第 6回大会の全神戸以来、実

に36年ぶり2度 目の栄冠だった。

強いとみられていた浦和市 。日本通運は1臣

路に延長11回逆転負けを喫し、大阪市 。日本

生命も、浜松に引き分け再試合の末、敗れと

もに1回戦で姿を消した。大阪は橋戸賞男の

小弓場 入 浜松は4回からリリーフの松井副

武両投手が譲らぬ投球で14回、 0-0の引き

分け。引き分け再試合はこれまでも数々あっ

た力ヽ ともに無得点の引き分けは史上初であ

った。 2日 後の再試合では浜松力Ⅵ 弓ヽ場投手

を打ち崩した。

初戦で強豪を破った姫路と浜松はすっかり

波に乗り、姫路では4試合に登板、被安打22、

防御率 0・ 67の快投を演し、橋戸賞に輝いた

神部投手の力投が大きかった。

浜松は風雲児ぶりを発揮t試合ごとに大会

史に残るドラマを産み続けた。 2回戦の東京

都 。電電東京戦も初戦に続き延覗 10回一

殖商塁に代嗣「・岩本紘報 手が中犠飛を打ち

あ|ム 深夜の勝ち名乗り。前年優勝の日本石

油との準決勝は、文字通り歴史に残る「でき

ごと」だった。

浜松が3-1と リードした 8回、日本石油

は一死一塁に秋元国武一塁手が0-2か らの

好球を左翼席中段に「同点本塁打」した。と

ころ力ヽ 浜松は「秋元は二塁を踏まなかった」

とプレー再開後ポールを二塁につけてアピー

ル。一塁塁審が右手を高くあげ「アウト」を

宣告した。日本石油・北崎健二監督は幅

選手はベンチを引きあI六 あわや放棄試合と

なりかけたが、大会本部の説得に日本石,師則

力潮7才Ц

“

分間中断のあと再開された。結局

浜松市が 1点差で逃げ切った力ヽ 決勝戦では

数多いチャンスをつくりながら堅い姫路の守

りにホームを踏むことができず、 1点に泣い

た。

久慈賞は25打数10安打と打ちまくった浜松

の 4番打者・堀内嗣郎一塁手が受賞、小野賞

は4試合で防御率 0・ 56をマークした北九州

市・八幡製鉄の後藤晃吾投手に贈られた。

接戦が多く1点差ゲームが14試合もあり、投

手の健闘もあって、 1-0の試合が 5ゲーム

もあった。

!識のなかベスト8に進出したのは、姫路

浜松のほか、横浜、北刃 ‖ヽ、富士、川崎、高

砂と東京。社会人球界の全国レベルの接近を

証明する大会でもあった。
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姫路市 (富士鉄広畑)

0001000
0000000

浜松市 (河合楽器)

堅い守り、姫路逃げ切る

渕勝らしいスリルに富んだ攻防を展開した

力ヽ 姫路市“富士鉄広畑力斗螂 、岡田の好リ

レーと堅い守りで 1点 を守り切つた。

姫路は左腕の神部、浜松市 。河合楽器は広

畑と、ともに準決勝を体養した投手をたて必

勝を期 した。

浜松は2回、先頭の堀内が左翼線二塁打、

捕逸で三進 し、絶好の先制機をつくった。続

く川島の当りは左翼への飛球。一瞬スタート

をちゅうちょした堀内。本塁を突いたカミ 左

翼手・三本すからノーバウンドのバ ソヽクホーム

に刺された。

姫路は4回、小玉が三ゴロ失で出塁、加藤

の三遊間安打と土井の巧みなバント安打で無

死 商塁とした。浜松は切 り木L松井を投入し

たが、青井は左中間に飛球を打ちあげた。浅

い当たりではあつた力ヽ イヽ玉は猛然と本塁に

突入、先取点を奪った。走塁と守りが先制の

明暗をわけた。

神部は速球とカープを使い、尻上がりの好

投をみせた。しかし浜松は終盤に猛坂澤ζ 7

回は四球の中尾カシ ンヾトと溶畢で一死二塁。

堀内の当りは中前にポトリと落ちたが中尾の

スタートが遅れ、中堅手・福本の好返球にタ

ッチアウト。 8回 も先頭の岩本が二塁打 した

がリリーフの岡田に後続を断たな  9回の一

死二塁も実らず、 1点に泣いた。

それにしても投手を盛り立てた姫路の守り

はすばらしかった。

合併直前の主導権争い

大会 3日 目の第 1試合、釜石市・富―
石対北刃 ‖ヽ市・八幡製鉄戦は、会社合併を控

えた “いいなづけ"同士の戦い。和気あいあ

いのムードと思いきや、両軍ベンチはもとよ

り、応援席まで骨肉の争いのような必死の形

相。ネット裏では「合併後の主導権争いがあ

るから、互いに負けられないんだ」などうる

さいこと。試合は熱い闘いを展開、八幡製鉄

が有田外野手の2ラ ンと後藤投手の好投で 3

-0で勝ち上がった。

◇無得点引き分け試合 1回間の大

阪市。日本生命対浜松市・河合楽器戦

は、大阪市・小弓場保投手、浜松市・

菊池健泰、松井副武投手の投げ合い0
延長14回 0-0の まま引き分けとなっ

た。両チーム無得点の引き分け再試合

は史上初。

◇満塁本塁打 開幕戦の推薦 。日本

石油 (横浜市)対岡山市・クラレ岡山

戦で日本石油の杉村賢三外野手が2回

に認説 史上9本目。

応援合戦にビックリ

優勝チームは十月末に馴 ‖ヽに遠征するカミ

剥 '‖野球協会のロバート・プラック主事が来

日して勲工 にヽ騨 した。。

遠征計画の打ち合わせと、日本の社会人球

界のレベルを視察するため来日したものだ

が、スタンドで繰 り広げられる華やかな応援

合戦にはビックリした顔で「こんな楽しいゲ

ームは世界中で日本だけでしょう」と語り、

日本の技術にも目を見張り「劇 '‖ はこれから

アジア野球連盟に加入する方針だが日本から

多くのことを学びたい」。

大会第 1号は滴塁弾
大会第 1日 の開幕試合、推薦の日本石油対

岡山市 。クラレ岡山戦で日石 。杉村左翼手が

2回 に大会 1号本塁打を満塁で言詠 日石が

8-0と リードした。しかしこの直後から激

しい雨が降り初め、再開の予測がつかないま

今でも頭に旅館の天丼の模様

姫路市。富士鉄広畑

神部年男投手

兵庫・高砂高から三菱製紙を経て富士鉄広

畑に入礼 4試合に登板して橋戸賞。準硬式

出身の異色投手。近鉄、ヤクルトを経て現在

近鉄投手コーチ。

前の年に肩をこわしたうえ、ビールス性の

急性肝炎にかかつてしまつた。そのせいか、

炎天下で投げると、ひどく疲オι 吐き気もし

て苦しかったことを覚えている。

試合中もベンチに戻ると氷水で冷やした

り、頭から水をかぶつたりの連続だった。

夜も暑くてよく寝れなかつた気がする。で

も決勝のときは、 準決勝を松下電器から補強

の岡田光雄投手が完投してくれて、 1日休め

たので楽だつた。

前の晩、萩原達夫監督が「オイ、カンガル

ーが待っているぜ」と、優勝すると豪州遠征

にいけるのを、ジョークに託してリラックス

させてくれた。

第37回大会で、ボクは住友翻同に補強され

準決肱 決勝を投げた経験があるので、それ

ほど緊張はなかつたカミ寝床に入つてからむ

こうのメンバーを頭に描いて天丼を見ながら

攻め方を考えた。宿舎だつた更新館の天丼の

模様がいまでも頭に浮かんでくる。

「やつてやる」の気分が充実していたし、松

下から補強の選手が実によくやつてくれた。

一塁手力功口藤秀司、中堅手が福本豊。センタ

ーに飛べは スタンドに放り込まれない限り

捕ってくれたのだからずいぶん助かつた。

河合楽器と1-0の試合だつたが投手戦だ

つた印象が残つている。広畑はチームワーク

●勝った。

橋戸賞受賞など夢にも思わなかつたので感

激でした。受賞した方々は社会人球界のエリ

ートばかり。その中に自分0艦前があるのを

見ると感慨深いものがある。

なにしろ準硬式出身で都市対抗そのもの

力ヽ 地から星を仰ぎ見る感じでしたから。い

ままでも野球の仕事ができるのは都市対抗の

おかげです。

決勝L堀内の当りで中尾ホームを突くがタッチアウト

硼 を果たし睛 榊 」励
～=周

…
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ま中断。日石側は「夜まで待っても続けよう」

岡山側は「このまま流れて再試合を」の願い

で空を見あげていたが、 1時間10分の中断の

あと再開。史上 9人 目の満塁本塁打を放った

ゆ にヽとっては、危う〈快記録を雨●充され

るところだった。

ルーキーあわや完全試合
ひときわ光る活躍をみせたのが早大から横

浜市 。日本鋼管に入社した22歳のルーキー・

高橋直樹投手。 1回戦の倉敷市・三菱重工水

島戦は6回 を終わって走者なし。「完全試合

か」と史上 2人 日の快挙がささやかれたが、

7回先頭の本常治雄選手に右前打され大記録

は逸した。それでも被安打はこれ 1本だけで、

横浜が 1-0の勝ち。

早大時代は同僚の三輪田勝利投手のカグに

かくれ目立たなかったが社会人になって急成

長。抜群の制球力を生かし、ていねいなピッ

チングで大器晩成型エースとなった。

[][1サ!III「
Til

!匝贈戯 1回戦

名古屋市
0

1

横須賀市

０

×

＞

０

０

車

海
０
１
動

東

０
０
自

電
０
０
産

電
０
１
日

枷
幕
渡
枝
秋
杉
広
石
平
〓

田
辺
松
九
村
瀬
山
位

0

振球犠盗失残併
3421061
投 手 回  安責
三 浦 9  50

▽本塁打 杉村 1号④
(山南)▽三塁打 石山
▽二塁打 幕田 井上
門田▽2時間32分

1回戦

H  安 り|1 100
6  池 田 000
②  片 岡 200
H  矢野忠 100

手謙
430
420
512
301
414
500
410
421

【

]古

屋

:】 [ :]|
3  金 森 200
⑤  渡辺紳 300

田

田

市
杉
大

須

　

　

　

　

　

４

横

０

０

０

⑨

Ｈ

③

３

④

Ｈ

９

仲
元 田
岩 下
佐藤弘
竹 井
中 井
鈴 木
入 山

打安点
410
431
420
100
100
200
110
200
100
000

2  山 越 000
①  外 山 000
1  山 南 200
H  阿 曾 100
1  斎 藤 000藤 0

⑤  井 上 310

§ 帯竃 :||
2  牟田口 000
①  青 山 100
1  井 上 100
H  野 崎 100
1  伊 藤 000

8宗藤景:::
29102

５

　

　

責

５

３

０

３ ‐

　

　

安

５

５

０

併

０

残
４
　
％
％

失

１

回

１

６

１

盗
０

琳
００
手
山
南
藤

振
３
投
外
山
斎

2710  振球犠盗失残併
振球犠盗失残併     3314060
H411150     投 手 回  安責
投 手 回  安責   小 沢 9  10
青 山 2  61
井 上 5  41
伊 藤 1  00
▽本塁打 大田 1号 (青山)▽二塁打 藤田 杉
田▽2時間23分

1回戦

]]]|][[]][ill

[][11[]][ii「
|

【
§
古屋

I】 果 TTi
H  堀 田 100

3社 ‖
①  神 吉 21
H  薗 田 10
1  篠 田 00

振球犠盗失残併
4000030
投 手 回  安責
神 吉 7  32
篠 田 1  10

1  篠 田 000
⑨  武 田 300

3151

市
　
安
加
小
清
三
中
今
堀
中
村
論

萩
三

±
　
　
　
　
３
　
　
　
　
２

富
④
◎
Ｏ
③
Ｈ
②
０
０
②
Ｈ
２
①
Ｈ
ｌ

谷
藤
藤
淵
沢
原
根
村
尾
道
上
田
原
田

【高知市】   打安点

8為 目:::
H  久 保 000
R  池 内 000
2  浜田忠 000
2  浜田- 100

H  小 原 000
1  北 岡 000
1  刈 谷 000

3032

都
　
福
村
木
五
石
峰
大
谷
石
小
後
渋
鈴
飯
伊

工泉
　
　
５
　
　
　
　
　
９
９
　
　
　
　
４

陳
⑧
⑨
Ｈ
③
②
７
②
ｌ
⑤
Ｈ
④
Ｈ
Ｈ
⑥
６
①

永
岡
山
暮
味
鍋
田
原
本
井
黒
藤
谷
木
塚
藤

占
小１
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０

安
３
０
１
１
０
０
０
０
２
１
０
０
０
０
２
０

打
４
２
２
４
３
０
３
１
２
１
３
０
１
０
４
１

00
10
10
10 2 大 野 100

32104
振球犠盗失残併
2311040
投 手 回

一２６４　
　
蟻
３‐
２０
村

責

４

０

０

号

安

９

１

０

１
分

離
５０　
　
％
％
獣
削

離１‐‐『日岡谷劉嗜

球
３
　
　
　
　
本
山

振
４
投
前
北
刈
▽
村

責

２

０

２

安
３
０
本

併
０
　
　
　
谷

残
６
　
％
％

失
１
回
６
２
打

朧２‐２手藤原▽二塁

振

４
投

伊

大

＞田前

三輪田 6
三 田 3

時裔暑雰 
今村1号② (神吉)▼三塁打

滅
』
層
轟

同点、と思われた日本石由・秋元の本塁打は `幻'に
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1回戦

大阪市 (日 本生命)

00000000000000
00000000000000
浜松市 (河合楽器 )

10
00
10
10
00
00
00
00
00
20

―
失残併

6302170

塔 露 7o/6 '7
松 井 11  30
堀内▽3時間51分

占

小
０

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

１

０

０

１

２

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

打

４

２

１

４

３

３

２

１

３

０

１

１

０

１

０

１

‐制］畷制時脚紳絲脚制′Ｊヽ林科韓椰脚赫

市賊
⑥
③
Ｈ③
◎
②
④
４
⑤
①
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
ｌ②

Ｏ

Ｘ

＞

・ｏ

ｏ

立
１
０

日

０

１

＞

業

０

０

薬

鉱
１
０
新

本
０
４
本

日
０
０
日

市

　

市

立
　
　
都

日
　
　
一泉

車

０
０

ン

動

１
０

ヨ

自

２
１

¨

ゞ
０
０

レ

す

０

０

洋

い
０
０
東

市
　
　
市

崎
　
　
津

川
　
　
大

打安点
20
41
11
10
22

300
412
420
300

振球犠盗失残併
7311092
投 手 回  安貴
藤 崎 6  42
増 田 3  10

遼 ]:(1富 :雷
松浦 (日 )▽ 2時間53

分

1回戦

振球犠盗失残併
37511100
投 手 回  安責
佐 伯 7  41
近藤重 2  00

▽三塁打 小森▽二塁打
稲垣▽2時間42分

【
含
飾
な早Iii

6  田 口 000

り言[|||
:!I III
I軋 単|

[〒I帯:う

常言春滝 口 1  10
沖  0  00

前 田 1% 00

振球犠盗失残併
7110251
投 手 回  安責

0二重打‐佐藤31塁打

1回戦

辮
３０　
％
　
　
％

失
０
回
１
１
３
１
１

躁５３０‐時制嚇樹毒脚

1回戦

Ｏ

Ｘ

＞

０

１

ン

０
０
シ

学

０
０

¨

熱

０
３
カ

本

０
０

ツ

日
０
０
リ

市
　
　
都

阪
　
　
一示

大
　
　
東

‐蜘制織嚇岸脚紳赫継嗣椰森椰

櫛Ｓ
ｒ
肝
♂
♂

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

安

０

０

０

２

０

２

０

０

０

２

０

０

１

打

３

１

０

４

０

４

４

０

２

２

２

２

２

H  酒 井 110

6 1護 l::

振球犠盗失残併
1100171
投 手 回  安責
佐 田 5%51
吉 村 3% 50? 衡奮:::

H  角 谷 100

振球犠盗失残併
6102290

苫 言 早% 11  こ言i者奎‖異) 
井

1回戦

i[]11lli[llll:
師
③
ｏ
②
②
０
０
０
０
‐
⑥

市】 打安点 【北九州市】  打安点

89参 者1::
410
420
400
300
310
210
300
300
000
200 3  生 山 000

711111振球犠盗失残併
2010030
投 手 回  安責
山 田 7% 93
伊 東  %10

1回戦

Ю１
分

田
５８

有
間時

打

１

塁

▽

本

添
▽
宮

策
５０継

辮
７０
　
打

鉄
‐０回
９
理

朧
２３手
藤
”

振
３投
後
岬

学

０
１
学

化
０
０
化

気

０
０
淵

電
０
０
鐘

町

１

１

市

海
０
０
砂

青

１

０

高

振球犠盗失残併
3131171
投 手 回  安責
望 月 16  82

▽本塁打 宮地 1号 (望

暴楽
▽
蓉量93耳日発分

【
骨
砂市
営
村
Il][

8  小野田 100

脱E::il
駕香言:||

早 業早|||
H  千 家 100
1  藤 原 000

振球犠盗失残併
69200112
投 手 回  安責
縄 田 2% 62
松 下  % 00
藤 原 1  00
中村征 12  40

沢

ロ

1回戦

Ｏ

Ｘ

島

０

０

水
０
０
＞

工
０
１
管

重

０
０
鋼

菱
０
０
本

三
〇
０
日

市
　
　
市

敷
　
　
浜

倉
　
　
横

振球犠盗失残併
6130040
投 手 回  安貴
高 橋 9  10
▽二塁打 宇賀山 野
村 ▽2時間10分

振球犠盗失残併
8001011
投 手 回  安責
松 岡 8  51

1回戦

器
０
０
命

楽

０
０
生

合

０

０

本

河
０
０
日

市
　
　
市

松
　
　
阪

浜
　
　
大

振球犠盗失残併
1020131
投 手 回  安責
広 畑 3  50
松 井 6 41

▽三塁打 佐藤▽二塁打
堀内▽2時間42分

0

][]|[i[ill:|||
垣
関
山

祠
珠
横
梶
阿
坪

矩
０
０
⑤
◎
⑨
④
⑤
②
Ｈ
２
①
Ｈ

振球犠盗失残併
6103152
投 手 回  安責

香賢1 1:

振球犠盗失残併
6302040
投 手 回  安責
藤 津 9  40

▽三塁打 西田 柴垣
▽2時間34分

1回戦 (再試合)

占

ハ
０

０
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２

０
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０

安

１
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１

２

１
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打
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４

３

１

２
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1回戦

熊本市 (電電九州)

盛岡市lllllttlllll

振球犠盗失残併
9202130
投 手 回  安責
伊 達 7  31
秋 葉 1  10

1回戦

振球犠盗失残併
5200040
投 手 回  安責
泉 沢 9  10

▽二塁打 黒田
▽1時間57分

畑

０
１
＞

広

０
０
運

鉄

０
０
通

±
０
０
本

宮

０
０
日

市
　
　
市

路
　
　
和

姫
　
　
浦

!回戦 (再試合)

][[|[II]|||||:

振球犠盗失残併
5100231
投 手 回  安責
岡 本 1% 42
藤 原 1%20
松 下 1  10
中村征 1  11
柏 木 4  31

【
6海

町
ね 沢 lTi

H  石 部 111
R  渡辺篤 000
④  尼 崎 410
4  江 崎 000
H  奥 村 100

0冒 容:||
1  美 川 000
1  鈴 田 000

ξ讐辺旱:||
1  三 輪 000
H  西 田 110
R  矢 野 000
⑨  加 藤 210
H  植 村 100
⑥  小笠原 211
2  井 口 100

32114
振球犠盗失残併
2420061
投 手 回  安貴
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振球犠盗失残併
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投 手 回  安責
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江 口 1  10
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229

準々決勝

畑
０
０

広

０
０
＞

鉄

０
０
組

±
１
０
谷

富

１
０
熊

市
　
　
都

路
　
　
一泉

姫
　
　
東

①  神 部 300

振球犠盗失残併
2211060
投 手 回
神 部 7%
岡 田 l1/3

▽二塁打 小西▽2時間44分

準決勝

1   林  000
H  神 野 100
1  大 櫃 000

294 1

占
小０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
０
０
３
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

打
３
２
４
４
４
２
１
３
１
３
１
０
０

崎
　
田
本
西
藤
田
瀬
野
田
津
越
帖

ｌ
川

後
古
山
小
伊
原
古
牧
西
藤
大
依

都蒻

０

只

Ж

Ｘ

と

漁

②

Ｕ

Ｏ

ｏ

Ｈ

Ｒ

点

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

１

０

安

０

２

２

１

１

０

０

０

０

０

１

１

０

打

４

４

４

４

４

１

１

０

０

０

４

２

１

本
村
玉
藤
井
井
江
崎
木
永
松
口
田

ｌ
福
三
小
加
土
青
鈴
汐
柏
門
久
山
吉

市鵬
③
０
０
０
０
⑨
９
Ｈ
Ｒ
ｌ
９
∪２

掏

２

１

３

１

０

４

４

３

２

３

０

２

１

１

０

０

０

０

０

TT 裏
5皐 0占 60安

責
00   藤 津 6  82

林  2  00
大 橿 1  00

[〔[11[i「ilill:

畑
０
０
鉄

広

０
０
製

鉄
１
０
幡

±
０
〇
八

宙

０

０

＜

＜

０

０

市

市
　
　
州

路
　
　
九

姫
　
　
北

州れ
⑨
Ｈ⑥
Ｈ

【

雰 確 11ii
8 繊需:::
H3加 藤 521

§ 本 1111
H5村 浜 112

9 企 業 :::
9  鈴 江 000
H  汐 崎 110
9  門 永 000

8高 目 1::

Ｒ

③

②

④

⑤

③

⑦

７

Ｈ

①

Ｈ

Ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

市
山
生
民
村
有
有
瀬
宮
松
戸

形
山
谷
尾
働
田
藤
添
川
田
島
間
賀
藤
村

3594
蹴 鉄 辮
5413081
投 手 回  安責
岡 田 9  40

▽三塁打 小玉▽二塁打
福本 汐崎▽2時間41分

振球犠盗失残併
6120241
投 手 回  安責

讐 鷲 8 1:
上 原 1% 32
米 村 1% 21



泉
(電電東京)

東  京  都
(リ ッカー ミシン)

泉
(熊谷組)

(い す ゞ自動車)

路
瑯

女臣

″

″

〃
″

″

″

″

〃

横浜
柘(日 油 )

高
高
丘
高
大
高
高
大

工
院
高
高
大
大
大
商
大
大
大
大
高
大
大
高
高
大

北
島
雌
鍋
　
議
州
　
脚
絆
門
れ
　
れ
刹
戸
　
　
　
　
星
剌
剌
鍋
岡

洛
都
別
高
日
米
霞
日
和
作
鳴
小
亜
芝
神
水
日
日
中
法
海
神
神
高
富
明

大
高
大
大
大
高
高
大
高

工
大
大
大
高

工
大
大
高
大
大
大
大
高
高
商

畑
　
洋
知
沼
練
知

代．
州
　
　
　
師
州
谷
鋤
」
業

工
　
商
載
〓
呻

立
戸
専
東
愛
佐
沼
愛
人
九
慶
早
早
今
九
竜
意
岡
農
芝
立
名
千
農
和

高
高

工
大
高
大
大
高
高
大
大
大
大
商
商
大
工
商
大
大
大
大
大
大
高
大

癬
好
抑
鉤
瓢
鰤
憲
同轟
中

蹴
鬱
覇

判̈
踊

霧̈

影̈
轟

一日大．高一一一一̈一̈一一一一一一一̈一横浜．高一一̈一一一一

曲堀
難
羅
鵬
粥
忠．２邸
徹脇
嘱
修
鵬
謡
盤

大
大
高
高
大
高
農
高
高
高
商
大
大
高
大
高
大
高
工
大
大
高
高
大
大
大

慶
明

評

響

証

纂

¨
慶

勢

繁

法
早

『
［

早
一
中

櫛”邸穆“〕̈
舶蜘̈
一帥̈
］̈̈
「〕『師”̈
“̈
】地̈

浦
佃

靡
監
投

″
″
″
〃
〃
″
″
捕

″

″
〃
内

″
″
″
″
″
″
外

〃
″
″
″
〃

蘭＞
市
鑢
癬
騨
囃
麟
昴
彙

中̈一̈̈̈
一一̈一一̈一一̈̈̈
一̈一̈一̈̈̈
一̈

大
大

工
農
大
高
高
大
高
商
高
大
大
高
大
大
大
大
商
高
大
大
大
商
商
エ

田
戸
　
棘
知
　
輌

浜．
浜
　
　
撃
　
　
　
　
」
」
　
　
工
松

浜．
柿

早
専
秋
水
早
千
高
専
早
横
横
法
早
日
立
早
専
法
岡
法
慶
専
芝
浜
横
柳

曽
日

幌
海道拓殖銀

本L

¨̈
“̈̈
“敬．２３卵】̈
諮』】中̈
“陣臼懃塾̈
呻̈
］̈脚

室

浜
(日 本鋼管 )

大
大
高
大
高
高
高
大
大
商

工
商
大
高
大
大
商
高
商
高
高
大
大
高
高
大

記

諭

翼

熊 本 一鮮

明
慶

賊

瓢

零

″
″

″
″

″
″
捕

″

″

″
内

〃

″

″

″

″

〃

″

″

″
″

″
″

〃
″

″
外

″

″

〃

〃

大
商
院
商
大
高
高
大
大

工
院
高
大
大
高
高
高
大
高
高
大
院
農
大
工
高

＋ｍ
〓

り
立時
中
¨

明
審
】明

明
］
”
白

明
中
』
¨
［
〔
一
』

法
中
¨
¨
［
」
　
　
・古
‐‐Ｊ

ニユ
麟本(日

日市
つ

大
大
大
大
商
商
大
商
大
高
大
高
大
大
大
大
大

工
商
大
大
大
大
大
大
高

津
京
　
津
　
¨
　
海
　
　
　
京
洋
館
井

　

　

　

京
　
海

禾ロ

″

″

〃

″
″
捕

″

″

″
内

″

″

″
″

″

〃
″
外

″

″
″

〃
″

230



大
高
高
高
高
大
高
高
高
大
高
大
大
高
高
高
大

高
高
高
高
高

・宙
‐‐Ｊ

〔
υ
法

［
［
］
］
幸
［
［
［
¨
拳

近
近

］
［
［
」

馨
［
］
¨
［

』
大醤
螂̈
癬
羅
大膀
難

早
八
大
明
八
西
国
折
小
若
津
久
唐
久
京
戸
八
立
大
鎌
八
鹿
幡
宮
小
京

呻趨協『̈̈
一̈̈硼一一̈̈
一̈̈
〕鰯
網

闘羮

房

賽

¨

熊
本
指
佐
本
鹿
博
豊
川
鳥
大
豊
鹿
海
東
博
門
土
鎮
竜
鹿
照
博
柳
築

一磁炒脚卿鼎翡赫師赫̈
帥一】］い一続商̈
良二２．一］″

大
国
大
高
商
高
高
高
大
高
大
商
高
大
大

工
大
大
大
大
高
大
大
商
大
高

一
南
叩

　
　

関
一

専
幸

′Ｊ、 倉
［
嘩
［

明
中
一
同
時
畔
崚
疇

早
明
関

【
一

関
早

¨
早

摯

・山
円

¨
”
鞭
轟
¨
“
¨

祥 二２。
脚
鉤
“
師
Ｍ

抑
一
】
¨
鰤

細
超

』
黎
¨
］
“
物

“
¨

大
高
高
高
大
商
高
高
大
大
高
大
商
大
大
大
高
高
園
商
大
大
大
大
高
大

学
本
磨
』
　
島
本
重
　
　
南
　
島
　
　
　
順
鍋
畔
和
学
　
　
命
岡

北 九 州 市

監
投

″
″
″
″
″
捕

″
″
内

″
″
〃
″
″
〃
外

〃
〃
″
″

実
工
界
大
商
高
高
大
高
大
高
大
高
大

工
高
高
高

工
大
大
国
大
商
高

大
商
大
商
商
大
農
高
大
商
工
大
大
工
農
商
大
商
高
大
高
高
大
商
商
商

部
谷
路
和
学
叫
竜
　
知
栖
学
　
庫
藤
和
学
井
陽
　
社
峠
　
関
川
島

法
宇
竜
姫
市
関
兵
玉
慶
高
鳥
関
慶
兵
田
県
関
柳
向
法
大
岡
専
下
柳
玉

一
一
中
』

大
』
大

¨
¨

大
大

赫
」
「
』
』
』
一
岸
¨
［
一

大
い
」

砂
(鐘淵化学 )

一口［］

高
大

エ
エ
商
工
高
高

エ
エ
高
高
高
大
大
商
商
高

工
高

工
高
高

工
商
高

士叩力罐̈跡嚇攀動時中̈昨〔摯に関同̈『̈申摯一［［］螂一

工
高
工
高
高
商
工
高
高
高
商
高
商
商
国
高
高
大
高
高
高
高
園
高
大
商

．
　

　

　

東
関
Ｐ
福
同
東
近
田
京
同
同
京
福
京
桃
伏
東
泉
甲
鳥
西
立
同
八
福

監
投

〃
″
″
″
〃
捕

〃
″
内

″
″

″
〃
″
〃
外

″
″
〃
″
″
″
″

輔
一い辮一華
謳
難

名 古 屋 市
(三菱重工名古屋 )

名 古 屋 市 大  阪  市 熊  本  市
(電 電九州 )

高
高
商
商

工
高

工
商
商
商
高
商
商
商
工
商

工
浜
高
東
商
産
寺
工
商
エ

士ｉ‐Ｊ（刷一奉［申一一製螂慕嘩一ユ岬̈一崚】鏡岬一̈］馨凛̈〔

士叩　一』一一一一一一̈一一一一一一』］一｝一｛一一一一

阪編
(西濃運輸 ) (日 本熱学 )

雛
難
蕪
一幕

蜘
脚̈
碑̈
認紳̈
】̈
認禦̈
物熟̈
掏̈
”̈】̈
椰̈
¨

縄

部
木
牧
山
木
藤
藤
上
帥

島

口
貝
谷
村
森
川
井
辺
辺
崎
本
田
松
田

監
投

″
〃
″
″
〃
〃
捕

″
″
内

″
″
″
″
″
″
″
外

〃
″
″
″
″
″

難
離轟
一難
師
範
赫

231



第40回大会器響辮畷極ぽ
日・後楽口期

推薦姫路市・コ 士 鉄 広 畑

諏 訪 市 0三 協 精 機

北九州市・八 幡 製  鉄

蒲 原 町・ 日 本 軽 金 属

大 阪 市・ 日 本 生 命

太 田 市・富 士 重 工 業

岡 山 市・ ク ラ レ 岡 山

東 京 都・鷺 宮 製 作 所

松 山 市・電 電 四 国

川 崎 市・三 菱 重 工 川 崎

神 戸 市・りll崎 重 工 業

釜 石 市・富 士 鉄 釜 石

広 島 市・電 電 中 国

盛 岡 市・盛 岡 鉄 道 局

門 真 市・松 下 電 器

富 士 市・大 昭 和 製 紙

豊 田 市・ ト ヨ タ 自 動 車

横須賀市 0日 産 自 動 車

大 垣 市・西 濃 運 輸

東 京 都・ リッカー ミシ ン

大 阪 市・ 日 本 熱 学
大 和 町・本 田 技 研

高 砂 市・鐘 淵 化 学

横 浜 市・ 日 本 石 油

熊 本 市・電 電 九 州

浜 松 市・・河 合 楽 器

那 覇 市・琉 球 生 命

自 老 町・大昭和製紙北海道

金 沢 市・西 りll 物 産

千 葉 市・電 電 関 東

京 都 市・ デ ュプ ロ印刷機

東 京 都・サ ッポ ロビール

京 都 市・全  大  丸

札 幌 市・北海道拓殖銀行

名古屋市・三菱重工名古屋

日 立 市 0日 本 鉱 業 日 立

電
電
関
東

場。最多出場は25回の北刀 '‖市・八幡蛾

大会第 9日 の準々決勝に天皇、皇后両陛下

(当時)をお迎えしたのをはじめ、初めてナ

イターの開会式が “光と音"のなかで華やか

に行わオι Jヒ海道連盟 砂沢文嵐 月 11悼明・

荒牧富造両氏が特別表彰されるなど華やかな

大会だった。

“記念大会は荒れる"の言葉通り、熱戦激

戦の末、決勝は3回 目出場の千葉市 。電電関

東と4回 目の大田市 。富士重工業の対決とな

り、千葉が土壇場の逆転でサヨナラ勝ち、初

優勝した。橋戸賞は千葉・若宮秀雄投手、久

慈賞は大田・石幡信弘投手が獲得、小野賞は

千葉・佐藤昭投手 (日 本通運から補強)に贈

られた。

大会前は下馬評にもあがらなかった千葉の

躍進は素晴しかった。京者S市 。デュプロ印刷

機を若宮が 3安打完封。自老町 。大昭和北海

道戦は9回同点に追いつかれ延長戦となった

力ヽ 12回佐藤文夫主将の安打と2四球で満塁

とし、暴投で勝ち越したあと、鈴木法好、高

木修が左前に連安打、一挙 4点を奪った。札

幌市・JD髄拓殖銀行戦も10安打で 5点を奪

い、若宮、佐藤昭の完封リレー。準決勝は浜

松市 可ヾ合楽器と対戦したが、9回の浜松の急

追を佐藤昭が苦心のビッチングで切り抜け、

初の決勝に勝ちあがった。

山静の激戦区を戦ってきた富士市 。大昭和

製紙も2回戦で横須賀市 。日産自動車と両チ

ーム合わせて35安打と大会記録を塗り変える

打撃戦を制し、その後は三輪田勝利、野村稔、

森永悦弘らの投手陣の頑張 りで準決勝に進

出。大田は劇 宛。石幡投手の力投で準々決勝

で大阪市 。日本生命に競り勝ち、準決勝では

富士を4安打完封した力ヽ 決勝では最後に涙

を飲んだ。

優勝候補にあげられた推薦 富士鉄広畑は、

神部年男投手が連投の疲れで大阪市 。日本生

命に早々と打ち込まれて準々決勝で姿を消

し、門真市 。松下電器は初戦で盛岡市・盛岡

鉄道局の泉沢彰投手にわずか 2安打に抑えら

れ零敗。東京都・サッポロビールも3回戦で

木L幌市 。10髄拓殖銀行に延長の末 敗れ去

った。前大会の “幻のホームラン"で因縁の

対決となった横浜市 。日本石油対浜松市・河

合楽器は、延長11回、 3時間23分の末ヽ また

しても浜松に軍配があがった。

華やかにナイター開会式

第40回の言己念大会とあって、史上最多の36

チームカヽ参加した。白老町 。大昭和製紙北海

道、東京都・鷺宮製f行彙 り‖崎市・三菱重T
川崎、金沢市 。西川物産、京都市・デュプロ

印刷機、那覇市・琉球生命の6チ ームが初出
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千葉市 (電電関東)

2度日の天覧試含

大会第9日 、7月 31日 の準 決々勝、大阪市・

日本生命対大田市・富士重工業戦を天皇、皇

后両陛下 (当時)がご覧になった。

昭和22年の第18回大会以来、 2回 目の天覧

試合。両陛下は午後 3時26分、後楽園球場正

面にお着きになり、30段の階段をあがってロ

イヤルボックスにすわられた。期せずにわき

起こる割れるような拍手に、天皇陛下は帽子

を2度 3度 と振って応えられた。

1回裏、大田が貼 t、 本村のエンドランを

成功させて一死一 。三塁。このチャンスに松

儀が中前適時打、すばやく1点 をあげたとき

は、双眼鏡を手にじっと見守っておられた天

皇陛下は′思わず体を乗り出されるほどの熱の

入ったご観戦ぶりだった。

記念大会とあって、開会式は午後 7時から

後楽園球場で行われた。緑の芝生を照らし出

していた8基の照明灯力ヽ 肖え、東京消防庁音

楽隊のファンファーレ。同時に爆竹がさく裂、

花火のせん光がまっ暗な夜空にアーチを描い

た。

一 。三塁側の三階席からのスポットライト

を浴びて日の九と大会旗、つづいて選手団の

入場行進。最後に前回倒勝の富士鉄広畑が黒

lll子旗をかかげて入場。36チ ームが整列する

と287万しょっ光の照明灯が一斉に点灯さ

れた。

優勝旗の返還、永年功労者の表彰などがあ

り、 リーダーフェル合唱団の「都市対抗を讃

える歌」で開会式をしめくくり、午後 8時半

からは、歌と踊りの豪華な前夜祭。NHK宮
田輝アナウンサーの司会で人気歌手10人の

“歌のアルバム"力瀬0広げられた。

◇ 1試合最多安打35 2回戦の富士

市 。大昭和製紙対横須賀市・日産自動

朝 で富士が К安爪 横須賀が1蜘
を放つて縮 己録も従来記録は第19回の

東京・全藤倉 (29安打)対富山市・全

富山 (4安打)の 33本。

◇第10号満塁本塁打 2回戦の東京

都・リッカーミシン対大阪市 。日本熱

学戦で大阪・小林勉外野手が4回の二

殖商塁に片岡投手から右翼席に打ち込

んだ。第12回大会に後楽園に移ってか

ら7本目。

師鮨
才薗 臓

％動２３０６］一
l― t
6652

▽朝 梯 Lラ耐
緒方▽3時間7分

鰤
3018
投 手 回 打節 頗

- 7  6400
若 宮 2 H00

再試合決勝は土壇場逆転 音と光の記念大会開会式

豪雨 (ノ ーゲーム)で再試合となった決勝。

大田市・富士重工業の石幡、千葉市・電電関

東・佐藤昭と同じ先発。ともに疲れも見せず

好投、 1点 を争う接戦となったが、千葉が土

壇場であざやかな逆転サヨナラ勝ち。

千葉打線は石幡の左腕からの大きなカープ

にはんろうさオι 8回 までわずか 4安打。

大田は前半に再三チャンスをつくった力ヽ

佐藤昭の要所を締める巧みなピッチングでホ

ームを踏めなかった。

しかし6回、大田は三塁強襲安打の後藤が
~溶

^奥村のバントはタッチを焦った三塁手

の落球を誘って一死一 。三塁。ここで木村が

スクイズを決め均衡を破った。

石幡の好投から、千葉には重い1点に思え

たが9回、先頭の佐藤文が四球を選びt塩多

の三遊間安打で一 。二塁。一死後岩田も四球

0商塁とした。さすがの石幡も勝ちを意識し

たのか、堅さがみられた。投手 。若宮の代打

に起用したのは、この大会初めてlTHにつく

太田垣。たちまちカウント2-1と追い込ま

れた力ヽ  4球目のカープをたたいた大田垣の

一撃は前進守備の遊撃手の足元を抜け左翼に

達する間に2者が生還、劇的なサヨナラ勝ち

となった。

想 皇層濶謳口F(鋼 を制 えした申

決勝。千葉は9回の一死満塁に代打・卸 動 に,知幹■ 佐藤文 (221出続き司 ‖犠 歓喜のサヨナラ優勝



― lll崎。8回富士は=死二塁に消水を置き、昴 摯前に決勝のタイムリーを放つ。投手。池田、補手・石井

“幻"の翌年、執念の 1発

前大会の対浜松市・河合楽器戦で左翼席に

打ち込みながら、二塁を踏まず`幻の本塁打"

となった横浜市。日本石油・秋元国武一塁手

力ヽ 相手も同じ3回戦の対日本楽器戦で “執

念の本塁打"を放った。

1点 をリードされた土壇場の9回、同点

ア

「

チを左翼席にかけ、今度は両足で二塁

ベースを踏みつけ、 しばらく踏みとどまって

スタンドの拍手を浴びた。

「河合戦でなんとしても打ちたい」と語っ

ていた秋元だった力ヽ 見事に意地をみせた。

史上初の“水"入 り決勝戦

千葉市 。電電関東対大田市・富士重工業と

南北関東代表の決勝は後攻の千葉が 1-0と

リード、 6回表の大田の攻撃が終了したとこ

ろで雨のため中止、史上初の “水入り決勝"

再試合となった。

大会規則の「7回 または7回表を終了して

勝負が決定している場合はコール ド・ゲーム

とする。ただし、決勝はこの規則を適用せず

再試合とする」に従ったもの。

千葉の 1点は1回にトップの黒崎勝利中堅

手が左翼席に打ち込んだ本塁打によるものだ

ったが、この記録 もIIXり 消じとなった。

ズッシリ重かった橋戸賞

千葉市・電電関東

若宮秀雄投手

日大三高時代にセンパツ出場。昭和44年日大

を卒業して関東電気通信局入社。新人で 5試

合に登板、29イ ニング自責点 2で橋戸賞。現

在NTT市川支店料金係長。

初戦でぶつかったデュプロ戦の 2回に■死

二塁で左翼に高いフライを打たれた。当りは

よくなかつたのに意外に伸びて、マウンドか

ら見ているとポールに当つたように思えた。

2ラン本塁打だなと覚悟した力ヽ フアウルの

宣告。結果的には、これが優勝までつつ走れ

た運命のカギだつた。

日本通運から補強の佐藤昭さん力功投して

くれて、ルーキーの私は気持ちのうえではす

ごく楽だつた。決勝は佐藤昭さんが先発、黒

崎さんの本塁打でリードしていたのだ力ヽ 6

回表の富士重工業の攻撃が終わつたところで

雨が激しくなリノーゲーム。翌日の再試合は

私が先発すると思つていた。ところが監督は

「佐藤でいってもらう、オマエはいつでもい

けるようにはじめから用意しておけ」。なに

かはぐらかされた気もしたカミ決牌戦で 1イ

ニングでも投げられればいいと気持ちを切り

替え、ずつとプルペンにいた。

富士重工業の左腕・石幡信弘投手のカープ

がすごく、うちの劇者は全然タイミングがあ

わない。6回にはスクイズで1点を取られて

しまつた。私は8回からリリーフにたったが

8回裏の攻撃を終わつてもうちはわずか4安

打:流れ1坤じ的 に不利だつた力・ 9回佐藤文

さんが四球で出て突破口を開き-76満塁とし

た。打順は私だつたが同期の大田垣が代打。

広陵高の主将だつた大田垣は度胸がいいだけ

に、なんとかすると思つたカミ夢のような逆

転打でサヨナラ勝ち。ベンチから総出で抱き

合つた。ガケっぶちからひつくり返した勝利

なの(心 の準備もなく、空自のような瞬間

だった。表彰式になつてうれしさがこみあげ

てきた。

個人賞に縁がない私だつたが橋戸賞。受け

取るとき、気軽に手を出したらズッシリと重

かつた思い力ヽ いまでも忘れられない。
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▽三塁打 中井 大田▽2時間29分

1口鵬戯
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振球犠盗失残併
231003
投 手 回  安責
神 部 9  61

▽三塁打 高橋 三村
▽二塁打 汐崎 内田
▽2時間16分

1回戦
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立
　
　
古

日
　
　
名

０

×

車
０
１
車

動
０
０
動

自
０
０
自

夕
０
７
産

ヨ
０
０
日

＜

０
０
市

市
　
　
賀

田
　
　
須

豊
　
　
横

【名古屋市】 打安点

]]]|||
H   林  100
3  大 脇 000
③  薗 田 200
H7前 田 100

8撲 曹:::
2952

振球犠盗失残併
730226
投 手 回  安貴
篠 田 9  70

▽二塁打 光岡▽2時

間30分 (中断 1時間3

分)

1回戦

8大 田 32
倍 賞 30
中 井 41
佐 藤 21

2 中 川 22
小 沢 20
石 川 10
仁 礼 10

仲  41

振球犠盗失残併
640006
投 手 回
′
Jヽ 沢 6

1  仁 礼 100
⑥   辻  310

１０

　

　

責

０

０

３４
　
　
安
３
３

点
０
０
０
０

安

１

０

０

１

０

打

４

０

０

３

２

田
塚
海
田
山

市
杉
戸
内
黒
入

賀
須

　

７

　

　

９

横

③

Ｈ

⑨

９

Ｈ



０

×

2回戦

松山市 (電電四国)

100000i
0000002

東京都 (鷺 宮製作所)

京都市 (デュプロ印刷機)

000000000
00102000×

千葉市 (電電関東)

村

口
田
永
越
山
田
野
藤

林
島
本
原
田
井
元
田

ｌ
木
東
西
富
大
村
岡
大
安
　
福
根
大
江
石
秋
竹

都棘
⑨
Ｈ９０
０
③⑤
③
②
①
ｌ
Ｈ
Ｒ
ｌ
ｌ④
Ｈ
４

打安点

000

3095

安責
72
10
21
00
小金丸

辮
６　
％
％
％
％
打

失
０
回
６
　
　
１
塁

聯
４‐‐
手
藤

林
原
田

＞ ▽三
働

振
９
投
安
　
大
江
藤
間

安
時

号

▽

振球犠盗失残併
500014
投 手 回  安責
前 田 8  94

▽本塁打 小金
西日▽二塁打

2回戦

１

田

丸
武

占
〔
１

０

１

安

１

０

１

打

３

０

２

１
黒
塩
中

責

０

安
３

１
回
９

２
手
宮

２
投
若

崎
多
村
井
文
本
木
田
宮
山
下

市葉け
③
９
⑥
③
②
②
０
０
０
０
Ｈ

振球犠盗失残併

塁オT 佐藤隻琴番尋喬
1分

安責
21
02
30

４

　

　

％

％

０

回

３

１

４

１
手
本
藤
村

４
投
松
斎
河

NHK大河ドラマに登場した上彰鎌信力料願能調わ諏訪・

― 235

2回戦

2回戦

大阪市 (日 本生命 )

00010000
10000000

蒲原町 (日 本軽金属 )

業

１
０
山

工
２
０
岡

重

０
０
レ

±
０
０
ラ

富

１
０
ク

貴
１
２
１
２
０

安
３
４
３
０
０

併残

７
　
　
％
％
％
％

失
０
回
２
２
４

略５４‐０時脚時華詳脚
門

阿

責

１

０

０

２

安

４

１

３

４

０

回

４

１

３

２

２
手
田
部
山
玉

３
投
坂
岡
横
児

太田市

岡山市

【岡山市】   打安点

][]|||
H9 門 田 222

01醤 霜1::
H5 和 田 200
①  外 山 000
P 徹 豊 :::
1  松 浦 200
1  三 善 201
H  石 田 100
1  宮 本 000
2 藤 井 000

369 4

蟻５３‐０３‐　帽勤呻拗

７
　
％
％
　
　
野
二
　
間

０１
回
７
　
２

　
打
”
臓
疇

２
手
幡
原
井
　
塁
浦
　
▽

６
　
　
　
　
　
本
松
２

４
投
石
前
村
　
▽
＜
田
會

振球犠盗失残併
5221010
投 手 回  安責
和 田 4  31
小弓場 6  30

▽二塁打 山下
▽3時間16分

1回戦

大垣市 (西濃運輸)

100000010
000001011

東京都 (リ ッカーミシン)

点

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

安

１

１

１

０

３

１

１

０

１

２

打

５

５

２

２

４

３

１

４

４

４

竹

西

馬

辞
８
４ッ
Ｒ８

振球犠盗失残併
622025
投 手 回  安責
柴 田 8  ■2

0本量打 釜本l:
林▽2時間49分

2回戦

神戸市 (川崎重工)

100000000
20000000×

川崎市 (三菱重工川崎)

振球犠盗失残併

責

０

安
３

１
回
９

１
手
田

５
投
池

▽二塁打 吉川
▽2時間15分

2回戦

０
１

ル

ー

０

一

〇

０

ビ

＞

ｏ

ｏ

ロ

丸

０

０

ポ

大
０
０

ツ

全

０
０
サ

京都市

東京都

打安点
垣 300
関 310

431
421
410
410
300
200



占
ハ３
０
０
１
０
０
０
０
１
０
０

安
２
１
０
１
０
０
１
２
３
１
０

打
５
５
５
３
３
１
３
４
３
２
１

札
⑦
Ｏ
③
②

③
Ｈ
⑥
り
◎
①
Ｈ

責

０

０

安

２

０

失

２

回

７

２

盗
３

鶏
‐３
手
田
藤

振
２
投
盛
千

８

　

　

％

％

１

回

１

１

６

０
手
吉
木
田

６
投
神
鈴
篠

2回戦

札幌市 (北海道拓殖銀行)

1li2000000
0000000000

名古屋市 (三菱重工名古屋)

安責
32
10
72I奪暑打▽杏導高i分

2回戦

iil[1lIII「
ITI

占
小０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安

１

０

１

０

０

０

０

０

０

１

０

打

３

責

１

０

安

３

１

2回戦

０

０

ン

０

１

シ

学

０

〇

一

熱

５
０
カ

本

０

０

ツ

日

０

０

リ

市
　
　
都

阪
　
　
一示

大
　
　
東【
§
阪市

I森
  |]i

8  西 脇 100

3  [襟: |||
④   岸  100
H4長 井 320
①  内 田 000
1   谷  210
1  加 納 000

33105
振球犠盗失残併

安貴
23
51
00

１

回

　

６

２

２
手
田
　
納

３
　
　
谷

５
投
内
　
加

片

貴

５

０

０

＜

安
７
３
０Ю

２０
回
４
３
２
燃
麟

３
手
岡
田
櫃
＞
間

５
投
片
佐
大
朗
疇

＜

▽熙之下 1

内

６
　
％
％
　
　
　
　
竹
打

2回戦

富士市 (大昭和製紙)

012032001
002040011

横須賀市 (日 産自動車)

打安点
000
110
322
000
10
00
10
10

▽
沢

責
２
３
２
１
＞
小

安
６
４
５
１縁
山

１０
　
％
　
％
　
＜
入

１

回

２

２

２

２

号

０‐手
礼
沢
子
野
田
朝

４
　
　
　
　
　
杉

５
投
仁
小
金
紺
＞
原

沢
萩

小
　
分

＜
打
５４

号
塁
間

１
二
眸
「

原
▽
３

萩
岡
▽

鶴
田

打
　
一冗

塁
打

本
塁
田

▽
三
黒

振球犠盗失残併
324208
投 手 回  安責
三輪田 2% 42
野 村 2  94
森 永 4% 62

2回戦

][[li!〔i[lllll
占

小
０

安

０

打

３
【

6 ま吉:::
H2柿 本 100

8 駆電:8:
H7小 森 100

2930
振球犠盗失残併
1211214
投 手 回  安責
時 岡 8  61

2回戦

館
三 田

振球犠盗失残併
211007
投 手 回  安責
三 田 9  30

▽二塁打 館
▽2時間23分

那覇市 (琉球生命)

浜松市 11111)::lll

内
崎
屋
川

市
　
新
照
山
日
上
瀬
比
宮
湖
比
石
本

胴
８
８
７８
８
２８
１

貴

０

０

０

安
３
２
１

辮
３

失

０

回

６

２

１

蹄５‐０４躊岬動時

振球犠盗失残併
710115
投 手 回  安貴

栗曇:循 ::

▽三塁打 鈴木
▽二塁打 佐野 照屋
▽2時間17分

▽本塁打
岡)▽二塁

(秋葉)幕田1号 (長嶺)

石山 出口▽2時間31分

236

2回戦

il[llllill::|

▽

責

５

０

＞

安
６
０
原

併

　

　

　

藤

銭
０４回
８
１引

端３０２手本井脚

振
３
投
河
白
＞本

分

河

５ ‐

＜
間

号
時

辮
２　
　
％
％
　
　
椰
椒

失

２

回

５

２

１

　

　

　

中

盗
１
　

　

　

　

　

打

蹴４３２時赫潮』　　嘩期

安責
10
22
10

2回戦

０

×

＞

０
０
局

器
０
０
道

電
０
０
鉄

下
０
１
岡

松
０
２
盛

市
　
　
市

真
　
　
岡

門
　
　
盛

打安点 打安点
300
100
400
411
400
400
420
430
200

村
井
田
田
井
　
施
谷
田
村
川

高

ｌ
吉
宮
下
内
石
　
布
桶
吉
中
大

市■
一　
　
　
　
　
　
　
７

門
⑥
④
③

⑨
⑤

◎^
②
Ｈ
②
①

Ｈ

岡
野
田
尾
原
薗
田
井
岡

口
口
達
葉
野
嶺
国

市
　
佐
阪
蓮
川
福
浜

今
倉
出
田
伊
秋
湯
長
永
　
一

本
　
　
４

瞭
③
④
Ｒ
③
０
０
０
Ｈ
⑥
Ｈ
６
①
ｌ
Ｈ
ｌ
②
Ｈ

40
30
40
31
30

貴

０

安

２

期
７
失
１
回
９

盗
０蹴３‐‐時期

1 宮 崎 000
2720

振球犠盗失残併

2回戦

安責
73
00

佐藤隆1号 (中村)▽二塁打
間13分  ・

新沼

２

回

７

１

０
手
村
崎
勤
Ｗ

３
　
　
　
本
田

６
投
中
宮

▽
内

I[II:illlllll
打安点
400
300
110
400
310
420
200
110
210
110
100
200
000
100
000
100
110

R  緒 方 000
2  り|1 野 100

責

０

０

０

安

５

２

１

１
回
７
１
１

１
手
川
浦
沢

６
投
小
三
黒

８０　
　
貴
２
１
１っ
銅

３２棚‐６̈
中【］師峰▽二

雌４‐‐０時瞳輝蹴軸『

河
家
野
地
田
岡
松
脇
本
木
川
原
本

ｌ
大
千
丸
宮
福
片
高
谷
橋
柏
殿
藤
岡

跡
②
Ｈ
７
０
〉０
◎
③
②
ｘ０
０
Ｈ
ｌ
ｌ



2回戦

[[[11lI:「
キ:ll:

【釜石市】   打安点 【広島市】   打安点

投 手 回  安責   532026
山 田 4% 43   投 手 回  安責
佐藤友 4  42   井 名 7  63

西 尾 2  11

山棄号1時嵩壺ム
号 (山田)▽二塁打 林 清田

3回戦

:[[lililllllll

振球犠盗失残併
531017
投 手 回  安責
和 田 2%10
小弓場 6% 30

囃 失残併
330016
投 手 回

11ラ:尋苦蕊去
言楽村

 1 1 :循
一 円 1

3回戦

安責
22
32
10
30

:]]11:lilllll:
東
◎
０
０
０
０
ｏ
H9
②

1京都】   打安点
1  東 口 300東 口 300

西 田 410

y::|||
H9木 村 110

3 査ヨ1::
Э  安 藤 100

3060

? 奄 ヨ 1::
①  安 藤 100
1   林  100
H  後藤昌 100
1  江 田 000
1  大 原 000
H  中 松 100
④  石 井 220
4 竹 田 000

編願: :: 蹴 鉄n9F06
050008
投 手 回  安貴
安 藤 3% 32

嚇別
３
ね
８
ざ
９８

3回戦

崎
０
０

川
０
０
＞

工
０
０
国

菫
０
０
中

菱
２
０
電

三
２
１
電

市
　
　
市

崎
　
　
島

川
　
　
広

轟:紆
3回戦

llilliII[][||||

振球犠盗失残併
730017
投 手 回  安責
斎 藤  1/6 22
井 名 2%55
西 尾 4% 30
岡本恒 2  00

振球犠盗失残併
610319
投 手 回  安責
盛 田 10  70

や
螂

:州 lli

振球犠盗失残併
612017
投 手 回  安貴
牧  10  81

▽二塁打 佐藤政▽2時間45分

3回戦

:][liil][lll::||:
【

§

葉市

吉 認 lii
R  広 岡 000
9  塩 多 200

雛 8鍵 :||

最¥ill
8  蒼

田
言
 l!!

19軍♂ヽ
1

若 宮 6  90

▽本塁13 斎藤勲 1号
(佐蔵昭)佐藤文1号

J量塁好 黒崎 若松
▽4時間12分

振球犠盗失残併
3130011
投 手 回
三 田 6%
渡辺正 1%
和田輝 1
渡辺- 2%
成 重  %

I育号望量幹儀鼻旱悟江林田
3%::

田▽3時間7分     大 原 1% 10

237

3回戦

器
１
０
油

楽

０
０
石

合

０

０

本

河
０
０
日

市
　
　
市

松
　
　
浜

浜
　
　
横

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
１

腋
５０
５０
００
５３
４２
００
‐０
２０
２‐
４０
４２
‐０
‐０
‐０
‐０
００
００
Ｈ
３‐

藤
野
波
内
内
川
代
松
下
村
庭
畑
尾
井
松
田
池
山
木

ｌ
佐
佐
難
輩

堀
北
田
小
山
西
岡
広
中
松
植
太
菊
横
鈴

夢

４
０

う

Ｏ

Ｈ
ｌ
Ｈ
Ｒ
８ 振球犠盗失残併

640217
投 手 回  安貴
三 浦 6 61
71ヽ  り|1 2  00
黒 沢 3  42躍 失残併

821108
投 手 回  安責
広 畑 4  10
松 井 4  21
菊 池 0  11

お礼
「

拠鮒儡鼎高
3回戦

学
２
０
学

熱
０
１
化

本
０
０
淵

日
０
０
鐘

市
　
　
市

阪
　
　
砂

大
　
　
高【
8「

市
1森署

:]]
8 西 脇 100

3m燿
1   谷  100
⑤  道 田 310

3293
振球犠盗失残併
702204
投 手 回  安責
加 納 4  41
谷  5  00

振球犠盗失残併
541026
投 手 回  安責
柏 木 5  42
岡 本 3% 51
藤 原  % 00

▽二塁打 前田▽2時間58分

3回戦宙
iII]il[!|::|||

辣
継誦
野
訴

士富
④
⑤
②
③
Ｈ
３
⑨
９
⑤
②
①
Ｈ
1 野 村 0

責

１

安
７

鋤０８回Ｈ

盗
１蹴７０２時期

6嚢 沓1::
3871

―
り嚇 併

1001005

♂尋
7%:: x,号里塁警辱ん彙怪

森 永 3% 20  倉 神谷▽3時間2分

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

３

１

０
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鮮明に思い出す都市対抗

全藤倉 吉田正男

昭和14年の第13回大会に藤倉電線の投手として「橋戸賞」

を受けた喜びは終生忘れることができない。同11年、私が

明治大学の本科 1年生の夏、満州遠征 (大連)で肩を痛め、

投手生命を断たれていただけに、まさかカムバックできる

と思つていなかつた。

入社してから中村峯雄監督 (明大先輩・故人)から「投

げてみろ」と言われ、恐るおそるビッチングを始めた。そ

してオープン戦で試投を重ね、自信を取り戻した。 2年半

の休養で肩が完治していたのだと思う。

当時の藤倉電線チームは、12回大会 (同 13年)に優勝し、

社会人球界の頂点に立ち不敗を誇っていた。私は土井寿蔵

投手 (慶大出身)に代わつて主戦投手になった。

バックは菊谷 (立大出身)、 土井 (慶大出身)、 恒川 (明大

出身)、 荒川 (海草中出身)犬飼 (島田商出身)の諸氏ら好

選手が私を支えてくれた。

それでも初めて都市対抗のマウンドに不安はあつた。初

戦の青森林友を8-0で完封して気持ちのうえで波に乗つ

たのは確かだつた。 2回戦は名捕手 。久慈次郎さんが率い

る名門の函館太洋。5-3の接戦で退けて準決勝に進んれ

相手は投打のバランスの取れたライバルの古豪 八幡蛾

事実上の決勝戦であった。函館太洋に続いて苦戦、それで

も5-3で打ち勝ち、連覇に “王手"をかけた。決勝の相

手は新鋭の庄内田村駒だった。

緊張もなくリラックスして投げられたことでバッテイン

グの方も好調だつた。結果は3-0のシヤットアウト勝ち

し、連続優勝を飾つた。決勝戦での投打の活躍が認められ

たのでしょう。前回の土井投手に続いての橋戸賞を受ける

栄光に浴した。

翌15年から足かけ7年にわたる軍隊生活。終戦後復員し

た。チームは藤倉電線から全藤倉となり22、 23、 24年と3

年連続、投手、野手として出場した力ヽ ベスト4が 1回。

翌25年は東京予選で新鋭の熊谷組に敗れ出場を断たれた

力ヽ 熊谷組に補強となり決勝まで進出した。この年ユニホ

―ムを脱いだカミ 29年、山梨県の都留高から捕手として入

社した西村イ レ断 を買われて投手に転向したので、西

村を投手に仕上げるためコーチとして復帰。西村の速球は

素晴らしく全藤倉は5年ぶりに都市対抗に出場した。西村

は 1回戦から準々決勝までの 3試合を完封、決勝で八幡製

鉄に惜しくも敗れた力ヽ その力投はひと際光つた。

全藤倉から私が出場した最後の年の24年は最初から苦戦

続きで、 1回戦の大洋漁業との試合は5回に 2点を取つて

同点に追いつき、そのまま延長乳 12回に私のサヨナラ適

時打でやっと勝ち、次の大塚産業戦も、大島信雄君 (慶大

出身)に苦しめられ、土壇場の 9回に 2点を挙げて同点と

し、また延長戦。10回に先攻の藤倉が 1点を取つたものの、

その裏同点とされて日没引き分け再試合。当時としては長

時間ゲームだつた2時間41分を戦つたあと、翌日の第 1試

合で再戦し、大島君が投げられず、快勝したがクタクタに

疲れた思いがある。

準決勝で別府、星野組と対戦した。当時から “火の玉投

手"の異色をとつた荒巻淳投手(大分経専=現大分大出身)

を擁した星野組は打の中心の西本幸雄一塁手 (立大出身)

が監督を兼ね、堂々と優勝して、九州勢が 2年連続、黒獅

子旗を獲得したのだカミ 荒巻投手から2安打したのを覚え

ている。

この間、復活大会の昭和21年 と22年には村瀬保夫監督の

率いる大日本土木が好投手 。中原宏 (享栄商=現享栄高出

身)を擁して連覇。村瀬監督は同じ東海の県岐阜商一早大

を通じ、中京商 (現中京高)一明大の私のよきライノツレ。

翌23年には全藤倉で一緒にプレーした宮崎要君は 出身)

がプレイングマネジヤーの西日本鉄道が優勝した。

75歳を超えた現在でも、中日スポーツの現役記者として、

アマチュア野球を見、この夏も甲子園の高校野球を書き綴

つたカミ 都市対抗のなつかしい思い出は、次から次と頭に

浮んできて尽きない。

(現在、中日スポーツ運動部記者)
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推薦千姉 ・電 電 関 東

高 松 市・ 四 国 電 力

富 士 市・大 昭 和 製 紙

門 真 市・松 下 電 器

盛 岡 市・盛 岡 鉄 道 局

熊 本 市・ 九 州 産 交

浦 和 市・ 日 本 通 運

和歌山市・住 友 金  属

東 京 都・鷺 宮 製 作 所

大 垣 市・西 濃 運 輸

札 幌 市・北海道拓殖銀 行

西枇杷島町・東 海 理 化

日 立 市 0日 立 製 作 所

京 都 市・ 三 菱 京 都

大 和 町・本 田 技 研
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石  油

岩 国 市・東  洋  紡 1

東 京 都・ サ ッポ ロ ピール 4
北九州市・ 新 日 鉄 八 幡 1
白 老 町・ 大昭和製紙北海道  2
高 砂 市・鐘 淵 化 学 11

浜 松 市・河 合 楽 器 2

大 阪 市・ 電 電 近 畿 5

川 崎 市・ 日本 コ ロム ビア 1

※ 1回戦の和歌山市・東京都は 2-2、 決勝の吉原市・神戸

市は 1-1の引き分け再試合
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2

6

2

7

1
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4
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決勝、大会初の引き分け再試合
富士市 。大昭和弧 神戸市 。三菱重丁神

戸が決勝で対戦 安田猛t橘谷健両投手の投

げ合いで延長14回 (決勝の延長は史上 6度

日)、 4時間 6分にわたる熱戦はともにゆず

らず引き分け。大会初の決勝再試合は、富士

力J申盤に得点、山根政明、安田の完封リレー

で、歴史に残る好勝負を制し17年ぶり2回目

の優勝に輝いた。東大出身の橘谷投手の好投

はファンの胸をうった。

富士は初戦で前年度優勝の推薦出場 。電電

関東にロングリリーフの安田の好投で逆転勝

ちすると波に乗り、準々決勝は門真市 。松下

電器の福間納投手ら4投手に13安打を浴せる

攻撃で大勝、準決勝の和歌山市・住友金属戦

でも、山中正竹、山本尭一投手らから新人、

小松健二外野手の 2本塁打などで 8点を奪い

:関
勝した。

神戸も川崎重工から補強の橘谷投手が好

投、1回戦で東京都・熊谷組を一方的に下し、

大阪市。日本生命戦も後半の猛攻で逆転勝ち。

準々決勝では横浜市 。日本石油に対し、 4回

半ばから救援した榊 ヽ わずか 1安打しか

許さず競り勝った。

準決勝の東京都・サッポロビール戦でも、

2回に林英雄二塁手 0‖崎重丁から補3幻 が

満塁本塁打、9回の東京の反撃を振り切った。

補強選手をフル活用、全神戸の感があったネ中

戸だった力ヽ  1回戦から評判の強チームを次

々に倒 し、初の決勝進出 (神戸市としては第

6回大会の全神戸以来、38年ぶり)を果たし

たのは立派だった。

決勝再試合では打力に優る富士に敗れはじ

た力ヽ 堂々たる試合ぶりだった。

橋戸賞は富士 。安田投手、久慈賞は神戸・

橘谷投手と、大会を通して好投した両投手が

受賞、小野賞は好さい配でチームを躍進させ

た神戸・川崎孝監督に贈られた。

谷村智博投手を擁 し、打線も充実して期待

された高砂市・鐘淵化学は1回戦で浜松市・

河合楽器に17安打を浴せ、次の大阪市・電電

近畿戦でも、谷村が 3安打完封、打線も12安

打と慨勝した力ヽ 準 決々勝で東京・サッポロ

ビールのワンチャンスを生かした効果的な攻

撃に沈み、和歌山も注目されたが富士の壁を

破れなかった。

初出場は愛知 。西枇杷島町 。東海理イL京
都市 。三菱京都、熊本市・刃 '‖産交の3チー

ムだけだった力ti日本市は1回戦で強豪・浦

和市 。日本通運に終盤の猛攻で逆転勝ち、初

陣を飾った。

決勝のほか、 1回戦の和歌山対東京都・鷺

宮製作所戦も2-2で延長戦となり、山本尭

一、松浦立夫両投手の力投で17回引き分け再

試合。熱のこもった試合が多く、 2つの再試

合を除く30試合中、 2点差以内の勝負が17試

合もあった。
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決勝 (再試合)

神戸市 (三菱重工神戸 )

000000000
11100000×

富士市 (大昭硼

選ぶと安田が救援。岡も四球で一 。二塁とな

った二死後阪田が内角球につまりながら遊撃

手の頭上をフワリと越える適時打で先制 じ

た。富士もその裏、池ケ谷が右翼二塁打、悪

送球で三進すると、すかさず橘谷を繰り出し

た力ヽ 萩原が中犠飛を打ちあげ同点。

6回ころから雨力溺ば なったが両投手の制

球力に狂いはなく、打力に優る富士がやや押

し気味ながら、橘谷を支えた神戸守備陣の好

守もあって、14回 4時間 6分ヽ史上初の決勝

引き分け再試合となった。

神戸市序盤に手痛いミス

前日と同じように、富士・山根、神戸ち一

岡の先発で始まった力ヽ  1回富士はトップの

山田が中堅左に二塁打、阪口の当たりそこね

の一ゴロの間に、山田はスタートよく好走し

てホームを陥れ先市1し た。 2回 にも小田が中

田
本
国
松
田
田

際２５０４］0404      山 根 6%2420
投 手 回  鰤 厳 安 田 2%2000
-岡  2  2001
中 垣 5  3101
橘 谷 l H00

鰍
J綾

は 、翻 椒期

準渕勝の脚弓u細就 神戸は2回、二死満塁の媚制機に9動 結剣い理詢R全員に迎えられホームイン

中

４ ‐ ０ ０ ０

３ ‐ ０ ０ ０

４ ‐ ‐ ０ ０

４ ‐ ‐ ０ ０

４ ‐ ０ ‐ ０

０ ０ ０ ０ ０

３ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

３ ０ ０ ０ ０

３ ‐ ‐ ０ ０

１ ０ ０ ‐ ０

4時間 6分、息酷まる投手戦
前払弓確池ケ勧三ゴロは1搬コースだ
った力ヽ 二塁への送球がそれて一・三塁。続

ともに4回途中からリリーフした富士 。安

田、ネ申戸 。橘谷の左右両投手が “史上最高"

の調晴らしい投げ合いを演じた。

安田は左腕特有の内角への速球を武器に、

カーブ、シュートでゆさぶり、橘谷は長身を

軽ろやかに使って内外角へ速球を決めた。

神戸が 4回、先発の山根から広沢が四球を

く長倉の投ゴロも、併殺を狙った二塁への送

球が悪く、小田が還った。固い守りを誇って

きた神戸だった力ヽ 先制されて浮き足立ち、

痛いミスが続いた。

富士は3回 にもイ湘勒淋申戸の 2番手 。中垣

に右翼本塁打を浴せ追加点をあげた。

富士・山根は味方のリードに気をよくし、

伸びのある速球を低めに集め、神戸の反撃を

かわした。

神戸は7回、楠本が二塁打、吉川が四球で

■死一 。二塁とした力ヽ ここで代った安田に

阪田力寸覺ゴロ併殺に仕止められた。

安田はそのあとも巧みなピッチングで神戸

lTSを抑え切った。

ネ申戸は力尽きた力ヽ 橘谷をはじこオ有]昴選手

の力をフルに発揮させるなど、川崎監督のさ

い配ぶりは見事だった。

地獄からまさかの頂点

まさしく “地獄"か らよみ返った富士市・

大昭和製紙の優勝だった。

激戦の山静予選第二次リーグで富士は2敗

目を喫し、出場は “絶望的"と なって、合宿

も解散した。

ところが翌日の試合で、日本楽器が静甲い

す にゞ「まさか」の脱 3勝で代表の決ま

った浜松市・河合楽器のほか、 3チームが 1

勝 2敗で並び再リース

マネジャーが大あわてで、散り散りになっ

った選手を集め、再試合の結果、第 2代表に

滑り込んだもので「オレたちは一度死んだん

規 その気になればなんでもやれる」の意気

込み力ヽ 頂点への活力になった。

盛
『

腑日却陸蜘導検嚇鋼曝 でヽ加螢t流援を剛



最後まであきらめるなの教訓

富士市。大昭和製紙

安田猛投手

/嚇 かけ 雄 、 45午メ調砂m―
社。同年都市対抗で橋戸賞。47年ヤクルトに

入団。 7勝 5敗、防御率 1位で新入王。引退

後はコーチを経て、現在スカウト。

「勝負はゲタをはくまで分らない」一都市

対抗の季節がめぐつてくるたびに、私は、こ

の “古語"を新鮮な思いでかみじめる。昭和

45氣 大昭和は2次予選を2勝 2敗で終了し

た。河合楽器、日軽金が2勝 1敗で翌日職

どちら力
"翻

わ と3勝 1敗で代表が決まる。

もう1試合は、 2勝 1敗の日本楽器と3敗の

静甲いす のゞ対戦Lそれまでの戦いぶりから

みて日楽の断

“

ま固い。私たちは、「来年こ

そ」と合宿を解散した。 ところカミ静甲い

す がゞ大番狂わせを演じての逃げ切り勝ち。

増の皮一枚1す ら残つてないと党悟を決め

たのに、文字どおり死地からはい上ることが

できた。再リーグ戦も苦しい戦いだつた力ヽ

幸運にも恵まれ20回 目の代表権を得た。

本大会の決勝戦は三菱重工神戸。4回に 1

点を取り合つたまま、「0」 力址んでいく。

相手投手は橘谷君 (東大卒、川崎重丁から補

強)。 互いにゆずらず延長14回、4時間6分

のゲームは決勝戦初の引き分けとなつた。

決勝再試合は7回からリリーフ。17年ぶり

2回目の黒獅子旗を勝ち取ることができ、私

は栄光ある橋戸賞をいただいた。

「勝負ごとは、最後まで あきらめるな」

とよくいわれるカミ真情を吐露すれは 2次

予選で大昭和の都市対抗は終わつていた。再

リーグ戦になったことをマネジヤーから問い

たときは、「ウソォー !」 と思わず声が出た

ほどだ。

都市対抗での関恥は いくばくかの自信と

なつてプロでやつてみたいとの思いにつなが

った。プロでの現役生活は、ちようどЮ年。

大学、社会人から続いた野球人生は、悔いの

ない日々 だつたと思つている。

勘違いランニング本塁打

大会史上 “最長時間"をかけたランニング

本塁打が生まれた。準決勝の東京都・サッポ

ロピールメЙ申戸市 。三菱重丁神戸の 9回、東

京 。石井信男左翼手の打った44点 を追

う東京は、 2走者を置いて 4番石井。当たり

は打った瞬間「アッ、ホームラン」と思わせ

る角度とスピードで右翼手頭上に飛んだ。大

きくはねてグラウンドに落ち、右翼の西宮線

審が両手を広げて「フェア」のゼスチュアを

しているにもかかわらず、右翼手、中堅手と

も「本塁打」と思い込み、残念そうに内野に

ホールを返す。打った石井も、一塁を回った

ところでスピードをゆるめ、ゆっくりと走っ

てホームイン。

ところが西宮審判の話では、フェンスに当

たって、はねたもので本来ならインプレー。

気付いた野手が石井にタッチすればアウトだ

ったのだ力ヽ 打球と場内のムードにつられ

本塁打となった “真夏の夜の珍事"だった。

◇満塁本塁打11号 準決勝の神戸市

・三菱重工神戸対東京都・サッポロピ

ール戦の2回-Oi商塁に神戸・林英

雄二塁手 (川崎重工から補強)が牧投

手の初球を左翼席に打ち込んだ。

◇ 1試合 2本塁打 富士市 。大昭和

製紙の小松健二外野手力響教勝の対和

歌山市 。住友翻国戦で山中、久保両投

手から。 5A目。
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▽本塁打 大木 1号

碁需達Lと号号導間窮雰

責

２

０

０

安
６
１
０

併残
７
　
％
％

失

０

回

６

１

１

蹄８２３０時瞳担謝



1回戦

属
０
０
所

金
１
０
作

友
０
１
製

住
０
０
宮

＜

０
０
鷺

市
０
０
＜

山
１
１
都

歌

０
〇
一示

和
０
０
東

1回戦

1奎]軒 〔集]!導嵩整il言
[i力宮i7

札幌市
|II;TTTTIII

大垣市 (西濃運輸)

【

1幌

市

:藤:|]|

振球犠盗失残併
251204
投 手 回  安責
千藤和 3  31
盛 田 6  40

3量量好 雪塁
▽2時間27分

1回戦

【
9垣

市
i森[|]]

8:言 |||

: 言‖
|||

柴 田 6% 52
早 り|l l1/610
小 林 1  00

[I11:」][ilil111

!回戦

２

＝

０

×

０

６
一戸

０
０
神

＞

０
０
エ

組
１
２
重

谷
０
０
菱

熊
０
〇
三

都
　
　
市

京
　
　
一戸

東
　
　
神

1回戦

]][|][]]|:lll:

I  大 櫃 100  振球犠盗失残併

ぎゴぎ
2驚

8署 刊 :::
H9西 田 200
①  小 嶋 100
H  加 納 100
1  小弓場 312

44147

][]覇 骨[言 奪
: l聡 ||| 1嵐

jli∫撃‡一
振球犠盗失残併
820126

:1: ]娩 ]|  ;菫言|▽ :[:III)

1回戦

【大阪市】   打安点

H  山 下 100
3  丸 井 100

命
０
０
学

生
０
０
化

本
１
０
気

日
０
１
電

市

０
０
町

阪
０
０
海

大
０
０
青

振球犠盗失残併
811103
投 手 回  安責
小 嶋 5  21

0星菫打
7田
草1:

尼崎▽2時間59分

振球犠盗失残併
1010102
投 手 回  安責
美 川 6  51

室胃: ::
会 田 1  33

1回戦 (再試合)

鴨 賛弾  9 塚蒲:::

I I :  i7

::言I鮮
身
:3木

 :2富

1:Й

 iT

l回戦

52
00
30
10
52
41
30
42

属
０
０
所

金
０
０
作

友
０
０
製

住
１
２
宮

＜

０

０

鷺

市

０

０

＜

山
　
　
都

歌
　
　
京

和
　
　
東

＞

１

０

山

油

３

０

岡

石
０
３
ラ

本

０

０

レ

日

０

０

ク

市
　
　
市

浜
　
　
山

横
　
　
岡

田
辺
原
元

ル
０
０

一

〇

〇

ビ

０

０

口

２

１

＞

ポ

０
０
紡

ツ

０

０

洋

サ
０
０
東

都
　
　
市

一尿
　
　
日曰

東
　
　
岩

市檄
⑨
③
②
③
④
⑥５⑤
Ｈ
６②
２①
ｌ
ｌ

ｌ
幕
渡
植
秋
石
平
宮
伊
鈴

曾
田
川
田
亀

ｌ
阿
石
安
吉
丸
林
田
矢
片
西
松
和
難

市山
　
　
７

岡
⑥
⑦
Ｈ
Ｈ
◎
Ｏ
③
④
②
①

ｌ
Ｈ
ｌ

310
110
000
100
100
000

1回戦

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併

▽三塁打 新見▽二塁打
大城 牧▽2時間25分

245



1回戦

:[111[illli[|

責

１

１

安

６

１

併残
４

失
１
回
７
１

盗
１

朧
０２
手
藤
野

振
４
投
後
平

振球犠盗失残併
313024
投 手 回  安責
三 田 9  80

3ラ記15猫

1回戦

i:][li:][をll11

九州市】
三 井

占

〔
０

１

０

０

１

０

０

０

安

１

０

１

０

１

２

０

０

打

３

３

４

２

３

３

３

２

1回戦

i[[1雖勢|||

打安点
420
411
410
400
200
200
400
210
100
100
100
000
210
000
100

藤
山
野
田
田
上
徹
本
内
野
下
田
重
坂
江

藤
　
　
　
　
　
藤

ｌ
内
青
吉
原
飯
井
近
橋
山
浅
山
池
近
長
入

市崎

　
　
　
　
　
７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

川
⑥
⑨
⑤
＊③
②
Ｈ
④
②

２
③
Ｈ
ｌ
①
ｌ
Ｈ

3261
振球犠盗失残併
410025
投 手 回  安責
近藤重 5% 103
長 坂 2% 30
池 田 1  11

246

1回戦

高砂市 (鐘淵化学)

232410
000100

浜松市 (河合楽器)

【
6砂
市美 河 7Ti

9  福 田 100

8  :々貫 |||
H  水 田 100
5  橋 本 200

04言 |:|
H  丸 野 100
2  谷 脇 000

振球犠盗失残併
434219
投 手 回  安責
谷 村 9 61

(蓉尋F▽讐宣身
号
高橋

▽二塁打 片岡2 小玉
山下 鈴木
▽2時間58分

2回戦

木
野
下
松
川
島
水
松
本
治
本
波
畑2  谷 脇 000

①  谷 村 423
421712

辮
５　
％
％
％
％

失

６

回

１

２

　

３

１

盗
０蹴８２０時岬』卿け調

＞

Ｏ

ｘ

市

０

０

葉

０

１

＞

千
０
０
紙

０
０
製

薦

０
１
和

推
０
０
昭

＜

０
０
大

東

１
０
＜

関
　
　
市

電
　
　
士

電
　
　
富

占

小
０

０

安

０

０

打

４

３

【
§
士市

l 思 ITi
5  岩 本 200

1 安 田 300
2721

振球犠盗失残併
120333

禁 乖 ワ% 言T
安 田 6%20

５

　

　

貴

１

２９
　
　
安
２

瑚
５　
　
岬
分

失
２
回
８
　
Ｈ

曝９２２‐時納軸軸

2回戦

門真市 (松下電器)

100000000
000000000

熊本市 (九州産交)

:[]:||

41
42
31
10

2回戦

}81:||
2793

振球犠盗失残併
622018
投 手 回  安責

薔 晋 :勇 :l

2回戦

【大和町】   打安点

]:i:||
7  下 田 000

振球犠盗失残併
622034
投 手 回  安責
河 本 9  71

こテ]著51丈
:二曇算

Ｏ

Ｘ

所
０
０
＞

作

０
０
研

製

０
１
技

立

０
０
田

日
０
０
本

市
　
　
町

立
　
　
和

日
　
　
大

神戸市 (三 菱重工神戸 )

101003020
021010000

大阪市 (日 本生命 )

責

２

２

安

４

９

辮

９

　

％

％

失

１

回

１

７

盗

２蹴４３４時
・岡躊

糟需打▽菫量身号阪田
丸井 玉田 林 佐竹
▽2時間45分

2回戦

]]]111llill[)|

振球犠盗失残併
522206
投 手 回  安責
牧  9  92

Ю
帥
副

１
＜
　
分

井
号
松
４０

石
１
若
間

牧

時

打
＞
打
２

塁
田
塁

▽

本
三
二
崎

▽
＜

▽
田

安

２

０

２

２

１

３

２

１

０

０

０

０

０

０

０

打
５
４
５
４
３
４
４
４
０
１
０
１
１
０
０

貝
木
島
竹
山
井

馴
岡
嶋
内
川
翡
曾
畑
光

制
須
鈴
加
佐
中
丸
田
吉
小
山
佐
小
木
高
利

矩
⑥
◎
０
０
０
０
０
０
①
Ｈ
Ｒ
ｌ
Ｈ
ｌ
ｌ
H 加 納 100

37134
振球犠盗失残併
302038
投 手 回  安責
小 嶋 2  11
小弓場 4  62
高 畑 1% 52
禾J 光 1% 20



準 決々勝

大和町 (本田技研 )

00001000000
00000100001

和歌山市 (住友金属)

投 手 回  安責
河 本 5% 41
渡 辺 5% 31

▽本塁打 河本 1号
▽3時間45分

852017
投 手 回  安責
山 本 4% 41

(山本「▽:塁身%高l:

][111[ilillll:

＞

０
０

ル

一′
０
〇

一

神

０

１

ビ

エ
０
０

ロ

重

０
０
ポ

菱

０

０

ツ

三
４
０
サ

市
　
　
都

一戸
　
　
京

神
　
　
東

振球犠盗失残併
222112
投 手 回  安貴
橘 谷 9  54

振球犠盗失残併

振球犠盗失残併

247

∫鞭齢鷺′編
▽1時間47分

;菫許藁輝:爬
▽2時間30分

準々決勝

１

×

＞

０
０
紙

器
０
０
製

電
０
３
和

下
０
０
昭

松
０
５
大

門真市

責

１

２

１

０

安
３
５
２
３

鮒
８
　
％
％
％

失
３
回
１
１
　
４

蹄６２‐０時脚制哺略
０

×

０

〇

一戸

＞

０

１

神

油

０
０
エ

石
１
０
重

本

０
０
菱

日
０
１
三

市
　
　
市

浜
　
　
一′

横
　
　
神

０

×

＞

０
０

ル

ー

０

一

＞

０

３

ビ

学

０

０

ロ

化
０
０
ポ

淵

０

０

ツ

鐘

０
０
サ

市
　
　
都

砂
　
　
一暴

高

　

東

瑚
６　
％
％

失

１

回

５

１

１

鵡３０００時鋼組赫

富士市

田
谷
日
本

国
松
田
谷
水
原
倉
根

ケ

ｌ
山
神
角
岩
阪
小
小
池
清
萩
長
山
安
鍵
森

市離
⑥
Ｒ⑤
５⑨③
③
Ｑ
②７②
①
ｌ
Ｈ
ｌ

井
井
田
松
田
田
橋
田
日
本
島
山
間
村
浜
谷
垣

ｌ
石
宮
下
久
磯
内
高
米
国
石
杵
南
福
中
長
亀
稲
吉
中

市は
⑥
④②
③
Ｈ⑨
Ｈ
Ｒ⑤
Ｈ③
①
ｌ
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ②
Ｈ

準々決勝

準 決々勝

【高砂市】  打安点

]:]|‖
H  福 田 100
5  橋 本 000

0:房 :||

9 倉里:::
H  丸 野 100
1  柏 木 000

304 1

安貴
53
10  ▽二塁打 勝浦▽二塁打
10  桑原 原田▽2時間25分

振球犠盗失残併
742008
投 手 回  安責
山 根 1% 20
安 田 5%10
森 永 1  31
野 村 1  10

▽三塁打 阪口 長倉
▽二塁打 小田 山田
阪口 ▽2時間44分

2回戦

札幌市
|lfiTTITtl:

和歌山市 (住友金属)

打安点
400
100
100
000
300
410
300
000
310
101
300

▽二塁打 高松▽2時間

曹

ニ̈

山歌和

⑥

⑦

Ｈ

７

貴

０

安

３

併残
７

失
２
回
９

朧６３０手本

振
４
投
山

１

０

磐

＞

０

０

常

油

０
０
ル

石
０
〇

一

本

０
０
オ

日
０
０
＜

＜

０
０
市

市
　
　
き

浜
　
　
わ

横
　
　
い

辮
７　
％
％

失

０

回

６

１

１

盗

１鴎
Ｈ手
島
藤
本

振
３
投
田
近
福

l幌市】
大

札
（Ψ
⑤
Ｈ
Ｒ
③
⑨
９
④
⑤
②
Ｈ
２
②
①
ｌ

地
村
野
谷
田
松
田

400
300
100
000
400
000
300
310
210
200
100
000
300
200
000

滝
村
田
田
藤

田
藤
田
西
日

貴

１

０

安

２

０

船

‐

　

％

％

失

１

回

６

１

曝

３ ２ ０ ０

時

脚

曲

2回戦

責

０

０

安

５

０

辮
４　
％
％

失

０

回

８

盗
２蹴５２‐時琳脚 安責

31
00
00▽2時間35分

2回戦

:[Illi[]|:lll
打安点
420
000
420
421
400
310
200
111
421
422

河
田
橋
岡
原
村
藤
本

市酔
⑨
９
③
③
②
④
⑤
５

点

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

０

２

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

打

４

４

３

３

３

２

１

０

２

１

０

２

０

０

１

０

０

２

井
本
田
中
西
川
田
田
日
本
回
藤
田
納
本
田
野

内

ｌ
長
橋
角
田
今
中
前
原
川
岡
江
佐
和
加
堤
内
大

市頬
④
◎
０
０
０
０
Ｈ
８⑤
Ｈ
５①
ｌ
ｌ
Ｈ
ｌ
ｌ②

投 手 回  安責
谷 村 9  30

責

１

１

０

１

０

安

５

３

１

３

０

齢
３　
％
％
％
％
％

失

３

回

５
鵡５０‐０肝麟脚闘岬螂

振球犠盗失残併
212015



士
(大昭和製紙 ) (盛岡鉄道局)

不ロ
(本田技研 )

り||

(日 本

監督⑩ 井上
高
高
高
央
高
波
高
大
大
大
高
大
大
大
大
大
大
高
大
商
商
大
部
高
大
大

鏡
賀
京
中
野
」
静
　
　
　
』
　
　
　
　
学
　
泉
　
岡
京

工
囃
』
京
動

川
久
帝
木
粟
福
小
亜
法
日
別
日
法
亜
立
関
立
花
法
盛
帝
芝
宙
盛
中
関

敵
噌
赦
婢
〕
”
操
崚
崚
繰
”
臓
融
嘘
韓
俊

呻
嫌
地
散
虚

繰
虚
虚
像
像

原々
本
井
和
原
野
原
辺
田
島
田
藤
塚
藤
沢
丸
井
淵
村
尾
谷
瀬
山
内
田
山

高
高
紅
高
高
高

工
高
高
高
高
商
高
商
北
農
高
高

工
商
高
商
工
商
農
商

一
南
叩
　
　
関．
郷
師
岡
槌
田
関
英
戸
腱
田
巻
田
北
Ｍ
林
柳
勧
朗
巻

関．
巻
Ｍ
巻
巻
巻

一
内

一
福
大
高

一
育
人
大
高
花
高
東
黒
三
若
花
黒
花

一
花
黒
花
花
花

大
高
大
大
大
高
高
大
大
高
高
大
大
大
大
大
大
大
高
高
大
大
大
工
大
大

原
　
海
　
れ
山
　
　
名
田
　
　
　
　
　
　
　
岡
井
　
　
　
国

早
榛
亜
東
早
清
勝
早
近
津
飯
早
立
中
亜
早
早
法
静
柳
早
明
法
岩
近
近

曽
日

一泉
膏
呆

ぃ

一

』

督

手

監

投

推薦・千葉市
7;J-iE U-/1,)

E*37 Etr *

呆
(熊谷組)

松
(河合楽器 )

大
』
』
¨
¨

大
大
大

¨
一
『

大
大

赫
一

大
『
［
¨

大
大

¨
一
』
』

早

三
高
宮
和
日
慶
明
和
小
甲
慶
立
銚
宇
慶
千
萩
宮
日
明
和
仙
海
常

』」一赫
椰
藁
経夢
繋
』韓

高
商
商
高
高
高
院
高
大
高
高
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第42回大会1距鴫需聯 嘉‖:翻瑞D

推薦富士市・大 昭 和 製 紙 1

大 阪 市・電 電 近 畿 2

浜 松 市・河 合 楽 器 6

大 阪 市・ 日 本 生 命 7

千 葉 市・電 電 関 東 2

量嵐::参:喜l#!
盛 岡 市・ 盛 岡 鉄 道 局 9

熊 本 市・ 九 州 産 交 3

浜 松 市・ 日 本 楽 器 2

松 山 市・丸 善 石 油

横 浜 市・ 日 本 石 油 ‖

岩 国 市・東  洋  紡 2

東 京 都 0電 電 東 京 5

名古屋市・三 菱 名 古 屋  1
札 幌 市・電 電 北 海 道 5

大 垣 市 0西 濃 運 輸 4

室 蘭 市・新 日 鉄 室 蘭 0

諏 訪 市・三 協 精 機 3

川 崎 市・ い す ゞ 自 動 車 5

門 真 市・松 下 電 器 2

東 京 都・ リッカー ミシ ン 2

京 都 市・三菱 自動車京都 8
日 立 市 0日 立 製 作 所 1

金 沢 市・西 り|1物 産 1

仙 台 市・電 電 東 北 1

高 砂 市・鐘 淵 化 学 4

J‖ 崎 市・三菱 自動車川 崎 4
姫 路 市・新 日 鉄 広 畑 9

和 光 市 0本 田 技 研 0

神 戸 市 OJヽ 西 酒 造 1

※準々決勝の大阪市・東京都は 4-4の引き分け再試合

新
日
鉄
広
畑

日本石油、東京都 。電電東京、門真市 。松下

電器、日立市 。日立製作所、高砂市・鐘淵化

学、和光市 。本田技研など下馬評の高かった

強豪力沐目次いで倒れ 準決勝に残ったのは、

初戦で大昭和製紙に競り勝ち、大阪対決で日

本生命に無安打勝利を演じ、東京・熊谷との

引き分け再試合をものにした大阪、電電近織

休部から復帰 3年 目ながら、防衛大出のエー

ス、久玉清人投手を押したて固い守りQ浜
松 。日楽、横浜などを倒した松山・丸善石油

光沢監督力寸騨 をとり、鈴木一比古一塁手、

内田俊雄二塁手、柳瀬整二塁手、西岡洋児遊

撃手や幡野正秋右翼手ら強力な打線を擁 した

諏訪市・三協精機b山中正竹 (住友金属から

補強)、 三沢両投手の継投を軸に、川崎市・

三菱自動車川崎を先制攻撃で破り、神戸市・小

西酒造を零封、長打攻撃を武器にした猛打の

日立をも7安打で零封した姫路の4チーム。

松山は大阪・和田弘久投手の立ちあがりを

攻め、 1回弘田澄男二塁手 (四国銀行から補

強)の三塁打で同点とすると、山下隆士一塁

手以下が 3連打 して一挙に4点。 3回からリ

リーフの久玉が内外角に速球を決めて粘 りの

大阪打線を抑え、 4、 5回にも追加点を奪う

会 じヽの勝利。第30回大会の優勝以来、12年ぶ

りに決勝に進んだ。

姫路も5回中前打の自滝政孝左翼手を置い

て、 4番佐々木恭介一塁手が左翼席に先制の

2ラ ン。6回にも中山拓郎捕手が右翼本塁打、

さらに佐々木が 2打席連続本塁打するなど、

打者10人の集中攻撃で 5点を加え、試合を一

方的にした。

先発の山中はていねいなピッチングで 3安

打に抑え、継いだ三沢、吉田好伸両投手が安

打を許さない好投。強打の諏訪 もつけ入るス

キがなかった。

決勝は松山が先需1したものの、.姫路はすぐ

に逆転、またも山中、三沢の好継投で松山の

追撃を抑え、 7回には自滝、佐々木らの快打

で 3点を加えトドメを刺した。

橋戸賞は19打数11安打 8打点と打ちまくっ

た姫路・佐々本一塁手が打撃賞と合わせて受

賞。久慈賞は松山 。久玉投手、小野賞は姫路

市の社会人 1年生フレッシュ・バ ソヽテリー、

一沢投手、中山才甫手の 2人に贈られた。小野

賞を個人 2人が受賞したのは、史上初めての

ことだった。

1年生バッテリーに小野賞
32チ ームが参加、初出場は相幌市。電電北

海道だけで強豪がひじめいた大会だったが、

開幕第1戦で前年度優勝の大昭和製紙 (富士

市)が敗れるなど、波乱に富んだ展開となり、

姫路市。新日鉄広畑が社会人1年生、18歳の

三沢淳投手の活躍などで3年ぶり2回 目の優

勝を果たした。

浜松市。河合楽器、大阪市。日本生命、東

京都・熊谷組、浜松市。日本楽器、横浜市。
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松山市 (丸善石油)

1000001
0200013

姫路市 (新日鉄広畑)

曜

回 打安振球貴 三 沢 5 35iI
薔軍早打暫瞥
三 沢 5  3511

6  7332
% 2013
1% 1300

▽コ塁打 3Am′ J伍 白 滝 島日 ▽2時間12分

点だった力ヽ 姫路はその裏、代った門田に襲

いかかリー死一塁から主軸の自滝、佐々木が

快打して 2点、島田も左翼二塁打、この回 3

点を加えて試合を決めた。

松山が久玉 1人だったのに対し、姫路は山

中、三沢と信頼できる両輪があった投手陣の

差力ヽ 決勝の明暗につながった。

唯―の初陣、サヨナラ勝ち
唯一の初出場チ‐ム、札幌市 。電電北海道

がサヨナラ勝ちで初陣を飾った。 1回戦で大

垣市・西濃運輸と対戦した沐腑謳 1点をリー

ドされてはいた力ヽ  4回半ばからリリーフの

初p投手力ヽ その後 1安打で抑え最終回を迎え

た。

札幌は四球とバント野選で無死一 。二塁の

チャンスをつくった。一死後、高谷一塁手が

一塁線を破る二塁打で同点。大垣は柴田から

早川にリレー。木本の三ゴロで、三塁から日

比野がホームを突いた。タイミングは完全な

アウトで、捕手・山口が選球 を受けたとき、

日比野はまだ 3傷 も手前にいたがタッチした

ミットからポールがこ0まオι 沐鵬 のサヨナラ

勝ちとなった。

山口捕手は3年前、新日鉄広畑が優勝した

ときの捕手。新日鉄名古屋に転勤になり、補

強で出場した名手だ力ヽ 間がありすぎてプレ

ー|こ魔がさした。

史上初の無安打勝利
大阪市 。電電近畿が大会史上初の無安打勝

利を記録した。 2回戦の大阪同士の対戦で対

日本生鋭

試合巧者の電電だった力ヽ 日生 。小弓場投

手に抑えられ庚打が出ない。 0-0で迎えた

6回、電電は投手の和田が遊撃手の落球で一

塁に生き、暴投 と才甫逸で‐ 代打の藤本が

0-2からスクイズを決めて1点 をあげた。

和田投手が 4安打を許しながらこの 1点 を

守り切 り、珍らしい勝利となった。

Ｏ

Ｘ

０
手
玉
田
木

０
投
久
門
鈴

姫路市 “2投"立ての強み

姫路市 。新日鉄広畑は大舞台に強い左腕 。

山中、松山市・丸善石油は右のエース久玉を

たてた。

松山は1回弘田が三塁を強襲。足を生かし

て二塁打とし、山下の中前適時打で素早く1

点を先取した。弘田はその裏、三村の打った

二塁頭上を抜きそうなライナーをジャンプし

て好捕する美技で試合を引き締めた。

しかし姫路は2回の一死二塁に京田が左前

タイムリーして同点、山中が歩いた一 。二塁

に小玉が右前に流 し打って逆転した。

序盤戦は派手だったが、山中、久玉の好投

で試合は静かに進んだ。姫路は5回から三沢

をマウンドに送り、 6回 またも京田が右前に

適時打、 1点を加えた。

下手からの三沢は帥 0手 きあがり、変化

球もよく低めに集まり松山打線を抑えた。松

山は7回、永田が死球で出た二死一塁に、代

打・徳藤と水中が連安打、 1点を返 した。無

失点を続けていたた三沢の13イ ニングロの失

東西決戦 4時間10分 ドロー

準々決勝の東京 。大阪対決となった熊谷組

対電電近畿は延長12回、 4時間10分の勝負が

つかず、引き分け再試合となった。

前半が東京、後半は大阪のペースで試合が

進み、大阪は2点をリードされた9回裏、代

打 。田中、内の短長打で二・三塁。ここで西

森が中前に貴重な2点タイムリーを放ち同点

とした。

延長に入ると東京 。久保田、大阪 。谷が力

投した力ヽ 大阪の粘 り腰はさすがで、再試合

では東京に快勝 した。

◇ 2打席連続本塁打 大阪市・電電

近畿 。今西和男一塁手 (日本熱学から

補強)は準々決勝再試合の対東京都・

熊谷組戦の 4回に久保日、 6回に大櫃

両投手から。

姫路市・新日鉄広畑・佐々木縮

塁手は準決勝の対諏訪市・三協精機戦

の 5回に渡辺贅 6回に小山両投手から

本塁打。

第30回大会t神戸市 。川崎重工の西

永 36回の大阪市・全鐘紡 。大戸に続

き、史上 3、 4人 目。 1大会で2人の

2打席連続は縮 齢乳

なお 1試合2本塁打は、 7、 8人目。

◇無安打勝利 2回戦の大阪市同士

の対戦 電電近畿対日本生命戦(電
電は6回敵失と暴投 捕逸のあとスク

イズで決勝点を奪いノーヒットに抑え

られながら勝つた。

休部も経験、名門復活

準優勝の松山市・丸善石油は会社の事情も

あって、昭和37年から7年間休部を続け、44

年に復帰し3年目のチーム。それだけに感慨

もひとしお。
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抱き合って優勝なふSヽ 姫路のヨ尺 中山パッテリー
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関東t関西の大学出の選手が揃っていた休

部前とは違い、高校出が多いだけに浅井監督

は「このメンバーでは守りを鍛える以外、勝

つ道はない」と、練習に次ぐ練習。チームの

和を重視し、躍動のリズムをつくった。

浜松市 。日本楽器、横浜市 。日本石油、大

阪市・電電近畿など、前評判の高かった強豪

を次々に倒したのは立派だった。

エースの久玉が防衛大出というのも守りの

チームにふさわしい。

甲子口より楽だつた !

小野賞を史上初めて 2人で受賞 した姫路

市 。新日鉄広畑の三沢淳、中山拓郎のパ ンヽテ

リー。三沢投手は江津工、中山才甫手は滝川高

を今春卒業したルーキーだ。

一沢投手はむずかしい場面でのリリーフを

含め決勝までの 5試合全部に勤 庶 16イ ニン

グで失点わずかに 1。 なかでも強打を誇る日

立市 。日立製作所との準々決勝では、無死―・

二塁でリリーフ、大胆な投球で投ゴロ、投ゴ

ロ、三振。スタンドをアッといわせた。

中山捕手のリー ドぶりもあざやかだつた

し、準決勝の諏訪市 。三協精機戦では息の根

を止める本塁打を放つなど活躍した。 2人 と

も甲子園出場の経験をもつカミ ロをそろえて

「甲子園より楽や」。

1回蝸伐

翻 [栗 爾

li]]|||
86唇 ::||
⑤ 堤 本 200
5  りll 口 200

8 和 田 :::
2962

振球犠盗失残併
732205
投 手 回  安責
和 田 9  41
▽二塁打 小林▽二塁打
▽2時間43分

紙
　
谷
月
田
口
原
田
倉
藤
道
田

和製
山

打安点
400
320
300
421
400
400
300
300
100
100
000
1

―

620104
投 手 回  安責
加 藤 5  31
安 田 3  21
野 村 1 10
今西 小田2

1鱚1酬
畑
⑤
０
０
０
０
０
⑤
②
①
Ｈ
ｌ
Ｈ

電部交換嬢の鼓鰤隊による東京1電電東京の応槻風景

プロ15年の土台築いてくれた

姫路市 。新日鉄広畑

=沢 淳投手

昭和

“

年江津工高から新日鉄広畑に入礼

ルーキーで全 5試合にリリーフ役で登板:同

じ新人の中山拓郎捕手とともに小野賞受賞。

中日、日本ハムを経て、中 。

打たれたらとか、点を取られたらなんて、

余計なことを考えずに打者だけを相手に無い

で投げられたこと力ヽ いい結果につながつた

と思う。

広畑は大会前、下馬評にもあがらなかつた

し、ポクは新入。住友金属から山中正竹さん

が補強で来たので気は楽だった。

1回戦で強いといわれた三菱自動刺 ll崎に

勝ち、山中さんを継いでボクは3イ ニング無

■l13三浙乳 際議小とやれる」と̀じ強 く感じ

た。

苦しかつたのは準々決勝の日立製作峨

日立の猛打は脅威的だつた。 1-0と リード

していた7回、日立が無死一 。二塁としたと

ころでボクの出番。捕手も新人の中山拓郎と

代つた。結果は投ゴロ、投ゴロ、三振だった

力ヽ 夢中だつたのでなにを投げたのか思い出

せない。

決勝の丸善薔由戦も5回から山中さんを継

いだけど、経験のないボクと中山のバッテリ

ーを監督の土井洋さんがよく使つてくれたも

のだと恐ろしい気がした。

山中さん力tあのちいさな体で強打者をキ

リキリ舞いさせるビッチングは参考になっ

た。山中さんがいてくれたからこそ、ポクも

あれだけやれたと、いまでも感謝の気持ちで

いっぱいです。

ボクは高校を出たとき、中日にドラフトさ

れたのだカミ 田合の高校生だつたポクにとつ

てプロ野球なんて雲の上のこと。それで広畑

におせわになつた力ヽ いい場面で使つていた

だけ、強烈なメンバーを相手にいいビッチン

グができ、プロ入りする決いがついた。I序

間のプロ生活を送れたのは、まさしく都市対

抗のお力ヽ九 ボクの人生の転機となつただけ

に、都市対抗は一生忘れられない。
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1回戦

浜松市

大阪市

３

Ｘ

器

０

０

命

楽

０

０

生

合

０

０

本

河

２

０

日

1回戦

岡山市 (ク ラレ岡山)

0000220
0000002

千葉市 (電電関東)

安

６

０

辮

７

失

０

回

６

３

盗

１蹴６‐‐時精側
野

∞ЮЮ牌助

井

１
１
塁
間

竹
相
雛

距
猪

打
＞
＞
＞
▽

塁
宮
宮
浦

本
若
若
松
多

▽
＜
＜
＜
塩

打安点
430
310
420
400
420
200
212
310
110
000
100
100
100

振球犠盗失残併
800102
投 手 回  安貴
松 浦 9  112

1回戦

Ｈ

　

　

賣

４

０

]III]][i「
T「 ||

打安点
500
410
000
531
421
310
323
313
300
100
000

霧
④
⑥
⑤
②７③
⑦
２③
Ｈ①
Ｈ
ｌ
Ｈ



1回戦

[[[ll[[lil:|111

i:]]」 ]li「

「ill:

谷
田
橋
本
田
吉
田

東
塩
岩
高
扇
吉
神
篠

Ｈ
２
②
Ｒ
３
④
①
ｌ

【
阜
古屋

:】ぅ |]]
89]::||

H8」  ヽりIL者
拷1_ 投 手 回  安責

振球犠盗失残併     松 浦 6  31
462119      渡 辺 3  20
投 手 回  安責
神 吉 51/6 54
篠 田  % 00

琴本塁打
2尾

崎:当 榊剖 石井1号③ 榊剖
▽2時間40分

1回戦

東京都 (熊谷組)

000021001
000200000

北九州市 (新 日鉄八幡)

【

振球犠盗失残併
531406
投 手 回  安責
林  4  32

久保田 5  31

安点
10
10
00
00
00
31
11
00

責

４

安

９

辮
５
失
２
回
９

雌５３２２時観

榊 艦 失残併・
6

振球犠盗失残併
560109
投 手 回  安責
奥 江  %10
黒 沢 4% 31
長谷り|1 3  21

1回戦

]I[|『II』illll【
8:市i : |]]

65重 套ill
③  丸 山 100
7  石 田 110
7  橋 本 100
⑨  片 原 410

振球犠盗失残併
1051506
投 手 回  安責
渡 辺 2% 20
美 り‖ 6% 30

▽三塁打 柳瀬
▽二塁打 堀尾 片原
▽2時間43分

1回戦

振球犠盗失残併
650219
投 手 回  安責
財 前 4% 21
三 田 2%10
丹 下 2  30

§皇5111

|イ

日立市 (日 立製作所)

000052050
001000000

金沢市 (西川物産)

1回戦

０

×

北
０
０
学

東

１
０
化

電
０
０
淵

電
０
３
鐘

市
　
　
市

ム
ロ
　
　
砂

仙
　
　
高

▽三塁打 後▽二塁打
依帖▽2時間10分
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1回戦

大垣市 (西濃運輸)

020200000
000300002

札幌市 (電電北海道)

打
３
１

占
小２
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０
０

安
２
０
０
１
２
１
１
１
０
０
０
１

打
５
３
２
４
３
４
４
３
２
１
１
２

谷
池
本
藤
藤
川
攘
木
崎

鰤
下

柳

ｌ
高
菊
木
斉
千
古
村
鈴
浜
日
山

櫛③④Ｈ⑦⑨００⑤⑤Ｈ①ｌ

点

０

０

安

０

蚊
４３
‐０報

棚‐８回瘍吻岬

盗

１蹴８２‐時崎柳龍

責

４

０

安
９
０

２
　
％
％

１
回
８

１
手
田
川

７
投
柴
早

振球犠盗失残併

▽二塁打 古川▽二塁打
高谷 ▽2時間36分

1回戦

器
０
０
油

楽

０
０
石

本

０

０
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日
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０
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０

１

２
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０

３

１
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０

０

０

０

打

４

３

１
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４

４

４
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１
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１

１

２

‐』購嘲辻同疇腸劃赫幡締緯輛赫格

【
§
山市
吉 晟 !7i

H4弘 田 100

30104
振球犠盗失残併
531026
投 手 回  安責
久 玉 9  82

８

　

　

責

２

０

０

２

３３

　

　

安

４

３

２

１

併残

６

失

１

回

１

３

３

１

蹄５２０３肝諄け経森
こ客き:こ景重身

号
9野

1回戦

[[[|]:ililllt11
【

0撃
T圭

 葬 17i
⑨  細 矢 100
H  鬼 丸 001
1  71ヽ  り|1 000
1  井 上 210
H  奥 谷 100
②  村 田 000
H3渡 辺 3H
H3 近 藤 100

0 景 番 |||
9  大 谷 200
H9青 山 212

0優 柔々:::

9 普昇:::

17籍 樹i::

9馨 会:::

振球犠盗失残併
3474

831027
投 手 回  安責
池 田 2  42
′
Jヽ 川  % 21
井 上 5% 103

玉
村

滝

木

佐

田

々

点

０

０

２

安

１

０

２

打

５

３

５

振球犠盗失残併
441707
投 手 回  安責
山 中 5  53
三 沢 3  00
久 保 1  21

:雪]I青[[真[]彙

)

▽2時間54分



2回戦

横浜市 (日 本石油)

00000010000001
00000000100000
東京都 (電電東京 )

投 手 回  安責   投 手 回  安責
奥 江 9 41 松 浦 8 41
黒 沢 5 00 内 田 6 50
▽本塁打 宮永 1号 (奥江)▽二塁打 富永
▽3時間16分

2回戦

諏訪市 (三協精機)

12000113
31000003

札幌市 (電電北海道 )

2回戦
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【岡山市】   打安点

3 露出::♀
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0量 ]!il

3062
振球犠盗失残併
622105
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2回戦
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: 目 客 ::
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2回戦
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⑤
②

③
Ｒ
⑨
①
Ｈ
ｌ
ｌ
Ｈ

尾水ヽ打塁三▽
分

＞

５０

尾
間

谷
時

責
１
０
０
号

▽

安
２
１
２
１
正

併
　
　
　
　
　
辺
水

残
６
　
　
　
　
渡
清

失
１
回
３
３
３

蹄６４２‐時観濁］軸剌

④  内 藤 400
3052

振球犠盗失残併
551307
投 手 回  安責
古 屋 4  31
矢 形 4  42
前 野 1  00

生命】
須
カロ
佐
山

責

２

０

０

安

２

１

１

２

辮
‐０
　
　
　
畑

失

０
回

１

７

１

時６７２３時日れ制嘲

H2新 里 20
①  瀬 戸 10①  瀬 戸
1 堀 江

1回戦

０

×

１
０
車

＞

０
１
動

器
０
１
自

電
０
０
ゞ

下
０
２
す

松

０
０
い

市
　
　
市

真
　
　
崎

門
　
　
川

都
０
０
ン

一尿
０
０
シ

車

１

０

ミ

動

４
〇

一

自

２
０
カ

菱

１

０

ツ

三
〇
０
リ

市
　
　
都

都
　
　
一ヌ

一示
　
　
東

神戸市 (小西酒造 )

001000000
000000000

和光市 (本田技研 )

打安点
300高

田
　
沢
川
口

岡

ｌ
日
小
　
広
吉
川
西
久
若

額
③
９∝

00
00
10
00
10
00
10
10

責

０

安

４

０

回

９

０
手

林

８
投

若

振球犠盗失残併

▽2時間33分

1回戦

点

１

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

２

０

１

２

０

０

１

１

０

０

０

０

打

４

３

４

４

４

３

１

４

２

０

０

１

村

井

井

田

田
松

本

田
間

　

谷

島

角

市

口
宮

石

下
内

久

石
吉

福

　

亀

杵

真

　

　

　

９

門
⑤
④

◎^
Ｏ
③
③

Ｈ
②
①
ｌ
ｌ
Ｈ

振球犠盗失残併
67330H
投 手 回  安責
豊 田 9  72

7  中久保 000
⑨  阿 部 200
H  長 浜 100
1  中 村 000

3372
振球犠盗失残併
210015
投 手 回  安責
福 間 5  83
角   % 31

亀 谷 1% 00
中 村 1  00

1回戦

福崎 響田 村 岡本
▽2時間36分

責

２

０

安

７

１

瑚
８
失
３
回
５
４

盗
２蹴５７６時観［

▽査量打 記彙
1言

9J'量L罰が号(1畠 )

201
2741

見
藤
崎
辺
内
田
谷
本
田

点

１

０

０

０

０

１

０

４

１

０

１

０

０

０

安

１

０

０

０

０

０

０

２

０

０

３

０

１

０

打

３

３

１

４

２

２

１

４

３

１

３

１

１

０

都

　

　

３

　

８

　

　

９

　

２

二泉
②
③
Ｈ
の
う
〉⑤
ｌ
③
②
）Ｈ
⑥
①

Ｈ
Ｒ

振球犠盗失残併
951127

婁 議 ワ% TT
雇唇 税::
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準々決勝

０

×

所
０
０
畑

作

０
０
広

製

０
１
鉄

立

０
０
日

日
０
０
新

市
　
　
市

立
　
　
路

日
　
　
姫

市】   打安点

4 橋 本 000
3370

振球犠盗失残併
611118
投 手 回  安貴
渡 辺 6  51
野 崎 2  20

準決勝

振球犠盗失残併
1020207

言 軍 ?  言T
三 沢 3  20

岬倒曲喘科は脚剌』卿耐脚鰤馴

立日
③
◎
０
０
０
０
０
①
Ｈ
ｌ
Ｈ
④
４
Ｈ

▽三塁打 白滝▽二塁打
佐 木々▽2時間15分

i[Ili][II:lll:

振球犠盗失残併
120126
投 手 回  安責
和 田 1  53
谷  3  31

加 納 4  30

準決勝

振球犠盗失残併
421207
投 手 回  安責
谷 山 2  32
久 玉 7  60

▽三塁打 弘田▽二塁打

37時出易分

０

×

＞

０
５
畑

機
０
２
広

精
０
０
鉄

協
０
０
日

三
〇
０
新

市
　
　
市

訪
　
　
路

諏
　
　
姫

点

０

１

０

０

４

０

０

１

０

０

０

１

０

０

０

安

１

１

０

１

３

１

０

１

１

１

０

１

０

０

０

打

３

３

１

４

４

３

２

１

３

１

２

２

１

１

１

玉
村
井
滝

ｌ
小
三

市鵬
⑥
③
８②
③
④
③
Ｈ９⑤
Ｈ５②
２①
ｌ
Ｈ

責

０

０

０

安
３
０
０

辮
‐０

失

０

回

５

２

２

時４８‐２時］郵調
振球犠盗失残併
800013
投 手 回  安責
渡 辺 4% 52
尾 関 1  12
Jヽ 山  % 33
山 口  % 20
原 田 1  00
美 川 1  00

:1::3轟1!翼
(中断5分 )

占

小
０

２

０

１

０

１

０

１

０

０

０

安

２

２

０

１

１

１

０

１

０

０

２

打

５

４

３

３

４

４

２

１

１

１

２

255

4614

準々決勝

油

０
０
油

石
２
０
石

善

０
１
本

丸

０
０
日

市
　
　
市

山
　
　
浜

松
　
　
横

貴
４
０

安

５

０

０

回

６

３

１
手
江
沢

２
枠
五
ス黒

【松山市】   打安点

1  久 玉 100
⑥  水 中 210

305 4
振球犠盗失残併
831103
投 手 回  安責
門 田 2  31
久 玉 7  71

▽本塁打 山下 1号②

J豊萱好
▽
旱量打平位

▽2時間8分

準々決勝 (再試合)

軍煙酔H川 |

―
失残併

742123
投 手 回  安責
加 納 9  71

点

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

０

０

１

１

１

０

０

２

０

１

０

０

１

０

０

０

打

０

３

１

４

４

４

３

４

３

１

２

１

１

１

０

１

‐」師簡後倒制料』絲卸相制畑膚林卸

都鯨
②
Ｈ７
Ｈ７⑨
◎
⑤
◎
④
②
Ｈ⑥
Ｈ①
Ｈ
ｌ
Ｈ

占
“
０

０

０

０

０

０

０

０

０

‐

０

０

〇
一‐

　

　

　

　

　

　

　

　

悧

［̈̈̈
¨̈̈
［̈一̈̈
］̈３４６動‐２‐‐』５４０̈　　　̈鵬

枷［］］』̈̈
［̈̈
］［」車̈
９５０‐２］̈̈
　　　［『

I難 貫卜im。
(加納)▽二塁打 後

▽2時間25分

責

３

２

０

安
４
２
１

併残
７

失
４
回
４
３
１

盗
１蹴２２０肝畑規林

準 決々勝

]][|]iili71111

振球犠盗失残併

2回戦

][[IIIiiI):illl【
8:市吉 : Iii
2  太刀川 000

3  岩野葬 1::
R9山 本 000

0]意 ili
H  加 藤 000
1  渡 辺 110
④  小 川 200
H4 橋 本 100

32128
振球犠盗失残併
533006
投 手 回  安貴
野 崎 4  32
渡 辺 5  71

:[il賞il曹:8
J三皇諄小野寺石井
(日 )

▽2時間54分

責

４

０

２

０

０

安

８

０

３

０

１

９

　

％

％

％

％

１
回
２
　
３
　
１

０
手
木
下
井
本
内

８
投
柏
松
石
山
光

2回戦

[[[llii[illlll
占

小
１

０

０

０

０

安

０

０

１

１

１

打

３

４

４

３

１

玉
村
滝
木
佐

々

ｌ
小
三
白
佐
土

市鵬
⑥
０
０
０
０
０
０
②

雲目:::
大 木 200::::||

振球犠盗失残併
330125
投 手 回  安貴

萱籠【 ll
準々決勝

9暮 井寅 l::
R  木 村 000
1  三 沢 000

245 2

振球犠盗失残併

▽三塁打 中山▽二塁打
佐々木▽2時間10分

責

０

０

安
４
０

０
回
６
３

４
手
中
沢

７
投
山
三

][II[[[tllllll
｛泉
　
７

東
②
Ｒ

躍 失残併
5873116
投 手 回  安責
林  8  124

久保田 4  20

こ示:骨蘭I翼

▽二塁打

【
δ
阪市

洗 藤 ITj
H  岡 本 100
1   谷  000
H 井 上 1

R6角 谷 0

§
5 1内

書 :
1 加 納 2

H  藤 本 110
R9 西 森 212

原
藤

後
　
田
本
帖
Ｊ
野
瀬
木

都
　
伊
　
中
苑
山
依
井
神
古
新

占

ハ
０

０

０

１

０

１

０

２

０

０

０

０

安

０

２

１

２

０

０

２

３

１

１

１

０

打

１

３

５

３

１

５

５

５

４

３

１

４

責

３

１

０

安

５

３

５

辮
‐０　
％
％

失
２
回
２
４
５

盗
０

鴎
２２
手
田
納

谷

振
７
投
和
加



路  市
(新 日鉄広畑 )

女臣
(電

監督⑩ 藤巻 大

高
大
大
高
大
高
大
大
大
大
国
大
大
大
工
央
大
大
高
古
大
大

工
大
高

野
　

北

〓
　

工
講

馨

轟

学

轟

海
）

「

駒

粟
日
駒
峡
明
日
日
駒
芝
千
伎
専
東
東
宇
木
青
日
大
鹿
駒
東
福
東
銚

∴

震

叫〒

原∴

∴

姉

新
立
西
中
姫
江
飾
法
和
米
立
滝
専
同
関
柏
南
新
岡
立
柏
姫
岡
関
飯
慶

い岬一一一̈一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一一一

大
大
大
大
高
高
大
高
大
大
高
高
愛
大
高
大
大
高
高
国
大
大
大
大
大
高

洋
　
　
舞
諄
　

代． 　

正
』
師
動
一
性
　
知
』
峰
響
　
商
　
　
　
諄

中
東
専
関
鶴
仙
慶
八
日
立
岡
今
千
愛
九
立
愛
岡
九
堀
立
名
法
明
駒
倉

果向醐醐上孝．．９珈一一一̈中一一一一̈卸一一肋報̈̈
¨

大
大
林
久
井
森
古
新
落
大
斎
神
加
依
山
石
三
池
井
深
後
伊
苑
中
梅
山

電
器
に
予
哄
亥

監
投

″
″
″
″
捕

〃
″
″
″
内

″
″
〃
″
″
″
″
″
外

〃
″
″
″
″

産
大
大
大
高
高
高
高
高
大
高
工
高
高
高
高
高
大
高
大
高
大
高
高
産
高

一
南
叩
　
　
鉢
　
　
　
鳩
手
工
北
英
隷
英
時
北
徳
哺
英
俣
　
北
　
市
　
俣
英
嗜
戸

宮
駒
専
駒
南
横
平
東
育
東
育
東
京
修
秋
育
川
駒
東
法
小
駒
川
育
気
水

ムロ諌
仙

大
工
商
大
農
大
商
高
大
高
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
高
大
高
大
大

一
由
叩
　
　
　
田
峠
　
一戸
　
腋
知
　
輌

工
京
　
工
　
　
　
　
中

工
　
」
　
「

慶
秋
岡
慶
水
立
鹿
高
立
早
芝
中
慶
芝
慶
慶
専
法
愛
芝
早
法
早
銚
法
慶

浜̈
癬一一̈一一報̈̈
一̈̈一醐一中円̈一̈輔

本
三
奥
長
黒
荒
五
三
田
大
河
水
増
宮
鈴
宮
平
秋
伊
藤
石
幕
伊
町
磯
伊

横

８
督
手

高
高
大
高
大
商
大
高
大
高
大
産
高
高
大
高
大
高
大
大
高
大
大
大
高
高

士田計叩一̈
¨̈
中［一一一崚中̈
一痺明̈
一」申肇『明駒̈
¨̈

ニユ̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
一‐純．２．崚̈晴一̈囃協一̈一購

大
高
大
大
大
高
大
大
大
高
高
大
大
高
高
大
大
大
大
大
大
大
高
高
大
大

本
　
　
剌
姉
　
　
刹
輔
姉
軸
　
沢
¨
軸
刹
　
士
　
　
剌
［
柿

明
橋
亜
中
神
中
専
明
神
岐
利
大
駒
藤
伎
大
神
亜
国
中
法
神
別
利
日
駒

嶼一】̈
”】『田融数ｍ一］一・夫２．珈̈
紘̈．２６熱】̈
”翅伽̈
¨

ｏ
鱗
朝
蛸
確
酬
蘇
婚
淋
離
議
酷
璧
蕩
瀞

Ｏ

‐
‐
‐
‐
‐◎

‐
‐
‐
‐
○
○

‐
‐
‐
‐
，
‐
○

‐○

浜

瑠
目

看
掲

目

璽
Ⅷ

６

松禾ロ

督
手
　
　
　
　
　
手

監
投

″
″
″
″
″
捕

一一一一翻臨時一一疇一一一一一一一一̈一

　̈詢̈
［̈
紳】紳』̈
¨̈
】ぃ「物』̈
麟̈瘤̈
諮̈餡

捕

〃
″

〃
内

″

〃
″

〃
″

″

″
外

〃

〃

″
″

″
″

励珈拙輛鵡一動一̈鐵輛一一辮一端

256



士叩　一一一榊一」一̈一一｝一一一一′ｊヽ野田ェ高大̈̈響一』一』』　　・士叩　大嚇』は一̈一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一一

・慶
下
御
宇

三
海
小
宇
迩
　
　
　
　
　
　
　
　
立
都
成
防
〓

山石
高
高
大
大
高
園
高
高
大
高
高

高
大
大
高
大
高
高
高
高
商
大
高
大
高
高
　
　
　
　
　
　
　
高
高
大
高
高
高
高
商
高
高
高
高
大
大
大
大
高
高
高
大
大
大
高
高
高
高

〓需
‐‐Ｊ

　
　
商
竜
海
士
田
畔
田
』
　
陽
珈

れ
　
　
山
士
鉄
姉
商
商
川
　
哺
海
姉
西

　
　
　
一
而
叩
　
　
野
郎
　
講
薫
陽
野
島
国
芝
陵
れ
　
　
　
　
却
理
陽
命
谷
』
姉
西
鉄
韓

浪
玉
東
国
大
三
大
津
専
北
比

江
日
日
郡
国
大
高
浪
浪
柳
日
高
東
玉
関
　
　
　
　
　
　
　
熊
県
同
西
帝
北
佐
徳
興
初
広
城
日
明
近
近
近
天
北
立
竜
大
徳
関
大
城

古暴
呻
一̈
一̈
¨̈
一一
一
』
¨̈
一摯
一
一̈
¨̈

四̈
一
　̈
　
百層
岬
靭
剛
¨̈
「い̈
認̈
聯

彦．２３”〕瑠
都
鼎
葛
政．２２̈
「『枷

『
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第43回大会輝瑕辮l電‰ど
日・鰈日期

推薦姫路市・ 新 日 鉄 広 畑 0

浜 松 市・ 日 本 楽 器 3

名古屋市・三 菱 名 古 屋  1
札 幌 市・電 電 北 海 道 0

大 阪 市・電 電 近 畿 0

日 立 市・ 日 立 製 作 所 2

門 真 市・松 下 電 器 0

和 光 市・本 田 技 研 1

大 垣 市・ 西 濃 運 輸 1

盛 岡 市・盛 岡 鉄 道 局 0

松 山 市・電 電 四 国 2

白 老 町・ 大昭和製紙北海道  3
大 阪 市・ 日 本 生 命 2

東 京 都・電 電 東 京 3

鈴 鹿

東 京

高 砂

・ 熊

清 水 市・ 日 本 軽 属 2

12

2

日
本
楽
器

鹿

組

一鈴詢
谷

田

神 戸 市 OJヽ 西 酒 造 1

諏 訪 市・三 協 精 機 0

岡 山 市・ ク ラ レ 岡 山 0

東 京 都・ リッカー ミシ ン 2

和歌山市・住 友 金  属 3
横 浜 市・ 日 本 石 油 1

熊 本 市・電 電 九 州 5

那 覇 市・ オ ー ル 那 覇 0

岩 国 市 0東  洋  紡 3

横須賀市・ 日 産 自 動 車 2
北九州市・新 日 鉄 八 幡 2
り|1崎 市・三菱 自動車川崎 7

丸

北東

大

電

全

電

市

市

都

台

一泉
仙

常連チーム続 初々戦敗退
本土復帰を記念して特別参加の沖縄の那覇

市 。オール那覇を合めて32チ ームが参加。初

戦で前回優勝の新日鉄広畑 徹鵬 市)を破っ

た浜松市 。日本楽器が20歳エース、新美敏の

好投と補強の小田義人 (大昭和製紙)植松清

春 (河合楽器)らの活躍で 4回 目の出場で初

の優勝を果たした。

門真市・松下電器、大阪市 。日本生命、東

示都・熊谷組、横浜市 。日本石油、北刀 '‖市・

新日鉄八幡らの “常連"が 1回戦で次々姿を

消した。

浜松は推薦の新日鉄広畑を新美が完封。名

古屋市 。三菱名古屋に圧勝、強力打線の日立

市 。日立製作所戦は新美と日立 。高田新次投

手の投げ合で接戦となったが、 リードされた

8回、代った日立の佐藤博投手に辻哲也左翼

手が同点タイムリーを浴せ、 9回先頭打者の

植松が左翼上段に豪快なサヨナラ本塁打tべ
スト4に進んだ。

暴れたのは大垣市 。西濃運輸。小林国男、

柴田昌邦の継投投手陣を糸剛‖昌俊外野手を軸

とする打線が支え、 1回戦では盛岡市・盛岡

鉄道局を伊藤一美右翼手の満塁本塁打を合む

18安打で14点 を奪い、自老町 。大昭和北海道

戦も糸剛1の 2試合連続本塁打などで降した。

準々決勝は東京都 。電電東京と対戦したが 6

回表を終わって4-0と 大きくリードされな

がらその動 剛||が回生の 3試合連続本塁打を

打ち込み、小林秀敏右翼手も同点2ラ ン。す

っかり勢に乗って連打で大逆転に成功、準決

勝に進んた

松永冷一監督力寸講 をとる和歌山市・住友

金属はエース山中正竹投手が健在。 1回戦の

横浜戦は山中投手自ら右翼本塁打を放つ大活

躍。続く東京都
“
リッカーミシン戦は右のエー

ス宮崎寛が 4安打完封。清水市 。日本軽金属

戦は山中が 2安打完封でベスト4に進んだ。

3回 目出場の川崎市・三菱自動庫川崎は日

本鋼管から古屋英雄投手、内藤博内野手、佐

々木和美外野手、いす 自ゞ動車の永尾泰憲内

野手らを補強、鈴木博昭二塁手の 2打席連続

本塁打などで北刀 11市・八幡製鉄を下し、岩

国市 。東洋紡には19歳の左腕・石川勝正投手

に苦しみ抜きながらサヨナラ勝ち。熊本市 。

電電刀 11も 井 卜十一、池田善吾のリレーで零

封した。

準決勝は浜松の新美が好投。船見信幸二塁

手、小田一塁手の本塁打などて大垣を破 り、

川崎も古屋の好リリーフで和歌山を降した。

新鋭同士の決勝となった力ヽ 浜松は新美が

13三振を奪って完封、初回に小田の先制 2点

二塁打などで 3点を奪い川崎 |こ快勝した。

橋戸賞は浜松 。新美投手、久慈賞|』‖崎 。

池田投手、小野賞は大垣 。細川外野手。

完封、零封試合が1&新美をはじめ、池田、

山中、古屋、石川、柴田、戸塚隆 (清水市・

日本軽金属)ら好投手の多い大会だった。
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新美13奪三振、余裕の完封香写ri曇凛夢鷹畠講彩滉翼『
浜松市 。日本楽器は、緊張のほぐれない川   川崎としては池田が2回から立ち直っただ

崎市・三菱自動車川崎の池田を1回 にとらえ  けに、立ちあがりの乱れが痛かった。

韓
41340

3140134

輯
5422
2021
0100

た。榊原が四球で歩 くと、船見が左翼二塁打

して二・三塁。すかさず小田が右中間に2点

二塁打。敵失もあって 3点をあげた。

池田にいつもの切れがなかっつたバ  じっ

くりと見て好球必打した浜松の速攻はあざや

かだった。

新美は味方打線の援護で余裕あるピッチン

グ。外角低めへの速球のコントロールがよく、

さしもの強打のりII崎打線もつけ入るスキがな

かった。

浜松は6回、小田の安打と死球でつくった

一・二塁に、大場が救援の古屋から―・二塁

間を破る適時打を放ち、新美のできからみて

勝利を確定的にした。

川崎は9回、四球と原田、松田の安打で一

死商塁とはじめてのチャンスを迎えたバ 新

復帰記念に那覇チーム招待

本土復帰を記念して沖縄から那覇市 。オー

ル那覇が招待され特別参加した。

1回戦で熊本市 。電電力 11と 対戦Ю投手の

花城は1回の一死から3連続三振を奪い、 3

回の二死一 。二塁では右翼に飛んだ大飛球を

新垣がフェンスにぶつかりながら好捕するな

ど、きびきびした動きはスタンドの拍手を浴

びた。

前半は互角の戦い。熊本が 6回今井、林の

適時打で 2点をあti 7回 にも3点を加えて

試合を決めた力ヽ ただひとつのクラブ・チー

ムで、恵まれない練習環境にもかかわらず力

いっぱいの試合だった。

後楽園から「沖縄の小学生に」と軟式ボー

ル1000個、バ ンヽト250本 をプレゼントされ

国吉監督は大喜びだった。

川崎の最後の打者を三振にうちとり初優勝。マウンドロ駆け寄り喜び合う浜松。

◇ 2打席連続本塁打 川崎市 。三菱

自動利 ‖崎の鈴木博昭二塁手は1回戦

の対北九州市・八幡製鉄戦の 2回と4

回に言選乳

日立市 。日立製作所の山田智千外野

手ぼ準 決々勝の対浜松市 。日本楽器戦

で4回と6回に記録6史上 5、 6人目。

◇ 3試合連続本塁打 大垣市 。西濃

運輸の細 ll昌俊外野手は1回戦の盛岡

市・盛岡鉄道局戦  2回戦の自老町 。

大略m郷紙栢厳浄漁 準々決勝の東京

都 。電電東京戦で本塁打した。

第20回大会の福岡市 。新留以来史上

2人目。

◇連続本塁打 大垣市 。西濃運輸の

3番・Imlll昌俊中堅手、 4番・林伸男

左翼手が 1回戦の対盛岡市 。盛岡鉄道

局の瀬戸投手から記録も史上 3回目。

◇12号満塁本塁打 大垣市 。西濃運

輸の伊藤一美右翼手 (ト ヨタ自動車か

ら補強)は 1回戦の対盛岡市・盛岡鉄

道局の嘱江投手から6回の■死満塁に

左翼席に打ち込んれ

◇ 1試合 2本塁打 浜松市 。日本楽

器の船見信幸三塁手は2回戦の名古屋

市。三菱名古屋戦で篠田、神吉投手か

ら言醸乳 史上10人 目。

◇ 1ブ輸緻到解尋J謝含 10議 、

零封あわせて18試合にのぼり、全31試

合の過半数となつた投手上位の大会だ

つた。従来記録は第3a3a綱 大会の

14試合。

◇毎回奪三振 浜松市 。日本楽器の

新美敏投手が 2回戦の名古屋市・三菱

名古屋戦で13E振を奪い達成。史上 3

人目。

川崎対熊本戦ち4回り|1崎は―死
=墨

で鰤 スクイズを試みたがウエストされ失敗し捕手。メlに
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パンタロンの水兵スタイルで応援する日本石油の政子リーダー

豪州からの 2人を魅了

全剥 11野球協会のポブ・プラック事務局長、

ティム・バシンスウエイト常任理事が 7月 30

日後楽園球場を訪れ、和歌山市 。住友金属対

横浜市 。日本石油戦を観戦した。

大会会長の山本光春毎日新聞社社長と並ん

だ 2人は、カラフルない に身を乗り出

して興味を示し「こんな華やかな雰囲気のな

かで行わオL素晴らしい燎 。身Jllで も、

ぜひ参考にしたい」と語っていた。

負けてもヒーロー19歳

6ゲームもあった1-0の試合のなかで、

岩国市 。東洋紡対川崎市 。三菱自動車川崎は

唯一の延長戦Юサヨナラ負けを喫したとはい

え、175球を1人で投げ抜いた19歳の岩国・

石川勝正投手の力投はファンの胸を打った。

宇部工を出た社会人 2年目。川崎の古屋英

雄 (日 本鋼管から補強)池田善吾と大学出の

好投手をオロ手に、劇 宛融時のクセのある変化

球を生かし、慎重なピッチングで強打の川崎

を抑えた。

0が続いた10回裏、川崎は簡単に二死とな

った。しかし次の平凡な投ゴロを捕つた石川

は一塁へとんでもない高投。一挙に二塁に進

んだ。 174タン
67キロ。スリムな少年が疲労の

極に近づきつつあるのは明らかだった。

一塁側の岩国応援団だけでなく一般のファ

ンも、熱い視線で見守るなか、打者・藤井ヘ

の初跡ヽカープがまん中に入り、打球は中前

に抜けて、 3時間 3分の試合は終わった。

勝負の主役は藤井だつた力ヽ  ドラマのヒー

ローは、この石川少年と、ファンの拍手はい

つまでも続いていた。

忘れられない負けた口惜しさ

川崎市・三菱自動刺 ‖崎

池田善吾投手

昭和44年芝浦工大から三菱自動車川崎に入礼

4回目の出場で久慈賞受賞。現役のあと2年

間の監督を勤め、現在は同社トラックバス技

術センター試作工務課主席。

あのころの川崎は、いす 自ゞ動車、乾

コロムビア、日本鋼借ヽそれにうちと、強い

チームが顔を揃えていて、予選を勝ち、後楽

園に出場するの力,大変だつた。

ルーキーで初出場、そのあと補強で2回。

あの年は、私とロッテに行つた井 卜十一、近

鉄で投:ヂている村田辰美や熊谷仁と投手力で

予選を勝ち、さらに鋼管の古屋英雄投手を補

強 鋼管、果之の打者も加わり、オータИII崎

のように充実していた。

1回戦に新日鉄八幡に完設勝ちしたあとリ

リーフで勝ちあがり、準期獅鮒抜 金属戦も

投げる気でいたら、熊谷の先蒐「あ?、 オレ

は決勝で投げるんだな」と思つた。

前夜はいろいろ考えはした力ヽ 別にプレッ

シャーはなかった。

とび抜けて力のある球があるわけではな

く、いまでいうスクリューボールなのな 左

腕からの申 で これには自信があ

つたから、効果的に生かそうと思っていたが、

マウンドにあ力菫ると「やつてやる」の気持ち

が強すぎて、制球力が全然ない。思つたとこ

ろと、ポール1個以上違うところに球がいつ

てしまう。あがつていたのではなく、いま考

えてみると、気持ちだけが先走つてしまつた

反省がある。

1回の■死二 。二塁で大昭和から補強の小

田― と対した場面は、鮮明に覚えている。

カウントが2-3と なつたあと、私は速球を

投げた。見事にとらえられて右中間を破られ

たカミ どうしてあそこでカープを投げなかつ

たの力、 といまでも悔い力城 る。

初回の失点が響いて、最後までうちはペー

スを取り戻せなかつた。久慈賞を受けたカミ

閉会式でアナウンスを聞いたとき「負けたの

はオレのせい。みんなにすまない」の気持ち

の方が強かつた。せつかくのチャンスだった

のに、負けた口惜しさは忘れられない。
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H 渡 辺 000
294 0

1哨

轟iⅧti脚

本
原
見

山
榊

鳳
400
310
311
400
410
410
311
311

打安点
420
100
410
500
400
200
420
420
200
100
100
000
110
000
000

振球犠盗失残併
220313
投 手 回  安責
新 美 9  80

振球犠盗失残併
8512111
投 手 回  安責

▽二塁打 神原 青井明 村 上 6% 73
▽二塁打 古川 表輸  久 保  % 00
▽2時間32分      野 邑 2  00

1回戦

名古屋市 (三菱名古屋)

00000000
00000000

札幌市 (電電北海道)

1回戦

日立市 (日 立製作所)

0000000
0000000

大阪市 (電電近畿)

打安点
532
500
410

720014      投 手 回  安責
投 手 回  安責    柳  9  41
篠 田 9  40
▽二塁打 前田 織田▽ 1時間52分

市立
　
　
　
　
　
　
５

日
③
０
０
０
０
⑤
Ｈ
⑥
Ｈ
６
①
Ｈ

41
20
20
20
10
00
10
10
10
11

【
6阪
市奇 田 り守↑

H9西 森 210

3:::||
8  堤 本 100
H  岡 本 000

8柴方原:::
H  平 沢 100
①  和 田 200
1  加 納 000

振球犠盗失残併
941209      振球犠盗失残併

董 重 :  Ti   iO富
li2 ,7

▽本塁打 山田1号2(和田)▽ 2時間36分

打安点 【ホL幌市】   打安点

振球犠盗失残併     400003



1回戦
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０
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０
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０
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０
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光
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０
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０
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運
２
０
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濃

０
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岡

西
０
０
盛

市
　
　
市

垣
　
　
岡

大
　
　
盛

325

【
0光

市
な 嘉 :Ti

3童 1:||

振球犠盗失残併

■

０

安

５

1回戦

嚇 デ

m4撫

胞 世

堡
林
百 T  TT   

言

2草 1:| ,7

堀 江 2% 33
佐 藤 1  42

醸予:υ‖島3(駆酔
1暑
楽

『
鵜

▽2時間47分

1回戦

[][li:i][lllll:

8::|||

振球犠盗失残併
522012
投 手 回  安責
三 田 8  40
野 村 2 10

1  野 村 111

▽2時間25分田

責

１

１

角

鮒２　６胸林

失

１
回
８
１

盗
０

　

　

打

蹴９‐２時〔増哩

限
④
⑤
◎
⑨
０
０
０
Ｈ①
Ｈ
Ｒ

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

１

０

１

０

１

１

０

１

０

０

０

打

４

２

４

４

２

４

３

１

３

１

０

井
田
下
田
田
田
部
橋
関
越
本

ｌ
宮
米
松
下
内
吉
阿
高
福
西
石

市

塀膏替響  裏
3革 1占 8

投 手 回  安責   河 本 9

8三塁打
8制

3:時間%分

9幕 営:::

1回戦

一尿
０
１
命

東

０

０

生

電
２
０
本

電
０
０
日

都
　
　
市

一示
　
　
阪

東

　
　
大

振球犠盗失残併
431103
投 手 回  安責
渡 辺 5  31
内 田 4  11

9群木蒼i8:

振球犠盗失残併

星
3単 1占 5類

利 光 7  42
小 嶋 2  11

IA言:7:暑
身
号
RIv空≧狩

木
醤出

号
須見

1回戦

][]II[[illlll:

振球犠盗失残併
711105
投 手 回  安責
菊 田 9  60

I奏曇言}:言1言3分

1回戦

属
０
０
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金
０
０
学

軽
１
０
化

本

０
０
淵

日
０
０
鐘

市
　
　
市

水
　
　
砂

清
　
　
高

責

０

安

５

辮
９

失

０

回

９雌３７‐２時蔵 振球犠盗失残併
310011
投 手 回  安責
石 井 5  30
渡 辺 3  21
井 本 1  00

占

小
０
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２
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０

０

０

０

０

安

０

１

１

０

０
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０

０

０

打

３

３

４

３
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２

１

点
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０

０
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０
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０

０

０

安
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０

０

１

１

０

０

０

打

３

４

３

２

１

４

３

４

２

▽本塁打 陽田 1号 (渡

辺)▽二塁打 大河
▽2時間14分

1回戦

【神戸市】   打安点

3言 illl

[菅拿1占?併

:11

▽2時間10分

造

０
０
機

酒

０
０
精

西
０
０
協

小
１
〇
三

市
　
　
市

一戸
　
　
訪

神
　
　
諏

田
野
瀬
木
本
岡

１
内
幡
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西
榎
戸
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ン
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０
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０
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０
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一
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０
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０

レ
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０

０
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都
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山

東
　
　
岡

責

２

０

安
５
０

辮
６

失
０
回
７
２

盗
０蹴２００時臨齢

属
０
０
＞

金
０
０
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友
０
０
石

住
０
０
本

＜

１

０

日

市
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０
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山
　
　
市

歌
　
　
浜

和
　
　
横

占
小
０

安

２

打
４

8  戸  田

9 甚蒼

投 手 回  安責
三 井 7  41
松 下 2  11

1回戦

振球犠盗失残併
412004
投 手 回  安責
安 藤 9 100

▽本塁打 竹之内1号②
(松浦)▽二塁打 坂原

▽ 1時間25分

(中断52分 )

1回戦

【
骨
浜市
菫 E li]

[骨』|‖

３３８　
　
蟻
４０鰐
打
竃蠅

５̈４０‐２７］̈̈̈
一̈麟

H2田 中 100
①  三 浦 000
1  黒 沢 200
H  水 野 111

雌 失残併
500003
投 手 回  安責
三 浦 1% 43
黒 沢 6% 40
五月女 1  00
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1回戦

熊本市 (電電九州)

000002300
000000000

那覇市 (オ ール那覇)

③
⑥
ｘ◎
②
９
Ｈ
９

①

岡
井
庭
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田

林
薗
坂
越
嶺
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村
今
大
村
広
　
福
杉
川
長
来

⑦
④
⑨

９
③
６
０
×０
０
①
Ｈ

【熊本市】   打安点

1  小 坂 100
⑥  真 弓 000
H8 野 中 310

3394

振球犠盗失残併
724017
投 手 回  安責
長 嶺 6  50
小 坂 3  00
▽三塁打 杉坂▽二塁打

1回戦

川越▽2時間9分

責

３

０

安
７
２

１

回

６

３

００
手
城
褪

４
投
花
安

7][|[llilllll
【京都市】   打安点

3  早 志 000
⑥  権 野 210
H  吉 田 000
R  坂 谷 000
6  九十九 〇〇〇
②  城 戸 100
1  井 簡 000

振球犠盗失残併
433117
投 手 回

9肉 笛l:: 森 9

2531

1回戦

分
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横須賀市 (日 産自動車)

011000000
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岩国市 (東洋紡)
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７
Ｒ
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ｌ
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打安点 【岩国市】

:::8吾 当 1::
000         32103
000  振球犠盗失残併
410  331219
100  投 手 回  安責
210  石 川 9  81
100
000
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110

振球犠盗失残併
641208
投 手 回  安責

薯美暑:娩 ::

262

振球犠盗失残併
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振球犠盗失残併
1131016
投 手 回  安責
後 藤 3  44
大 段 2  30
右 田 3  43
中島徹 1  10

J電好
2聟 (縮 )

▽2時間46分

2回戦

振球犠盗失残併
633016
投 手 回  安責
河 本 5  21
佐 藤 3  40
白 井 1  00

▽二塁打 奥村
▽2時間26分

2回戦
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50 言 I き挽TT
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431912                  348 2

振球犠盗失残併
512107
投 手 回  安責
新 美 9  82

▽本塁打 船見1号 (篠田)2号 (神吉)古川
1号 (神吉)▽二塁打 新美2 織田 阪口
絆原 伊藤▽2時間38分

2回戦

振球犠盗失残併
1310016
投 手 回  安責
篠 田 6  83
秋 田 1% 33
神 吉 1% 86
西 崎  % 00

大垣市 (西濃運輸)
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第44回大会欄問碍 11獅ど
日・後楽口期

推薦浜松市 0日 本 楽 器 2

大 阪 市・ 日 本 生 命 1

白 老 町・大昭和製紙北海道 1
和歌山市・住  友 金  属 0
浦 和 市・ 日 本 通 運 4

名古屋市・三 菱 名 古 屋  1

奏晟華こ盟電

'L二

場:

仁賀保町 OT  D  K l
熊 本 市・電 電 九 州 1

蒲 原 町・ 日 本 軽 金 属 3

福 山 市 0日 本 鋼 管 福 山 0
横須賀市・ 日 産 自 動 車 5
門 真 市・松 下 電 器 0

東 京 都・電 電 東 京 2

佐賀関町・ 日本鉱業佐 賀関 3
盛 岡 市・盛 岡 鉄 道 局 1

松 山 市・ 丸 善 石 油 1

諏 訪 市・三 協 精 機 5

金 沢 市・西 りll物 産 1

日 立 市・ 日 立 製 作 所 2

広 島 市・電 電 中 国 1

横 浜 市 0日 本 石 油 3

大 垣 市・西 濃 運 輸 1

富 士 市・大 昭 和 製 紙 1

神 戸 市・′
lヽ 西 酒 造 3

札 幌 市・電 電 北 海 道 5

松 山 市・伊 予 銀 行 0

東 京 都 0鷺 宮 製 作 所 0

姫 路 市・新 日 鉄 広 畑 2

川 崎 市・ 日 本 鋼 管 4

京 都 市・大 丸 0

※ 1回戦の自老町・ 和歌山市は 0-0の 引き分け再試合

日
本
鋼
管

下馬評の高かったチームが早々と姿を消し

ていった。山中正竹、山本尭一両投手を擁 し、

鐘淵化学からの補強で打力もアップした和歌

山・住友金属は1回戦で自老町・却 研田製紙

lD毎道に引き分け再試合の末敗れ 今大会一

といわれた岡朋宛・山口高志投手力功口わった門

真市 。松下電器も、横須質の打力の前につま

づいた。東京勢の熊谷組、電電東京、鷺宮製

fFFfllま 1回戦でいずれも敗退。第35回大会に

東京から3チーム出場するようになってか

ら、初めての屈辱だった。

2回戦で前年優勝の日本楽器が自老の我喜

屋優中堅手の 3点本塁打で沈むと、同じ日に

山静勢の富士市 。大昭和製紙 蒲原町 。日本

軽釧言も揃って “,な受"。横浜市・El本石油、

諏訪市・三協精機も2回戦の壁を破れなかっ

た。

準決勝は浦和が横須賀の藤田康大、長谷川

勉投手を攻め、 6回に逆転、 8回にも1点 を

加えた力ヽ 粘りの横須賀は8回に須藤和彦捕

手、倍賞明一塁手の連安打で無死―・三塁と

した。浦和の佐藤昭投手も懸命な投球で二死

を取った力ヽ 代打 。紺野功が三塁線を破 り同

点。さらに9回杉山博右翼手の二塁打から二

死一 。二塁とし、田中久幸二塁手が左中間を

破る殊勲の二塁打でサヨナラ勝ちした。

川崎は打線が日立・佐藤博投手をスタート

からとらえ、 1回に福崎克彦二塁手 (いす ゞ

自動車から補強)、 鈴木博昭三塁手 (三菱自

動車川崎から補強)の快打に宇賀山徹一塁手

の本塁打などで 4点をあげ、 3回にも宇賀山

の 2打席連続本塁打などで 3点 と試合を一方

的にした。古屋智史 (旧弛 0、 上岡誠二両

投手も好投、山田智千中堅手、櫛田博通二塁

手、小野寺重之左翼手らで固めた日立打線を

1点に抑え切った。

決勝も川崎打線は横須賀 5投手に15安打を

浴せ月勝した。

全員が打ちまくった川崎だけに橋戸賞の選

考は困難をきわめた。宇賀山、鈴木両選手の

間で激論が続き、結局橋戸賞は宇賀山一塁手、

鈴木三塁手には特別賞力韻曽られた。久慈賞は

横須賀市・須藤和彦捕手、小野賞は川崎市・

内藤博―
が受賞した。この年から新人で

目覚ましい活躍をした選手に若獅子賞力沸〒設

され 白老町 。中山俊之投手が受賞した。

首都圏ドーナツ型 4強決戦
優勝候補にあげられた強豪が早々と姿を消

していくなか、ベスト4に進出したの力ヽ甫和

市 。日本通運、横須賀市 。日産自動庫、川崎

市 。日本鋼管、日立市 。日立製作所。「首都

圏ドーナツ型現象」だった力ヽ ネ捺 りII県同士

の対戦となったりll崎 と横須賀の決勝は、川崎

が看板のハガネ打線の威力を発揮しで民勝、

川崎市に初の黒獅子旗をもたらすとともに、

日本鋼管が初優勝した。
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猛攻15安打ハガネ打線

にわか雨と雷嶋のなか、試合は2度にわた

って中断したバ 打力充実の川崎市 。日本鋼

管が “ハガネ打線"の看板通り、15安打の猛

攻で横須賀市 。日産自動庫に打ち勝った。

川崎は4回、死球の鈴木博と宇賀山とのエ

ンドランが成功して無死一 。二塁。佐々本が

右前適時打すると松田は右中間を痛烈に破る

三塁打。横須賀が円熟の投球を期待した30歳

のベテラン投手・河本もり|1崎打線をかわせな

かった。

川崎は5回にも追加点をあげた力ヽ 1髭須賀

も食い下がり二死二塁に杉山が左翼 2ラ ン。

しかし川崎は古屋から池田にリレー、打線も

7回 に2安打と犠飛で 2点、 8回には4長短

打に2四死球をからめて 5点を奪い、試合を

一方的にした。

強力な補強もあって 4人の 4番打者がズラ

リと並びt投手陣もエース級 3人を揃えた川

崎だけに、実力通りの優勝だった。

ガックリ試練の初舞台
評判の速球派、門真市・松下電器の山口高志

投手には苦渋の初舞台だった。 1回戦で横須

賀市。日産自動車と対戦。1回 は3者張  5

回まで 9三振と快調にとばした。 しかし横須

賀は6回二死一 。二塁に主将の倍賞明一塁手

が0-1か らの好投を右翼席に3点本塁打。

山口高が社会人になって初めて喫した本塁

打で「3ラ ンなんて大学 1年のとき近大戦で

打たれただけ」とガックリ。先発で敗戦投手

になったのも、「大学、社会人を通じ初めて

の経験です」と信 じられない顔つきだった。

おLゃれな初陣TDK
年々カラフルになってきたユニホーム。こ

れまでの自色が基調は出場32チ ーム中13チー

ムだけ。赤、青、それにストライプなど、さ

まざまだった力ヽ なかでも日立ったのは初め

て後楽園を踏んだ秋田県仁賀4P3・ TDK。

ベージュ色でしかもベル トレスと派手なスタ

イルだった。

北の要は南の星

日本楽器の連覇の夢をくだいたのは「南 (沖

縄 。興南高出)から来た北 (白老町。大昭和

北海道)の男」翡喜屋優中堅手だった。 1-1
で迎えた8回、一死一・二塁で打席に立ち、

池谷公二郎投手の内角速球をもののみごとに

口「いて椰 Jビ史に。

我喜屋ともいえiよ 夏の甲子園に主将とし

て出場したチームのけん引車。準決勝まで進

み “沖縄旋風"を巻き起こした男だったカミ

社会人の晴れ舞台での大仕事に満足そうだっ

た。

が出霜亀 り1蘭襲ま8[摯a用日翻理曇:こ諭 シヨ暉
=晨

貯L
池田 (手前 に続き二塁から細矢も楽々とホームイン

川崎市 (日本鋼管)

000310250
000020000

横須賀市 (日産自動車)

＝

２

鰊鰤饉幽
謳
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20012
32102
53210
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53000
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20001
11000
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00000
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31201
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40010
00000
41010
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42010
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５
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０
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３
投
古
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3515113 7

颯
6412
1110
0110

軋 鶴 管

器 酪5幣 3崩

％

％
　
・％

２

回

３

１

２

　

２

‐８０時藤馴帥帥醐

337 2 6 3

颯
6033
1211
3110
3025
2000

あとからジワジワ優勝の感激

川崎市。日本鋼管

古屋智史 (英雄)投手

明大から昭和45年日本鋼管に入社。 ■七色

の変イレだ の技巧派として4回の国際大会で

も活亀 58年から監督を勤めた。聰 日本

鋼管名古屋支岬 柱 長。

後楽園では打線がすごく、終わってみれば

勝つべくして勝つたような印象も多いだろう

力ヽ それほど楽なものではなかつた。 なん

にしろ日綱 としては、第39回姶 に出場

して以来 ずつと予選敗退を続けていたし、

後楽園に出るのが第一目標。予選でも苦しい

試合の連続だつた。やつと勝つて代表となり、

福崎克彦 (いす 自ゞ動車)鈴榔 乱 細矢康

夫 (三菱自動車)松田節男 (東芝)と各チー

ムの主力打者が補強で加わり「これなら予選

のときのようなビッチングをすれlよ ある程

度はいけるかなあ」の気になつた。

初戦の大丸を完封したあと上岡誠二 池田

善吾 (三菱自動車川崎)の両投手が投|ス 準

決勝の対日立製作所に先発した。この試合も

宇賀山徹さんらがポンポン打つて大量のリー

ド。帥 臨 正昭さんが 隊勝にそなえて

代れ」と6回までだつた。というのは先に決

勝進出の決まつていた日産自動車には、ボク

はものすごく相性がよく、入社以来敗れたこ

とがない。だから自信はあつた。大粒の雨が

音をたてて降るような天気(中 断もあつた

が気にならなかった。4回に3点 5回に1

点を入れたので「よし勝つた」のゆるみがあ

つたのだろう、 5回に2点とられ、 6回半ば

で代つた力ヽ 上岡、池田さんと、力のある投

手がいたから安らヽだつた。あまり点を取つて

くれるの(投 球の集中力が欠けていたよう

なぜいたくな気がする。

優勝の瞬間は、うれしさよリホッとした気

持ちだつた力ヽ あとになつて感激がジワジワ

とこみあげて来た。これもあとでわかったこ

とだが都市対抗優勝の価値は本当に素晴らし

いものだ。
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◇ 1試合最多盗塁5 川崎市。日本

鋼管・鰤 野手力輝摯弱の中戸市

・小西画翻階鶴誨 したα従来記録は

第10回大会の東京倶楽部・S、 第25

回大会の川崎市。トキコ・久保の4.

◇ 1肺給最

"隆
打タイ 戦 職0

':l崎

市。日本鋼管対日立市。日立製作

所戦で川崎4、 日立の 1の 5本塁打。

第34回大会の京都市・剛 暖諄劇‖崎

市 ロロムビア戦の京都 4、川崎 1と タ

イ。また川崎の4本塁打は第25回の川

崎市・トキコ、第34回の京都とタイ。

◇個人通算最多本塁打タイ 川崎市
。日本癖籠″

"レ
N自昭麟 手 (三菱自

動刺 |1両勒 らヽイ嗣Ю Iま第43回の3本塁

打につづき、この大会でも2本墨けQ
八幡製鉄・大岡虎雄選手の5本塁打と

協 規

◇2打席連続本塁打 力I崎市。日本

1鋼時の宇賀山徹■塁手は準決勝の対日

立市。日立製作所戦の1回と3回佐藤

投手から左翼本塁打。史上7人目。

◇ 1大会チーム最多本塁打8 川崎

市。日本鋼管が5試合で、宇加山徹2、

鈴木博昭 2、 福崎克彦 2、細知康夫 1、

佐 木々和美 1と 8本塁打して記録した。

…

2雌 :冽
…

=唱
勘炒ら虜障日も」』騒
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川崎市 (日 本鋼管)
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2回戦
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第45回大会器増馴畷踊聞鷹響
期

推薦り|1崎市 0日 本 鋼 管 1

三 原 市・三 菱 重 工 三 原 2
東 京 都・電 電 東 京 0

姫 路 市・新 日 鉄 広 畑 4

室 蘭 市・新 日 鉄 室 蘭 0

高 砂 市・鐘 淵 化 学 3

横 浜 市・ 日 本 石 油 0

北九州市・新 日 鉄 八 幡 6
富 士 市・大 昭 和 製 紙 1

大 垣 市・西 濃 運 輸 7

仙 台 市・ 電 電 東 北 3

大 阪 市・ 電 電 近 畿 5

浜 松 市・ 日 本 楽 器 5

東 海 市・新 日 鉄 名 古 屋 2

川 崎 市・東 芝 1

大
昭
和
製
紙
北
海
道

松 山 市・丸 善 石 油 0

諏 訪 市・三 協 精 機 2

京 都 市・ 日 本 新 薬 4

東 京 都・ 東 京 ガ ス 8

広 島 市・電 電 中 国 2

日 立 市・ 日 立 製 作 所 4

松 山 市・ 電 電 四 国 2

横須賀市 0日 産 自 動 車 0
堺 市・新 日 鉄 堺 1

千 葉 市・電 電 関 東 2

神 戸 市・りII崎 重 工 1

盛 岡 市・岩 手 銀 行 2

熊 本 市・電 電 九 州 1

自 老 町・大昭和製紙1ヒ海道  7

iV撃 :_i■ l革 手

大旗初めて津軽海峡渡る
第45回大会を記念して新調された黒獅子旗

は、初めて津軽海狭を越えて、北海道へ渡っ

た。 2代目の “黒獅子旗"を握ったのは、自

老町 。大昭和醐 ヒ海道だった。

自老町は奇しくも南北対決となった北刀 '‖

市 。新日鉄八幡と決勝戦を行い、延長の末北

九州を降し、初優勝をとげた。北刃 11・ 萩野

友康、自老・柳俊之 (電電北海道から補強)

の力投で決勝戦としては大会史上 7度日、 0
-0と しては初の延長戦に入った。自老は10

ヒグマカ鶴 しての熊まつり。卸 ¨

回、一殆 商塁としたあと、萩野投手の暴投で

均衡を破 り、代わった小坂英修投手からも2

安打と敵失などで得点を加え4点。その裏の

北九州の追撃をかわして 5回 目の出場で初優

勝した。

自老1卦占りの優勝だった。楽に勝ったのは、

高梨の 2本塁打などで豪決に決めた1回戦だ

け。補強投手の柳と千藤和久 (拓殖銀行)が

がっちり相手打線を抑え、耐えて耐えての勝

利だった。 2回戦の東京都 墳旨谷組戦は、柳が

3 2Flにrpぇ て自ら主期翔「を放って 1-0。

準々決勝は我喜屋の2ラ ンが決め手となり、

2-1で千葉市 。電電関東を降し、準決勝は

延長11回、大会ナンバーワンの好投手といわ

れた堺市 。新日鉄堺の山口高志 (松下電器か

ら補強)を倒して 1-0。 いずれも1点差で

勝ち進んだ。

一方、北/1Jllは萩野投手が好投し、打って

は哺歳の新鋭、工藤博義外野手力,舌躍した。

2回戦の高砂市・鐘淵化学戦では延長11回 に

サヨナラ打、準決勝の川崎市 。東芝戦は9回

に逆転 3ラ ンを放ち決勝進出に貢献した。

橋戸賞は自老・柳投手、久慈賞は北九州・

萩野投手、小野賞は堺 。山口投手と投手が独

占した。

初出場の堺は山口の快投でベスト4進出と

目党ましい活躍ぶりだった。

有力視された関東勢の中では、川崎市 。東

芝が福崎克彦 (いす 自ゞ動車から補強)の打

の活躍で、準決勝まで進んだのが目立っただ

けだつた。

大昭和北海道は、大会終了の翌 8月 5日 夜、

初来日していたキューバ 。ナショナル・チー

ムと対戦 (後楽園)し、秋には同チームを立

体とした全日本がキューノヽ こ初遠征した。

32代表のうち、電電勢 7チーム、新日鉄勢

5チームが出場、めざましい台頭をみせた大

会だった。

第 1回大会からの歴史を刻み込んな 初代

``黒獅子旗"は野球体育博物館 |こ保存される

ことになった。
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千藤への 1球目に痛恨の暴投、決勝点を与え

キューバ対ハワイ朝日軍の応援にかけつけた高見山

一挙4点、北九州に魔の10回
,夕1:致鐸よ罵冠詠貨!訪卜,

緊迫した投手戦だった。 4試合31回 3分の

2を投げている萩野。自老町・大昭和製紙北

海道は千藤と交代で投げてきた柳。スタミナ

の点で萩野の方が苦 しいだろうと予想された

力ヽ 萩野は外角をつ〈速球とス トーンと落ち

る球を多投、内角低めにカーブを決める絶妙

なピッチングをみせた。

自老は全くチャンスがつかめず4回 まで無

安打。lLナJllの方が前半は押し気床だった。

しかし、 4回の一死二・三塁の先制機をもの

にできなかった。

自老の柳も回を追うごとに調子をあげ、両

コーナーをつくたんねんなピッチングで、 5

回から7回 まで無走者の力投。 8回玉井の安

打などで、一死二 二塁のピンチを招いたが、

落ちついて主軸打者を料理した。 9回二死か

ら工藤、沢熊に好打さな 剤腕千藤のリリー

フをあおいだ力ヽ それまでの好投は鮮やかだ

った。このチャンスに北刀 ‖ヽは、萩野が遊ゴ

ロ。硬 くなった野手がファンブルする間に二

塁から工藤が一挙本塁をついたが噴死:両チ

ーム得点がないまま決勝では、史上 7度 目の

延長戦に入った。

10回、自老は高梨の左翼二塁打からついに

勝機をつかんだ。我喜屋が左前安打と続き、

角田三ゴロで一死となると、北九州は村上を

歩かせ満塁策をとった。しかし萩野は、次の

う。自老は、代わった小坂に上原の好打など

でこの回一挙 4点をあは 試合を決した。

2代目黒獅子旗に感涙

白老町 。大昭和製紙北海道の安藤喜春監督

は、新調された黒獅子旗を手に「北海道球界

が長い間待ち望んでいた優勝旗です」と絶句

した。北海道球界が全国大会で優勝旗を手に

したのは、高校、大学、社会人を通じて初め

ての快挙。

財占りとチームヮーク」と安藤監督がいう

通り、 2回戦から1点差ゲームに耐え、決勝

は0-0での延長戦。思えば安藤監督をはじ

め高梨、村上、我喜屋らの主力は富士市 。大昭

和製紙では大学出の花形選手たちに押さオι

北海道に移ってきた高校出。

「うちは無名選手ばかりだから、堺の山口

君や八幡の萩野君らスター選手には一段と攻

撃意欲がわくようです」と安藤監督も話した

が、踏まれても踏まれても、あきらめない闘

志が人口2万人の北国の町に黒獅子旗をひる

がえした。

うなる快速 33回無失点
大会切っての速球派、堺市 。新日鉄堺に補

強された山口の快投は素晴らしかった。 1回

戦で当ったのが横須賀市 。日産自動車。山口

は昨年、自チームの松下電器で日産と,餓
倍賞に庸限の 3点本塁打を打たれ涙を飲んだ

因縁もあった力ヽ その信賞に二塁内野安打を

許 したものの、この 1安打で完封。 8回まで

毎回の11三振を奪って仇を討った。

次の日立市 。日立製作所戦でも延長14回 を

投げ抜き、 5安打を許しただけで14奪三振の

完封。準々渕勝は中川投手が降雨コール ドな

がらやはり得点を与えず、堺は無失点で準決

勝に進ん亀

自老町 。大昭和製紙北海道戦も山口の快速

球はさえ、千藤 籾口のリレーの自老と延長に

もつれ込んだ。11回、自老は一死一・二塁か

ら意表を突いて重intを 成功させ、山口は満塁

策をとった力ヽ 日比野に中犠飛を打た力仏 山

口としても、堺としても初の失点が敗戦に結

びついた。

それにしても山口の低めに決まる速球は威

力十分。34イ ニングロの 1失点だった。

1勝までの長い道のリ

19年ぶり2度目の出場で初勝利を飾った東

京ガスの小島訓一監督は感慨条げだった。

昭和30年の初出場は、立大から入社した新

人の小島監督が左腕エースとして活躍。東京

予選を勝ち抜いたものだった。

広島市 。電電中国を相手に右腕ユースの工

藤が力投、打線も8回に一気に爆発、 5点を

あげて競り合いに終止符。小島監督は「19年

ぶりといっても若い選手には関係ありません

よ」といいながら、長かった初勝利の喜びを

かみじめていた。
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◇600号本塁打 夕ll崎市・東芝の中

村安男二塁手は、準決勝の北九州

市・新日中 の8底 大段投手か

ら左翼席へ打ち込ん0自九

工藤、首位打者で若獅子賞

準決勝の北九州市 。新日鉄八幡と

'‖

崎市 。

東芝の一戦はまれに見る自勲潮L5回ともに

3点ずつを取り合った力ヽ ′‖崎が 8回に中村

の本塁打で 1点 を加え、5-3と したときは、

ゅずらぬ接戦もそこまでと思われた。

しかしJL九州は9回二確 耐 ま 代打の

鳥丸が速安打、工藤が左中間席に逆転の3ラ

ンを打ち込み、川崎市としては3年連続決勝

進出の夢を打ちくだいた。

郷ヒ芸能の五平対ぎやし鶴 をあげるJ¨

北九州を地獄から呼び戻した工藤はこの大

会打ちまくり、決勝までの 5試合で17打数 7

安打、 4割 1分 2厘で首位打者にilSき 、若獅

子賞も受賞した。

場̈

会心の試合運びの優勝

自老町。大昭和製紙北海道

窯 機

:召津東高からIINI13″円嘲訪鶴麟んOL 
“

年

島静督移練牙恙■1チJ曜日

'郵

麟颯Jヒ油

“

直に形努掟皐。 1朧
球界に全国大会初の優勝をもたらした。54年

本社に戻り、休部のあと62年から監督。

前回、日本通運に本塁打で負けた。まだ木

のバットの時代だつたが後楽園は狭いから、

制球力のある投手と、初めから補強疵

千藤和久両君を両輪にしようと思つていた。

補強がよかつたし、大昭和の自老工場が10

周年。北海道に黒獅子旗が来たことがないの

で なにカオなんでもと狙つていた。

2回戦で当たる熊谷組と日本生命のどちら

力渤S、 前半戦のヤマ場と思い。これに柳君を当

てたかったので、1回戦は千藤君を使つた。北

海道のエース柳君を奮起させる腹もあつた。

熊谷組戦は柳君力f自 分で決勝点をたたき出

し、 3安打完封と投打の立役者となつた力t

9回■死― 。二塁で代打に監督の古田昌幸さ

んが出てきたときは、「打たれても大きいの

はない」と柳購に攻めさせ、三ゴロ併殺で試

合が終わつた。

準決勝の新日鉄界は山口高ま 松餘

鍛治舎巧君ら、松下の補強で充実していた力t

山口君は後半必ず球威が落ちるから、緩い球

を使わせないため、三振でも必ず振つてこい

と指示した。延長になつた力fll回の■死―・

二塁で初球に重溶させ、補強の日比野勇君の

犠飛でサヨナラ勝ち。 2回

…

三塁に、

山口君の右飛をやはり補強の上原哲朗君が好

返球t本塁で刺したのが大きかつた。

新日鉄八幡との決勝も萩野癬 がよく、

7回まで 1安打。机 千藤のリレーでまた延

長。10回に高梨英夫の長打から一挙 4点を取

って優勝した力ヽ どの試合もピンチの連続を

耐えられたのは、練習量の豊富さだと自負し

ている。補強細いも含め選手がよく働いてく

れて、文字通り会いの試合運びのできた大会

だつた。
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第46回大会器堺鼎l  i

推薦自老町・大昭和製紙北海道 4
大 阪 市・電 電 近 畿 3

盛 岡 市・盛 岡 鉄 道 局 1

松 山 市・電 電 四 国 8

和 光 市・本 田 技 研 5

門 真 市・ 松 下 電 器 3

横 浜 市 0日 本 石 油 4

東 海 市・新 日 鉄 名 古 屋 3

太 田 市・富 士 重 工 業 1

京 都 市・大 メし   4

東 京 都・鷺 宮 製 作 所 6

大 阪 市 0日 本 生 命 4

札 幌 市・ 電 電 北 海 道 2

神 戸 市・ 三 菱 重 工 神 戸 1
東 京 都・東 京 ガ ス 2

福 山 市・ 日 本 鋼 管 福 山 1
花 巻 市・谷 村 新 具 1

松 山 市・ 丸 善 石 油 2

室 蘭 市・新 日 鉄 室 蘭 3

高 砂 市・鐘 淵 化 学 2

東 京 都・電 電 東 京 0

大 垣 市・西 濃 運 輸 2

川 崎 市・ 日 本 鋼 管 6

長 崎 市・三 菱 重 工 長 崎 0

富 士 市・大 昭 和 製 紙 9

防 府 市・協 和 醍 酵 1

浜 松 市・河 合 楽 器 4

名古屋市・ 電 電  東 海 0
諏 訪 市・ 三 協 精 機 4

和歌山市・住 友 金  属 5
千 葉 市・電 電 関 東 6

熊 本 市・電 電 九 州 5

電
電
関
東

好投した丹投手は、橋戸賞のほか若獅子賞

と、投手ながら15打数 5安打で打撃賞も獲得

した。同投手は今春北茨城高から入社したば

かり。高校出の新人が橋戸賞を獲得したのは、

大会史上初めてのことだった。

3賞獲得の丹は、千葉優勝のすべてといつ

てよかった。 1回戦の熊本市。電電力 11戦で、

先発して打ち込まれたエースの中後政行をロ

ングリリーフ、勝利投手となったのをスター

トに、 2回戦の和歌山市・住友金属戦でも中

後を3回からリリーフ。準々決勝の富士市・

大昭和製紙戦で初めて先発し、 7安打完封。

準決勝松山市 。丸書石油戦は、 1点に抑えて

の完投勝ち。全試合に登板し、暑さの中で力

が衰えるどころか、むしろ調子をあげていっ

たところに “若獅子"ら しさがあった。無名

の新人投手の力を十三分に引き出した監督 。

佐藤文大捕手の好リードも見逃がせない。

千葉の優勝は、 1試合ずつ振 り返れば、勝

つべくして勝ったのだが、大会が終わってみ

れば、どの試合も苦しみの連続Q大 会球史

に残る大番狂わせだったともいえる。それだ

けに捕手として投手陣だけでなく全選手を大

胆に起用した佐藤監督の指揮が光った。

前年優勝の大昭和製紙北海道の活躍もめざ

ましかった。前年のVチームが決勝まで進ん

だのは、第33回大会に連勝した横浜市 。日本

石油以来13年ぶり。大昭和北海道は前年 柳

俊之 (電電北海道)千藤和久 (拓銀)の両補

強投手の活躍で黒獅子旗をつかんだ力ヽ 今回

はその両投手がいないうえ、エースだった中

山俊之もプロ入りで欠いた力ヽ 新鋭の左腕 。

加藤英美が好投し、高梨英夫、斉藤勲らベテ

ラン打線力功口藤を盛 りたてた。加藤投手は久

慈賞のほか、14打数 5安打、 3割 5分 7厘で

首位打者賞 も獲得した。打撃部門の賞を決勝

を争った 2投手が取ったのも珍しい。大昭和

北海道には小野賞力報曽られた。

優勝候補とみられてい河 ‖崎市。日本鋼瞥、

東京都 。東京ガスは、投打にすぐれた力をみ

せて勝ち進んだが、準々決勝0‖崎は松山市・

丸善石油に、東京は京都市 。大丸に相次いで

敗れた、そのなかで投手陣をうまく使いベス

ト4に進んだ京都市 。大丸は大健闘だった。

3賞独占、18歳ルーキー・丹

千葉市、電電関東が第40回大会以来 6年ぶ

り2回目の優勝をとげた。決勝で前年優勝の

大昭和製紙北海道 (自老町)と対戦した千葉

は、18歳の丹利男投手が大昭和打線を3安打

に抑えて完封。攻めては3回に先取点をあげ

たあと、 7回には関東孝雄二塁手 (日 本通運

から補強)の 2試合連続本塁打で 2点を追加、

3-0で大昭和北海道を降して黒獅子旗をつ

かんだ。
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７

１

１

臓００４０時膚割疇
田

謁２
打

東
塁

打安点振球
40000
30001
30011
41010
31000
30000
31000
00000
30000
00000
20000
00000
10000

犠併残盗失
12301
投 手 回
丹  9

▽本塁打 関

Jり馨嵩昂云

決めた !2試含連続アーチ
18歳の若獅子、千葉の丹と大昭和の左腕・

加藤は、ともに5連投だったカミ 持ち味を発

揮して投げ合った。千葉は3回、四球の若林

をバントで送り、丹の左前安打で―死一 。三

塁としたあと、神田の投手を強襲する遊ゴロ

で貴重な先取点をあげた。

大昭和も必至に反撃し、 4回には山本の遊

ゴロ失と四球で無死―・二塁の好機烙ここで

4番の高梨が三塁線を破るかと思われた痛打

を放ったカミ 三塁手関東が横っとびに嬌 献

二塁ベースにタッチしたあと一塁へ送球し、

併殺にするファインプレーでピンチを切 り抜

けた。大昭和の攻撃は、このように不運続き。

いい当たりが野手の正面をついたり、 6回山

本の大きな飛球がフェンスぎりぎりで左翼手

に好捕されるなど、千葉の好守にあって、リー

ドをはねかえすことができなかった。

千葉は7回、三遊間安打の千葉を一塁にお

いて、関東が右翼上段に6年ぶりの栄光を決

める本塁打を放った。関東は前夜の準決勝に

つづいての 2試合連続ホーマー。この一撃は

大昭和の反撃の意欲をくだいた。丹は、前半

は伸びのあるストレートを外角低めに決め、

後半はスローカープをまじえ、内角で強気に

勝負するなど、閲噸商点のすばらしいピッチ

ングだった。

決勝両監督は 4番32歳
決勝の両チームの 4番打者は、大昭和北海

道が高梨一塁手、千葉市 。電電関東は佐藤捕

手。ともに監督兼務で32歳。

高梨は準決勝で先制2ラ ンを放ち通算 5号

で大会タイ記録をマークすれ|よ 佐藤も1回

戦で同点3ラ ン。若い丹を巧みにリードする

暗い時代の格別の優勝

千葉市、電電関東

佐藤文夫監督兼捕手

駒大を卒業、昭和40年電電公社に入社 40回

大会にも主将として優勝。巧みな投手リード

は定評がある。48年から7年間監督を兼務。

現在NTT浦安行徳支店システム課長。

いまだから笑つて話せるけa当 時の電電

は赤字(料 金に上げ力渤 らヽみ、野球部の対

外試合禁止、練習時間の制限と暗い時代だっ

た。落ち込んだ中だけに派手にいこうと、オ

レンジとグリーンの奇抜なユニホームをつく

つた。それだけに優勝は格別の喜びがあつた。

北茨城高を出たばかりの投手の丹利男カミ

南関東予選から頭白を現しユースは中後政行

だったが「こいつ中心でいこう」と′じ1こ決め

た。とにかくコントロールがよく、球の切れ

など、文字通りのチームのけん引車だった。

日警わり活躍で 4強に
京都市 。大丸は、 1回戦こそ岡崎が完投じ

た力ヽ それからは山本女 中条、降 、岡崎を

巧みに継ぐ、やりくり投手

`義

打線も佐下谷、

北条、土井池、梅原ら力ヽ 試合ごとにだれか

が打つ、日替リヒーロー。清水監督は「選手

が自分の役割を果たそうと一生懸命やってい

るのがいい結果につながっている」と満足そ

うだった力ヽ 大会前下馬評にもあがらなかっ

たのに、昭和25年の第21回大会以来のベスト

4進出。大会を盛りあげる活躍だった。

がすばらしかったし、こっちの要求通りに大

胆に投1氷 きた。

準 決々勝2却翻彎蟻助‐播薔しかつた。

慶野茂の二塁打で1回に1点取つた力ヽ その

あとチャンスがない。初先発a丹は再三走者

を出したカミ代える気は全くなく、じっと辛

抱した。4回に連安打で二死―・二塁とされ

たとき、丹が絶妙のけん制で二塁走者を刺し

たのも大きかつた。しのぎ勝って次の丸善石

油も丹が完投勝ち。

決勝の大昭和北海道戦はトップの浜井瀬丈

君が打席に入るとき捕手の私に「シャベリな

しでいきましょう」と話しかけてきた。それ

だけ気にしているんだなと思つて、いけると

確信した。4回の無死―・三塁で監督の高梨

英夫君の庸打を三塁の関東孝雄が横つ飛びで

捕り、併殺したの力`ヤマ場だつた。

毎日新間の鈴木美嶺さんに、防詢障都猿 の

佐藤捕手の奮闘に久慈次郎監督兼捕手の “闘

魂と知力"を見た」と書いて頂いた。とても

久慈さんの域には…と思いながらうれしかっ

た。

畑
⑨
②
◎
③
③
②
⑥
６
④
４
①
ｌ
Ｈ
ｌ

田
沢
野
藤
葉
東
林
野

打安点振球 【
40100
40000
40000
40000
31001
41200
20001
20000

打安振球責
313220

―
翻RLlデしで雲

…

卿 東ナイン

優勝を決め抱き合う■■霞 f陸鮮手と猟調R″陸瘤鵬日目
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◇ 2打席連続本塁打 東京都・

「

E~

製作所の板井建司一塁手 (明治生命か

ら補強)が 1回戦の対大阪市 。日本生

命戦(史 上8人目。

◇全員安打 千葉市 。電電関東は

準決勝の松山市・丸善石油戦で 齢義

史上6回目。

◇個人通算本塁打タイ5本 大阪市

・日本生命の鈴木憲行=思手は1回戦

の東京都・鷺官製作所戦で村中投手か

ら左翼席に打ち込み通算 5号。

自老町 。大昭和製紙北海道の高梨英

夫一塁手は準決勝の京都市・大丸戦で

山村投手から左翼席上段に打ち込み通

算 5号のタイ記録も同記録をもつのは

大岡虎雄 (八幡製鉄)と鈴木博昭 (三

菱自動車川崎)。

9回表 2死からドラマ

準々決勝の横浜市 。日本石油と大昭和製紙

北海道戦は最終回に素晴らしいドラマを描く

好試合。

大昭和北海道は若きエース加藤が好投、横

浜も土居、大橋の リレーで8回 を終わり2-
1で大昭和北髄 のリード。

9回横浜の攻撃も二死となり、絶望の淵に

立たされた力ヽ 9番 。伊藤が0-2か らのカ

ープを打った瞬間、それとわかる同点本塁打。

横浜の二塁側スタンドは歓起の総立ちとなっ

た。まだ余韻が残っているその裏、先頭打者

として打席についた大昭和北海道の村上が横

浜の 3番手、川田の 2球目をもののみごとに

とらえ、左翼席にサヨナラ本塁打、劇的な幕

切れとなった。

首位打者は久慈賞投手

前回優勝したときのチームから補強の 2枚

看板投手がいなく、自チームのエースはプロ

入り。大昭和北海道にとっては、お先まっく

らの投手力だった。22歳、 4年目の左腕 。加

藤が踏んばり、 2年連続の決勝進出。

室蘭大谷高時代から晴れやかな舞台に立っ

たことはなく、 トロフィーとも無縁の加藤だ

けに、久慈賞を受けると「力以上のことをや

れた。 (負 けて)く やしい気持ちはそれほど

ありません」と淡々とした口調。「社会人最高

の大会で大きな賞をもらえたし、バ、ントの方

でも首位打者なんて、生涯最高の日です」。

i[1lli[[lill』 1町 )

1回戦

【大阪市】  打安点 【大昭和北海道】打安点

7 井 上 300

浜 井 400
山 本 310
斎 藤 300
高 梨 410
我喜屋 300
村 上 310
角 田 211
池硲  322
加 藤 220

7 井 上 300
H9広 瀬 110
④ 熊 代 300
H4 1鵬認  ヽ000
①  小 島 100
H  渡 辺 110
R  西 川 000
1  杉 崎 110
H  柴 原 100
1  加 納 000

1 望 月 100
2883

振球犠盗失残併
31201101
投 手 回  安責
加 藤 61/3 93
望 月 2% 30

36123
振球犠盗失残併
32220101
投 手 回  安責

紗暑: :: 層ヂ憔磁恥勤
加 納 1  00  原田▽2時間43分

1回戦

盛岡市 (盛 岡鉄道局)

000010000
16001000×

松山市 (電電四国)

沼
田
平

１
１
工
利
士
ロ
ニ
少

市鋼
⑤
り
⑤
Ｒ
③
②
７
Ｈ
③
Ｒ
３
⑨
９
②
①
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ

林
屋
里
島
田
月
谷
和

大
　
］序

ｌ
小
小
中
手
成
望
中
名

市概
⑤
０
０
０
３
②
①
Ｈ

口
井
下
舎
崎
江
田
崎

日
間
出
橋
原
川

ｌ
山
石
松
鯖
汐
堀
浜
浜
坂
福
中
高
木
中

市は
④６
Ｑ
野
Ψ
υ
７
③
⑤
４
①
２
Ｈ
②
ｌ

田
浦
田
谷
池
橋
田

々

打安点
410
300
310
000
300
100
100
210
100
000
210

打安点
111
400
301
423
320
310
422
310
000
210

20
20
32
00
10
10
000
110

― 盗失残併
6500371
投 手 回  安責
堀 江 1  31
高 橋 4  41
佐藤繁 2  20
野 村 1  10

1回戦

I憲量I通写皇自[9露
木▽2時間34分

門真市

和光市
ll l

器
０
０
研

電
３
１
技

下
０
４
田

松
０
０
本

打安点
410
300
410
310
310
110
322
200
100
100
201
100
100
200

打安点
410
420
420
321
413
430
300
100
110

R  金 本 000
1  藤 田 100
⑥  川 崎 200

31124
振球犠盗失残併
6110140

責

２

０

安
５
２

振球犠盗失残併
4744070
投 手 回  安責
入 山 6%41
仁 科 2% 30
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1回戦

横浜市 (日 本石油)

200000200
010000002

東海市 (新 日鉄名古屋)

1回戦

市
　
茂
岡
三
山
長
野
江

田

０

×

＞

０
０
蘭

学

０
０
宣

化

０
０
鉄

淵

０

１

日

鐘

０
０
新

市
　
　
市

砂
　
　
蘭

高

　
　
室

410
200
300
411
300
300
200
100
300
100
000
310

蹄 失残併
5112150
投 手 回  安責
岡 崎 9  31

三塁打 山本▽二塁打

時 失残併
2511080
投 手 回  安貴
柴 田 2% 53

当 U2863531

1回戦

:書 1111
1  藤 本 000
H  川 田 100
①  久 保 000

振球犠盗失残併
5410182

焚 霞 回% 守リ
宮 田  % 00

議寒: ::

京都市 (大丸)

003000001
100000000

太田市 (富士三工業)

太
③
◎
０
０
０
⑤
④
Ｈ
②
Ｈ
①
ｌ

【
0蘭

市
菫鬼目 lil

9 出品:::

守警T帯容摯T
薔 言 7% すT
財 前 2% 21

▽三塁打 丸山▽二塁打
中山▽2時間44●

点

０

０

０

２

１

０

０

１

０

腋

３ ０

４ ３

４ ０

４ ‐

４ ‐

４ ‐

４ ‐

３ ０

４ ‐

1回戦

|[[|]lill「
ill

1回戦

Ｏ

Ｘ

山

０

０

福

０
０
＞

管

０
０

ス

鋼

０
０
ガ

本

０
１
京

日
０
０
東

市
　
　
都

山
　
　
京

福
　
　
東

ｌ
山
田
池
伊
望
森
渡
加

都
本
中

打安点
401
300
300
310
300
300
321
300

責

１

安
３

船
３０
失

１

回

８
曝２‐３０肝蹴

振球犠盗失残併
2001121

整 言ワ`  ?苓

焉憲テ91論が

1回戦

富士市 (大昭和製紙)

501110001
000000001

防府市 (協和酸酵)

【

]士

市

I:li]
3  大 野 210

:li lll
8  杏和黒 il:

37148

振球犠盗失残併
3526281
投 手 回  安責
山 根 9  61

棚

０ ５ ‐

回

１

４

３

１

蹄４０００肝制膊鶏』

安貴
25
62
40
21

Ｈ

ｌ

⑨

③

Ｈ

８

③

Ｈ

８

⑤

⑥

Ｈ

６

②

Ｈ

２

④

４

①

ｌ

II::吊言:菫[身
倉

▽2時間44分

]I I需
景
II聖当lie崎

10 ▽2時ED"分

:[]|][illilil:
競″ＸЖΨ００添ЖЖ〕①
Ｈ
ｌ

[illil[111111

1回戦

橋
本

ｌ
高
中

都点

０

０

０

１

０

０

腋

４ ‐

５ ‐

３ ０

４ ２

３ ‐

０ ０

櫛④③^００③Ｒ３②⑨９①ＨｌＨ

10
10
00
00
00
00
00
11

打安点
310
400
411
300
423
300
422
410
000
100
000

!回戦

騨
守
曾
?;安

責 11姜

0:日

憲T
林  4% 51

羹√禦勢翻謂・・l・・l

l回戦

§
裏
∫ :||

H  浜 口 100
R  前和田 000
1  藤 沢 000
1  木 下 000

8  鈴 木 200
H  佐 木々 100

Ｏ

Ｘ

崎
０
０

長
０
３
＞

工
０
０
管

■

０
０
綱

菱

０
１
本

三
〇
０
日

市

　

市

崎
　
　
崎

長
　
　
川

9 霜出:::

3 藤林 :::

蹄 鋤
6100050
投 手 回  安貴
上 岡 9  60

一８０００３５‐］］̈呻］



1回戦

][]|[i[]|llll

?痒
森
田ill幽

1回戦

ξ〒Tf脊↑T
裏

0単 2呂 30安
責 章雨ワ

森  6  51
内 田 1  00
小 林 1  00
3↑尋嵩55募

橋 1号 麻)▽二塁打 橋爪

責

０

安
３

＞

０
０
海

器
０
０
東

楽

１
０
電

合

０
０
電

河

０

０

＜

＜

２

０

市

市

　
　
屋

松
　
　
古

浜
　
　
名

振球犠盗失残併
4110071
投 手 回  安責
深 沢 9  30

▽三塁打 植松▽二塁打
伊藤 青木▽2時間

1回戦

責

２

０

０

安

４

４

１

２

回

４

４

１

０
手
木
橋
上

７
投
鈴
高
井

][|]』 i[i「
キ|||||

6 笛 緊 !::
H  川 上 100
1  宮 崎 000
1  入 見 000
1  り|1 端 311

42125
振球犠盗失残併
3411290
投 手 回  安責

讐 露 :%::
入 見  %00
川 端 6% 43

銅̈̈
¨̈̈
¨̈輌［̈̈
嚇̈一̈̈
¨̈̈
中̈̈

点
１
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
１
０
０
１
０
２
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０

打
３
３
２
３
１
５
５
５
４
１
０
１
０
０
０
０
０
１
０
１
０
１

9 白 りl1210
388 3

安貴
54
30
20
21
00

辮
７０　
％
％
％
％
％

失

０

回

３

３

２

１

』７４２６時趣麟制樹］
▽本塁打 星山1号

萬出‡t尋言暑雰 
尾形
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打安点
410
300
100
000
410
411
300
311
300
300
210

点

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０

打

４

４

４

４

２

１

２

０

２

１

１

１

１

１

１

陥
④
◎
⑤
Ｏ
②
Ｈ
②
２
③
Ｈ
⑤
Ｈ
①
ｌ
Ｈ

1回戦

熊本市 (電電九州)

300000200
300002001

千葉市 (電電関東)

2回戦

:II][[[:|ITli7町

)

【
會
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営 : :]i

89暑 思1::§
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5!||
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言
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菫菫身
号
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▽2時間30分
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o:貫 |||
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3050
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川 田 3% 10

り 辱 露 :::
①  土 居 200
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42123

層尋塁把田97時出Tダ ▽二塁打 窪田 福永

2回戦

京都市 (大丸)

東京都11』llillll
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;::II芸
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000120000
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室蘭市 (新 日鉄室蘭)

[蘭

市

: ] :][
H  五鬼田 100

§  覆 裏 |||
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2回戦

憚嘔鰍H川 :

9 串麟 i::
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0 貪雲:::
2  藤 田 000

9 量燥:::

【川崎市】   打安点
高 尾 410
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福 崎 200
前 川 410
樋 野 211

貢
賀
業 1::

H 佐々木 100
8  鈴 木 101
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◎
◎
③②
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Ｒ
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Ｈ
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振球犠盗失残併
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投 手 回  安責
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第47回大会酬宵鵬 11路置

推薦千葉市・電  電  関

京 都 市・ 大

東 1

九 3

札 幌 市・ 北海道拓殖銀行

熊 本 市・ 九 州 産 交 1

日 立 市・ 日 立 製 作 所 7

和歌山市・住 友 金  属 3
仙 台 市・電 電 東 北 2

11

1

花 巻 市・谷 村 新 興 2

広 島 市・広 島 マ ツ ダ 5

富 士 市・ 大 昭 和 製 紙 4

堺 市・ 新 日 鉄 堺 1

浜 松 市・河 合 楽 器 0

神 戸 市・ 三 菱 重 工 神 戸 1

横 浜 市・ 日 本 石 油 1

福 山 市・ 日 本 鋼 管 福 山 8
長 野 市・電 電 信 越 0

大 阪 市・ デ ュ プ ロ 1

府 中 市・東 芝 府 中 5

松 山 市・愛 媛 相 互 銀 行 3

横須賀市 0日 産 自 動 車 0
鈴 鹿 市・ 本 田 技 研 鈴 鹿 2

川 崎 市 0日 本 鋼 管 4

名古屋市・ 日本通運名古屋 1
東 京 都・電 電 東 京 7

姫 路 市・新 日 鉄 広 畑 5

白 老 町・大昭和製紙1ヒ海道 3
佐賀関町 0日 本鉱業佐 賀 関 1
東 京 都・ 東 京 ガ ス 0

※2回戦の川崎市 0東京都戦は 1-1の引き分け再試合

日
本
鋼
管

大会は日本初の人工芝となった後楽園で、

カナダ。モントリオール五輪と並行して行わ

れた。四国代表に決定していた伊予銀行 (松

山市)が同行内の事情で出場を辞退 代わり

のチームを選出する時間的余裕がなかったた

め、31チ ーム出場となった。

1回戦15試合のなかで目立ったのは、初出

場 3チームの活躍だった。松山市 。愛媛銀行

が入山功投手の好投で横須賀市 。日産自動車

を4安打完封したのをはじめ、広島市・広島

マツダは強豪の富士市 。大昭和製紙に9回逆

転勝ち。府中市 。東迦府中も大阪市 。デュプ

ロに快勝、そろって 2回戦へ進んだ。

川崎市 。日本鋼管は、 1回戦の鈴鹿市 。本

田技研鈴鹿に散  7回に福崎克彦 (いすゞ

自動車から補強)の本塁打で同点に追いつい

たあと、 9回に2点をあげて鈴鹿を振り切っ

た力ヽ  2回戦の東京都 。電電東京戦は延長16

回1-1で引き分け。再試合で突破し、準々

決勝の佐賀関町 。日本鉱業佐賀関戦は延長12

回、逆転サヨナラ勝ち。さらに準決勝の神戸市

。三菱重工神戸戦も延長11回、樋野の決勝二

塁打で逆転勝ちする苦戦続きの優勝だった。

一方、札幌市・拓殖銀行は、 2回戦で前年

度優勝の電電関東を破ったあと、準々決勝で

は千藤投手が和歌山市・住友劉風を三塁も踏

ませず 3安打の完封。準決勝は千藤―有沢賢

司 (日 産サニーから補強)の好継投で、広島

市・広島マツダをピシャリと抑え、竹内昭文

のとどめの3ラ ンなどでヽ 、投打の充実が

目立った力、 もうひと息のところで黒獅子旗

に及ばなかった。

橋戸賞は川崎 。樋野二塁手、久慈賞は札幌・

千藤投手、小野賞は日本鋼管チーム。若獅子

賞は広島市・広島マツダの後藤寿彦二塁手 (三

菱重T三原から補強)が受賞した。

自老町 。大昭和製紙北海道の高梨英夫監督

兼一塁手は1回戦の姫路市 。新日鉄広畑戦で

左翼本塁打を放ち、第13回大会 (昭和12年 )

に八幡製鉄の大岡虎雄選手力編課 した個人通

算本塁打 5本を39年ぶりに更新する6号の記

録をつくった。川崎の福崎内野手も2回戦再

試合の対東京都・電電東京戦で大会 2号、通

算 6本塁打のタイに並んだ。

各チームにマスコットガールが登場。選手

とともにベンチ入りして、グラウンドに彩り

を添えた。

人口芝にマスコットガール登場
川崎市 。日本鋼管が 3年ぶり2度 日の優勝

をとげた。決勝は、川崎と札幌市 。北海道拓

殖銀行との間で行われ 川崎の梶間健一、オL

幌の千藤和久両左腕の好投で、息づまる投手

戦も終盤、両チームとも好投の投手に代打を

繰り出して活発な動きをみせ、9回表二死一 。

二塁の好機をつかんJ‖崎力ヽ 斎藤茂樹の右

翼線適時打で貴重な1点 をあげて、栄冠を獲

得した。
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決勝

川崎市 (日 本鋼管)

000000001
000000000

札幌市 (北海道拓殖銀行)

▽二塁打 高岡

すばらしい投手戦力繰 り広げられた。川崎

市 。日本鋼管の左腕・梶間は上から横から、

あるいは下からと1球ごとに投法を変え、タ

テ、ヨコのカープを主な武器として絶妙のピ

ッチング。一方、オL幌市・拓殖銀行の千藤は

渕脱 9回 ll樹       Ⅲ‐ 線

11年のキャリアを生かしてベテランの味を発

揮した。ノビのあるストレー トとカープでう

ちとる左腕の特色を生かした。 3回を除いて

毎回のように走者を出しながら、急所をピシ

ャリと抑える老練ぶり。盗塁を2度 も阻んだ

捕手・竹内の強肩など、パ ンヽクの好守も千藤

を助けた。

川崎は8回から好投の梶間に代え、連日の

好リリーフで3勝をあげている前を繰り出し

た。すると札幌は朝倉、竹内がともに中前安

打。ここが勝負どころと力投の千藤も退けて

の代打攻勢をかけた。 しかし前は、代打・向

川を外角シュート、奥田をカープ攻めで連続

一振にうちとり、ピンチを切り抜けた。

川崎は代わった有沢に9回、先頭の内藤が

遊撃内野安打、二番福崎に手堅く送らせた。

前川左飛、樋野が敬遠されたあと、斎藤が初

球の外角球を見事に右翼線ヽ二塁打。二塁か

ら内藤がホームインして決勝点をあげた。

34歳39年ぶりの新記録
39年ぶりに個人通算本塁打記録が塗 り変え

られた。大岡虎雄選手 (八卿 が第13回

大会に記録して以来、今大会でマークしたりII

崎市 。日本鋼営の福崎克彦内野手 (いす 自ゞ

動車から補強)ま で、 5本で 3人が並んでい

た力ヽ 自老町 。大昭和北海道の高梨英夫監督

兼一塁手力ヽ  1回戦の対姫路市戦で通算 6号

をマークしたもの。

なお福崎選手は東京都 。電電東京との 2回

戦再試合で 2号本塁打を放ち、高梨選手とタ

イ記録となった。

高梨選手は「6本は積み重ね、試合に負け

てはなんにもならない。まだまだ (記録を)

伸ばします」と、34歳 とは思えない盛んな意

気込みだった。

せ “広島旋風"を巻き起こした。

1回戦で出場25回の富士市 。大昭和製紙を

9回に3点をいれてサヨナラで破ると、すっ

かり波に乗り、三菱重T三原から補強の角投

手を軸に柴田、宇根、岡崎の投手陣が頑張り、

2回戦の堺市・新日鉄堺は角が完封。準々決

勝は好リレーで東京都 。熊谷組を1-0の零

封。準決勝で敗れはした力ヽ ベスト4入 りは

飢

中国代表が準決勝に進んだのは第24回大会

の岡山鉄道局以来、23年ぶりの快挙だった。

枕並べ…暴れん坊たち

“山静の暴れん坊  のニックネームを持つ、

富士市 。大昭和製紙 浜松市 。河合楽器が大

導場畑勝αttUmlま 1回二冽夕理堅て髄虔ゴロ

悪担調酸

"噂

:こ加山力■→資も置して鍛

点をあげる。捕手。江藤

◇個人通算本塁打タイ 5本 り‖崎市

。日本鋼管の福崎克彦内野手 (いすゞ

自動車から補強)は 1回戦の鈴鹿市・

本田技研鈴鹿戦で名和投手から本塁打

して通算 5号を言醜 5本塁打をマー

クしているのは大岡虎雄 (榊
鈴木博昭 (三菱自動刺 ll崎)鈴木憲行

(日本生命)高梨英夫 (大昭和製紙)。

◇個人通算本塁打新記録 6本 自老

町 。大昭和製紙北海道の高梨英夫監督

兼一塁手は、 1回戦の姫路市 。新日鉄

広畑戦で藤城投手から本塁打を放ち通

算 6号を記録した。

また川崎の福崎内野手は2回戦再試

合の東京都 。電電東京戦で森投手から

大会 2本目の本塁打を放ち、高梨選手

に」Lおタイ言齢乳

◇ 5連続奪三振 姫路市・新日鉄広

畑の藤城明投手は2回戦の佐賀関町・

日本鉱業佐賀関戦の 2回一死から記

鋭 史上4人目。

会第 2日 に新鋭1財目次いで敗れ 大会第 2日

目に 1日 にして「山静漁 剣 。

第 2試合で広島市 。広島マツダと対戦した

富士は7回 まで4-1と リードしながら、 8

回に代打、仁井に右翼本塁打を浴供 9回 に

はバントシフトの裏をかかれて1点差にされ

たあと坂上に2点二塁打を打たれてサヨナラ

負け。

第 3試合で出場 2回 目の堺市 。新日鉄堺と

対戦した浜松は、打線が中川、福間の両投手

に4安打に事pぇ らオ■ 2回峯本に打たれ本塁

打で0-1の敗退だった。

初陣ベス ト4広島旋風
好 投 手 0代 打 、積 極 策 に 明 暗   初出場の広島市・広島マツダが大健間をみ
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好投手相手によく打てた

日イ薄Ⅳ晋

樋野和寿三塁手

松山商では甲子園で三沢高と18回の死闘の末

優勝。明大から昭和49年日本鋼管に入社。強

打好守で橋戸賞。全日本でも活躍した。現在

NKK京浜製鉄所総務部総務室係長。

投手の前保洋さんが全試合に登板したし、

いす かゞら補強の福崎克彦さんもよく打って

いたので、まさか橋戸賞を頂けるとは思わな

かつた。聞いたときは、うれしさがいきなり

頭を突き抜けた感じだつた。粘り強いバッテ

ィングができるようになつていい場面で打て

たのだと思う。

いま振り返ってみると、すごい投手とばか

り当り、苦しい試合の連続だった。

1回戦の本田鈴鹿は長身の名和克己投手。

6回に同点本塁打して9回には逆転の口火と

なる安打を打つた。電電東京申 L内田

正美投手はスライダーがすばらしく、「社会

人にはいい投手がいる」と強烈な印象を受け

たのは忘れられない。

なかでも一番苦しかつたのが日鉱佐賀関と

の準々決勝。萩野友康投手から6回に同点 2

ランしたがリリーフの藤沢公也投手の低めに

くる変化球と内角の速球には目を見張つた。

ガップリ組んだ試合で12回表に本塁打を打た

れたときは、本い「やられた」と思つたカミ

その裏 代打の垣野多鶴さんが右翼線に同点

打、林龍郎がそれこそ入魂の中前テキサス適

時打でサヨナラ勝ちした。

三菱神戸の増岡義教投手ら,―ムボールも

驚いた。延長11回の二死二塁でボクが右越二

塁打して決勝点をあげた力ヽ あれはパームだ

けを狙つた会らの当りだつた。決勝も拓銀の

千藤和久投手に苦しめられ 0-0で 9回。
~死

二塁にポクは敬遠された。続く斎藤茂樹

が右翼に打って決勝点をあげた力ヽ 必死に三

塁まで走り「ああこれで勝った」と思つたの

を覚えている。

大黒柱突然の トラブル
エース入山の力投で準々決勝まで勝ちあが

った初出場の松山市・愛媛相百銀行だったが、

神戸市 。三菱重丁ネ申戸に土壇場大逆転され敗

れ去った。

人山は1回戦の横須賀市 。日産自動車で13

=振を奪って完封。 2回戦の府中市 。東芝府

中戦でも5安打で完封した。長い腕を生かし、

球があとから出てくるフォームだ力、 速球が

重く、落差のあるカープで打者をまどわした。

ところ力斗申戸戦を前にヒジ痛が激しく、 1

番打者の川辺に5球で四球を与えたところで

投げられなくなり階 兄 エースの故障に燃え

た打線が終盤まで5-1と リードする意気を

みせた力、 ネ申戸は8回に2点、 9回には3連

打のあと深田が中前に決勝打。神戸のあざや

かな大逆転とはいえるが、くやまれる入山の

トラブルだった。
能 ・高軋 制 で6詢 を放ち喜興

…

8EnIM国甲嚇の萄前打で吉田克ホームを突く力くタッチアウト
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1回戦
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勤
嘔理
分

然
Ｄ
取
醜

貴

３

０

０

安

３

１

０

本
田
田
橋

責

ｌ
羅
太
安
高

振球犠盗失残併
13001040
投 手 回
藤 田 5

高 木 2

小林弘 1

1回戦

l[[li[lililil:
打安点
300
421
101
410
310
200
300
300

振球犠盗失残併
7230120
投 手 回  安責
名 和 9  74

和育霜鍋奪費亀品)名
V量量打 姿尋2書間富爆

占
小
０

０

３

０

０

１

０

０

臓

４ ‐

４ ‐

４ ２

３ ０

４ ‐

４ ‐

４ ０

４ ‐

市山松
（Ｑ
Ｏ
②
７
⑨
④
４

打安点
400
410
100
100
300
200
000
300
322
300
311

振球犠盗失残併
2301030
投 手 回  安責
入 山 9  40



点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
１
０
０
０
０
０
２
２
０
１
０
０
０
０
０

打
３
４
０
４
０
４
４
２
０
２
２
１
１
１
１

振球犠盗失残併
▽本塁打 角屋 1号   8210180

拶憲
川
≧x二塁打 後藤 挙 雨 早  言リ

▽2時間16分     福 間 5  00

2回戦

姉
③
⑨
９
⑤
５
②
④
③
Ｒ
②
２
①
Ｈ
ｌ
Ｈ

ダ

０

０

ツ
０
０
＞

マ
０
０
堺

島

０
０
鉄

広

１

０

日

＜

１

０

新

市

　

＜

島
　
　
市

広
　
　
堺

一戸
０
０
山

神

２

０
福

工
０
０
管

重

０
０
鋼

菱

０
０
本

三
〇
０
日

市
　
　
市

一戸
　
　
工四

神

　
　
福

責

０

安

５

辮

４ ０

失

０

回

９
躙８２‐３時脚

振球犠盗失残併
11101031
投 手 回  安責
角  9  70

2回戦

【
8山

市
:努i :]]

9  岡 本 100

0:負番」||
H   関  100
⑥  白 石 300
R6呉 原 000

8 薔暮:::
1  内山田 000
H  深 草 100
1  山根和 000

3580
振球犠盗失残併
10000083
投 手 回  安責

佐テ果り 品哀晋
二
景g 円山営 :魂  ::

▽2時間18分      山根和 2  10

振球犠盗失残併
3223140
投 手 回  安責
増 岡 9  80

2回戦

[i[|]i[][llll:

【神戸市】

H4竹 下 100
⑨  友 藤 100
8  井 上 200

8増 寓 :::
3073

2回戦

[[111[ilil[||:

山
藤
村

口
内
上

2回戦

属
０
０
所

金
０
０
作

友
０
０
製

住
２
０
立

＜

２
０
日

市

１
０
＜

山
　
　
市

歌
　
　
立

和
　
　
日

ｌ

Ｘ

興
０
０
＞

新
０
１
組

村

０
３
谷

谷

０
０
熊

市
　
　
都

巻
　
　
一示

花
　
　
東

打安点
530
422
300
410
421
311
000
411
410

▽二塁打 松限 四至
本▽2時間18分

2回戦

【
6京
都逸 田 l苓i

8  沢 田 100

3  :辺: :||
R  渡辺強 000
3  田 村 110
⑤  伊 藤 300
H5益 田 212

8 磐 奈 ::l
2   森  100
①  村 中 300
H  大 橋 100H  大 橋 100
1  ′Jヽ 林 100

37106
振球犠盗失残併
46230100
投 手 回  安責
村 中 6  10
Jヽ 林 3  31

高橋)本郷 1号 (小林)

30分

▽三塁打 落合▽二塁打
小山 池田▽2時間22分

▽二塁打 工藤 (佐 )

▽2時間40分

294

1回戦

i:]111lIFii「
キ|

‐
垣
田
橋
津
藤
谷
山
本
島
間

観

田
田
縄
本
柿
月
精

市
石
矢
前
野
伊
深
内
岡
田
高
小
須
古
長
杉
鈴
望
鈴

屋古

　

４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

名
④
Ｈ
０
５
５
×②
７
⑤
③
②
Ｈ
①
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ
ｌ
Ｈ

00
10
20
00
10
00
10
10
11
00
10
00
00
00
00
00
00
00

【δ京都】佃  l窓i
9  上 田 521

0重 】:||
H3  星  001

0 1::||
33147

振球犠盗失残併
25430110

崎雷 T  言〒

3381
振球犠盗失残併
4121080
投 手 回  安責
須 田 2  32
長 縄 4  61
鈴木市  % 32
望 月 1% 22 ▽ラ尋樋43雰

橋 大島

1回戦

H 後 藤 100
振球犠盗失残併

4253
7401241
投 手 回  安責襦警守帯容7T     糖 霰 ワ% ↑警

投 手 回  安責   財 前 4% 41
杉 本 7  22
藤 城 6  31
▽本塁打 日比野 1号 (杉本)角田 1号 (杉本)

藤村 1号 (加藤)高梨 1号 (藤城)▽二塁打 中
山 山本▽3時間38分

:回戦

＞

０

０

道

畑

１

１

海

広

０
０
北

鉄
０
０
和

日
１
０
昭

新
０
０
大

市

０
０
町

路
１
１
老

姫
０
１
自

関

０
０

賀

０
０
＞

佐
０
０
ス

鉱
０
０
ガ

日
０
０
京

＜

０
０
東

町
０
０
＜

関
０
０
都

賀

０

０

京

佐
　
　
東

木
辺
気
山
山

田
八
渡
和
西
玉
鈴

【
6賀
関里キ嵐 lTi

4  伏 原 000

]:]:||
H   東  1
1  萩 野 000
①  藤 沢 310
2  沢 熊 110
⑧  鈴 木 400

3770

振球犠盗失残併
7200272
投 手 回  安責
工 藤 11 70

打安点
500
10
20
10
00
00
00
10

責

０

０

安

５

０

併
０

残
５

失
０
回
９
２

雌６‐‐２肝漱潤

3850



準々決勝

佐賀関町 (日 鉱佐賀関)

000002000001
000002000002
川崎市 (日 本鋼管)

町
村
玉
湯

関燿
⑥
８

０
０
０
４
Ｈ
Ｒ
４
②
Ｈ
ｌ

準決勝

札幌市 (北海道拓殖銀行)

100004000
000000000

広島市 (広島マツダ)

【
5島
市
L tt TT↑
上
遺
浜
後
三
江
角
増
坂
岡

7

⑥
6

3
H

野 420
藤
田
藤
山
藤
屋
谷
上
田

200
200
420
300
310
310
400
300
100

①   角  200
: 襦墓:::
1 岡 村 000

8 4 2 0 0 5 2                       327 0
投 手 回  安責   振球犠盗失残併
千 藤 3% 20   5300281
有 沢 5% 50   投 手 回  安貴

角  8  64
▽本塁打 竹内1号③ 輌甲▽竺塁身 朝80
▽2時間36分

準決勝

|![|]llilllll

8312061     振球犠盗失残併

攪 喬 ワ  言り   裏
0単 0占 21安

責
太田垣 4  00   増 岡 11  82
前  2  00
駐餅 箭万

1憩
Jtth欝ダ饉剛

295

日高 福谷 広川

準 決々勝

lI111[I[[lTII

山
吟
上
藤
村

市
宇

古

川

佐

中

谷

川

人
中

中

山械
⑨
Ｈ
９
④
⑤
③
②
③
８
Ｈ
②
⑥
①
ｌ

貴

２

０

０

安

１

６

１

％

％

回
一　
４

４

手

橋

崎

端

投

高

宮

川

０

×

０

０

ダ

＞

ｏ
ｏ
ツ

組
０
０

マ

谷
０
０
島

熊
０
０
広

都
　
　
市

一昼
　
　
｛島

東
　
　
広

振球犠盗失残併
2331081
投 手 回  安責
千 藤 9  30

▽二塁打 高岡
▽2時間42分

準々決勝

30
20
11
00

井
藤
藤
山
藤
屋
谷
上
田
高
川

市
　
遠
後
二
江
角
増
坂
柴
重
藤

島広
◎
◎
⑤
③
②
④
⑦
⑨
①
Ｈ
Ｒ
ｌ 角  00
1 岡 村 000

3181
振球犠盗失残併

安責
60
10
00

留轡容質  曇
0皐 0占 63

焚保雷 ワ  憲T   I角
1 8後▽二塁打 沢田▽2時間47分

準 決々勝

神戸市
ITTTII「キ:|

松山市 (愛媛相互銀行)

打安点
311
322
520
411
420
411
100
300
000
100

辺
高
林
田
村
谷
本
上
川
藤
　
中
　
川
岡
鍋
田

制
川
日
螂
深
大
山
時
井
香
友
仲

竹
東

瀬
増
真
吉

額
⑥
⑨８
⑦８
⑤
③９
④
Ｒ４
③
‐
Ｈ
２
②

Ｈ
ｌ
①
ｌ
Ｈ７

00
20
10
00
21
00
210

責

０

０

２

３

安

０

２

４

５

８

　

％

％

％

％

０

回

　

４

２

１

３
手
山
薇
川
松

５
投
入
大
田
横

振球犠盗失残併
5200042

R3渡 辺 000 麟 懇 失残併
35115

振球犠盗失残併
5524190
投 手 回  安責

翼風: ':
香 川 1  10
瀬 川 2  20
▽三塁打 小林▽二塁打
▽3時間10分

打安点
420
410
421
410
300
310
300

川
崎
田
坂
瀬
田
谷
井
本
浦
橋
山
藪
川
松

市
　
神
上
彦
村
池
福
細
堀
景
高
入
大
田
横

山
７

松

Ｏ^

⑤
②

９

Ｈ

Ｒ
③
③

０^

４
②

Ｏ
一１

１

１

2回戦

一示
１
０
管

東

０
０
鋼

電
０
０
本

電
０
０
日

都
０
０
市

京

０

０

崎

東

０
０
川

2回戦

[II11][[lilll

I諏謂 轟 動
▽2時間20分

1  内 田 100
1  柿 沢 000

3382
雌 失残併

貴

０

１

安

１

３

０
回
５
４

０
手
沢
野

‐３
投
藤
萩

2回戦 (再試合)

::||

川崎市 (日 本鋼管)

100001
100001

東京都 (電電東京)

打安点
410
410
420
410
311
311
400
310
100
200

綱蜘経嘲劇講場脚斜却森

競σ
０
０
・
益
喬
６
②
Ｈ①

高

蟻
３２
７４
００回
価

１

　

　

　

　

田

６
　

％

％

　

太

２

０
回

５

２

１
＜

川

０
　

　

　

　

号

前

２
手

　

田
沢

１

８投
　
内
柿
鳩
耕

林
　
崎
リーー
木
野
川尾

内
福
前
鈴
樋
樋
高
中

振球犠盗失残併
0212050
投 手 回  安責
太田垣 6  82
前  3  00

尾↑詈1内奮F↓星二野)

▽2時間22分



一日小一一聯】〕］】必】〕秘】̈
”一紳真．２３】墜】］瑯申］赫懃ψ“

練
瀾雌棉詢隣球規動婿畑呻槻訳朗隷動林械加麹岬林副朗載雌

東

乎
露
咽
曇
日
酸
ξ
≫
§

監
投
″
〃
〃
″
″
捕
〃
〃
内
″
〃
″
″
″
″
″
″
外
″
″
″
″
〃
〃

監
投

″
″
〃
〃
捕

″
″
″
内

″
″
″
″
″
″
″
外

″
″
〃
″
″
″
″

認
一・宮雲
【醜
夢
一『泰獅
押

老い需輝蜘摯％囀級器̈一納赫野伸．２．̈軸聾赫

崎
本鋼管

花  巻  市
実
大
大
高
大
大
大

工
大

工
大
大
大
高
高
大
高
実
園
高
高
大
大
大
高
大

洋
車
　
　
正

口
　
颯
　
　
　
京
京
畔
東
鵬
畔
尾
京
　
　
　
櫛

早
拓
東
大
慶
慶
大
川
早
与
早
立
慶
帝
帝
久
成
鹿
Ｐ
上
帝
明
明
慶
鹿
早

監
投

〃
〃
″
″
捕

″
″
″
内

〃
″
″
″
″
″
″
″
″
外

″
″
〃
″
″

大
大
大
大

一
大
商
大
大
商
大
商
大

一
大
大
商
大
大

一
大
大
大
大
高
高

田
　
浜 一
学
　
浜
　
浜．

　

松
　
正
宮
刹
海
松
　
　
　
　
相
留

推薦・千葉市
高
大
大

工
商
高

一
大
大
大
実
大
大
大
大
大
国
実
大
高
大
大
高
大
大
大

大
大
高
大
工
商
産
高
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
高

工
大
大
大
工
大
大

大
大
大
大
大
三
大
大
高
大
大
大
大
大
高
大

大
　
商
狭
　
　
　
　
海
陵

一一一̈一一一一̈一一一一一一一一̈一一一一一一一̈
凸
口
伏

曽
日横 須 賀 市

(日 産自動車 )

工
大
大
大
大
高
大
大
丘
高
高
大
大
大
大
高
三
工
園
大
高
高

工
大
高
大

［
一

日
寺

駒
中

日
一
一

¨
一

日
」
¨
一
一

」
中
¨

中
¨
帷
一

明
¨

駒

一
南
叩
　
　
大
津
葉
佐
麒
曲
美
城
　
畔
刹
　
成
田
良
　
敷
畑
代
多
宮
　
田
洋
谷
喘

幌  市

三
東
商
高
商

工
農
大
大
国

一
大
高

工
商
大
工
商

工
高
商
大
商
高
高
高

日
唐
千
引
高
大
渥
名
亜
静
竜
専
大
秋
串
日
倉
戸
能
博

一
日
酒
相
竜
秋
・

大
商
高
大
大
大
商
院
大

斗
南
大
大
高
大
大
高

工
高
商
大
大
大
大
大
照

一
岬

明
一
］
一

駒
一
中
一

法
¨
¨
一

法
幸

早
日

一
苫 ′Ｊ、 牧

時
・

日
駒
中
明
駒

］

殖

３９

２８

２４

２４

２４

２３

２。

２５

２５

飾
嗣核鵬醐獅圭．細貼崚

督
手
　
　
　
　
　
　
手

監
投

〃
″
″
″
″
″
捕

〃
″

(東芝府中)

大
大

一
一
一

大
一
一
一
一
¨
『
乖
一
【

大
大
大

な
轟
「
「

大
一

大
中

日
明
修
土
芝
亜
仙
中
国
帝
弘
智
神
日
横
早
明
亜
東
中
日
銚
日
芝
中
大

大
』

大
大

』
一

岡． 高
一
』

大
大
大

』
大

一
大
大
大

一
大

赫
大
大
大

一
大

立
岡
立
立
岡
前
石
青
岡
早
法
慶
岡
早
青
早
関
法
千
慶
銚
慶
立
立
愛
法

市

高
け
刹
本
諸
嚢

　

子
刹

　

辞
子

里

曇

体
　

市

絆
可
脚
串法鼈
脚
印
市

一一̈一̈一一一一一̈一̈一一一一一̈一一一一一一一

浜 松
(河合楽器 )

士
(大昭和製紙

高
大
大
工
大
大
大
高
高
高
大
大
大
大
大
大

一
大
大
大
大
大

は
大

は
大
　
　
　
　
　
　
　
大

隊
大
大
大

は
商

一
高
高

都

〓
洋

本

士
ｉ

肇
峰
票

士

刹

士

　

刺
碁

　

都

　

鱒
正
正

電

政
霧

日
東
駒
熊
亜
国
大
名
桐
九
大
帝
亜
駒
国
駒
竜
中
国
拓
亜
立
神
帝
関
亜
　
　
　
　
　
　
　
　
立
愛
立
立
関
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第48回大会輝岬寄1  2日・卸朋

推薦り|1崎市・ 日 本 鋼 管 4

大 垣 市・西 濃 運 輸 3

札 幌 市・電 電 北 海 道 2

東 海 市・新 日 鉄 名 古 屋 0

諏 訪 市・三 協 精 機 5

名古屋市・愛 知 ト ヨ タ 1
東 京 都・電 電 東 京 4

大 阪 市・ デ ュ プ ロ 3

盛 岡 市・盛 岡 鉄 道 局 0

北九州市・新 日 鉄 八 幡 5
横 浜 市・ 日 本 石 油 0

大 阪 市・ 日 本 生 命 2

日 立 市 0日 立 製 所  1
福 山 市」 管 福

東 京 ・ 熊   谷 組    2 神
戸
製
鋼

松 山 市・ 四

仙 台 市・電 電 1ヒ   5

姫 路 市・新 日 鉄 広 畑 9

浦 和 市・ 日 本 通 運 0

松 山 市・ 丸 善 石 油 3

東 京 都・東 京 ガ ス 3

京 都 市・ 大 メし   5

和 光 市 0本 田 技 研 0

神 戸 市・神 戸 製 鋼 2

室 蘭 市・新 日 鉄 室 蘭 0

佐賀関町・ 日本鉱 業佐 賀関 1
富 士 市・大 昭 和 製 紙 3

広 島 市・電 電 中 国 2

浜 松 市・河 合 楽 器 0

門 真 市・松 下 電 器 5

川 崎 市・ 東 芝 4

和歌山市・住  友 金  属 3

電電北海道、広島市・電電中国、前年優勝の

日本鋼管が有カチームにあげられていた。 し

かしこの中で、ベスト4に残ったのにはネ申戸

だけだった。

日本鋼管は、大垣市 。西濃運輸に競り勝っ

たものの、 2回戦で相l■に敗れ 同じ2回戦

で川崎市 。東芝は、門真市 。松下電器の中川

善弘投手 (新 日鉄堺から補強)に 4安打で零

封された。富士も佐賀関町 。日本鉱業佐賀関

戦で失策で自滅、広島は1回戦で富士に惜敗、

早ばやと姿を消した。

神戸は補強でオール神戸の強力打線と登記

欣也、増岡の投手陣が充実、 1回戦は増岡が

和光市 。本田技研を5安打完封。京都 。大丸

に競り勝ち、準々決勝では延長13回の大接戦

のすえ松山市・丸善石油に逆転勝ち。準決勝

は登記投手が佐賀関町を完封して決勝へ進ん

れ

東京・熊谷組は、久保田美郎とルーキー林

博之両投手を軸に、準決勝までの 4試合を失

点 1で勝ち進んだ力ヽ 最後に増岡投手に屈し

た。熊谷組と同一都市同士で準決勝を争った

電電東京は、 1回戦の大阪市・デュプロ戦で

延長12回、矢治達夫の史上初のサヨナラ本盗

で勝ったあと、諏訪市 。三協精機戦は森二郎

―内田正美の好継投で 1-0。 準々決勝では

森投手力■肌 を1安打、11三振を奪って二塁

も踏ませず完封、投手陣の活躍が目立った。

大会31試合中、15試合は無失点の勝利で、

投手が充実していた大会だった。

橋戸賞は神戸 。増岡投手、久慈賞は東京・

熊谷組の伊藤友幸監督兼外野手、小野賞は松

山・藤井栄一投手、若獅子賞は東京・熊谷組

の林投手が受賞した。

5試合がサヨナラ・グームと緊迫した試合

が多かった。この大会から得点差によるコー

ル ドゲームが採用されたが接戦続きで無縁だ

った。

神戸市に輌年ぶりに    旗
神戸市・神戸製鋼力ヽ 四年ぶり2度目の出

場で初優勝をかちとった。決勝で東京都・熊

谷組と対戦した神戸は、28歳のベテラン、増

岡義教投手 (三菱重T神戸から補強)力  ヽ3

安打であざやかに完封した。神戸市の優勝は、

昭和 7年の第 6回大会の全神戸以来、45年ぶ

りだった。 群を抜いた力をもつチームがな

く、混戦とみられていた大会だ力ヽ そのなか

で川崎市 。東芝、富士市 。大昭和弧 神戸

市・神戸製鋼、大阪市 。日本生命 札幌市・
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淵

史上初のサヨナラ本盗
大会史上初のサヨナラ本塁を演じたのが東

京都 。電電東京の矢治外野手。大阪市・デュ

プロと延長12回。二殆両塁の場面だった。

1番打者で足に自信があるとはいえ、本盗

は高校時代の 1度だけ。富永監督がコーチス

ボックスで「いってもいいぞ」。慎重に金岡

投手とのタイミングをはかり、打者・鈴木の

3球日、一気にホームを突き、足からのスラ

イディングであざやかに決めた。

「ホームまで遠かったこと。足が動かない

ような気がした」と会 いの議

富士市 。大昭和製紙の山本秀樹内野手も対

広島市 。電電中国戦の 9回、二死商塁で打者、

浅黄の 4球日、「狙っていた」と高木投手の

スキをついて頭からのスライディングで本盗

を決め、大会 2つ 目のサヨナラ本盗と珍 しい

記録を残 した。

東京都 (熊制
000000
200010

神戸市 (神戸製鋼)

０

×

勒襴
H簡 関谷 10000

0聯 |||||
Hり |!山 10000
1村 中 00000

師̈̈
中̈

臓 耐
41100
20000
21000
42000
41200
31000
30000
31000
20000

罐００４００

H原 日 10010欄 麟 鉄
1 久圏  00000 10401

堪喬号1騨鴨

投 手 回 打蛎 厳
林   4 153102

鵜 :彗

`:∫

:絣 2翻Ю

低めにビシビシ、増岡完封
神戸市 。神戸製鋼の念力の勝利だった。神

戸のベテラン、増岡が老練なピッチングで無

難にスタートしたのに対 し、東京都・熊谷組

のルーキー、林は緊張感からか、硬さがみら

れた。林は1回、二死をとってホッとしたと

ころを川辺に右前打され、続く小林貢には初

球を右翼へ先制の2ラ ンを打たれた。

この先制点で神戸の意気は盛 りあがり、 5
回には東京の 2番手、村中を攻めた。岡本が

二塁内野安打するとバントで送り、日高が中

前へ適時打して 1点 を追加、優勝への道を固

めた。

増岡はすばらしいピッチングで東京打線を

決勝L神戸は1回2ヨ甦
=塁

に1-12ラ ン放つ

ほんろうした。ストレートがよく走 り、外角

低めにビシビシ決まった。ストーンと落ちる

得意のパームポールもよく決まった。東京は

1回燃  5回菊地が安打した力ヽ 後続がな

く二塁にも進めなかった。増岡は回を追うご

とにさえて、 6回からは3人ずつ。 9回二死

から森貞に中前安打を許したものの、伊藤裕

を右飛に打ちとり、あざやかに完封した。決

勝でこれだけ完壁なビッチングをみせた投手

は少ない。東京の打者は、最後までねらいダ

マがつかめなかった。

補強サマサマ…大金星
優勝候補の 1番手ともいわれ対‖崎市。東

芝を2回戦で門真市 。松下電器の中川が完

封、あざやかな金星をあげた。

強打を誇る川崎を4安打無四球で抑え切つ

た中川を盛りたてたの力ヽ  6回、 7回にとも

に適時二塁打を放った中出とS、
3人揃って新日鉄堺からの補強選手で、高

本監督も 蹄 強サマサマです」と大喜び。

輌 熊谷の伊藤裕は10回中越サヨナラ
~塁

打

補強でまさかの初戦スタメン

神戸市・神戸製鋼

増岡義教投手

(三菱重工神戸から補強)

三菱重T神戸から神戸市・神戸製鋼に補強

され 決勝鑢 都 。熊谷組を3…
るなど4勝の活躍で橋戸賞。同志社大出。52

年三菱を鳳 現雅ヽ 日之出工業社長。

決勝戦で完封したときよりも、 1回戦の本

田技研戦のことが思い出として鮮明に残つて

いる。ナイトゲームだつたので 午後 3時ご

ろから東芝球場で練習していた。第 1戦は神

戸製鋼のエース登記欣也君が投げるものと思

い、惣 t錫殴整していたら、消体←り゛馨挙に

陛覺げろ」。

それからプレーボールまでの間、経験した

ことのない緊張を味わつた。 1回戦で負けて

は、登記君にもチームのみんなにも悪い。何

としても勝たなけれl乱 球場入りしたあと、

緊張感は最高潮となり、プルベンで投げてい

るうちに吐いてしまつた。だから、勝つたあ

とのうれしさは格別だつた。

熊谷組との決勝は、実は9回のことしか印

象にない。二死をとってから森貞周治君に中

前ヘコーンと打たれ にわ力ヽこ緊張してしま

つた。 “あと1人で日本一だ という思いが

頭の中に対蘭し、日のな力ヽまカラカラ。つば

が出ない。のどがひきつれる。一塁へけん制球

を投げたりしてなんとか落ち着こうとした。

打者は四番に、代打が出てきた。何を投げる

力、打たれても自分の納得できるタマを投げ

たい、と思つた。それまで|シ‐ ムを決めダ

マとしてきたべ ここは思い切つてストレー

トを投げたいと思つたら、竹中円捕手のサイ

ンもストレート。右飛に打ちとれた。

野手のグラブにポールが収まつた瞬間は

繁 わったな"と いう気持ち(感 激はわい

てこなかつた。東京の球場では泣くまい、と

思つていたカミやはり涙が出てしまつた。ボ

クの目標は、「東京」に勝つこと。その宿願

が達成されたのだから・・・。

いまでも時 、々ビデオを見る。後楽園の西

日は暑かつたな、よくあんな体功力fあ つたも

のだな、 と思い浮かべる。後楽園は苦しかっ

たカミ楽しかった。
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“

貨ulll丁
。日

鉱搬 駆 蘭市。新日鉄蜜卿戦(
佐賀関・藤沢公也 室蘭・山口敏男

(拓殖銀行から補強)カロ藤英美 (大昭

和1騨藁鋤 らヽ補強)の両投手0自九

また決勝の神戸市。神戸製鋼円東京

都。熊谷組戦(神 戸・増岡義教 (三

菱重工神戸から補強)、 東京・林博之

村中賢治、久保田美郎で達成。史上 3、

4回目。

延長13回逆転サヨナラ
松山市・丸善石油と神戸市・神戸製鋼の準

々決勝は好試合だった。

松山は藤井が好投、神戸は3投手を継ぎ、

1-1で延長にもつれ込んだ。

そして13回。松山は徳藤の二塁打から二死

二塁とし、神崎が投手強襲安打で均衡を破っ

た。だ力斗申戸も粘る。一死後、岡本、古1臥

増岡が 3連打して満塁。 トップの小林貢が左

前にはじき返 して同点とし、鋼 |1辺が左

前にサヨナラ打、逆転勝ちをおさめた。

こちら14回スクイズで
延長14回、 4時間14分にわたるドラマの幕

切れはサヨナラ・スクイズだった。

和歌山市・住友金属と川崎市。東芝の 1回

戦ら和歌山は駒大出の新人・森 川崎は大田

垣の投げ合いで延長戦にはいり、川崎は前野

が継いだ力ヽ 森は速球を武器に力強く投げ続

けた。

10回 に川崎がつくった下死二塁も森は敬遠

で塁を詰め、冷静に併殺で切り抜けた。しか

しさす力ヽ こ疲れのみえた森を川崎は14回 にと

らえた。先頭の溝口が二塁打。森はまたも敬

遠で一・二塁とした力ヽ 今度は川崎カシ ンヾト

で進め、スクイズを警戒 した森から高代が四

球0両塁。深沢はスクイズのそぶりでポール

を誘い、カウント0-3。

懸命な森は2-3まで持ち込んだが次の 6

球日、深沢は一塁線にスクイズG磁象は安打 )

をきめてサヨナラ勝ち。

敗れたとはいえ240球を投げ抜いた森ヘ

の拍手はスタンドをおおった。
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末 永 2  20
斎藤晃 1  42

護
永
木
晃
田

末
餃
憩
瀬

ｌ

Ｈ

ｌ

③

０

×

油
０
０
命

石
０
０
生

本

０
０
本

日

０

０

日

市
　
　
市

浜
　
　
阪

横
　
　
大

責

０

安
４

棚‐７２回９
躍‐３２６時同

I奔曇寛)号璧上昇②下
村 大河原▽2時間27分

1回戦

井鳳４‐００００２００
柵
制
制
判
＝

00
00
00
10
10
00
00
10
00

1  斉藤真 000
304 0

振球犠盗失残併
4100141
投 手 回  安責
山 岡 7% 50
斉藤真  % 10

振球犠盗失残併
10201250             44103
投 手 回  安責   

―
失残併

金 岡 11% 103   94121100
投 手 回  安責
森  2% 40

▽本塁打 櫓本 1号 (内田F▽里塁身
%橋

点
1孫

田▽3時間38分

打安点
420



1回戦

[i]11:1][「
ITキ

§螢曇:il
3071

振球犠盗失残併
4111131
投 手 回  安貴
藤 沢 9  40

▽二塁打 村田
▽1時間47分

振球犠盗失残併
5001021
投 手 回  安責
山 口 6  51
加 藤 3  20

1回戦

広島市 (電電中国)

000002000
000000111

富士市 (大昭和製紙)

Ｏ

Ｘ

器
０
４
器

楽

０
１
電

合

０
０
下

河
０
０
松

市
　
　
市

松
　
　
真

浜
　
　
門

永

藤

根

木

端

谷
屋

戸
　

森

々

　
　
　
　

一角

ｌ

増

後

山
佐

野
荒

角

城

　

大

市島広
③
０
０
⑤
Ｏ
◎
④
②
①
Ｈ

打安点
430
200
12
10
10
00
00
00
10
00

責

１

２

安
５
３

併
１

残
４
　
　
％

失
１
回
７
１

盗
２蹴３‐２時角赫

1 高 木 000
3072

1回戦

占

小
０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

１

０

安

２

０

１

０

０

１

１

１

０

０

０

０

１

１

０

打

４

１

４

０

０

４

４

３

０

２

１

４

２

１

０

振球犠盗失残併

302

1回戦

和歌山市 (住友金属)

00002010000000
01002000000001
川崎市 (東芝)

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
5211041     88342121
投 手 回  安責   投 手 回  安貴
森  131/6 104   大田垣 9  62

前 野 5  00

3鐘打露
1:ご琴ゝ尋喬ムP伏田励

2回戦

振球犠盗失残併
7121041
投 手 回  安責
千 藤 9 102

＞

Ｏ

ｘ

市

０

０

崎
０
０
＞

川
０
０
道

・
０
０
海

薦

２
０
北

推
０
５
電

＜

０
０
電

管

０
０
＜

鋼
　
　
市

本
　
　
幌

日
　
　
札

責

２

３

０

安

４

４

１

併

０

残

７
　
％
％

失

０

回

２

　

５

赫４‐００時錮前椰
I奇予U二重丼

1彙
9

▽2時間13分

2回戦

東京都 (電電東京)

100000000
000000000

諏訪市 (三協精機)

田
広
国
川
勇
茂
林
柳
昌
良
井
野
賀
森
々
井
木
藤
川

珈」牌漏一［型」制一螂卿̈̈
』］〕〕］

点

０

０

０

安

２

０

１

打

３

３

３

10
00
00
00
00
10
00
00
00
00
00
00
00
00
00
10

R  鈴木実 000
1  佐藤公 000

2660
振球犠盗失残併
1351170
投 手 回  安責

Vラ尋簡58塀
田豊国 屋藤蒙: ::

2回戦

０

０

幡

＞

０

〇

八

命

２

０

鉄

生

０
０
日

本

２
０
新

日

２

０

＜

＜

０
０
市

市
　
　
州

阪
　
　
九

大
　
　
北

11

尻
村
野
井
田
司
野
木
竹
田
岡

市
　
西
花
中
梅
中
岡
鈴
佐
岡
盛

阪大
⑥
④
⑤

②
７
⑨
③
３
②
①

Ｈ

点

０腋
５０

‐
井
上
村
藤
藤

林
平

市
玉
井
下
工
加

州軌
⑥
◎
◎
０
０
⑤
Ｈ
Ｈ
④
②
Ｈ
ｌ
Ｈ
①
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ

1   林  000
③  新 名 320

3612

振球犠盗失残併
4411080
投 手 回  安責
岡 田 7  30
林  2  43

需量打▽菫菫身号9藤
▽二塁打 花野 岡野
盛岡▽2時間50分

2回戦

[lilillifiilll
市山確

④
Ｏ
③
③
⑤
Ｒ
⑨
Ｈ
②
２
⑥
①
ｌ
Ｈ

打安点
400
410
420
430
410
000
300
100
100
100
200
200
000
100

【東京都】   打安点

8 奨黒16:
H8 川 山 210
89  谷  100

0繁]|||

§貫鮒:||
2851

罐 失残併
7100141
投 手 回  安責
久保田 9  70

▽二塁打 山内 森貞
▽2時間16分

振球犠盗失残併
3111160
投 手 回  安貴
田村忠 5% 41
内山田 1% 00
児 玉 1  10

2回戦

０

×

畑

０
０
＞

広

０
０
油

鉄
１
１
石

日
０
０
善

新

０
０
丸

市
　
　
市

路
　
　
山

姫
　
　
松

賣

２

４

０

０

安
５
４
３
０

併
２

残
５
　
％
％

失
０
回
１
３
３
１

盗
１蹴６２０時輝組潤碑



準々決勝

il11lillili‖
|

田  30
41
31
31
20
10
10

000
422
300
310

000

睡 失残併
10210041
投 手 回  安責
福 間 9  73

振球犠盗失残併
3220041
投 手 回  安責

讐奎鼻
打
ittu::閤 幣饗

湯野 1号 佃 闘 ▽

準決勝

東京都

東京都

まi:瑚
OL貪 ill
H  板 井 100
1   森  000
⑥  二 宮 100
H  手 塚 100
6 西 山 100

2820

０

×

京

０
０
＞

東

０
１
組

電

０
２
谷

電
０
０
熊

地蜘疇助

橋
友
　
間

大
饉
釧
猪

打
＞

二
▽

塁
田
▽
谷

本
内
＞

▽
＜
田
貞

責

３

０

０

安
４
３
０

併
０

残
２
　
％
％

失
３
回
３
３
１

盗
０蹴６‐０時岬醐森

関

０

×

賀

０

０

佐
０
１

業

０
０
＞

鉱

０
１
鋼

本

０
０
製

日
０
２
一戸

＜

０

０

神

町
０
１
＜

関
　
　
市

賀

　
　
一′

佐
　
　
神

点

０

０

０

０

０

０

０

安

１

０

０

０

１

１

０

打

４

２

１

１

４

４

３

け榊疇精輝囃痛締』罰赫鰤＝れ躊椰赫朧廊

智

　^
　
　
　
　
　
７

■̈
Ｏ
②
２
５
④
③
◎

Ｈ
③

Ｈ
⑤
Ｈ
ｌ
Ｈ
⑦
９
①
Ｈ

00
10
10
00
00
00
00
00
10
00
00

振球犠盗失残併
4232090
投 手 回  安貴
登 記 9  70
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337 0
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7101271
投 手 回  安責  ▽本塁打 大村 1号 (藤

長 嶺 2  31  沢)▽二塁打 小林晋

蒙 至 :  ::  ワ奮時満霊分 木

振球犠盗失残併
8010051
投 手 回  安貴
久保田 9  20

303

▽二塁打 徳藤
▽3時間11分
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ｍ

11200031
. 投柳

手
 ヮ  憲ぢ・   柳  5  32

板井  千 藤 3  30
山 本 1  00

6300060
投 手 回  安責
森  9  10

▽二塁打 人木
▽2時間24分

準々決勝

振球犠盗失残併
11200031

０

×

大阪市 (日 本生命 )

000000
000001

東京都 (熊谷組 )

¨̈中̈̈̈
¨̈一̈̈一』一３２‐‐２５０］̈・̈　　　　瑯松山市 (丸善石油)

100000000
000000010
神戸市 (神戸製鋼)

打安点
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631
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100
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400
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貴

３

安

Ｈ

辮
８０　
％

失

０
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１

０

１

安

５

１

４

辮
７０　
％
％

失
０
回
１
６
５

曝７‐‐２時』卸鰤

2回戦

神戸市 (神戸製鋼)

200000
010000

京都市 (大丸)

【神戸市】   打安点

9露 需:::
3562

振球犠盗失残併
5001150
投 手 回  安責
登 la 6% 81
増 岡 2% 20

辮
９０

失

１

回

６

１

２

罐４２‐０時は潮蹄

登
ニ

＜

▽
九

喘
貼
対
分

野
　
　
３６

谷
打
２
間

塁
下
時

打
三
木
２

塁
▽
　
▽

然
Ｄ
勤
隣

安責
41
00
21

2回戦

[:[11]ili「
11キ

振球犠盗失残併
2231081
投 手 回  安責
長 嶺 3 10
藤 沢 6  61
▽二塁打 平井 湯浅▽2

2回戦

責

１

１

０

安

３

４

５

辮
‐０‐　
％

失

６

回

３

４

２

盗
３
　
　
　
　
分

蹴６５０時脚囃嘲帥

川崎市 (東芝 )

000000
001001

門真市 (松下電器)

０

×

8点 属:::
l前 野 100
H  今  100
1梅 沢 000
③ 溝 口 300

304 0
振球犠盗失残併
8001030
投 手 回  安貴
黒 紙 2  21
前 野 5  52
梅 沢 1  00

振球犠盗失残併
3240051

挙 需 ワ  TT

▽三塁打 中出 藤本
▽二塁打 鍛冶舎
▽2時間31分
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第49回大会留宵鵬 li継
~8月 8日・鰈口期

推薦神戸市・神 戸 製 鋼 0

白 老 町・ 大昭和製紙北海道 1

門 真 市・松 下 電 器 8

盛 岡 市・盛 岡 鉄 道 局 0

東 海 市・新 日 鉄 名 古 屋 0

川 崎 市・ 日 本 鋼 管 1

大 阪 市・ 日 本 生 命 3

横 浜 市 0日 本 石 油 2

和歌山市・住 友 金  属 4

浜 松 市・ 日 本 楽 器 3

長 崎 市・三 菱 重 工 長 崎 0

富 士 市・大 昭 和 製 紙 2

鈴 鹿 市・本 田 技 研 鈴 鹿 4

千 葉 市・電 電 関 東 0

光  市・ 新  日 鉄  光 1

浦 和 市・ 日 本 通 運 3

福 山 市 0日 本 鋼 管 福 山 6

足 利 市・ 全 足 利 ク ラ ブ 1

名古屋市・三 菱 名 古 屋 5

東 京 都・電 電 東 京 3

神 戸 市・り!1崎 製 鉄 神 戸 3

釜 石 市・新 日 鉄 釜 石 6

京 都 市・木  
´
 >丸 4

憲 言 語くL__電

'四

酔

諏 訪 市・三 協 精 機 1

北九州市・門 司 鉄 道 局 0

室 蘭 市・ 新 日 鉄 室 蘭 4

神 戸 市・三 菱 重 工 神 戸 0

川 崎 市・ 東

松 山 市・ 丸

東 京 都・ 東

芝 5

油 1

ス 5

石

ガ

善

京

※2回戦の松山市・室蘭市は2-2の引き分け再試合

の観衆で埋まった。東芝は鮮やかな速攻で得

点。社会人 2年 目の左腕・黒紙義弘投手が直

曲球を低めに決める見事なコントロールで鋼

管打線を3安打で完封した。

鋼管も左腕 。本田勇が準決勝までの 4試合

をほとんど1人で投lス 4試合34イ ニングで

防御率1.06の好投だった力ヽ 決勝ではその疲

れが出て、東芝打線に屈した。

大会前の下`馬評は、前年優勝の神戸製鋼

(神戸市 )、 大阪市 。日本生命、川崎市 。日本

鋼管、横浜市 。日本石油が 4強にあげられ

これに迫る有カチームは東京都 。電電東京、

富士市 。大昭和蝋 神戸市 三菱重T神戸、

川崎市 。東芝とみられていたバ 準々決勝に

進出したのは、川崎市の2チームだけだった。

神戸製鋼は開幕戦で敗れ 横浜 。日本石油

は1回戦で大阪 。日本生命に惜敗、その大阪

も2回戦0‖崎市 。日本鋼管に敗退した。

神戸製鋼を伊Iし たのは、自老町 。大昭和製

紙北海道で、川瀬隆俊投手が鮮やかに完封し

た。川瀬は2回戦でも門真市・松下電器を4

安打完封。大会初日は川瀬に続き、門真市・

松下電器の福間納、川崎 。日本鋼管の本田と

3人が完封したのをはじめ、 1回戦で 6人の

投手が完封 (こ のほか継投で 1試合を零封)

を記録した。また 2回戦の室蘭市 。新日鉄室

蘭対松山市・電電四国が延長12回、 2-2で
引き分ける熱戦を演した。再試合では室蘭市

が6-4で勝った。

名古屋市 三菱名古屋の北村照文外野手が、

都市対抗史上初のサイクルヒットを記録も東

京都 。東京ガスの松沼博久投手は、 1回戦の

対松山市・丸善石油戦で17奪三振、 7連続奪

=振の新記録と毎回奪三振を記録した。

橋戸賞は川崎 。東芝の黒紙般手、久慈賞は

川崎 。日本鋼管の本田投手、小野賞は鈴鹿市・

本田技研鈴鹿が受賞。若獅子賞は室蘭・山本

文博―   (北海道拓殖銀行から補強)に贈

られた。

J‖    ・・・身轟
=に

わ照D環覇置
決勝は史上 2度目の同一都市チーム、川崎

市の東芝と日本鋼管との間で争われ 東芝が

投打に鋼管を圧倒して、初の黒獅子旗を獲得

した。東芝は創設20年目、 6度目の出場でつ

かんだ栄冠だった。

同一都市のチームによる決勝は、26年の第

22回大会で大阪市の全鐘紡と南海土建以来27

年ぶり。おまけに地元といってもよいり|1崎市

の強豪チーム同士とあって、スタンドは4万

306
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川崎市 (日 本鋼管)
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▽三塁打 菊地
▽2時間5分

勢いづいた東芝は、 2回には八木の中前打

から好機をつかみ、高代中前打、中村左前打

とたたみかけ1点。さらに5回には、四球の

中村をバントで送 リー死二塁。ここで鋼管は

本田をあきらめ、高木に代えた力ヽ 東芝は岩

下が中前適時打して、勝利を固めた。

黒紙は、前半はカープを捨て球に使ってシ

ュートで勝負、後半はカープでカウントをか

せぎ、低めのシュートで打者をうちとって、

許した安打は3木 無四球のあざやかなピッ

チング。鋼管は2回、樋野が安打したものの

前 ||のニゴロ0精尭 4回 は無死で斎藤が安

打し、バントで二進した力ヽ  3、 4番力ψ口え

らオι 一矢むくいることができなかった。

松沼グイグイ17奪三振
17奪三振の新記録をつくった東京都 。東京

ガスの松沼投手のピッチングはすご味があっ

た。

立ちあがりこそ球道が定まらず トップの福

永に死球を与えた力ヽ 一死後山下、永田の主

軸を三振にうちとると、 3回二死まで連続 7

=振を奪った。

下手から投げ込む球は、魔法のポールのよ

うに打者の手元で浮きあがつたり、急角度で

落ちたり、内外角にまがってくい込んだり。

3回二死から打席に入った福永力ヽ なんとバ

ントでバンヽトに当て連続三振はくい止めたも

のの、松沼の奪三は振毎回続いて17三振の山

を築いた。

「三振の多いのは知っていたけど、新記録

ですか」と松沼自身も驚いていたが「きよう

はスピー ドがあったし、球の切れも最高だっ

た」とふり返った。

黒紙が無四球ビッチング

東芝の先制攻撃はすばらしかった。 1回、

トップの高代が中前安打し、二死となったあ

と、菊地が右中間二塁打して先取点。続く岩

下は二塁手の左を破って 2点 目。

黒紙一本田の予想どおりの左腕の対決だっ

たが、決勝戦まではとんど1人で投げてきた

鋼管 。本田には、疲れの色がみえた。

犠盗失残併
20171
投 手 回 打安振球責
黒 紙 9 303300 鶏 。韓 1鳳       抑 颯

亜大から昭和52年に感 社も 2年目に4試

合に登板 3完投 2完封の活躍で僑戸賞受賞。

59年に現役をあがり、 2年間仕事に従事した

あとコ‐ として御帰。

当時のユ‐スは現在監督の大田垣さんだつ

たカミ ボクは大会に入つてからすごく調子が

よく、とくに制際力は、思つたところに投げ

られる気がしたほどだつた。

初戦の三菱重T神戸戦で完封勝ちして、気

分的にも乗ることができた。東京ガス戦は同

点に追いついたあと7回からリリーフ、新日

鉄室蘭戦も延長10回を完投した。

準決勝は大田垣さんが完投したので 決勝

はボクだなと思つていた。同じ川崎の日本鋼

管との対戦だつた。あの年脳膨劉 :1予選の準

決勝で鋼管に負け、敗者戦にまわつてから、

第 2代表決定戦でも負け、東芝はやつと第 3

代表になったのだカミ決勝の前の晩は、必ら

ず勝てるとも思わなかつたにしても、ここま

で来たのだからと、負ける気は全然しなかつ

たのを党えている。

1回の表に3者内野ゴロにうちとつて「い

ける」と思つた。それに予選からずつと投げ

てきた相手の本田勇投手の庭し州まつきりわ

かつた。うちが 1、 2回に得点して気も楽だ

ったし、三振を狙うビッチングでなく、うま

く打たせてとる配球ができた。

早いぺ=スの試合(リ ズムをこわさない

ように、四球にだけは気をつけたカミ終わつ

てみれば3安打無四球の完封。たしか三塁ま

で走者を行かせたのは1度だけだつた。

橋戸賞受賞のアナウンスがあつたとき「本

当にボクがもらえるの力」 と思つた力ヽ 大学

時代から、個人賞にはおよそ縁がなかつただ

けに、ものすごくうれしかつた。

実は東芝に入社するとき、他の会社からも

誘われたのだ力ヽ どうしても中央球界で野球

をやりたいとお断わりした経緯があつた。そ

れだけに、これで申しわけがたつたとの気持

ちもあつた。

橋戸賞は文字通リポクの宝物(受 賞した

こと力ヽ その後の人生にどれほと励みになつ

たこと力、いまでも感激している。

開会式のホームラン酵気 外野席でポールを追う少女



史上初のサイクル安打
中卜初のサイクル安打を記録した名古屋

市・三菱名古屋の北村外野手は、ベンチ前で

カメラに囲まれると、「ポク、インタピュー

なんて受けるのは初めてJと大テレ。

第1打席で本塁打のあと左中間二塁打t右

申間三塁打と長打を重ね残るはシングル安打

だけ。スタンドがしっと見守るなか第4打席

できれいに三遊間を抜いて快記録を達成。

武相高を卒業ミキャタピラー三菱に入社し

たカミ昨年秋野球部が解楓 野球を続けたく

て三菱名古屋に移った苦芳氏 華やかな舞台

IJ日本繊だけに 限 して狙ったわけでなく、

チームのために打ちたいと思っただけ」と話

していたち

◇サイクル安打 名古屋市 。三菱名

古屋の北村照文外野手は、 1回戦の東

京都。電電東京戦で史上初のサイクル

ヒットを記録した。▽1回‐左翼 2ラ

ンホーマニ▽2回=左越二塁打▽4回

=右中間卦 7回〓三遊間安打

◇最多奪三振17、 連続最多二娠7の

新記録 東京都。東京ガスの松沼博久

投手は 1回戦の松山市・丸善石油戦

で17奪ヨ晟 7連続なコ朦引痛議 を

マーク。これ.ま でか髪多鰤 よ 38

回大会て守認S彰こ(横浜市。日本石油)

力編議 したla延長15回では丸善石油

の西五十六投手が21を記録している。

連続奪三振:よ平松投手ら4人の 5。 ま

た松沼投手は毎回奪三振も記録した。

これは43回大会での新美敏 齢 市・

日棚 ら3ノψ婦録 している。

◇700号本塁打 福山市。日本鋼

管福山・岡本道夫外野手力ヽ 2回戦の

名古屋市。三菱名古屋の岡田投手 (東

海理化から補強)から6回右翼席に打

ち込ん犠 した。

入場者45万人史上最高

大会の入場者がついに45万人を突破t史上

最高を記録した。昨年は41万人で一昨年の過

去最高だった42万人をやや下回った力ヽ 今大

会は応援席だけでなく、ネット裏の特別席も、

何回も札止めになる盛況ぶりだった。

1口頭陵

気迫投手戦12回 ドロー

2回戦の室蘭市。新日鉄室蘭対松山市 。電

電四国はすばらしい投手戦で12回引き分けと

なった。

1室蘭は2回、梅田が右翼2ラ ンで先制した

カミ松山も7回高橋の左翼二塁打と松岡のタ

イムリーで好投の有沢を退け、代った財前に

も福谷が
~塁

打して同点とした。その後は財

前と横松が打者を抑え込んだ。

松山は10回三ゴロ矢の福谷が二進しバント

で二塁へ。室蘭力ヾ両塁策をとると、勝負どこ

ろと松山も横松に代打を送った力ヽ 実らなかっ

た。

財前は7回の二塁打だけであとは安打を許

さず、松山のリリーフ川野も2回を無安打で

抑え切った。

1回戦
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l回戦

浜松市 (日 本楽器)
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「
市
醗|]]

9用中学:::
H  石 下 100

3 4 ill
H  上 武 100
1  ′J泳吉 100
0  大 川 310

3261
振球犠盗失残併
6000041

挙田雨 ワ  言T
三 浦 4  21
小永吉 3  11

田
二
時

宇

▽
２

＜
条

▽

号
六
関

関
打
２

勤
哩
螂

分

本
＞
打
２２

▽
川
塁
間

名古屋市 (三菱名古屋)

230000000
020000100

東京都 (電電東京)

振球犠盗失残併
2110051
投東  ワ  憲T

1  森 二 200
H  森 辰 100

0 室警1::
①  内 田 000

責５０東▽

鋤０６０̈
２６７５嘲瑯

略‐０２０３時岬藤̈
忠▽二塁
内
林

②
村

号
北

村
垣

北
石

打
打
分

塁
塁
３９

本
三
間

▽
▽
時ウニ塁打 前村 全並 引間▽2時間16分

309

1回戦

釜石市 (新 日鉄釜石)

0000032
0000000

神戸市 (川 崎製鉄神司

市】 打安点
510
421
400
412
400
410
420
321

―
失残併

4020040

響 議 7  11

ざ査霧旱
▽2時間25分

1回戦

東京都 (熊谷組)

00000
01010

京都市 (大 丸)【
3京

都
な 詈 :]i 

【
]都

市
な [ Ii]

1回戦

山市】
玉

打安点
410
000
300
410
400
310
100
300
200
001
000
200
100

l 田莞:::

岡 崎 0  10
山 元  % 00

小倉 栞下 藤采号詈導間彗雰 
田串 伊農負

松
⑨
９
④
◎
◎
⑦
２
③
⑤
Ｈ
５

振球犠盗失残併
4022030
投 手 回  安責
横 松 9 61

番奔量鼻零f:吉暑」菫

松山市 (電電四国)

000000
000000

諏訪市 (三協精機 )

振球犠盗失残併
6122341
投 手 回  安責
大 塚 8  30
小 嶋 1  00



1回戦

:§

九州
:】 ]I]i

§ 重E :||
1  山 下 000

1 需ま!||

8 標曇:::

,2:河 言 |||

87讐 雷:::
294 0

畔 棚

裏
1単 0占 41蚊

西 谷 2  34
石 井 5  30
山 下 1  00

1回戦

Ｏ

Ｘ

局

０

０

＞

道

０

０

蘭

鉄
０
０
室

司
０
０
鉄

門
０
０
日

＜

０
１
新

市

０
３
＜

州
　
　
市

九

　

蘭

・北
　
　
室

Ｏ

Ｘ

戸

０

０

神

０

０

工
０
０

〓
０
０
＞

菱

０
３
芝

三
〇
０
東

市
　
　
市

一′
　
　
崎

神
　
　
川

Ｏ

Ｘ

油

０
０
ス

石
０
２
ガ

善

０
〇
一尿

丸

０
０
東

市
　
　
都

・山
　
　
一累

松
　
　
東

打安点
310
.000
311
210
000
000
410
000
210
313
400
100

子ラ諄協2雰
田

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安

１

１

０

１

０

１

０

０

０

１

０

１

０

０

０

打

３

１

１

２

０

４

３

４

０

４

０

３

２

２

１

％

靭

壇
抑
制

山
東
谷

開

梓

酬

Ｔ
Ｈ５④Ｈ４⑤♂
８
９９
８
Ｈ1 -色 000

3060
呻 棚
9300160

馨需 ワ  T:

聾打青純多剛緩」瑞駆
1回戦

奮 77i
田 430
辺 400
永 300

8   谷  100

3  [月
: |||

8駅 霧 :::
33115

振球犠盗失残併
7111060
投 手 回  安責
松 沼 9  51

▽三塁打 尾崎 山下

毒裔IttEIT池
田▽2

打安点
400
200
100
000
321
424
410
200
200
300
200
100

310

2回戦

白老町 (大昭和北海道)

000003000
000000000

門真市 (松下電器)

振球犠盗失残併
7310070
投 手 回  安責
川 瀬 9  40

轟製2導田I雰塁打

2回戦

責

２

０

安

６

０

鋤２４０回８１
雌２‐００時制鶴

Ｏ

Ｘ

命
０
０
管

生
０
０
鋼

本
０
４
本

日

２

０

日

市

　

市

阪
　
　
崎

大
　
　
川

打安点
311

H7
H

§
1

H
1

41
30
30
41
20
11
10
42
41
00
10
10
00

曝 鋤
4200180

業言ワ 需

霙輔酢

li111[I!IIlll

②
7

H
3

②
H
2

①
H

躙９４‐‐時赫嘲軸期

H 井 尻 100
327 2

振球犠盗失残併
7221171

器 言 :狛 :i
林  2  30

2回戦

2回戦

浦和市 (日 本通運)

10001001200
00301010001

鈴鹿市 (本田技研鈴鹿)

修田
．

船号
分

１

２‐喘修
▽側訓

TLi爾

3 ]田 ::||

:番 番:||

吉 喜艤:::

吉 室撃:::

齢
④
③
②
⑨
⑤
■
０
０
０
Ｈ
ｌ
⑥
Ｈ

翻羅全細

本
並
川
橋
伸
日

打曳点
630
310
321
533
410
100
411
510
300
000
100
310
100

鋤３６０』４７２̈‐‐０̈け［

辮
断
捻
Ｗ

躍 棚
8331080

常田露] i∵

[i[llili[illl

‰
碑躙叫叫群
が
同

結
⑦
Ｈ④
Ｑ
Ｑ
υ６⑤
②
Ｈ
２①
ｌ

打安点
4‐ 00
300
310
300
432
410
421
323

1省罐 :::

躁 失残併‐

3220040

祷山言 ワ  憲T
⑨ 伊 藤 410

3591

―
4201190投東手 ヮ  言I  :[:::‖

iliJ里
岡 田 2  43
小 野 1  00
2回戦

東京都 (熊谷組)

220201000
102010000

釜石市 (新 日鉄釜石)

内
本
部
藤
山

貴

４

２

１

０

０

安
５
４
２
２
０

辮
６‐　
％
％

失

０

回

１

３

１

２

１

勝
躊辞
輔
赫

振球犠盗失残併
4632090

1野屋 甲  憲菅

番なポ〔準



2回戦

蘭

０
０

，

室

０
０
国

鉄

０
２
四

日
０
０
電

新

０
０
電

市

０
０
市

蘭
２
０
山

室

０
０
松

打安点
500
410
520
511
511
400
400
300
300
100

市
L

【室蘭

2回戦

Ｏ

Ｘ

ス

０

２

ガ
０
０
＞

一暴
０
０
芝

東

０
０
東

都
　
　
市

一果
　
　
二騎

東

　
　
川

Ｏ

Ｘ

＞

３
１
欄

国
０
２
室

四
〇
０
鉄

電
１
１
日

電
０
１
新

市

　

市

山

　

蘭

松
　
　
室

打安点

奮:l:
池 田 301
渡‐辺 320
尾 崎 400
安 岡 411
五月女 300

屋 馨 1::繁 展馨1::

P 箸薔:::

踊
響
蟻

松 沼 5  72

里黒1,::

▽二塁打 山本 高代

2回戦 (再試合)

‐郷綿睦 失残併
94121110

基田詈 :  77
鴻2924間

“
ふ

0

H  松崎 100
9 1螢 :::

T 壽モ:::

嘲
蟻

横 松 5 94
川 野 1  21

:菫|::山奮≫ 冒爵 誘 導間語雰
2訓

準 決々勝

[][illlilllll:

・耗
鶏
酬
辮
［牌

麟下６ｏ５０００①
‐Ｈ

点

０

０

２

０

０

０

０

０

０

安

０

１

１

０

１

１

１

０

０

打

３

４

３

４

３

３

４

２

０

振球犠盗失残併
7440052
投 手 回  安貴
木 田 9  62

00
006 れ柳本:::

蟻

３ ‐

０ ０

２ ‐

聯【回晰略１

蹄‐３４００肝脚膊肛
屋

颯拗
村
印嘲取準 決々勝

][|111[[ililll:

9 扁露:::
1  佐 野 000

臀 守棚

帯蜃 早鯰 'T

I号::間

`雰

↓旦塁打
準 決々勝

振球犠盗失残併
10311041

機田三 早  :T
林良 田申 藤日 藤

ilililllT1111:

振球犠盗失残併

11草
0占 50安

賣

:山: i  ii

【
0京

都
糞 黒 ITi

9 賃富:::

辮 辮 常
投 手 回  安貴

籍筆: ::

蜃 i:六

‐＝
麟
磁
Ｔ
紳
謝
棚興
神
卿
．

11分

311

ｌ
高
中
八

市

準 決々勝

』I[|]:ili‐ll:|||
打安点
510
100
200
300
520
310
300
100
111
400
410

打安点
310
100
411
410
210
400
410
400
300
000
100
000
000
100
000
110
000
000

辮 徹
葉 霞 日  ↑〒

▽三塁打 菊地
▽3時間28分

準決勝

幣 榊
禁露ワ 需

静幕: :|

liII[lillTキ
||:

本  310

田

Ｏ

Ｘ

組
０
０
＞

瀞
００
０‐乾

都
　
　
市

一示
　
　
崎

東

　
　
川

300
412
320
421
100
200
301
200
200
100

ち螂裏田替i

H  田 村 100
1  矢野隆 000
1 奈 漂 ;::

辮 榊
投 手 回  安責

♂中  % ::
‐矢 野

様  :  ::

も肺L代 1憲i

9季 過lll

89]]|||
5  八 木 210

裏
6拿 1占 70安

責‐
大田垣 9  92

饒 扮 雰



大
大
大
大
高
大
商
大
大
大
大
商
大
大
大
大
商
商
大
大
大
大
大
相
留
大

離
　
沢
工
　
　
　
浜
　
　
正
　
宮
子
海

早
慶
明
早
横
早
藤
芝
日
明
法
横
明
明
立
慶
大
銚
東
法
明
亜
早
武
都
明

崎
糊

市

　

麻

茨
一月
精

府

崎

罐

葉

宮

轟

為

駒
安
清
水
北
水
東
土
日
駒
甲
駒
罪
駒

Ｐ
秩
流
千
亜
大
小
中
川
明
北
専

'こ

りに36
■文Fテ25

り||

浜

立
東
早
駒
国
亜
駒
中
九
日
帝
日
秋
横
駒
中
国
拓
国
駒
日
早
帝
帝
明
専

千  葉
(電 電関東)

市

田
〒

社

乱

前
慈

〒

前

仙

」
〒

朗
着

石

秋
秋
弘
立
　
大
亘
釜
東
明
弘
花
花
帝
仙
気
弘
立
気
東
名
銚
弘
黒
花
釜

〓綱一一一̈̈̈
｝一一一̈一̈一一一一̈̈一̈一一一̈一一̈

こ
Ｅ
一
　

　

　

　

〇

　

　

　

〇

　
　
　

　
　
　

　
　

〇

　

　

　

◎

崎
載

り||

浩 -20
冑L20

禾り5弓 22
範 21
貝u紀26
晴 夫 19
正 人 22
,こ プに36

"に

25
利 克 29
美 明 22
-吉 24

肇 墨 ::
靖 文 19
昭 司 26

壇霙:i

畢勇::
,告 19

呆
(電 電東京)

富 永  重 善 35

棄里 重爺::

詈:沢贅誓::
下 町   強 24

浜
(日 本石油 )

士
(大昭和製紙 )

松
(日 本楽器)

″

″

″

″

″

″

″

大
大
商
商
大
大

一
工
大
大
大
大
大
商
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

峠
田
　
　
岡
彙
京
　
　
　
　
峠
海
　
　
　
海
剌
海
　
　
洋
海

法
専
岡
秋
法
専
石
北
中
法
慶
法
早
岡
東
専
早
法
東
神
東
法
立
東
京
慶
法

大
大
大
大
大
大
大
大

工
大
大
エ
エ
浜
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

洋
　
　
士
　
　
　
州
体
京
』
田
　
　
　
士
　
士
　
　
　
京
京

大
大
谷
西
山
商

工
大
大
大
大
大
大

工
山
商
高
工
大
大
大
大
大
越

工
大

立
早
涌

¨
勝

中
一

近
駒
法

中
轟

法
脚
］
一
中
¨

塵
」

近
近
史

」
¨

近

膵脚轍一一一一一一鵜一一藁
一一峰

○落香 再満 24
0森  辰美26
会魯 薔議う,

○ 森   辰 美 26

1 量
科 整雹る:星  達也25

◎大島  守28杢書 吉違う:
吉 本   功 23
山 口  弘和 22
,占野  和 広 22

羹 奢  菫 霙 ::
|  ‖‖り‖    χ彗24

10舎棄 僕諺
`:

監
投
″
〃
″
″
″
捕
〃
〃
内
″
〃
″
〃
″
″
〃
外
″
″
″
″
〃
″
″

北
田
大
工
北
工
商
田
田
商
工
北
商
立
農
岡
田
工
大
北
商
商
商
田
高
大

鰺
計
』翼
一ｍ
響嘲
撃
駒

大
大
工
国
大
五
住
五
大

エ
エ
大
工
実
大
崎
大
英
島
大
商
商
大

エ
エ
エ

野
酔
　
京
　
京
　
島
島
　
久
本
商
　
　
　
一豆
　
路
松
　
田
野
島

中
関
村
佐
駒
壼

青
帝
明
都
都
駒
多
洲
大
山
専
育
小
明
姫
高
専
塩
村
都

。
肇
課
齢
留
熟
酪
課
諮
銀
婦
腋
鋼
諄

◎

鯰
鏑
趙
縄
雑
に

推薦・神戸市
戸製鋼 )

一 夫 49
民 康 25
武 久 21
弘之 23
泰 之 25

賢 実 る:
靖 文 27
信 久 25

浩 20

黒華38
1,督け24

=暑

20

毎 請 :`
雅 文 27
良 -23
伸 晃 22
禾リヤ
『

26
126

翁 捨 :g
正 人 25
1●F子 23

1野 23

曹
日一泉

京ガス蜘捌
臨
翻勲呻勁］紳呻鰹
認̈
］̈
博．．８轟
轟
轟̈

工
国
大
大
大
林
工
大

工
附
大
商

工
附
口
農

エ
エ
農
附

エ
エ
エ
大
大
エ

市

畔雷

轟

露
暑

璽
十

日

慶
静
千
国
大
横
東
智
静
専
中
立
専
高
青
秋
春
佐
東
相
国
東
仙
青
高
川

釉
獨
一̈猛
晰
鰈

白 老  町
(大昭和北海 題

大
夕

一
本
富
安
芝
中
津
北
法
大
沖
神
鴻
日
東
道
北
法
芝
北
法
沖
名
道
慶

夫

一
隆

英
修

実
工
大
大

三
徳
大
京
大

工
大
大
大
大
大
大
国
西
工
尾
商
大
商
工
大
姜

口
正
洋
手
　
　
　
　
口
　
　
　
農
　
　
畔

　
口
　
畑
　
議
剌

早
川
大
東
取
修
慶
帝
早

川
亜
早
立
東
早
明
Ｐ
城
川
上
戸
明
鹿
神
早
撫

喜
北
商
内
北
商
大
商
名
工
大
喜
南
大
城
大
大
高

工
大
大
海
大
南
寄
高
大

多
張
宮
古
摯
積
れ
京
　
見
　
多
線
刹
　
　
棘
は
見
　
工
　
　
触
　
は

大
大
大
大
大
大
商
大
北
大
大
工
大
大
北

工
商
大
大
大
大
狭
大
大
川
商

靴
岬
　
一
一

亜
中
法

一
』

曇
用
法
亜
¨

日
日
」
「
嘲

明
一
】

立
若
軍

」
一
］

呆［鸞榔織』榔̈
嘲］一潔臨幽部書一̈̈
¨̈

浦

大
園
商
大
社
商
大
国
国
大
大
大
大
商
大
立
工
東
大
洋
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第50回大会  辮l貿冨糧
御躙

推薦り11崎市・ 東 芝 9

神 戸 市・神 戸 製 鋼 4

広 島 市・三 菱 重 工 広 島 6

札 幌 市・北海道拓殖銀行 4
東 京 都・電 電 東 京 3

室 蘭 市・新 日 鉄 室 蘭 4

横 浜 市 0日 本 石 油 5

大 阪 市・ 日 本 生 命 7

和 光 市・本 田 技 研 1

浜 松 市 0日 本 楽 器 5

金 沢 市・電 電 北 陸 4

堺 市・新 日 鉄 堺 3

福 山 市 0日 本 鋼 管 福 山 0
門 真 市・松 下 電 器 1

日 立 市・ 日 立 製 作 所 3

佐賀関町 0日 本鉱業佐賀 関 1
横須賀市 0日 産 自 動 車 5
高 知 市・ 四 国 銀 行 4

長 野 市・電 電 信 越 3

京 都 市 0日 本 新 薬 7

浦 和 市 0日 本 通 運 0

富 士 市・大 昭 和 製 紙 4

郡 山 市・ ヨーク●」

姫 路 市・

東 京 都

丸 亀 市・ 大

仙 台 市・ 電 電 東 北 4

大 分 市・ 新 日 鉄 大 分 5

府 中 市・東 芝 府 中 8

名古屋市・三 菱 名 古 屋 3
川 崎 市・ 日 本 鋼 管 9

名古屋市・名 古 屋 鉄 道 局 1

※ 1回戦の富士市・浦和市は 3-3、 2回戦の富士市・姫路市

は 5-5の引き分け再試合

三
菱
重
工
広
島

の本塁打総数は62本にのはり、前年の23本の

3倍近 くが量産され 華々しく本塁打で決ま

る試合が目立った。

その華々しい攻撃上位の大会をくぐり抜

け、頂点に立ったのは初出場の広島市・三菱

重工広島だった。準 決々勝で室蘭市 。新日鉄

室蘭、準決勝で浜松市 。日本楽器をともに逆

転で降した広島は、決勝も強豪の東京都・熊

谷組にリードされながら最終回、 6連続安打

の驚異的な猛反撃で大逆転した。初出場チー

ムの優勝は第21回始 の大阪市 。全鐘紡以来

29年ぶり6度 目。中国路に黒獅子旗がもたら

されたのも初めてだった。

橋戸賞は広島 。大町定夫投手 (新日鉄光か

ら補強)、 久慈賞は東京 。中尾孝義捕手 (プ

リンスホテルから補強)、 小野賞は三菱重T
広島が受賞、若獅子賞は東京 。中屋恵久男内

塁手 (プ リンスホテルから補強)と なった。

鏑 ヾヽットは猛威を発鳳 大会第 5日 の 1

回戦 4試合で13本塁打が乱れ飛供  4試合す

べてが本塁打で決まった。室蘭市 。新日鉄室

蘭の高梨英夫=塁手 (大昭和製紙北海道から

補強)は、 2回戦の大阪市 。日本生命戦の 9

回、左翼へ決勝本塁打を放ち、個人通算最多

本塁打記録を「 7」 と伸ばした。36歳の大べ

テランがうち立てた`快記録だった。

準々決勝では、浜松 。日本楽器が佐賀関町

。日鉱佐賀関を中盤からの大量点で降し、第

48回大会から得点差によるコール ドゲームが

採用されてから初の7回 コール ド。浜松は6

打席連続安打の大会タイ記録をつくったのを

含め、18安打の猛攻だった。

一方t富士市 。大昭和製紙は、 2度の引き

分け再試合を演した。 1回戦の浦和市 。日本

通週戦は、 3-3の 12回引き分け。この試合

の全得点は、富士が 3木 浦和が 2本のホー

ムランによってたたき出されたもので、浦和

の清塚慎一二塁手の2ラ ンが光った。再試合

は富士が杉本正投手の好投で関勝した力ヽ 富

士が 2回にあげた 4点は、またしても、大会

タイ記録となる1イ エング 3本塁打によるも

のだった。富士市は、 2回戦の姫路市 。新日

帥 も5-5の 12回引き分けを,寅 したあ

と、再試合は富士が 8回に4点を奪って再逆

転、姫路市を退けた。 1大会 1チーム 2度の

引き分け再試合は、38回大会の浜松市 。日本

楽器に次いで 2度 目だつた。

金属バット!本塁打62本も
半世紀の歴史を重ね、第50回大会を迎えた

都市対抗は、 7月 28日 午後 5時からの開会式

に引き続き、同 6時半開始のナイトゲームで

前年の覇者 。東芝 0‖崎前 と神戸市・神戸

製鋼の試合で幕をあけた。この大会から国際

試合の潮流に合わせ、金属バ ッヽトが採用され

試合展開を大きく変えることになった。大会
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鶏

広島市 (三菱菫工業広島)

001100004
000202000

東京都 (熊谷組)

八木 1号 (大町)中尾3号
金光2 ▽3時間13分

プロでも迷わず最初の背番号

東京都 。熊谷組

中い 手

(プリンスホテルから欄

専大出身。昭和54年プリンスホテルに入社

賦＼
‐q賠俗硼Eに補強さねへ激棚ド0の 2打席連

続を含め4本塁打を放ち、久慈賞受賞。プロ

野球で中日から巨人に移つた。

全試合に出場して、毎試合安打は出るし本

塁打も4れ いま思い返しても信じられない

くらいよく打つた。

第1回戦の大倉工業戦では、足が地につか

ないっていうのは、こんな感じなのかと思う

ほどあ力fつていた力t 6回にダメ押しの本塁

打を放つて落ちついた。

プリンスホテルから補強で東芝府中から出

場した石毛抜メい1 1回戦でホームラン。同

じ熊谷組に補強された中屋恵久雄も3回に本

塁打。「ポクも打たなきゃ」と思つていた矢

先だつた。

2回軸の題は3ラ ンも思い出は深い力t最
も心に残つているのは決勝での2本のアー

チ。なかでも6回裏の勝ち越し2ランは、こ

れで4-2と したのだから、正直言つて、も

う優勝だと確信した。二死から監督兼任の伊

藤友幸さんが右前打した場面。ここは一発し

かないと、インコースにしぼつていた。そこ

極 内角高めのストレート。まさに狙つ

て打つた会畔 だつた。

あのままいけtよ ボクが橋戸賞に輝くはず

だった。それが9回にしぶとい三菱重工広島

に4点取られて逆お負け。確か■死一塁でビ

ッチャーの一塁ベースカパ‐が遅れ、内野安

打にしてしまつたの力1勝負のポイントだっ

た。ひとつのプレ‐ ミ局面をガラリと変え

る野球の怖さを身をもつて知らされた決勝だ

つた。

でも新人であれだけ活躍できたのは 後々

の大きな自信になつた。

中日入りしたとき、空いている背番号をい

くつか示されたなか(迷 わず選んだのが

「9」 。初めての都市対抗で背負つた番号で、ゲ

ンのいい背番号が残つていたのはラッキー、

と思つたものでした。最終回 6連続安打で逆転
`憮 ヾヽット大会"にふさわしい、広島の

逆転劇だった。 4-2と リードされていた広

島は9回、代打 。山根の中前安打から反撃を

開始した。大森の二塁手左を抜く安打で代走

の井上伸が三塁、走ってアウトとなった力ヽ

代打・荒谷が二塁内野安打して■死―・三塁。

ここで東京の投手は矢野隆に代ったバ 広島

は井上敏が三遊間へ安打して 1点差とつめ寄

り、さらに金光が三塁線突破の二塁打して同

点。佐々木はカープを中前にはじき返す逆転

打を放った。早早カウントから狙い打った、

あざやかな6連続安打の猛攻だった。

広島が 4試合全部に先発している大町をマ

ウンドに送細よ 東京は 1日休んでいた左腕

の林の先発。ともにスタートは無難だった力ヽ

林は`帯議助洗 らず、広島は3回二死から金

光の二塁打と佐々木の適時打で先制。 4回に

は後藤の本塁打でリードを広げた。

しかし東京はその裏、八木、中尾の本塁打

でたちまち同点とし、 6回 には伊藤が右前安

打すると、中尾が左翼に2打席連続本塁打。

これで東京は優勝を決めたかと思われたバ

広島のすさましいばかりの気力と粘 りに、 4

度目の優勝の夢を断ち切られた。

4戦こなし2回戦突破

富士市 。大昭和製紙は1回戦の浦和市 。日

本通運と引き分け。 3-3の試合で富士は3

ホーマー。いずれもソロだった力ヽ 浦和は 2

本塁打ながら1本は清塚の2ラ ン。本塁打だ

けの得点で2ラ ンカ弩1い た。

もっとも再試合では富士が今度は 1イ ニン

グ3発の大会タイ記録の打棒をみせ、投げて

は杉本力,悧打線を3安打完封した。

富士は2回戦の姫路市・新日鉄広畑戦も引

き分け。佐々木が 7回 に2点本塁打して同点

とし、延長戦になった。姫路は12回、尾形の

適時打で決勝点と思われる1点をあげたが、

その裏富士も二塁打の山本秀が=溶に成功、

山本宗の三ゴロで生還と足を生かして同点。

再試合は8回t富士が井出の二塁打など4

長短の集中で 4点を奪い逆転、 2度にわたっ

て再試合を握ったが、 2回戦を勝ち進むのに

富士は4試合、あわせて11時間40分の戦いと

なった。

初舞台 2人アーチ競漬

東京都・熊谷組にプリンスホテルから補強

された中尾捕手、中屋二塁手の活躍ぶりは見

事だった。

1回戦は中屋の 3点本塁打で逆転勝ち。 2

回戦は中尾が 3点本塁打を放ち、またも逆転

勝ち。さらに準々決勝は再び中屋が初回に3

点本塁打を放って逃げ切つた。

決勝でも中尾は2打席連続本塁打でいった

んは逆転したほどだった。都市対抗は補強選

手が働いたところは強い力ヽ 2人 とも新人の

初舞台。あざやかなデビューで中尾が久慈賞、

中屋が若獅子賞を受けた。

都市対抗野球コーナー

都市対抗の第50回大会を記念して野球体育

博物館 (後楽園球場わき)に「都市対抗野球

コーナー」が誕生した。

野球関係の資料収集家として知られる東京

。練馬区の会社社長、福室正之助さんから提

供された第 1回大会の入場券など、約 100
点の資料も展示され、初代黒獅子旗、送球を顔

に受けてFEtした函館太洋倶楽部の間将で、

久慈賞に名を残す久慈次郎捕手のユニホーム

などゆかりの品々が飾られた。
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◇個人通算最多本塁打7本 室蘭市

。新日鉄室蘭。高梨英夫‐塁手 (夫昭

和製紙北海道から補強)は 2回戦の大

阪市・日本生命戦で岡田投手から9回

左翼席に決勝本塁打。自己の持つ記録

を更新した。

◇1大会疇鰤梶野

“

2本 金属′ヽツ

ト採用で樹 力糧嘘 され鶴 磁

第38回大会の43本を19本も上回る新記

録となつた。

◇チーム大会最多本塁打10本 富士

市・力昭和郷脚よ2討ヤ合κり]|き う)け再

試合を含み準 決々勝までの5試合で記

録した。内訳は佐 柾々 4子 3、 十

男 2、 井出実ヽ 中本龍児、山本秀樹、

浅黄豊次、大石友好各 1。 これまでの

記録は、第44回大会● |1崎市・日本鋼

管のマークした8人

◇ 1イ ニング3本晨打 富士市。大

嶋利製紙は、 1回戦の浦和市。日本通

運戦の2[■ 中本龍児、佐 木々正欲

山本秀樹が3本の本塁打を放って大会

タイ言齢乳 第34回大会で大阪市・全鐘

紡力嬌議 して以来2回目。

◇ 2打席連続本塁打 横浜市。日本

石油の土屋恵二郎一塁手 (三菱自動車

から補強)が 1¨ 市。日本生

命戦の4回と7回、左翼席に本塁打。

東京都・熊谷組の中尾孝義捕手 (プ

リンスホテルから補強)は決勝戦の広

島市・三菱重工広島戦の4回と6回右

翼席と左翼席に打ち込んれ 史上lQ

ll人 目。

◇ 1大会個人最多本塁打タイ4本

東京都 。中尾孝義捕手 (プリンスホテ

ルから補Dは 九亀申資 大分市戦に

つぎ決勝の広島戦で2本塁打の4ホー

マーを記録ち第20回大会の福岡市・西

日本鉄道の新留国良選手以来2人目。

◇1試合5本塁打タイ 富士市。大

昭和製紙対浦和市。日本通運の1回戦

で富± 3、 浦和2の 5本塁打力葡録 さ

れた。史上3回目。

◇6打席連続安打タイ 浜松市。日

本研餞器は、佐賀則 日鞭 関

の4回、武居、は 加藤t石井、高

柳に久保が連安して説

広島市・三菱重工広島も決勝の対東

京都・1裕判戦の9底 山風 燎

荒浴、井上敏、金光 佐 木々が連安し

て議

第31回大会で八王子市・リッカーミ

シンカ嗜蒔 して以  2、 3回目。
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1回戦
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ｌ

Ｘ

9岩彗雄1::

92沢
社熊

`l:♀ 車立書|||
35112

野

責

１

０

１

矢

証̈
中
釧

打

二
塁
▽

略
Ｄ

振球犠盗失残併
4020080
投 手 回  安貴

奄立義 :娩  ::

2回戦 (再試合)

i:[II]I[Iヤ
111

【
F市

11ョ
:::

6  矢 田 000

3 :i:||
?績々

奈:::

振球犠盗失残併
4221050
投 手 回  安責
杉 本 6% 32

親 奈 l%::

佐 木々 尾形 井

準々決勝

il[|[ilililll
一ガ
忌
恩
８
１
８
占

振球犠盗失残併
8103152
投 手 回  安責

撲澪:魂 ::
竹 本 2 10

【
0:市営士彗 :ii

3 :々 illl

Oコ :ii!
R79古 川 100

躍 鋤
6313241
投 手 回  安責
大 町 9  62

醇鵡il芸
詩

上
田
藤
倉
瀬
師
田

打安点
410
421
410
300
000
400
411
310
000
100
300
100
100

準々決勝

関

１
＝

賀
―

―

佐

０

４

業

１
２
＞

鉱

０
２

器

本

０
３

楽

日
０
０

本

＜

０
０

日

町
０
０
＜

関
　
　
市

賀

　
　
松

佐
　
　
浜

振球犠盗失残併
4210092
投 手 回  安責
久 保 7 81

西

▽
田
１５

＜
＞
　
関吻

釧
削
打
畑

嗜
衛
襲
代
分

責

０

３

２

６

安

２

４

５

７

７

　

　

％

％

％

０

回

３

　

１

１

２
手
江
谷
本

２
　
　
　
　
岡

１
投
永
西
藤

貴

２

０

０

安

５

１

１

辮

‐０ ０

　

％

％

失

１

回

３

１

４

辮
舞
棘

準 決々勝

横須賀市 (日 産自動車)

00021000
00001000

富士市 (大昭和製紙)

打安点
420
410
510
400
420
100
300
400
311
110
000
100
000

点

０

０

０

０

１

１

腋

３ ２

３ ０

４ ‐

４ ‐

４ ‐

４ ‐

山
田
沢
岡
田

ｌ

　

　

　

　

東

市
杉
村
岩
福
羽

額

1 自 田 000
3172

雌 鋤
4030141
投 手 回  安責
名 取 8% 82
藤 田  % 10

恥轟♂熟:」i

準々決勝

０

×

府中市 (東芝府中)

000001
400000

東京都 (熊谷組)

打安点
200
410
411
200
000
423
410
310
00

曝 棚
6310251
投 手 回  安責
林  9  40

こ:話x即尾

本
山
貞
木
根
屋
藤
尾
本

打安点 【
410

森
八
岩
中
伊
中
松

410
300
410
201
000
300
100
300
300
000
210

責

３

０

０

安

４

２

１

％

％

％

回

　

４

２

手

田
尾
藤

投

黒
松
エ

輝 捕 副 嚇 併
3210151

[III]11lillll

I[ill:[ilTill

岩
川
森
八

貴

１

１

安

２

４

翻‐７‐回翡協
躍５３‐２時・ヽ林雛

000
530
300
321
411
000
310
423
410
422
200

辮
７０　
％
％
％
％

失

０

回

４

　

１

　

１

囃６４‐０時卸榊赫制岬

安貴
53

11こ彗1繁覇
10  中尾 岩根▽3時間

3回測四諄軒ψυE理開に運転したが

319



崎
(日 本鋼管 )

禾ロ
(日 本通運 )

思
(熊谷組)

浦
大
大
国
高
商
大
工
大
大
大
大
大
大
大
商
大
大
商
大
大
大
大
大
大
相
エ

早
早

¨
一

申
早

一
日
明
法
法
明
明

¨
粋

早
慶

時
『

法
明
亜
早
早
武

¨

奥

海海
　
廻
大
　
委

市

大
社
大
国
園
商
大
商
園
園
大
大
大
商
大
立
工
東
大
愛
大
大
大
大
商

エ

学
購

彗

浜
講

正

崎
嘉

Ｔ

轟

葦

露

ロ

監
投

″
″
″
″
捕

〃
内

″
″
″
″
″
″
″
″
″
外

″
〃
〃
″
″
″
″

大
東

一
徳
大
大
佐
大
院
大
工
商
大
大
商
大
エ
エ

一
尾
大
商
大
商
大
舎

津
大
　
　
洋
　
洋
癬
　
岡
川
　
　
川
　
敷
曲
大
　
洋
田
学
畑
　
畔

推薦・川崎市
(東 芝 )

大
大
大
大
浜
大
前
愛
浜
大
大
大
大
大
川
大
大
大
三
大
大
大
大
大
大
ニ

大
商
商
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
高
大
大
西
商
大
大
大
大
大
高
大

」
田
　
　
　
　
　
京
　
　
海
　
　
撃
海
　
　
峠
　
　
　
洋
　
廂
体

」は崎古　辞雄は　　雌　絆　見　麻蘭多恥葉制蘭　疎

大
山
大
谷
商
商
西
産
大
谷
工
大
大
山
大

工
商
南
大
大
大
大
大
大
越
大

一馨一鎌一̈一一緯証一一一］一一一一一蘭
(新 日鉄室蘭

室

一
南
叩
　
　
　
　
　
　
宮
原
』
麻
　
　
藝
刹
　
叡
城
州
宮
　
工
士

縛

立
勝
早
涌
大
吉
御
宮
法
涌
自
神
法
比
名
九
大
興
愛
国
近
近
近
近
堀
法

大
大
大
名
大
大
大
大

工
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
国
大
大
大

洋
　
　
士
　
　
州
体
　
一界
　
　
　
　
海
士
　
士
体
　
学
　
一泉

大
大
商
大
南
大
大
商
産
羽
田
大
商
国
大
賀
商
大

工
崎
大

一
大
大
大
エ

洋
亀
学
　
価
洋
卸
熱
　
絆
　
］
崎
洋
　
松
　
宮
　
　
大
　
　
学
府

大
商
田
大
大
商
商
北
大
斗
大
大
大
城
大
京
大
大
大
大
大
大
大
大
大
谷

士
(大昭和製

札  幌  市
(北海道拓殖銀行 )

明
中  京
池
中  京
法
オし  中晃
安 積
砂  り:l

法

要場ξ
日
法
鴻
近
中
亜
駒
中  京
明
オL  l層

聖 ェ
慶
専
旭 川 竜

監
投
７

″
″
〃
″
捕
″
″
内
″
″
″
″
″
″
″
″
″
外
″
″
″
″
″

士叩詢一一一一一̈一一一一一一一一一［一一中一一一一
一榊一赫「̈勲一̈】̈繰ψ［】】脚”わ紳幾．２．珈嘘”紳押】加

囀斤],36
■えら日30
■文5と26

製,24
昴124
1823
120

俊 郎 25
ィ リー 24
■子〕t24
美 憲 21
友 好 26

Jに 28

=員
層F27

秀 樹 25

'ζ

J■24
俊 治 24

横

部
狂
了
娼
塘
昌
豊
弩
以
謎

富

監
投

″
″
″
″
″
捕

″
″
″
内

″
″
″
″
″
〃
外

″
″
″
″
″
″
″

320



市
＞

屋
錨

古
継

名

一羹
纂
難
一轟

亀
楊
磯
鐵
轟
轟
壌
轟

知
晰

一日［］

南
山
工
大
大
商
大
西
西
大
大
部
大
大
大
大

工
谷
工
部
国
山
大
安
大
大
　
　
　
　
　
　
　
大
大
港
院
山
香
宮
川
工
川

畔
　
　
維
商
　
東
　
門
　
摯
　
工

　
　
　
　
　
士
円
¨
　

　

洋
神
碑
叡
　
　
　
脚

市

鼈
翼
薩
肝
愧
聯
罫
詳
風

市

幅
驀
攀
輔
蠅̈
上
降一纂
葉
攀
癬

靴
凩
協一翻
脚鋏
”灯
翻

路
脚

滝編一一蕪̈
赫赫端一辮
一灘
市

聰
識
ジ
重
乳
翼
蜀
姜
』
市

吉
本
端̈
い̈
麟枠̈
二̈郎２．“一開〕砕”光．２３認̈
“］枷中中口脚］̈
阪

日
Ｊ

ロ
ー野

電信越(電
商
大
工
大
大
商
エ
エ
大
大
大
大
大
大
大
商
大
大
大
大
大
大
工
鉄
都
大

専
松
丸
日
富
東
中
国
専
長
名

(新
工
大
大
五
工
商
　
住
大
大
工
実
大
崎
大
大
畠
高
商
大
工
大

工
鉄
大
エ

大
大
大
大
大
高
湊
大
国
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

南

　

呻

　

　

　

海

農
実
商
木
南
商
大
大
商
商
見
浦
見
陵

工
大
東

工
大
見
工
大
城
浜
城
大

罰評
蝉
』早一師
け】臨
明〔』日塗

日

難
脚『勲脚

商
国
大
田
商
商
大
商
重
五
大
工
大
大
邦
大
邦
浜

棘
星

一
大
京
相
大
大

岐
　
　
　
井
岐
京
京
　
京
　
崎
商
商
　
商

　
　
難
　
阜
城
　
　
京

鍼
鯰
奎
》

一泉
(日

叡
良
命
　
江
畔
曇
曇
　
畔
　
　
維
商
　
東
　
門
　
摯

″

″

″

″

〃

″

″

″

″

″

″

″

″

女臣
(新 日

エ
エ
見
沙
実
商
商

工
見
浦
商

エ
エ
商
実
商
商
田
大
商
エ
エ
商
工
商

エ

戸
(神戸製鋼 )

沢
(電電北陸 )

名 古 屋 市 堺

大
大
大
大

工
商
工
野

一
大
実
大
大
大
大
大
国
実
大

一
大
大
大
大
商
大

士
経
農
林
諸
田
　
武
　
子
　
　
　
　
　
辞
子
　
山
農
　
士
　
野
商

大
商
大
大
南
大
大
大

工
大
大
大
大
大
大
大
高
大
大
大
大
大
大
大
井
大

明̈」̈［」聾『螂轟”脚」一日一一」型｝工Ｔ一日福幸
佐 賀 関 町

(日 本鉱

″
″

″

″

″

瀬
羹
大嘲
懸
鉄諏
弩
爛
鉄稀
大

孵
Ψ

早

倉
梅

久
轟

富
み

　

川
　

雷

国

計
】
ＰＬ肇
馴
ＰＬ大笠呻突
鋼
Ｐ

新
Ｐ
和
都
興
米
関
小
藤

19

女口20

話ら
'

″

″

〃

″

″

″

″

″

外

″

″

″

〃

″

″

〃
″

″

″
捕

″

″

″
内

〃
″

″

″

″

″

″

″

【【【【″‐捕手‐″″輯〃〃〃″″″″獨″〃〃″″″″

″

″

″

″

″

″

〃

″

外

″

″

″

〃

″

″

″

″

″

購

″

〃

内

″

″

″

″

〃

〃

″

″

外

″

″

″

″

〃

″

″

″

″
″

〃
″

″
″

〃

(新 日鉄堺 )

9
1

19
22

〃

〃

″

″

″
〃
″

321



第51回大会器翼罫1■軋躍li鰐鶴)

推薦広島市・三 菱 重 工 広 島

浜 松 市・河 合 楽 器

門 真 市・松 下 電 器

白 老 町・大昭和製紙北海道

福 山 市 0日 本 鋼 管 福 山

府 中 市・東 芝 府 中

松 山 市・電 電 四 国

郡 山 市・ ヨァクベ ニマル

熊 本 市・ 九 州 産 交

長 野 市・電 電 信 越

大 阪 市 0日 本 生 命

川 崎 市・ 日 本 鋼 管

光  市・新  日 鉄  光

日 立 市・ 日 立 製 作 所

豊 田 市・ ト ヨ タ 自 動 車

富 士 市・大 昭 和 製 紙

松 山 市・丸 善 石 油

東 京 都・東 京 ガ ス

東 海 市・新 日 鉄 名 古 屋

札 幌 市・札幌 トヨペ ッ ト
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市

市

市

市

戸
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本

崎

神

浦

熊

川

鈴 鹿 市・本 田 技 研 鈴 鹿
千 葉 市・りll崎 製 鉄 千 葉

京 都 市 0日 本 新 薬
り‖崎 市・三菱 自動車川 崎

神 戸 市・神 戸 製 鋼

東 京 都・ プ リンスホ テル

大 阪 市・電 電 近 畿
釜 石 市・新 日 鉄 釜 石

8強に東日本勢 7チーム
“真夏の球宴"は、第26回世界アマチュア

野球選手権 (8月 22日 から14日 間、後楽園な

ど4球場)が開かれたため、史上初の “晩秋

の球宴"と なり、本大会は11月 1日 から12日

間、後楽園で開かれた。

さわやかな天候のもとで始まった熱戦は、

今大会最多出場 (29回)の富士市 。大昭和製

紙が好調に勝ち進み、決勝で初出場の札幌市 。

札幌 トヨペットを降し、10年ぶり3度目の優

勝をとげた。富士は2回、打者一巡の猛攻で

6点を奪ったあと、 5、 7回には佐々木正行

と高林勝の本塁打で加点。 5試合に先発した

左腕・杉本正は8回、 3失点でベテラン鈴木

政明の救援を受け、札幌市の反撃を断った。

この大会、初出場は3チームだった力、 決

勝まで進出した札幌市のほか、千葉市・り|1崎

製鉄千葉は13安打を鈴鹿市 。本田技研鈴鹿に

浴びせ、東京都・プリンスホテルは住友一哉

投手力斗申戸市 。神戸製鋼を完封、そろって 1

回戦を突破した。

1回戦で自老町 。大昭和製紙北海道力ヽ 9

回の二死二・三塁に大野敏彦主将の本盗で決

勝点をあげて門真市 。松下電器を破り、府中

市 。東芝府中は延長10回、二死二塁に後藤寿

喜内野手が決勝打を放って福山市 。日本鋼管

福山を退けるなど、接戦の中に東日本勢の活

躍が目立ち、 8強に東日本チームが7チーム

顔をそろえた。

その中で話題の試合は、大会 2日 目の 1回

戦 松山市・電電四国対郡山市・ヨークベニ

マルだった。松山が13-3のコール ドゲーム

で大勝した力ヽ  3回に金森稔内野手力満 塁本

塁打し、 6回には二死から松岡清英内野手、

藤本英夫捕手力燿 へ、連続本塁打したあと、

代打の楠瀬隆章 (四国銀行から補強)は右中

間ヘランニング本塁打して「3連続本塁打」

の快記録を達成 した。この試合で「チーム 5

本」、両チーム合わせて「 1試合 6本」の本

塁打記録が一挙に生まれた。

自老の高梨英夫監督兼一塁手は、準々決勝

の対府中戦で大会通算 8号本塁打を放ち、同

選手の持つ個人通算本塁打記録を更新した。

この試合 |こ快勝した自老は、準決勝で富士と

兄弟対決となり、富士は杉本一鈴木く自老は

川瀬隆俊―竹本由起夫 (新日鉄室蘭から補強 )

の継投で接戦を演じた力ヽ 富士が 7回、武居

邦生 (日 本楽器から補強)の決勝打で自老を

降し、兄貴分の面目を保った。自老と札幌の

北海道勢がそろって準渕勝、進出したのは、

初めてのことだった。

橋戸賞は富士市 。杉本投手、久慈賞は札幌

市・樋日博美投手 (王子製紙苫小牧から補強)、

小野賞は躍進の札幌市・沐L幌 トヨペ ソヽトが受

賞。●
~lll子

賞はオL幌市・辻野聖一一塁手。大

会通算最多本塁打記録を更新した自老町 。高

梨英夫監督兼一塁手に特別賞力報曽られた。
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湖

札幌市 (札幌 トヨペッ
0000000
0000101

富士市 (大昭和製紙)

札幌、序盤の拙守が響く

富士市 。大昭和製紙の完勝だった。 2回に

みせた佐々木の 2点本塁打で締めくくる5長

短打の集中攻撃が栄冠の決め手となったた

そのきっかけは札幌市・沐L幌 トヨペ ンヽトの投

手、山根勝の守りの乱れだった。

富士の先頭打者、内山の一塁左へのつまっ

た打球に山根勝の一塁ベースカバーが遅れ

た。中本の一塁線へのバントは、山根勝が足

をすべらせ倒れたままの体勢から一塁へ悪送

球も内山が二挙に還った。 l」 ‖は、動揺を隠

＞

０

×

せない山根勝から中前適時打。その「」||も バ

ントで二塁へ進んだ朝 ム 今大会わずか 2

安打と不振の一番打者、山本が左塁線二塁打、

さら|こ高林も左前適時打。

札幌 。宮崎監督は、たまりかねてマウンド

に歩いた力ヽ 救援投手が仕上がっておらず続

投。佐々木は右翼席へ大きな2点本塁打を打

ち込み一挙に6点。富士市は、このあとも佐

々木が5回 に2打席連続本塁打1 7回には高

林が 3号本塁打 した。

木L幌市は左月宛。杉本の投球に7回 までわづ

か 1安打。ようやく8回、兼佐が遊撃の右を

破ったあと辻野が右翼へ 2点本塁打。なお竹

内と小林が短長打 した。しかし時すでに遅く、

満を持していた救援投手、鈴木に後続をピタ

リと断たれた。

富士。大昭和国際湘聞臥 5色の紙テー70なカマウ

ンドロ駆げ寄って喜ζサイン。手前1計¨ コーチ

◇ 2打席連続本塁打 千葉市・川崎

製鉄千葉の青木道久一塁手は2回戦の

京都市 。日本新薬の矢野投手から。

富士市 。大昭和製紙の武居邦生一塁

手 (日本楽器から補強):J‖崎市。日

本鋼管の佐藤守、藤田両投手から。

富士市 。大昭和製紙の佐々木正行右

翼手が決勝の札幌市・札幌トヨペット

の山根腺 鈴木両投手から。史上12

1&14A目 。

◇ 3連続本塁打 1回戦の松山市・

電電四国対郡山市・ヨークベニマル戦

の6回、松山の松岡清英、藤本英夫、楠

瀬隆幸 (四国銀行から補強)が鈴木投

手から連続本塁打して新記録を樹颯

1イ ニング3本塁打はこれまで3回あ

るが連続は初。

この試頷 松山市は松岡 2、 熱 、

楠漁 金森稔と1試合 5本塁打の新記

録。これまでは4本で過去 3回。

また松山市 5本 郡山市 1本と6本

塁打も縮 磁れ これまでは5本で過去

3回。

◇チーム大会最多本塁打12本 富士

市 。大昭和製紙は、札幌市・札幌トヨ

ペットとの決勝戦で3本塁打し、大会

2本の新記録をマーク。内訳は武層邦

生 (日 本楽器から補強)、 高林勝各 3、

佐々木正行 2、 内山仁志 (日本楽器か

ら補強)、 中本竜児、井出実 杉本正

各 1。 これまでの記録は、同チームが

50回始 に記録した1レL

◇個人大会通産最多本塁打 0 自老

町 。大昭和製紙北海道の高梨英夫‐塁

手兼監督は、準々決勝府中市 。東趨府

中戦の4回、野鳴投手から本塁打して

自己のもつ個人通算記録を更新。同選

手に次ぐ記録は、福崎克彦 (いす 自ゞ

動車)の 6本

◇大会通算 000号本塁打 2回戦の

長野市・電電信越対川崎市・日本鋼管

戦の 2回、川崎 。高尾康平右翼手が長

野 。1り ‖投手から。

5連投で 4勝に久慈賞

久慈賞を受けたのは、初出場のオL幌市 。札

幌 トヨペットに王子製紙苫小牧から補強され

た28歳の樋口博美投手。

帯広三条高出身の右の本格派で速球 とシ

ュートが武器。

受け継いだ伝統の購

富士市 。大昭和製紙

杉本 正投手

御殿場西高からllu152年大昭和製紙入社。速

球と鋭いシュート、カープで満眠 決勝まで

の5試合全てに先ゑ 橋戸賞を受賞した。優

勝直後に西武入り。現在は中日に在籍。

東京でアマ野球の世界選手権があり、11月

からの大会だつた。春先に肩を痛めて、全日

本のメンバーからはずオLひどく口惜しい思

いをしたカミ秋に都市対抗があつたおかげで

投げられた。ラッキーでした。

一番印象に残つているのは、準 決々勝で日

本鋼管を完封した試合。高林勝さんや武居邦

生さんが早々と本塁打して大量リード、序盤

は速球主体のビッチングを途中からカープ

(焦 つてきた鋼管打線を気持ちよく抑えら

れた。野球を始めて初めて母親が見に来た試

合でホームランを打つたり、打撃でも活躍で

きうれしかつた。

大昭和北海道も強くて、準決勝での対戦が

事実上の決勝だった。2-2の同点にされた

あとの6回に先頭打者の高梨英夫さんを四球

で歩かせ鈴木政明さんのリリーフを受けた。

ボクより10歳 も年上の鈴木さんがそれから走

者を1人 も出さずに対じたのはすごかつた。

決勝も7回 までトヨペットを1安打で抑

え、しかも味方が 8点も取つてくれたのに、

8回に勝ち急ぎ、本塁打や短長打を打たれて

3点を返され鈴木さんに代った。この試合は

完投したかつた。

10年前の優勝が鈴木さんと安田猛さんのリ

レー。今回は鋼管との試合臥 全部鈴木さ

んが締めくくつてくれて、大昭和の継投策が

受け継がれたと、みんなからいわれた。

それにしても鈴木さんがいてくれたからス

タートから思い切つていけたわけで、ポクが

橋戸賞を受けられたのは、まさにしく鈴木さ

んのお力ヽデでした。

都市対抗の独特の緊張した雰囲気 スタン

ドに花が咲く感じの応援。ボクは妙にリズム

が合つていまでも忘れられない。
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東京都 。東京ガスの完封や好救援など決勝

まで 5連投で 4勝。初陣 札幌旋風の原動力。

宮崎監督も「樋口君のおかi刊 と感謝。

大詰め間近く兄弟対決
富士市と自老町。大昭和製紙の本社と工場

の “兄弟対決"。 これまでも新日鉄、三菱、

電電など、数多いチームの企業の同士討ちは

あった力ヽ  1、 2回戦力ヽ まとんどで、大詰め

近い準決勝での対戦は初めてのこと。

富士 。安藤監督は、自老初優勝のとき、自

老で指揮をとり、現在は本社に戻っている。

自老の高梨プレイング・マネージャーをは

1口喘戦

菫蠍 llill

本
国
柳
生
回

阪
坂
高
平
野

Ｈ

Ｈ

②

Ｈ

Ｈ 日
本
崎
田
浅

野
根
竹
松
湯

Ｈ

①

Ｈ

ｌ

Ｈ

石  井  200
阪 本 100

H
②
H2

1  立 野 000
H 星 井 100

3251
振球犠盗失残併
5402182
投 手 回  安責
根 本 4  33
松 田 2  20
立 野 2  32

1回戦

振球犠盗失残併
1724150
投 手 回  安責
― 元 9  51

I衰果打▽竺皇杏1:9

(浜 )▽ 2時間46分

自老町 (大昭和北海道)

01100100
00011000

門真市 (松下電器)

竹 本 6  33   振球犠盗失残併
5310160
投 手 回  安責

▽奎量好 癸彗↓:3閤籍]「
JΞttF i彙
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じめ、斉藤 村上、我喜屋、大野らの主力も、

かつては富士にいた。大学出の多い富士にあ

っては控え選手だった力ヽ 自老に移って「必

らず (本社の連中を)見返 してやる」と頑張

り花開いた選手たち亀

結果は兄貴分の富士の勝利に終わった力ヽ

最後まで手に汗握らせた熱戦だった。

ついに 800号本塁打

第 1回大会 (昭和 2年)に東京倶楽部・三

宅大輔選手カサイ山台市戦で右中間突破のラン

ニング本塁打で第 1号 を記録して以来、51回

の大会で 800号本塁打が飛び出した。川崎市

1回戦
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3山

1回戦
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松山市

郡山市

【郡山市】   打安点
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5800052     3310262

▽二塁打 安西
▽2時間32分

。高尾康平選手が2回戦の長野市・電電信越

。1り !1茂投手から奪ったもの。

広い神宮球場で行われた第 1回から第11回

大会までの本塁打は2酬尾 12回大会から後楽

園に移り、戦前は結局46本塁打。

戦後ボールがよく飛ぶようになったことも

あり、100号は20回大会でマークされ、2∞号

は27回大会。 300号は34回大会で、その後は

打力の向上もあってペースが早くなり、400号

は38回、 500号が42回。6∞号が46回、7∞号

49回 と、だいたい 4年で100本塁打だった力ヽ

鋼Rバ ッヽトの出現で800号 までは、わずか 2年

で達成された。
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安責
25
20
20
10

辮
７‐
失
０
回
５
１
１
２

盗
１

鶏
３‐
手
谷
立
保
野

振
４
投
西
足

二
岩



1回戦

＝

４

０

０

崎

＞

０

１

車

薬

０
０
動

新

３
０
自

本
０
０
菱

日
０
１
三

市
　
　
市

都
　
　
崎

一ヌ
　
　
川

１

０

鋼

０

０

製

０

〇
一戸

０

０

神

市一戸神

千葉市 (川 崎製鉄千葉)

120200233
000301000

鈴鹿市 (本田技研鈴鹿)

振球犠盗失残併
46113101
投 手 回  安責
前 村 3%43

験田意 i':!
林   % 00

西 村 1  32

青
　
分

②
＜
川
３９

号
号
内
間

１
１
　
時

島
達
打
３

中
田
塁
▽

打
剛

」
鈍

囃鵬糊細
1回戦

8営 :|||
3183

東京都 (プ リンスホテル)

振球犠盗失残併
5211250
投 手 回  安責
住 友 9  80

▽三塁打 小林▽二塁打
金森▽2時間40分

振球犠盗失残併
3211090
投 手 回  安責
西 山 9  51

蘇 磯 18
中 後 4%50

振球犠盗失残併
2520142

辮 容訂   農
5拿 0占 42安

責
投 手 回  安責   小笠原 4  63

3本塁打
:磐

野:〔 帥田
「

杉暑1lmil▽
三塁打 潮田▽二塁打 長沢和 山田▽2時間30

分

1回戦

325

若槻▽
尋9ぶ募橋)▽三塁打

1回戦

00
00
10
00
00
00
00
00
21
10
00
10
00
00

100

神戸市 (川崎重工)

201000010
010000010

浦和市 (日 本通運)

1回戦

熊本市 (電電九州)

104000000
000010000

川崎市 (東芝)

安責
45
20
10
10

辮
４０

失

１

回

３

２

２

２

躙４０‐０時制螂日同

０

×

＞

０
０
石

畿

０
４
釜

近

０
０
鉄

電
２
０
日

電
０
０
新

市
　
　
市

阪
　
　
石

大
　
　
釜

瀬
藤
沢
修
上

田

ｌ
早
伊
黒
松
三

市石
　
　
　
　
９

豊
③
④
②
９
Ｈ

占

ｍ
２

０

０

安

３

１

０

打

４

３

０

限

木

▽三塁打 木村▽二塁打
平山 武智▽2時間39分

1回戦

37::|||
1 佐藤公 300

32107
振球犠盗失残併
1122040
投 手 回  安責
斉 藤 2% 33
佐藤公 6% 50責

４

３

０

号

時

安
６
４
０
１
２

鋤０９０回螺物１帝敵

職６２２手橋嶋井樹釧

振２投高中福▽二

1回戦

]i]lili「
1)llll

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
75012100     4201242
投 手 回  安責   投 手 回  安責

聖碧::: 児本聖1%::
向 田 3  10

醤査冨打↓生宣l:量道じ,課L濡雰
1号Э

l回戦

０

×

油
０
１
ス

石
０
０
ガ

善
０
０
京

丸

０
１
東

市
　
　
都

山
　
　
京

松
　
　
東

【

§

京都

:]:]]
H  玉 山 110
R9 五月女 000

0曇 瑳 ::i
H3池 田 212

0斜 :||
1 山 内 000

2986

振球犠盗失残併
5010231
投 手 回  安責
新  5  42

責

１

０

安

５

０

棚‐５２回８１

盗

２蹴５５２時靖［

０

×

＞

屋
０
０

ツ

古

０
１
ペ

名

０
０
ョ

鉄

０
０
ト

日
０
７
幌

新

２
０
札

市

　

市

海
　
　
幌

東
　
　
札

貴

４

１

安

３

９

辮

５ ‐

　

％

％

失

０

回

１

７

盗

２蹴５２‐時椰脚

成 田 2  42

営奔
董
椙永 熙1:基舌琴ち尋属需雰 

向山▽二

1回戦

永
酬
岡
井

口
谷
田
崎
家
崎

新
　
田
井

ｌ
福
浜
寺
中
野
刈
金
末
堀
神
　
成
角
藤

市山毯̈
り
◎
⑨
③

３
Ｈ
②
Ｏ^
⑤

５
①
ｌ
Ｈ
ｌ

振球犠盗失残併
2511090

路 乗 ワ% 言亨  采育示援1曇¬鼻果)炒
渡 辺 3% 31  二塁打 杉本 山根辰
高 橋 2  30  辻野 手嶋▽2時間49分



1回戦

]][ll]iil「
lll:

腱
③
⑥
Ｈ
⑨
③
②
Ｒ
２
④
Ｈ
４
⑤
①
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ
②

打安点 【富士市】   打安点

振球犠盗失残併
28320111
投 手 回  安責
杉 本 4  33
久 保 3  21
鈴 木 2  00

‡
4ill疇

〒
4312122      浜 師 2  00

ら苧雪
工
暦島≧ TTi 【8老町装 田 7↑i

l   村 田 000  振球犠盗失残併

＞

２

‐ ０

市
―

―

島

０

×

広

０
０
＞

・
０
０
道

薦

０
１
海

推
２
０
北

＜

０

０

和

島

０
０
昭

広

０
１
大

工
０
０
＜

重
　
　
町

菱
　
　
老

〓
一　
　

自

村
梨

＜
高Ю

田
粉

１
梅
間

岡
　
時

高
打
２

塁

▽

打

二
田

程
”
植

▽

田

２

責

３

２

１

安

６

４

４

％

％

回

３

　

４

手
元
田
勢

投

一
村
徳

井
坂
崎
林

口
島
見
山

炉
上
田
藤
木
岡
田
本
中
下
前
江

市
　
正
柴
佐
川
中
早
片
湯
井
福
近
鈴
宙
保
岩
田
松
備
泰

振球犠盗失残併
5820072
投 手 回  安責
鈴 木 2 43
保 田 4  41
田 中 1  54
備 前 1  31

::i11]「
1見11套無意話lilrr)1

2回戦

H  馬 場 000
R5相 磯 000
②  秋 山 110
R  上 川 000R  上 川 000

6 穆栞:::
H  建 石 000
1  久 保 110

326

報 珊 Ю躍 謝
ガも 1[醐自ヒヒは動

触

点をあげ亀 捕手・村上

2回戦

中

５
１
国

府

０
〇
四

芝

０
２
電

東

０
０
電

市
　
　
市

中

　
　
山

府
　
　
松

長野市 (電電信越)

躙市籠llyllll:
【
6崎
市装 元 り言i

58尋 言:::
H   林  000
R6 羽二生 200
②  前 川 421
7  大 野 000

]|:|||
1 佐感守 112

33108
振球犠盗失残併
3320060
投 手 回  安責

埋藤奪:魂 ::

IT言:々軍需i;」』
組野炒す時配 :券

島野

振球犠盗失残併
6210170

▽本塁打 門間 1号 (山 投 手 回  安責

1誦鷲彗II● 埜奮|::
森貞貫木電る3後 示厭1%::
藤▽2時間50分     中 村  % 10

2回戦

振球犠盗失残併
4430080
投 手 回  安責
野 嶋 3  42
内 田 6  51

2回戦

打安点
場
疇
藤
原
岡
根
崎
原
藤
布
玉
崎
村
本
神

弓
小
後
桑
吉
山
岩
枯
江
内
児
浜
西
福
山

姉
③
⑤
④
Ｒ
③
②
７
⑨
②
◎
①
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ

振球犠盗失残併

紙

０

０

製

０
１
＞

和

０
０
光

昭
０
０
鉄

大

１
０
日

＜

５
０
新

市

　

＜

士
　
　
市

富
　
　
光

責

１

２

安

５

４

０

回

７

２

２
手
本
木

５
投
杉
鈴

Ｏ

Ｘ

＞

０
１

ツ

＞

０
０
ペ

ス
０
０
ヨ

ガ
０
０
ト

京

０
０
幌

東

０
２
札

都
　
　
市

一累
　
　
幌

東

　
　
札

Ｏ

Ｘ

州

１
１
エ

九
〇
４
菫

電
０
０
崎

電
０
１
川

市
　
　
市

本
　
　
】′

熊
　
　
神

打安点
510
411
410
300
310
421
414
400
200

H 磯 部 100
3593

振球犠盗失残併
116102120

(資豊打高森甲碁長2玉)発 重 ワ  守:
▽二塁打 小嶋 後藤  西 村 2  10
▽2時間45分      山本和 5  20

2回戦

振球犠盗失残併
6220140
投 手 回  安責
樋 口 9  70

振球犠盗失残併
52010100
投 手 回  安責  ▽三塁打 小林▽二塁打
工 藤 6  83  兼佐 沢田 辻野▽2時
山 内 2  00  間33分

2回戦

責
１
１
０
　
　
　
内
分

安
６
２
２
　
　
　
山
１４

鋤

‐５‐
回

５

１

３

　

　

　

翻

柵

盗

０

　

　

　

　

　

　

　

１

▽

端
２０手
田
田
鍋
　
　
　
瓢
贈

振
５
投
長
前
真
　
　
　
＞内

打



2回戦

千葉市 (川 崎製鉄千葉)

202200000
000030000

京都市 (日 本新薬)

打安点
511
000
000
310
100
000
300
424
400
411
400
210
110
000
000
210
100

【

3都

市

営 宮 lii
H  沢 木 100
1  前 田 000
H  浜田尚 100

:藁 爾
H3中 道 100
H  西 村 100

3 ;]|||
1  浜田政 000

振球犠盗失残併
115121100

振球犠盗失残併
7310151
投 手 回  安責
青木彰 4% 43
小 林 2  20
中 後 2% 20

2回戦

115121100
投 手 回  安責
矢 野 3  22
浜田政 2  42
熱 田 2  10

、
濯麗 )喀三Lil′h

間35分

翼１
１
▽

道
崎
崎

木
岩
岩

青
＞政

田

釧
畑
沼

本
＜
倉

▽
号
朝

東京都 (プ リンスホテル)

010001000001
010000100001
釜石市 (新 日鉄釜石)

制
■
宮
木
沼
大
渡
長
青
秋
鬼
中
木
佐
渡
霜
青
小

種
②
⑥
Ｈ
Ｒ
Ｈ
６
③
③
⑨
０
０
０
Ｈ
Ｒ
４
①
ｌ

野
原
内

々

【
6京

都
美 浪 TTi

H  野 口 000
R8岩 根 200

1  小林秀 000

0 霜 蝦 :::

振球犠盗失残併

【

3石

市

;田: |]]
5  玉 田 100
H  松 屋 110
R5田 沢 lH

甑景曇|||
H9三 上 300

3 ::|||
H  平 間 000
R  平 川 000

429 4

準々決勝

０

×

＞

０

０

紙

管

０

１

製

鋼
０
１
和

本

０
３
昭

日
０
２
大

市
　
　
市

崎
　
　
士

川

　

富

ｌ

Ｘ

＞

３

０

ツ

＞

０
０
ペ

エ
０
３
ヨ

重
０
３
ト

崎
０
０
幌

川
０
２
札

市
　
　
市

】′
　
　
“鴨

神
　
　
札

点

０

２

０

２

０

０

１

０

０

安

０

１

０

３

０

０

１

０

２

打

３

３

４

４

３

０

４

０

４

本
林
木
居
山
井
本
手
川

々

ｌ
山
高
佐
武
内
平
中
井
上

市計
８
８
７８
Ｈ５

振球犠盗失残併
1310033
投 手 回  安責
杉 本 9  60

振球犠盗失残併
6111041
投 手 回  安責
佐藤守 2% 54
大 塚 1% 31
藤 田 3  11
堀 江 1  00

準々決勝

辮鍼

ｌ
小
宮
片
北
山
岡
山
増
兼
沢
辻
浅

櫛②④Ｈ４⑥Ｈ⑨９⑤一Ｏ③ｌ

打安点
林 511

00
00
00

200
100
310
100
320
323
310
100
000
323
20

準決勝

:][11[lI[[lll

振球犠盗失残併
振球犠盗失残併
46201120
投 手 回
杉 本 5

鈴 木 4

▽三塁打 梅田
2時間21分

▽

責

２

１
本

安

５

４
山

‐５回
晰
堵
林

１
手
瀬
本
岡

１

　

　

　

高

９
投
川
竹

打塁二

責
１
０
　
▽

安
７
０

６
Ｈ
０
０
ｘ⑨
②
⑥
④

Ｈ
４
Ｈ
４
①
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ

準 決々勝

Ｏ

Ｘ

葉
０
０
＞

千
３
０
石

鉄
０
０
釜

製
０
３
鉄

崎
０
１
日

川
０
０
新

市
　
　
市

葉
　
　
石

千
　
　
釜

瀬
藤
上
高
槻
野
谷
田
藤

貴

２

０

安

６

１

棚‐２‐回路瑚
蹄４３２‐時議麟

ツ
０
０
＞

ぺ
４
１
石

ヨ
０
０
釜

卜
０
０
鉄

幌

０

２

日

札
０
０
新

市
　
　
市

幌
　
　
石

札
　
　
釜

打安点
300
400
420
210
200
201
301
310
101

振球犠盗失残併
3521380

書木ラ 甲1/6

Jヽ 林  %
中 後 4

準々決勝

青柔暑
打市喬零了尋需鴛

分

責

２

０

０

安

３

０

１

[][|][Ii[[lll

300
100
310
000
300

12  H9
10  ⑥
00  H
00  ②
00  R
85  ⑥

H
①

壼   1
驚彎杏鷲  8 署昌:::

會鯖
21襦

卿
―

   ―

   

…

辮

3310140
投 手 回  安責
石 崎 5%54
佐藤公 3% 30

3壁好螺
2霧

JΞ勤鷲
『

謀長し
2時間44分

:7i 

【
:老

町
‡喜倉lii

9310283   竹 本 3%21
投 手 回  安責

馨諜||:蚤奔言:号:蒻1署

準決勝

l害 根泉 :::振 球犠盗失残併"Ю
5

弱赳b



ヨ手―-28
裕 光 24

1二 25
1に 21

明彦 29
1'25
1腱22
】E22

広 見 31
弘 之 25
卜 28

禾ロ
(日 本通運 )

中
(東芝府中)

浦一ｍ叩　　巻嚇士

石
峻(新

士
大昭和製

曽
日

紙 )

″
い

″

″

″

″

″
″

″
掛

″

″

〃

〃
″

″

″
″

大
商
大
商
大
社
大
国
大
大
原
大
大
商
大
工
東
商
大
大
大
大
大
商
三
エ

越
学
葉
士
　
　
畔
　
　
　
正
　
崎
　
螂
賀
葉
産
学
　
　
学
崎
大

国

慶
川
青
千
国
大
専
静
専
専
竹
立
専
高
法
春
佐
千
大
国
中
立
青
高
日
川

大
東

一
大
大
佐
大
大

工
大
大
大
大
川
エ
エ
エ
大
国
院
大
大
大

一
大
舎

美

洋
　

洋

岡
　

　

壌

曲

購

洋

美

辞

亜
唐
拓
東
駒
引
東
亜
長
駒
亜
法
中
柳
鶴
倉
大
明
Ｐ
聖
東
明
青
拓
亜
三

郡  山
(ヨ

ニクベニ

東
山
北
大
商
西
大
大
谷
工
大
大
山
大
大
工
商
大
島
大
大
大
大
大
大
大

津
　
増
　
原
襲
学
　
　
婢
　
　
叡
城
農
州
富
工
　
士
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第52回大会輝理路1  2日・卸
…

推菫富士市・大 昭 和 製 紙 9

東 海 市・新 日 鉄 名 古 屋 2

浦 和 市・ 日 本 通 運 3

名古屋市・国 鉄 名 古 屋  1
川 崎 市・東 芝 3

名古屋市・三 菱 名 古 屋 2
浜 松 市 0日 本 楽 器 1

松 山 市・電 電 四 国 5

白 老 町・大昭和製紙北海道 6
高 知 市・ 四 国 銀 行 3

横 浜 市 0日 本 石 油 1

姫 路 市・新 日 鉄 広 畑 5

,‖ 崎 市・三菱 自動車川崎 5
和歌山市・住 友 金  属 2
仁賀保町・ T  D  K 5
熊 本 市・電 電 九 州 8

太 田 市・富 士 重 工 業 6

広 島 市・電 電 中 国 9

東 京 都・ リ ッ カ ー 5

大 阪 市・ 日 本 生 命 3

東 京 都・東 京 ガ ス 4

神 戸 市・神 戸 製 鋼 1

浜 松 市・河 合 楽 器 9

門 真 市・松 下 電 器 7

盛 岡 市・岩 手 銀 行 3

福 山 市・ 日 本 鋼 管 福 山 1
千 葉 市・電 電 関 東 8

宮 山 市・ 1ヒ 陸 銀 行 3

東 京 都・電 電 東 京 4

4

10

電
電
東
京

京 都 市・ 大 丸 1

苫小牧市・王子製紙苫小牧 3
長 崎 市・三 菱 重 工 長 崎 6

※ 1回戦の千葉市・宮山市は4-4の引き分け再試合

は東京が 1回、後藤寿喜鰊嵯府 中から補強)

の蹄 で先制し、 4回にt妬野康彰の2ラ

ンで加点。川崎は東京のエース竹舛和也に抑

えられていた力ヽ  9回、菊地恭一の2ラ ンで

1点差としたものの、 リリーフの藤原誠二に

反撃を断たれた。

東京 。電電東京は1回戦で京都市 。大九、

2回戦は長崎市 。三菱重丁長崎を降し、準々

決勝は藤原が千葉市 電電関東を5安打完封。

準決勝は竹舛が東京都 。東京ガスを5安打完

封で退けた。 5試合のチーム打率は2割 4分

7厘、本塁打数 2。 少ない安打で好機をうま

く生かしたソッのない攻撃と、竹舛、藤原の

優れた投手力でつかんだ黒獅子旗だった。

川崎 。東芝は、準 決々勝で浦和市 。日本通

通 準決勝では菊地の3ラ ンなどで姫路市 。

新日鉄広畑を圧倒しての決勝進出だった力ヽ

その強打発揮までの 1、 2回戦は、苦戦続き。

名古屋市・三菱名古屋戦は前川善裕 (日 本鋼

管から補強)の決勝本塁打で辛勝、 2回戦は

浜松市 。日本楽器と延長12回 を戦い、有賀佳

弘 (日 産自動車から補強)のサヨナラ本塁打

で勝ち上がった。

ベスト4へ進出した東京 。東京ガスの:舌躍

もめざましかった。 2回戦で浜松市 。河合楽

器と延長11回の熱戦を突破し、準々決勝では

東京都・ リッカーの19歳のエース、中西清起

を打ち崩しての進出だった。高知商を出たば

かりの新人中西は、それまで 2試合連続完投

勝ちし、 リッカーを18年ぶりにベスト8へ進

出させる原動力になった。西日本勢で唯一べ

スト4に進出した姫路市・新日鉄広畑は、準

々決勝の川崎市 。三菱自動車川崎戦で、代打

・山中正則 0川崎製鉄神戸から補強)の 3ラ

ンで同点とし、 1点差で強豪を倒した。

引き分け再試合の熱間を演したのは、 1回
戦の富山市 。北陸銀行対千葉市 。電電関東だ

った。 3時間32分、 4-4で 11回引き分け。

再試合は千葉が慶野茂の 2打席連続本塁打な

どで富山を降した。前年優勝の推薦 。大昭和

製紙は、 2回戦で浦和市 。日本通運に6回、

打者一巡の猛攻にあい、逆転負けを喫した。

橋戸賞は東京 。電電東京の竹舛投手、久慈

賞は川崎の黒紙義弘投手、小野賞は東京 。東

京ガスの工藤真投手に贈られ 若獅子賞は東

京・ リッカーの中西投手と黒田光弘一塁手が

受賞した。

雌伏…15回日で電電東京初V
大会史上初の「初出場チーム、ゼロ」の大

会で、優勝は15回 目の出場の東京都。電電東

京が初めてつかんだ。黒獅子旗が地元東京に

戻ったのは、41年の熊谷組以来、15年ぶりの

ことだった。東京 。電電東京と優勝を争った

のは、川崎市。東芝で、東京―川崎の決勝対

決は、昭和10年の第9回大会、東京倶楽部一

川崎コロムビア以来、46年ぶりだった。試合
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期 ては竹舛一藤原の好リレー●‖崎市の反撃を

かわすなど、見事な試合ぶりだった。

川崎、さすがの大逆転
浜松市 。日本梨冷U川崎市 。東芝の 2回戦

は “まさか"の大逆転だった。

浜松が 1回、川崎の大輝、青木両投手に熊

野の2ラ ンを含む 6長短打で 5点、 2回にも

連打で加点し、大きくリードした。

ところハ さすが強打のり|1崎。 6点のハ ン

ディをものともせずジリジリと追いあι■ 8
回には2安打と四球で一死商塁。暴投で 1点

差とし、続く内野ゴロでホームを突いた前川

の激 しいスライデイングが捕手の桁不を誘 っ

て同点。

延長戦に入りともに好機をつくりながらバ

ックの好守、投手の踏んばりで決勝点をあげ

ることができなかった。

そして12回、川崎は有賀がさんざんファウ

ルで粘ったあと、10球目をライナーで左翼ポ

ールぎわに打ち込み、激戦にサヨナラ勝ちで

ケリをつけた。

外野手も追わない 1発
個人の通算最多本塁打を9に伸ばした自老町

。大昭和北海道の高梨英夫監督兼一塁手。

1回戦の高知市 。四国銀行戦の 3回、左翼

席上段に打ち込んだが、左翼手が 1歩 も追わ

ないほど完壁な当り。

監督になったとき、年齢にあわせて「36」

の背番号をつけた力ヽ この11月 には39歳にな

る大ベテラン。パワーは少しも衰えていない。

川崎市 (東芝)

000000
100200

東京都 (電電東京)

２

Ｘ

申３‐００‐３００００４‐０００４‐‐‐０３‐００００００００３‐０００３‐２０００００００３００００３００‐Ｏｍ２９６３２‐　　．興８３０２‐‐００ｍ
好継投で川崎の反撃かわす

東京都 。電電東京は1回、遊ゴロの山口が

一塁手の落球にめぐまオゝ 中屋のニゴロで二

進、後藤の右前適時打で生還した。 4回には

現 ム 高橋が中前打 し、続 く石野カリ|1崎市

・東芝、黒紙の初球カープをとらえ、右翼席

珠覇誌吋督■L■罪瞳東京は2Eコ自欄膨要姜掏口翻言別圏日凰

へ 2点本塁打して差を広げた。東京はエース

竹舛が好投 し、試合は東京ペース。準決勝の

東京都 。東京ガス戦で完封した竹舛は、鋭い

シュートでカウントを稼ぎ、外角スライダー

で勝負。 5回まで強打の川崎打線を2安打に

抑えた。

しかし終盤t疲れのみえた竹舛をとらえた

川崎の打撃はさすがだった。 9回、先頭の武

智が右前安打するとと、続く4番の菊地が 2

-3後のカープを左翼席へ 2ラ ン、 1点差に

追いあげた。■死後、なおも有賀が右前打し、

中 望みをつないだバ 代訂・鈴木がニゴ

ロ併殺打に倒れて及ばなかった。

東京都は菊地に本塁打されたところで竹舛

から藤原にリレー、このスイッチがよかった。

東京は少ない好機を得点に結びつけ、守っ

両エースは亜大同期生
決勝で対決した東京 。竹舛、川崎 。黒紙の

両エースは亜大の同期生:そのころは黒紙が

エースで竹舛控え。 3年前に黒紙は橋戸賞に

ilTき 、竹舛は今季からやっと主戦設手と、常

に黒紙がリードしていた。

しかし竹舛は、武智、前りlk菊地、有賀ら、

全日本級の強打者を並べた川崎打線にも「素

質は乏しいかもしれない力ヽ 体をはって鍛え

てきた。執念なら負けない。競り合えば勝て

る」と、憶することなく強気なピッチングで

抑えた。最後は藤原のリリーフを受けたもの

の、7回マウンドを降りた黒紙に、見事な “お

返 し"を果たした。

頑張ればいい結果の教訓

東京都・電電東京

竹舛和也投手

亜大を卒業して電電公社に入社。晩成型の投

手で、27歳になつたこの大会で4試合に翻風

完投 2と優勝に筒敲 橋戸賞を受賞した。現

在はNTT赤羽営業所総務係長。

シュートとスライダーでゆさぶるタイプだ

から、 1回嶽 2回戦で点は取られたが気に

はならなかった。藤原誠二がいたのが大きか

つた。

その藤原が準々決勝の電電関東を完封。よ

しオレもと、刺激になった。準決勝は同じ東

京の東京ガス。実は第 1代表決定戦でうちが

リードしていたのに、8回に斉藤浩行君に逆

転本塁打された。結局はうちが勝つたけとそ

のときの借りは返そうと思つたし、先の試合

で東芝が決勝進出を決めていたので どうし

ても黒紙議私と投げ合いたかつた。彼とは高

校時代は広陵と崇徳でライ′つ%亜大では彼

がエースでボクは控え。しかも彼は49回大会

で橋戸賞を取つている。ものすごく燃えた。

7回に捕手の末川文昭が適時打して1点を

取り、完封した力t 8回の二死二塁で金森栄

治君に中前に抜けそうな痛打を打たれた。や

られたと思つた次の瞬間、山口弘和が逆シン

グルで捕り、いきなり=塁
に投げて、塁を回

ろうとしていた遣 を束Uしてくれた。初

ようなプレーで救われた。

決勝の前久 富永重善監督が「どう展開し

ても5回まで竹朱 そのあと藤原」魏

黒紙より先にい絶対点を取られまいと投lス

3-0と リードして5回終わつた。ところ力=

監督は知らん貌 ホッとしただけ気がゆるん

(ビ ンチの連続だつたけと パックに助け

られた。9回には「勝つたぞ」と思つたとた

ん菊喘 君に2ラ ンされ、藤原と代つた力t

優勝できたのはみんなが努力したためで、そ

れがむくわれた気持ちだった。仕事について

からも、頑張れば必ずいい結果を出せると、

人生の勉強をさせてもらつた。
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◇2打席連続本塁打 千葉市・電電

関東の慶野茂内野手が2回戦の対富山

市・北陸銀行再試合で。

また東京都。リッカーの黒田光弘内

野手が2回戦の広島市。電電中国戦で

マーク。史上1■ 16人 目。

◇個人通算最多本塁打9 自老町・

大昭和製紙北海道の高梨英夫一塁手兼

監督は、 1回戦の高知市・四国銀行戦

の3回、山本投手から左翼へ本塁社

個人通算9号となり、自己の記録を更

新した。

◇満塁本塁打 熊本市。電電九州の

イ洲囃卜分野手は1回戦の仁賀lNl。

TDK戦の2回二殆商塁、船木投手か

ら根 ム、 メ■ 1ラ軽目。

◇サヨナラ本塁打 川崎市・東芝の

有賀佳弘外野手(日産自動車から補強)

が2回戦の浜松市・B本楽器戦の12回、

戸田投手から。史上1り、日。

スッポ抜け…真ん中ヘ

、懸 にはずすつもりのカープカ」 と京都

市 。大丸の疋田投手が悔やみされない 1球に

はぞをかんだ。

1回戦での東京都 。電電東京戦らゆっくり

したモーションからカープとスライダーを配

してカウントを稼ぎ、打ち気に出ると内角シ

ュート。強打の東京を6回 まで 4安打 1点。

しかし7回二死後プリンスホテルから補強の

居郷一塁手への 2球目は、手もと狂ってまん

中へ。あっという間もなく左翼席に運ばれた。

防戦一方だった東京はこれで皮に乗り、一

気に優勝街道を走 り抜けたカミ まさに値千金

の居郷の一発だった。

1回戦

1回戦

名古屋市 (三菱名古屋)

010000010
00110001×

川崎市 (東芝 )

H  二 宮 11
3  田 口 00
③  丸 茂 20
H2佐 藤 00

8都 ::
H  宮 地 10
1 桃 田 000

2942
振球犠盗失残併
4210230
投 手 回  安貴
高橋俊 7  91
桃 田 1  11

善介予:凛 奮貯↓星≦尋
紙
与菖e三量卦

高
欝狩

)

武智▽2時間48分

０
×
市

＞

０
２
士

屋
２
２
宮

古

０
０

ｏ

名

０
０
薦

鉄

０
０
推

日
０
０
＜

新
０
０
紙

＜

０
５
製

市
　
　
和

海
　
　
昭

東

　
　
大

責

２

安

４

辮
８０

失

０

回

９

盗

３蹴７２‐時制

1回大昭和
`課

聯

“

破ロヨ臀0れ盤当ほして3点目。補手・吉田
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I奎黒場号些菫昇③金
久保 渡辺▽2時間33分

l回戦

浦和市
０
０
屋

＞

０
０
古

運
２
０
名

通

０
１
鉄

本

＝
０
国

日
０
０
＜

＜

０

０

市

名古屋

責

１

安
４

０
回
９

１
手
藤

３
投
加

▽三塁打 久我▽二塁打
清塚 雨堤 光野△2時
間34分

1回戦

振球犠盗失残併
2401160
投 手 回  安責
田 中 5  42
樋 口  % 20
前 村 2% 00
森 下 1  00

:i111[1lllI;)|

神
永
田
谷
村

一
部
田
日
本

師
ｌ
案
福
和
刈
西
乃
阿
沖
金
山

市詢
⑥
⑤
０
０
０
③
３②
２①

木
田

墾
鵬
本
梨
上
野
田
川
瀬

ｌ
新
岡
我

町能
⑥
③
Ｈ
④
４
③
②
０
０
０
①
Ｈ
ｌ
Ｈ

占

小
０

０

０

１

１

１

０

０

０

０

安

１

１

２

４

０

０

１

０

０

２

打

５

４

３

４

２

２

１

２

２

２

00
22
20
10
00
00
00
00

1  成 田 00
H 楠 瀬 10
1  中 平 001  中 平 000
H  古 谷 110
0 森 本 300

32123

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
68250141     3232170
投 手 回  安責   投 手 回  安責

!本』打 高梨|」 (山本I▽:塁i後山l!二
塁打 刈谷2▽ 2時間52分

1回戦

姫路市 (新 日鉄広畑)

0000000
0000000

横浜市 (日 本石油)

【

§

「
市

:[I:]]
H  渡 辺 110
②  金久保 210
H  平 沢 100

9 東用:::
H  犬 飼 100
⑤4 ノヽ 角 300
H  Jヽ 山 111
②  対 馬 200
H  加 藤 100
①  山 岡 300
1  道 方 000
1  佐藤守 000
1  堀 江 000
H 十 河 100

3141
振球犠盗失残併
12510191

苗 喬 ワ% 憲春
道 方  1/6 00
佐藤守  % 21
堀 江 1  20

責

０

安

４

辮
５‐
失

３
回

９

盗

０蹴７３４時編

振球犠盗失残併

点

１

０

３

０

０

０

０

０

０

０

１



０
０
山

＞

０
０
福

行

０
０
管

銀

０
０
鋼

手

０
０
本

岩

０
０
日

市
　
　
市

岡
　
　
山

盛
　
　
福

1回戦

浜松市 (河合楽器)

300050010
000050020

門真市 (松下電器)

1回戦

1回戦

[]]|[1llllllll

振球犠盗失残併
7531490
投 手 回  安責
松 田 4% 33
増 井  % 12
山 村  % 00
根 本 4  31

帳
竃
小

分

号
＞
打
１５

１
川
塁
間

備
仲

竃
疇

暑
二
朦
▽

打
２
伊
村

相
調
打

▽
谷
塁
川

ei量 lii
⑥  新 山 200

3083
鵡 失残併

阿部真02時間28分

294 1
雌 棚
4420171

安責
83

若松 伊

１
回
９
打

０
　
　
塁

２
手
村

二▽

投
田
＞及

'

責
１
０
　
日写

安
４
０
　
１上

２
手
村

一

４
　

％

％
　

井

０
回
８

１
　
　
　
　
打
田

２２
手
川
藤
　
相
長

４
投
及
佐
　
▽
藤

振球犠盗失残併
4212062
投 手 回  安貴
竹 舛 5% 91
藤 原 31/310

言ぢ  ▽本塁打 居郷 1号 (疋

32  田)▽三塁打 後藤▽2

10  時間30分

９
　

％

％

％

０
回

６

１
手

田

野

田

３
投

疋
矢

前

点

０

０

０

１

２

０

１

０

０

０

０

安
２
０
１
２
２
０
２
０
０
０
０

打

４

３

３

４

４

０

４

０

４

２

２
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I資曇F▽:旦身号R場
▽2時間35分

1回戦

il[1:lilヤ
:lll

鶴４２０４２０４３４３００１００４‐３２０００００‐‐０３２‐‐００３００２００１０〇一３３‐‐８　　類３０３２５３　　　咄は
1回戦

広島市 (電電中国)

010003032
000000033

太田市 (富士重工業)

【広島市】
後

増
聖
河
江

1回戦

神戸市
11「寸1キ :llll

東京都 (東京ガス)

振球犠盗失残併
1425192
投 手 回  安責
長 田 3% 31
真 鍋 4% 32

1回戦

浜松市 (日 本楽器)

520000311
000010013

松山市 (電電四国)

1回戦

川崎市 (三菱自動車川崎)

400010000
000100010

和歌山市 (住友金属)

▽三塁打 垣野▽二塁打
嶋田 簡井 大須賀
▽2時間40分

1回戦

東京都 (リ ッカー)

200110100
ooo100200

大阪市 (日 本生命)

６

　

　

％

３
回
８
　
１

２
手
久
屋
原

３
投
高
鍋
柳

晰
晴
泡
Ｍ
印

号
山
＜
浜
２

１
内
号
＜

▽

鵡
綿
岬
雌
軸

＜

中［需
淵
拗

安責
61
10
10

責

５

０

安
５
０

０
回
７
２

２
手
井
端

６
投
石
川

打安点 【

振球犠盗失残併
8351171
投 手 回 安責
中 西 9  73

こ:昼鼻光1[::」こ
間27分



2回戦

器

０

１

楽

０

０

＞

本

０
０
芝

日

０

３

東

市

５
０
市

松
　
　
崎

浜
　
　
川

2回戦

[[[li[lllli混
|

【
:老

町
営喜倉 lii 

【
得
路市
営村昇 17]

:i種 |||:li lll

:景 i lll:I嘗 |||

i3ili6'OTi   [〒:帯:警

TTT

▽三塁打 中馬▽2時間22分

2回戦

熊本市 (電電九州)

003012000
213000001

川崎市 (三菱自動車川崎)

占

ハ
０

０

１

０

２

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

１

安

０

１

１

０

２

０

０

２

０

０

１

０

１

０

０

０

１

打

３

４

５

０

４

０

４

３

０

１

３

１

２

０

０

１

１

制欄姉嚇漸疇『割酬」脚脚［雌謝岬榊東

本一砥
Ｏ
①
②
７
⑨
９
⑤
③

８
③
３
②
２
①
Ｈ
ｌ
Ｈ

【川崎市】   打安点

8 董昌:::
5  杉 山 200

8 給雲:::
1  二 宮 110
1  藤 川 100
H  ′

Jヽ  り11 100H  ′jヽ  りl1 100
1 1ヽ鰤 000

32106

三宮)▽三塁打 米田 関
米田 東▽3時 15分

責

２

３

０

０

安

３

６

０

１

併
１

残
７
　
％
　
％

失

１

回

２

３

２

１

盗

４蹴７５３時融増剛嘲
責

３

２

１

号

藤

安
３
４
３
２
加

併
１
　

　

　

林

残
６
　
　
　
％
小
打

失
２
回
２
３
３
　
塁

盗
３
　
　
　
　
打

ニ

職
３３手
嶺
日
立
相
瘤

振
６
投
長
右
足
▽
大

1回戦

il11』][![[III
長崎市】   打安点
⑨  柿 木 530
9  本 西 000

8  i彗] :||
[   梅  210
8雷 理 1::

33116
振球犠盗失残併
6231082
投 手 回  安責
山 坂 9  83

０
０
市

０
０
士

０

０

富

運

０
０
薦

通

０
０
推

本

０
０
＜

日
０
３
紙

＜

０
０
製

市
　
　
和

和
　
　
昭

浦
　
　
大

裏5掌 2占 90安貴 蚤奔黒革1:資串島鱒
実呂: :1 量晏打♂ヒ夏沢9'尋言中 村 1  21  30分

2回戦

【浦和市】   打安点

62需 護:::
H  福 原 110
1 放 生 100

3286
振球糟盗失残併

我
塚
堤
田
崎
藤
朧
月

辻

久
清
雨
岡
山
伊
大
望
　
光

⑨

④
③
Ｈ
８
０
０
０
⑤
②

費

３

０

安

６

１

１

回

５

４

２
手
藤
生

５
投
加
放

I奈曇打▽重菫身号9轟
▽二塁打 平井 福原
大田垣▽2時間39分

2回戦

併
０

残
６
　
％
％
％

失

０

回

５

　

１

２

曝９‐２‐時卸師赫嘲

責

７

１

１

０

安

１０

２

３

１

併

１規
２８回
螺
１
１
１

購５３‐５時細叫綺調

中
田
　
塁
　
分

引
僻
勤
竃潮
脚

御
Ю
距朝
川
崎

荒
２
＞
　
聖
▽

樹削報赫獣』

▽
西
３
大
打
国

安責
33
00
53
00

東京都 (リ ッカー
)

300000520
200001100

広島市 (電電中国)

‐ ０

４

振球犠盗失残併
95341H0
投 手 回  安責
中 西 9  84

6 窪目:::
1  田 井 000
古 軍 寿 :::
1  村 上 000
H  川 崎 100
1  吉 村 000

3584

打安点
530
500
610
434
430

山  320

1回戦

行
０

３
東

銀
１

０
関

陸
０

０
電

北
０
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０
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＜
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０

×

行
３
５
東

銀

０
０
関

陸

０
２
電

北
０
０
電

市
　
　
市

山
　
　
葉

富
　
　
千

責

３

０

安

７

１

併

３

残

５

失

０

回
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③
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Ｈ
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ｌ
ｌ
Ｈ

中
谷

田＜
伴

号１
打

条
塁

西
二▽

分
樹然馳

▽
打

３

1回戦 (再試合)

:§§:[:鑢]曇雲)

‐児
蘇
螺
脚諄
評

市

334



準 決々勝

０

×

一
〇
０
ス

カ
０
４
ガ

ツ
０
３
｛暴

り
１
０
東

都
　
　
都

一ヌ
　
　
京

東
　
　
京

鳳４００４‐‐５‐‐１‐０４３３０００４２３３００２００１００‐００２‐０１‐０００００００‐０〇一３３‐０８併１蟻６‐Ｈ００４‐　叫

鼈
『珊
鰹
晰袢
』が

川崎市 (東芝)

001001300
00i000000

姫路市 (新日鉄広畑)

振球犠盗失残併
6440473
佐々 木 4% 00
黒 紙 5  30

[]]li:]]||:||

20
00
00
10
10
10
00
00
00
00
00
00

蹄 失残併
4211160
投 手 回  安貴
竹 舛 9  50

▽二塁打 向山
▽2時間17分

罐 棚
6330182
投 手 回  安責

誓田軍: ::
工 藤 1  00
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０
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０

２
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２

１

０

１
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滲
身
号
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言
村
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安
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準決勝

占

小
０

０

０

０

０

０

０

０

０
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０
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０

０

０

０

０

１

打
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３
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▽三塁打 山口▽二塁打
石野▽1時間52分

点
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東  京
(電電東京)

推薦・富士市
(大昭和製紙 )

盛  岡
(岩手銀行 )

仁 賀 保 町

大  田 市
(富士重工業 )

千  葉  市
(電電関東 )
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(日 本通運 )
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第53回大会欄出躙rf  O麟口期

和歌山は7回、栗山和行、鳴田宗彦の連打な

どで逆転、 8回には松隈意治が本塁打し、粘

る福山を振 り切った。和歌山で活躍めざまし

かったのは、54年の春と夏の甲子園を制した

石井毅―鳴田宗彦の箕島高バ ソヽテリー。石井

は引き分け再試合を合めて 6試合に勤 風 41

回 3分の2を投げた。嶋田は準々決勝の磐田

市・ヤマハ発動機戦で、史上 4本 目の逆転サ

ヨナラ3ラ ンを放つなど、石井投手をリード

する一方、多くの好打を放って活躍した。守

りの野球が身上の和歌山だったバ  1回戦は

15安打で浜松市 。日本楽器に打ち勝ったのを

はじめ、 2回戦は神戸市 。川崎重Tと 延長引

き分け。再試合を6-3でつかみ、準々は鳴

田の劇的な一打で、準決勝は横須賀市 。日産

自動車に長短打で打ち勝つなど、打撃が振る

い、波乱に富んだ優勝への道を乗り越えた。

橋戸賞は和歌山 。石井投手、久慈賞は福山

。田村忠義投手、小野賞は東京 。明治生命に

贈られ、若獅子賞は磐田・野口恭弘外野手に

決まった。

福山は出場選手中最年長の34歳、田村投手

が好投、打っては若松茂樹二塁手 (三菱重工

広島から補強)力洋衆決勝まで 3試合連続本

塁打 (史上 4人 目)を放ち、決勝でも本塁打、

史上 3人 目の大会個人最多本塁打タイを記録

する活躍ぶりだった。

大会を盛 りあげたのは、初出場チームの活

躍だった。秋田市 。秋田相互銀行、東京都・

明治生命 磐田市・ヤマハ発動機の3チーム

は、そろって1回戦を突破:なかでも東京・

明治生命は、 1回戦で門間憾 商 (東迦府中か

ら補強)の決勝本塁打で神戸市 。三菱重T神

戸を降し、 2回戦は中西清起 (リ ッカーから

補強)力■鵬 市 。電電北海道を完封、準々決

勝では再び門間が決勝 2ラ ンを放ち、札幌市

・拓殖銀行を振 り切ってのベスト4進出だっ

た。磐田は、野口恭弘の逆転 3ラ ンで熊本市
。電電力 '‖ を降したあと、15年連続出場、32

歳の鈴木政明投手が大田市 。富士重工業を完

封、準々決勝に進出、優勝した和歌山を苦し

め抜いたのは立派だった。 8回に野口右翼手

力ゞ 2点 タイムリーを放ち逆転したときは、勝

機を得たかと思われた力ヽ 土壇場の 9回、鳴

田に痛恨の一打を浴びた。秋田も1回戦で長

野市電電信越に延長11回、サラナラ勝ちして

気を吐いた。

推薦東京都・電 電 東 京
三 原 市・三 菱 重 工 三 原

釜 石 市・新 日 鉄 釜 石

丸 亀 市・大 倉 工 業

川 崎 市・東

佐賀関町・ 日本鉱業佐 賀関

横須賀市 0日 産 自 動 車

名古屋市・ 電 電  東 海
浜 松 市・ 日 本 楽 器
和歌山市・住 友 金  属
横 浜 市 0日 本 石 油

神 戸 市・りll崎 重 エ

磐 田 市・ヤ マ ハ 発 動 機

京 都 市・ 日 本 新 薬
和 光 市 0本 田 技 研
福 山 市・ 日 本 鋼 管 福 山

浦 和 市 0日 本 通 運
大 阪 市・ 日 本 生 命
札 幌 市・北海道拓殖銀行

鈴 鹿 市・本 田 技 研 鈴 鹿

秋 田 市・秋 田 相 互 銀 行

長 野 市・電 電 信 越

東 京 都・明 治 生 命

神 戸 市・三 菱 重 工 神 戸

札 幌 市・電 電 北 海 道

高 知 市・四 国 銀 行
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※ 2回戦の和歌山市・神戸市は 3-3の引き分け再試合

頂点へ甲子国連覇バッテリー
和歌山市・住友金属が福山市 。日本鋼管福

山を破り、14回 目の出場、 3度 目の決勝進出

で初の優勝を果たした。両チームには、前年

十月に死去した本田弘敏 。社会人野球協会会

長をしのんでこの大会からつくられた「本田

メダル」力渡 与された。

西日本同士の決勝戦は、42回大会以来11年

ぶりのことだった。大接戦バ寅じられたバ
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り広げられた。和歌山市・住友]属は1回、

野尻が右翼右へ二塁打すると、筒井も右前ヘ

好打、栗山のニゴロですばやく先取点に結び

つけた。福山市は2回若松が粘った 7球目を

左翼上段へ同点本塁打。 3回 には今岡の中前

打と失策で一死―・二塁とし、六条が二塁打

して1点 をリー ド。

しかし和歌山は福山のベテラン田オ‖こ鋭 く

襲いかかり、 5回には石井の安打からつかん

だチャンスに栗山が左前適時打して同点。 6

回に福山が渡部の左中間二塁打と山内の左前

打で再びリードすると、和歌山は7回二死後、

栗山の中前打と鳴田の左翼フェンス直撃の二

塁打でタイ。さらに三好の二塁手左のライナ

ーカ¬敵失に恵まれ鳴田がホームイン、逆転に

成功した。

8回、和歌山は松隈が左翼ポールぎわに本

塁打。福山もその裏、疲れの出た石井から2

四球を選餞 若松が左翼へ好打して1点 をば

ん回した。このとき一塁走者渡部が二塁をね

らってアウトになったのが痛かった。左翼手

決勝。福山の追撃を振り

切り和晦|・ 申

個囲魔研 ―鴫鷹ヤン ツヾ

テリーに駆i力年り喜び合

う選手たち

からの送球をカットした二塁手の好判肺 ヽ

和歌山の危機を救った。

◇ 3試含連続本塁打 福山市 。日本

鋼管福山の若松茂樹二塁手は1回戦の

和光市 。本田技研から、大阪市 。日本

生命戦k準々決勝の金沢市 。電電北陸

戦で本塁打。史上 4人目。若松は決勝

の和歌山市・住友倒同戦でも本塁打を

放ち、 1大会個人最多本塁打4も タイ

謁驚 史上3人目。

◇逆転サヨナラ本塁打 和歌山市・

住友金属の鳴田宗彦捕手ぼ準 洟々勝の

磐田市・‐ 2、弛動機戦の9回、二死

―・三塁鈴木投手から左翼席へ。史上

4本目。サヨナラ本塁打は19本目。

◇チーム連続打席安打タイ6 札幌

市・北海道拓殖銀行は2回戦の対秋田

市・秋田相互銀行戦の 2臥 7智F内

捕手の本塁打から海老名三塁手、中村

明投手、中尾中堅手、大滝=塁手、山

響 力漣蝦按打。史上3回目

◇ 900号本塁打 神戸市・三菱重

工神戸の松本芳二内野手が 1回戦の東

京都 。明治生命の松本投手から放つた。

◇ 2打席連続本塁打 浜松市 。日本

楽器の阪本徹外野手 (河合楽器から補

強)は 1回戦の和歌山市・住友釦属で

2回、 3回に石井投手から。史上17人

目。

10年連続出場と久慈賞

久慈賞に輝いたのは出場選手中最年長の福

山市 。日本鋼管福山の田村投手。10年連続出

場の表彰を受けただけに「後楽園で 1勝」を

狙っていたというが、1回戦で和光市 。本田

技研を、わずか90球で抑える完投勝利。大阪

市 。日本生命戦、金沢市・電電北陸戦でも先

発、決勝初進出の原動力となった。「 (4本

塁打 した)若松君がもらうと思った。決勝に

進めただけで十分だったのに、こんな名誉の

賞を」。全日本メンバーとして4度 も出場、日

本のエースとして活躍した大ベテランも感激

で目頭を押さえた。

19安打 2度も打者―巡

2度 も打者一巡の猛攻をみせ、 8回 コール

ド勝ちしたの力沐鵬 市・北海道拓殖銀行。 2

回戦の秋田市・秋田相互銀行戦で 2回、秋田

に3点奪われたがその裏、二死二塁に竹内が

左翼本塁打すると、続く海老名以下が 5連続

短長打して打者10人で一気に5点。 6回にも

4安打と2四球の打者 9人で 4点 と試合を一

方的とした。安打は19本だった。

金
六
渡
若
山
河
藤

②
◎
◎
◎
③
②
Ｒ
①
Ｈ
ｌ

11190
投 手 回 打蛎 厳
石 井 9379323

國 離 予
餅 絲 螂 申
▽2時間34分 ｍ３４‐‐３‐３７‐２０‐

１

回

７

２

２
手
村
井

１
投
田
田

福山痛い 8回の走塁失敗

奇跡の逆転劇から上昇気充に乗ったチーム

同士だけに、立ち上がりから激しい攻防が繰

日本一になるには日本一の練習

和歌山市・住友金属

山中正竹監督

昭和

“

年法大から

東京六大学リーグ詞録を持つ。小柄ながら多

彩な球種と制球力で大活亀 監督として住金

初優勝を果たした。現な 技術指導部委員。

黒獅子旗を獲得した翌日、初代野球団長(
当時、会長をしておられた日向方斉・現名誉

会長に報告に行つた。これまで2度準優勝だ

っただけに、みんなの感激は大きかつた力ヽ

会長力ヽ 黒獅子旗にほおずりして目に涙を浮

かべておられたのには、′いから感動した。

戦いの跡を振り返ると、すべてがドラマチ

ックで思い出に残る。中でも準 決々勝(ヤ
マハ発動機に負けていたの力ヽ 9回裏二死か

ら、鳴田宗彦捕手がサヨナラ3ランを左翼席

へ打ち込んだのが劇的だつた。これも筒井大

助、篠崎宏道 (松下電器)の両君がしぶとく

安打を放つてつなげたからで 鳴田君ばかり

にスポットが当つたカミ チーム全員カギカを出

し合った結果だつた。

1回戦は激しい点の取り合い、 2回戦は延

長11回引き分け再試合とすべて苦しい戦いだ

っただけに、 1戦ごとに選手たちがたくまし

くなつたのも感じた。準決勝の日産自動車戦

は先手先手で点を取り、取られたら取り返す

ゲームができた。決勝の日本鋼管福山戦は、

朝から慎重に勝つためのやり方を考えた。 3

度目の正直を成し遂げるために、障じ勝 て」

と選手にもハッパをかけた。

若手とベテランカ渤 み`合い打力には自信が

あったし、石井毅―長谷部優 (松下電器)の

継投パターンもできていた。石井は6連投だ

ったカミ 大舞台での技術以上の精神力を信じ

ていた。

石井一鳴田の箕島バッテリーを得て、強運

の下での優勝という見方もある力ヽ 「日本一

のチームには日本一の練習を」と地道にコツ

コツと積み重ねた結鶏 ミ 日本一につな力言つ

たと考えている。
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逆転 !サ ヨナラ本塁打
史上 4本 目の逆転サヨナラ本塁打を放った

和歌山市・住友金属の鳴田捕手。準々決勝の

対磐田市・ヤマハ発動機戦で 1点をリードさ

れた9回の裏。二死から筒井、篠崎の安打が

続き、ここで打席に入ったのが鳴田。磐田の

ベテラン鈴木投手の初球を左翼席に打ち込ん

れ

嶋田といえば箕島高が春夏連覇を成しとげ

たときの第61回夏の大会で星稜高に延長12回

1点 を奪われながら、その裏同点の本塁打、

結局箕島が競り勝ったが「 3年前の甲子園を

思い出した」と社会人では初めての味をかみ

じめていた。
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投 手 回  安責
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秋田対倒野。11回秋田曲山の崚的に珈井が勝刺の生還
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時

本

二
２

▽
▽
▽

責
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０

安

５

０
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併
０

残
５
　
％
％
％

失
０
回
７

蹄８‐０２時口鶏認
硼

2回戦

電電東京 (推薦 。東京都)

釜石市ll!よ菫!lllll

1  長 島 000
1  高根沢 000
⑥  佐 藤 200
H  奥 崎 100
6 丸 田 000

3261

振球犠盗失残併
3302050
投 手 回  安責
大 場 9  61

【

金沢市 (電電北陸)

京都市|:lililllll

11
11
10

H  小 柳 100
1  鈴 木 000

32104
振球犠盗失残併
2531091
投 手 回  安責
松 下 7  63
鈴 木 2  10

【
δ
都市

巌 田 り苓i
H  長 沢 110
8  木 脇 100

01阜 :||
9  西 村 100
②  山 田 310
R  岡 田 000
6  浜 田 000
②  小 林 410

振球犠盗失残併
3530081

52驚井訳:::
1  前 田 100

151井量:||
3073

占
小１
０
０
０
０
１
０
０
０
０

安
１
０
０
０
１
２
１
０
２
０

打
４
３
３
０
１
５
３
１
２
０
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座
川
蜘
田
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本
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下
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北
山
飯
高
丸
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野
沢
佐

坂
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叡
③
◎
⑨
Ｈ
９
③
②

Ｒ
④
４
⑤

②
①

責

２

２

安

５

５山言号り時[滉I二
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点

０

０

０

０

０

０

０

０

０

安
１
１
０
０
１
１
０
０
０

打

３

４

４

４

４

２

１

１

３

2回戦

１

×

０
０
車

０
３
動

０

０

自

＞

０

０

産

芝

０

１

日

東

０
１
＜

＜

２
０
市

市
　
　
賀

崎
　
　
須

川
　
　
横

添
賀
山
岡
上
回
田
田
鳥
根

ｌ
　
須

市
堀
大
杉
鶴
村
樋
米
池
白
関

賀須誉
②
◎
④
０
０
０
０
①
Ｈ
ｌ

７

　

　

責

０

１

２６

　

　

安

３

７

根

２

関

▽

＜
崎

一万
宮

島
根

青
関

打
打
分

塁
塁
５６

本

二
間

▽
▽
時

責

２

０

安

７

０

辮
５‐

失

２

回

６

２

端‐‐３手紙木

振
６
投
黒
青

振球犠盗失残併
1440152
投 手 回
池 田 2

関 根 7

2回戦

lllll′lii][「
キ|||| | :

2回戦

i][III』[llキ
|||

振球犠盗失残併
4441041

彗 柔 ワ  守T

【
9田

「
ξ : l]]

H7笠 原 100

0ξ 富:il

6 萩留:::
H  蝦 沢 000
1  関 口 000
H  井 上 100
1   谷  000
H   岸  100
1  橋 本 000

304 0
振球犠盗失残併
2100240
投 手 回  安責
秋 山 3  43
関 口 3  22
谷  2  31

橋 本 l  oo

占
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１

０

１

１
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３ ‐

３ ‐

４ ３
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“

饗

2回戦

【大阪市】   打安点

§ 富藝|||
7  磯 本 100

3m轟
1 加 藤 100

3362
振球犠盗失残併
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2回戦

東京都 (明治生命)

札幌市ll[lltil:|:【
き
幌市

:々県 :]i

l 樋 口 000
2960

振球犠盗失残併
12310160

港林言 早% '7

挙 岳 ワ  ↑7
時間最雰 

上原 藤光▽二塁打 長沢 門間▽2

ｌ
今
松
佐
六
木
渡
若
山
河
藤
田

市山

　

　

　

　

　

　

　

９

福
⑨
８
④
②
Ｈ
⑤
◎
０
０
０
①
Ｈ

投 手 回 安責    振球犠盗失残併
伊 藤8% 82    5212183
加 藤 1% 21    投 手 回 安責

田 村 751
田 井 3 10

7奪言】分
佐竹 1号 佃相 若松2号 け詢 ▽

2回戦

1  及 川 000
H  畠山和 100



2回戦 (再試合)

神戸市 (川崎菫工)

010000002
11040000X

和歌山市 (住友金属)

準 決々勝

釜石市
０

×

＞

０
０
車
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０
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釜
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０
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０
０
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０

１
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０

１

＜
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市
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投 手 回  安責

筈肇:%1:日
二
美損賀じワ時簡里分|

準 決々勝

磐田市 (ヤ マハ発動機)

10100002
00200100

和歌山市 (住友金属 )

市

西

野
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栗

黒
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嶋

三
前

松
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③
り
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⑨
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ｌ
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打安点
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振球犠盗失残併
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投 手 回  安責
増 井 5  72
山本賀  % 21
鈴 木 3% 43

1棄奉I尋言早i号9農
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０
回
３
４
１
１

躍４２２３肝科諦瑯′‐ヽ杉

準 決々勝

金沢市 (電電北陸)

000000102
30050000X

福山市 (日 本鋼管福山)

打安点
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321
100
322
110
310
513
100
220
300
310
212
100

⑥
６
⑥
③
⑦

Ｈ
⑨
②
①

Ｈ

振球犠盗失残併
3622092

書 霜 ワ  著T
浜口守 2  22

誡讐曽諭淵懃憔 ;三塁P

準々決勝

東京都 (明 治生命)

002101002
000003011

札幌市 (北海道拓殖銀行)

振球犠盗失残併
5811161
投 手 回  安責
松 本 5% 93
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①
ｌ

棚０７０回戦４１

罐３３‐‐時岬赫鵬
:曇、肇nl
山内2 河井
▽2時間46分

-5回

:…
左前打で藤山がホームイン。捕手。前嶋

振球犠盗失残併
3102180
投 手 回  安責

l: |を :|  :1:I羊最重li最野
準決勝
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第54回大会躙 鵬 l撃
~歴

L雷腎

推薦和歌山市・イ主  友  金  属  5

東 京 都 0東     鉄 6

神 戸 市・りll崎 製 鉄 神 戸 3
室 蘭 市・新 日 鉄 室 蘭 2

名古屋市・ 電 電  東 海 0
浦 和 市・ 日 本 通 運 4

堺 市・新 日 鉄 堺 4

浜 松 市・河 合 楽 器 3

福 山 市・ 日 本 鋼 管 福 山 11

釜 石 市・新 日 鉄 釜 石 5

大 阪 市・ 日 本 生 命 4

東 京 都・ プ リンスホ テル 3

10

8

東 海 市・新 日 鉄 名 古 屋 7

苫小牧市・王子製紙苫小牧 6
長 野 市・電 電 信 越 2

浜 松 市 0日 本 楽 器 9

[T::く
『

聾 £ 両 夏

太 田 市 0富 士 重 工 業 3

門 真 市・松 下 電 器 1

和 光 市・本 田 技 研 1

松 山 市・電 電 四 国 1

り‖崎 市・三菱 自動車川 崎 4
京 都 市・三菱 自動車京都 9
鹿 島 町・住 友 金 属 鹿 島 5

名古屋市・ 国 鉄 名 古 屋 0
川 崎 市 0日 本 鋼 管 5

光 市・新 日 鉄 光 2

川 崎 市・東 芝 6

熊 本 市・ 九 州 産 交 3

仙 台 市・電 電 東 北 4

東
芝

16打数 9安打 8打点、 5割 6分 3厘の猛打を

発揮した川崎 。宮崎二塁手は、橋戸賞と首位

打者の栄冠に輝いた。同選手の父、要氏は、

福岡市 。西日本鉄道が都市対抗を制した第19

回大会 (昭和四年)に好打のトップバ ンヽタ~

兼監督としてi舌量 橋戸賞を受けており、大

会史上初の親子二代にわたる橋戸賞獲得であ

った。

東海の活躍も見事だった。 1回戦で苫小牧

市 。王子製紙苫小牧を前田泰弘 (サ ンジルシ

醸造から補強)の逆転サヨナラ3ラ ンで破り、

7度目の都市対抗で初の 1勝をあげてから波

に乗った。浜松市 。日本楽器には14安打を浴

びせ、浦和市 。日本通運戦では中村淳の先制

2ラ ン、 3回に伊藤秀次 (三菱名古屋から補

強)の 3ラ ン、 5回前田の 2号ソロと3本塁

打で浦和を沈めるなど、あざやかな活躍でエ

ース渡辺岡Jが久慈賞、前田外野手が特別賞、小

川隆外野手 (三菱名古屋から補強)力鰤 子

賞を受賞した。前年の覇者、住友金属は、開

幕戦で 9回に3点をあげて同点とした力ヽ 延

長10回の二殖商塁に1甲 し出しの四球を与えて

東京都 。東鉄に敗れた。推薦出場チームの 1

回戦敗退は、5年ぶりのことで、一方勝った東

鉄は第17回大会以来37年ぶりの自星だった。

また1回戦では、17年ぶりに出場した鹿児島

市・鹿児島鉄道局が 1点差で東京都・熊谷組

に勝ち、門真市 。松下電器は島田行雄の2ラ

ン2発など12安打で和光市 。本田技研にコー

ル ド勝ち。初陣の鹿島町・住友金属鹿島は、

延長12回 を演じたすえ、京都市 。三菱自動車

京都に'階敗したのが目立った。

打撃上位の大会で完封はわずか 3試合、 1

回戦で川崎市 。日本鋼管の左腕・古川利行

は、19歳ながら名古屋市 。国鉄名古屋を2安

打で、浦和の左腕加藤正次も名古屋市 。電電

東海を5安打、 2回戦では大阪市 。日本生命

の早瀬万豊がk前年度準優勝の福山市・日本

鋼管福山を5安打、無四球で完封した。

ま月 |1崎勢 3チームは強く、 2回戦で揃っ

て勝ち、ベスト8に進出した。同じ都市の代表

3チームが揃って 8強にコマを進めたのは、

56回大会の東京都代表 (電電東京、東京ガス、

リッカー)以来のことだった。

東芝は応援団コンクールでも最優秀賞に輝

き、喜びのダブル優勝を飾った。

史上初、親子二   戸賞
川崎市 。東芝が東海市 。新日鉄名古屋を降

し、 5年ぶり2度 目の優勝をとげた。川崎は

準 決々勝の 4回、打者一巡で 5点 をあt共 同

じ川崎市の日本鋼管を倒 し、準決勝では5回、

宮崎剛の2ラ ンを合む 3連続長短打などで 5

点を奪い、姫路市 。新日鉄広畑に逆転勝ち。

決勝は2回に先手をとられたものの、その裏、

宮崎岡Jの 2ラ ンで逆転、東海の 5投手に11安

打を浴びせて快勝した。各試合で好打を放ち、

346



東海市

川崎市

猛攻川崎また 2ケタ安打

川崎市 。東芝はまったく強い。東海市 。新

日鉄名古屋に先制されたものの、すぐはね返

し、この日も2ケ タ安打の猛攻をみせた。東

海は3連投の渡辺にすべてをかけ、この渡辺

を盛りたてるように2回、小俣が三遊間へ適

時打して先手をとった。ところ力ヽ 渡辺は疲

れから球が走らなかった。その裏、宮崎に高め

０

×

耀
００
‐０餞１‐‐０２２３０蒻

の好球を投げて逆転の 2点本塁打を浴びた。

3回には死球ヽ四球を出して降板。代わっ

た池尻も火のつい河 ‖崎の猛打を抑えること

ができなかった。川崎は鈴木四球の二死満塁

に、当っている宮崎が中前べ決打して 2点を

加えた。 4回には二死から武智が左中間二塁

打のあと、青島が中前へ、福本は左前へ好打

して池尻をKO。 代わった藤井に鈴木が中越

え二塁打して決定的な3点を加えた。

東海は3回、水谷力流 翼へ二塁打して川崎

の先発・り|1端をマウンドから降ろし、代わっ

た岡田に古りIIが右前へ適時打 して同点。 4回

には代打・山本が本塁打 して食いさがったが、

川崎の強力打線を抑える投手がいなかった。

川崎は6回、宮崎がこの日3本目の安打を放

ち、四死球の一殆 商塁に黒紙が適時打してト

ドメを刺した。

父のおかげと涙隠さず
史上初の規子二代の橋戸賞受賞に輝いた川

崎市。東芝の宮崎二塁手。「オヤジがこの後楽

園のどこかから見守っていてくれたのです」

と涙をぬぐおうともせず話した。

父親の要さんは慶大時代から同じ二塁手。

第19回大会では福岡市・西日本鉄道の監督兼

二塁手、トップ打者としてチームを引っぱり、

初優勝に導いて橋戸賞を受けた。その後プロ

野来 西鉄の初代監督もつとめた力ヽ 日召和40

年、49歳の若さで病気のため翻屋をとじた。

宮崎は専大時代、足を買われてもっぱら代

走要員だったが、社会人になって一気に開花、

酬 獲 セヽ ・細 。肝 l麟

今大会では強打の川崎にあって “恐怖の 7番

打者"と 勝負強いバ ソヽテイング。守っても軽

快なフィルディングでピンチを未然に防ぐな

ど大活躍。「甘い球を軽く打てとの教えを守

っただけ。本塁打できるタイプでないのにな

にか大きな力らがあと押ししてくれたような

大会でした」とふり返っていた。

◇2打席連続本塁打 門真市・松下

電器の島田行雄外野手は1回戦の和光

市 本田技研戦の5回と7回に本塁打。

史上■人目。

◇満塁本塁打 姫路市。新日鉄広畑

の尾形正己外野手は、1回戦の大田市・

富士重工業戦の8回、向田投手から。

史上1タトロ。

「熱闘10年分J意地の国鉄
17年ぶりの出場で “旋風"を巻き起こした

東鉄力Ⅵ 野ヽ賞を受賞した。「赤字問題」で大

さわぎの国鉄だ力ヽ 開会式直後の試合で前年

の王者 。住友樹属を延長の末 降して実に37

年ぶりの勝利。 2回戦の神戸市 。川崎製鉄神

戸戦でも2回で 5-0と リードされながら14

安打の猛反撃で逆転勝ち。ベス ト4進出をか

けての浦和市 。日本通運戦では1点差で涙を

飲んだものの6-0からの反撃でスタンドを

わかせた。

チームー九となったファイトあふれるプレ

10250
投 手 回 鰤 厳
渡 辺 2%3123
池 尻 1 4022
藤 井 1%2041
八 日  %1000
調 2 1300

瑚 轟深く虐る1夕号脅計弩稲ぎ7梨冒
田
姜

智▽2時間57分

決勝の朝早く、監督に先発志願

東海市 。新日鉄名古屋

渡辺 岡J 投手

新居浜商高から昭和50年に新日鉄名古屋に入

社 スライダーを武器に活躍:日 本生命t日

本通運の強豪に完投勝ち、久慈賞を受賞した。

現在は新日鉄名古屋製鉄所技術研究部勤務。

2回の補強を含め7回目の後楽園だつた

力ヽ それまで全部初戦で負けて6連敗。予選

から調子がよかつたし、なにカゴなんでもと思

って1回戦の王子製紙苫小牧戦で先発した。

でもかえつて力み力,肖えず1回表  3点本塁

打されてしまつた。それからはていねいに投

:ス うちもジワジワ追いあげたカミ 5回で交

代した。9回裏の攻撃のとき3点リードされ

ており、「まただめだったか」と口惜しい思

いをしていたのカミ三菱から補強のィlり |lbl・

野手が適時打tなお二死一。二塁でサンジル

シから補強の前田泰弘外野手が左翼席に目の

覚めるような逆転サヨナラ3ラ ン。あのとき

は飛びあ力
'つ

た。

次の日本楽器戦も当然先発だと思っていた

のに、本田から補強の池尻康晴君が完投勝ち。

それだけに準々決勝の日本生命戦は根性を入

れて投げた。10安打も打たな 毎回走者を背

負つてのビンチだったカミ連打はされなかっ

た。一番いいビッチングができたのは準決勝

の日本通運戦だつた。スライダーがよく切れ

た。うちがリードしたの(む こうは打ち気

にはやり、それではとポールになる球を打た

せて完投した。その夜はほとんど寝られなか

つたが朝早く柘植康之監督の部屋に行き「先

発したい」とお願いした。自分が「投げたい」

のタイプだし「これ 01詔刻 と志願したのだ

カミ疲れもあって球力梵 らなかつた。打たれ

たのは悔いが残る力ヽ 今にして思えばさすが

東芝も全ての面ですごいチームだった。 そ

れでも都市対抗であれだけやれたのは大きな

励みになったし、補強の選手も大活躍で、力を

合せることの重要さを教えられた。野球人生

のなかで忘れられないいい思い出だつた。



―と粘りは見事で、入江監督は「出場32チー

ム中、力は32番目でも、闘志だけは負けない

と信していた。3試合も晴れ舞台でやれて、

10年分まとめてやらせてもらった気分。 (国

鋤 ⇒ こういう状況Q野 球を続けさせても

らい、少しは恩返しができた」と喜んだ。

宿含でも営業マンぶり
逆転サヨナラ3ラ ンをはじめとする2本塁
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武 田 5%53
高 橋 1% 21
小 杉  %01
松 本  % 00
古 賀 2  11
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振球犠盗失残併     1  山 下 000
6321161            43124
投 手 回  安責   振球犠盗失残併
り|1崎 4 64  6431191
吉 岡 2% 40   投 手 回  安責
阪 本 4% 10  関 口 51/6 61
浜 甲 1 10.:f基 田  %2?浜甲l H■

2ケ量:多 ii
山 下  % 20

岡奮言1 需昌臭;9尋杏3沐
▽二塁打 木脇

打を含め、15打数 8安打 7打点と暴れまくっ

て、東海市 。新日鉄名古屋の初の決勝進出の

原動力となった前田外野手 (サンジルシ醸造

から補強)に特別賞力瀬曽られた。

ふだんはサンジルシのみそや しょうゆを売

り、スーパーなどを中心にお得意を回る営業

マン。東京の宿舎からも、注文とりの電話を

続けるなど、社会人野球の手本のようなヒー

ローだった。

1回戦

:磋 ン 運 昌
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％

％

２
回
３
３
１
１

２
手
村
舛
内
平

３
投
川
竹
竹
中

牧

１

０

小
１
０
＞

苫
０
０
屋

紙
１
１
古

製
０
０
名

子
０
１
鉄

王
０
１
日

＜

３
０
新

市

　

＜

牧
　
　
市

小
　
　
海

苫
　
　
東

貴

４

０

２

０

安

６

１

３

１

辮
６‐
失
０
回
５
１
２
１

聯４３４０時洵協椰岬
器
３
１
研

電
０
０
技

下
１
０
田

松
１
０
本

市
　
　
市

真
　
　
光

門
　
　
和

責

４

０

３

０

安

５

０

７

０

辮
３０　
％
％
％
％

失

２

回

４

　

２

盗

０蹴５‐‐時嘲漱峰原

Ю
幡
理
時

１
＜

▽

▽

田
②

野

２

島

号

北

林

樹棚期林け

▽
＜

▽
打
間

振球犠盗失残併

責

３

安
６

１
回
９

３
手
瀬

３
投
早

蚤肇打議甲:解
瀬)▽三塁打 西本
▽二塁打 赤井▽2時
間26分

1回戦

I,ラE菫鼻甲富曼9岩
井 ▽3時間20分

1回戦

【

§

真市
≧
楠  ITi

H  広 岡 000
6  鍋 島 000

1萎 華
§奎富:||

341211

【
8光
市準 野 ITi

H   岸  101
R  下山田 000
1  中 後 000
1   原  000
H  宮 崎 100
3儀 里 :::

2631

貴

１

安

３

併
０

残
６

失
０
回
８

蹄‐６２３時脚

振球犠盗失残併

占
小０
０
０
２
０
１
３
０
０
０
０
０
０

安
１
０
０
２
０
２
１
０
１
０
２
１
１

打
４
０
２
３

・０３
４
０
榊
１
４
４
３

沢

¨
口
田
木
井
田
野
木
名
内
葉
口

々

責

３

４

安

６

４

辮

‐０ ‐

　

％

失

０

回

５

３

盗

２鴎
５６手
日本

振
４
投
樋
山

1回戦

＞
０
０
器

堺
１
０
楽

鉄

１

３

合

日
０
０
河

新

０
０
＜

＜
　
　
市

市
　
　
松

堺
　
　
浜

【堺市】    打安点

3  南 E1 000

§  軍 掃 |||りl1 110

'‖

 100
原 000

H  江 川 100
1  萩 原 000
H  櫓 口 100

1回戦

騨 騎彎
投 手 回  安責
松 田 6  92
鈴 木 3  32

矢田

‡僣動円:

【δ野市碧 田 7'i
p 藩雷1::

會::|||
8 継謀 :::
H  栗 原 100

0 嘉委:::
①  高 野 200
1  北  りl1 000
H  堀 川 100
1  上 田 000
H   森  000
R  松 橋 000

294 2

【

責

１

１

安
３
１

辮
９‐

失

１

回

８

１

盗

１蹴６５２時′ｊヽ磯劉
振球犠盗失残併
2710280

[ ] ]% ]1  ::言 1l1111:目

)

1回戦

|III]i]][り lllll

東
元
田
本
野
賀
田
部
下
松
田

ｌ
板
石
和
藤
河
結
武
夕
滝
小
池

市山松
⑤
③
Ｏ
ｇ
Ｏ
ｇ
②
２

①

ｌ

Ｈ

打安点
400
421
400
400
310
300
100
100
000
200
100

1   森  000

0 驚苦:::
4 三 倉 000

3031
振球犠盗失残併
3100031
投 手 回  安責
滝 下 1%54
1ヽ 松 5% 20
森  1  00

責

１

安

３

辮
６０
失
０
回
９

盗

１蹴５６２時嘲

角
田 島
潮 田



…

8回鹿児島は溝塁■里剛:l力漣転打。一塁から本塁を突いた渡辺はアウト

2回戦

Ｏ

Ｘ

一戸

０

０

神

１

０

鉄

１

０

製

１
２
＞

崎

０
３
鉄

川

４
４
東

市

　
　
都

一戸
　
　
　
一示

神

　

東

山 口 300
H  内 田 000
R  滝 水 000水 000

林 000

1  高根沢 110
l  渋 谷 211
1  薗 田 100

32149

点
０
２
２
１
０

安
１
１
２
２
２

打
３
４
５
３
４

10
00

＞
塩

責
５
１
２
０
沢

併
０安
５
２
３
１的
勤

蟻
０‐‐回
２
嗜
吻
２っ
窪

盗
３　
　
　
　
　
１＞
分

鶏
７６手
沢
麒
谷
田
姉
齢
剛

振
１投
梅
高
渋
薗
＞
＜
時

沢
号
３

梅
１
▽

＜
鍋
重

号
真
八

１
＞
小

井
沢

荒
根
鳥

高勤
引
Ｍ

本

１

▽
鳥
井

占

小
２

０

０

０

０

０

安

２

１

１

２

０

０

打

５

５

４

５

０

３

生
田
松
池
辺

麻
増
小
上
渡

林
山
重
沢
井

小
内
小
梅
塩

櫛０００００２醐

日

１

０

新

市
　
　
市

和浦
　
　
堺

倉
川
期
浦
　
勅

米
花
浦
　
山
浦

市

７

堺
⑨
④
◎
②
Ｒ
③

京都】東
③
⑥

③
⑤

Ｏ
ｏ
Ｈ

４
（Ｑ
②
①
Ｈ

責

２

２

４

安

５

２

７

辮
７‐
％
％

失
２
回
１
１
５

盗
２蹴４５３時劃醐醐

2回戦

⑨  辻 山 300
H  岩 井 100
1  佐 山 000
H  坂 本 100
R  横 北 000
1  加 藤 000

0 髯 奈 :l:①  清 水 310
1  中 後 000
H9 町 田 000
振球犠盗失残併

3793

ら  実 蒼 :
9 藤 本 0

H 土 井 1

⑤  岡 沢 2

H 南 口 1

①  中 川 1

H 馬 場 1

1 萩 原 2

1 清 水 0

③  西 垣 300
3810

責
１
２
０
水
分

安

４

４

１
清

１８

３
　

　

　

　

＜

間

１０
　

　

％

％
②

時

く

〓

責

３

０

０

０
号

▽

安

９

０

０

１
２
＞

３
投
中
萩
清
＞川

打
中
塁

＜

ニ

藤
原

９
　
％
％
　
　
倒
軌

２

回

７

　

１

１

　

＜

０
　
　
　
　
　
打
号

１
手
水
後
山
藤
墨
１

６
　
　
　
　
　
本
島

６
投
清
中
佐
加
▽
牛

振球犠盗失残併
34112103
投 手 回
中 りl15
萩 原 3%
清 水 1%
)英菖↓諄番

350

2回戦

[[[|:li]tilll:
市阪

　
　
　
　
　
９

大
④
０
０
０
⑨
Ｒ

井
本
田
藤
田
紗
尻

31
30
41
41
42
00
41
30
31

振球犠盗失残併
4143134
投 手 回  安責
早 瀬 9  50

振球犠盗失残併
1000120
投 手 回  安責
浜口守 3  54

▽本塁打 森田 l ttЭ  広 田 3  10

1言
F厭

讐3早l誌  豊

山

塁 1娩  ||

2回戦

【
§
都市
首目具 I:i

會曹[ill
H  郡
8  大 田

8 費慣
H 田 所
2 後 藤

9 嘉 果
1  織 田 000

1弄 誌:::

ヽ
ノ
０

×

都
０
０

一泉
０
０

車

０

０

＞

動

０

０

管

自

０
０
鋼

菱

０
０
本

三
３
５
日

市
　
　
市

都
　
　
崎

占示
　
　
川

責

３

０

０

０

０

安
３
３
３
１
１

棚０８４回２綺物％蒻

罐６８００時担嶋麟腕制

34113
振球犠盗失残併
26000101
投 手 回  安責
吉 岡 1% 35
阪 本 4% 30
織 田  % 00
川 崎 1  00
▽本塁打 松井 1号②
(吉岡)▽二塁打

羽二生 関 ▽3時間

2回戦

０

×

０
０
屋

＞

０
１
古

器
１
１
名

楽

０
０
鉄

本
０
２
日

日
０
１
新

市
　
　
市

松
　
　
海

浜
　
　
東

打

５

４

３

４

２

３

１

０

３

１

０

３

１

０

１

‐囃蜘向崎鰯剌繭刺蜘脚脚晦蹴′Ｊヽ磯略

市潮
④
⑤
⑤
③⑦
⑤
Ｈ
５⑨
Ｈ
２②
Ｈ９①
Ｈ

【浜松市】  打安点

5  西 川 000
⑨  中村和 300
H  伊藤功 100
2  秋 山 000
②  佐 藤 310
H9 伊藤裕 100
9 磐蓉:8:
1  劉  200

3373
振球犠盗失残併
9322191
投 手 回  安貴
小 磯 3  83
劉  5  62

2回戦

8:田言ill
33145

振球犠盗失残併
31504100
投 手 回  安責
池 尻 9  71

▽二塁打 小坂 小川
▽二塁打 大野 小川
前田 小坂▽2時間36分

[[:11][il[!||:
鵬
④
⑤
Ｒ５
③
⑨
③
②
Ｈ
Ｒ
７

打安点
511
300
100
531
410
423
300
000
000
000
400
420

振球犠盗失残併
3311181

畿 香 ワ  言〒

野
三
塁響 幕3v尋暑

30分

2回戦

7  渡 辺 200
④  白男川 200
H  古 葉 100
1  田 中 000
1  晴 永 000
H  樋 口 100
②  永 井 100
H2仲 村 200
①  緒 方 110
1  石 原 100

市】
正 田

H4  格  110
264 1

振球犠盗失残併
9530251
投 手 回  安責
緒 方 4% 94
石 原 2% 00
田 中 1  00
晴 永 1  11

願
晴
木
智
島
本
木
崎
斉
水
山
藤
端
岡

市
　
池
新
武
青
福
鈴
宮
安
泉
杉
伊
川
鶴

崎

　
８
　
　
　
　
　
　
　
２

川
③
Ｈ
⑥
◎
０
０
０
０
②
Ｈ
Ｈ
２
①
Ｈ

１
０
北

＞

０
０
東

芝
０
１
電

東
０
０
電

市
　
　
市

」
町
　
　
　
　
ム
ロ

川
　
　
仙

責

３

０

５

０

０

安

５

１

３

１

１

併

０

残
５
　
％
％
％
％

失
０
回
５
１
　
　
１

盗
３蹴９２０時隷赫樫脚制

点
０
０

安
１
０

打
４
１

ム
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
うｏ

仙

③

一〇

〇

Ｏ

Ｒ

５

②

②

⑤

Ｈ

Ｈ

⑥

Ｈ

６

①

ｌ

Ｈ

ｌ

ｌ

制雌制蜘耀腑溝醐癬際購岬麻00
00

1 岡 田 000
36118

振球犠盗失残併
6421070
投 手 回  安責
川 端 6  52
岡 田 3  00

1tti言
準
]言

菫
][鼻

▽2時間59分



2回戦

門真市 (松下電器)

00201010000
01000012001

川崎市 (三菱自動車川崎)

占
”１
０
２
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０

安
１
０
４
１
３
３
０
０
２
０
０
０
０
０
０

打
４
４
６
５
６
４
１
２
３
０
１
１
０
１
０

‐
鵬
超
劃
角

′ｊヽ り‐‐
』
却
怖
脚
赫
増
嘲
螂
螂
岬

市鵬
④
◎
◎
◎
⑤
◎
②
Ｈ②
Ｒ
ｌ①
ｌ
Ｈ
ｌ

[菅阜
0占警サ

すT

霞
原
喬:像 :iネ豊ざ:‖憲T

上 野 1  00
山 岡  % 41
阿 部 1%10
三 宮 3  00

▽本塁打 玉川 1号 (原)▽三塁打 北口▽二塁
打 平岡 前嶋 小川2▽ 3時間26分

準々決勝

浦和市 (日 本通運)

510001
0002il

東京都 (東鉄 )

投 手 回
中 後 5

佐 山 3%
清 水  %

責

３

４

０

安

５

６

０

▽本塁打 上地1号②
(中後)杉本1号 (渋

ΘL菫券
2謡

J竺」
打 渡辺 小松 小八重
▽3時間7分

責

５

２

０

０

安

６

４

１

１

辮

７ ‐

　

％

％

失

２

回

　

６

１

１

躊６６３‐時脚精岬離
応援コンクールでも最優秀漬となっ7J川崎・_。 おなしみのサザエさん■家も総出で熱演

準々決勝

東海市 (新 日鉄名古屋)

20200i000
000010100

大阪市 (日 本生命)

打安点
400
310
210
521
213
400
310
410

振球犠盗失残併
5731080
投 手 回  安責
渡 辺 9  102

準 決々勝

姫路市

川崎市

打安点 【川崎市】   打安点

3  :[[ :||

§鋪 !|!
②  武 藤 000
9  佐藤浩  100
9  潮 田 200

8 豆 塁 :::
1  阿 部 000
H  平 野 100
1  三 宮 00
H  米 田 11
R  清 水 00
5 大久保 000

2962
振球犠盗失残併
7411040
投 手 回  安責
上 野 5% 43
阿 部  % 00
三 宮 2  21
71ヽ

“

源  1  00

3奎量好 量目純li9話義3ち毒目嘉言
(三宮)

併

０

残
９
　
％
％

失

０

回

２

　

３

１

２

罐８‐０２時雌醐脚購輔
尻
３５

井
間時罐

Ｗ
田

打

内

塁

竃掛
分

０
０
崎

＞

１
３
川

畑

３
０
車

広

０
０
動

鉄

０
０
自

日

０

０

菱

新
０
〇
三

田
辺
川
玉
野

ｌ
正
川

市鵬
④
⑥
Ｈ
Ｒ６③
。
③
Ｈ
８⑦
②

42
20
00
10
40
21
200
113
110
400
300
100
300
100

振球犠盗失残併
5301142
投 手 回  安責
西村基 6% 50
藤 高 2%10

準 決々勝

川崎市 (東芝)

002500010
000100010

川崎市 (日 本鋼管)

東海市 (新 日鉄名古屋)

023010000
001000001

浦和市 (日 本通運)

3141
振球犠盗失残併
9401160

▽本塁打 中村 1号②  投 手 回  安責

藤↑配踊熟℃習凛な: ::
塁打 辻▽2時間18分  兵 頭 1  00
準決勝

姫路市

川崎市

誅４‐０４００４３‐００００００２００４‐３４‐０４‐２４００４０〇一３４７６　　蟻４‐

咆
謳
顆

Ｏ

Ｘ

畑

０

１

広

１

５

鉄
３
０
＞

日

０

０

芝

新
０
０
東

振球犠盗失残併
6441261
投 手 回  安貴
黒 紙 4  42
池田親  % 21
川 端 41/3 20

【
骨
路市

i曇 Ii]

::《 |!i

3溜鶴:::

9辱中喬(::
H  西 川 100

9票村蕎i::
H  黒田純 100

35あ 晋:::
3184

掘サ言守容撃T
投 手 回  安責
西村基 3% 50

維 劃 首遊
1課

J電 げ 絲 鷺 藉 ワ
時間42分

351



釜  石  市

仙

証
築輛̈一一難
薫
攀
一一
市

大
大
商
大
大
高
大
大
商
大
大
大
大
高
大
大
大
高
大
大
大
大
大
専
大
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第55回大会  イ霧選提
卸期

推薦り!1崎市・ 東 芝 2

松 山 市・ 電 電 四 国 4

浜 松 市 0日 本 楽 器 9

福 山 市・ 日 本 鋼 管 福 山 7
J‖ 崎 市・ 三菱 自動車川 崎 8
大 阪 市 0日 本 生 命 7

札 幌 市・電 電 北 海 道 6

堺 市・新 日 鉄 堺 5

釜 石 市・新 日 鉄 釜 石 2

鈴 鹿 市・本 田 技 研 鈴 鹿 4

川 崎 市 0日 本 鋼 管 1

11

4

神 戸 市・神 戸 製 鋼 0

浜 松 市・河 合 楽 器 2

京 都 市・三菱 自動車京都 3
千 葉 市・ JII崎 製 鉄 千 葉 1

金 沢 市・電 電 北 陸 4

東 京 都・電 電 東 京 1

神 戸 市・三 菱 重 工 神 戸 2
浦 和 市 0日 本 通 運 4

大 分 市・ 新 日 鉄 大 分 7

横須賀市・ 日 産 自 動 車 5
名古屋市・電 電  東 海 2

日
産
自
動
車

東 京 都・ プ リンスホ テル 1
和歌山市・住 友 金  属 9
盛 岡 市・岩 手 銀 行 4

倉 敷 市・ JII崎 製 鉄 水 島 7

札 幌 市・北海道拓殖銀行 6

塁言::::I:][登 :[1聾
ノ
:

日 立 市 0日 立 製 作 所 5

北九州市・新 日 鉄 八 幡 2

打つた打つた !本塁打7日本

横須賀市 。日産自動車が初優勝し、黒獅子

旗を握った。創部26年 目の宿願達成である。

7月 24日 開幕 した大会は、第23回ロサンゼル

ス・オリンピック (現地28日 午後 日本時間

29日 午前開幕)と並行して行われ 決勝は横

須賀と川崎市 。日本鋼管の神奈川同士カサ鐵

した。両チームの決勝対決は第44回大会以来

11年ぶり2度 目Q試 合は二転三転、強打の

応酬で激しいシーソーダームを展開し、横須

賀が10-90川崎を振 り切った。

決勝戦での両チームの安打は、合計3木
本塁打 4本。優勝した横須賀は、 5試合で 1

57打数50安打、チーム打率 3割 1分 8厘、本

塁打 6を記録した。川崎は166打数56安社

チーム打率は3割 3分 7厘、本塁打11本Q
“ハガネ打線"の名をはしいままにした力ヽ

あと一歩及ばず涙をのんな

フィナーレを打撃戦で飾ったこの大会は、

初日の 1回戦 3試合を15本塁打で幕開け。ま

さに打撃の大会、ホームランの大会であった。

完封試合はわずか 1試合。 1回戦0‖崎・日

本鋼管の力廃・古川利行投手力ヽ ネ申戸市・神

戸製鋼を7回完封 (コ ール ド)しただけだっ

た。

本塁打は開幕試合から準決勝第 1試合ま

で、29試合連続でとび出し、本塁打が出なか

った試合は、準決勝第 2試合の横須賀 。日産

自動車一札幌市 。北海道拓殖銀行の 1試合だ

けで、大会の本塁打総数は7ン凡 鬱本の従来

の記録を軽 く抜いた。78本の中には、都市対

抗通算「1000号」が生ま才ι 2打席連続

本塁打を記録した選手は4人にのぼった。川

崎市 。日本鋼管の前川納 手は、 3本の

本塁打を放ち、個人通算最多本塁打タイの「 9

利 を記録した。

橋戸賞は横須賀市 。日産自動車の若山哲男

内野手が受賞。久慈賞は川崎市 。日本鋼管・

前 l嗜詔汐卜野手、小野賞1琳占りの野球でベス

ト4に進んだ札幌市・北海道拓殖銀行に贈ら

れた。若獅子賞は大分市 。新日鉄大分の岩切

利治投手が受賞した。

公開競技のロス五輪に参加した社会人と学

生選抜の全日本チームは、決勝で米国を破っ

て優勝した。黒獅子旗を獲得した横須賀市・

日産自動車を中心とした全日本は、10月 キュ

ーパの′Vヾナで開かれた第28回世界選手権に

参加、決勝 リーグ3勝 4敗で 4位に終わった。
喘 J・ロデし¬鳳 日ヽ産自世 イン
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横須賀市 (日 産自動車 )

020000350
lo0012041

川崎市 (日 本鋼管)

合計33安打の壮烈逆転劇

逆転に次ぐ逆転で、最後まで勝敗の行方の

わからない打撃鐵L 4回から雷嶋をともなう

激しい雨力沼Lっ た。

1回、前 ‖の適時打011崎市 。日本鋼瞥が

先行した力ヽ 横須賀市・日産自動車 も2回 に

反撃、二殖両塁に堀添が一・二塁間を破り逆

転した。川崎は5回覇 魚 秋元が左翼本塁

打して同点、 6回には二死二・三塁に前川が

右前に2点適時打して再びリードした。

しかし横須賀は7回、先頭の本寸上力刻 、

代打大久f永 大野、鶴岡が古川を打ち込んで

また逆転。さらに8回には、若山の左前打を

皮切 りに高橋、米田の適時打で 2点。なおも

二死一・二塁に大野が左中間に3ラ ンを放

ち、一挙 5点を加えた。

川崎はその裏、代打島野が内野安打し、中

田が左翼 2ラ ン。磁部三ゴロ失のあと、前川

の二塁打、金久保は右前打で 4点。さらに9

回には、松井が左翼本塁打して1点差とつめ

寄った力ヽ わずかに及ばなかった。

センター返しで1000号

大会通算1000号本塁打を記録したのは倉敷

市・りII崎製鉄水島の渡辺和生外野手 (三菱自

動車水島から補強)。 青学大を卒業してリッ

カーに入社 3番打者として活躍したバ 休

部のため三菱自動車に移つた選手だ。

1回戦の盛岡市・岩手銀行戦の 1点 を先取

された1回裏、一死二塁で打席に入った渡辺

は「センター返し」を狙ったというが、その

一打はバ ッヽクスクリーンに飛び込む超特大の

逆転 2ラ ン。

“古巣"の リッカーは5日 前に事実上倒産

したのだが、そのショックをも吹き飛ばす一

発だった。

創立50年、背番号も50に

優勝した横須賀市 。日産自動車は、昨年が

会社膚1立50周年。田中久幸監督は背番号を

「50」 に変え、心中期するものがあったカミ

思いもよらぬ予臨

米静申面の強化をはかるため、座禅やミソギ

を取り入れたりした。エースだつた池田がプ

ロ入りしてポッカリ穴があき、日立った補強

もなかったが、全員が一九となって晴れ舞台

で 100%以上の力を発揮した。

知らずに…快記録日前
「中断は気にならなかったけど、記録のこ

とは全然知らなかった。知っていたら狙った

のに。でもかえって力んじゃったかな」と笑

ったのが、高知市。四国銀行から6連続三振

を奪った札幌市・北海道拓殖銀行の中村弘投

手。

6回の札幌の攻撃中に豪雨があり1時間42

分もの中断があった力ヽ それをはさんでの′決

記録。松沼博 (東京ガス)の持つ7連続三振

にあと1個 と迫っただけに「次は意識して狙

ってみますか」と汗をふきながら話していた。

◇個人通算最多本塁打タイ9本 りII

崎市・E本鋼階の前川善裕外野手は、準

決勝の浜松津市・E本楽器戦の7回、大

田投手から今大会 3号本塁打を放ち、

設 け灌詢1騨譴)のヤ,9本

の記録と並んれ

◇ 1大会最多本塁打70木 本塁打の

出なかった試合は1試合だけで 翻属

バットが採用された第50回大会の62本

塁打を大幅に興新した。

◇ 1試合最多本塁打 7本  1回戦の

大阪市 。日本生命タリ|1崎市・三菱自動

車川崎戦で大阪が 5本塁払 川崎が 2

本塁打を放ち新記録となつた。大西慶

典 ―
豊、赫 二がマークした

1イ ニング3本塁打は史上4度目。

◇ 1試合チーム最多本塁打タイ5本

大阪市・日本生命の野尻正博 (松下電

器から補強)、 井尻陽久 大西麒

早瀬万獣 赤井淳二が 1回戦の川崎市

.三菱自動刺 |1崎戦で。

川崎市・三菱自動剌 !1崎のィリlI欣也、

清水雅治、中野佐資 垣野多鶴 2本が

2回戦の札幌市・電電北海道戦4
川崎市 。日本鋼管の島野弘幸 2本

調 II熱、金久保孝治、確部寿知 準

決勝の浜松市。日本楽器戦で達成した。

5本塁打は第51回大会で松山市・電

電四国力将録 して蝋

◇満塁本塁打 金沢市 。電電北陸の

林洋内野手 (国鉄名古屋から補強)力｀

1回戦の千葉市・川崎製鉄千葉戦で佐

藤投手から。札幌市・J騨哺箋輌麟魔テ

の竹内昭文捕手が 1回戦の高知市・四

国銀行戦で橋谷投手から。 史上17、  18

本目。
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喜びよりも役目を果たせた気持ち

横須賀市 。日産自動車

村上 忠則捕手

詫 高から昭和

“

年大昭和製紙に入ネ量 
“

年

大昭和北海道に転勤。休部のため57年日産自

動車に移籍。強肩、強打の捕手として全日本

でも活躍。現在、日産自動車監督。

この年は第 3代表でやっと出場できた。予

選でどの投手も打たれ 久保恭久投手を使つ

たら、これが好投、自信をつけ後楽園でもよ

く働いた。

一番苦しかったのは2回戦のプリンスホテ

ル戦。リードしていたカミ 8回に締めつけら

れるような攻撃で同点とされ、しかも二死満

塁の大ピンチ。田中久幸帥 ミ 日本石油か

ら補強の右の高橋一彦投手をリリーフさせる

と、プリンスも左打者の佐藤良二君を代打に

使つてきた。東京予選でも代打本塁打してい

る選手。素直には攻められないと、ポールを

打たせるのに静いした。相手は打ち気両々 だ

ったので、外角のシュートで三塁のフアール

・フライにうちとったカミ流ねカプ リンス側

にいきそうなときで、ここが勝負どころだつ

た。

準々、準決とよくしのいで勝ち進んだカミ

本塁打だけは打たれないように気を配つた。

ホームランで展開がガラリと変わるの力
'こ

わ

かったためだ力ヽ ここまでうちの投手は1本

も打たれなかつた。

決勝の日本鋼管戦は結果的に打撃戦のよう

になつたカミ相手の割 晰り行投手は後半必ず

バテるのでkじつとチャンスを待った。案の

定7回に球が浮きだし先頭の私が中前打して

口火を切り4安打で逆転。 8回には大野久の

3ラ ンなどで5点。6点のリードで「もう勝

つた」と思つた。今考えると、それで気がゆる

んで考え方が雑になり、投手にも間を取らせ

ないで、激しい追い上げを受けてしまつた。

私の反省材料だつた。

優勝したときは、うれしさよりも、 日産自

動車に移つて、自分の役目を果たせたな、と

ホッとした気持ちだつた。

０

×

山

０

０

福
２
０
＞

管

１
０
器

鋼
３
０
楽

本
０
２
本

日
０
０
日

市
　
　
市

山
　
　
松

福
　
　
浜

「初回だし、グッッーだけは避けたかった。

1球目にカープがきたので、満塁だし次ぎは

まっすぐとヤマを張っていたらズバリで」と

二 ソヽコリ。

昨年春の東京大会で放って以来 2本目のグ

ランドスラムだった力、 「補強選手にしても

らった恩返 しができた」と喜んでいた。

1回戦

川崎市
2

0

大阪市

前年覇者また初戦敗退
2年連続 して前年度優勝チームが 1回戦で

敗退した。推薦の東芝は選手層も厚 く、補強

できないハンディをほとんど感じさせないメ

ンバーだったが松山市 。電電四国との対戦

で、せっかく同点に追いついた直後 石元、

河野に安打さオヽ さらにエースの黒紙が悪け

ん制。一死二・三塁とさオι 武田正にスクイ

ズを決められたのが痛かった。

武智主将は「守りのミスがすべて」と語り、

黒紙も「いつもどおりに投げたつもリカヽ ま

さかと思う球を打たれた。それにしてもけん

制を悪送球するなんて」とうなだれた。

電電四国は春の東京大会で東芝に1-11の

コール ド負けを喫している力ヽ のびのびと力

を出し切った会 じヽの勝利だった。

i回戦

札幌市 (電電北海道)

10301100
10013000

堺市 (新 日鉄堺)

崎
０
０

車
０
０
＞

動
３
０
命

自

１
０
生

菱
０
４
本

三
〇
３
日

助つ人が大仕事、満塁弾
大会史上17本目の満塁本塁打を放った金沢

市 。電電北陸の林洋内野手 (国鉄名古屋から

補強)。 1回表の守りで、一塁手の佐々木隆

カド負傷退場、代役で出場した文字通りの “助

っ人"。

1回戦

2  秋 山 310  R  山 内 000
①  小笠原 100  2  桧 垣 000
吉素雷:::8な 最:::

1暑 曇||II県
井
曇|||

T禦 里l::∵ 完冒:::
45188        39107

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
73001101     3200041

禁笠盾 ワ% す亨   書 議 ワ  言リ
上 野  % 00   早 瀬 2% 84
岡 田 1 10 加 藤 3%51
阿 部 2 00 北 口 1 11
井 上 3  20

言a]ざ]怠]首霧営:]緻li曽

7)

莉織制嚇醐輝脚灘浦崎場料鶴倒痢詢原藤］

市

　̈
　
　
　
　
３
　
３
　
　
　
　
６

勝
⑦
Ｈ
④
③
５
Ｈ
⑨
⑤
②
Ｒ
２
⑥
Ｈ
①
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ
③

打安点
310
100
510
000

0

0

3

1

1

00
000
00
00
00
00
00

000
100
430

１０

　

　

責

４

１

３３
　
　
安
６
５

併

０

残
６
　
％
％

失
２
回
２
３

盗
１

器
４‐
手
川
原

振
３
投
中
萩

責

４

１

０

０

安

８

１

１

０

％

％

％

％

回

４

２

１

手
川
谷
日
本

投
浅
島
樋
山

メ蒻田限のメ鳳の個圏Hこ鳩 U■

"費

駕諄[。 日膚多翻咤調圧ヨ

356

原  3  30

番3言1萩層)3三量井)言毘ξ号9孫晨鋭壽



鎌
410
311
400
400
410
420
420
311
000

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
3111050     2031270

i3::]尉暴

「
:三重再帯唇]lE2(言 1)

1回戦

1哨

乾(翻愈品|:

回び００⑤◎④⑧②Ｒ①

鈴鹿市 (本田技研鈴鹿)

200100001
000010001

釜石市 (新 日鉄釜石)

【鈴鹿市】   打安点

8 余普:::
6  江 原 100

9 臭感 :::
⑨  手 嶋 310
H  増 田 100
9  右 京 00

3[:‖
I 前 村 100

305 4

蚤舎言F▽〕黒嵩言9
1回戦

責

１

１

安

３

３

併

１

残
７
　
％
％

失

０

回

５

３

蹄６６２２時闘鰤

][[li]][illlll

H3 阿部啓 200
H3 上和野 100

9理 業々謙:::
1種 巣々重l::
4  和 田 000
9 舎暑:::
1  鈴 木 000
Hl石 崎 200
H  向 井 100

振球犠盗失残併
3300191
投 手 回  安責
木 村  % 32
古 溝 2% 45
鈴 木  1/6 00
石 崎 4  00
小 綿 1  00

【§敷市営 i lii
? 斎署l:る

1  佐 藤 000

籍≧
i磐

螢々|(i:]

▽2時間50分

責

１

２

０

安

３

６

２

鮒
７‐
　
％
％

失
１
回
３
１

４

蹄２７４０時動癬岬

!回戦

Ｏ

Ｘ

鋼

０
５
管

製

０
１
鋼

一′
０
１
本

神

０
０
日

市
　
　
市

一戸
　
　
崎

神
　
　
川

一Ｆ

　

　

６

一習

Ｑ

⑤

Ｈ

③

⑨

⑦

②

Ｈ

Ｏ

●

る

）
Ｈ

ｌ

Ｈ

ｌ

打安点

♀8舅 ill

3 1illl
9 鋒発:::

8  翼
二告 :::

H3 早 川 111

0讐 斉:::
271212

振球犠盗失残併
4367051
投 手 回  安責
古 川 7  70

30
10
20
31
30
31
20
11
31
32
00
10
00
11
00

安責
64
22 ▽本塁打 早川1号 (真鍋)

11 ▽二塁打 羽二生 井口
31 中田▽2時間9分

1回戦

:][|[][][lill:
【浜松市】   打安点

3重 景ill
②  大須賀 100
4  並 木 100

3 経奮:::

B II:||
§量ヨ|||
1  白 石 000
H  大 石 100

【

12
00
00

責

２

０

安

４

０

辮
５０　
％
％

失

０

回

８

盗
０蹴３２２時綱嗣

Ｏ

Ｘ

葉

０

０

千
０
０
＞

鉄
０
０
陸

製
０
０
北

崎
０
０
電

川
０
０
電

市
　
　
市

葉
　
　
沢

千
　
　
金

振球犠盗失残併
2510150
投 手 回  安責

嘗 署 :  1: 3奎量打 菫曇↓:尋高男)

樽 井 1  00 分

1回戦

打安点
村 401
原 310
瀬 400
藤 410
井 200
野 410
嶋 300
村 200

【

]沢

市

[:i選|]]
3   林  324

9署轟 :::

§二倉:||

３

①

ｌ

Ｈ

ｌ

Ｈ

劉‐５０回Ｍｌ５１

盗１蹴‐２‐時晦称鋼赫

110
000
000
100
100
100

2864
振球犠盗失残併
6330161
投 手 回  安責
上 原 9  41

安責
33

11 覇謡需11麗芦

1回戦

[i[IIl[liキ
|:II

ｌ
望
金
岩
伊
鶴

牛
岡
柿
片
杉
清
王
国
野
酒

市脚
⑥
り
ｏ
③
Ｒ②
③⑤
Ｈ②
①
ｌ
Ｈ
ｌＨ

月
丸
井
藤
　
島
田
沼
山
本
水
田

点

０

０

１

１

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

安

１

０

０

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

打

４

２

３

３

０

４

３

１

１

４

０

０

０

０

１

‐４

　

　

費

３

４‐

　

　

安

３

併
２

残
９

失

１

回

９

盗
０蹴５２０時卸

▽本塁打 岡田1号②

J菫樫狩
▽
暴号
打福贅

日野▽2時間36分

1回戦

貴

３

０

０

４

安

８

０

１

５

船

４ ０

　

％

％

失

０

回

４

１

１

２

躙‐６３‐時赫却期爾名古屋
TI「17ftlll:

横須賀市 (日 産自動車)

9襲場 る::

∫帯警fttT甘

【 打安点
421
311
212
300
420
300
100
411
31

田
添
野
岡
山

責

２

安
８

辮
７０
失

０
回

９
囃２３２‐時畑

Ｏ

Ｘ

＞

１
３

ル

＞

０
０
テ

属

０
１
ホ

金

１
０

ス

友

４
５

ン

住

０
０
リ

＜

０
２
プ

市

３

０

＜

山
　
　
都

駅̈
　
　
一ふ

和
　
　
東

投 手 回  安責
鈴木豊 6% 64
渡 辺 1  21

駐劃 想纏爵鶴廻鵠果(裕勘
杉山▽2時間31分

1回戦

8::!|ll][|||

齢轟島
鼎|§

ζ[|||112

: 言 早鋭 ii  礁
山 村 1  21   4山村121 

裏
4単 1占 91安

責
三 谷 3% 56
中 平  % 21
鈴 木 5  72

董議メ菫lttfi機電:零1:『
時間23分

【

0分

市

鷺 果 17i
H  山 下 110
R  品 田 000
5  永 元 000

3荼 護
][]:||

357



1回戦

][II[11]|!1111
安点
00

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

6  藤 光 000
①  藤 原 300
H  塚 原 100
R 浩 野 000

284 1

責

１

０

安
４
０

馴‐３０回秘２
』７０２‐時［漏

責

１

安

５

辮
８０

失

２

回

８
畔４７‐４時師剛

原奔曼塁1省査出尋)藤
▽二塁打 石津▽2時間
23分

iI[li][[[lllll
【

'智

TttII I]]

R  渡 辺 000
③  刈 谷 200
H  乃 - 100
8  浦 林 100

05[西 I:||
1  山 本 000
1  宮本典 000

3::ill
6  伊 名 000
H 」ヽ 橋 100

3041

田
川
本
原
木々

打安点
520
410
320
310
400
00
31
43
31
00
00

1回戦

責

５

０

１

０

安
３
７
２
０

併
２

残
２
　
％
％
％
％

失
０
回
　
６

盗
０蹴‐０００時隣『』蜘

横

朧鋤根

号
▽
岩

崎
木
田

松
鈴
石
分

＞

＜

　

２３

榊
Ю
疎
蝸

３

３

５

２

号

間

打

▽

６
４
５
２
印川
理
相

物吻％％痛朧紳鯛

口
野
木
川
塁
号

田
高
鈴
北
然
却
帥
瓢

[:]11:[「
キ:111

H7箱 山 100

9害 豪 :::
①  田 口 100
1  高 野 100
1  鈴 木 000
H  加 藤 100
1 北 り|1 000

2773
振球犠盗失残併
3010042
投 手 回  安責

振球犠盗失残併
2421081

挙村露 T  TT

I森蓉打西18キ量9弘 )

8:i髭 :姜確肝:
間42分 )

ｌ
長
安
山
藤
奥
高
関
小
真
末
大
宮

都競針
④
Ｒ４⑨
Ｒ９⑤
③
Ｈ３②
②
⑤
Ｈ

打
４
２
０
２
０
３
３
１
３
３
２
１

堀
岡

口
田
崎
橋

口
松
壁
川
滝
本

§EI:li
57需 泉:::
H9木 村 lH

358

▽本塁打 福良 1号 (西

村)▽二塁打 岡田
▽2時間4分

1回戦

幡

０
０
＞

八
〇
０
所

鉄

０
０
作

日
２
０
製

新

０
０
立

＜

０

０

日

市

０
２
＜

州
　
　
市

九
　
　
立

北
　
　
日

占

小
３

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

安

２

０

１

１

１

２

０

２

０

０

０

打

４

３

４

４

４

３

０

３

２

０

３

本
田
木
山
谷
口
原
田
藤
藤
永

ｌ
杉
内
鈴
国
神
野
荻
村
佐
遠
富

市立日
⑨
②

◎
０
０
③
Ｒ
⑥
①

Ｈ
④

占
小０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０

安

１

打
３部

村
崎
本
藤
　
田
林
川
宣
田

ｌ
　
　
　
　
　
平
　
　
　
田

市
山
本
山
福
加
　
沼
小
石
池
福

州九
一　
　
　
　
　
　
　
８

北
②
④^
◎
②
◎
Ｏ
③
Ｈ
⑤
①

Ｈ
1 石 田 210

3172
振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
3220061     1332061

鼈田聾 ワ  守ぢ   甚 霰 ワ  琴曹

7si:l蔦
岩i;8三董昇宣し架藤革号幕客琴)

2回戦

軍婚珊躍‖
点

０

０

０

１

１

０

１

０

０

安

１

２

１

２

２

０

１

０

０

打

５

４

３

４

４

３

４

３

２

東

元

田

正

田
好

谷

部

下

田

市

　

石
池

武

和

三
小
夕

滝

山松
⑥
０
０
０
⑨
③
④
②
①

責

５

１

０

安

８

１

０

船

８ ０

　

％

％

失

２

回

５

１

１

盗

１鶏
２３
手
下
森
田

振
６
投
滝
　
一神

l神
森
田 :::

H 鎌 ± 100
3393

H  伊 藤 111

6告 奮 :::
H  後 藤 000
R  金 沢 000
1  大 田 100

3297
振球犠盗失残併
5410060
投 手 回  安責
高 田 6  73
大 田 3  20

簡胞言
1森

'01星

野
滝
顧婆
武
唇占
号
覇薔vち等

2回戦

II[|[[il[ll!||∵

1 阿 部 000
361310

【ぁ幌市鼻 坂 T守i
7  長 沢 510

6 真霧:::

§踵ill

會
2言

:|||
H  黒 井 110
R  砂 子 000
1  浅 川 000
H  石 黒 100
1  樋 口 100

:]よ ||
1  岡 田 200

振球犠盗失残併
3625361
投 手 回  安責
小笠原 3% 51

円畢:%::

予簿鰐響1喜翠
垣野 1号② (樋 口)垣

7豊景♀」↓:L喬↑分

H  谷中田 100
1  山 本 000
H りll 島 100

37113
振球犠盗失残併
10110082
投 手 回  安責
島 谷 3  42
浅 川 1  11
樋 口 3  64
山 本 2  22

2回戦

|[[il[lililll:
打安点

野 300
田 500
部 410

322
423
500
422
000
512

振球犠盗失残併
2724080
投 手 回  安責
古 川 9  73

▽本塁打 前川 1号
(前村)2号 (前村)

磯部号1時量坐分 
田

2回戦

安責
21
32
33

併

０

残

７

失

５

回

２

４

３

端３２２手尻村崎

振
７
投
池
前
塩

都

０

１

一示
０
０

車

０
０
＞

動

０
０
陸

自

０
０
北

菱

０
０
電

〓
２
１
電

市
　
　
市

都
　
　
沢

一界
　
　
金

０

×

一戸
０
０
＞

神

０
０
分

工
０
０
大

菫

０
１
鉄

菱

０

１

日

〓
０
２
新

市
　
　
市

一戸
　
　
分

神
　
　
大

市沢

　

　

７

金

③

一Ｏ

②

Ｒ

⑤

◎

⑨

Ｏ

②

Ｈ

２

①

Ｈ

ｌ

ｌ

Ｈ

2983
振球犠盗失残併
7340070
投 手 回  安貴
上 原 7  62
鈴 木  % 10
松 下 2  00

▽本塁打 飯田 1号 (上原)▽二塁打 野村▽2

時間51分

2回戦

占

小
１

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

安

２

２

０

０

０

２

１

０

０

０

０

打

４

４

２

４

４

４

３

３

３

０

０

振球犠盗失残併
8131160
投 手 回  安責
吉 岡 7%72
前 田  % 10
阪 本 2% 01
織 田  % 00



準々決勝

1  春 田 000

8県 弄18:
2  山 下 310

9 霜 超 :::
1   清  000
H  井 上 100
1  上 野 000

Ｏ

Ｘ

＞
４
０
車

分
０
０
動

大
０
１
自

鉄
０
０
産

日

０

０

日

新

０

１

＜

＜

０

３

市

市
　
　
賀

分
　
　
須

大
　
　
横

瑚
‐００
失

１
回

２

２

２

２

躙９３‐‐時脚清螂脚輔 管

０
０
器

相
０２
００
練

日

２

０

日

市

　

市

崎
　
　
松

川
　
　
浜

＞

Ｏ

ｘ

行
０
１
＞

銀

０
０
車

殖

０
１
動

拓

０
１
自

道

１
０
産

海
０
０
日

北
０
０
＜

＜

０
０
市

市
　
　
賀

幌
　
　
須

札
　
　
横

振球犠盗失残併
3112041
投 手 回  安責
高 精 6%84
藤 川 2%40

]i務講1夢
l鷲朝)

9 警晋1::

95 渥芳集 :::

881111
3171

振球犠盗失残併
5411280

挙 再 ワ% 憲T
米 山 2% 31

振球犠盗失残併
6320161

焚 霞 ワ% 守T
藤 り|!1%10

▽二塁打 竹内 山本
▽2時間53分

359

準 決々勝

崎

０

０

車
０
３
＞

動

０
０
器
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19 日
本
生
命

出場31回、ついに黒獅子旗
大阪市 。日本生命が劇的な逆転勝ち0川崎

市 。東芝を倒し、20年連続31回 目の出場で初

の黒獅子旗を獲得した。 3点 リードされた大

阪は8回、島田行雄 (松下電器から補強)が

満塁‐掃の二塁打を放って同点とし、続く内

田敏弘の中前適時打で逆転、 2年ぶり3度 目

の優勝を狙った東芝を下した。大阪チームの

優勝は、40年の第36回大会の電電近銚

20年ぶりのことだった。

大阪 。日本生命の決勝までの足どりは、 1

回戦で釜石市 。新日鉄釜石に15安打を浴び

せ、早瀬万豊の力投で快勝したあと、 2回戦

は内田、島田の本塁打で和歌山市・住友金属

に逆転勝ち。準々決勝では島田の逆転 3ラ ン

で前年の覇者、横須賀市 。日産自動車にサヨ

ナラ勝ち。そして準決勝は早瀬投手カリ:1崎市

。三菱自醐 ‖崎を3安打に抑えての快勝。

橋戸賞は逆転 2ラ ン、逆転サヨナラ3ラ ン、

満塁‐掃同点打と3試合に劇的な快打を放っ

た島田行雄外野手が獲得した。

開幕戦で前大会の橋戸賞選手、日産自動車

の若山哲男内野手バ 満塁とソロの 2打席連

続本塁打を放ったのを皮切 りに、松山市 。N
TT四国の三好利幸内野手、浦和市 。日本通

運の伊藤由紀夫内野手と3人が大会初日に「

2打席連続本塁打」を打つ華々しい幕開け。

打撃上位の大会で、川崎市・三菱自卿 ‖崎

の28歳のベテラン、小笠原敏雄投手力導日本市

。九州産交を4安打 1四象 また長野市 。N
TT信越の峨家下利彦 (北陸銀行から補強)

投手が京都市 。日本新薬を3安打でそれぞれ

完封した1回戦の活躍が目立った。

民営化して初の大会となったNTT(旧 電

電)は、 6チームが出場。 1回戦は4勝 2敗。

その中には熊本市 。NTT九州が横浜市 。日

本石油からあげた 1勝 もある。日本石油は 1

回戦 7'動亀 初出場の2チーム、盛岡市・岩

手県経済連と八王子市・スリーボンドは、い

ずれも1回戦に勝つ活躍ぶり。八王子は続く

2回戦も浜松市 。河合楽器に19-9のコール

ドゲームで大勝、ベスト8に進出するめざま

しい活躍だった。このグーム、八王子は史上

5度目の 1イ ニング3ホーマーなど21長短打

を放ち、とどめはサヨナラ3ラ ン。 9点を取

りながら敗れた浜松市も日を見張った八王子

の猛打であった。

八王子は準々決勝0‖崎市・三菱自岬 ‖

崎に惜しくも逆転負けを喫した力、機動力を

生かした試合ぶりはすばらしく小野賞の受賞

に輝いた。

1回戦の申では、 3万8000人の大観客を集

めた試合で、V候補の一つ、東京都・プリンス

ホテルカヽ 神戸市・り|1崎製鉄神戸の藤高投手

手の速球に抑えらオヽ わずか 3安打で敗退し

たのが目立った。

久慈賞は川崎 。菊池投手に贈られた。
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大阪市08回集中打で逆転  初陣さわやか楽しんだ

大阪市 。日本生命は8回、あざやかな集中

打で逆転、川崎市 。東芝を倒 して初優勝をと

げた。

3点を追った大阪は8回、先頭の西が四球、

森田右前安打、花野死球で無死満塁とし、力

投の ‖崎市 。菊池を攻めつけた。この好機に

4番 。島田がセンターのフェンスを直撃する

三塁打を放ち、走者を‐掃して同点。続 く内

田も中前へしぶとく落とし、島田を迎え入れ

て勝ち越 した。菊池は7回 までカース スラ

イダーを低めに散らして大阪市を4安打に抑

えていた力ヽ 疲れが出たのか、タマが高めに

浮いたところを打ち込まれた。

川崎市は1回、大阪市の先発早瀬の立ち上

がりを攻め、新木、武智の本塁打で 2点を先

取。 5回には新本の左前打と武智の右前打な

どで■死一 。三塁とし、福本の左前適時打で

加点、早瀬を退けた。しかし、なおも続 く二

・三塁の好機を大阪市の 2番手 。伊藤に抑え

らオ■ 1点に終わったのが痛かった。

その後も6回に二死一塁、 7回一死―・二

塁と走者を出しながら適時打を欠いた。 9回

は大阪市の 3番手 。原を攻め、代打 。田辺の

二塁打と死四球で一死両塁の好機をつかんだ

力ヽ 4番・福本が遊ゴロ併殺打に倒れ 3度

目の優勝を逃した。

専用練習グラウンドなし、人工芝は初めて

の初限 盛岡市・岩手県経済連の健間に、ス

タンドの大応援団力

'勇

いた。初戦は8回出場

の広島市・NTT中国。 2回、 2本塁打を浴

びて 4点を先制されたが、「勝とうと思わず、

楽しくやればいい」の盛岡に、追いつめられ

た気持ちはなかった。

3回、連打で無死―・二塁。定石なら送り

バント。根本 (ヨ ークベニマルから補強)も

そのつもりで打席に入ったが、ベンチのサイ

ンは「好きな球を打て」。根本は「これだけ

信頼されていたら」と奮いたち、豪快な3点

本塁打で応えた。

この一発で盛岡市のムードが一気に盛り上

がった。斉藤 (NTT東北から補強)が力投

すれιよ イヽ野 (同)も 7回 にダメ押しの 2点

タイムリーを放つなど、着実に得点、広島市

を振 り切った。

2回戦J‖崎市・三菱自岬 ‖崎に2-4
で敗才L後楽園球場をあとにしたカミ “のび

のび野球"はファンにさわやかな印象を残し

た。

最後まであきらめず努力した結果

趣 市 。日本生命

佐い 手

関大時代から強肩強打の好捕手。昭和45年日

本生命入也 監督兼務を含め、

“

年連続自チ

ームから出場。全日本でも溜乳 技術指導部

委員。日本生命総合法人欝 に

日本生命が20年連続出場で表彰された大

会。それまでいい結果を出していなかったの

で この大会は狙っていただけに、プレッシ

ャーカうこきかつた。

やはり強烈に印象に残つているのは日産自

動車との準々決勝と東芝との決勝。

日産の試合は早瀬万豊が好投して6回を終

わって4点リード。うちのペースだつたのに

7回レフトの中橋伸幸が打球を見失つて1点

を取られ  8回にも代つた

―
ヽ なん

でもない左飛が捕れずに、そねが もとで逆転

された。2人とも打球が途中K・ i肖 えるという。

守備のいい選手だけに「後剰ヨは鬼門だ。魔

物がいる」と、本気で思つたほどだつた。9

回にも鈴木勝則君に本塁打された力ヽ これで

負ければ悔いが残る。最後はキッチリやれと

言つて来ただけに、ポクが弱気になつてはい

かんと思い直し、選手に「思い切つてやれ」。

その裏―・三塁から森田昇に盗塁させ、打

者が松下から補強の島田行雄君。とにかく同

点にはなると思つた矢先 初球をパックスク

リーンにサヨナラ本塁打。魔物を退治したと

思つた。

決勝は菊池総君がよくて苦しかつた力ヽ ど

こかでチャンスがあると辛抱していた。やつ

と8回に無殖茜塁として島田君がフェンス直

撃打を放つた。9回に一死満塁と攻めつけら

れたカミ投手の原邦彦に「オレにまかせて、

力いつぱい投げてこい」。4番福本勝幸君を

遊ゴロ併殺にうちとって試合が終わつた。う

れしかつたというより、つとめを果たせたと

の気持ちだつた。

島田君が鬼神のような活躍をしてくれた

カミ最後まであきらめずに努力する大切さを

改めて知つた。
マスコットガール水谷聖子さんを胴ありの日生ナイン
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◇ 2打席連続本塁打 横須賀市 。日

産自動車の若山哲男内野手が 1回戦の

福山市 。日本鋼管福山戦で。松山市・

NTT四国の三好利幸一塁手が 1回戦

の浜松市・日本楽器戦で。浦和市・日

本通運の伊藤由紀夫‐塁手が 1回戦の

和歌山市・住友金属戦で。川崎市・東

芝の真喜志康永遊撃手が 1回戦の東海

市 。新日鉄名古屋戦でそれぞオ嬌醸乳

姓 2よ 24 2臥  26A目。

◇満塁本塁打 横須賀市・日産自動

車の若山哲男内野手が1回戦の福山市

。日本鋼管福山戦で内山田投手から。

東京都 。NTT東京の高橋公洋内野

手が 1回戦の苫小牧市・王子製紙苫小

牧の樋口投手から、それぞ煽 耐薦 史

上la 20人 目。

◇個人通算最多本塁打タイ 9本 浜

松市 。日本楽器の武居邦生内野手は、

1回戦の松山市・NTT四回戦の8回、

神田投手から本塁打を放ち、通算 9号

を言醸亀 高梨英夫 (大昭和北海道)前

夕|1肇H谷 (日オ尊彫晋)と 並哺ミ言歳

◇ 1イ ニング3本塁打 八王子市・

スリーボンドは、 2回戦の浜松市。河

合楽器戦の6回、有回雅己 四ケ所重

喜が水沢投手から、沖泰司が大田投手

から打つて記録も史上 5度目。

◇ 1大会個人最多本塁打タイ4本

大阪市 。日本生命の佐藤清内野手は、

準決勝の川崎市・三菱自動剌 lI崎戦の

8回、阿部投手から大会 4本目の本塁

打を記驚 史上4人目。

◇ 1試合タイ7本塁打 2回戦の浜

松市・河合楽器対八王子市・スリーボ

ンド戦(浜 松 3、 八王子 4のタイ記

鋭 史上 2回目。
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▽二塁打 岩野▽2時
間9分
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大阪市 (日 本生命)
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1回戦

盛岡市 (岩手県経済連)

003110300
040010002

広島市 (NTT中国)

1回戦

熊本市 (九州産交)

000000000
02300020×

川崎市 (三菱自動車川崎)

I,3E董界甲喜i3、
松野▽2時間10分

§量増il1 39瀬 :||
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裏
2拿 4占 30安

責
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秋 山 9  72

▽本塁打 国山 1号 (鈴

木亨)内田 1号 (清水)

▽二塁打 湯之戸 松本
国山▽2時間28分
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菊 池 9  72
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池)福本 1号 (渡辺)真
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大 分 市・ 新 日 鉄 大 分
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郡 山 市 0ヨ ークベ ニマル
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横 浜 市 0日 本 石 油

門 真 市・松 下 電 器
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名古屋市・国 鉄
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都市対抗 1回戦の連敗を食い止めると、勢い

に乗った。エースの岡田邦彦は5試合すべて

に登板する活躍で、橋戸賞を獲得した。投手が

橋戸賞を受けたのは4年ぶりのことだった。

打線も強打を発揮し、決勝で17長短打を放ち、

大会でのチーム打率は、 3割 7分という高打

率を残した。敗れた金沢市は、チーム打率 2割

6分 6厘だった力ヽ 決勝で 4本塁打を放つな

ど、12本塁打を放つ豪快な打力を発揮した。

大会は雨で 1日 遅れて 7月 23日 に開幕 じ

た。初出場は大阪市 。大阪ガスと神戸市・阿

部企業の関西 2チームだった力、 両チームと

も大活躍し、大会を盛りあげた。大阪は優勝

候補の 1角 にあげられていた浦和市 。日本通

運を破ったあと、千葉市 。川崎製鉄千葉、浜

松市 。日本楽器と強豪を次々と倒して準決勝

へ進出。神戸は、V候補、川崎市 。三菱自動

車川崎を倒 したあと、 1回戦で連続 3ホーマ

ーなどの猛打でコール ド勝ちした郡山市・ヨ

ークベニマルにも勝ってベス ト8に進出し

た。大阪 神戸とも優勝した横浜に敗れたも

のの、その健闘はファンを大いにわかせた。

大阪ガスは創部38年 目、阿部企業は17年目だ

った。

最後の「国鉄」 として出場した名古屋市 。

国鉄名古屋は、 3万 3000人の大観衆を集

めた1回戦で、 4回に連続 3ホーマーなどで

6点をあげ、地元東京都 。NTT東京に快勝。

30回大会で京都市・積水化学に勝って嫌

27年ぶりの自星をあげた。また自老町 。大昭

和製紙北海道は、姫路市 。新日鉄広畑を破 り、

休部から5年目の復活第 1戦を自星で飾っ

た。

この大会も本塁打が続出し、大会の合計は

83本t55回大会の78本を越える新記録となっ

た。83本のなかには多くの記録が生まれ、大会

第 4日 には名古屋市 。国鉄名古屋と郡山市・

ヨークベニマルの2チームが 3連続本塁打。

準々決勝第 1試合では広島市 。三菱重工広島

が 9回、打者15人で 9点をあげて川崎市 。日

本鋼管に逆転勝ち。この試合は両チーム合わ

せて10本塁打の新言醸乳

日本楽器の武居邦生内野手に特別賞力報曽ら

れる “本塁打の大会"であった。

久慈賞は金沢市・杉山孝一外野手 (新日鉄

名古屋から補強)、 小野賞は大阪市 。大阪ガ

スに贈られた。

決勝に出れば優勝 !6回目
横浜市 。日本石油が打撃戦のすえ、金沢市

。NTT北陸をくだし、19年ぶり6回 目の優

勝を果たした。同チームは、これで 6度の決

勝進出すべてに勝ち、同チームの持つ最多優

勝記録をさらに伸ばした。

横浜 。日本石油は、前年までの10年間、予

選落ち3度、1回戦敗退 7度 と不振が続き、か

つての “強豪"の名はすっかり薄れていた。

しかし1回戦で門真市・松下電器に勝って、
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横浜市 (日 本石油)

01122300
21201001

金沢市 (NTT北陸)

◇大会最多本塁打 通算

“

本の本塁

打は新記鋭 従来の記録は55回大会

(59年)の
"ホ

塁打。

◇個人通算最多本塁打10本 浜松市
。日本楽器の武居邦生内野手は、 2回

戦の長野市。NTT信越(高 野尚投

手から10号 を放ちデ鵬醜

◇3打席連続本塁打 金沢市・NT
Tlu幽笏究暉

=引
蜀手 術 日鉄名古

屋から1嘲い は、2回戦の浜松市 河合

楽器戦の4回、5回に水沢投手から、8

回に松田投手から放つて新謁鋼議亀

1試合3本塁打とも史上初。

◇1試合個人3本塁打 りll崎市。日

本鋼管の金久保孝治外野手は、準 決々

勝の広島市。三菱重工広島戦( 1回
に2ラン、 5回にソロ、9回に2ラン

をを放つてタイ記録。大会7日 日の金

沢市・NTT北陸の杉山孝‐に次いで

2人目。

◇1試合10味塁打と1チーム5本塁

打 準 決々勝の広島市・三菱重工広島

と川崎市。日本鋼管lま ともに5本ず

つの本塁打を放ち、計1叫曖法絵新。

これまでの記録は7本。両チーム5本

はタイ言醸乳

◇ 3連続本塁打 郡山市・ヨークベ

ニマル:よ 1回戦の松山市・NTT四
回戦の5回、曲山義和、林紳嗽k近内

硼 編歳

名古屋市。国鉄名古屋は、 1回戦の

東京都 。NTT東京戦の4回、松本安

司 (三菱名古屋から補強)、 湯之戸孝

修 (NTT東海から補強)、 坂野彰宏

力編己衛L

第51回大会の松山市。電電四国につ

いで2、 3回目。1イ ニング3本塁打

はメLL 6、  71ヨ ロ。

■死から左中間中段 、́ 「水沢君はカープの

切れがよくなかったから、ス トレー トに絞っ

ていました。まん中高めの真っすぐでした」。

2本 目は5回、リードを広げる左翼席 2ラ

ン。「狙ったとおり、内角真っすぐ」。 3本

目は8回、松田投手から外角へのスライダー

を右翼席へ。

180,ン、83キ.の体を生かし、バ、ントの振

りのスピードは抜群も「 3本 ともだいたい狙

いダマが絞れました」と相手投手の配球を読

めるようになっつたのが、いい結果を生んだ。

決勝の横浜市 。日本石油戦でも2ラ ンを放

ち、今大会 4本の本塁打を記録、久慈賞に輝

いた。

強打の応酬、横浜粘り勝ち
序盤から打撃戦を展開、見応えのある決勝

戦だった。金沢市力鉢理打攻勢でリードを奪

った力ヽ 横浜市は粘 り強く反撃した。間瀬の

2ラ ンで5-2と リードされた横浜は4回、

代打 。大久保が左翼へ 2ラ ン。 5回には武智

の三塁打を口火に、 4長短打で逆転した。

その裏、金沢はlU‖ の本塁打でたちまち追

いつき、強打の応酬が続いたバ 勝敗を分け

たのが横浜 6回の攻撃:田 日の右前打と鈴木

のバント安打で無死一 。二塁の好機をつか

み、若井の投ゴロで一 。三塁。武智凡退、若

井二盗で二死二・三塁となったあと、石川の

打球が二塁手後方へのテキサス安打となり2

者生還。さらに]日 IIの適時打でこの回 3点を

奪った。投げては3番手の左腕 。保戸田が再

三のピンチをしのぎ、金沢の反撃を1点に抑

えて 3時間4済の攻防に終止符を打った。

金沢は1回に杉山の左翼ジャンポスタンド

に飛び込む特大の 4号 2ラ ン、 2回には片山

のソロと、横浜のエース岡田を3回で降板さ

せた。その一発攻勢は、すさまじかった。リ

ードされた後半も6回に一殆 蘭塁、 7回二死

二・三塁とチャンスがあったバ  8回に新座

の犠飛であげた1点にとどまった。

爆発 3打席連続本塁打
金沢市 。NTT北陸の 4番打者、杉山孝一

左翼手 (新日鉄名古屋から補強)力  ヽ2回戦

の浜松市 。河合楽器戦で 3打席連続本塁打の

快記録をつくった。 1本日は2点を追う4回

371

1勝のつもりが選手は燃えて

横浜市 。日本石油

嚇 F幹

法大出身。第42回大会から49回大会まで好

守好打の外野手として出場。世界選手権など

の代表6監督に就任した第57回大会に優勝。

嗽  日′巨百湘腋襲業現おH書阿直覇計一級 。

代表が決まつたとき「とにかく今回は後楽

園で1勝する」と心に誓つた覚えがある。な

にしろ日石は第46回大会でベスト8に進んで

以来、10年間も後楽園で自星をあげていない。

そこで優勝経験のある村上忠則捕手 (日産自

動車)と武智勇治一塁手 (東芝)の両ベテラ

ンをお願いして補強した。

松下電器との1回戦で2回の二死二塁には

村上君が左前打したにもかかわらず、二塁走

者が捕手のプロックにあってタッチアウト。

「勝てないときは、こんなものなのか」と、

日の前が暗くなるようだった。それでも石川

正と コ ::寿の本塁打が3回に飛び出して、

11年ぶりの勝利をあげた。「これでいい、あ

とは気楽にやろう」と選手に言うと、みんな

力=際 じゃない。とことん勝ちましょう」

と猛反撃ttの中では「よし」の手応えを感

じたのも忘オしられない。

準決勝ヽ決勝とリードを許し苦しい展開だ

つた力ヽ そのたびに補強の2人が「lH手は日

石の伝統と名前を恐れているんだ。おれたち

が日石と試合をするときは、いつもそうだ」

と若手を落ちつかせ、選手のやる気を引き出

してくれた。

決勝で4回にエースの岡田邦彦に代打を出

し、その大久保盛義が2ランして1点差にし

たところで「いける」と思つた。あとは流れ

で逆転したカミ苦しくても、あわてずに引つ

ばつてくれた補強選手、日ごろの力を発揮し

てくれた若い選手たちに感謝の気持ちでいっ

ぱいだった。

「勝つ野球」を知つている人たちの補強は

大成功だつた。そしてそれを盗み、自分のも

のにしたうちの若手。一生忘れられない大会

であつた。
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1回戦

金沢市 (NTT北陸)

01102004
00000101

秋田市 (秋田相互銀行)

―
失残併

2132051
投 手 回  安責
上 原 9  72

i回戦

①  石 崎 100
1  千 葉 111
1  添 田 000
H  山 川 100
1  小 野 000

鼎一一̈

一量

田

▽

　

▽

本
添
哲
座
木

▽

ｒ
釜

優

研
々

95棲懇|::
3272

振球犠盗失残併
8110050
投 手 回  安責

軍 業 :% ,:
添 田 1  11
小 野 1  10

東京都 (プ リンスホテル)

001000000
000000000

京都市 (三菱自動車京都)

打安点

睡 失残併
8014081
投 手 回  安責
吉 田 9  60

Vラ諄樋21雰
島

1回戦

曝 棚
7221150
投 手 回  安責
織 田 6% 71

縣奮1塊 ::
吉 岡 1 10

桐

Ｆ

Ｆ

自

晰

申

ョ

川

漏

凛

．

．

．

口

官

硼

瞭
③
④
◎
⑨
Ｒ
⑤
Ｈ
⑦
５
０
０
０
１
ｌ
Ｈ

400

日
本
井
脇
田
崎
山
上
日
本

41
30
41
00
20
210
310
000
210
210
100
000
000
100

室蘭市

長野市

Ｏ

Ｘ

蘭

１

３

越

室

１
２
信

鉄

０

０

Ｔ

日

０

３

Ｔ

新

０

０

Ｎ

振球犠盗失残併
8222150
投 手 回  安責
米 山 4% 65

豊 月 : ::

雛 失残併
5342040
投 手 回  安貴
田 口 5% 74
高野正 3% 10
▽本塁打 小林1号 (田

尋≧菫昇
正書彙③署雷写)

言塁組員辱ヮ時簡発分

420
311
400
400
420
400
400
410
420
3581

点

２

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

腋

４ ２

２ ２

３ ０

３ ‐

４ ２

０ ０

２ ０

２ ０

２ ０

１ ０

０ ０

‐ ０

２ ０

０ ０

１ ０

０ ０

‐ ０

1回戦

名古屋市 (国鉄名古屋)

00000112
10000200

東京都 (NTT東京)

IT【
§覇|:|]]

:7≫ ::||
R  71ヽ  り|1 000
2  山 上 111

9曽 本査 る::
H  本 田 000
1  吉 井 100

371411

振球犠盗失残併
7353170
投 手 回  安責
鈴 木 6  43
山本賀 1  10
吉 井 2  00

"齢

li
▽三塁打 林▽二塁打

暴婆▽響諄関希雰 松

1回戦

ilil[11「
fiill

振球犠盗失残併
3142061
投 手 回  安責
谷津田 9  41

振球犠盗失残併
10110141
投 手 回  安貴
山 本 6  85
塩 山 1  10
藤 井  % 00
浜 口  % 10
1回戦

山
＞

三
分

＜
田
▽
５

号
津
＞
間

１
谷
本
時

¨
¨
鉤

熊本市

川崎市

州
０
０
＞

九
〇
１
管

Ｔ
０
０
鋼

Ｔ
０
０
本

Ｎ

０

０

日

04套罐|||

酎:[|||
98会 奮:::

8 婁螢:::

‖ 山角 :::
2  柴 田 000

呻 鋤
1110060
投 手 回  安貴
安 武 6  63
緒 方 2  11

【jl崎市1 _ 打安点

ラ  苅 部 20
H 井 口 10
7  梁 原 00

曝 失残併
5302141
投 手 回  安責
高 橋 8  82

欝き仄繋醍
分

L 野 300
中 由 400

1回戦

大分市

浜松市

０

×

分
０
０
＞

大

１
０
器

鉄

０
４
楽

日
０
１
合

新

０
０
河

曝 鋤
3521060
投 手 回  安責
水 沢 9  72

責

３

１

０

０

２

安

４

０

１

０

２

棚１‐００回璃％％２２

盗

１蹴６６‐時胸］稀担鰤
P感

(Pば
爺

水沢 槙 上柳▽2時間
30分

1回戦

神戸市 (阿部企業)

000012000
000000200

川崎市 (三菱自動車川崎)

子
野
井
水
岡
条

―
失残併

9220270
投 手 回  安責
岡 本 6% 10
陽  2% 42

振球犠盗失残併
2311070
投 手 回  安貴
小笠原 5% 83
阿 部 2 10

剌軸粉
螺芸鯉』希静i出1lP

責

１

０

安
５
３

１
回
４
５

２
手
木
屋

７
投
村
中

責

３

１

安

６

４

０
回
２
５

６
手
杉
橋

３
投
小
高

!回戦

和歌山市 (住友金属)

010200000
21000010X

千葉市 (川 崎製鉄千葉)

九 鬼 1  00

塁奔塁薔井琴三塁卦JttL大三井;」専簡と5分

千
③
②
③
⑤
⑨
６
⑥
Ｈ
④
②
①
Ｈ
Ｒ

振球犠盗失残併

3フ 3



2回戦

東京都 (プ リンスホテル)

010210003
020010030

東京都 (熊谷組)

同漱神嘲撫耐倒靖［餅榊摯調哺」は師喩椒

③

Ｈ

８

⑥

Ｈ

Ｒ

④

Ｈ

Ｒ

③

⑨^

②

ｌ

⑤

⑦

①

Ｈ

ｌ

ｌ

【プリンス】  打安点

振球犠盗失残併
5811293
投 手 回  安貴
佐 藤 5  63
守 永  %10
鈴木政 2% 63
吉 田 1  00

署鯖:(醸ゞ
中島 小川 藤井

2回戦

i[[llili「
Ttlll

【
Мち西山師i
H  植 村 100
5  竹 村 100

]l[i!!
R9  松 井 000

8 山ち 1::
1 萩 原 210

31118
振球犠盗失残併
5422152
投 手 回  安貴
山 村 2% 44
萩 原 6% 40

山
▽
米

＜
＞
　
分

場
哺
″
醜

燭
翻
燎
▽２時

勤
綬
打
釉

本
＞
塁

▽
村

二
倉

測 窃 散 舶 汎 6鴎鋲l=

腱 てヨロ11カ

'コ

前庁■司 ll力性

鳳 9-6と引き肺 。榊

2回戦

[][ll[II[li[|

ロ

■̈

０

０

０

②

⑥

③

⑥

②

Ｈ

Ｒ

７

曝 鋤
26022111
投 手 回  安貴
高 橋 6  52
三 原 4  10

▽本塁打 平 1号 (高

橋)松井1号 (川瀬)

量尋
1易三量瀬L孟

ニ
▽3時間6分

2回戦

戸市】 打安点
520

―
失残併

06451112
投 手 回  安責
陽  7% 73

岡 本 2  10

安責
81

11承郡り申i書量」T
21  間48分

＞

ｏ

×

ル
２
１

マ
０
１

二
〇
０
＞

べ
１
０
業

ク

０
３
企

一

〇

１

部

ヨ

０

０

阿

市
　
　
市

山

　
　
一月

郡
　
　
神

鋤６５２回璃綺％１１

辮
類
斉葉藤認

2回戦

鰤^◎②７⑥⑤⑨③３Ｈ②④①Ｈｌ

打安点
321
100
100
200
412
411
200
000
200
410
200
100
100
100

振球犠盗失残併
7331031
投 手 回  安責
石 川 3  41
山 村 3% 30
山 本 2% 21

▽二塁打 若松 江藤

Uオ諄間査雰 
石井

2回戦

92鶴果:l:
R  加 古 000

]li lll
H  石 井 111

9 量薔:::

1蒔 :::

辮 容撃甘
章 露 ワ% TT
写 患 :%::

＞

０
０
市

島

０
０
阪

広

０
０
大

工
０
０

ｏ

重

０
０
薦

菱
１
０
推

三
１
０
＜

＜

２
１
命

市

　
　
生

島
　
　
本

広
　
　
日

０
０
屋

＞

０
０
古

油

０
０
名

石
０
２
鉄

本

３
０
国

日
４
０
＜

＜

０
０
市

市

　
　
屋

浜
　
　
古

横
　
　
名

貴

４

３

０

０

安

５

５

１

３

辮

４ ２

失

２

回

２

１

２

４

蹄２‐０２時絲囃朧討

鰐
個
木吻

帖

打
＞

二
２

一
整
不
▽
▽

略
備
Ｄ
酪

０

×

＞
２
０
陸

器
０
５
北

楽

０

ｌ

Ｔ

合

２

０

Ｔ

河

１

０

Ｎ

市
　
　
市

松
　
　
沢

浜
　
　
金

§轟 ::|
6  伊 藤 000

9 欝点:::
①  岡 田 431

39147

振球犠盗失残併
47140123
投 手 回  安責
岡 田 9  82

2回戦

打安点
200
000
300
424
434
000

2968
躍 馴
2410621
投 手 回  安責
上 原 9  81

襲諌(IIM)
間瀬▽2時間58分

374



2回戦

＞

０
０
越

器

０
０
信

楽

０

０

Ｔ

本

０

０

Ｔ

日

４

０

Ｎ

市
　
　
市

松
　
　
野

浜
　
　
長

田
居
条
井
島
沢
部
田
泉

野期
③
⑥
③
⑨
④
②
Ｈ
Ｈ
⑤
Ｈ

Ｈ

Ｈ

⑤

Ｈ

Ｈ

２

②

Ｈ

５

①

ｌ

ｌ
石
土

市

振球犠盗失残併
8433090
投 手 回  安貴
山 中 9  10

▽本塁打 金指 1号Э

J葉
雲
:Le量喜昇

▽2時間22分

準 決々勝

―
失残併

6200022
投 手 回  安貴
高野尚 1% 56
高野正 7% 91

浜松市 (日 本楽器)

0010011
1110001

大阪市 (大阪ガス)

ll11

打安点
411
321
410
400
420
000
000
311
200
100

410

振球犠盗失残併
3241052

書 露 ワ% す琴
長 野 3% 21

椰″
δ
ｏ
⑤
②
Ｒ
‐⑨
⑤
Ｈ６②
Ｈ２①
Ｈ
‐

投書 言 T  T:   崎 乗 ワ% 言リ
岡
▽:

【
§「
市

|、練貢ITi
H  山 本 100

ま ¥|||
1  田 阪 000
H   富  100
③  高 野 200
4  西 谷 100

93飛鯉 :l:
①  岡 本 200
7 」粥  110

3393
振球犠盗失残併
6110152

本 5% 52
陽  2% 75
阪 1  20

油

３
０
業

石
０
１
企

本

０
１
部

日
０
１
阿

市
　
　
市

浜
　
　
一戸

横
　
　
神

点

０

４

臓

４ ２

４ ３

祠
喘
若
武
石
玉

10
00
00
00
00
34
00
30
00
00
00
00
00

5611081
段 手 回

保戸田 1  10
司 田 4 40 田 阪 1 20

;響岡晰J職電J呈異し淵

投 手 回  安責  ▽本塁打 西2号 (劉 )

劉  2  42  山本1号 (長野)▽二塁
高 久 4  21  打 久保2 高菫▽2時
山 中 2  31  間33分

準 決々勝

振球犠盗失残併

準 決々勝

広島市 (三菱重工広島)

000002219
310010002

川崎市 (日 本鋼管)

IV

振球犠盗失残併
6621082
投 手 回  安貴

言畢
6魂

:1
高 橋 1% 54

ま晏%::振球犠盗失残併
5801290
投 手 回  安貴
石 川 2  44
山 村 3  41
疋 田 1  00

０
０

ル

＞

０
２
テ

陸

０
０
ホ

北

０
２

ス

Ｔ
２
０

ン

Ｔ

０

１

リ

Ｎ
０
０
プ

市
　
　
都

沢
　
　
一暴

金
　
　
東

蝙聾無i軋鍮ゴ
準 決々勝

【
3京

都
営ヶ重 Ii]

§  驚 春 |||
H  鈴木康 000
R  瀬戸山 000
②  宮 里 410

071嘗 ill

9専 早:::
H  有 国 000
1  鈴木政 000
1 佐 藤 000

328 3

躍 馴
4733290

卵翼警 言堰]%]1
実杏

1%::

雅稔冬「J早塁缶II辮三亘P

プリンズ喘睦滋凍京対丸

9回プリンスは藤井が左翼に

遡転3ランしてガッツポーズ
▽二

崎

375

広島[|』111[麟
:|

【
§
沢市
請 片 :7i

H  長谷川 000
H  水 本 000
R  金 津 000
4  福 与 100

8 膨 薔 1:l
R7  紀  000

0  :々 i ill
l 上 原 000

336 5
振球犠盗失残併
7500060
投 手 回  安貴
鈴 木 8% 82
上 原 1  10

▽三塁打 若松▽二塁打
瀬▽2時間50分

準決勝

1  山 本 000
1  山 村 000
1  疋 田 000
H 井 上 100

349 2

間

責

１

１

２

０

辮９０安３卿］御濾

線
５‐
回
７　
　
１継

蹴７３‐時制』［岬枷

横浜市 (日 本石油)

000000211
000002000

大阪市 (大阪ガス)

♀兆驚
∬蓼努
卜昌2%〔 : 11:0:11務

菫絆
▽
扇満打」

皇
i言
三
 : : lヵ ll



都
＞
一示

士
馨

畔

義

海
思

馨

轟

洋

轟

業

　

　

　

　

舎

　

　

院

海
正
京
産
　
洋
海
　
学
学
洋
　
洋
学

壺
‰
駒
棗
暑
計
景
野

舎
　

　

院

士叩笥一一一卿螂靭一一一一̈一一古河．高一呻赫一一一一一一　古叩鵬義一犠一一義螂卿］岬一一］赫義一一一一　一巾

崎
麟蓄
蘇
脚％
懇
種
翻
趙
癬
護

崎
枷翻
謝
趙
胆盆
鶴
翻
鰊
聯
難
］
松

呆
(NTT東

秋浜
琳 大

大
大
大
大
大
大
大
高
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
高
大
大
大
太
大

大
高
大
手
高
高
大
大
大
大
高
高
大
大
大
大
高
大
大
大
高
大
大
大
大
大

哺
．　
柳
疎
京
正
　
　
一界
名
』
　
　
　
刹
京
　
　
難
姉
　
　
京

法
秋
駒
江
所
帝
立
明
早
帝
津
長
法
明
法
神
中
明
駒
東
高
亜
明
帝
慶
亜

高
高
大
大
大
大
高
大
大
大
大
大
大
大
大
大
高
高
高
大
大
大
大
大
大
大

斜
籍

一
関
亜

れ

法
』

同
早
纂

近
椰
酬

ぃ
近

甲

』
中

早
』

麟恣
晰
一一Ｔ
繰蝸
淵

小
森
伊
早
土
新
田
内
鍛
浅
花
佐
中
大
高
辻
山
山
米
森
中
児
石
藤
守
加

◎

電

機

嗜

櫓

目

爵

磯

選

監
投

″
〃
″
″
″
捕

″
″
内

″
″
″
″
″
″
″
″
外

″
″
″
〃
″
″

推薦・大阪市 君F

老  町
(大昭和製紙北海道 )

日白

(新 日鉄室
大  田 市

(富士重工業 )

東  京
(熊谷

浜

セ『 りt37
己ム19

■
『

ヨe33
輝 彦 28
χ旨―-25

甕 芸 る:
裕 行 23

春 響 ::

再奎::

嘉蒼::

華 ::

要胎:る

■,―-24

塁霧:;
1′ 30
■二30

35ヨ123

ぽ
鋼一一鼈
糠
鰊

室

大
高
高
高
高
大
高
高
大
高
大
高
高
高
高
大
高
高
高

一
大
高
高
高
大
高

槙
「
」
に
　
南
門
洋
京
　
南
「
に
れ
洋
綿
碑
茄
一
　
茄
南
京
　
「

慶
足
銚
黒
足
慶
興
長
東
帝
中
興
銚
足
小
東
君
足
銚
八
専
銚
興
帝
亜
銚

(日 本楽

3フ6



一聰
新
製
製
珊
臨

織
癬
一一一罐
甕

顆
拙̈輌一一撤蹴審一一̈̈一一
一難
轟
一嚢
プ

か
一蕪
難
難
聾
¨

藝
握
涯
纂
魏
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第58回大会雌理辮lT尋ズ几■鰐軍

推薦横浜市0日  本  石  油  7
長 野 市・ N T T信 越 8

富 士 市・大 昭 和 製 紙 4

札 幌 市・北海道拓殖銀行 3
東 京 都・ プ リンスホ テル 9
野 洲 町・ 日本 IBM野 洲 7
北九州市・新 日 鉄 八 幡 1
和 光 市・ 本 田 技 研 1

東 京 都・ N T T東 京 11

大 垣 市・ 西 濃 運 輸 9

川 崎 市・ 東     芝 6

和歌山市・ 住  友  金  属  4
姫 路 市・ 新 日 鉄 広 畑 7

広 島 市・三 菱 重 工 広 島 1 7

13千 葉 市 ON T T関 東 0

郡 山 市・ ヨークベ ニマル 9
J‖ 崎 市・三菱 自動車川 崎 7
苫小牧市・王子製紙苫小牧 8
福 山 市 0日 本 鋼 管 福 山 6
釜 石 市・新 日 鉄 釜 石 5

名古屋市・ N T T 東 海 8
大 阪 市・大 阪 ガ ス 5

浦 和 市・ 日 本 通 運 5

太 田 市・富 士 重 工 業 4

川 崎 市・ 日 本 鋼 管 3

熊 本 市・ ニ コ ニ コ ドー 1
松 山 市・ N T T四 国 4

ヤ
マ
ハ

11

4

10

11

1浜 松 市・ ヤ

金 沢 市・ N T
マ

T北 陸

手にし、小野賞 も獲得 した。

大会前のヤマハは、投手、打力とも弱い と

下馬評にもあがらなかった力ヽ 1回 戦で前年

の準優勝チーム、金沢市 。NTT北陸に逆転

勝ちし、 2回戦も門真市 。松下電器と延長戦

を演したすえ逆転サヨナラ勝ち。金沢戦では

武居邦生内野手が個人通算最多本塁打の記録

を更新する「11号」を放った。

門真戦では1回に「8打数連続安打」の驚

異的な集中打で一挙 8点。この大量点を門真

が木崎薫臣 (日 本生命から補強)、 島田行雄

の連続本塁打などの長短打で追いかけ、追い

つき延識 11回表には門真が 1点のリード

を奪った力ヽ ヤマハはその裏、あざやかに逆

転。 3時間27分の死間にピリオドをうった。

打力で 1、 2回戦を切 り抜けたヤマハは、

後半は投手が奮越 準々決勝は劉秋農投手が

神戸市 。三菱舌T神戸を5安打 1点に抑える

完投、準決勝は金指幸男外野手が先頭打者本

塁打を放つ一方、山中保彦投手が好投じ名古

屋市 。NTT東海を破った。決勝では劉カリ!|

崎市・東芝を8回 まで散発 5安打に抑え、 9

回二死から代打 。清家の3ラ ンで 1点差に詰

め寄られた力ヽ 代わった高久孝投手が最後を

締めくくった。

川崎市 。東芝は、準決勝で東京都・プリン

スホテルを9回の代打攻勢で逆転、スタンド

をわかせた。名古屋市 。NTT東海もヤマハ

に敗れはした力ヽ 山本賀久投手 (三菱名古屋

から補強)が 2回戦で優勝候補の浦和市 。日

本通運を3安打の 1点に抑え、29年ぶりのベ

スト8進出を果たすなど、活躍めざましかっ

た。

大会第 6日 は第 1試合が終わったところで

激しい雷雨に見舞われ、第 2試合以降は順延。

本塁打はまた量産され 大会通算「9因
を記録、前年の83本を越えて新記録も和光市

。本田技研が北リリ‖市 。新日鉄八幡戦でチー

ム6本の新記録を生んだ。休部あけの富士市

。大昭和製紙は、延長12回、福永明一塁手の

一発でホじ幌市・拓殖銀行を破 り、久びさの後

楽園を飾った。

橋戸賞は決勝で好投した台湾出身の浜松・

ヤマハの劉秋農投手力ヽ 外国人として初めて

受賞した。久慈賞は川崎 。菊池総投手が第56

回大会以来、2年ぶり2度 目の受賞に輝いた。

久慈賞を2度受けたのは3人 目。

最後の後楽日場Jれの砲音判競
“後楽園最後の大会"は、浜松市・ヤマハ

が決勝で川崎市。東芝を退け、15年ぶり2度

目の黒獅子旗を獲得した。10月 に創業 100

年を迎えるヤマハは、会社の社名変更よりひ

と足先に、チーム名を日本楽器から「ヤマハ」

として登場、記念すべき年に早ばやと快挙を

なしとげた。川島勝司監督は15年前、29歳の

若さで監督就任早々に初優勝し、この年は春

に野球部長から監督に返り咲いて再び栄冠を
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浜松・劉が会心のビツチング

浜松市・ヤマハは1回二死後、中村ニゴロ

失、武居四球で―・二塁とし、オ輛 が中前安

打して先制。 5回には二死後、右前打の山本

が
~溶

と捕手の悪送球で三進。中村の右翼線

二塁打で生還した。さらに8回には、武居の

中前打を足場に犠打頸こ 投手の悪送球と守

備の乱れにつけ込んで 2点を加え、試合を一

方的にした。浜松の811投手は、切れ味のある

スライダー、ゆるいカープkフ ォークをコー

ナーぎりざりに散らす会 じヽの投球で、 8回 ま

011崎市 。東芝打線を5安打散発に抑えた。

しかしり‖崎は9回、代訂攻勢で劉をとらえた。

死球の梁原を一塁に置いた二死後、代打 。イヽ

林のゴロが遊撃手の野選を誘って一 。二塁と

し、代打 。清家力燿 へ 3ラ ン。 1点差とし

て劉を退けたが、代わった高久0こ抑えられ、

反撃も届かなかった。 川崎は2回から6回

まで毎回走者を出しながら、劉の多彩な投球

にマ トが絞れず、大振 りして得点できなかっ

たのが響いた。ヒジの故障を克月及して快投じ

た窓1の ビッチングが勝利の原動力。

乗りに乗つて 6本塁打
1試合チーム 6本塁打の大会新記録をつく

った和光市 。本田技研 0寸北りり‖市 。新日鉄

八醐 。 2本塁打を放った青木一芳内野手

は 財目手投手はスピー ドがなかった」といえ

|よ 同じ2ホーマーのルーキー、西俊児内野

手も「みんなが打つので、気楽に打てた」。

猛打爆発に田代克業監督は「こんなに打って

くれるとは…。うちは若いからすぐ乗ってく

れる」とうれじい言炎話。

追い越して無効本塁打
「幻」に次ぐ「V」 本塁打。富士市 。大昭

和製紙の 5番打者・福永明選手が 1回戦のオL

幌市・北海道拓殖銀行戦で快 (慟 記録をつ

くた。

まず 4回。左前打で出た並木を一塁に置い

て、右越えに「本塁打」を放った。フェンス

すれすれの当たりで、札幌の右翼手がジャン

プして補球の仕草をしたため、並本は捕られ

たものと錯覚ら帰塁する並木を福永が一 。二

塁間で追い越してしまい、大会史上初の “追

い越し無効本塁打"と なった。

「もう1本狙ってみろ」と監督に言われた

福永、延長12回、 0-1から2球目直球を振

り抜 くと、球は右翼席中段へ飛び込んだヽ こ

れが決勝本塁打となって、富士市は2回戦ヘ

勝ち進んた

なお、 “幻の本塁打"は 3人 目。過去 2回

は、25回大会 (昭和
"年

)で八幡市・八幡製

鉄の石橋選手が放った本塁打がタイム中だっ

たのと、39回大会 (“年)で横浜市 。日本石

油の秋元選手カドニ塁を踏まずにアウトになっ

たケース。

◇ 1大会最多本塁打95本 前年の83

本塁打を更新した。

◇ 1試合チーム最多本塁打6本 和

光市。本田技研が1回戦の北九洲市・

新日鉄八幡戦で6本塁打噺 酪乳 青

木一芳、西俊児が 2ラ杖 朝山憲重 雨

堤浩久各ル札 従来の記録は5本で5

度ある。

◇3連続本塁打 川崎市・― は、

準 決々勝の郡山市・ヨークベニマル戦

の6回、高用 範 期 唸 菊猷 舗=

記鋭 史上4度目。 1イ ニング3本塁

打は8回目。

◇満塁本塁打 名古屋市・NTT東
海の松本安司外野手 (三菱名古屋から

補強)は、 1回戦の大阪市。大阪ガス

戦の4回、松谷投手から。史上23本目。

◇チーム1イ ニング最-0、 同

-6 2回
戦で浜松市。日本楽

枷 ギ1真市。松下電器戦の1回、 8安

打を言

“

乳 31回の八王子市・リッカー

ミシン以来2回目。

また6連続安打はタイ記録で4回

目。四求 bFrを はさむ8打数連続安

打は大会新。

天まで届けの思いの胴上げ

浜松市・ヤマハ

川島勝司監督

初4回の予定だつたのに点差もあり、つい経

験を積ませてなんて思つて続投させたのが乱

戦の始まり。流れが変つて6、 7回に7点を

奪われ、あつという間に同点にされた。でも

7回が同点止まりだつたので、みんなに「こ

こからやり直し」と言つた力1 8回からうち

はチャンスをつくれずムードが落ち込んでき

た。11回に1点を取られ、緊張はしたものの

「これでまたゲームが動く」の気がした。選

手も気力が戻ってきた感じで二死―・二塁と

した力ヽ  3番の中村カウヾ ウンドするような低

い球を2球続けて空振りしたときは思わず目

をつむり、敗戦の弁が頭に浮かんだほどだつ

た。それ ヽ中村が右翼線に二塁打し、■墨

の尾上に続いて一塁の村瀬がホームに走つて

きた。球審のカゲになつて、ホームが見えな

かつた力ヽ ボールがコロコロ転がっているの

に気づき、選手がベンチから飛び出す姿に、

サヨナラ勝ち、と思つた。その後のことはあ

まり覚えていないくらいJ贈肇していた。

15年前の初優勝とはまた違つたうれしさ

で、胴あげされたときは本当に隊 まで届け」

の思いだつた。

中大から日本楽器に入社。闘志あぶれるプ

レーで情潤勇 43回大会1灘陶断兼務で3回目の

決勝進出を実らせ初優勝。監督に復帰して2

度目の優勝(イ爛噴を受賞した。現監督。

会社鉄 蝶 10咋、格 を日癬 からヤ

マハに代えた年で 予選ではプレッシャーが

かなりあった。でも後楽園に来てからは、選

手たちにも「だから頑醸れ」とはいつさい言

わず、その日その日の試合を戦つた。はじめ

から苦しかつたカミ 2回戦の松下電器との試

合は生涯忘れることのできない展開だつた。

初回に8点を取り、 3点返されたあと4回

に2点追加したのだから、「これで終わつた」

と思つた。それが油断だつた。西村投手は当

減圏騨鼈 1嘲              して鋼
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大阪市 (大阪ガス)

210002000
00260000×

名古屋市 (NTT東海 )

1  松 谷 111
H 久 保 110
R  竹 村 000

宮2曇 |||

§  暑 塁 |||
1   所  000
H  大 川 110
R  小 松 000

振球犠盗失残併
9000150
投 手 回  安責
笠 井 2  31
所  2  00

樋 口 5  52

０

回

３

３

１

％

％

木
井
川
川
岡
保
口
原
葉
摩
馬
田
ロ

1  - 110

0 亀∫: |:|
H 加 藤 110

点

１

０

０

０

２

２

０

０

０

安

３

１

０

０

１

２

１

０

１

打

５

４

１

４

４

４

４

３

４

振球犠盗失残併
8301271
投 手 回  安責
上 原 8  135



名

…

4回陥古
― ―

を放つ

1回戦

市

１
０
市

山
１
３
石

福
　
　
釜

牧
３
１
＞

小
２
４
崎

苫
０
０
川

紙
０
０
車

製

１
１
動

子
０
１
自

王
１
０
菱

＜

１
〇
三

市
０
０
＜

牧
　
　
市

小
　
　
崎

苫
　
　
川

(日 本鋼管福山)

100000201
000002000
(新 日鉄釜石)

辮
‐０‐　
　
％
％

失

０

回

５

２

　

３

呻４４３０時制藤脚』

瀬
沢
崎
槻
田
島
川
瓶
村
原
木
野
溝
狩
利

ｌ
早

田
石
若
吉
寺
平
三
木

壺
③
⑥
③
⑦
Ｒ
⑤
５
⑨
④
４
Ｈ
４
②
２
①
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ

安責
63
22
10
20 雌 失残併

96131111
投 手 回  安責
足 利 1%42
斎藤- 2% 21

I富
号Es鶴:V鱚

i量
oll蘇

)

1回戦

1  樋 口 000
H  千 葉 111
1  1辮  000

市崎川
◎^
④
０
０
０
０
３
⑥
６
②
Ｈ
２
①
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｈ
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｈ

】
Jヽ

鶴
清
角

和
島
四

囃 鋤
15020122
投 手 回

霞嶋碑 :%
樋 口  %
71辮   1

６
　
％
％
％

３

回

４

　

　

３

１

蟻
83
00
00
32
20

▽本塁打
佐 木々-1

鵬 鯉

1回戦

野洲町

。 東京都

＞

Ｏ

ｘ
＞

洲

１
２

ル

野

３
０
テ

Ｍ
２
０
ホ

Ｂ
ｌ
２

ス

‥
０
４

ン

本

０
１
リ

日

０
０
プ

帳
隣
距胡

」口船碗助

鰤師印州獅

本
＞
本
打
▽

▽
田
岡
塁
正

責

３

１

２

０

１

安

８

３

２

０

１

辮

４ ‐

　

　

　

％

％

失

２

回

４

１

１

　

１

盗

０蹴５４‐肝綺脚綺酬向

都】   打安点
田 辺 511
1ヽ  りl1 522

曇コ::|
石井浩 312
初 芝 300

F出 :〔 :ν  tt FEl ``1
1  橋 本 000
1 末 木 100

36149

-り
嚇 併

8412184
投 手 回  安責
吉 田 5% 103
橋 本  % 43
末 木 3  21

翡貪参:華
専目1月

田藤原良▽3

―
失残併

3122160
投 手 回  安責
井 戸 3% 65

曇原3 :  ::
1回戦

|![|』 11:]:ill∴
打安点
433
301
200
200
300
320
210
200
100
100
000
000
000
210
200
100
000
100
100

8 串暑:::
5  山 下 101

3  ::] |||

麟 棚
2414182
投 手 回  安責
岡 本 7%54
千 松々  % 10
陽  1  10

1回戦

熊本市 (ニ コニコドー)

000000100
00000111×

川崎市 (日 本鋼管)

鮮
◎
Ｑ
Ψ９０ν
②Ｒ
７①
Ｈ
ｌ
ｌ

市鼻 手

蹄 失残併
2401060
投 手 回  安責
石 原 6  51

嘉景 魂:|
岩 切  %10

100
001
000
411
400

口 411
生 400
田 210
武 110

桁
富
平

永
田
山
武
藤
馬
永
原
田
田
永

300
210

振球犠盗失残併
6423184
投 手 回  安責
高 橋 6% 61
和 国 2%20

7語諏▽す尋出品分

【
ギ聴

3
H7

8

420
410
420
410
200
000
000
321
200
100
000
000
000
300

1回戦

[i[|[ll[Iill111【
,1市ま ュ lii

§i]:|:
1  桐 野 000

打安点
510
420
00
21
33

523
422
000
100
410
420
000
100

本
塁

山
ニ

＜

▽

鶉

鵬

形

＜

時

尾

②

２

＞

１

▽

馴

翻

船

1回戦

市
０
１
市

±
０
０
幌

宙

０
０
札

尾
田
木
木
永
池
村

責

３

０

安

１０

２

４

　

％

１
回
８
４

１
手
沢
川

‐５
投
金
滝

２
０
幡

＞

２
〇
八

研
０
０
鉄

技

１
卜
日

田
２
０
新

本

２
１
＜

＜

　

市

市
　
　
州

光
　
　
九

和
　
　
北

11[lililll

] |
R9 木

00
10
12
22
10
00

§塞Ъ:||

2  池 田 200

9 貧奈:::

♀見略ill
H 岩 田 000

【
6士
市準 尾 1守↑

43123
振球犠盗失残併
3132280

1 滝 ′11100
407 4

睡 棚

警田霧 ワ  TT
米 山 5  31

貯議1較藁PJttP田殿諄J↑
時間349

1回戦

IT

振球犠盗失残併
3311060
投 手 回  安責
岡 本 8  61

隅
脚
一呻麟

剌鵬̈
聯
］

Ｒ

４

⑥

②

①

Ｈ

策

２ ３

６ ４

辮
８‐
失
０
回
２
７

囃６‐‐‐時期』



2回戦 2回戦 2回戦

長野市 (NTT信越 )

富士ll111llil:|:

海

１

１

東

１

０

＞

Ｔ

０

０

運

Ｔ

０

０

通

Ｎ

２

０

本

＜

１

０

日

市

２
０
＜

屋
　
　
市

古
　
　
和

名

　

浦

ル
７
０
＞

マ
２

３
島

二
〇
０
広

べ
０
０

エ

ク

０
０
重

】
１
３
菱

ヨ
０
〇

三

市
　
　
市

山
　
　
島

郡
　
　
広

牧

１

１

１

０
０
＞

苫

０
０
山

紙

０
０
福

製

３
０
管

子

１
１
鋼

王

０
０
本

＜

０
２
日

市

０
０
＜

牧

　

市

小
　
　
山

苫
　
　
福

‐ ０

４

一′
０
０

神

０
０
＞

工
６
１
管

重

０
１
鋼

菱

２
０
本

三
〇
０
日

市

　

市

一戸
　
　
崎

神

　
　
川

１
＞
富

陽
陽

３

１

　

　

＜

馬

打
号
中

松
本
　
塁
１

陽
々
　
　
本
野

々
　
　
本
野
野

千
岡
　
▽
島
島

【

§

士市

奮 曇 T,i
H  亀 山 100
②  並 木 312

1  滝 川 210
1  城 内 000

3293

市島
一　
　
　
　
９
３
　
３

広
③
②
７
⑨
Ｒ
⑤
③
Ｒ
３
Ｈ
５
の
文◎
②
２
Ｈ
①
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ

責

１

５

０

安
７
６
１

併

０蛾
０８回
６
吻
％

盗

１蹴‐４５時釧測卿

点

１

０

０

１

０

０

３

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

a4146

振球犠盗失残併
6101191
投 手 回  安責
田 口 4  31
高野尚 2  41
高野正 4  20
2回戦

OL重井
lT(製 )

加藤▽3時間1分 投 手 回  安資
郭  4  83

小 野 2  00
大 倉  % 11
安 藤  % 20
半 田 2  20

振球犠盗失残併
73131110
投 手 回  安責
山 下 2% 32
山 村 3% 22
山 本 1% 47
野 村  % 20
桐 野 1  11

ル
０
０

テ
０
０

ホ
ー
０
＞

ス
ー
０
研

ン
ー
ー
技

り

０
１
田

プ

０
０
本

都

０
０
市

京

２

１

光

東
　
　
和

I草襲J岩よF諜肩をiV÷覇」孵
)

2回戦 2回戦

責

３

１

０

０

安

７

１

０

２

辮
８‐
失

２
回

５

１

２

３

畔６２００時赫詢絲赫硼

蚤豪予彗(暑署fil絆暑
(中屋)初芝 1号 (中屋)

▽三塁打 荻原▽二塁打
小り||▽ 3時間47分

【川崎市】  打安点

8 彙雷:::
H  順 風 100

0ヽ 鋼
H7 田中武 000

0 筈 落 :::
1  和 田 000
H  小 林 100
1  三 木 000
H  苅 部 100
1  杉 山 000

36104
振球犠盗失残併

川崎市 (東芝)

200101001
000002001

東京都 (NTT東京)

10030
手 回

5

9常 曇:8:
振球犠盗失残併     H   関  100
4742090     1  藤原誠 100
投 手 回  安責          3373

暑層:%:: 鸞 季晉T
投 手 回  安責

澤曇:%:i

籠奮予彗(編奄チ鯉ξ島覆曇
壁
嘉言9」皇P

50分

382

安
３
１
０
２
０
２
３
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０

打い”】押騨肺柏抑脚］］相脚躙帥相「碑神枷『

ｌ
植
多
井
南
計
若
俸
横
正
山
森
岡
金
吉
江
餃
山
山
山
野
桐

上
本
西
田
戸
戸
田

ｌ
辻
　
　
　
　
　
之

市
　
井
松
中
森
木
湯
沢

点

０

１

１

０

２

０

０

０

0和

市
主 当 Tli

p 雲発18:
④  酒 井 300
1  高 柳 000
H  橋 爪 100

雛]言 |||

〉,:|||

振球犠盗失残併
7000220
投 手 回  安責

▽本塁打 井上 1号 (玉 玉 田 1% 53
日)松本3号 (笠井)岡 笠 井 1% 22
田 1号 (山本賀)▽三塁 村 木 4  62
打 松本▽2時間35分  高 柳 2  10

振球犠盗失残併
107420120
投 手 回  安責
中 屋 8  95
岡 本 3  31

【苫小牧市】  打安点 【福山市】   打安点

1  樋 口 000  1  石 川 000

1婁
名
杏 :::

振球犠盗失残併     1  塩 山 000
lp4 1 0■ 82 _
投 手 回  安貴         33104

窪鶴 , 1: 塀彎箭神
樋 口 1  10   投 手 回  安責

河 本 4% 53
石 りl11%21
浜 口 2%31
塩 山 1  00

:::力籐l翠
」書:iな操暑ま星譜F)



りの囲勝を果たし川― J阻Jデし電 S,鳥公。ヤマハナイン

2回戦

門真市 (松下電器)

00120340001
00020000002

浜松市 (ヤマハ
)

準々決勝

＞

ｌ

ｘ

ル
０

０

マ
ー

０

二
〇

４

べ

０

２

ク

０

０

＞

一
〇
２
芝

ヨ

０

０

東

市
　
　
市

山
　
　
崎

郡
　
　
川

点

０

０

０

１

０

０

０

１

０

０

０

０

０

腋

４ ０

４ ‐

４ ‐

４ ‐

４ ‐

４ ‐

１ ０

３ ２

２ ２

‐ ０

０ ０

０ ０

‐ ０

‐郵囃脚林卸躊卸囃研郭哺嫌螂

市山

　

　

　

　

　

　

３

郡
０
０
０
④
②
◎
③
Ｈ
②
①
ｌ
ｌ
Ｈ
1 安 藤 000

3292
振球犠盗失残併

振球犠盗失残併
3412171

責
２

安
９

回

９

手
池

投
菊責

４

安
５

０

回

５

１

手

１

　

郭

３

投

準々決勝

４
１

ル

＞

０
２

テ

越

０
０
ホ

信

０
０

ス

Ｔ
０
０

ン

Ｔ

０

０

リ

Ｎ

０

１

プ

市
　
　
都

野
　
　
一界

長
　
　
東

準 決々勝

[ii[|!!1][llll

振球犠盗失残併
5243170
投 手 回  安責
樋 口 9  50

▽本塁打 辻 1号 (小林

讐しこ量弄打松業 揉糸
彰 井上 沢田▽2時間
37分

]WIII
H  阿部仁 100
1  滝 川 000
1  浅 川 100
H  酒 井 100
1  中島治 000
⑥  佐 木々-310

3350
振球犠盗失残併
7001050
投 手 回  安責
′j琳伸 3  53
滝 川 1  11
浅 川 3  30
中島治 2  21

点

１

１

０

０

１

０

０

Π9  箱 山 100  ②  瀬戸山 31

ま|[割 1話 ‖
071堀曽||II:き ||

fT?f季晉常  i4阜 5占 60安
責

投 手 回  安責    鈴木政 5  31

:量萱打
:著

暑::J菫
奎警F覆曾↓曹警野

l!

点

０

２

１

０

１

０

０

０

安

０

２

２

２

２

１

１

０

打

４

４

４

４

４

４

４

３

準々決勝

浜松市 (ヤ マハ
)

000003010
010000000

神戸市 (三菱重工神戸)

谷
羽
易
田
口
馬
村
　
本
川

富

ｌ
水
小
林
岡
山
中
中
　
岡
吉

市一戸替
②
④
⑨
③

◎
◎
◎
②
０
１

T安点
00
00

打

４

４

20
00
00
10
10
11
00
00

責

０

安
５

辮
４‐

失

０

回

９

機‐１０手劉

振
４
投

H  松 本 100
1  千 松々 000

3151

▽本塁打 山本 1号②
(岡本)▽二塁打 武

居 中村▽2時間17分

責
３
０
１

安
６
０
４

辮
６‐

失
０
回
６
１
２

盗
２

端
３０
手
本
川
翻

振
７
投
岡
吉
千

１

０

海

０

０

東

＞

Ｏ

ｏ

Ｔ

ハ
ー
Ｏ
Ｔ

マ
０
ｌ
Ｎ

ヤ
０
０
＜

＜

２
１
市

市
　
　
屋

松
　
　
古

浜
　
　
名

点

０

０

０

安

１

１

２

打

５

５

５

１
金
山
中

武
内
高
佐
中

責

２

１

１

安

４

１

２

辮
‐００
失
０
回
２
４
３

盗
０蹴２２‐時鋤脚囃

川崎市 (東芝)

014000003
104000200

東京都 (プ リンスホテル)

田
内
原
城
岡
野

点

０

０

０

１

０

２

０

１

０

１

２

０

０

０

０

０

０

０

０

安

０

０

０

２

１

１

０

２

２

１

２

１

１

０

０

０

０

０

１

打

４

１

０

４

４

１

０

５

４

４

４

３

１

０

１

０

２

０

１

振球犠盗失残併
810211121
投 手 回  安貴
高 橋 3  85
橋 本 5% 63
鈴木政  % 00

５
　

％

％

　

％

０
回
２
　
４
１
１

０
手
原
保
谷
池
藤

４
投
三
久
浦
菊
近

言i▽程打71tll1 2号 に
::  暑渠

▽
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第 59回 大 会

198昨側和6眸)調 28日 -8月 7日・東京 ドーム

=優
勝=川崎市・東芝 (昨ぶり掴目)

推薦浜松市・ヤ   マ

名古屋市・ 」 R 東

広 島 市・ N T T中
仙 台 市・ 日 本 た ば

東 京 都・熊  谷

横須賀市・ 日 産 自 動 車

松 山 市・ NTT四 国

君 津 市・新 日 鉄 君 津

神 戸 市・′II崎 製 鉄 神 戸

長 野 市 ON T T信 越

横 浜 市・三 菱 重 工 横 浜

熊 本 市・ ニ コ ニ コ ドー

名古屋市 ON T T東 海

札 幌 市・北海道拓殖銀 行

日 立 市・ 日 立 製 作 所

門 真 市・松 下 電 器

東 京 都・ N T T東 京

堺  市・新  日 鉄  堺

富 士 市・大 昭 和 製 紙

大 田 市・富 士 重 工 業

鈴 鹿 市・本 田 技 研 鈴 鹿

熊 本 市・ N T T九 州

川 崎 市・東     芝

京 都 市・ 日 本 新 薬
姫 路 市・新 日 鉄 広 畑

浜 松 市・河 合 楽 器

仙 台 市 ON T T東 北

和 光 市・ 本 田 技 研

東 京 都・ プ リンスホテル

大 阪 市・大 阪 ガ ス

三 原 市・三 菱 重 工 三 原

白 老 町・大昭和製紙北海道
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東
芝

“ドームr・ 満爵 L■め
会場が後楽園から東京 ドームに移った。神

宮球場でうぶ声をあ:六 日召和13年の第12回大

会から後楽園に舞台を移し、育ってきた都市

対抗は、屋内球場の東京 ドーム元年の記念す

べき大会となった。

東京 ドームの人気は驚異的ともいえ、大会

第 3日 の土曜日は、昭別 28年の第24回大会の

決勝戦に大阪市 。全鐘紡―吉原市 。大昭和製

紙以来35年ぶり “満員札止め"と なった。第

2試合の日立市 。日立製作所―門真市 。松下

電器戦は、史上最高の 5万5000の大観衆。大

会全期間を通じての入場者は、76万3000人に

達し、これまでの最高だった57年の第53回大

会の35万7000人 の 2倍強の超人気となった。

ドーム元年の優勝を飾ったのは、川崎市・

東芝だった。 4万4000人の大観衆を集めて、

名古屋市 。NTT東海と決勝戦を行い、 3-
2でサヨナラ勝ちを収めた。川崎市 。東芝は

5年ぶり3度 目の優勝で、優勝回数で富士市

。大昭和製紙ミ東京都・熊谷組と並んだ。

川崎市 。東芝は、優勝候補のひとつにあげ

られていた力ヽ  1、 2回戦と決勝は1点差と

いうきわどい勝利だった。

NTT東海は第14回大会に初出場 して以

来 初の決勝進出で、準 決々勝で横浜市・三

菱重工横浜を11-10で振り切 り、岬 では

34歳のベテラン、湯之戸孝修内野手の康J的な

サヨナラ3ラ ンで東京都・熊谷組を沈めるな

ど、その活躍はめざましかった。

川崎市 。東芝とともにV候補にあがってい

た東京都・プリンスホテル、門真市 。松下電

器は、ともに 1、 2回戦で敗退した。半面、

初出場 3チームのうち仙台市 。日本たばこ、

横浜市・三菱重工横浜の2チームは、ともに

ベスト8進出の活躍をみせた。

猛暑の下で行われた後楽園とは違って、温

度調整されたドーム大会は、試合展開に大き

な影響を与えた。前年、後楽園で95本の本塁

打 ひこ鞠7)力河ξび交った力ヽ この大会は本

塁打力咄筋な 関本にとどまった。両翼 100傷

と広 くなったこともある力ヽ なによりも球場

の気温低下によって、投手が力を発揮できた

ことの現われとみらオL完封試合が 5試合と

目立って増えた。

延長戦も5試合と多かった。とくに2回戦

の富士市 。大昭和製紙―堺市 。新日鉄堺は、

0-0の まま延長にもつオ■ 15回 ともに1点

ずつをあげて、なおも延長戦を重ねた。しか

し堺市は17回の一死満塁に犠飛で決勝点をあ

ι共 3時間59分で決着をつけた。

橋戸賞は川崎市 。高見泰範捕手が受賞。捕

手がこの賞を受けるのは昭和11年の第10回受

賞者、井剛 ‖利春 (門司鉄道局)以来、52年

ぶり2人 目。久慈賞は5連投の名古屋市 。上

原勝男投手、小野賞は初出場でベスト8の横

浜市の三菱重工横浜チームに贈られた。
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連投上原とらえ、

川崎市は終盤、好投の上原をとらえ、9回、

梁原の適時打で劇的なサヨナラ勝ち。川崎は、

8回、中前安打の高見をバンドで進め、前田

四球の一死一 。二塁に代打・泉水の二塁手の

右を襲う安打で同点とし、勢いがついた。 9

回一死後、葛城が左前安打、吉沢送 リバンド、

高見三塁内野安打で二死一 。三塁とし、 9回

から守りに入っていた梁原バ 上原の初疎ス

ライダーを中前に弾き返 して、葛城がサヨナ

ラのホームを踏んだ。

1回川崎は当たっている前田が中堅右のフ

ェンスに当たる三塁打、南淵中前安打と続き、

わずか 8球で 1点 を先取した。しかし名古屋

は5回に菊池をとらえ、‐死から湯之戸が左

中間二塁打、吉田右前打で一 。三塁とし、上原

が菊池の足もとを抜 く中前適時打して同点。

続 く辻は右翼戦に落ちる二塁打 して逆転 じ

た。名古屋はさらに6回、 2四球とパンドで

一死二・三塁とした力ヽ 救援の小笠原に湯之

戸遊ゴロ。吉田四球で二死 両塁と続いたバ

上原の右中間を抜 くかと見えた当たりを背走

して好捕した前田の美技に阻まれた。

勝負は終盤に持ち込まれ 最後は守りと選

手起用のわずかの差● ‖崎が辛勝したが 5試

合に登板した上原の力投は見事だった。

背走、背走「とつた !」

1点 をリードした名古屋市。NTT東海は

6回にも二死商塁と川崎市。東芝をおびやか

した。

そして打者。上原の右中間に大きく飛んだ

打球は、名古屋ファンの大歓声を受けて、抜

けたかと思えた。それを背走に背走を重ねて、

一世一代の超ファインプレーで捕った前田右

翼手。

優勝経験をもつ川崎市の黒紙 。武智両コー

チは異口同音に「あれが分かれ日だった。抜

けていれば走者が全部還って負けていただろ

う。あんなプレーが出たので、これでいける

という気がした。」

底力で8回に同点とし、 9回サヨナラ優勝

に結びつけたり11崎だが優勝に導いたといって

もいいほどの前田の超美技だった。

34歳、若々しい笑顔

助監督を兼ねる34歳のベテラン、湯之戸孝

修の一振りで名古屋市 。NTT東海が東京都

・熊谷組を沈めチーム初の決勝進出を果たし

た。

7回同点に追いついた名古屋の 9回裏の攻

撃。松本、木戸の安打で一死一・三塁のチャ

ンスをつくった。ここで登場したのが湯之戸。

東京はルーキー鈴木哲をマウンドに送った。

湯之戸への第 1球は外角いっぱいの'臨
湯之戸は「こんな速 くてはいかんと」と思っ

たという。外野への犠飛狙いQ外 角球を待

っていたのだ力ヽ とても手が出なかったそう

れ

そして 2球目。自信を持って投げ込んだ鈴

木哲の速球は、力はあったがコースがまん中

寄りに行った。若さにまかせたこの球を湯之

戸のバ ッヽトは鋭 くとらえ、快音を残した自球

は右中間に低い弾道で飛び、そのままスタン

ドに飛び込んでいった。

」瞬の静嵐 そして歓喜と落胆が ドームに

交錯した。「10年連続出場の表彰を受けた記

念に、いい仕事をしたいと思っていたのに、

こんなことができたなんて」予想外の幕切れ

に、湯之戸の笑顔はまだまだ若々しかった。

嚇̈̈
３０‐００

７

回

５

２

１

２００時榊廊珈

ヒジ痛おして「一生の財産」

名古屋市・NTT東海

上原勝男投手

(NTT北陸から補強)

ていたものだから、レ アヽ?」 といった感じ。

でも、監督が決めた以上は、 もうパンクして

もいいつていう開き直つた気持ちで投げるし

かありませんでした。しかし、ひと晩寝ても

実第景に漱弱いう胎まると、朋

“

t思 うように■_bヾ

らない。五回ごろからは捕手のサインよりほ

とんどのポールが中へ、中へと入つてしまい、

ベンチヘ戻るたびに「もうダメだ」という顔

で監督の顔を見ていましたカミ監督は全然動

こうとしなかつた。でも回りの選手たちが「大

文夫です力」 とか色 気々をつかつてくれたの

で  「とにかくこの試合はどうしても勝たな

くてはならない」の気持ちになつた。結局、

最後まで投げることになつたけれと 九回裏

のサヨナラ負けがボクヘの仕打ちでした。最

後 梁原修志に打たれたのは脚永 はずすつ

もりで投げたスライダーがまん中に入つてし

まつた。球に切れがなく、打たれるべくして

打たれたんだと思います。

しかし、東芝との決勝戦は、これまで13年

間投手をやつてきた中で 一番思い出に残る

ゲームになりました。決勝のサヨナラ負けは、

生涯自分の頭から離れません力ヽ 一生の財産

になりました。

興南高出身。西濃運輸に入社したバ 野球

部の休部にともないNTT北陸入り。大器晩

成型で57回大会でもNTT北陸を孵 に導

く好投。全5試合を連投、久慈賞を受賞。

熊鶴組との準決勝が済んだとき「これでボ

クの役目は終わつた」と思つていました。そ

れまで4試合を投げてきて、肩の筋肉lシ ンヽ

パンに張つていたし、ヒジの痛みがまともじ

ゃなかつたからです。宿合でトレーナーに見

てもらうと、 「連盛曼は絶り寸に中甲嘔」 という。

それでポクもちよつと肩の力を抜いていた

ら、燃 山口繁樹監督が入ってきて、「明

日 (決勝)も頼むぞ」と平然とした顔で言つ

たんです。こつちは頭から先発はないと思つ

優勝漏
=し

震 ナインロ臓」デされる

…
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◇代打逆転サヨナラ本塁打 浜松市

・河合楽器の上水勝矢内野手は、 2回

戦の和光市。本田技研戦の延長10回、

中屋投手から。史上2本目。

◇満塁本塁打 自老町。大昭和北海

道の平紀陽外野手は、 2回戦の大阪市
。大阪ガス戦の1鳳 萩原投手から。

史上2クトロ。

照明灯が突然消えた
1回戦 神戸市・りll崎製鉄神戸対長野市・

NTT信越の試合の 1回裏、右翼側の照明灯

力秩撚消え、試合が中断した。

照明灯の安全装置の故障だったバ 中断21

分間のあと復元し、大会本部は両チーム監督

の了解を得て試合を再開した。消えたのは514

個の電球のうち4分の 1だった。

1口鵬戯

票「酵lコ t共
1為

崎マ 遍 爾
⑤  力藤  311
H 坂 野 100

8 オ犠1::

會 口|||
R 白 木 000

0 1曽 lil
l  松 本 000
H  大 野 110
1  竹 内 000
1  加藤幸 000
H  首 藤 111

37114
振球犠盗失残併
1100370
投 手 回  安責
森 下 1% 46
井 口 3% 72
松 本 1 10
竹 内 1  20
加藤幸 1  20

打安点
530
410
533
411
421
522
320
310
111
300

振球犠盗失残併
5234080
投 手 回  安貴
劉  3% 73

薔実
4ク

::

▽本塁打 加藤健 1号

J署掌導1点量曽烈1
藤2 中山 新谷
首藤▽2時間43分

1回戦

神戸市 (川 崎製鉄神戸)

000000000
00000003×

長野市 (NTT信越)

【神戸市】   打安点

⑤  浜 名 200
H  岡 田 100
②  大 城 200
9昼 自 :::

3050
振球犠盗失残併
8221170

打安点
300
110
000
300
200
312
000
300
111
410
300
320

ｌヽ
山
金
中
武
州
内

腋④
０００００◎②①‐

振球犠盗失残併
投 手 回  安責   7320060
宮 内 7% 43   投 手 回  安責
豊 田  % 20   北 沢 9  50
▽二塁打 宮内 ▽2時間26分 (中断21分 )
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1回戦

こ
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０
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＞
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４
１

辮
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０
回
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３
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井
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部
馬
保

責
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３

１

岩

安
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３
２
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％
　
％
岡

回
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３
　
鶴

手
保
日
曜
捜

投

久

石

和

松打塁

責

３

〇

三
分

安

８

２

▽
２９８̈３０３０８０］̈・一̈

仙台市
0

0

広島市

【広島市】   打安点
竹 内 510
下 岡 510
岩 野 510
原  410

若 松 412
河 井 540
金 光 510
高 山 400
佐 岡々 431

③
④
⑨
⑤
０
０
⑤
②
①
1  青 野 000
1  石 り|1 000

41133
振球犠盗失残併
62012100
投 手 回  安責

書
々
塁8%::

石 り|11%31

i回戦
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i0200000
20000100

横須賀市 (日 産自動車)

打安点
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400
430
522
510
510
411
310

【

§

京都

な曇景 :]]
7  木 村 000
③  向 山 521

1回戦

000
310
100

⑥   呉  300
6  堀 尾 000
H  黒 木 100
6  森 山 000

振球犠盗失残併
5010051
投 手 回  安責
渡 辺 9  85

②
・　
辺
本
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渡
渡
山
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1回戦

和光市 (本田技研 )
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仙台市 (NTT東北 )
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1回戦
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０
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２

０

０

２
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３

２
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１

１

０
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１

０

０
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‐嗣酬獅絲脚峰鰤劉［

肺
　
７

川
③
⑥

⑨
②

ｌ
③
ｌ
Ｈ
Ｒ

工昼
◎
④
Ｈ
Ｒ
⑨
一〇
〇
〇
〇
ｌ
Ｈ
Ｈ
ｌ

H3丹 波 213
2975

振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
5252041     4500080
投 手 回  安貴   投 手 回  安責
三 原 4 51 遠 野 7 54
菊 池 2 11 織 田 1 00

!:骨彗 li翌ilJ空聖[丹]畠
:9≦遠野)

磯部▽3時間 1分



1回戦

【大阪市】   打安点

０
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０
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ス
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回
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§  常 肉 |||
3  松 田 000

3 !中 i lll

25雇 栞々;:

8萩 原::

1 箕鼻::
H  中 西 111
1  松 谷 100

42134
振球犠盗失残併

裏
5拿 2『 13策  鸞 替神

冨暑: :i 言輝早%Ti

11量貫)(:::こJ夢塾黒砦ileiょ 7)

1回戦

H  木 本 110
2  大久保 000
9 向田188
H  後 藤 100
1  飯 野 000

3473
雌 失残併
3001140     振球犠盗失残併
投 手 回  安責   3242272
泉  2% 45   投 手 回  安責

向 田 3%31 金 沢 9 73
飯 野 2 61

采脊塁u二菫昇
1晨

e」3'こ層昴雰
打 福本

1口酬渋

靡1轍酵臭||

6  黒 田 100

8軍 目 :68
308 4

貯号毎群ダ嶋

389

1回戦

振球犠盗失残併
16210100
投 手 回  安責
渡 部 9  50

10100261
投 手 回  安責
金 広 51/6 53

1葉[1婚 :1 予蘇8:尋:富l号
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②  間 瀬 211
H  羽 山 100
7  間 宮 000

01雪 :||
H8全 並 100

0讐 ::||
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振球犠盗失残併
9410251
投 手 回  安責
塩 崎 9  52

▽本塁打 杉山1号②

」案]彗 1星薔テ築Ll
晟喫祭Vラ舗2課
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1回戦

振球犠盗失残併
2412172
投 手 回  安責
小山田 9  70

星17菫量昇
中
専i(杉

▽2時間10分

1回戦
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▽本塁打 馬場 1号 (鍋
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鼻V生量打
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▽2時間26分
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振球犠盗失残併
85110111
投 手 回  安責
郭  9 141

▽本塁打 寺嶋1号

(西村)曲山2号
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第60回大会群畢鶏〃;プ質「 男
ド~ム

推薦り|1崎市・東      芝 7
長 野 市・ N T T信 越 2

浜 松 市・河 合 楽 器 3

加古川市・神 戸 製 鋼 2
東 京 都・ プ リンスホテル 6
仙 台 市 0」    T 3
豊 田 市・ ト ヨ タ 自 動 車 1

京 都 市・ 日 本 新 薬 3

高 知 市・ 四 国 銀 行 5

門 真 市・ 松 下 電 器 6

横 浜 市 0日 本 石 油 9

札 幌 市・ NTT北 海 道 4

大 垣 市・西 濃 運 輸 3

光 市・新 日 鉄 光 2

熊 本 市 ON T T九 州 0

千 葉 市・りII崎 製 鉄 千 葉 5

横須賀市 0日 産 自 動 車 3
自 老 町・ 大昭和製紙北海道 4
姫 路 市・新 日 鉄 広 畑 0

千 葉 市・ N T T関 東 7

大 阪 市・大 阪 ガ ス 9

日 立 市・ 日 立 製 作 所 1

東 京 都・ N T T東 京 1

広 島 市・三 菱 重 工 広 島 2

藤 沢 市・ い す ヾ 自 動 車 0

浜 松 市・ヤ  マ  ハ 5

堺  市・新 日 鉄  堺 4

i写 [〈ま:すifli:/1
長 崎 市・ 三 菱 重 工 長 崎 1

プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル

10

6

3

10

野茂英雄幡 市 。新日鉄堺 )、潮崎哲也 (門真

市 。松下電器)、 与田剛 (東京都 。NTT東
京)ら 日本を代表する快腕投手の活躍力ヽ主目

された力ヽ 優勝したプリンスホテルは完投投

手なし、石山建一監督の見事な朱配のもと、

攻撃的継投策で被本塁打ゼロの守りの野球で

悲願を実らせたのはあざやかだった。

黒獅子旗を初めて手にしたプリンスホテル

の戦いぶりは、まさしく耐えて耐えてのイバ

ラの道だった。 1回戦の仙台市 。JT戦は後

半追加点をあげて振り切ったものの、 2回戦

の豊田市・ トヨタ自動車戦は先行さオ■ 5回

やっと逆転、 1点のリードをリリーフ左腕・

橋本武広が守り切った。浜松市 。河合楽器戦

も4回 に挙げた 1点 を3投手のリレーで死

守。門真市 。松下電器戦は潮崎に抑えらオL
延長に入ってからは押されっぱなし。とくに

10回 には一死満塁とサヨナラ負けの大ピンチ

を迎えながら救援の自井弘泰が絶妙のビッチ

ングで切り抜け11、 12回のピンチもしのいだ

末 13回の一死満塁にスクイズで決勝点をあ

げる “神力勁 りヽ"的な勝ちかただった。

野茂を擁す堺市は補強の筒井大助 (住友金

属)が 1回戦の名古屋市 。NTT東海戦でサ

ヨナラ本塁打するなど、投打のバランスがよ

く準決勝に進出した力ヽ 自老町 。大昭和製紙

北海道の強打に涙をのんだ。東京都 。NTT
東京の与田も1回戦で広島市 。三菱重工広島

の一発に泣かされた。

自老町はベテランの渡部勝美、米山浩一

(新日鉄室蘭から補強)両投手を巧みに使い、

打力を背景に勝ち進み、第45回大会の優勝以

来の頂点にあと一歩と迫ったが決勝ではプリ

ンスホテルの小刻みな投手リレーに持ち前の

打力を発揮することができなかった。

東京 ドームに移って 2年目。本塁打は前年

より1本多い56本。初めて指名打者 (DH)

制が栞用となり “打高"を押しあげる傾向が

強いなかで、準決勝まで本塁打が 1本 もなく、

緻密な野球で栄光にilSい たプリンスホテルの

試合ぶりは、攻撃野球とキメの細かい戦術の

かね合いを改めて認識させた。

橋戸賞は投手の力を引き出し、首位打者と

投打に活躍の東京・プリンスホテル瀬戸山満

年捕手が受賞。久慈賞は自老 。大昭和JL海道

の渡部投手、小野賞は25イ ニングで39三振を

奪った堺 。新日鉄堺の野茂投手に贈られた。

プリンスついにキングになつた
平成元年を飾る第60回の記念大会を制した

のは、創設11年目を迎えた東京都・プリンス

ホテルだった。

開幕に先カサ用f高輪プリンスホテルに都市

対抗野球大会ゆかりの各企業の トップ、ス

ポーツ関係者ら1200人が集まり、盛大な前夜

祭が開かれた。席上、長年にわたり大会の振

興につくした日本野球連盟・山本英一郎副会

長ら14人が特別功労者として表彰された。
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打の自老町 。大昭和製紙北海道、守の東京

都・プ リンスホテルとみられた一戦だった

力ヽ 東京が15安打を放つ猛攻で民勝した。

東京は2回、瀬戸山がこの大会チーム初本

塁打を左翼席に打ち込んで先制した。自老も

その裏、「研目の右犠飛で同点としたが東京は

3回、疲れから球に切れを欠く渡部を攻め、

足立の二塁打や山下、住吉の連打、照井の適

時打に重溶をからめて3点。 4回にも高桑、

足立の安打と石井の二塁打などで 2点を加え

主導権を握った。

3回からリリーフの東京 。近藤は初登板だ

ったカミ シュー トを武器に好投、 5回味方の

失策で 2点を失ったものの、強打の自老打線

を抑えた。さらに6回から橋本が伸びのある

速球で好リリーフ。このリレーに自老打線は

好機でのひと押しを封じられ 持ち味を出す

ことができなかった。

延長13回決勝スクイズ

準決勝の問真市・松下電器と東京都・プリ

ンスホテルの試合は文字通り手に汗握るスリ

リングな緊迫戦だった。

東京が2回、山下、瀬戸山の適時打で2点

をあげると、 3回からリリーフの間真・潮崎

が東京打線を抑える一方、門真は3回 に佐藤、

広岡の二塁打で 1点、回のつまった8回には

南谷の犠飛で同点とした。

潮崎は鋭いシンカーを武器に力投、東京の

橋本、竹田の 2、 3番手もていねいに投げて

延長戦へ。

10回、門真は一殆 商塁の絶好のサヨナラ機

を迎えた。門真、東京両ベンチから同時に監

督が出て、代打は山尾、投手は自井に代った。

この大会幸運児だった南谷を代えたのカギ1

真にとって裏目だったのか、ラッキーボーイ

白井はフォークボールで投ゴロに仕止め投一

捕―一塁とわたる慨 門真は11回、12回 に

も 得点圏に走者を送り東京をおびやかしたが、

東京の必死の守りにサヨナラのホームを踏め

なかった。

13回、東京は代打の西庄が四球 鮒讚三。今

サイクル安打の熊谷・働 瑠仙戦でサヨナラの生還

井)を選びt戸崎は左中間を破る二塁打で二

。三塁。門真は満塁策をとった力ヽ 瀬戸山は

スクイズのフェイントで、代った木村恵をお

びやかし0-3から1-3になったあとの 5

球目を一塁線にころがすスクイズを決め決勝

点をあげた。満塁での策が明暗をわけた力ヽ

ワンチャンスをものにした東京の粘 り強さ

はすごかった。

黒獅子旗を高々と掲げ場内=周
してファンロ応えるプリンスホテル・ナイン

初順鵬にプリンスホテル選手が石― 樹同あげ



胸に熱く…選手との一体感

東京都・プリンスホテタレ

石山建‐監督

のロングリリーフを1安打で締めて勝つた。

チーム全体にグーッと盛りあ力=る ものを感じ

たのはこの試合だった。

派手なゲームはでないけと 守りを固めて

しのぐ野球おこれまでのプリンスホテルの展

開とは異質だつた力ヽ 選手力=よ く耐えた。

なかでも勁 松榊 は一生忘れら

れないだろう。 3■から出てきた潮崎哲也君

が評判通りのビッチング(速 球とシンカー

の切れが素晴らしく、 8回同点にされ延長戦

に入つてもなかなか攻略できなかつた。

そして10回、それまでの試合に好締めくく

り役をしてくれた竹田彰君だつた力‐死満塁

と攻め寄られた。自井出経験はとぼしいカミ

この大会のラッキーボーイ。「オマエで勝っ

て来たんだし悔いの残らないよう思い切つて

投lた こい。結果はオレの責任測 と送り出

すと絵に書いたような投ゴロでホームゲッツ

ー。13回に戸崎秀伸君の二塁打などで満塁と

したとき、打者の瀬戸山商年が「スクイズし

ましょう。やるときだけサインを出してくだ

さい」。ベンチと選手の̀
じ
の結びつきを感じ、

決勝点を取ったとき「優勝しなけれ:劉 の思

いが胸に熱く浮かん規

昭和40年早大卒。日本石油入りして都市対抗

優勝。綱年早大監督に就任、国土計画に入社

59年からプリンスホテル野球部監督。平成元

年インターコンチネンタル大会の全日本監督。

選手 1人々々力ヽ その場その場で最大限の

力を出してくれた結果だ。この喜びは選手時

代に自分が経験した優勝とは一味違うものだ。

昨年のチームからエースと3番、4番の投

打の主力がプロ入りで抜け、東京都予選でも

やっとの思いの第 3代表。初めは記念大会に

出場できてよかつたと思つただけだつた。

ひとつは勝ちたいと思つたが、都市対抗

(初 めてベンチ入りした投手の自井弘泰が

好投して勝ち、次も若い橋本武広が5回から

4回の根負け悔やむ佐々岡

注目の速球派の 1人、広島市 。三菱重工広

島の佐々岡投手 (NTT中国から補強)は、

準 決々勝で自老 。大昭和製紙北海道に4回 3

点を奪われ敗退した場面をふり返って「根負

けしてしまった」と悔んだ。

自老はこの回、酒井が二塁打。佐藤耕の投

前バントを佐々岡が二塁に悪送球、先取点を

奪わオι そのあと佐藤真にファールで粘られ

たあげく、左翼席に打ち込まれた。

大会をわ力せ月則鬼 堺市。新日鉄堺

の野満投手。打者に背中をむける独特

なフォーム囃 JWHI

2ラ ンーソロ〓 1点差 捕球がつちり!転倒失神
ソロ本塁打と2ラ ンの差洲勝負をわけ、大

会屈オ旨の好投手、東京都 。NTT東京の与田

が 1回戦で姿を消した。広島市 。三菱重工広

島戦は、与田、佐々岡と本格派同士の鳳

東京が 3回、平塚の本塁打で先制した。広島

は4回 まで 6三振、与田に完全に抑えられて

いたカミ 5回先頭の岩野が四球で初走者とな

ると続く河井は初球を左中間に逆転本塁打。

両速球投手はその後も互いにゆずらぬ投げ

合いを演じ、打線は広島が 4安打、東京 3安

打を放っただけ。結局この 1点差で試合が決

まったものの、見応えのある投手戦だった。

超ファインプレーでピンチを切 り抜け、サ

ヨナラ勝ちの陰の殊勲者となったの力fl真市

。松下電器の桑原中堅手。準々決勝の大垣市

。西濃運輸戦の8回、大垣が同点に追いつい

たなお二苑 両塁。大垣のDH伊東の一打は決

音を残して右中間に。走者二掃の逆転打とみ

られた力ヽ  7回から守備固めで守りについて

いた桑原は背走に背走、最後はジャンプー番、

この大飛球をキャッチ。勢いあまって一回転、

頭を痛打、なかなか起きあがれなかったがボ

ールは離さず、これが 9回サヨナラ勝ちに結

びついた。
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その裏 !逆転サヨナラ
土壇場の 9回裏、 2点差をはね返し歓喜の

逆転サヨナラ勝ちを演じたのが東京都・熊谷

組

2回戦の郡山市・ヨークベニマル戦は4-
4の同点で迎えた 9回表、郡山が根本の左翼

本塁打と近内通の適時打で 2点をあげた。さ

しもの東京もここまでと思われた力ヽ その裏

敵失と四球で無死一 。二塁とし、す死後佐藤

和が中越二塁打して同点。郡山はここ0両塁

策をとったが木村が高々と中犠飛k佐藤和が

勇躍ホームを踏んだ。

殊勲のこの二塁打は、佐藤個人にとっても

史上 2人 目のサイクル安打を達成 した記念す

べきもの。佐藤は第 1打席で右翼に快打、こ

れは三塁fral■の当りだった力ヽ 二塁を回つた

ところで前走者が三塁に止っているため、戻

ろうとしてタッチアウト、二塁打となった。

そのあと安打、本塁打と続け、第4 1TAは凡

退したがヽ大事な場面で打ち、逆転勝ちと記

録樹立の “両手に花"。

久保田監督は「いったん相手に行った波を

よく引き戻してくれた。一度死んだのだから、

これで選手も思い切 りよくやってくれるだろ

う」と語った力ヽ 次の準 決々勝の堺市戦では

野茂投手に抑えられ、屈辱のコール ド負けで、

まさしく天国から蹴

元全日本主将の心意気
1回戦の名古屋市・NTT東海戦で劇的な

サヨナラ本塁打を放った堺市 。新日鉄堺の筒

井は「責任を果たせてほっとした」。

住友樹属の 4番打者だ力ヽ 予選で敗退、補

強されて 3番。

岡蛎許 野茂が速球とフォークで名古屋から

13三振を奪ったカミ 米占り強い名古屋は7回 に

同点に追いついた。

9回先頭打者として打席についた筒井は、

それまでの 4打席にいずれも几退していただ

けに「野茂があれだけ投げているんだ。ここ

でなんとかしなければ・・・」と外角速球をジャ

ス トミート。本人が「まさか入るとは」と思

った当たりはグーンと伸びて左翼席′、 さす

が元全日本主将の貫札

自老打線、野茂を打ち崩す

大会切っての岡駆宛。野茂投手 (堺・新日鉄

堺)を打ち崩した自老 。大昭和製紙北海道の

バ ソヽティングには目を見張るものがあった。

両者カサ鐵 したのは準決勝。野茂は1回戦

の名古屋 。NTT東海戦はやや固さがあって

か 9安打 3点をゆるしたが13奪三楓  2回戦

の浜松市・ヤマハ戦では3安打 2点ではやり

13三振を奪った。準々決勝では6回からリリ

ーフ、東京都・熊谷組に8回 コール ド勝ちま

での 3回で 3安打 5三振。持ち前の岡1速球に

加え、鋭い切れ味のフォークボールで評判ど

おりの快投をみせていた。なによりも打者に

背番号を見せつけるほど大きく体をひねって

の独特のビッチング・フォームはファンをわ

き立たせた力ヽ 白老は制球力をやや欠く野茂

に襲いかかった。

1回四死球などで―・二塁とすると酒井が

左中間席に豪快な3ラ ン。 4回にも内野安打

と振り逃げなどで一 。三塁とし佐藤真が初球

の直球を狙い打ってまたも左中間3ラ ン。

疲れがあったとはいえ、野茂の速球に少し

も負けず打ち返した自老打線は迫力があり、

4回 65球でKOした。堺 。中川監督は「ボー

ルが先行したのが痛かった力ヽ 野茂の若さが

出た」と敗戦の弁を語った。

準優勝した白嘲町・力昭和期田じ椰置が品駈Lマーチングバンドに乗ってフラック隊が整然と行進

東芝対長野。9四果之は丹波力注中間にトドメの3網 ■ 投手。西島
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シルクハットと調 Lヨ曽Obヽこ応援するプリンスホテルのチアガーノ吃応援団コンクールも倒勝した

見せた好守、浜松外野陣

大会初日の第 2試合で対戦した浜松市 。河

合楽器と加古川市・神戸製鋼戦はきわどい試

合で浜松の逃げ切り勝ち。

1回浜松はトップの牛尾が中前打したのを

皮切 りに、加古川の江坂から本撤 鈴木智、

福永が 3連続長短打。すばや く3点のリード

を奪った。

しかし2回以降は加古川の小刻みな継投に

5安打と抑えられた。

一方加古川は2回、山口が二塁打し、一死

一 。二塁から併殺の間に1点 を返したものの

速球に力のある平田を打ちあぐみ、中盤はチ

ャンスがなかった。やっと8回、四球と鈴木

の二塁打で一死二 。二塁と好機をつくり、敵

失に恵まれて 1点。なおも二・二塁と逆転機

だったが、中馬の中飛でホームを突いた鈴木

は中堅手、二塁手の好返球に刺された。

1点を追う加古り||は最後までくい下がり、

9回 には陽が左中間二塁打。二死後 9番の中

村謙が左前安打を放ち、陽が二塁から一気に

ホームに突入した力ヽ 今度は左翼手、並本の

絶好のバ ンヽクホ~ム にタッチアウト。劇的な

幕切れで試合が終了。

それにしても浜松外野陣が終盤0寅 じた好

守は素晴 しく、加古川・荒井監督も「 8、 9

回のクロスプレーで好返球するあたり、河合

さんはうちより上でした」と脱中冒した。

◇サイクル安打 東京都・熊谷組の

佐藤和弘外野手力ヽ 2回戦の郡山市。

ヨークベニマル戦の第1打席で右翼二

塁払 第2打席で
~塁

内野安打、第3

打席右中間本塁打、第5打席で中越え

三塁打を放つて達成した。第49回大会

で名古屋市・三菱名古屋の北村照文選

手が記録して以来姓 2人目。

◇大会通算1400号本塁打 東京

都・熊谷組の佐藤和弘外野手が2回戦

の郡山市・ヨークベニマル戦で郭投手

から右中間スタンドに打ち込み言醸乳

◇二重殺 1回戦の浜松市・ヤマハ

と藤沢市。いす 自ゞ動車戦の4回、浜

松は無死―・二塁に金指の当たりは痛

烈な一直。捕球した一塁の内野がベー

スを踏み、二塁をカバーした遊撃手・

田村に送球して完成した。

舶 )11颯 9回陽の沐塁をついたがタッチアウト
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▽三塁打 藤沢 高木▽
山下 三瓶 足立 原野

1哨
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0002000

長野市 (NTT信越)

『

1暑 璽
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2 高 見 000

3076
振球犠盗失残併
3732060
投 手 回  安責
三 原 9  62

塁縛井書長②鼻最5ら尋

1回戦

振球犠盗失残併
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投 手 回  安責
沖 田 2% 43
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雄
岡
　
宮
杉
寺
古
中
杉

田
　
　
　
９
　
　
　
　
８

饉
③
④
⑨
Ｈ
７
③
Ｄ
②
Ｒ
②
⑤
５

1回戦

＞

‐ ３

３

車
―

―

動

０
０

＞

自

４
２
薬

夕
３
０
新

ヨ

２

０

本

卜

０

１

日

市

４
０
市

田
　
　
都

豊
　
　
一示

【

§

都市

董 最 Iii
H5渡 辺 100
⑦  小 林 420

ξ::]|||
9  河 原 210

8 署 墨

`::
H3 大田代 112

0棠 籍 :::
32113

振球犠盗失残併
5100291責

１

２

０

辮
７‐安
７
２
２

失
１
回
５
１
１

時２４２２時絲脚鵬
▽本塁打 横
野)太田代 1

号号導間麗雰

回  安責
l1/6 51
2% 32
1% 66
2  21
1酪

琴
2

1回戦

高知市 (四 国銀行)

0000120
0100000

門真市 (松下電器)

【高知市】   打安点 【門真市】   打安点

3  :Ii :||

§講 ill l馨 ill
3684  H  十 河 111

⑥  原 井 410

1回戦

札幌市
0

3

横浜市

【札幌市】   打安点
③  J嚇章 200
H9石 黒 212

8食
中
田 11:

【
8浜
市単 田 7写j

4  和 田 000

]l環 |‖

: 雲繰 :::
HD田 中 000
RD 石 川 000
②  高 柳 300

33104  H   森  111
振球犠盗失残併     2  佐 藤 000
66200100            2789

鱚 ]物 ::  押 :ilT琴
小山田 3% 51
吉 沢 2% 11

目,知 1螢書凡(電断に響 社製
平田▽二塁打 横山▽3時間16分

ｌ

Ｘ

道

０

５

海

０
０

＞

北
０
０
油

Ｔ
０
１
石

Ｔ

３

０

本

Ｎ

０

０

日

8食
中
田 11:

H  遠 藤 100
⑨8沢 田 300
H  大 村 111
②  池 本 320
H  長 山 100

3]::||

1回戦

光市 (新 日鉄光)

000002000
10200000X

大垣市 (西濃運輸)

葉
２
０

＞

千
０
０
州

鉄
０
〇
九

製

０

０

Ｔ

崎

０
０

Ｔ

川

０
０
Ｎ

市
０
０
市

業
　
　
本

千
　
　
熊

【
§
「市

|:li]

投 手 回  安貴   投 手 回  安責

i奔草彗:4全llJΞtti阪[上:4石
ii

▽2時間17分

3152          2883
振球犠盗失残併     振球犠盗失残併
5111141     4432080

:回戦

Ｄ
∩
益
Ж
Ψ
②
⑤

Ｈ

下
塚
藤
岡
山
沼
井

52
53
50
31
42
20
31
41
20
10

【

F缶 ]|]]

§]illl
9  橘 木 300
9  内 村 000

282 0
7JlTo,0     振球犠盗失残併
投 手 回  安貴   6110030

需 重 :% ::   祷 言 甲  言T
江 口 3%75
岩 切 % 10

瀬◆豊菫打 書季:号?轟琴冒導孟岳雰
打 加

1回戦

横須賀市 (日 産自動車)

000000210000
001101000000

自老町 (大昭和製紙北海道)

乳|:嘉

豊
4ま 0:が

言T
裏

3単 2占 71安
責 米山821

久 保 5% 63
秋 吉  %00
石 原 7% 31

13:[間品雰
▽]久喬準Ъ 員撃

)

振球犠盗失残併
4311070

1回戦

東

０
０
畑

関
０
０
広

Ｔ

０

０

鉄

Ｔ

ｌ

Ｏ

日

Ｎ

３

０

新

千葉市
1

0

姫路市

1回戦

IT

日立市 (日 立製作所)

113i20021
111010005

大阪市 (大阪ガス)

500
100
000
521
532
521
200
212
542
321
000

【日立市

8
H
4

1回戦

打安点
田 531

東京都 (NTT東京)

001000000
00002000X

広島市 (三菱重工広島)

打安点【
8:都:ヶ]:]|
R7森 本 100

0 暑暑:||
♀  爾 籍 :::
4  内 山 000
②  遠 山 200
H  関 口 100
2 生 田 000

2931
振球犠盗失残併

410
300
200
200
312
300
300
3

責

１

安

３

辮
２０
失
０
回
９

機２０‐手綱

振
９
投
佐

14書

3:50言

り 予璽「し種高趙
399



i回戦

４
０
車

１
０
動

＞

０
０
自

ハ
０
０
ゞ

マ
０
０
す

ヤ
０
０

い

市
０
０
市

松
　
　
沢

浜
　
　
藤

責

５

０

安

９

２

併
１

残
４
　
％
％

失
０
回
７
１

端２００手謝木

振
３
投
　
里

海

０
０

東

１

０

Ｔ

０

０

＞

Ｔ

ｌ

Ｏ

堺

Ｎ

ｌ

Ｏ

鉄

＜

０

２

日

市

０
１
新

屋
０
０
＜

古
　
　
市

名
　
　
堺

責

３

安
９

併
０

残
Ｈ

失
０
回
９

盗
３

瑚
４２
手
茂

振
８
投
野

責

３

１

安
５
６

１

×

研
０
１

＞

技
０
２
組

田
０
１
谷

本
０
１
熊

市

１
２
都

一光
　
　
一示

和
　
　
東

【
§
沢市
を 署 T,i

D  近 藤 300

0〔 ::||
H  藤 重 100
2  丸 田 000
⑥  田 村 200
H  川 野 100
6  - 場 000

2930

振球犠盗失残併
4321050
投 手 回  安責
西 村 9  30
▽本塁打 中村 1号
(謝)▽二塁打 順風

内藤2 山本 小川
▽2時間17分

:回戦

【名古屋市】 打安点

]  [辻 ] |||
D  清 水 41

8 集々合 ::
9  宮 本 20

3593

1回戦

I↑号1醸鶴ηξ嚇15菫P素
尋焉轟雰

打 沢田 清水 佐 木々 山本常▽2

市堺
⑥
④
◎
⑤
Ｄ
③
②
Ｈ
７
②
③

打安点
口 520

8苦本書1::

310
511
312
300
430
200
100
000
431
200

筋
‐００
　
％

失

０

回

３

５

盗
０蹴‐３５０時森痢

市光和

③
④

③
Ｄ
⑤
②
⑨
②
⑥

Ｈ

打安点 【東京都】   打安点
511
410
300
521
400
433
300
310
300

振球犠盗失残

『

4858蜃
常 :l:

5 5 1 1 4 8 0                         34128

投 手 回  安責   振球犠盗失残併

富 辱
2駿

:: 星
8牟 5占″ 1安

責

5本量打
:著

井|!、 2号看豪倉木l`二li
佐藤和 朝山 荻原▽3時間9分

沼
岸
山

1回戦

レ

０

０

マ
０
０
崎

二
〇
０
長

べ
０
０

エ

ク

２
０
重

一

１

０

菱

ヨ
０
〇
三

市

０
１
市

山
　
　
崎

郡
　
　
長

貴

３

０

０

安

４

４

０

併

０

残
１０
　
％
％

失

０

回

４

２

２

端２‐‐手永井森

振
４
投
松
藤
稲

２

×

市

０
０

＞

崎
０
３
器

川
０
０
楽

・
０
０
合

薦

１
３
河

推
０
２
＜

＜

０
０
市

芝
　
　
松

東
　
　
浜

＞

０

×

ル

車

０

０

テ

動

０

０

ホ

自

０

０

ス

タ

０

３

ン

ヨ

０

０

リ

ト
２
１
プ

市

１
０
都

田
　
　
一尿

豊
　
　
東

22
10
00
11
10
00
00
20

【

§

崎市

l点[ |]|
R  村上竜 000
3  洲加本 000
⑨  工 藤 410
D  山 田 430

3D戻嫌 :::
H   境  100

01営 |||
3591

責

１

安

９

併

０

残

５

失
２
回
９

盗
０

聡
‐２
手

郭

振
９
投

▽本塁打 林 1号 (松

永)▽二塁打 丸谷夫
工藤 菱沼
▽2時間30分

2回戦

【

§

芝】

骨 量 I]]
D  福 本 420
②  小 林 300
H  金 敷 100
7  多 田 000

8百 避:::
H  梁 原 112
⑤  吉 沢 100
H5畠 山 100
2  斉 藤 000
H  西 村 100
②  高 見 200
H5 渡 辺 200

36103
振球犠盗失残併
3302091
投 手 回  安責
三 原 2%55
山 崎 30/3 31
菊 地  % 32
木 村 2% 00

2回戦

▽本塁打 丹波2号 (平

甲L量月
1暑

9J王里絆
清水 福永 前田 牛尾
▽2時間52分

【

§

京都

営 ョ :]]
D  山 下 301
⑨  照 井 200
H  清 水 100

8羹 |||
306 4

振球犠盗失残併
7300151
投 手 回  安責
吉 田 4  63
橋 本 5  10

成瀬 瀬戸山▽2時

【浜松市】   打安点
Q 士星 1?l

§菫8:||

8 ‡曇:

9 西 原 1

8  露木響 :
D 福 永 2

2  _盛ェ 1

3111

振球犠盗失残併
2631081
投 手 回  安責
平 田 9 103

2回戦

器
０
０
油

電
０
０
石

下
０
０
本

松
２
１
日

市

０
１
市

真
　
　
浜

問
　
　
横

65曾 ::||
9 軍果1::

38全 唯 |||
H  十 河 112
9  大 浜 000

8接 弊 1::
37114

振球犠盗失残併
6433090
投 手 回  安責
石 田 2  21
潮 崎 7  51
木村恵 1  00
▽三塁打 十河▽二塁打
47分

2回戦

坂 口 421
徳 永 400
五十嵐 410
若 林 400

小山田 91//3 104
増 永  % 11
田 口  % 00

南谷 宇田▽2時間

薗世懲酌‖
8奮 驚 1:る
H  若 槻 100
4  宮 下 200
H   丸  100
③  飯 塚 300
H  久場島 100
8  渋 谷 000
D  斉 藤 321

::|:||
H 近 藤 100

3383
振球犠盗失残併
10320182
投 手 回  安責
村 木 5  50
川 辺 2% 96
野 崎  % 00

2回戦

振球犠盗失残併
5311080
投 手 回  安責
足 利 2% 42
上 原 6% 41

(介塁打斉晟7:ie
原)伊東 1号 (川辺)

▽二塁打 藤井 海老沢
小森 比嘉▽2時間47分

自老
11,1117111キ∫

千葉市 (NTT関東)

打

３

２

木
田

明
高
岩

老白
④
４

:釉 :|
D  鈴 木 20

【

言

葉市

営

笠

[ Ii]
6  野 寺 000
H  横 山 100

8:]:||
D  黒 川 210
HD 市 川 110
②  川 村 110
2  宮 崎 322

9 饗喬:::
3 安 斉 211

37116

点
０
０

安

１

１

HD斉 藤 210

0F曇 :!|

H  山 崎 00

35149
振球犠盗失残併
4104 4 0120
投 手 回  安責
渡 部 5% 85
米 山 3%31

▽本塁打 横沢 1号

懐熟γU些量e平
▽二塁打 川村 宮崎
安斉▽3時間17分

責

１

３

０

０

２

２

安

３

２

０

０

３

６

辮

８ ‐

　

％

％

％

％

失

１

回

２

１

　

　

１

４

盗
０

鴎
３‐
手
沢
藤
本
沢

黄
林

振
６
投
秋
遠
山
鵜
　
小



2回戦

[i[|]11[I[)1111
広
③
Ｏ^
④
４
③
⑦
Ｄ
⑥

打安点
533
532
401
000
522
520
431
200
100
200
211

2回戦

＜

河

▽

貴

３

２

２

０
号

　
田

鋤２８２̈
【御御４３糊】疇

囃４‐‐０時画犠雌脚剌ｍ精

レ

２

３

マ
０
０

二
〇
〇

べ
０
０

＞

ク

０
１
組

一
１
１
谷

ヨ
０
０
熊

市
０
２
都

山
　
　
京

郡
　
　
東

蟻
６２
３０　
　
　
場
翻

辮
７‐　
　
　
　
　
　
号、日

失

２

回

７

２

　

　

　

１

植

蹄４４２０時崎闘　　　轍期鵬
田

▽
時

一３　
　
　
　
　
　
　
的
耕
”

浜松市 (ヤマハ
)

000200
140012

堺市 (新 日鉄堺 )

０

×

ｌ
山
中
内
中
金
福
小
佐
山
高
角
渋

鰤０
０
０
…

打安点
400
410
410
412
200
000
300
300
200
100
000
100

西
中

号

２

２

場

井
馬

簡＞
打酬

理
＜

▽

2回戦

HD 堀 口 100

【
3京

都
営藤」 :]]

HD伊 吹 100

8 息出:::
9  木 村 001

振球犠盗失残併
6721191
投 手 回  安責
谷津田 3% 64
下 山 41/6 41

HD桜 庭 110

振球犠盗失残併
66311120
投 手 回  安貴
郭  8% 95

点

１

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

安

１

０

０

０

０

１

３

１

０

１

１

１

打

４

３

１

０

１

４

４

４

４

３

４

２

振球犠盗失残併
２‐

蟻

〔

７３
ｍ

Ｈ
¨

¨

¨

０
回

１

４

１

１

　

２

▽

０
手

村

沢

村

久

勤

朝

担

‐３
投

西
金

藤

高

略

相

山

職計動電19讐曇缶癬為:0

準 決々勝

41
30
40
41
31
31

振球犠盗失残併
3222051
投 手 回  安責
白 井 5% 30
橋 本 2  10
竹 田 1% 00
▽二塁打 照井 盛
鈴木智▽2時間24分

【y確 曇ITi
l 至厚〔::
4  尾 上 000

284 0
振球犠盗失残併
11310050
投 手 回  安貴
平 田 9 61

レ

０

０

テ
０

０

ホ
０

０
＞

ス
０

０
器

ン
０

０
楽

り

１

０
合

プ

０

０
河

都

０

０
市

京

　
　
松

東

　
　
浜

道
―
―

海

０
０

＞

北
１
０
島

紙

１
０
広

製

０
１
エ

和
０
０
菫

昭
３
０
菱

大
０
〇
三

町
０
０
市

老
　
　
島

白
　
　
広

木
立
辺
井
下
吉
井

点
０
０

安

１

１

打
３
２

市

０
０
市

垣
　
　
真

大
　
　
門

準々決勝

(西濃運輸)

001000
000020
(松下電器)

▽本塁打 松本2号 (石田)▽二塁打 宇田
中本2 比嘉▽2時間30分

準々決勝

RD斉 藤 000
HD 山 崎 100

0%lii
②  横 沢 320

37134

責

１

０

安

１０

０

併
１

残
１０

％

失

０

回

８

１

盗

１蹴６４‐時翻脚▽本塁打
高木2

ｌ
底
桑
多
南
宇
中
十

振球犠盗失残併
6310160
投 手 回  安責
石 田 5% 41
潮 崎 2% 31
木村恵 1% 00

点

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

安

０

２

１

２

０

４

０

１

０

０

０

０

打

４

４

３

４

０

４

４

３

１

３

０

３

責
３
１

安
Ｈ
２
打塁

準 決々勝

堺市 (新 日鉄堺)

11001205
00000000

東京都 (熊谷組)

IT

山
村
沢

都
　
木
菅

京

成
吹
島
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都市対抗は私の人生だ

熊谷組 古田昌幸

都市対抗野球は、私の野球人生の全てといえる。もつと

いえば、都市対抗あつての私の人生だ。

私は昭和31年熊谷組に入社した。立教の先輩の大沢貞義

さんから誘われ、当時野球部長だつた、時岡周次東京支店

長にお逢いしたが「この方ならまかせてだいじようぶ」と

直感、入社させて頂いた。それ以来、選手、監督兼任を43

年まで勤め、いつたんユニホームを脱いだが48年から部長、

監督、内野手として復帰、51年までグラウンドに立った。

その後も大会運営にたずさわり、都市対抗とは一生の縁を

わ 。

17年間の現役生活で3回の優勝を味つた力ヽ なかでもや

はり印象深い優勝は昭和41年の第37回大会だ。ぶつうなら

10年連続出場で表彰されるのに、私はなぜか11年連続出場

のこの大会の開会式で表彰され試合に臨んだ。

苦戦の連続で、初戦の 2回戦、三菱重丁神戸戦ではやつ

との思いの逃げ切り、次の拓殖銀行戦も、相手のミスで挙

げた 1点を守り切つての辛勝。準々決勝でぶつかつた東芝

戦では6回の二死一塁で私が右翼フェンス直撃の三塁打を

放ち、相手の連携ミスでホームイン、やつと同点とし延長

戦。10回に東芝に 1点を奪われたがその裏、代打の鈴木正

臣、主将の川崎俊治が安打した■死一 。二塁に打席に立ち、

1-0からの内角速球を左翼席に打ち込むことができた。

準決勝の日本石油戦も、 1-1で迎えた9回裏、一死か

ら私が平松政次投手の速球を右翼線二塁打した。二塁から

戻って4番に代え勝負をかけて鈴木の代打を審判に告げた

が凡退。平松君は後勝を敬遠して捕手の河野懸と勝負にき

た。私は二塁走者だつたから球筋がよくわかり、いい球は

「打て、打て」と叫んだが 2-1と追い込まれた。次の 4

球目は速球がまん中に来た。河野のバットの出がよく見え

た。打つた。その瞬間、ホームランとわかる当りだつた。

連続サヨナラ勝ちでの決勝進出。

住友金属戦も7回に逆転したのに、 8回に同点本塁打さ

れ、またも延長乳 10回表だつた。無死満塁と攻めたてら

れ、ここで投手を大櫃昭彦に代えた。延長で1点勝負だし

「もうだめかな」の思いが頭をかすめた。でも「うちはま

だ裏が残つている」と自分を励まして大櫃に全てをまかせ

たカミ初球に度胸よく内角に落ちるゆるい球を投げ込み、

気負った打者は三ゴロ併殺打。次打者も左飛にうちとつて

大ピンチをのがれた。その裏、うちは電電東京から補強の

福岡計暦君と投手の大櫃が安打して二死一 。三塁に、やは

り補強の谷本良樹君が右翼線に決勝打、 3連続サヨナラ勝

ちで3度目の黒獅子旗を手にした。

いま思い出しても、苦しい場面々々で力を発揮してくれ

た選手たちの姿が鮮明に頭に浮んでくる。私自身、われな

がら大きな仕事をよくできたと思うし、この年は生涯最良

の年だつたと思う。

実は大会が始まる前、東保秀喜さんに「古ちゃんは年を

とっても守備は相変わらずだけど、バツテイングは少し落

ちたんじゃない」といわれ、カチンときて「よし見ていろ」

と奮起したの力ヽ この結果に結びついたとも思える。それ

に当時、東松山工場長で仕義が忙しかつたのに、足繁げく

練習を見に来てくださつた先輩の櫛田由美彦さんが、こと

あるごとに「そんなことで勝てるか」「それでも練習か、

やめちまえ」「グラグラしやがつて。オレがいいというま

で、全員クラウンドを走つてろ」と頭からどなりつける。

それが大きな反発材料になつたのも事実だ。

選手、監督を通じ、他人にいえない苦しさもあつたカミ

苦労しないで過ごしたのなら意味はないと思う。活躍の場

を与えてくれた都市対抗の恩は忘れられない。

(嚇、J岬業

`剰

婿業音限 )
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日本社会人野球協会発足のころ

岩 崎  恒

もう60年も経つたのか。社会人野球協会が都市対抗野球

とともに歩んできた道のりを振り返えると、協会発足時に、

4/Jり |1正太郎さんの下(い ささかのお手伝いをした私に

とつてはt今日の隆盛を喜ぶとともに、往時への郷愁を感

じずにはおられない。当時運動部勤務 3年目の私は、アマ

野球の担当記者として、小野三千麿、小川正太郎両先輩の

下で、東京六大学野球の取材を通して野球の何たるかを懇

切に教えて戴いたことを懐しく思い出す。神宮球場が返還

されるまでの六大学野球は、後楽園や上井草球場などを転

々t特に春の上井草球場では吹き荒れる風がネット裏の記

者席に舞い込み、Yシヤツの襟が球場の赤土を吸い込んで

真赤になることもしばしl∴  “何とひどい球場が と嘆い

たことも今では懐しい思い出だ。

そんな中で、何かにつけて進駐軍にお伺いを立てなけれ

ばならなかつた当時の事情が都市対抗を存続するためには

社会人野球協会設立が急務との気運につながり、小臥 イヽ

川両先輩を中心に関係者の間で着々準備が進められてい

た。そして設立された事務所は、有楽町の毎日新聞旧館六

階、エレベーター前の小さな一室だつた。机 1つに椅子が

4、 5脚。窓際に本棚を並べるとそれだけでもう一杯のさ

さやかな事務所だつた。そんな小さな音『屋K・/Jり ||さ んとと

もに規約作りや全国組織のために活動したのは土井、川瀬

(慶大)坪井 (東大)成田 (法大)早速 (立大)ら六大学

野球出身の諸先輩。今なら笑い話だが規約に盛られた “義

務と権利"の、どちらを優先するのかで何時間も討議した

ことを思い出す。

こうして曲りなりにもスター トした協会の仕事のなか

で、重要な部分を占めていたのは県予選での審判の割振り

だった。勤務の合間を縫つて六大学出身の諸先輩は、あち

こちの予選へ審判として出張した。それでも人が足りず、

私も狩り出されて、記者と審判を兼ねて、地方へ出かける

こともしばしばだつた。

イリllさ んは地方連盟からのこんな依頼をテキパキ颯 .

そして感謝された。病身の体で、よく続くなとまわりがい

配するほど頑張られた。やがて毎日新聞がプロ野球オリオ

ンズを創立して私はアマ野球からプロ野球に担当が代つ

た。当時毎日のプロ野球記者はラグビーの北野孟朗(2りに)

さんだけで 私を加えてたつた2人。小野、イリll両先輩も

大事な試合にはプロにかり出された。堀浩、鈴木美嶺君ら

が入社して、毎日の野球取材陣は強化され、私はプロ専属

となって都市対抗の本大会以外で協会のお手伝いをする機

会は少なくなつたカミ協会がスタートするまでのイリllさ ん

の激務ぶりを知るものとしては、今日の協会の隆盛はガリll

さんあつてこそと改めて感じずにはいられない。

実は東京運動記者クラプのチームカミ昭和2Q 7年のこ

ろ、都市対抗の東京都予選に2回出場したことがある。小

野さんが監督だった。最初のときは山之内製紙に私が完投

して勝った。新聞記者チームカヽ 都市対抗であげた歴史に

残る1勝と自慢できる。朝日の好村二郎さんや共同通信の

中村精吉さんらが元気にプレーしていた。力ヽ 2回戦で当

時強からた新東宝に私は連続 8安打され、10点以上を奪わ

れて本当なら7回コールドゲームだつた。それをイヽ野さん

が「この試合は9回までやれ」。8回に私が二塁打して 1

点をあげ零敗をまぬがれたのだカミ うれしさのあまり二塁

でかくし球にあいタッチアウト。よき時代の都市対抗の歴

史のひとコマとして、いまでもなつかしく思い出す。

(元毎日新聞社運動部記者)
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私と都市対抗野球

鈴木美嶺

毎日新聞社の運動部記者として、私が都市対抗野球大会

と報道の面でつながりを持つたのは、昭和25年から昭和52

年にかけての27年間であつた。運動部一筋の記者生活であ

ったから、これだけ長い間都市対抗野球と取り組むことが

できたのだカミ “生涯一野球記者"をめざしていた私にと

つては、都市対抗野球の歴史の一翼をになえたという、自

分なりの誇りも感じている。

あるいは、自己満足にすぎない誇りかも知れないカミ 私

が都市対抗野球の報道という面で、新生面を切りひらいた

と思つているのは、 “黒獅子の目"と いうコラムを創設し

て、長 く書きつづけたということである。都市対抗野球の

担当記者になつてから5年ぐらいたつた頃であつた。大会

の報道は試合を正面から取り組むのが本筋なは 都市対抗

のもうひとつの顔を試合にからませて書けないものか
―

大会がここまで発展するまでの波乱曲折、あるチームカミ

ある都市が全盛を迎えるまでの先駆者たちの情熱と努力、

野球人たちの興奮や感傷の交錯するグラウンド裏の人間模

様などなど、あれこれ織り込んで歴史を伝えていきたいも

のだが ―一―と考えたの力ヽ まじまりであつた。

それには、都市対抗の優勝旗 “黒獅子"に変身して、第

1回から大会を眺めつづけた “目"を通した語り口でつづ

るのが最適と思いついたのであつた。「私 (黒獅子)はあ

の夏、カンカン帽にステテコのフアンが両手にビールのコ

ップ、日にタバコの箱をくわえてスタンドを駆け上がるの

を見た。あの夏もきようのように白い雲がムクムクと青空

にわきあがるのを見た」といつた調子で、昔と今をくらべ

ていく手法である。

たしか、そのときの運動部長は故藤岡端氏であつたと思

うカミ 私の企画が認められて、都市対抗の夏が くると、運

動面に “黒獅子の目"と いうコラムカ澄 場するようになっ

ていつた。運動部員諸氏の御理解もあり、このコラムの担

当者は私というのが公認の形になつて、私はくる夏もくる

夏も “黒獅子の目"を書きつづけていつた。妙なもので、

大会がはじまると私は “黒獅子"になり切つてしまうのだ

った。大会創始者の故橋戸頑鉄氏とヒザをまじえて野球談

義をまじえたり、大会初期のヒーロー、故宮武二郎投手と

も談笑したりした。昔の人だけでなく、現在につながる大

会役員諸氏、審判委員、応援団とも話し合つて、いろいろ

な人の泣き笑いを書きつづっていつた。

大会が終わると「もうひとつの都市対抗が書けたろう

か」、「懐古趣味に走り過ぎたのではないか」、「感傷に

ふけり過ぎたのではないか」といつも反省はするのだカミ

翌年の夏がくるとまた “黒獅子"になり切つて、コラム書

きに没頭する私であった。かれこれ20年はつづけただろう

と思う。そういう点で都市対抗野球は、野球記者としての

私に、この上ない楽しみを与えたくれたと感謝している。

それだけに私にとつて最後の “黒獅子の目"になつた昭和

52年 8月 3日 付けのコラムの結びは、私が学んだ旧制第八

高等学校で別れのときに歌う寮歌の一節を引用するなど、

ひどく感傷的だつた。

「いつもそうだカミ決勝は別れの日だ。生い立ち、境遇、

年齢、人生観。それぞれ違うひとたちカミ都市のため、チ

ームのため、自分のため、白球を追って、 くる夏もくる夏

も全精魂を傾ける。それだけになお決勝は残酷だ。

一一年は行き星は移りなば 若き血潮はもえざらん この

世の春はかえるとも 我が青春をいつか見ん ああ高殿に

友と来て 今宵は別れの宴 (う た|う なり 面 (お もて)

は笑みて歌えども 心に泣ける我を見よ
― 」

(元毎日新聞社運動部記者)
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黒獅子旗 “奇談

都市対抗野球大会は、戦後の混乱のなか、昭和21年、 4
年ぶりに復活した。しかし、優勝旗「黒獅子旗」は行方不

明のままの再開であつた。昭和17年の第16回大会で優勝を

果した全京城が、朝鮮半島の京城に持ち帰り、遠 く京城の

地にあつたことはわかつていたものの、終戦時の大混乱の

なかで、黒獅子旗の無事を望むのは無理と、大会関係者は

半ばあきらめていた。

物質欠乏のなかでの大会再開であったから、新しく黒獅

子旗を作製することもできなかった。

優勝した岐阜市 。大日本土木の村瀬保雄主将には、閉会

式で “賞状"だけが手渡された。 ところが9月下旬、毎

日新聞社丸亀通信部から「黒獅子旗が帰つてきた」との知

らせカミ 同東京本社に届いた。全京城の 3番打者だつた秋

山光夫中堅手が持ち帰つていたのだつた。 秋山氏は法大

時代から強打の右翼手として活躍、卒業して京城電気株式

会社に入社、都市対抗にもしばしば出場した。

全京城というチームは、京城の実業団リーグの優勝チー

ムを主体に、他チームの優秀選手を加えて編成されたチー

ムで、第16回大会では、京城電気株式会社が主体になつて

いた。このため黒獅子旗は同社に保管されて終戦を迎えた

のである。

終戦直後の昭和20年 9月 14日 、京城電気は迫駐軍に接収

されることになった。秋山氏はこの日「なんとしても黒獅

子旗を日本に持ち帰ろう」と′とヽに決めた。同じ全京城の選

手だつた山本清二郎氏 (後に門司鉄道局)と も相談、秋山

氏がひそかに腹に巻きつけて日本に引きあげることにした

のだつた。

途中で所持品検査にあい、没収されることも予想される

情況下。秋山氏は「私は元全京城チームのプレーヤーであ

るから、このペナントを持っている。私が獲得したものだ

から故国に持ち帰るのだ」という意味の英語をくり返しく

り返し頭に刻み込んだ。

10月 13日 、秋山氏は黒獅子旗を腹にしっかりと巻きつけ

て京城を出場した。14日 に釜山に到着。幸いなことに心配

した荷物検査もなく、同日午後乗船し、無地に出航許可が

出て15日 、郷里の九亀にたどりついた。

黒獅子旗は丸亀野球界の長老、自井貞次郎氏宅にあずけ

られたままになつていた。

復活都市対抗大会が大盛況に終つて、当時の丸亀市長の

三原勝英氏は、秋山氏が大事に持ち帰つた黒獅子旗が自井

氏宅にあずけられているとの話しを耳にし、同市長が九亀

通信部に連絡、秋山氏の手から毎日新聞社に返還された。

小野三千磨さんが使者となり、10月 岐阜 。大日本土木に

黒獅子旗を届け、同社応接室で改めて授与式力辛子われた。

汗と涙の人間ドラマは、この黒獅子旗にさらに刻まれて

いつたが、老本デヒしたこともあり、第45回大会を機に、二

代目の黒獅子旗が新調され、初代黒獅子旗は野球体育博物

館 (当時は後楽園球場前、現在は東京ドーム内)に収めら

れ展示されている。
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0喬F~買 :〕     都市対抗生みの親、橋戸頑鉄氏をたたえ、最高殊勲選手に贈られる。

<第 10回大会から設定>

10回 井野川 利 春 (門 司鉄道局)捕手

11回 角 地 孫之助 (八幡製鉄)投手

12回 土 井 寿 蔵 (藤倉電線)投手

13回 吉 田 正 男 (藤倉電線)投手

14回 野 村   武 (全京城)投手

15回 中止

16回 該当者なし

17回 中 原   宏 (大日本土本)投手

18回 村 瀬 保 雄 (大 日本土本)遊撃手

19回 宮 崎   要 (西 日本鉄道)二塁手

20回 荒 巻   淳 (星野組)投手

21回 高 橋 久 雄 (全鐘紡)左翼手

22回 松 井   実 (全鐘紡)遊撃手

23回 松 井   実 (全鐘紡)遊撃手

24回 黒 柳   巽 (大昭和製紙)投手

25回 井 原 数 己 (八幡製鉄)三塁手

26回 松 本   豊 (全鐘紡)遊撃手

〔小野 賞〕

<第 27回大会から設定>

27回  日本鉱業日立チーム

28回 村 上 崚 介 (日 鉄二瀬)投手

29回 増 山 桂一郎 (日 本石油)監督

30回 富士鉄釜石チーム

31回 大 沢 貞 義 (熊谷組)監督

32回 大 工   勝 (富士鉄広畑)投手

33回 今 西 良 雄 (日 本石油)外野手

34回 積水化学チーム

35回 田 中 公 雄 (北海道拓殖銀行)

投手

36回 大分鉄道局チーム

37回 平 松 政 次 (日 本石油)投手

38回  日本楽器チーム

39回 後 藤 晃 吾 (八幡製鉄)投手

40回 佐 藤   昭 (電電関東)投手

41回 三菱重工業神戸チーム

42回 三 沢   淳 (新 日鉄広畑)投手

中 山 拓 郎 (新 日鉄広畑)捕手

田 元 司 (日 本石油)投手    45回
津 四 郎 (熊谷組)投手     46回
藤 正 敏 (日 本石油)投手    47回

三 雄 (丸善石油)投手    48回
林 恒 夫 (熊谷組)左翼手    49回
本 和喜代 (日 本石油)投手    50回
木 吉 郎 (日 本石油)投手    51回

亨 (積水化学)投手    52回
中   章 (日 本通運)投手    53回
場   保 (電電近畿)投手    54回
田 昌 幸 (熊谷組)二塁手    55回
松 政 次 (日 本石油)投手    56回
部 年 男 (富士鉄広畑)投手   57回
宮 秀 雄 (電電関東)投手    58回
田   猛 (大昭和製紙)投手   59回
木 恭 介 (新日鉄広畑)一塁手  60回

美   敏 (日 本楽器)投手

山   徹 (日 本鋼管)一塁手

之 (大昭和北海道)投手

男 (電電関東)投手

寿 (日 本鋼管)三塁手

教 (神戸製鋼)投手

弘 (東芝)投手

夫 (三菱重工広島)投手

正 (大昭和製紙)投手

也 (電電東京)投手

毅 (住友金属)投手

剛 (東芝)二塁手

男 (日 産自動車)一塁手

雄 (日 本生命)外野手

彦 (日 本石油)投手

農 (ヤマハ)投手

範 (東芝)捕手

年(プ リンスホテル)捕手

野

岡

紙

町

本

舛

井

崎

山

田

田

　

見

動

柳

丹

樋

増

黒

大
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石

宮
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瀬

々
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藤

島

伊

西

高

杉

佐

堤

田

小

古

平

神

若

安

佐

新

宇

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

俊
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和

義

義
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和

哲

行

邦

秋
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都市対抗の育ての親、小野三千麿氏の功績をたたえ、すばらしい

活躍をしたチーム、監督、選手に贈られる。

43回 細 川 昌 俊 (西濃運輸)外野手

44回  内 藤   博 (日 本鋼管)遊撃手

45回  山 口 高 志 (新日鉄堺)投手

46回 大昭和製紙北海道チーム

47回  日本鋼管チーム

48回 藤 井 栄一郎 (丸善石油)投手

49日 本田技研鈴鹿チーム

50回 三菱重工業広島チーム

51回 札幌 トヨペットチーム

52回 工 藤   真 (東京ガス)投手

53回 明治生命チーム

54回 東鉄チーム

55回 北海道拓殖銀行チーム

56回  スリーボンド・チーム

57回 大阪ガス・チーム

58回 川 島 勝 司 (ヤマハ)監督

59回 三菱重工業横浜チーム

60回 野 茂 英 雄 (新 日鉄堺)投手

〔若師子賞〕

新人で最も日覚ましい活躍をした選手に贈ら

れる

<第 44回大会から設定>

44回 中 山 俊 之 (大昭和北海道)投手

45回 工 藤 博 義 (新 日鉄八幡)左翼手

46回 丹   利 男 (電電関東)投手

47回 後 藤 寿 彦 (広島マツダ)三塁手

48回 林   博 之 (熊谷組)投手

49回  山 本 文 博 (新 日鉄室蘭)遊撃手

50回 中 屋 恵久男 (熊谷組)三塁手

51回 辻 野 聖 ― (札幌 トヨペット)

一塁手

52回 黒 田 光 弘 (リ ッカー)一塁手

中 西 清 起 (リ ッカー)投手

53回 野 口 恭 弘 (ヤ マハ発動機)

外野手

54回 小 川   隆 (新日鉄名古屋)

外野手

55回 岩 切 利 浩 (新日鉄大分)投手

56回 真 壁   久 (NTT東京)外野手

57回 若 井 基 安 (日 本石油)内野手

鈴 木 慶 裕 (日 本石油)外野手

58回 葛 城 弘 樹 (東芝)二塁手

59回 平 田 幸 夫 (河合楽器)投手

野 茂 英 雄 (新 国鉄堺)投手

60回 中 本   浩 (松下電器)外野手
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〔久慈賞〕

久慈次郎氏の敢闘精神をたたえ敢闘賞として

力いっぱいのプレーをした選手に贈られる。

<第 18回大会から設定>

18回 中 原   宏 (大日本土本)投手

19回 永 利 勇 吉 (星野組)捕手

20回 大 道 信 敏 (大昭和製紙)遊撃手

21回 櫛 田 由美彦 (熊谷組)捕手

22回 野 口 勝 美 (南海土建)中堅手

23回 野見山   博 (国 鉄二瀬)投手

24回 種 田 吉 富 (全鐘紡)捕手

25回 大 館 盈 六 (全藤倉)遊撃手

26回 山 本   治 (鐘淵化学)投手

27回 大 沢 貞 義 (熊谷組)投手

28回 堀 本 律 雄 (日 本通運)投手

29回 井   洋 雄 (日 鉄二瀬)投手

30回 出 沢 政 雄 (富士鉄釜石)一塁手

31回 松 浦 三千男 (松下電器)投手

32回 鬼 頭 忠 雄 (新三菱重工名古屋)

〔応援団コンクール〕

<第 34回大会から設定>

投手

33回 鬼 頭

投手

34回 佐 藤

35回 近 藤

36回 清 沢

37回 清 沢

38回 中 野

39回 堀 内

40回 石 幡

41回 橘 谷

42回 久 玉

43回 池 田

投手

44回 須 藤

45回 萩 野

46回 加 藤

47回 千 藤

投手

48回 伊 藤

49回  木 田

50回  中 尾

51回 樋 口

投手

52回 黒 紙

53回 田 村

54回 渡 辺

忠 雄 (日 本通運名古屋)

55回 前 川 善

56回 菊 池

57回 杉 山 孝

58回 菊 池

59回 上 原 勝

60回 渡 部 勝

進 (富士鉄室蘭)投手

雄 (コ ロムビア)投手

彦 (住友金属)投手

彦 (住友金属)投手

征 (日 本楽器)遊撃手

郎 (河合楽器)一塁手

弘 (富士重工業)投手

健 (三菱重神戸)投手

人 (丸善石油)投手

吾 (三菱自動車川崎)

彦 (日 産自動車)捕手

康 (新日鉄八幡)投手

美 (大昭和北海道)投手

久 (北海道拓殖銀行)

幸 (熊谷組)三塁手

勇 (日 本鋼管)投手

義 (熊谷組)捕手

美 (札幌 トヨペット)

弘 (東芝)投手

義 (日 本鋼管福山)投手

剛 (新日鉄名古屋)投手

裕 (日 本鋼管)外野手

総 (東芝)投手

― (NTT北陸)外野手

総 (東芝)投手

男 (NTT東海)投手

美 (大昭和北海道)投手

重

忠

忠

孝

嗣

信

和

友

英

和

清

善

孝

博

義

忠

最 優 秀 賞 優 秀 賞 敢 闘 賞 特 別 賞 努 力 賞

34回 河 合 楽 器 日 本 石 油 リッカー ミシン トヨタ自動車

35[] 北海道拓殖銀行 日 本 通 運 松 下 電 器 河 合 楽 器

36[] 松 下 電 器 全  鐘  紡
四 国 電 力

日 立 製 作 所

37[] オ ー ル 常 磐 松 下 電 器 日 本 石 油 北海道拓殖銀行

38回 日 本 石 油 日立 製 作 所 日 本 楽 器 北海道拓殖銀行

39回 河 合 楽 器 日 本 石 油 富 士 鉄 広 畑

40[] 河 合 楽 器
富 士 重 工 業

日産 自動 車
大 昭 和 製 紙 電 電 関 東 盛 岡 鉄 道 局

41回 本 田 技 研 大 昭 和 製 紙 三 菱 重 工 業 オ ー ル 常 磐

42E] 日立 製 作 所
三 協 精 機

新 日鉄 広 畑

道

油

鉄

石

岡

善

盛

丸

43[] 三菱自動車川崎 本 田 技 研
日 本 楽 器

日 立 製 作 所
住 友 金 属

44回 日産 自動 車
日立 製 作 所

日 本 鋼 管
T   D   K 大昭和製紙北海道

45回 東 芝 東 京 ガ ス 大昭和製紙北海道 新日鉄グループ

46[コ 大昭和製紙北海道 大 丸 東 京 ガ ス 電 電 関 東 本 田 技 研

47[] 北海道拓殖銀行 日 本 鋼 管 新日鉄グループ 本田技研鈴鹿 熊 谷 組

48回 熊  谷  組
器

鋼

電

製

下

戸

松

神
本 田 技 研

49[コ 本田技研鈴鹿
熊  谷  組

東 芝
東 京 ガ ス

50[] 熊  谷  組
中

器

府

楽

芝

本

東

日
国 産 自 動 車 三菱重工業広島

51回 川崎製鉄千葉 新 日鉄 釜 石
大 昭 和 製 紙

札幌 トヨペ ット
プリンスホテル

52[] 東 京 ガ ス
東 芝

新 日鉄 広 畑
電 電 東 京 岩 手 銀 行

5掴 日産 自動 車
属

命

金

生

友

治

住

明
日本 鋼 管 福 山 北海道拓殖銀行

54回 東 芝 新日鉄グループ 日 本 通 運

55[コ 熊  谷  組
日産 自動 車

北海道拓殖銀行

日 本 鋼 管

新 国 鉄 大 分

56[] 川崎製鉄神戸
東 芝

岩手県経済連
日 本 生 命 ス リーボン ド

57[コ 大 阪 ガ ス
日 本 石 油

プリンスホテル
川 崎 製 鉄 千 葉

NTT北 陸

国 鉄 名 古 屋

58[] プリンスホテル 東 芝
王子製紙苫小牧

ヤ  マ  ハ
ヨークベニマル

59[] 東 芝 熊  谷  組
ス

器

ガ

電

阪

下

大

松
NTT東 海

60回 プリンスホテル 松 下 電 器 大昭和製紙北海道 熊  谷  組
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◇北海道連盟◇

砂沢文雄 中村重一郎 東島一隆 水谷喜久

男 (故人) 高橋正道 広瀬誠一 上野貞吉

法師浜直吉 梅川吉二郎 内山哲郎 種田憲

三 高野理吉 岡村次郎 杉村麟太郎 森

元康 吉田道政 高野一甫 小笠原竹二郎

森 一光 岩城隆平 多田栄朗 鈴木美晴

遠藤一二 定岡芳徳 西条雅介 二宮 博

坂田 全 今野良雄 加藤二郎 西村元次郎

護摩堂武男 吉田忠雄 田中正男 友田宏一

斎藤徹郎 小林健造 進藤民男 広川政敏

後藤七郎 川越利彦 結城 蔵 福田幸作

伏見滋夫 高山卯二郎 山崎英三 田辺与治

能登谷喜代治 東島 寿 相沢長紀 塩田

誠 永沢富士雄 伊予田四郎 横島唯男 猿

田興平

◇東北連盟◇

半沢正次郎 岩洲徳四郎 長谷川平八 毛利

理惣治 千葉時夫 佐々木実 松浦忠也 伊

沢平太郎 坂本徳蔵 柴田清次 佐藤勝夫

石井冬雄 伊藤勝三 三浦次郎 和賀政男

永井初太郎 芳賀堅之助 森川弥春 田中

肇 万屋徳太郎 花岡五郎 宇津橋孝一 富

樫定雄 緑川大二郎 志田豊治 郡珂道雄

川村庄治 長谷川礼治 加賀谷幸次郎 高橋

政泰 山中寿雄 佐藤敬治 長沢雄二 金田

一啓郎 村松武雄 昆 徳治 庄司広志 郷

右近続 島 功一 岩崎唯夫 岩崎惣助 鈴

木清二 鈴木礼治 山本祐二郎 菊地栄一

佐藤忠治 佐々木弥蔵 高橋 淳 長沢正夫

長沢常人 斎藤一雄 長野 茂 渡辺 力

海野 典 海野篤之 上野由三 松島七郎

菅野正司 坂本徳治 高橋常雄 秋元 治

大槻寅市 人首敬行 本間喜二郎 福西健次

郎 清野武輝 羽田善衛 須田 剛 八島米

雄 五十嵐俊太郎 野口 主 大西勝幸 渡

辺勇七 小松仁朗 道仏 訓 海野重寛 阿

部泰雄 高谷昌三 西谷憲一 成田義二郎

千葉正時 秋元久夫 奈良助一 大下常吉

広島清美 渋谷行彦 工藤 武 鈴木清助

槙尾東平 武田 健 須佐吉徳 土田静雄

藤田茂男 永田貞介 芳賀二郎

◇関東連盟◇

青山武雄 南 安男 永沼和雄 木根洲良一

町田三男 中村秀雄 土田 豊 町野 久

渡辺三男 久保谷八郎 菅野穣助 土井寿蔵

恒川通順 小沢忠雄 東浦照一 伍東 実

林 好雄 田坂得多 畑 寅一 ノlヽ |1利雄

米久保庄内 吉田正男 岩崎鶴雄 大松 仁

吉村国造 井上 等 榎本 茂 木村二郎

矢吹栄孝 宮武二郎 小島 正 向山敏治

古谷倉之助 川上隆也 大室政右 宇橋為人

平野久一 大石紀一 内田孝司 佐野政市
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鈴木秀雄 一色直文 山口久像 須藤五郎

青木綿太郎 加藤新一郎 田辺八郎 吉相金

次郎 犬飼清一郎 瀬戸松寿 笠井儀郎 野

本義郎 山崎 正 長峰一郎 掛飛吉恭 太

田 武 瀬戸利夫 松井芳衛 梶ヶ谷忠良

渡辺 斉 鈴木徳二 海上歓治 浜田三一

田中義高 小原高四郎 臼井荘一 内山忠雄

平野喜太郎 鈴木実 岩井 一 飯塚達夫

大野利夫 鈴木二郎 笹治桂蔵 柴田正美

井上直吉 春日恒徳 船津祐一 岡田勝一

発生川一郎 金井祐一 鈴木慶次 鈴木久八郎

小平春省 茂木六郎 町井健祐 森泉由一

中島泰治 吉井徳一 鈴木秋三 野口晴吾

新井静次 栗原源一 金塚俊一 矢崎 拾

池田喜作 小林二郎 塚田敬五郎 遠藤 昇

細谷作幸 伊藤正光 菊地親雄 柴田竜雄

小沢利行 島田栄太郎 染野二郎 大塚茂利

佐藤秀太郎 小沼繁雄 国方久男 三輪野英

夫 樫村俊男 鎌田諄二 棚橋 勇 外山開

郎 中村城三 千葉忠也 島田雄寿 宮本岩

次郎 小野春吉

◇東海北陸連盟◇

武田可一 伊藤十郎 佐藤義孝 松井徳三

伊藤行忍 青木鼎吉 河合健児 友松 清

長谷川弘 榊原明一 大沢 薫 富田重則

久米良治 狩野 勉 小池栄一 芦原正吉

伊藤真光 巣山恒雄 木田五郎 伊藤茂 寺

本勝次 宮地定一 手島秋一 川本高男 村

瀬保夫 渡辺 栄 小西宇吉 池田茂雄 丸

山歳夫 向井 保

◇中部連盟◇

古橋貞治 奥 源録 川口荘次郎 奥村庄兵

衛 灘谷万太郎 古川寿一 渡辺正彦 菊島

友重 石川関雄 小宮清治 奥村寛義 萩原

義栄 児平未男 田中国平 宮下晴吾 舟木

茂 村田貞夫 二木茂益 小沼義雄 落合英

雄 臼井 達 栗田八郎 清水五郎 宮崎良

勝 田子二郎 山崎正計 志賀五作 神村佐

一 池田平八郎 鳴海軍次 古川喜代司 外

島喜代記 池田美代吉 佐藤一男 松原賢治

皆川登良夫 片山源四郎 小野寺稔 井筒

藤作 西山藤一郎 竹内政二 入沢藤英 阿

部英夫 仁木毅 阿部留治 遠藤正平 市嶋

正男 鈴木治七 赤沼良雄 鈴木幸蔵 本間

庄一郎 山崎精一 猪俣幸作 八百板静志

苅部徳一 小林弘一 清野準一 平沢隷郎

田辺政敏 有賀公三 石田保夫 郷  豊

萩原清治 石月静敏 佐野善次郎 井上幾太

郎 渡辺茂雄 高木七太郎 大地忠雄 稲森

錬一 大川福雄 久保田喜延 高田豊次 佐

伯秀隆 野田喜能 浅井礼三 清水鶴太郎

村 秀三 細 正信 高畠正雄 小幡元信

宮崎一郎 五十嵐広吉

◇近畿連盟◇

長浜俊二 水野利八 梅田二次郎 棚橋朝太

郎 町田重信 井口新太郎 藤村嘉夫 峰須

秀夫 浅本俊一 西山昌扶 弘世正方 皆岡

秀雄 松井 実 小川 登 豆谷松晴 西尾

善紀 山本清美 中村雄次郎 小林政鋼 琴

野 治 玉沢福二郎 小幡周正 村井正夫

西田善一 泉谷勝造 井狩貞之 奥村悦造

加藤吉兵衛 三輪竹男 川村貞男 河野善茂

黒田真一 高瀬二郎 遠藤保男 塚本久一

三段信雄 田口辰治 村井竹之助 沢田 薫

永田二郎 烏丸満男 井上信一 村上彦次

山下甲子雄 前田宗冬 大村 和 鈴木忠三

阿部嘉次 亀井重清 住野啓三 出来助二郎

丹羽新八 図司栄二郎 村斉英一 八木宣雄

高木秀一 持明院基治 横山健一 太田嘉兵

衛 大西荒夫 中島駒二郎 赤堀秀雄 野田

健志

◇四国連盟◇

後藤二郎 辻栄次郎 松本正彰 岩田春男

矢野信男 木村 薫 宇野利秋 尾茂田叶

栗原久芳 香西 茂 多田羅弘 浅田忠雄

山中正三 山谷精一 秋山光雄 藤野定男

多田羅正平 丸吉幸久 佐々木義行 多田公

孝 稲原幸雄 今谷直行 滝 巌 仁木島一

小寺善二郎 松田速馬 升田実 立市 栄

小川 正 立本義雄 田所 緑 兼子隆雄

藤井一郎 新居良一 瀬山 実 小倉尚直

北島誠一 新開豊茂 岸本守夫 大島茂治

松村謙一 坂東重康

◇中国連盟◇

山田彦男 八百野唯夫 安井重松 新見 武

古満支次郎 須山昌二 石田幸一 川上滝郎

岡 賢六 森井政一 吾郷健二 木村安定

石飛二郎 北井善衛 竹内京三 中村 晃

細川孝一 富田重隆 伊木寿晴 岡村武夫

山根利重 岡本利之 伊藤 隆 小幡 昇

江藤健三 梅本秋光 堀山研作 高田常夫

宇多村俊一 片岡一人 河村善作 久野久夫

丹羽吉夫 安達多喜之助 和田 定 津下仙

太郎 牧野直隆 藤本久治 堀井顕一 児玉

利雄 植村俊二 日下輝国 鈴木一良 池田

立人 小野敏夫

◇九州連盟◇

有田富士夫 荒牧富造 提水流慶蔵 久礼春

夫 加藤己佐久 大岡虎雄 豊田一枝 鬼塚

格二郎 荒井 念 馬場俊徳 猪俣秀正 増

田 稔 大庭種雄 阿部好春 酒井安夫 杉

谷彦二郎 青木尚彦 田村正夫 川島勝之

坂本隆博 高木 茂 中村民雄 中原千勝

高野文男 猪方 茂 大田黒辰彦 松浦五郎

松尾五郎 松本 明 実方盛次 宮口虎彦

幸田栄四郎 小岸田俊雄 鎮守芳雄 時任

重 折田 力 児玉実俊 山下良雄 橋口通

世 上村哲二 西尾淳純 安藤茂二郎 有村

増蔵 山口孝一 熊谷与信 井上靖 小吉寅

文 猿川 満 鎌田高生



◇大会顧間、審判員◇

藤田重次郎 島崎新太郎 小野三千磨 林

辰男 中沢不二雄 弓館芳夫 山岡鎌太郎

永田庚二 早速益夫 中村峯雄 片田宣道

由家応道 金原祐之助 伊丹安広 西村成敏

二神 武 銭村辰巳 成田理助 石井順一

本田竹蔵 鈴木関太郎 桜井寅二 山脇正勝

土生谷幸治 小川正太郎 川瀬 進 国宗

第30回大会表彰者

◇大会顧問審判◇

宮原 清 佐伯達夫 藤田重次郎 島崎新太

郎 小野三千磨 (故人) 中沢不二雄 桜井

弥一郎 (故人) 弓館芳夫 (故人) 久慈次

郎 (故人)橋 戸頑鉄 (故人) 山岡鎌太郎

永田庚二 坪井忠郎 泉谷祐勝 早速益夫

中村峯雄 片田宣道 由家応道 金原祐之助

伊丹安広 二神 武 石井順一 提水流慶蔵

(故人) 寛 元貞 海老塚進一 本田竹蔵

鈴木関太郎 桜井寅二 土井谷幸二 成田理

助 小川正太郎 川瀬 進 石橋五郎 藤田

信男

◇北海道連盟◇

砂沢文雄 東島一隆 中村重一郎 森 一光

多田栄郎 遠藤一二 定岡芳徳 岡村次郎

神村佐一 鈴木美晴 今野良雄 田中正男

永島盛義 前田 彰 川崎信一 須川泰男

梅川吉三郎 高橋正道 高山卯二郎 永沢富

士夫 東島 寿 能登谷喜代治 塩田 誠

小林 寛 内藤勇八 小笠原竹次郎 杉村麟

太郎 斎藤徹郎 谷口 博 細谷良彦 小沢

正一 掛飛吉康 森元 康 清野栄治 荻野

一郎 今井哲夫 山本 弘 米沢俊彦 清水

清 宮坂寿美雄 西村忠意 志田二郎 渡辺

多一 福田幸作 清田康司 金子定平 高野

一馬 倉田繁雄 広川正敏 西村元次郎 護

摩堂武男 進藤民男 後藤七郎 吉田忠雄

小林健造

◇東北連盟◇

阿部来太郎 半沢正二郎 毛利理惣治 鎌田

利一郎 石田 雄 今野二郎 大岡 武 長

谷川平八 松浦忠也 佐々木実 佐藤勝夫

坂本徳蔵 石井冬雄 小林正 遠藤男 松原

貞策 高口昌二 千葉正時 奈良助一 京極

基平 和賀政男 永井初太郎 三浦次郎 田

中 肇 万屋徳太郎 宇津橋孝一 川村庄治

高橋政泰 長谷川礼治 永田貞介 花岡五郎

緑川大二郎 佐藤敬治 梅津弘正 鈴木清助

新 島津雅男 石橋五郎 島田晴任 久保田

信一 藤田信男 岡田源二郎 布谷武三 斎

木正治 夫馬 勇

◇故人◇

清水準二 花生博隆 詑摩治利

◇多年に亘る功労者◇

天野貞祐 高田五郎 本田弘敬 田辺宗英

都築俊二郎 島田善介 泉谷祐勝 海老原進

須佐吉徳 工藤 武

藤田茂男 槙尾東平

鈴木精三 吉川貞治

菅原正作 佐藤永治

上野由三 高橋常雄

坂本徳治 高橋賢重

村松武雄 昆 徳治

鈴木清二 渡辺 力

斎藤一雄 畑中荘吉

海野 典 島 功一

長沢常人 佐藤忠治

◇関東連盟◇

南 安男 永沼和雄

土井寿蔵 米久保庄内

古谷倉之助 武井 良

内田孝司 水越康治

柴田正美 岡田勝一

中島泰治 鈴木秋三

河内佐介 和田信雄

福田 一 小笠原洪一

柿島利彦 鈴木 茂

藤田幸治 池田喜作

伊藤正光 鈴木徳二

福井信吉 小原高四郎

鈴木 実 飯塚達夫

町井健祐

◇中部連盟◇

武田 健 土田静雄

後藤 清 小野盛男

大内恒三 大築英四郎

牧 一夫 海野篤之

入島米雄 松島七郎

長沢雄二 金田一哲郎

郷右近統 岩崎惣助

長沢正夫 菊地栄一

荒川容一 庄司広志

鈴木礼治 佐々木弥蔵

中村秀雄 青山武雄

伍東実 向山敏治

平野久一 大室政右

笹治桂蔵 井上直吉

鈴木慶次 鈴木久八郎

新井静次 栗原源一

山口久蔵 吉相金次郎

八林茂樹 太田 武

青島嘉夫 河村 貢

島田栄太郎 外山開郎

小林金市 平野喜太郎

臼井荘― 内山忠雄

大野利夫 鈴木二郎

井上幾太郎 斎藤喜次郎 萩原清治 久保田

喜延 高木七太郎 大地忠雄 稲森錬一 佐

伯秀隆 高田豊次 野田嘉納 浅井礼三 長

橋 徹 遠藤 清 斎藤 清 稲川豪一 石

坂光雄 郷  豊 玉木 之 片山源四郎

皆川登良夫 鈴木幸蔵 橋本喜代治 西山藤

一郎 神村佐一 山崎誠一 永戸真吾 鈴木

治七 八百板静志 市島正男 本間庄一郎

赤沼良雄 井筒健吾 平沢録郎 佐藤一男

苅部惣一 島岡喜勇作 有賀公三 奥村英三

児平未男 小沼義雄 宮崎良助 二木茂益

田子一郎 百瀬和夫 土肥省三 安川但馬

◇東海北陸連盟◇

◇本部◇

石井順一 片田宣道

手塚寿恵雄 永田庚二

林 辰男 村瀬保夫

藤田信男 坪井忠郎

一 飛田忠順 桜井弥一郎 松本滝蔵 寛

元貞 谷沢梅雄 西尾守一 柳田周蔵 高橋

一 手塚寿恵雄 秋山如水 久保田高行 広

瀬謙三 飯田次男 松内則 三杉立宣雄 江

藤震一 好村三郎 中村清吉 寛 金芳 綿

貫惣司 小沢正三 鵜沢七郎 神田順治 相

田暢一 平井治一 坪井忠郎

伊藤十郎 (故人) 狩野勉 武田可一 寺本

勝次 富田重朗 松井徳三 長谷川宏 小西

宇吉 藤井利― 中島数美

◇近畿連盟◇

井口新次郎 三輪竹男 牧野直隆 村橋堅作

久保田信一 布谷武三 鈴木忠三 皆岡秀雄

松井 実 山本清美 豆谷松春 西尾善紀

琴野 浩 大槻守治 米谷道雄 長谷川六郎

加藤吉兵衛 中力 功川村貞男 三輪 健

高瀬二郎 井上信一 永田二郎 中村新一

沢田 薫 前田宗冬 小幡周正 西田善一

村井正夫 泉谷勝三 井狩貞之 奥村悦造

中西秀三 図司栄三郎 村斎英一 高木秀一

八木宣雄 持明院基治 横山健一 太田嘉兵

衛

◇中国連盟◇

江藤健三 梅本秋光 宇田村俊一 久野久夫

佐藤義孝 古満友次郎 石田幸一 川上滝郎

森井政一 石飛二郎 北井善衛 竹内宗三

入沢茂吉 安達多喜之助 本田竹蔵 藤本久

治 植村俊二 児玉利雄 目下輝国 鈴木一

良 池田立人 八百野唯夫 三浦芳郎 森永

粛雄 中岡静秋 田中 明 原 道義 新見

武 中村 晃 伊藤 陸

◇四国連盟◇

稲原幸雄 小寺善二郎 松村謙一 立石 栄

今谷直行 瀬山 実 滝  巌 坂東重康

立本義雄 小川 正 小倉尚直 新居良一

仁木島一 田所 緑 新開豊茂 藤井一郎

兼子隆雄 大島茂治 岸本守夫 比島誠一

石丸脩二 片山正典 姫田綾太郎 津田 一

栗原久芳 丸吉範昌 多田羅正平 山中正三

多田羅弘 佐々木義行 山谷清一郎 田村富

治 佐藤嘉男 秋山光夫 香西 茂

◇九州連盟◇

有田富士夫 荒牧富造 大田黒辰彦 加藤己

佐久 鬼塚格二郎 馬場俊徳 久保山一郎

大庭種雄 田村正夫 川島勝之

大飯勲夫

梅田二次郎

鵜沢七郎

中島治康 島崎新太郎 二神 武

由家応道 寛 元貞 中島 茂

飯田次男 西村成敏 早速益夫
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土生谷幸治 大館盈六 佐伯達夫

◇北海道連盟◇

砂沢文雄 森 一光 東島一隆 多田栄郎

定岡芳徳 岡村次郎 遠藤一二 中村重一郎

中川雄三 高橋新平 細谷良彦 川崎信一

須り|1泰男 川崎一夫 斉藤徹郎 杉村麟太郎

倉田繁雄 広川正敏 高野一馬 高橋正道

西村元次郎 梅川吉二郎 下河原清 町谷俊

信 根岸幸男 小野秀夫 田畑義秋

◇東北連盟◇

海野篤之 上野由三 海野重寛 野口 主

高橋政泰 長谷川礼治 熊谷敏雄 和賀政男

田中 肇 加賀谷幸次郎 阿部来太郎 岩渕

徳四郎 長谷川平八 松浦忠也 伊沢平太郎

松村多利治 長沢雄二 長沢正夫 長沢常人

佐々木弥蔵 昆 徳治 及川武準 斉藤一雄

斉藤 茂 鈴木清助 武田 健 工藤 武

藤田茂男 大築英四郎

◇関東連盟◇

高田五郎 時岡収次 4Ч II正太郎 中村峯雄

青山武雄 成田理助 松尾俊治 別府隆彦

中村秀雄 東保秀喜 藤田重次郎 土井寿蔵

川瀬 進 鈴木美嶺 大沢貞義 南 安男

藤田繁雄 深井安太郎 福村 晃 山本英一

郎 相田暢一 柴田茂子 河合シズ 吉井

滋 鈴木新太郎 都築俊二郎 佐藤茂美 伊

丹安広 桜井隆信 久田泰輔 清水芳一 郷

司 裕 勝田 興 大谷信明 渡辺福太郎

真田幸一 菅 大一 山川脩司 向山敏治

小島寿一郎 法月 稔 上松幸三 山口久像

小笠原洪一 吉相金次郎 田村 稔 掛飛吉

第50回大会表彰者

◇特別表彰者◇

佐伯達夫 斎藤了英 時岡収次 中原哲男

水野 勲 建内保興 海野篤之 井口新次郎

中村峯雄 牧野直隆 加藤喜作 三浦芳郎

土井寿蔵 村瀬保雄 月
'|1正

太郎 本田竹蔵

◇北海道連盟◇

安藤喜春 遠藤一二 遠藤良二 小野秀雄

小原正己 鎌田 明 倉田繁雄 定岡芳徳

品田栄太郎 多田栄郎 田畑義秋 高橋新平

高橋正道 高梨英夫 竹田光男 奥矢武男

東島一隆 東島 寿 西村博司 細谷良彦

三上重男 大越一弥 森 一光 高村 巌

佐藤健治

◇東北連盟◇

佐々木弥蔵 金田一哲郎 長沢常人 藤原良

二村松 昇 高橋孝造 佐々木勲 武田 健

柿崎義一 松原貞策 松浦忠也 遠藤 勇

米沢礼三 高橋政泰 長谷川礼治 古城次郎

橋本 章 海野重寛 高橋常雄 須田文男

出沢政雄 蔵本 勇 高橋邦男
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泰 山下臣司 増山桂一郎 宮原 実 鈴木

徳二 鈴木二郎 大野利夫 中村保正 長田

直喜 高橋倉吉 板倉義和 鈴木秀一 高橋

賢重 島田栄太郎 中山正夫 外山開郎 宮

本一夫 笹治桂蔵 柴田正美 鈴木秋三 岡

田勝一 新井静次 内島 勇 鈴木国夫 石

島貞雄 春日恒徳 鈴木久八郎 栗原源一

井上直吉 片桐二次 杉田一郎 橋田長一郎

松島 言 鳥居光男 南 武男 藤田 武

町田幸久 曽根田育男 清水隆子 小林紀一

郎 渡辺信雄 奥平 保 稲葉誠治

◇中部連盟◇

郷  豊 井上幾太郎 斉藤善次郎 久保田

喜延 稲森錬一 斉藤了英 高木七太郎 中

村修治 皆川登良夫 中村宗平 奥村栄三

二木茂益 小沼義雄 臼井 達 島原平八郎

高橋輝夫 細 正信 高畠正雄 太田武保

奥 源録 榎本秀雄 灘谷満太郎

◇東海北陸連盟◇

安保正敏 川島定市 松井徳三 武田可一

伊藤真光 伊藤行忍 富田重朗 巣山恒雄

滝本弘行 長尾芳夫 渋谷繁男 滝 光三

稲垣貞二 水谷至郎 坂井豊司 狩野 勉

大沢 薫 井出 等 長谷川弘 武内昭三

久野平八郎 服部 力 深野昭二 川島秀雄

豊田時雄 宮崎博作 寺本勝次 牧田太郎

林  敏 藤井利一

◇近畿連盟◇

牧野直隆 井口新次郎 本田親喜 久保田信

一 三輪竹男 米谷道雄 小西正一 成田敬

二 中村道一 森寅之助 西田善一 村井正

◇関東連盟◇

成田理助 南 安男 中村秀雄 大館盈六

山脇正勝 大沢貞義 古田昌幸 別府隆彦

中川政直 佐久間芳克 向山敏治 小島寿一

郎 法月 稔 嶋田善一郎 矢部隆治 山口

久像 鈴木 茂 下田理一 若原正蔵 太田

武 弓削 靖 串村俊平 高瀬正二 山田浩

蔵 吉相金次郎 大木康司 板倉義和 和田

博 鈴木基之 小林金市 福永健司 小林紀

一郎 大木 英 芝崎新六 奥平 保 外山

開郎 島田栄太郎 鈴木哲致 神田昌男 小

川 清 松島 言 鳥居光男 石井滉祐 町

田幸久 藤田 武 佐田一郎 笹治桂蔵 栗

原源一 鈴木慶次 江原康雄

◇中部連盟◇

河合 滋 酒沢成治 皆川定之 山県将泰

太田元比呂 金丸英男 榎本秀雄 小林喜也

佐野且太郎 白倉良造 奥村英三 小沼義雄

二木茂益 田子一郎 十肥省三 吉田吉平

橋本喜代治 皆川登良夫 赤沼良雄 中村修

治 島原平八郎 福田勘太郎 武内宗八 細

正信 牧野友昭

夫 手島進 井上信一 高瀬二郎 永田二郎

峯本三一 八木昌男 西井福男 五十嵐義臣

石割正義 村斉英一 回司正治 吉田 茂

佐野重保 高山義三 固司栄二郎 森下 弘

◇中国連盟◇

吉田勝太 塩見 釧 池田立人 藤本久治

藤原幸男 大野仁之助 中川武喜 浅原幸雄

泉  豊 浜田圭司 長尾敏明 竜田 章

岸本芳雄 塩之井力 藤原義一 三浦芳郎

内藤光男 中岡静秋 山田敏夫 円光寺芳光

山中 吾 神田 隆 須原 正 梅本秋光

波佐間厚 新屋信太郎

◇四国連盟◇

稲原幸雄 小寺善二郎 瀬山 実 瀧  巌

松村謙一 石丸脩二 田所 緑 岡本太郎

吉本寛司 堤 哲哉 大島茂治 新開豊茂

小倉尚直 新居良一 笠屋良雄 蔦 文也

加藤順二 浜松由雄 岡本正次 三本二郎

林 省司 栗原久芳 丸吉範昌 多田羅弘

杉山富雄 岡村重男 秋山光夫 尾崎 守

原田 勉 中井登一 植田 稔 北村 正

溝渕峯男 入交太兵衛 畠中源太郎 島崎美

寿 酒井豪久

◇九州連盟◇

荒牧富造 大田黒辰彦 加藤己左久 安藤二

郎 大岡虎雄 国方 博 山本数己 畑間正

夫 大庭種雄 坂本隆博 上田正明 内田洋

喜智 島村武彦 柴田百門 姫野良平 安部

未喜 沖 誠哉 森川義雄 橋本俊吉

◇東海北陸連盟◇

田口利八 斎藤 晶 野村治保 野崎忠義

高橋 醇 鈴木 寿 川島広之 山本 勇

広瀬稔行 水谷勝吉 松井徳三 小久保功

村上八郎 長澤道守 都築 忠 武田可一

中尾正治 服部 力 八木 巧 由里武彦

堀場克己 辻保 昌 鶴田辰夫 手嶋 康

柴田 守

◇近畿連盟◇

梅田二次郎 遊津 孟 本田親喜 長浜俊三

町田重信 伊達正男 田中勝雄 森寅之助

久保田信一 鈴木忠三 中村雄次郎 米谷道雄

磯川昌三 小西正一 中村道一 大槻守治

広瀬 明 仁木 安 池西増夫 中西 明

三宅享次 永田三朗 井上信一 西嶋実夫

土井 洋 清水一夫 八木昌男 大村一彦

三輪 武 林才一郎 松尾 進 谷川俊彦

萩原達夫 西田善一 小幡周正 中西秀三

村井正夫 寄本重吉 西 直彦 河合貞雄

小槻敬一 安井敏和 本城祥一 柴田次男

村斎英一 冨田仁義雄 佐野重保 吉田 茂

石割宏和 五十嵐義臣



◇中国連盟◇

池日立人 藤本久治 泉  豊 藤原幸男

大熊 宏 竜田 章 松永芳一 藤原義之

藤原義一 長尾敏明 岸本芳雄 加藤綾雄

川中 宏 秦野譲二 波佐間厚 原田知一

木下英己 浜田圭司 円光司芳光 山中 悟

須原 正 内藤光男 浅海郁男 脇田文雄

柳田哲夫

◇四国連盟◇

小寺善二郎 今谷直行 石丸脩二 瀧  巌

瀬山 寅 吉本憲司 後藤二郎 平田陽一郎

重松豊一 阿部洋三 平川恵一郎 武田喬之

岩川圭一 大西 至 中川善介 西森善男

森隆重 山崎通雄 松田正三 丸吉範昌 森

第60回大会表賞者

◇特別表彰者◇

稲原幸雄 松井徳三 長澤正夫 池日立人

山本英一郎 島原平八郎 東保秀喜 石井藤

吉郎 酒澤成治 服部 力 五十嵐義臣 笹

治桂蔵 河合 滋 大本栄一

◇日本野球連盟◇

篠原一豊 古田昌幸 松永怜一 斉藤信太郎

杉山幸一 相田暢一 増山桂一郎 青池 清

大神田正俊 郷司 裕 山根員樹生 吉井

滋 秋山 忠 中川政直 井箆重慶 鈴木美

嶺 鈴木義信 池田善吾 山中正竹 佐竹政

和 吉松俊一 西大立目永 松尾俊治 端詰

英一 山川脩司 布施勝久 田中美一 村山

貞夫 西宮 勲 清水幹裕 山崎紀典 鈴木

康夫 松本吉永

◇毎日新聞社◇

三井清重 奈良井輝 丸谷 亘 相沢裕文

◇北海道連盟◇

中原哲男 小野秀夫 宮嶋 勲 多田栄郎

小原正己 高橋新平 佐藤健治 遠藤良二

品田栄太郎 鎌田 明 見野 全 堺 安史

高村 巌 秋田谷昭夫 小西 力 三澤辰年

音尾正明 小林征志 柳 俊之 松原二郎

島津行高 沖野 博 山沢 実 上田回吉

中川睦夫 中田邦雄 小林吉隆 田畑義秋

奥矢武男 大越一弥

◇東北連盟◇

柿崎義一 久保皓正 高橋政泰 山本昌二郎

岩見 茂 土田静雄 武田 健 工藤 武

横倉信夫 桜井直一郎 矢野浩一 本間喜三

郎 鈴木一平 森下 博 遠藤 勇 米澤積

三 雁部昭八 藤原良二 高橋孝造 渡辺哲

夫 村松 昇 山口光夫 工藤博伸 石川富

喜蔵治 鎌田一己 五十嵐徳治 菅野 広

木村 稔 秋元一二三 長澤常人

◇関東連盟◇

向山敏治 加藤友康 工藤忠房 稲葉誠治

田明義 尾崎 守 三角和則 網野久昭 稲

原幸雄

◇九州連盟◇

馬場俊徳 鎮守芳雄 濃人 渉 新留国良

国方 博 山本数巳 沖 誠哉 後藤晃吾

瀬藤宣彦 伊達義城 長嶺俊一 林 幸義

村上峻介 荒牧富造 太田黒辰彦 畑中秀俊

柴田百門 熊谷与信 角野信男 玉井清重

河内義夫 国場幸輝

◇協会参与◇

石井順一 林 辰男

◇資格審査室◇

藤田信男 永田庚二 手塚寿恵雄 坪井忠郎

鵜沢七郎 相田暢一

加藤 弘 本多秀男 田中正延 法月 稔

大木康司 神埼芳明 奥平 保 外山開郎

石井滉裕 佐田一郎 佐田武夫 田村 稔

大島 宏 大場幸夫 木村尚夫 永井 肇

田浦正昭 石田 宏 井上利男 板倉義和

小林紀一郎 程塚孝作 神田昌男 大越裕二

鈴木慶次 河本昭人 西村守正 力村周一郎

小暮昇吾 富田勝彦 朝井貞一郎 田中徹雄

小島寿一郎 鈴木基之 大木 英 山口武平

鈴木哲致 阿久津正明 栗原源一 菅沼正直

西見一郎 江部 努 入江 浩 岩本光弘

山本裕司 吉野和男 相沢芳夫 大和田博

芝崎新六 立花留治 鳥居光男 粒楽佳夫

江原康雄

◇中部連盟◇

川井祐一 日下部郁郎 若木辰男 太田元比

呂 井上嘉男 牧野平吉 陣野原力 高田登

安藤喜春 川島勝司 保坂精治 保坂富雄

小林喜也 皆川登良夫 橋本喜代治 中村修

治 星野竹次郎 玉木淳之 奥村英三 小沼

義雄 田子一郎 土肥省三 浅田一三 清水

潤一 関美喜男 福田勘太郎 武内宗八 牧

野友昭 高橋輝夫 増山通雄

◇東海北陸連盟◇

薦田国雄 柴田 守 清水紀良 武内昭三

山口 弘 鬼頭忠雄 藤村哲也 小島幸和

高木栄一 鈴木徳義 堀場克己 小久保功

八木 巧 手島 康 由里武彦 伊藤清―

木村重雄 池原正治 野崎忠義 望月伸一

阿波隆一 大嶽恒雄 川島広之 高橋 保

広瀬稔行 水谷勝吉 中尾正治 林 教雄

益成徳治 山口敏樹

◇近畿連盟◇

小泉 昭 小西正一 仁木 安 永田二郎

井上信一 三輪 武 河合貞雄 村斎英一

冨田仁義雄 国賀敏男 船所幸弘 川崎 孝

福島敦彦 木村春夫 小松 博 小熊俊夫

米谷道雄 本田親喜 津江彰三 中西秀三

木村新太郎 南喜右衛門 本城祥市 笛村治

◇理事◇

大館勲夫 山本英一郎 大神田正俊 東保秀

喜

◇審判部◇

郷司 裕 山川脩司 飯田勝太郎 渡辺福太

郎 真田幸一 日下部郁郎 勝日 興 福村

晃

◇学識経験者◇

中島治康 鈴木美嶺 松尾俊治 大谷信明

稲葉誠治 吉田昌泰 吉井 滋 増山桂―郎

加藤毅康 鈴木年男 大島 宏

◇都市対抗願問◇

寛 元貞 二神 武 早速益夫 牟田正孝

土生谷幸治 久保田高行 都築俊二郎

男 安井敏和 柴田次男 平野大州 遠山隆

夫 奥村久嗣 佐野重保 吉田 茂 中西

明 三宅享次 津田浩嗣 岡本好二 岸野金

治 小林 勉 大橋慶三 樫根清一 木嶋一

黄 桃田晴彦 中西則夫 辻喜正 鈴木忠三

海徳敬次郎 大村一彦 松尾 進 吉田龍男

鹿多証道 春名正己 前田利昌 桐日立名

松田庫次郎 高野邦啓 浜崎健一 片岡成夫

広沢亘治 生越芳明 東 優孝 南垣 勇

◇中国連盟◇

藤本久治 藤原幸男 藤原義一 長尾敏明

大熊 宏 龍田 章 岸本芳雄 泉  豊

藤原克也 畑 啓允 渡辺 誠 西田信義

井上 守 杉本房二 山中 悟 八百野唯夫

木本朝彦`広瀬宗平 佐々木新 竹田義信

小坂庸夫 角原 豊 波佐間厚 川中 宏

秦野譲二 西下寿彦 林博太郎 黒紙公直

溝部 眸 田中博隆

◇四国連盟◇

住友俊一 小寺善二郎 吉本憲司 今谷直行

大島茂治 林 義一 片山正典 吉村真一

岩川圭一 森 隆重 吉岡 昂 西本 武

浜田富夫 細田 虔 阿部洋三 森 健三

須ノ内文三 窪田欣也 後藤二郎 福谷 祥

岡田英津也 光山忠彦 尾崎 守 竹口栄二

郎 松元謙仁 小西康雄 網野久昭 松田正

三 林 省司

◇九州連盟◇

水野 勲 福嶋一雄 大円黒辰彦 隠岐誠哉

滝口 寛 小林全一 堀川康明 畑中秀俊

谷村豊秋 河内義夫 尾籠親志 神納 豊

児島武久 木下政治 橋本俊吉 橋本純一

西田二比古 金子正昭 川田安彦 坂本隆博

上田正明 杉  勝 鈴田正武 松尾 忠

川端 勲
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10年連続出場表彰選手

26回 吉村英次郎 (日 本石油)

30回 上沖啓之 (大昭和製紙)秋山光男 (熊

谷組)

37回 古田 昌幸 (熊谷組)

39回 西村博司 (拓殖銀行)宮地昭雄 (住友

金属)

40回 山下晏嗣 (日 本生命)村浜 忠 (新日

鉄広畑)

41回 佐藤 昭 (日 本通運)

42回 下田鎮男 (松下電器)長井征― (電電

近畿)高畑武雄 (日 本生命)

43回 三田 晃(大昭和北海道)岡庭 厳(河

合楽器)小弓場保 (日 本生命)後藤晃

吾 (新日鉄八幡)瀬藤宜彦 (新 日鉄八

幡)

44回 中川隆道 (日 本通運)加嶋和彦 (日 本

生命)

45回 河本昭人 (本田技研)篠田 豊 (三菱

名古屋)和田弘久 (電電近畿)

46回 池ヶ谷勝(大昭和北海道)佐藤文夫(電

電近畿)富永 重善 (電電東京)今村

信彦 (西濃運輸)柴田昌邦(西濃運輸)

江藤 栄 (西濃運輸)利光高明 (日 本

生命)伊藤義城 (電電九州)

47回 山田智千 (日 立製作所)岡安 豊 (日

立製作所)伊藤友幸 (熊谷組)内藤

博 (日 本鋼管)祖父江伸介 (西濃運)

清水正輝 (大丸)

48回 赤平繁夫 (盛岡鉄道局)斎藤 寛 (盛

岡鉄道局)有本 勲 (鷺宮制作所)鈴

木政明 (大昭和製紙)中井元二 (西濃

運輸)林 教雄 (西濃運輸)鈴木憲行

(日 本生命)長嶺俊一 (電電九州)

40回 幡野正秋 (三協精機)林 伸男 (西濃

運輸)土佐秀夫 (新日鉄広畑)林 幸

義 (九州産交)

50回 松田修二 (西濃運輸)佐竹政和 (日 本

生命)

51回 内田正美 (電電東京)森 二郎 (電電

東京)長嶋顕彦 (大昭和製紙)細川昌

俊 (西濃運輸)野村 茂 (日 本生命)

永野隆雄 (新 日鉄広畑)中山拓郎 (新

日鉄広畑)

52回 高梨英夫(大昭和北海道)工藤 真(東

京ガス)村上忠則 (大昭和北海道)高

岡茂夫 (拓殖銀行)藤村雅美 (大阪ガ

ス)尾形正己 (新 日鉄広畑)

53回 渡辺 茂 (東京ガス)中沢邦男 (日 本

鋼管)鈴木徳義 (新 日鉄名古屋)岡田

和久 (日 本生命)田村忠義 (日 本鋼管

福山)山内 明 (日 本鋼管福山)六条

誠― (日 本鋼管福山)

54回 池田勝之 (東京ガス)園田信雄 (東京

ガス)樋口義一 (日 本鋼管)中本龍児

(ヤ マハ発動機)矢田秀典 (ヤマハ発

動機)吉田秀雄 (新 日鉄名古屋)小坂

登 (新日鉄名古屋)赤井淳二 (日 本生

命)

55回 前村泰正(本田技研鈴鹿)佐藤公弘(新

日鉄釜石)望月伸一 (日 本通運)前川

善裕 (日 本鋼管)山本宗二郎 (河合楽

器)井尻 陽(日 本生命)り |1辺邦好(三

菱重工神戸)松隈憲治 (住友金属)内

山田慶弘 (日 本鋼管福山)

56回 江藤 梓(三菱重工三原)後藤寿彦(三

菱重工三原)内山仁志 (日 本楽器)花

野 巧 (日 本生命)大須賀康治 (三菱

重工川崎)佐名木睦夫 (日 本鋼管福山)

藤山澄夫(日 本鋼管福山)八木孝治(日

本通運)

57回 伊藤由紀夫 (日 本通運)ノ lヽ林 貢 (神

戸製鋼)宮崎 剛(東芝)武智勇治(東

芝)山本秀樹(日 本楽器)松浦伸生(日

本鋼管福山)森 明彦 (日 本生命)山

岡政志 (日 本石油)原 邦彦 (松下電

器)

58回  山本文博 (北海道拓殖銀行)柿沼章文

(日 本通運)太田健次 (ヤマハ)西条

明博 (NTT信越)島田行雄 (松下電

器)佐藤 清(日 本生命)渡辺一治(日

本鋼管福山)白石則幸(日 本鋼管福山)

石元治三 (NTT四国)

59回 小林 彰(NTT北海道)武居邦生(ヤ

マハ)湯之戸孝修 (NTT東海)大本

二郎(松下電器)羽二生俊之 (NKK)
若松 茂樹 (三菱重工広島)

60回 福本勝幸 (東芝)梁原修志 (東芝)若

槻弘之 (新日鉄君津)内 田敏弘 (日 本

生命)高橋修二 (住友金属)田中祐二

(住友金属)滝下茂信 (NTT四国)

20年連続出場特別表彰選手

58回 鈴木 政明 (プ リンスホテル)
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回 年
昭和

1   2

2   3

3   4

4   5

5   6

6   7

7   8

8   9

9  10

10  11

11  12

12  13

13  14

14 15

15  16

16  17

優勝チーム

①大連満州倶楽部

①大連実業団

②大連満州倶楽部

①東京倶楽部

②東京倶楽部

①全神戸

③東京倶楽部

①全大阪

④東京倶楽部

①門司鉄道局

①八幡製鉄

①東京。藤倉電線

②東京。藤倉電線

①全京城

スコア   準優勝チーム

3-0 全大阪

1-0 東京倶楽部

5-0 名古屋鉄道局

10-5 名古屋鉄道局

12-6 全横浜

1-0 大連満州倶楽部

6-5 全京城

7-6 八幡製鉄

3-0 川崎コロムビア

5-1 大連満州倶楽部

3-1 東京倶楽部

4-1 全京城

3-0 庄内・田村駒

4-0 大連実業団

戦火拡大で中止

12-6 大阪 。大同製鋼

戦争で 3年間中断

出場チ      主な出来事
―ム数

12 神宮外苑球場で誕生。東京に初の地下鉄が開通

13 決勝は投手戦。アムステルダム五輪で日本活躍

14 黒獅子旗 3度海を渡る。株大暴落、世界恐慌ヘ

15 東京が悲願達成。全国ヘラジオ中継開始

15 東京六大学出身メンバーで連覇。

16 無欲の勝利。水泳日本、ロス五輪で大活躍

16 東京倶楽部最多優勝。早慶戦でリンゴ事件

16 打倒東京に浪華の意地。ベープ・ルース来日

16 推薦制やめ予選導入。国会議事堂完工

20 初の関門越え。橋戸賞制定。 2・ 26事件ぼっ発

14 東京倶楽部最後の年。慮溝橋事件、日中戦争ヘ

16 後楽園に移る。藤倉、初出場優勝。東京五輪返上

14 家族的野球で連覇。殊勲賞設定。双葉山69連勝

16 戦時色濃い中、14年 目の初優勝。紀元2600年式

17 予選終了後、本大会中止命令。太平洋戦争突入

16 外地チーム最後の年。橋戸賞なし。東京初空襲
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②全京城

17 21 ①岐阜。大日本土木   3-0 桐生。全桐生       16 4年 ぶりの復活。選手ら米持参で駆けつける

18 22 ②岐阜。大日本土木   8-2 高砂・鐘紡高砂      19 節電で試合開始サイレン使えず。久慈賞制定

19 23 ①福岡。西日本鉄道   8-1 別府・星野組       20 九州勢同士の決勝初対決。進駐軍人の観戦多数

20 24 ①別府。星野組     8-2 吉原・大昭和製紙     20 火の玉投手の荒巻大活躍。社会人野球協会発足

21 25 ①大阪。全鐘紡     6-1 東京・熊谷組       19 補強制度を採用。プロ野球 2リ ーグに分かれる

22 26 ②大阪・全鐘紡     3-2 大阪。南海土建      20 全鐘紡黄金時代。初の大阪同一地区決勝を制す

23 27 ③大阪・全鐘紡     11-5 二瀬。日鉄二瀬      19 全鐘紡史上初の3違覇。企業チーム全盛時代ヘ

24 28 ①吉原。大昭和製紙   3-0 大阪・全鐘紡       20 背番号制を採用:優勝チームが初のハワイ遠征

25 29 ②八幡・八幡製鉄    5-2 東京・全藤倉       25 第3代表から奇跡の快進撃、17年ぶりV奪還

26 30 ④大阪・全鐘紡     5-1 高砂・鐘淵化学      25 ナイター開始。慶大三羽ガラスでV4タ イ達成

27 31 ①横浜。日本石油    3-2 東京・熊谷組       25 新人・藤田投手が快刀乱麻の活躍。小野賞制定

28 32 ①東京・熊谷組     4-0 浦和。日本通運      25 全試合無失点の初V。 世界大会でも初優勝飾る

29 33 ②横浜。日本石油    4-0 二瀬。日鉄二瀬      25 第 1日 第 1試合で奇跡の大逆転。日石の黄金期

30 34 ①松山。丸善石油    6-4 釜石・富士鉄釜石     30 四国勢の初優勝。四国ブーム。岩戸景気に沸く

31 35 ②東京・熊谷組     3-2 門真。松下電器      25 延長10回逆転サヨナラでV2。 新安保条約成立

32 36 ③横浜。日本石油    4-2 名古屋。新三菱重工    25 史上最長延長12回の決勝戦。ソ連の有人衛星成功

33 37 ④横浜。日本石油    12-0 名古屋。日本通運     25 日石、決勝戦最大得点差で圧勝。キューバ危機

34 38 ①京都・積水化学    4-3 室蘭・富士鉄室蘭     25 応援団コンクール開始。黒獅子旗初の京都入り

35 39 ①浦和。日本通運    2-0 川崎・コロムビア     32 沖縄から琉球煙草初参加。日通の継投策ピタリ

36 40 ①大阪。電電近畿    4-0 和歌山・住友金属     30 4強に東日本勢残らず。関西対決で電電が初V
37 41 ③東京・熊谷組     4-3 和歌山・住友金属     31 逆転の熊谷の勢い、決勝でも衰えずV3
38 42 ⑤横浜。日本石油    6-0 浜松。日本楽器      31 日石は19歳 。平松の力投で史上初のV5達成

39 43 ①姫路・富士鉄広畑   1-0 浜松。河合楽器      31 準決勝で日石・秋元、幻の本塁打。明治百年祭

40 44 ①千葉。電電関東    2-1 太田・富士重工業     36 記念大会に初のナイター開会式。人類月に立つ

41 45 ②富士。大昭和製紙   3-0 神戸・三菱重工神戸    31 史上初の決勝再試合。安田投手の大昭和に球運

42 46 ②姫路。新日鉄広畑   6-2 松山・丸善石油      32 山中一三沢の必勝リレー奏功。 ドル・ショック

43 47 ①浜松・日本楽器    4-0 川崎・三菱自動車川崎   32 新美投手踏ん張り、5年前の夢達成。札幌五輪

44 48 ①川崎。日本鋼管    11-2 横須賀。日産自動車    32 初の神奈川決戦にハガネ打線が爆発。石油危機

45 49 ①白老・大昭和製紙北海道4-0 北九州。新日鉄八幡    32 二代目・黒獅子旗、初めて津軽海峡を渡る

46 50 ②千葉。電電関東    3-0 白老。大昭和製紙北海道  32 18歳・丹投手、最年少の橋戸賞。沖縄で海洋博

47 51 ②川崎。日本鋼管    1-0 札幌・北海道拓殖銀行   31 新鋭が古豪を打倒の戦国大会。ロッキード事件

48 52 ①神戸。神戸製鋼    3-0 東京。熊谷組       32 下剋上の混戦続く。神戸粘りの初V。 王 756号

49 53 ①川崎。東芝      4-0 川崎・日本鋼管      32 初の川崎市決戦。投打に充実した東芝が初制覇

50 54 ①広島。三菱重工広島  6-4 東京・熊谷組       32 大会半世紀。金属バットを採用、アーチ乱舞

51 55 ③富士。大昭和製紙   8-3 札幌・ トヨペット     32 29回 目出場の常連、10年ぶりのV。

52 56 ①東京・電電東京    3-2 川崎。東芝        32 きびしい練習で鍛えた雑草軍団が初優勝。

53 57 ①和歌山。住友金属   5-4 福山。日本鋼管福山    32 ベテランと若手の力で初制覇。五百円硬貨発行

54 58 ②川崎。東芝      8-3 東海。新日鉄名古屋    32 またも名古屋の悲願ならず。東芝、圧勝のV2
55 59 ①横須賀。日産自動車  10-9 川崎。日本鋼管      32 劇的な逆転で初優勝。ロス五輪野球で金メグル

56 60 ①大阪。日本生命    4-3 川崎。東芝        32 日生、鮮やかな逆転で悲願の初優勝

57 61 ⑥横浜。日本石油    9-7 金沢。NTT北陸     32 古豪復活、史上最多、6回目の全国制覇の快挙

58 62 ②浜松・ヤマハ     4-3 川崎。東芝        32 創業百年、社名変更に花添え、15年ぶりV2
59 63 ③川崎。東芝      3-2 名古屋。NTT東海    32 東京ドーム元年。接戦制した東芝が3回 目のV
60平成 l①東京・プリンスホテル 8-3 白老・大昭和製紙北海道  32 平成元年に結成11年 目の悲願達成
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〔記録集〕

◇試 合◇

◇最短時間 1時間9分 =16回 大阪市 。大

同製鋼 3-1名古屋市 。東邦瓦斯

◇最長時間 5時間27分 =33回 東京都・ニ

ッポンピール 1-0大阪市・電電近畿=延長

22回

◇延長戦 22回 =33回 東京都・ニッポンビ

ール1-0大阪市・電電近畿

◇無安打勝利=42回 大阪市 。電電近畿 1-
0大阪市 。日本生命

◇最多安打 36本=22回 大阪市・全鐘紡

(21本 )15-8高砂市・鐘渕化学 (15本 )

延長戦 (14回 )37本 =20回 大阪市 。日本生

命 (20本 )H-10函館市 。太洋倶楽部(17本 )

◇最少安打 1本 =25回 川崎市・ トキコ

(1本)1-0高砂市・鐘渕化学 (0)

◇攻撃の部◇

◇最多得点

(チ ーム) 27点 東京都・全藤倉=19回

東京27-0富山市・全富山

(個人) 5点 久礼 (京城・全京城)=3
回京城22-4札幌市・札鉄局

(イ ニング) 13点 大宮 。全大宮=8回

大宮21-6仙台市・仙鉄局

◇最多安打

(チ ーム) 27本 東京・全藤倉=19回 東

京都27-0富山市 。全富山

(個人) 6本 長沢新平 (大連・満倶)=
3回 大連14-5横浜市・全横浜

(イ ニング) 8本 八王子市 。リッカー=
31回 八王子市19-5大津市・東洋レーヨン

の5回 浜松市・ヤマハ=58回 浜松市12-

11門 真市 。松下電器の1回

◇全員安打

神戸市 。全川崎 (13本 )=13回 対八幡製

鉄 高砂市・鐘渕化学 (14本 )=18回 対愛

知産業 高砂市・鐘渕化学 (12本 )18回 対

全大阪

東京都 。全藤倉 (16本 )=20回 対新潟ク

名古屋市 。三菱重工名古屋 (12本 )=36回対

いす 自ゞ動車

千葉市・電電関東 (10本 )=46回対丸善石油

◇個人連続安打

(1試合)6本 長沢新平 (大連 。満倶)=
3回 対全横浜 (6打席)

(連続試合)8本 黒江透修 (東京都 。熊谷

組)=35回 対室蘭市 。富士鉄室蘭 (4打席

4安打)対東京都・電電東京(5打席 4安打)

416

◇最多四球

(チ ーム) 19 吹田市 。大鉄吹田=8回

東京 。東京倶楽部15-10大鉄吹田

(個人) 6 布谷 (東京市 。東京倶楽部)

=10回 対仙鉄局

◇最多打点

(チ ーム) 26 東京都・全藤倉=19回 東

京27-0富山市・全富山

(個人) 7 小林 (東京・全藤倉)=19回

対全富山

◇最多二塁打

(チ ーム) 8 大阪 。全鐘紡=21回 大阪

市・全鐘紡14-4横浜市・金港倶楽部

(個人) 4 平部 (大阪・全鐘紡)=21回

対金港倶楽部

◇最多二塁打

(チ ーム)3本 (多数あり)

(個人)2本 (多数あり)

◇ 1試合最多本塁打

(試合)10本  57回大会の広島・三菱工広島

対川崎 。日本鋼管 (各 5本 )広 島市14-7

川崎市

(チ ーム)6本 和光市 。本田技研 58回大

会の和光市11-1北九州市 。新日鉄八幡

(個人)3本 杉山孝一 (金沢市 。NTT北

陸=新 日鉄名古屋から補強)=57回 金沢 8

-5浜松市・河合楽器 金久保孝治 (川崎市

。日本鋼管)=57回 広島市・三菱重工広島

14-7川崎市

(イ ニング)3本 大阪・全鐘紡 (石川、川

上、池西)=34回大会の羽幌町・羽幌炭砿戦

富士市 。大昭和製紙 (中本龍児、佐々木正

行、山本秀樹)=50回大会の浦和市 。日本通

運戦 松山市 。電電四国(松浦清英、藤本英

夫、楠瀬隆章)=51回大会の郡山市・ヨーク

ベニマル戦 大阪市 。日本生命 (大西慶典、

早瀬万豊、赤井淳二)=55回大会の川崎市・

三菱自動車川崎戦 八王子市・スリーボンド

(有国雅己、四ヶ所重喜、沖泰司)=56回大

会の浜松市 。河合楽器戦 郡山市・ヨークベ

ニマル (曲山義和、林仲秋、近内一雅)=57

回大会の松山市・NTT四国 名古屋市 。国

鉄名古屋 (松本安司=三菱名古屋から補強、

湯之戸孝修=NTT東海から補強、坂野彰宏)

=57回大会の東京都・NTT東京戦 川崎市

・東芝 (高見泰範、泉水稔、菊池総)=58回

大会の郡山市・ ヨークベニマル戦

◇満塁本塁打

第 8回大会で大宮市・全大宮の富田平三が

仙台市・イ山鉄局戦で記録 (ラ ンニング)して

以来、60回大会で大阪市 。大阪ガスの畑山俊

二 (住友金属から補強)が日立市 。日立製作

所戦で記録するまで計25本。

◇ 3試合連続本塁打

新留国良 (福岡市 。西日本鉄道)=20回

細川昌俊 (大垣市 。西濃運輸)=43回

佐々木正行 (富士市 。大昭和製紙)=50回

若松茂樹 (日 本鋼管福山=三菱重工広島か

ら補強)=53回

筒井大助 (新 日鉄堺=住友金属から補強)

浦東 靖 (新 日鉄堺)=60回

◇大会最多本塁打

(大会総数)95本 =58回

(チ ーム)12本 富士市 。大昭和製紙=51回

(個人)4本 新留国良 (福岡市 。西日本鉄

道)=20回 中尾孝義(東京・熊谷組=プ リン

スホテルから補強)=50回  若松茂樹 (福山

市・日本鋼管福山=三菱重工広島から補強)

=53回 佐藤清 (大阪市 。日本生命)=56回

金久保孝治 (川崎市 。日本鋼管)杉 山孝

一 (金沢市・NTT北陸=新日鉄名古屋から

補強)=57回

◇サイクル安打

北村照文 (名古屋市・三菱名古屋)=49回

東京都・電電東京戦で記録 第 1打席・左本

塁打 第 2打席・左越二塁打 第3打席 。右

中間三塁打 第 4打席 。三遊間安打

佐藤和弘 (東京都・熊谷組)=60回  郡山

市・ヨークベニマル戦で記録 第 1打席・右

翼線二塁打 第 2打席 。二塁内野安打 第 3

打席 。右中間本塁打 第 5打席 。中越三塁打

◇最多盗塁

(チ ーム)12 京城・全京城=3回 京城22

-4札幌市・札幌鉄道局 釜石市・釜石製鉄

=12回 釜石市19-1大宮市 。大宮ク

(個人) 5 内藤博 (川崎市・日本鋼管)

44回の神戸市 。小西酒造戦で記録

◇最多犠打

(チ ーム)7 下関市・林兼商店=4回 大

阪市・全大阪4-2下関市

◇最多三振

(チ ーム)21 吉原市 。大昭和製紙=29回

吉原市 2-2松山市・丸善石油 (延長15回 )

17 松山市・丸善石油=49回 東京 。東京

ガス5-1松山市

(個人)6 安藤治久 (吉原市 。大昭和製紙)

29回の松山市 。丸善石油戦 (延長15回 )

5 鶴田 (大阪市・全大阪)2回の長野市

。長野保線戦



大会  本数

1回  1
2回  1
3回  4
4回  4
5回  3
6回  3
7回  2
8回  2
9回  2
10回   1
11回   3
12回   8
13回   3
14回   4
15回 大会中止

31回  10
32回   10
33回   10
34回   19
35回  15
36回  18
37[]    29

38[ヨ     43

39回   17
40[]    28

41回   28
42[]    33

43[]    29

44[]    34

45[ヨ     24

相 手

仙鉄局

全神戸

星野組

岡山鉄道局

日鉱日立

いす 自ゞ動車

河合楽器

日本熱学

日立製作所

富士重工業

三協精機

電電東京

新日鉄八幡

電電東京

熊谷組

46[コ     28

47[]    32

48回   21
49[ヨ     23

50[]    62

51回  57
52[コ     52

53[コ     47

54[]    46

55[ヨ     78

56[コ     74

57[]    83

58[ヨ     95

59[]    55

60[]    56

計1410本

16回   5
17回   4
18回  12
19回  H
20[コ     27

21回   16
22回   19
23[コ     8

24[コ     9

25[コ     20

26回   16
27回   16
28回   19
29回   11
30[]    20

◇節目の本塁打◇

号数  氏 名  チーム

1  三宅大輔 東京倶楽部

50  谷 義夫 愛知産業

100 大道信敏 大昭和製紙

150 種田吉富 全鐘紡

200 朝比奈二郎 大昭和製紙

250 越野正憲 電電近畿

300 三本豊次郎 積水化学

350 稲垣 孝 日本通運

400 中野孝征 日本楽器

450 鈴木憲行 日本生命

500 古川勇一 電電北海道

550 江口明信 日鉱佐賀関

600 中村安男 東 芝

650 前川善裕 日本鋼管

700 日高明彦 新日鉄釜石

大会

1回

17回

20回

24[ヨ

27[]

30回

34[ヨ

37[ヨ

38[ヨ

40回

42回

44[コ

45回

47[コ

49回

50[]

51回

52回

53回

54回

55回

56回

57[]

58[]

59回

◇投 手◇

◇完全試合 村上峻介 (二瀬町 。日鉄二瀬)

=28回 二瀬町 1-0高砂市 。鐘化カネカロ

ン

◇無安打無得点

市田 (大阪市 。中山製鋼)=14回 大阪 2

-0京都市・京都協会

岡本教平 (川崎市・ トキコ)=25回 川崎

1-0高砂市・鐘渕化学

◇最多奪三振 17 松沼博久 (東京都 。東京

ガス)=49回 東京 5-1松山市・丸善石油

なお、延長戦 (15回 )では29回大会で西五十

六 (松山市・丸善石油)が吉原市 。大昭和製

紙戦で残した21がある。

◇毎回奪三振

山本光― (吉原市 。大昭和製紙)=26回

吉原7-1千葉市・専売公社千葉

平松政次 (横浜市 。日本石油)=38回 横

浜 3-0八幡市・八幡製鉄

新美 敏 (浜松市・日本楽器)=43回 浜

松12-2名古屋市 。三菱名古屋

松沼博久 (東京都 。東京ガス)=49回 東

京 5-1松山市・丸善石油

◇ 3試合連続完封

西村一孔 (東京都・全藤倉)=25回 東京

7-0富士市 。本州製紙 東京 5-0函館市

・太洋倶楽部 東京3-0吹田市 。大鉄吹田

佐々木吉郎 (横浜市・日本石油)=33回

横浜3-0京都市 。日本新薬 横浜 1-0大

阪市 。日本生命 横浜12-0名古屋市 。日本

通運名古屋

◇連続無失点

佐々木吉郎 (横浜市 。日本石油)43イ ニン

グ=33回  5試合に登板

◇最少投球数

井 洋雄 (二瀬町 。日鉄二瀬)77球 =27回

二瀬4-0室蘭市 。富士鉄室蘭

◇最多投球数

永易将之 (大阪市 。電電近畿)270球=33

回 東京都・ニッポンビール1-0大阪 (延

長21回 1/3)

◇連続奪三振

松沼博久 (東京都・東京ガス)7=49回

東京5-1松山市・丸善石油

◇守備◇

◇最多失策

(チ ーム)10 東京・東京倶楽部 10回大会

の仙台市・仙台鉄道局戦 大宮市 。大宮倶楽

部 12回大会の釜石市・釜石製鉄戦

(個人)4 藤原好二塁手 (名古屋市・名鉄

局)3回大会の大連市 。大連満倶戦 加藤三

塁手 (新京 。新京満洲国)11回大会の東京・

東京倶楽部戦 (延長12回)辻 本遊撃手 (大

阪市 。電電近畿)30回大会の神戸市・川崎重

工戦

(以下金属バット)

750 川辺邦好 新日鉄広畑

800 高尾康平 日本鋼管

850 西条明博 北陸銀行

900 松本芳一 三菱重工神戸

950 伊藤由紀夫 日本通運

1000 渡辺和生 川崎製鉄水島

1050 三好利幸 NTT四 国

1100 清水義之 スリーボンド

1150 松本安司 国鉄名古屋

1200 杉山孝一 NTT北 陸

1250 武田正人 NTT四 国

1300 加藤健二朗 」R東海

1350 阿相信義 大昭和北海道

1400 佐藤和弘 熊谷組

大昭和製紙

電電信越

電電関東

明治生命

新日鉄堺

岩手銀行

日本楽器

河合楽器

NTT東京

日本石油

三菱重工神戸

ヤマハ

河合楽器

ヨーククベニマル 60回

1410 西庄昭彦 プリンスホテル  大昭和製紙北海道 〃
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北 海 道

昭和44年、安藤喜春 (沼津東高)の率いる

“7人の侍"力ヽ 温暖の静岡県富士市から雪

に覆われた火山灰地の自老町に着いた。28歳

の青年監督 。安藤の胸は大志に燃えていた。

安藤と一緒に三田晃 (成器商)米倉守信 (東

京農大)も いた。それより5年前、やはり富

士から高梨英夫 (千葉 。大多喜高)斉藤勲 0,

井商工)が、また、安藤より遅れ我喜屋優 ('中

縄 。興南高)なt挑則 (津名高、現日産自動

車監督)ら も移ってきた。

移籍 7ヵ 月後、初の都市対抗キップを握っ

て 1勝。48年には、中山俊之 (北海道産業短

大―巨人)の好投でベスト8進出と、着々と

階段を上った。そして45回大会、安藤の大志

が成就する。拓銀から千葉和久 (中京嵐 現

東京 。小石川支店次長)、 電電lD毎道から柳

俊之 (芝工大、岩見沢支店総務課長)の両エ

ース、それに日比野勇 (北海学園大、現NT
T北海道監督)上原哲朗 休臓 )の電電勢

を補強。

新日鉄八幡との決勝戦を制し、その力を出

し切らせ、新調の黒獅子旗が初めて津軽海峡

を渡った。北海道が野球界で大旗を手にした

のはこれが最初。

翌年は単独チームで準優勝。 5連投の加藤

英美 (室蘭大谷高)に久慈賞、大昭和は北の

地にも確固たる地位を築いた。

安藤はのち富士に帰り、51回大会で黒獅子

旗。いまも、休吉βから復活した新生チームの

指揮をとる。見野全 (近大)は現在、自老町

昆

第47回大会で北海道拓殖銀行が西村博司

(明大―オL幌東支店長)監督のもと、補強の

有沢賢持 (北 日本学院高―ヤクル ト)竹内昭

文 (法大、現法大監督)高岡茂夫 (法大、現

監督)ら の活躍で準優勝。さらに4壻ム 初

優勝の札幌 トヨペ ソヽト 休鵬 市)が王子製紙

から補強の樋口博美 (帯広三条高、現監督)

の力投で決勝進出、安藤の富士市 。大昭和に

敗れ白獅子旗。監督の宮崎一夫 (逗子開成高

―毎日)はいま、札幌第一高の監督。

大昭和製紙北海道が戦後のけん引車なら、

戦前は函館太洋倶楽部が道内野球界のリー ド

役を担っていた。明治40年、当時の北海道師

範 (現北海道教育大)を 出た先生たちが集ま

って結成。ことしで83年の歴史を有し、活動

中の社会人野球では最古のチーム。「北海道

の社会人野球のルーツです」と日本野球北海

道連盟函館支部長でオーシャンOBの若山英

夫 (中大)。 大手漁業会社カシヾヽソクアップ、
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盛岡中―早大と名捕手として名をはせた久慈

次虫『やCut・ 1喬本縫鍵iぐ肇大)をカロえ、赳

年間は東京六大学チームカサ機 のため続々と

函館を訪れている。

都市対抗には第2回大会に初出場。戦前に

10回、戦後も第25回大会を最後に5回の計15

回出場。久慈は昭和14年 8月 19日 、札幌で札

幌倶楽部との試合中、相手捕手の送球をこめ

かみに受けて 4日 後に42歳の螢Eを 開じる。

8年後に「久慈賞」が生まれた。

巨人で名一塁手として鳴らした永沢富士夫

優群稲F)、 片岡博国 (早大―毎日)も OB。

俳優、益田喜頓 (函館商―北海中)もプレー

している。

第 1回大会に出たの力琳鵬 ワゴナー (オL幌

市)。監督兼エース、 4番の大黒柱力羽 鼈υ佳

鯉ひこ)。砂沢はイ山台一中時代に岡1球投手とし

て鳴らし、第 2回全国中等学校野球大会の東

北予選で、久慈の盛岡中と対戦して以来、久

慈と永遠のライノウレとなる。中村重‐郎 (小

樽商高)、 矢村五郎 (北海中)らで臨んだ大

会は、砂沢力潮財丁に活躍して全神戸に3-2
で勝利。のち砂沢は北海道社会人野球連盟理

事長として「北海道に黒獅子旗を」と悲願を

かける力ヽ 大昭和北海道の初Vの 5年前に世

を去った。

戦後、クラブチームの札幌スターズ 休臓

市)カミ 札幌ワゴナー以来、24年ぶりにベス

ト4入 り。立役者は三棚 ‖からの補強投手、

岩佐守 (東大)。

砂沢の願いをかなえそうになった最初のチ

ームは富士鉄室蘭 (現新日鉄室蘭)。 34回大

会で、エースで 5番を打った佐藤進 (lL海高

―国釣 力汰 活亀 決勝で積水イ畔 練者D
に′

FHLし くも逆転負けした力ヽ 道球界に展望を

もたらす自獅子旗だった。高屋敷日出夫 (北

海高)、 青柳和 (千葉蘭 が上位を打って佐

藤を援護 した。小野秀夫 (立大、日本野球連

盟理事)は、マネジャー、監督としてチーム

の土台づ くりに当たった。 戦前には、北海

中―立大で名捕手として売った水谷喜久男が

率いた札幌鉄道局 (現 JR北海道)小樽協会

(ハ慣 市)も東京六大学首位打者の川崎信一

(立大)を加え出場した。

プロで成功した選手に、電電北海道からヤ

クル ト入りした若松勉 (北海高)、 王子製紙

苫小牧からロッテに進んだ高沢秀昭 (苫小牧

工 )、 富士製鉄室蘭から大洋入りの稲川誠 (立

大)らがいる。

大正 8年、青森営林局の職員で発足したの

が青森林友。昭和13年まで、都市対抗 2次予

選の東北大会に6度出場。うち3回、決勝ま

でコマを進める活躍で、林業が盛んな秋田、

岩手、それに地元の野球少年の人気を呼んだ。

第13回大会。林友は青森初の都市対抗出場を

遂げた。高瀬忠― (岩手 。福岡中)がエース

に成長し、新人の亀一三 (盛岡商 、滝川善

=郎 (福岡中)、 小島進 (青森商)、 五代儀

多一 (秋田・鷹巣農相 、松本美佐男 (青森

商)、 菅原好次 (仙台育英中)らの打棒もふ

るった。

投手陣の中にはプロ野球のライオン (後朝

日軍)に入り、45勝 した福士勇 (青森商)も

いた。「後楽園では、開幕第一戦で前年覇者

の東京・藤倉力斗目手。足が地に着かないまま

試合が始まり、 8-0で敗れた」と半世紀前

を回想するのは、 1番打者だった柿崎 (旧姓

千葉)正時。18回大会で天覧ホーマーを打っ

た小田野柏 (福岡中)のスタートも青森林友

だった。監督の坂幸 (八戸中)は青森空襲の

犠牲となった。

「選手層の薄さ力゙脳みの種なんですよ」。

山形ハッピー、電電東北でプレーしてIEM、

社会人野球の審判員を務める横倉信夫 (山形

工)は険しく、遠い2度 目の山形勢球宴出場

への思いを語る。

都市対抗出場は第21回のたった1回だけ。

その歴史的チームが山形ハッピー。

当は 山形ハッピーはミシンを製造してい

たが物資不足の時代とあって作れば売れた。

野球好きだった社長、原田孝太郎が、東京・荏

原中で野球部に在籍していた息子・孝― (現

社長)の協力を得て 2年後に実現させた。

孝一と同級生で巨人入りした渡部弘、小松

末広らを誘い、さらに渡部らの人脈を通して、

巨人一小日工作などに籍を置いた水野忠彦

(長野商、水野製作所専務)、 巨人―いす ゞ

でプレーした今泉勝義 (日 大三中)、 東都の

リーディングヒッターから国鉄入 りした荻島

秀夫 (中大)、 主将を務めた戸田吉蔵 (専大

―巨人)、 南海にいた富村幸夫らプロ野球経

験者が ドッと加入。地元の山形クラブから投

手の大内恒三 (山形東―早大、山形マツダ社

長)、 外野手の船山昭司 閉 高ヽ専)ら 当時

の県内を代表する選手力功口わった。

山



田秋

東lU目指の野球県。秋田中 (高)と秋田商

がライノウレ意識をたぎらせたのも、好選手を

生んだ要因となっている。しかし、有力な企

業が少ないこともあって、高校球児、対 の

俊英は他県に流出。真夏の球宴に初名乗りを

あげるのは昭和
"年

と、東北ではじんがり。

秋田の一番乗 りを果たしたのが帝国石油

(秋田市)。 昭和32年、小出敏造 (明大、帝

石監督、本社総務部長付)川上英俊 (学習院

大)の 2人の大学出身投手を擁 して県予選に

初参加。翌年には、伊藤俊成 (秋田高、秋田

トヨペット)の加入などでチームカを弼 ヒ

6年後に二次螂 出を果たした。仙鉄

局と初代表の座をかけた試合は、斎藤誠 (酒

田東、資材部購買課長)力潮 にサヨナラ

本塁打。伊藤、捕手の鈴木美徳 (秋田商―社

長室秘書課長)、 中軸の栗林芳光 (大曲高、

会社員)ら力Ⅵ 躍ヽりした。

帝石に東U激を受け、36年創部のTDK、 39

年創部の秋田相互銀行慨獄田あけぼの銀行)

も奮&そ の後各 2回ずつ出場する。TDK
は浅井治彦 (専大)―岡本隆 (秋田―早大)

のバ ンヽテリーと、大昭和自老から移籍した野

村稔 (静岡 。榛原高)ら投手陣が活亀

秋田相銀は、主戦の石崎透 (秋田中央―東

洋大、現監督)ら地元の甲子園出場組を多く

採用 した。熊谷和秋、石井靖 (と もに秋田商)

や佐藤純一 (大曲)、 堀井政志 (秋田商)ら粒

ぞろいの選手ばかりだった。初出場の監督、

佐藤伸― (秋田商 は横手支店長、 2度 目の

監督、山中寛 (横手)は飯島支店昆

このほか、現衆院議員の佐藤敬治 (東大 )、

佐藤敬夫 賊 曖大)はともにクラブチームの

出身者。敬治の球を受けた捕手の緑川大二郎

(東大)は大館商工会議所会頭を務めるなど、

選手を辞めてからのi舌躍が目ざましい。

「釜石の人たちは野球が大好きで、随分と

,湖暖してもらい可愛がっていただきました」。

昭和63年 11月 29日 、東北の雄 。新日鉄釜石が

休部に追い込まれたとき、OBの山田久志 俯ヒ

代高―阪急)は思い出を語り、惜 しん亀

山田は、42年釜石に入礼 下手投げを始め

て日が浅い山田を釜石の監督、中谷正人 (立

命館大、Fp■安全健康管理室長)は、徹底

的に鍛え込んだ。新人の年、第38回大会で日

本生命を3安打完封のデビュー。翌39回大会

は、八幡製鉄戦で7回 まで無失点の好投も、

8回に本塁打を浴び敗戦。最後となる40回大

会も初期晦邑

都市対抗18回出場、東北きっての名門チー

ム釜石の誕生は昭和 7年。当時、仙台鉄道局

が強く予選の力べを破れなかった力ヽ 12回大

会で念願の初出場。エースは沢藤光郎 (盛岡

商―動 。

25回大会で小武方信一 (岩手高―ミ総 、

岩本義行 (明大、元東映監督=水沢駒形クか

ら補強)の活躍でベスト4入 りした力ヽ 釜石

の名をより輝かしいものにしたの力ヽ 30回大

会の準優勝。吉本和夫 (中大 )、 黒田幸夫 (平

田高)、 斎藤辰雄 (早大 )、佐藤圭一 (中大)

らに、常磐炭破勢を加え戦力充実。連日の逆

転劇力渇会烈なFp象を与え、東北初の自獅子旗

とともに小野賞力報曽られた。福田
―   (中

大)の さい配も的中した。釜石は51回大会に

ベスト4入 り。日高明彦 (名雷T、 のち最後

の監督)や早瀬修 (仙台育英高)、 伊藤仁 (東

大 )、 長田裕 (明星高)ら脂が乗り切った選手

が大暴れ、監督の佐藤幸雄 (花巻前 は「全

員野球の勝利」と酔った。

日本野球連盟岩手県支部長の長沢正夫 (盛

岡中)は釜石の体部を「岩手の野球の火力増肖

えた」と親

盛岡鉄道局も岩手を代表するチームだっ

た。初出場は戦後の第19回大会で、釜石から

移った沢藤と自坂長栄 (福岡中、現阪神球団 )

らの活躍で、前年優勝の大日本土木を倒 した。

39回大会にエースで出た泉沢彰 (花巻蘭 は

いま、西武球団の教育指導担当。

岩手銀行も45回大会を皮切 りに3回出場。

小笠原敬二 院 た)、 本村吉則 ω大 )の好

投で計 2勝をマーク。56回には、岩手県経済

連が初出場。細越賢也 (m、 玉田美

甥 範大 )らの活躍で初戦突哄 農協パワ

ーを見せつけた。通信機械会社の花巻市・谷

村新興も4α 47回大会に連続出場。剤 ‖博・

元巨人コーチの実弟、荒川富男 (早大)カド監

督だった。

「仙鉄局は、野球をやっている地元少年た

ちのあこがれでしたよ」。ヤクル ト打撃コー

チの佐藤孝夫 (自石高)は、プロ入り前の青

春の 1ページを回想する。

佐藤は入ってすぐ仙鉄局のリードオフマン

となり、自石高のエースで同期入局の佐藤公

男 (大洋)と ともに都市対抗を目指す。だが、

年配の選手ばかりで予嘲お邑

戦前、仙台鉄道局は東北の雄として君臨じ

た。第 1回大会で12チームの一角に加わり、

5回連続出場、中堅手でトップを打った大岡

武 (東北学院中)は、83歳になっても往時を

鮮明に覚えている。

戦前12回出場するバ 実績は1回戦突破止

まり。戦後 高橋正巳 (仙台育英高一日本ハ

ム)、 大田敏之 (塩釜高―阪急)らがプロ入

り。分割晴 化 lこ伴い、盛岡、秋田局と合体

し、62年からJR東日本東北となる。

戦後台頭 したのが電電東北 (現NTT東
JD。 滝川中で別所毅彦 (南海―巨人)の球

を受けた小林章良が基礎を築き、雁部昭八鱚

城水産高)が監督となった昭和40年に花開く。

エースは杉山喜代美 (野辺地高)。 黒田重信

伏 田高)、 永井勝明 働吠)らの打線が杉

山を援護し、 2回 目の出場で球宴初勝利を飾

った。門屋省吾 (芝工大)が逆転 2ラ ンを放

ちヒーロー。

38回大会出場のエースだった熊谷猛郎 (気

仙沼高)は現在、母校の監督を務めている。

大石工行 (横手高)は、いまNTT秋田支社

嚇 。

43回大会で後楽園 2勝 目を記録もエースは

現NTT東京監督の森二郎 賊 。山内茂

(東北高)も計 4回出場する力ヽ 勝ち星に恵

まれなかった。その後を佐藤公弘 (国士館大)

―小窪敬‐ (関東学院大)が引き継いだ。

創部 9年目の日本たばこ (今年からJTに

名称変動 いきなり2勝 し、ベスト8入 り。

古溝克之 (福島商―阪急)、 佐藤誠一 (宮城

エー日本′ヽム)カプ ロに進んれ
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昭和20-30年代、富士鉄釜石 (現新日鉄釜

石)と東北の覇を争った常磐炭破 (湯本町、

現いわき市)に出沢政雄 (小諸商 が入った

のは25年。朝鮮特需Q “黒ダイヤ"は掘れ

ば売れた。第23回に初出場。初戦の相手カミ

のち石炭にとって代わリエネルギー革命の旗

手となる日本石油。出沢は二塁打 2本を放ち、

7-6のサヨナラ勝ちに訛

出沢が監督時代に入った近藤功 (平工高)

は、計10回出場。168セ ンチとイヽ柄ながら、

下手から繰り出す速球に威力があり、釜石の

準例勝にも貢献した。

出沢は休部中、磐城高の監督を務め、青木

稔を育てた。青木は投手兼遊撃手として夏の

甲子園で 2勝をマーク。法大を経て復活のオ

ール常磐の内野手。磐城高が夏の甲子園で準

優勝 (昭和46年)した時の監督、須永憲史(日

大)も オール常磐の外野手時代に出沢の教え

を受けた。

出沢と一緒に活躍した仲間に蔵本光夫 (呉

港中)、 勇の兄弟がいる。光夫は北斗クラブ

の総監督、勇はトヤ野球クラプの監督として

野球との縁が続く。プロ1群勝の小野正一は常

磐時代、内野の控えで出番がなかった。阿部

良男 (宮城水産高―西釣 、矢部祐― (田村

高―巨人)らがプロヘ。

福島から最初に者5市対抗に出たのは、第 7

回大会 0召和 8年)の福島倶楽部。福島師範

出の小柴由三 (現姓・上野)、 福島中OBの

三木茂らが中心だった。

戦後の18回大会、郡山から出た今泉産業に、

のち青山学院大の監督を30年間務める近藤政

雄 (和歌山間 がいた。

近藤はヨークベニマルの創部に協力する

力ヽ 「大高社長 (善兵衛)が中学生時代、我

々の練習をよく見ていました。その縁で選手

を送り出したんです」と話す。ヨークベニマ

ル初代表の監督、小野寺克男 (宮城農)も一

時、常磐炭破にいた。現監督、先崎史雄 (磐

城高―立大)は、須永の時の準優勝メンバー。

会津坂¬町から3回出場の清峰伸銅は、紺

野幸次、石幡信弘の福島商OBに、プロ経験

者の笠原正幸 (函館エー巨人)、 吉田勉 (大

本寸中―巨人)らで作った。

者S市対抗の原点はクラブチーム、それを見

事に実践したのは49回大会に出場を果たした

全足利クラブ。足利市役所職員を中心にした

チーム。昭和31年の新潟コンマーシャル以来、

21年ぶりのクラブチーム出場。同チームで選

手、監督、部長を歴任してきた大越裕二の夢

が実った。昭和31年の創部に力を入れた東両

毛通運社長、長竹寅治 (前市長)のまいた種

は、22年後にして花開いた。マウンドを死守

したのが監督兼任の宇田川次夫 帳罫1工)。

17度目の県予選優勝で 2次予選 (北関東大

会)に進み、宇田川の投球と五十部光則 (国

士館大)田代賢司 (足利工)粕谷宏 (宇都宮

農)イ 林ヽ喜義 (足工大付)ら の打線の爆発で

'決挙を達成 した。

終戦直後の20、 21回 に鹿沼市の古沢建設が

連続出場している。のちパ・ リーグ劉 部長

を務めた道仏訓や藤咲徳生、長武男 (栃木商

―国鉄)ら もいた。

「二 ソヽコー」「二 ソヽセイ」と地元が呼八 日

鉱日立と日立製イロ勉ヽ しのぎを削り、県下

の社会人野球をリードしてきた。日鉱が先ん

じて第11回大会に初出場。国方久男 (慶大)

が トップを打ち、エース・三輪野英夫 (水戸

工)関り|1隆治 (松本中)らが主力。

遅れを取った日立は戦イム 26回大会が初出

場。エースは下手投げの蒲池信二 (東大、現

専務)。 日本ビール時代の24回大会で熊谷組

から補強出場、好投 した実績を持つ。 4番は

のち監督となる田中督三 (明大)

日鉱は立大で長島茂雄らを育てあげた砂押

邦信 (立大、現サンコー相談役)を監督に迎

えた。砂押は中本盤歩■6(松商学園―国鉄 )、

宇塚裕一 (立大)を鍛え、翌春入社の嵯峨健

四郎 (秋田商―東映)、 伊藤秀司 (立大)ら

を育て、19年ぶり復活を果たす。第 1回の小

野賞を受け、 “北関東の暴れん坊"の異名も

つけられた。 全国に名を売った日鉱は、そ

の後三平晴樹 (秋田高一大毎)、 西崎若三 (立

大)、 長島秀和 (明大)ら を入れ 北関東の

常勝チームとなる。日立は38回大会で、村井

俊夫 (明大 )、 松井副武 (御坊商工)両投手、

山田智千 (現監督、御所工)、 日鉱からの補

強の高畠導宏 (中大―南海)らの活躍でベス

ト4入 り。

45年から5年連続出場の黄金期を築いたの

が監督の神田昌男 (宇都宮工 )。 高田新次 (東

海大)、 佐藤博 (酒田商―ヤクル ト)の 2本

柱に、山田、小野寺重之 (明大、現国分工場

課長)、 岡安豊 (日 大三高)、 内田睦雄 (東海

大)ら で “ダイナマイト打線"を組んた

日鉱の休部 3鋼魚 鹿島臨海工業地帯に進出

した住友金属鹿島製鉄所がチーム結成。松本

桂‐ (下関西高、現副部長)力瀦軋 にヽ選手を

集め、54回大会初出場。 “ニッセイ" “スミ

キン"時代に移った。

「70年近 く野球に携わっているが、まだや

り残していることがある。それは都市対抗帝1

覇」。第 1回からの関係者で現関東連盟顧間

の笹治桂蔵は、83歳の今なお全国制覇への意

欲を持ち続けている。

最初のチャンスは、復活の17回の全他

第13回センバツで準優勝した桐生中メンバー

の青木正一、皆川定之、それに三輪裕章 (と

もに阪神)や、稲川豪一 (東急)、 小暮英路

(西釣 、中村栄 (国鉄)らでかため、監督

は稲川東一郎。選手の大半閣刊 ll力粧 中監

督時代の間下生。全大阪を破って波に乗り決

勝進出。岐阜市 。大日本土木と優勝を競った

が敗れた。

2度 目の優勝のチャンスが訪れたのは40回

記念大会の大田市 。富士重丁。「思い出深い大

会でした」と振 り返るのは同チームの選手、

主将、監督、副部長を歴任してきた栗原源一

輛艦 中=日 本野球詳馬連盟理事長)。 石幡

信弘 (福島商)前原昭‐郎 (桐牛T、 現オー

ル大田クの監督)バ舌躍、天覧試合となった

準々決勝でも日本生命を降し、準決勝も富士

市 。大昭和製紙を退け、決勝進出。千葉市・

電電関東との黒獅子旗争いは、 6回に1点 を

先取し、 9回 を抑え切れば初優勝までこぎつ

けたが、逆転のサヨナラで無念の涙をのんだ。

石幡は久慈賞を獲得、その後大洋入り。

富士重Tの
― 、茂木啓司 (旧Щ

松商学園)、 茂木の前任、野中宏一 (桐生工)

は当時から好守好打ぶリカ洸 っていた。前橋

工時代、甲子園で活躍した向田佳元 (早大 )、

全日本入りの名手、村田博幸 (日 大)ら力γ麦

に続いた。

19回大会に前橋市から山藤商店が出てい

る。立大出身の田部輝男 (西鉄)らプロ経験

者が多かった。25回大会には、江厠記雄 (高

崎蘭 力斗諄 した高崎鉄道局が出場。新井茂

(藤岡高)、 渡辺光明 (作新学院)はプロに

進む。ttJ R高崎駅長、野沢次夫 (高崎工)

は翌年入社、 3回 とも予選決勝で負ける悔 し

い思いを持つ。

島
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玉

JR千葉駅長の板倉義和 (印椿高)は、千

葉鉄道局時代に岡1球投手でならし、都市対抗

は補強で出ている。

戦前の伊藤健太郎 (千葉中―東鉄―巨人)、

イリ|1善治 (千葉商―明大―小口工作―ヤクル

ト)。牧野宏 (成田高―法大一日石)らアマ球

界にも傑出した選手を輩出した力ヽ 有力選手

は大学やプロ、首都圏の企業チームに流出。

社会人野球 “不毛の地"と呼ばれるほどの

時期もあった力ヽ 京葉工業地帯の埋め立てが

進み、企業進出が図 られるようになった30年

以降、急速に野球どころの真価を発揮し始め

た。宮武二郎 (慶大)率いる千葉日本専売公

社力ヽ 県予選初参加の26回大会で千葉勢初の

本大会出場を果たしたのを皮切 りに、川崎製

鉄千葉、電電関東 (現NTT関東)ら力斗目次

い鯵 カロ。

こうした上げ潮ムー ドに乗って1召和40年、

駒大の控え捕手だった佐藤文夫が電電関東入

り。駒大先輩の藤巻健三監督 (八 日市場局次

長)の もとで頭脳的なリードぶりが買われて

4年後 主将に。その年の第40回大会で、劇

的なサヨナラ勝ちで優勝、念願の黒獅子旗を

千葉に持ち帰つた。中軸の黒崎勝利 (宇都宮

工、松戸局)、 代打サヨナラ安打を放った太

田垣亘彦 (芝浦工大)ら打線の活躍はもちろ

んだ力ヽ 新人の若官秀雄 (日 大、制 ‖局)と

補強投手を巧みにリードした佐藤のインサイ

ド・ワークカド光った。若宮は5勝をあげ橋戸

賞に輝いた。

佐藤は、監督就任 2年後の46回大会、エー

スの中後政行 (安房水産高)と、新人の丹利

男 (北茨城高、現コーチ)の 2本柱を、前回

同様に巧みにリー ドして持ち味を発揮させ、

2度 目の大旗。打の中心として、決勝戦で 2

ランを打った関東孝雄 (仙台育英、日本通運 )

はのち中日入り。

電電打倒に執念を燃やしたのカリ11崎製鉄千

葉の元監督、川鳴宏 (成田高)。 昭和31年に

田中実 (千葉一中)監督で発足以来、55年に

ようやく川鳴の手で初出場に結びつけた。左

腕 。青木彰 (黒沢尻高)、 大野雄次 (君津商

―大洋)らの活躍でベスト8進出。このとき

捕手、のち監督の鬼鳴―司 は )は東京六

大学の審判員。

59回大会に門り1係屯 (立大―新日鉄八幡)率

いる新日鉄君津が初出場を遂|ス 「新 3強」

の時代を迎えた。

「今でも鮮明にあの試合は思い出せます」。

東京都八王子市の穎明館高校で、77歳の喜寿

を迎えたばかりの前川ン敵 6(国学院大)は遠

く目をはせた。

クラブ野球全盛時代の第 9回大会で、東京

鉄道局の選手を集めた全大宮力ヽ 埼玉県勢と

しては初のベスト4に勝ち進んだ。準々決勝、

エース・削川は3-3で迎えた 9回 2万商塁

に、タイムリーヒットを打たオヽ サヨナラ負

け。前川はプレー トにうずくまり泣いた。

この監督が藤本定義 (早大 )。 のちに巨人、

大映、阪急、阪神と歩き、31シーズン歴任の

最長記録をつくる。国鉄スワローズ監督、ロ

ッテ球団代表、川崎球場社長を今年 3月 まで

務めた西垣徳雄 は )、 学習院大監督で東

都 リーグ優勝を果たした島津雅雄 (■局 、

国鉄総監督を務めた楠見幸伸 優大)らがい

た。伊藤 5(千葉中)も前 ‖と一緒に巨

人入り。南安男は、側 、 第 2回大会に松本

機関庫の投手として初登場、 8回に全大宮か

ら再登場し、 3年連続出場。その後姿を消し

たものの、第16回、戦後再開の17回 には、東

鉄局の投手で再登場。翌18回 には東京 。全藤

倉の補強投手で出場と47歳まで現役で活亀

そのイム 裏方の世話をやいていた。

都市対抗史上ただ 1本の天覧ホーマーを打

ったの力Ⅵ 田ヽ野柏 (岩手・福岡中)。 豊岡物

産 (埼玉県豊岡町)の 4番・左翼手で出場。

左翼席ヘソロ本塁打 した。

浦和市 。日本通運が埼玉県に初めて黒獅子

旗をもたらしたのは、35回大会。稲葉 0日姓

。高塚)誠治力ヽ 愛知産渫  ヽトキコ、慶大監

督を経て、日通に招かれた。稲葉は20歳投手、

田中章 (千葉経済高)と 3年 目の佐藤昭 (一

関一高)を巧みにつなぎ、決勝0‖崎市・コ

ロムビアと対戦した。

7回 まで 0が並ぶ投手戦は、 8回、一死二

塁の好機をつかむや、好投の田中に代え、代

打策をとったの力W'中 して先制。さらに走者

二塁の加点機に近藤良輔 (慶大、のち3代 目

監督)力ヽ スリーバントスクイズの奇襲を決

めて2点 目。その裏から佐藤を投入して逃げ

切る稲葉用兵が見事に決まった。

稲葉は定年躙 魚 プリンスホテルに招か

な 監督を経て現部長。

佐藤は40回大会に電電関東の補強投手とし

て 2度 目の優勝を味わい、4ヽ野賞を受賞。 1

回戦で先制本塁打 した竹之内雅史 飴 学園)

は西鉄入 り、現ダイエー・コーチ。

昭和31年、野球部を創設した時、招かれた

のが藤田宗一監督 (法大)、 古谷法夫コーチ

(宇都宮実=現宇都宮学園)と初岡栄治主将

(専大)の 3ンに 第28回大会は初出場で決勝

進出の快進撃。熊谷組に敗れた力ヽ 立大を出

たての堀本律雄投手の鉄腕が冴 (さ )えた。

5試合を投げ切り、久慈賞。同時期の妻島芳

郎 (日 大三高―大毎)、 渋谷誠司 (弘前商=
現 。弘前実―国鉄)ら創部以来20人を超す選

手がプロ入りした。金田留広 (愛知学院大―

東映)、 いま西武の守りのキーマン・辻発彦

(佐賀東―西武)、 勝呂博憲 (千葉商―巨人)

ら選手だけでなく、平光清 (慶大)、 前田亨

(熊本工)のセ、パの審判、田中美一 (立大 )

のアマチュア野球審判を生んでいる。

昭和35年創部の和光市 。本田技研。初代監

督の千々岩雄平 ●申戸大)は、いま鈴鹿サー

キットの本田ランド社長。電電中国、河合楽

器を経て入社した河本昭人 (久賀高、のち 2

度監督、現副部長)力殺 手の軸となり38回大

会に初出場。元監督の條原一豊 (立大、 日本

野球連盟理事)は中国に野球を指導。

黒田正宏 (法大、現西武コーチ)、 中沢春

雄 (立大―逝詮り がいた41回大会でベスト8

入り。伊東昭光 (帝京高―ヤクル ト)、 広瀬

哲郎 (駒大―日本ハム)の ドラフト1位選手

をそろえた60年には、秋の日本選手権で優勝。

「チームを持とうとする企業もあった力ヽ

相手が大昭和、ヤマハ、河合といった全国屈

オ旨の強豪を相手にしなけれ|よ 考えるとやめ

てしまう」

日本野球連盟山梨県支部の理事長、保坂富

雄 (日川高)は、社会人野球大国、静岡と予

選地区を1にする山梨の悲哀を、こんな言葉

で表現する。県内で活動するチームは8つ、

いずれもクラブチーム。都市対抗に代表を送

り出していない3県のうちのひとつ。

そんな中で、山梨のチームから、静岡県の

チームに補強されて後楽園の舞台を踏んだ男

がいる。いま、富士吉田市内で土木建設業を

営む高村和男 (谷村工商 だ。第27回大会で

大昭和製紙に補強された。高村力功日入してい

た桂クラブは、大正 4年の創部。早実―早大

で野球に打ち込んだ故奥源禄がふるさとに帰

って結成した、県下最古のチーム。参議院議

員の故安田敏雄 (都留中)は昭和初期に中堅

手で活躍。戦前、投手で活躍した灘籠両太郎

(大連商)は戦イム 谷村工商の監督となり、

22年に甲子園出場を果たす。

山
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落合爾両 (中 日)、 石毛宏典 (西武)のプ

ロ野球 1億円コンピは、都市対抗野球大会を

バネに育った。落合 (秋田工)が府中市 。東

芝府中入りしたのは1召和49年。イム 同チーム

の監督になる尾崎清士 (亜大)は振り返る。

「ライトの防球ネットを軽々と越 した打球が、

相次いで民家の屋根を直撃する。やむなくネ

ットを15メ ー トルかさ上げした」

石毛 (駒大)はプリンスホテル入り。54年

に落合が去った東芝府中に、補強されて臨ん

だ同年の初大会 (50回)の第 1打席で、バ ンヽ

クスクリーン左へ 2点本塁打。大試合に強い

片りんを見せている。

この時準々決勝で熊谷組に敗れる力ヽ 石毛

の同僚t中尾孝義 (専大―プリンスホテル)

が補強でいた。中尾は4本塁打、16打数 6安

打と打ちまくり久慈賞を受けた。

戦前のスーパースターは宮武二郎 (高松商

―慶大)と吉田正男 (中京商―明大)が双璧

(へ き)。 宮武はセンバツ準優勝、夏の甲子

園で優勝。神喧でも38勝ヽ長島茂雄 (立大―

巨人)に破られるまで最多の 7本塁打。投打

に傑出した力を発揮した。昭和 6年の第 5回

大会、東京倶楽部から初出場。

吉田は、昭和14年、藤倉電線入 りするや、

いきなり優勝して橋戸賞。愛知商でセンバツ

優勝、慶大で名遊撃手で鳴らした大館盈六も

戦後の藤倉電線で活鳳 25回大会で久慈賞。

26回大会で 3試合連続完封をやってのけた

18歳の紅顔投手、西村一孔 儲6留高)も話題

を集めた。3γ青埼舌躍したニッポンピールの

lUll芳男 (佐原一高、のち国的 、城之内邦

雄 (同、巨人)は速球投手。ルーキーで熊谷

組 2度 目の優勝に貢献、橋戸賞を受けた高林

恒夫 (JLk同 )はいま、ネ申田ネ朝脚丁の書店

主。阪神の抑えのエース、中西清起 (高知商

―リッカー)も補強出場、若武者ぶりを発揮。

東京ガスの松沼博久 (勅 は49回大会で

17奪三振の大会記録を作って西武入りした。

初期の主役 東京倶楽部には、水上義信停

大)、 伊丹安広 (同 )、 片田宣道 (立大)、

永井武雄 (慶大)ら六大学卒のキラ星が並ぶ。

水上は延長25回の死闘、中京・明石戦の主審。

伊丹は母校監督、神宮球場長。

東京六大学の主将チーム、東京倶が隠忍 3

年の後、初の黒獅子旗を手にしたのは第 4回

大会 (昭和 5年)。 主将の石井順一 (早大)

は、万余の観衆に向かって感激のあいさつを

行った。

「久しく待ち受けたる栄冠は、ついに東京

市の代表チームに帰した。市民よ、この栄光

の背後には選手の血と汗とが塗られているこ

とを思うと共に、われらは市民の力ある後援

を感謝します・…・・」
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あれから59年。石井は90歳を迎えたいまも

バ ソヽト製造会社の現役社長として一筋の人生

を歩む。「当は プロ野球もなく、大学を出た

選手は会社で野球を楽しんでいた。都市対抗

が始まるというので、ポクがあちこち会社を

回って選手を集めて東京倶楽部を結成した。

練習場はi剰 11に あった藤倉電線球場。軍隊に

入っていた選手も快 く出してくれた、まだの

んびりした刷 と言己臆をたどる。

第 1回大会のエース 。新田恭― (慶大)は

ゴルフスイング打撃理論で有名で、松竹監督

・巨人コーチを歴任。動 ときの 2番、

遊撃・横沢
=郎 (明大)は、のちパ・ リーグ

審判部亀

12回大会を制したのは、藤倉電線。土井寿

蔵 (和歌山中、横浜高商―慶大)の左腕がさ

え、俊足の恒川遡順 (明力 、菊谷正一 (立

大 )、 田坂茂多 (長崎高商)らの打線も強力。

4試合、失点 3の土井が橋戸賞を受けた。

戦イム 東京のリーダー役は熊狙 28回大

会で大沢貞義監督、古田昌幸二塁手の立大コ

ンピ、日大で完全試合達成の下手投げ島津四

郎、東京ガスから本田有隆投手 (横浜高商、

現関配常務)を補醜 相手に1点 もやらなか

った。森永勝也 (専大、のち広島監督)が 4

番を打った。

3度 目の優勝は古田プレーイングマネジャ

ーの鬼神の働きがもたらした。 3試合連続サ

ヨナラ勝ちの立て役者となり橋戸賞。関連会

社の部長と日本野球連盟理事。東京の “ヌシ"

亀

52回大会で初Vを果たした電電東京は闘将

が多い。猛練習でスター軍団の東芝を倒して

栄冠をつかんだ富永重善監督 (立大、現NT
T鹿児島支社課長)は「人間の強さ、弱さが

勝敗の分かれ目」が口ぐせ。富永の後任、森

二郎 (駒大)も その伝統を継いでいる。

球宴で活躍したあと母校に戻り、若獅子を

育てる指導者、また審判としてアマ球界に貢

献する人も多い。 昨年の大会に門下生38人

を送り出した駒大監督、大田誠 (駒大)は、

電電東京時代の30回大会を皮切 りに計 6回出

場、33回大会で歴史に名を残す。二 ソヽポンピ

ールに補強され 大阪市・電電近畿と延長22

回、 5時間27分の熱戦に終止符を打つサヨナ

ラ本塁打を放った。いまも、最長時間、回数

とも大会記録として残る。 慶大監督の前田

祐吉 (慶大)も 、二 ソヽポンピール時代、選手、

監督として6回出た。ソウル五輪全日本監督

の鈴木義信 (元東謝諭勤 、東京ガス曲瞥に

返り咲いた松田俊夫は教え子。

立大の指障をとる横川賢次 (立な 1日姓・

加藤)も サッポロピールから4回連続出場。

別府隆彦 (明大―大和証券)、 東大・坂本二

朗 (東大―協和醸酵)、 法大・竹内昭文 (法

大―北海道濯詢 、早大・石糊 得大―

日本鋼管)と東京六大学の現監督はすべて社

会人出身者。プリンスホテル監督の石山建一

(早大)も早大監督の経験者。

第 1回大会で東京倶楽部から出場、仙台市

・仙鉄局戦に都市対抗第 1号本塁打 (ラ ンニ

ンカ を記録した三宅大輔 (慶大)は指導者

として名を成した。東京倶楽部の一塁を守っ

た森茂雄 (早大)は、初代の阪神監督をやり、

戦後早大監督をつとめ、広岡達朗 (前西武監

督)、 末吉俊信 (毎日)、 石井藤吉郎 (大昭

和製紙―日本野球連盟理事)ら多くの人材を

送り出した。

アマ球界 トップの審判に、都市対抗経験者

が多い。日本野球連盟副会長の山本英‐郎 (慶

大)は、球史に輝 く唯一の完全試合の球審 を

つとめた。「日鉄 。村上峻介 (人吉中)、 鐘

化・山本治 (慶大)が速いテンポで投げ合っ

た。7回 ごろからスタンドが騒がしくなり、初

めて『完全』力,進行中とわかり、落ち着かな

くなった。本ヽニ カう見事に完成させたとき、ど

っと疲れが出た」と̀
思
い出す。

今春のセンバツ優勝戦で球審をつとめた布

施勝久 (明力 は、大和証券監督として後楽

園初出場に導き、審判に転じた。布施の先輩、

郷司裕 (明大)は、昭和天皇が観戦された第40

回記念大会で、大田市・富士重工対大阪市・

日本生命の天覧試合の球審をつとめている。



神 奈 川
.

第57回大会で19年ぶりの黒獅子旗を手にし

た横浜市 。日本石油の名野球部長だった建内

保興 。日本石油会長は「これで胸のつかえが

とれた」と胸中を明かした。名門復活を果た

して監督の磯部史雄 (法大、産業燃料部課長)

は「過去がおもしになっていた」と言った。

それほど、歴史は栄光に満ちている。

最多優勝 6回の、最初の 1ページを記した

殊勲者は藤田元司 (慶大、現巨人監督)。 27

回大会側 の 7回まで29回嚇 、快速

球がさえわたって橋戸賞を受けた。好投を引

き出したのは、日本鋼管 (現NKK)か ら補

強の宮原実。

宮原は、新人の藤田に「おれは大学で 5回

も優勝したキャッチャーだ。言う通りに投げ

れば間違いない」と暗示をかけた。「頼りが

いがあった」と、当時監督の増山桂‐郎 (慶

大、現アーバネット顧間)。

増山 2度目の優勝 (29回大会)は、初戦の

門真市 。松下電器戦が大変だった。長島康夫

休 子勅 に抑えらオ■ 9回二死まで0-
1の ビンチをひっくり返した。橋戸賞は専大

からの新人投手、伊藤正敏 (岡山支店長)。

32、 33回大会の連覇の指揮は井上茂 (立大、

東京支店長)がとった。V3は橋戸賞を受け

た杉本和喜代 (明太 日本鋼管)の働きと、

トップ北崎健二 (早大、日石商事)、 今西良

雄 (高松支店長)、 枝松道輝 (岡山支店次長)

の立大コンビらの活躍だった。

V4は もう、佐々木吉郎 (秋田商―大洋)

のひとり舞台。松下電器を4安打完封 (奪三

振12)で出発した無失点の旅は、決勝戦の名

古屋市 。日通名古屋まで続いた。 180セ ン

チ、80キ ロの体から繰り出す剛球で快刀乱麻、

当然のごとく橋戸賞。

佐々木の再現を演したのカミ 5年後の平松

政次 (岡 山東商)。 初戦の北月 11市・八幡製

鉄を3安打、新記録の16奪三振で完封。 2回

戦も3安打、12奪三振の連続完封。準 決々勝

で高梨英夫 (大多喜高 。大昭和自老)に本塁

打を打たれ初失点、準決勝を1失点で完投。

浜松市 。日本楽器との決勝も5安打シャット

アウト。

18年間の低迷のあと、V6を達成 し、橋戸

賞の岡田邦彦 (駒大、現コーチ)や今季日本

ハム入りした鈴木慶裕 (亜大)らナインは豪

州へ遠イ己 その応援ツアーの中に計 拶α憩5

は 、関星海運会長)がいた。吉村は創部

(25年)に尽力、主将エースとして黎 (れい)

明期を支えた。

ヤクル トの荒井幸雄 (横浜前 はOB。

日本鋼管 (現NKK)は 日石に1年遅れの

第24回大会に初出場。

東京六大学勢を補強し、チームカの強化を

はかった。慶大色の日石と “ハマの早慶戦"

とうたわれた定期戦は、市民ファンを三分し

た。

初めて頂点に立ったのは44回大会。田浦正

昭監督 (慶大、本社建設鋼材部長)が「補強

でバランスがとれた」と語ったように、オー

ノL/JII崎の力を発揮L三菱自卿 ll崎の鈴木博

Л召 (大宮商、中日)が 2本塁打の19打数 9安

払 いす のゞ福崎克彦 ●捺 川カ カ漕 位打

者。これには鋼瞥の 4番 。宇賀山徹 (慶大、

本社ガス営業室長)も奮起して 2本塁打を合

む猛打を発揮して橋戸賞。内藤博 (横浜商大

高)も、神戸市・小西酒造戦で大会記録に残

る5盗塁。

投手陣も負けじと、古屋英雄 (明大、のち

監督)、 上岡誠二 (慶大 現NKK監督)が

好投。念願の黒獅子旗を握った。日本鋼管の

V2は 3Z脅九 訓 II善裕 (本社第 2流通加工

部)、 樋野和寿 (明大t京浜製鉄所)、 いすヾ

の福崎を加えた強力打線。梶間健一 (鉾田一

高、ヤクル ト)に、東芝のエース・大田垣耕

造 (青学大、現東芝監督)を補強した投手力

で本命視されていた力ヽ  2回戦 (電電東京)

の引き分け再試合を福崎の 4打点のバ ンヽトで

制し、準々決勝は延長12回、補強した垣野多

鶴 (東海大、現三菱自動車川崎監督)の同点

打から林竜郎 (亜大)のサヨナラ打に結びつ

ける冷や汗の勝利。苦闘の優勝だった。監督

の飯田修 (早大、四国支店長)は数年後、手

腕を見込まれ、母校の指揮をとった。

話 直樹 (早大―東映)、 イリ|1引防口(早大

―巨人)、 本田勇 (横浜商大高―日本′ヽム)

らがプロに進んだ。

その後、川崎市の東芝が台頭。49回大会の決

勝は東芝と日本鋼管の同一都市対決となり、

東芝が黒紙義弘 (亜大、現コーチ)の左腕が

さえ4-0と 完封、Vl。監督の鈴木義信 (慶

大、開発営業部長)は、精神面の強化ととも

に、専属 トレーニングコーチを採用するなど、

アイデアを駆伝 新しい指導堵像を生み出し

た。

54回大会で橋戸賞男の宮崎剛 (専大)、 武

智勇治 (駒大)、 川珊 1頂 (法大、広島)らの

働きで 2度目の優勝。宮崎の父要 (慶大)も

西日本鉄道時代の19回大会で橋戸賞を受賞、

史上初の親子二代橋戸賞。

東京 ドーム元年の59回大会で 3たび黒獅子

旗。菊池総 (明力 、高見泰範 (愛知工大、

橋戸賞)とベテラン、若手の力がかみ合った。

石?由 (日 本石1由)、 鉄 (日 本鋼管)、 電機

(東芝)に続いて黒獅子旗を手にしたのは自

動車。いすヾ自動車力ヽ 名手、苅田久徳 (法

大、東急)らの力で戦後復活の初出場以来、

7回出るがベスト8が最高。ようやく横須賀

市 。日産自動車が55回大会で優勝。監督の田

中久幸 (芝工大、月 ‖ヽ地区担当課長)がうま

く人の和を結集させた。捕手のキt挑則 (津

名高、現監督)は、富士市 (大昭和製紙)、

自老町 (大昭和北海道)に続く3チームにわ

たる優勝となった。 3番を打った大野久 (東

洋大)は翌年阪神入り、阪神のエース格、池

田親興 鮨りり もOB。

三菱自動車川崎も、昭和40年代から力をつ

け、本大会の常退 43回大会で久慈賞を受け

た池田善吾 (芝工大)の力投で準優勝。金沢

次男 佐 竹高、現日本′ヽム)、 巨人コーチの

滝安治 (関東学続大)らプロ入りする選手が

多い。

全国一の予選激戦区、大会をリー ドする神

奈′||。 その歴史はクラブチームと、コロムビ

アが築いた。第 1回大会から8回連続の全横

浜は、市内にあった20余のクラブチームの選

抜軍。中 エースだつた機 ヽ瀬

相 評 郎 け 大)、 富JIJ6(・FA断状 )、

中島博 (横浜高商)ら で臨んだ第5回大会で

準優勝。戦後、全横浜を受け継ぐのは金港倶

楽部。横浜スタジアム社長を務めた山口久像

バ 生糸業者がつくった横浜蚕糸倶楽部 (第

16回大会出場)を前身に結成した。限 、巨

人で活躍する南村不可止 (侑広・拝り0が中

心を打ち、復活の17回大会から5回連続出場。

日本野球連盟神奈川支部会長の田村稔厳 )

もここから出場した。

川崎市・コロムビアは3回 目の出場となっ

た第 9回大会で若林忠志の好投で準優勝。

川崎 トキコは25回大会Q岡 本教平 (掛川

西)力ヽ 史上 2人 目のノーヒット・ノーラン

を達成。28回大会、コロムビアに補強されて

活躍した鈴木隆 (中大、現大洋スカウト)は、

第3回世界野球大会に選ばれて活躍した。前

支部長の小笠原洪―は、トキコの元野球部長。

鎌倉老童軍という異色チームは、鎌倉在住

の野球好き文士を集め、作家の久米正雄 (元

毎日新聞学芸部長)力端濫潜 を務めた。
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昭和22年春。静岡県・吉原町の大昭和製紙

鈴川 Elyで、浅井礼三 臥 )に「おい、野

球をやろう」と専務の斉藤了英 (早大、現名

誉会長)が声をかけた。この会話が “東海の

暴れん坊"の異名をとる大昭和製紙野球部の

誕生につながる。

6年後の第24回大会で、 2回 目の決勝進出

を果たした大昭和は、 4連覇を狙う全鐘紡と

対戦。斉藤自ら監督としてベンチ入りの大昭

和は、石井藤吉郎 (日 本野球連盟理事)、 荒

川宗一 (現帝京大監督)、 吉江英四郎ら早大

勢。応援団も早大の応援団長だった山田‐郎

0六沢虎造の長男)力寸師 し、鐘紡は元慶大

団長の高橋高見 (前 ミネベア会長)。 後楽園

は超両員となった。

黒柳巽 (享栄蘭 力Ⅵ 気ヽ床よい速球に、タ

テのカープで無類の職 1り ll堆りは5(島田

商)、 遠井敏夫 街吠 )の封 口 賄 、黒柳

が 1安打投球で全鐘紡を3-0と完封。つい

に “鐘紡城"を攻喉 14年ぶりに東日本に大

旗をもたらす歴史的勝利を飾った。黒柳を助

けたイリ|1俊男 (立大)や朝比奈二郎 (島田商 )

を加えベテランが主力で逆転を得意とした。

大昭不ロカヽ急速に力をつけた背景に、日本軽

金属の存在があった。巨人で沢村栄治の球を

受けた中山武 (事栄商)を監督に招き、両者

は角逐を繰り返し、30年の代表決定戦で、ポ

ーク判定を不服とする日軽金が退場し放棄試

合の大 トラブル。大昭和初Vに補強で貢献し

た主将の日下部郁郎 0たた)も止めることが

できなかった。43年には大昭和の 4番、オ甫手

の中村允昭 (青学大、現新日靭斑晰分 が日

軽金に移籍。両チームの試合は、警察官が警

戒するものものしさ。

40回大会に高田登 (沼津市立)の指揮で 2

度目の出場。その後も2回出場する力ヽ アル

ミ不況で50年休部、佐藤竹秀 (静岡高―近鉄 )、

稲葉光雄 (清水エー中日)、 渡辺秀武 (富士

高―巨人)をプロに送り出し、好投手だった

戸塚隆 (専大)は池新田高監督として甲子園

をロオ旨している。

大昭和は45年、 2回 目の王者となる。橋戸

賞は安田猛 (早大―ヤクル ト)。 小田義人 (早

大―ヤクル ト)、 小松健二 (近大―阪急)の

新人が打ちまくった。

51回大会で大昭和は3たび優勝。杉本正 (御

殿場西高―現中日)、 鈴木政明 (勝山高)の

投に、山本秀樹 (名城大、現ヤマハ)、 高林

勝 (東京農大)ら 力ヾ剖乳 翌56年 12月 に体部

するも、6∝Fに4粛舌。

遠州・浜松でも打倒 。大昭和を目標に旗印

を揚げたチームがあった。日本楽器、 (現ヤ

マハ)と河合栞税

河合の初代監督、高林哲夫 (浜松工)は、
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当時を「大昭和には王者の貫禄があり、戦う

前から圧倒されていた」と述懐する。

一方、日楽の基礎づ〈りに苦労した元監督

の酒沢成治 (育英商―阪急)も 「技術差もあ

った力ヽ それ以上にウチの選手に大昭和コン

プレックスがあり、大昭和の強さを知らない

人を入れた方がいいと考えて、阪急から森口

哲夫 (福島前 、浜田耕二 (境高)ら を連れ

てきた。また、,可合と定期戦を組み、レベル

アップを図ったカミ なかなか勝てなかった」

と振り返る。

初出場は河合が先で第34回大会。社長の河

合滋 (日 本野球中部連盟会長)が選手集めの

先頭に立ち、‐枝修平 (明大―中日)、 堀内

嗣郎 は 、現財務課長)、 小島友宏 (駒大)

らを春に加えたのが実った。大昭和のエース

・金沢宏 (早大)、 日軽金の主戦・渡辺秀武

(富士高)を補強して臨み、ベスト4進出。

日楽も元立大監督の辻猛 (立大)を迎えた

40年に念願の初出場。 2年後の38回大会準優

勝も打ちまくった中野孝征 (作新学院―国鉄 )

が久慈賞。左腕 。仲子隆司 (佐久間高)の力

投も光った。

負けじ、と河合が翌39回大会で準優勝。松

井副武 (御坊商工)、 広畑良幸 (橋本高)が

よく投iλ 堀内 (久慈賞)と上垣内誠 (東洋

大―広島)力 l゙tTを 連発。ヤクル ト元監督の

武上四郎 (中力 はこの前年プロ入り。

黒獅子旗を最初につかむのは日楽で43回大

会。このとき29歳だった監督、川島勝司 (中

大)の回想。「投手に新美敏 (PL学園―日

拓、現広島コーチ)と池谷公二郎 (静岡商―

現広島コーチ)の 2村L打 線も,可合、大昭

和勢を加えて充実。優勝のムードがあった」。

新美が期待通りの力投で橋戸賞。事実上の決

勝戦と川島がいう、日立製作所との準々決勝

は、2-2で迎えた9回、代打の植松清春 (中

大、河合)力注 中間に決勝本塁打。あとは楽

だった。

日楽はヤマハと社名変更の58回大会で 2度

目の優勝。劉秋農 (台湾・輔仁大)力濡 戸賞

ピッチング。武居邦生 (国士館大)も個人最

多本塁打を11本に伸ばした。

35回大会で34年ぶり2勝目を記録したのが

=協精機 (諏訪市)。 野瀬昌三 (明大)を監督

に創部の三協は、高山久男 (旧姓・望月、明

力 のオ旨揮のもと、29年のセンバツ優勝投手

の光沢毅 (飯田長姫高―明大、現常任顧問)、

オ|コ佳三■5 輌もた、駒ヶ根工場第額務課長)ら

の力で戦後の長野勢初勝利。

機動力と守りを重視した光沢野球が花を開

くのは、42回大会。補強投手の力 ‖信吾 (三

池工、電気化詢 力ヾ舌躍、打線も幡野正秋●申

奈川大、精密部品加工業)、 鈴木一比古 (明

太 料理店経営)、 内田俊雄 は 現亜大

監督)、 初腱   (東洋大)をそろえ、ベスト

4進出。これが長野勢として最高の成績とな

る。オイルショックの影響を受け、54年に休

部。玉井信博 (東洋大―巨人)伊藤宏光 (大

同エー阪ネlllは OB。

三協精機のあと台頭 したのがNTT信越

(長野市)。 初出場のとき3番打者は関美喜

男 (穂高高、日本野球連盟長野支部理事長 )。

監督の林今朝雄 (法大)は川崎 トキコの元エ

ース。

2度目の出場は柳沢敏幸 (小諸商、現監督 )

佐藤公弘 (国士館大、のちNTT東北監督)

が中心。58回大会でベスト8進出。柳沢が監

督に昇格し、松沢浩史 (愛知学院大)横井信

一 (法大)藤嶋一利 (中大)らの活躍で、前

年優勝の日本石油と大昭和製紙を連破しての

8強入りだった。

第 2回大会に出た松本機関庫のエースは、

のちの東鉄0舌躍する南安男。13回大会に、

法律書を出版する長野法令 (長野市、現第一

法規)が出場。監督は現第一法規会長の田中

重弥 (長野商)だった。長野保線は第 4回大

会でベスト8。 奥村英三 (新潟前 、池田平

八郎 (高田中)、川瀬宏 (長野工)らが中心。



「新潟勢が都市対抗で勝ったのはわずか 2

回。そのうえ、41回大会に、電気化学 (青海

町)が出場して以来、出ていないんですから

…」と日本野球連盟新潟県支部理事長の皆川

登良夫 (新潟中)。

2勝のうち、最初の 1勝は皆川が中堅手の

ぼミ鉄道局力ヽ 第11回大会で挙げた。水島安

正 (宇都宮工)の ドロップがさえた。捕手は

小林正 (長野商 )。 3番を打った和賀政男 (秋

田中)、 遊撃は大家礼治 (同)だった。本大

会の舞台は踏んでいない力ヽ 阪急の今井雄大

郎 (中越高)も 3年間、新鉄局で投げた。

試濠勢のもう1勝は第20回大会の新潟クラ

ブ。篠崎倉庫 (神戸市)を 7-1と圧倒。チ

ームを率いたの力ヽ 阿部宏 (新潟中一日ガ

Qエ ースは早大で主将兼投手で活躍した石

黒久三 (長岡中)。 捕手は、鈴木治七 (新潟

中―日力 。

クラブチーム、ぶ濠コンマーシャルも有名。

大正の初期、新潟商のOBを集めて結成。橋

本喜代治は、初出場 (第 8回大会)の主将で

現日本野球連盟新潟支部長。戦前 2回、戦後

3回の計 5回出場した力ヽ いずれも強豪チー

ムとぶつかり、勝利を飾ることが出来なかっ

た。伊狩研治郎 (旧姓 。磯野)、 西山藤=郎
らが初期の中`じ選手。

新潟交通 (新潟市)が第30回大会に初出場。

チームを率いたのは、松本商 (現松商学園)

主将の佐藤茂美。佐藤はのちにネ申喧球場昆

左腕 。大塚栄治 (日 大)、 駿足好打の松野五

男 (新田高)らがいたカミ 勝てなかった。

電気化学 (青海町lは監督の久保山誠 (`鳥

栖工)の もと、美川信吾 (三池工)、 望月彦

男 (東海‐高)の投の両輪、尼崎光太郎 (P

L学園)、 天本彦文 悧りII商)の打者がチー

ムを引っ張った。

,lI

第57回大会でNTT北陸 (金沢市)力ヽ 上

原勝男 (興南高)―下野博樹 (福井工大)の
バ ソヽテリーと、新座良一 lulら の活躍で

準優勝したのは言己憶に新しい。だ力、 者F市対

抗初出場はそれほど古 くはなく、39年に電電

北陸 (現NTTJttDが当時石りlk福井、滋

賀の 3県で構成 していた北陸予選で東洋レー

ヨン滋賀 (大津市)の 15年連続出場を阻んだ

の力清謝几

電電富山 (現NTT富山)から転勤してき

た野崎昭三 (不工 旧姓高莉 が監督。

39年から3年連続出場。後楽園初勝利のエ

ースは清水紀良 叱尾高、現東海北陸野球連

盟理事)。

40年代に入って、西川物産 (金沢市)が台

頭した。関西六大学の有力選手を入社させ、

44年都市対抗に初出場。しかし、不況で間も

なく休部。

西川物産からは山川猛 (駒大―阪神)、 NT
T北陸からは高橋里志 (敦賀工高―ial、

上照 (金沢高―中日)、 笠間雄二 (金沢高

阪神)らがプロ球界に進ん亀

福井県のチームはこれまで都市対抗の本大

会に1度 も出場したことがない。予選 (東海

北陸)に出場したのも昭和47年のオール武生

(た けふ=武生市)が議

戦前、県内で活動していたのカミ 福井商0
Bが中心となった「FB(ふ くいベースポー

ル)ク ラブ」、武生中OB中 `し のヽ「オール武

」  などのクラブチーム。県野球連盟監査役

の小西宇吉 (武生中)は、軍隊を除隊して武

生市の実家に戻り、オール武生に捕手として

加わった。

終戦直後、都市対抗を目指 し、県内の中等

学校野球経験者を集めてオール福井 (福井市)

が結成された。私財を投してこのチームを維

持 し続けたの力ヽ 現北信越軟式野球連盟会長

の牧田太郎。

選手の中に、強肩捕手の伊原徳栄 (敦賀商

―名古屋鉄道局、現敦賀市民生児童委員協議

会連合会長)がいた。

昭和20年、30年代にはオール福井のほか安

田商店、九岡同志クラブkオール武生、大野

大喜クラブ、敦賀セメントといったチームが

あった。安田商店には長谷川良平 (愛知 。半

田商エー広島)、 大野大喜クラブには笠原和

夫 は ―南海)らが在籍していたことも。

「電電公社 (現NTT)と しては一番出世

だった」。昭和30年に初出場した「富山電電」

(現NTT富山)の監督だった日本野球中部

連盟、同富山県支部各理事長、島原平八郎 (神

通中=現富山中部高y、 は胸を張る。田子粂治

(高岡北部高=現伏木高)稲垣忠通 (富山中

部高)ら大量9人を補強してチームカをつけ

た。

都市対抗で長野、新潟と信越予選を組んで

いた富山からは、戦前富山紡績 ¨

が2回出場。戦後の立ち上がりも早く、復活

の21年、富山商でバンヽテリーを組んでいた蓑

浦登志雄投手と井上喜―捕手 (富山県野球協

会副理事長)を柱とする全富山が後楽園にコ

マを進めた。

33年、不二越は橋戸賞を受賞した宮崎要優

大)を監督に招請。富山県勢の都市対抗初勝

禾Jを飾った。この時、北陸銀行から外野手と

して補強された滝外喜夫 (測‖高)が優秀選

手に選ばれた。

昭和12年、滋賀県勢として初めて都市対抗

に出場したのは、、その前年に創設したばか

りの晴嵐会。旭ベンベルグ (現旭化成)大津

工場の社員が中心で、主将の捕手・藤原包徳

(宇治山田商)を軸にまとまっていた。広瀬

習― (大津商―巨ノ0と森井茂 (宇治山田商

―名古屋、広島)カプ ロ入りしている。

戦後の23年、長浜市で繊物業を営む大塚産

業バ 都市対抗に出場した。中心は、慶大の

エースだった大島信雄。大島のほか増山桂一

郎 は ―大映)万谷励― (敦賀商―囲

坂井豊司 (県岐阜商―広島)ら レギュラー 8

人がプロ入りした。

1時代を築いたのが東洋レーヨン。25年

“和製ベープ"の異名をとった田中勝雄監督

のもと佐竹治 (期 、山田良治 (大綱

らの活躍で 3位
`以

後14年連続出場し、37年

には小田実監督 (関大、現東レ]脚晰Dの 熱

血指導で 4位に食い込んでいる。西園寺昭夫

と島田雄二 (と もに,割 は、そろって東

映に入団。しかし、繊維業界の不況を受け、

43年の出場を最後に休部。

長い空自期を経た湖国球界に新勢力が興

る。55年創部の IBM野洲。鴨田勝雄にわk)

を監督に招き、その年、東レ以来19年ぶりの

後楽園出場。まさに、花形産業・ コンピュー

ター企業の勢いを象徴している。

山

賀
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東海の都市対抗の草分けとなったのが大正

10年に創部した名古屋鉄道局 (現 JR東海 )。

大正15年、故伊藤十郎 (早大、初代東海北陸

連盟理事長)が 5代 目監督に就任、第 1回大

会から10年連続出場。 2年連続準優勝を果た

した。この第一期黄金時代の柱となったのが、

武田可一投手 (名古屋商)。 9年にルース、ゲ

ーリッグらと対決した岡朋宛である。清田重雄

(福井工)も活躍した。捕手の喜多村保 (松

阪工 )、 武田と同期の
―

・渡部吉二郎 (早

稲田工手)は「可 (ベク)さ んのポールは低

い球でもホップするほど速かった。」と述懐

する。

「武田の名鉄局を倒せ !」 が信 葉だった

が、その一番手となったのが第10回大会に初

出場した全名古屋。伊藤真光 (同志社大)ら

が主力。第16回大会に東邦瓦斯のエースとし

て大阪 。大同製鋼戦で 1時間 9分の最短試合

時間記録を作った松井徳三 (同志社大、現日

本野球連盟副会長)も “打倒武田"を胸に全

名古屋で投げていた。

戦後は21年から東邦商OBの久野欽平、長

尾芳夫 (慶大)や渋谷繁男 (半田商、現東海

北陸連盟常任理事)ら を主力とする愛知産業

が 7年連続代表になった。

低迷していた名鉄局が大脇照夫監督 (滝高、

元国鉄)の もとで再建に取り組み、好守の植

田利幸 (愛院大、現 JR東海監督)を中心に

50回大会に20年ぶりに衡舌した。第 1回に出

場した中で、半世紀が過ぎて都市対抗に返り

咲いたのは名鉄局ただ 1チームだ。

昭和30年代に入って名古屋市からは新三菱

重T(現三菱名古屋)、 日通名古屋、電電東

海 (現NTT東海)が敵 を現した。新三菱

は第31回大会に猛練習でしぼり抜いた中島位

政監督 (愛知商)の もとで黄獅子旗 (3佃

を獲得。主戦投手は後に監督、野球部長を歴

任する鈴木寿 (中央大)。

さらに左腕の鬼頭ふ雄 (向陽高、岡崎出張

所長)を擁 してひのき舞台で準優勝。鬼頭の

女房役は現在野球部長の川島広之 (中京商―

慶大、勤労部長 )。 主砲は花井弘 (東邦高)。

第33回は日通名古屋が鶴田辰夫監督 (東邦

高、輸送調整所長)で旋風を巻き起こした。

西村充孝 (愛知商―明大)力殺 げ抜き、長谷

川清 (西陵商、後の監督)らの活躍で初出場。

新三菱から補強の鬼頭がマウンドを踏み、ル

ーキーの輔手山本勇 (県岐阜商、現三菱名古

屋監督)、 恩田祐男、坂東照彦 (と もに県岐

阜商)三菱勢の活躍で準優勝。鬼頭は2年連

続久慈賞に輝いた。

59回大会で名古屋市へ26年ぶりに自獅子旗

を持ち返ったNTT東海の山口敏樹監督 (福

岡大)も実力主義だった。久慈賞に輝いた上
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原勝男 倶 南高、NTT北陸 )、 松本安司 (岐

阜第一高、三菱名古屋)、 古田敦也 (立命館

大、 トヨタ自動車)ら補強選手の力を最大限

に引き出した。準決勝では10年連続出場のN
TT東海助監督 。湯之戸孝修 (近大)がサヨ

ナラ3ラ ン。

それより5年前の第54回大会で東海市の新日

鉄名古屋が自獅子旗を獲得した。敗色濃厚の

1回戦の9回裏、前田泰弘 (名院大、サンジ

ルシ醸造)の逆転 3ラ ンでひっくり返して勢

いに乗った。柘個康之監督 (東邦高、日鉄商

事課長)のさい配も切れ味をみせ、久慈賞を

受けた渡辺剛 (新居浜商 が熱投。第57回大

会で4ホーマーを放って久慈賞に輝いた杉山

孝一 (岐阜南)はいまも主砲として活亀 13

年連続出場の鈴木徳義 (本更津中央高)が現

諮 として誕 に燃えている。

二重県の球史の先駆けとなったの力¶召和25

年にスタートした二重交通だった。手島秋一

監督 (早大)の情熱が当時の社長を動かし、

労使一体となってのちの監督、深野昭二 (松

阪商 、楠彰 (四 日市高)、 藤井宣雄 (日 大 )、

水谷勝吉 (桑名高)ら有力選手を補強した。

3年 目には早 くも初出場。初戦にサヨナラ勝

ちしてムードは一気に盛り上がり、黄獅子旗

を獲得した。

このとき熊谷組を完封したのが函館大洋、

近鉄を経て入社したばかりの服部力 (宇治山

田商、法大)。 服部はのちに監督を務めたあ

と、法大監督に出向。36年、二重交通監督に

復帰すると、後楽園にも3回出場した。速球

派の伊藤孝憲 (津高、二交百貨店)強打の東

田正義 (御所工高、西鉄)ら は服部が育てた

選手だ。現在は東海北陸連盟の理執

ついで、本田技研鈴鹿が名乗りをあげた。

初代監督の大塚勝秋 (現本田技研熊本野球部

副部長)2代目監督の藤村哲也 (現属1部長)

はともに法大出身。藤村が率いた第49回 には

本格派の名和克巳 (木更津中央高、 3代目監

督)主将の高橋隆 は 、現監督)羅本新二

(中京商―ヤクル ト)を中心にベスト4。

19回大会を皮切 りに戦後 3回出場したのが

東洋紡富田 (四 日市)。 主戦投手は藤井嗣久

(浜松D。 26回大会で二塁手で トップを打

った脇村春夫 (東大)は現在、東洋紡本社の

取締役経営企画室長。

戦後の都市対抗の幕開けに輝かしい1ペー

ジを残したのが第 17、 18回 に2連覇の金字塔

を打ち立てた岐阜市 。大日本土木
`岐

阜商0
Bの村瀬保夫 (早大)を中′じヽに、戦地から帰

った奥村辰一 (中大、元同社取締役)、 加藤

春雄 (明大、動 、国枝利通 (明大、現中

日屋内練習場管理人)らの岐阜商出身者で戦

力を固め、鉄腕・中原宏 (享栄商、南海)も

加わってチームを結成、第17回 は、中原が決

勝で全桐とを完封して橋戸賞をに輝いた。

翌第18回 は昭和天皇、皇后両陛下が観戦さ

れた歴史的な年だった。推薦出場の大日本土

木は開幕戦の天覧試合となり、主将の村瀬が

選手宣誓をした。この年は準々決勝で “火の

玉投手"の荒港淳 (大分経専、毎日)を擁す

る別府星野紙 準決勝で投手の蔦文也 (現池

田高監督)がいた全徳島を相次いで倒 しV2。

5連投の中原がこの年にできた久慈賞を受

け、村瀬に橋戸賞力報曽られた。大日本土木は

その後、プロから引き抜かれる選手が続出。

わずか 4年間で流星のように姿を消す。

その後、岐阜市・り:1島紡績がチーム結成と

同時に晴れ舞台を踏み、 5回出場した。岐阜

商出身の森武雄 (早大、岐阜カントリー支配

人)が選手兼監督を務め、後輩の西松定一 (明

大)、 坂井豊司 (阪急、岐阜関スポーツラン

ド支配人)ら の強打者と、のちに同社取締役

になった荻本伊三武、阪急から入部した森弘

太郎の一宮中OB、 現巨人コーチの山内一弘

(愛知・起T高)らが原動力となった。

続いて「トラック輸送」の西濃運輸が登場

した。初代野球部長を務めた田口利夫は 、

現代表取締役会長)が%年に創設した。初代

監督には中京商監督の押田司 (中京大、本社

グループ企画室長)力W3かれ 現野球部長の

高橋保 (旧姓武田、中京大、岐阜日野常務取

締役)、 出井鉱一 (愛知大、水都タクシー取

締役 )、 重松省三 (松山商大、大洋スカウト)、

辻恭彦 (享栄商、阪神)ら の活躍で3年 目に

初出場。柴垣旭延 (中大、現享栄高監督)が

監督初陣の第43回は、柴田昌邦 (愛院大、自

営)の快速球がさえ、細川昌俊 (東洋大、四

国西濃取締役)の猛打などで黄獅子旗 (3位 )

を獲得。 3試合連続ホーマーと打ちまくった

糸剛||力Ⅵ 野ヽ賞を受けた。



「優勝旗が重たくて手がしびれました」。

積水化学の投手で主将だった竹村弘 (関カ

は京都にただ1度 もたらされた黒獅子旗の感

触を今もしっかり覚えている。第34回大会だ

った。竹村はこのは 主戦の堤亨 (関学)を

救援して優勝に貢献した。

長慎一 (立命)や南勝美 (城東工高)、 日

本新薬から補強の堀田明 (関大)らの活躍も

光った。監督の浜田一男 (城東工高)が「合

宿では朝から晩まで練習。 1日 7時間もノッ

クバットを振るった」とすさましい猛練習だ

った。橋戸賞受賞の堤は静岡で会社を経営、

浜田は積水化成品工業の東京部、竹村は大阪

本社でそれぞれ部長職にある。

阪急で通算187勝をあげた足立光宏 (大

阪西高)、 小林繁 (′鳥取・由良育英)は大丸の

OB。 清水正輝 (関判 は40年代のエース。

現在、心斎橋店の家庭用品部長で、夏の甲子

園の審判も10年になる。長沢和雄 (関大)は

46回大会 (∞年)でベスト4に進出した時の

4番打者。この大丸を育てたのは、日本野球

近畿連盟副会長の五十嵐義臣 (京大中D。
23年に野球部長となり、溝部武夫 (郡山中

―阪ネゆ 、安井鍵太郎 (日 大―近畿グレート

リンガ らプロ野球経験者と坂元一 (専大―

常磐炭破)を中心に活動再開。翌年には京都

一商(現西勅 から松井俊雄、京都二商(廃

校)から森健次、本竜慮 岩木益三らの精鋭

を補強して第20回大会に初出場。翌年も連続

出場し、全京都から補強した保井浩‐郎 (平

安中―東映)の活躍もあって黄獅子旗を京都

にもたらした。

五十嵐を助けて苦労を共にしてきたの力ヽ

現理事長の村斎英す (平城実業)と理事の富

田仁義雄 (立命高商 。村斎は京都二商が準

優勝した時の監督であり、富田は京都市役所

の監督を経験している。

現在、近畿で唯一加盟チームのない県だが、

1度だけ都市対抗の晴れ舞台を踏んだチーム

がある。昭和22年、県J賠5の八木町 (現在の

橿原市)に、旧制畝傍 (う ねび)中学OBを

中`い とした軟式野球の強曇 全八木チームが

あった。軟式にあきたらず、監督の安井奈良

治郎 (竜谷大 )、 主将の
―

上田嘉俊 (畝傍

中)が「硬式をやってみよか」と仲間に呼び

かけ、翌23年の都市対抗県予選に参加した。

関学大の外野手、大谷忠が急造投手となり、

捕手の伊藤正弘 (昭和高商)の好リードで県

代表となり、近畿二次予選には颯

手 (早大―大対 、大竹淳平外野手 (畝傍中

―

'商

ク)ら を補強、中大和 (なかやまと)地
域から名を取り「中和 (ち ゅうわ)ク ラブ」

を作った。チームにそろいのユニホームはな

く、安井が紙を切つて「YC」 を組み合わせ

たマークを作り、それを自い練習着に張りつ

けたものだった。

積水化学奈良工場が30年に入り、地元出身

の元プロ野球選手、田原康行投手 縦胴,実―

阪急)、 島田順介外野手 (奈良商エー近鉄)、 谷

口藤‐郎内野手 (一条高―ialらを集めて

チーム3n4日こ乗り出した。現在、奈良中央信

用金庫魚町支店長の増田義彰投手 (畝傍中)

は「38年に京都市から都市対抗に出場して優

勝した積水化学チームのかなりの数が奈良工

場のメンパーだった」と自慢げだ。

第 6回大会に全神戸が優勝した。強豪に次

々と当たり、試合のたびに帰り支度をして出

掛けた。気がついたら日本一に。捕手の小柴

重吉 ●申戸高商―阪ネ0は こう述懐する。

奇跡の優勝、といわれたバ 木村秀― (関

学)が直曲球を巧みに投げ分けた好投があっ

た。

このチームを率いたのが

"歳
のプレーイン

グマネジャー、加藤吉

…

    (早大)。

さらに慶大出の町田重信と梶上初一両外野手

らがいて陣容からいえば東京倶などにヒケを

取っていなかった。田丁田は戦後、全鐘紡の牧野

直隆餓調 本高校野球連盟会長)に招かれ、監

督として鋤 の 3週瞬月にも爺 している。

全神戸のあとネ申戸税関、大鉄鷹取などが出

ている力ヽ 神戸税関では稲原幸雄 (関学、現

日枷 国連盟会励 はじ鳩 山禾1雄 (日

大)、 尾西東治郎 (市岡前 、大鉄鷹取に津

田保久 (神港蘭 、住友徳雄 φ播 工)らが

いた。

センバツの審判副委員長、永田二郎 は 、

アレン商会会長)力淋 戸全川崎から都市対抗

に初陣したのが第13回。

戦後復活の第17回 は各企業から選手が集ま

って “全神戸"を結成して臨んだ。監督は川

崎重工業の高瀬二郎 醐 Q神 戸税関の

り1眸寸貞男 (和歌山中)と川崎重工業の鈴木忠

三 (法大)をバ ソヽテリーに、永田が 4番を打

ってベスト4入 り。

第26回に都市対抗史上初の 2打席連続本塁

打を放った西井福男 (八尾高)ら強打者が育

った川崎韓 榎原好 (法大―毎日オリオ

ンガ 江田貢― (伊丹中―松竹ロピンズ)両

投手がいた篠崎倉庫、溝畑圭‐郎 (明石高)

の神戸製鋼、磯野伸也 (神大)、 一岡四郎両

投手 (同大)の三菱重丁神戸、若林栄作投手

(県尼崎高)の小西酒造などが争い合って、

入れ替わり出場 した力ヽ 本大会での活躍はい

ま一つだった。

この壁を打ち破ったのが東西の大大学野球

で活躍した2人の投手。東大から川崎重ェ業

に入った橘谷健は第41回に三菱董T神戸に補

強され 決勝進出の立役者になり、久慈賞を

受賞。増岡義教 (同大)はパームポールを武

器に三菱重丁神戸から神戸製鋼に補強されて

優勝投手となり橋戸賞を受けた。この時の神

鋼は清水一大 (報徳学園―中大)に鍛えられ、

小林晋也 (京産大―阪急ブレープス)力端

の軸だった。

36年ぶりに黒獅子旗を兵庫県に持ち帰つた

富士鉄広畑のエースは神部年男 (高砂高)、

主将1卦帳 忠二塁手 (三原高)と 中央球界で

は無名の選手が主力だった。

2回 目は、三沢淳 に碑エー中日)と 中山

拓郎 (潮‖高)の 1巌ヾヽソテリーカヾ剖臥 佐

々木恭介一塁手 (柏原高―近鉄)が橋戸賞を、

若いバ ソヽテリーは小野賞を手にした。 2度の

優勝に導いた荻原達夫 (中大 現富士物産専

務)は「初優勝は無欲の勝利、 2回 日は有力

選手を入社させ、狙った優勝」と振 り返る。

弓岡敬二郎 (東洋大姫路高―オリックス)、

正田耕三 (市和商高―広島)両内野手の渋い

プレーはいかにも広畑タイプ。今年から監督

の尾形正巳 (山崎高)は昨年まで17年連続で

者「市対抗に出た。

この広畑の好敵手が高砂市馴 じ九 第

18回の時に創部、いきなり本大会で準優勝。

阪急にいた尾西信一帷 高工)や田尻穣 (日

大)らが活躍。山根俊英 (鳥取農専一大洋コ

ーチ)も。第26回 も速球投手、山本治 (明石

高―動 が久慈賞の力投を見せたがまたも

準優勝。大河賢二郎 (高松高―大商大―尽誠

学園監督 )、 谷脇一夫 (高知商―高知商監督 )、

玉田光男 (宇部商―宇部商監督)、 桑原秀範

広 島商―法大―堀越高監督 )、 北原光広 (倉

敷商―法大―神港学園監督)と 多くの―
球指導者が出ている。

阪神の藤村冨美男の次男藤村正美と函館オ

ーシャンの佐藤平七の息子、佐藤治夫 (と も

に法大出)をはじめ、谷村智啓 (報徳学園高

―関学大―現オリックスコーチ)井本隆 (伊

野商―近似う もOB。

一時代を作ったのは山陽特殊製鋼。元広島

の広岡富夫 (呉三中、現浜田運送常務)を監

督に第33回から3年連続で本大会に出場。

奈
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阪

「補回 (延長戦)の大接戦に大阪の制覇成

る」。大阪毎日新聞 (現毎日新聞大阪相

に4段抜きの大見出しが躍った。第8回大会

決勝は大阪市・全大阪と八幡市・八幡製鉄で

行われ 延長10回、大阪市がサヨナラ勝ちで

初優勝を飾った。

優勝まで 4試合を投げ抜いたのは伊達正男

m。 6年春のリーグでは早慶戦に3連

投して優勝を飾り、「伊達の 3連投」と話題

を呼んだ。

全大阪は昭和 9年、それまで 1、 2番コン

ピの日本生命、川瀬進傷彰k)、 弘世正方 (早

大)の両選手が召集されたのに伴い、三塁手

に現日本高校野球連盟会長の牧野直隆戯 )、

―
は岐阜商 (現県岐阜商 の監督も務め

た久保田信一 (明大)、 中堅手に村井竹之助

臥 )を、二塁手、三原脩 (早大)の 4人

を加えた。一気に若返った個性あふれる全大

阪を主将の長劉 ‖信義 (明大)力液 性豊か

な明るい性格でうまくまとめた。監督は市岡

中から早大へ進み、和製ベープの異名をとっ

た田中勝雄だった。「伊達君らが担ぎ出した

と思うが、佐伯達夫 (早大、前日本高校野球

連盟会長)から “君がやれ"と言われたのを

覚えている。私はベンチで座っているだけだ

った」と90歳で今なお元気な田中は回想する。

全大阪は慶大系のダイヤモンドクラブ所属

の永井武雄 (慶大)、 早大系のスタークラブ

の三日本寸佳一得 実)のバ ンヽテリーで準優勝し

た第 1回大会から第11回大会まで連続出場。

戦後最初の第17回大会に衝舌、翌18回大会は

伊達がチームを率い、花形スターの別当薫曖

大)、 笠原和夫 (早大)、 藤田宗一 (法大)

らを擁し、優勝候補の筆頭: しかし、準決勝で

別当投手を温存したのが裏目に出て敗れた。

全鐘紡、日本生命など企業チームの台頭で姿

を消した力ヽ その月脈は関西のアマチェア野

球の本流を歩んでいる。

戦後の大阪で今なお残る球史をつくり上げ

たのは全鐘紡である。第21回大会に初出場で

初優勝して以来、 3連覇を達成 した。この言己

録はいまだ破れず、都市対抗の金字塔として

そびえ立っている。

創部したのは牧野直隆 (慶大 。現日本高校

野球連盟会長)。 昭和 9年、慶大を卒業、鐘

紡に入社した牧野は人事部に配属され寮生 1

000人がいた寄宿合の合監となり寮生の希

望者を募って野球部を発足させた。戦後 中

国 。上海から

'」

ll工場次長で戻った牧野が監

督兼二塁手で本格的にスタートした。

鐘紡から鐘化が分離独立したのを機に25年

忠 鋤 赳 |1野球部は全鐘紡野球部と改称さ

れ 慶大から高橋匁 急 岩中英和、吉岡宏の

3人が入部。武藤絲治 (い とじ)社長も、野
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球部支援にしヽ血を注いだ。

日本生命に勝って大阪市代表となった全鐘

紡は補強選手制度を十分に生かした。山村吉

隆 (慶大)が主力の投手陣に日本生命の片山

公三 (早大)―皆岡秀雄 (明大)のバ ンヽテリ

ー、松井実遊撃手 (海草中)を加え、黒獅子

旗を目指した。打線は絶好調、打ち勝って決

勝戦へ進んだ。相手は東京都・熊谷組で史上

初の東京―大阪決戦となった力ヽ

“

年ぶりに

大阪へ黒獅子旗を持ち帰った。

続く第22回大会は同じ大阪市代表の南海土

建との決勝になった。南海土建は、森下整鎮

遊撃手 (八幡高)、 井上瞑一投手 (田川高)ら

翌年南海入りした若手選手がそろっていた。

大阪市代表が決まったは 南海土建が補強を

辞退したため、全鐘紡は日本生命から松井、

皆岡らを補強した。松井は遊撃手で好守をみ

せ、ピンチにはマウンドにも立った。決勝戦

では3-2と 1点 リードの 8回表す死二・三

塁の場面を強′しヽ臓で切り抜け、橋戸賞の栄冠

に輝いた。

全鐘紡は翌27年、第23回大会は推薦で出場

できたにもかかわらず、推薦を辞退し、大阪

市予選に出場するという作戦をとった。日本

生命を倒せば松井、皆岡らが補強できるから

だ。この年、平古場昭二 (慶大)、 栄屋悦男

(近大)の両ルーキーが入社、松井ら補強選

手を加えた陣容は、最強を誇った。 9番打者

の志賀良宏 (徳島大)力潮 率 7割で首位打者

賞、山村投手の弟で 4番、山村博敏 (早大)

が 7打点で生還打賞を獲得した。橋戸賞は松

井の史上初の 2年連続受賞となった。

マネジャーだった広瀬明 (旧制郡山中)は

いま、全鐘紡野球部史の作成に意欲を燃やす。

1年置いた第26回大会は種田吉富 (慶大)が

本塁を死守、新加入の多湖隆司、山下新造、

平出昌雄の慶大三羽ガラスのヤングパワーで

4回 目の優勝、松本豊闘 厳 )力濡 戸

賞に輝いた。

しかし、全国的な繊維不況は全鐘紡とて例

外ではなく44年春、解散じ「強者の時代」は

去った。日本野球連盟技術指導委員で報徳学

園、慶大、中山製鋼監督を務めた福島敦彦 (慶

大)、 審判の本郷良直 (慶大)も OB。

日本生命野球部は昭和 4年創部。大阪の企

業チームではきっての名門だ。早大で活躍し

た水上 (の ち雨宮)義信が中心となって伊達

正男 (早大)ら を勧誘、チームの基礎をつく

った。昭和
"年

、川瀬進監督 国 が率い

て4舞舌。

ライバルの全鐘紡が先に黄金時代を築いた

「火花散るライバル意識とはあのことでしょ

う。だからジャッジにとても気を使いました」

明大卒業後、審判一筋で現在、日本野球大阪

府支部長の小西正一は日本生命と全鐘紡との

激 しい競合時代を回想する。

日本生命は国賀敏夫 (関学)ら好選手を集

め都市対抗の出場を重ねはした力ヽ 勝ち進め

ず、33回大会に藤江清監督 (法大)が率いて

ベスト4に残ったのが最高。36回大会には出

場 4回 目の電電近畿 (現NTT関西)が先ん

じて黒獅子旗を手に。

電電近畿は米谷道雄 (早大)が監督として

基盤を固め、池西増夫 (関大)力激 しい指導

で鍛え上げたチームだった。若い井上弘昭 (北

陽―中日)、浜口春好 (海南)が主軸を打ち、

日本生命から補強の小弓場保 (橋本高)が力

投、橋戸賞を獲得した。

日本生命の初優勝はそれから20年後の56回

大会、31回 目の挑戦で実った。捕手兼任、監

督の佐竹政和 (関大)カサ 負への執着心を植

え付け、早瀬万豊 (関大)が力投、松下電器

から補強の島田行雄 (近大)力潮 ち、橋戸賞

を齢 。

31回大会門真市・松下電器が決勝に進出、

27年の野球部創設からチームを率いる仁木安

(浪商―阪急、現日本野球近畿連盟理事)は

松下幸之助社長 (当時)か ら「 2位になった

ということはまだ先に目標があるということ

や」とねざらいを受け、チャレンジ精神を再

びかき立てた。この時の主将、森川教幸 (立

教)は現野球部長。松下電器からは福本豊、

加藤秀司、山口高志 (いずれも阪急)、 福間

糸内 (阪神)らがプロに進ん規

「自信を持って投げ込んだ初球のカープを

狙い打たな さす力ヽ ベーブ山下実 (慶大―

阪急)だと唇をかんだのを思い出す」。第 8

回大会初出場の米子市 。米子鉄道局 (現 JR
西日本米子支社)のエース 。中村晃は78歳の

いまも、山下の痛烈な打球を忘れない。

米鉄局野球部は昭和 4年に創部された。米

子中 (現米子東高)主将で卒業したばかりの

中本寸を中心に、米子中、鳥取中 (現鳥取西高 )

などの野球部員でチームを編成、審判を務め

た大鉄局監督の藤本定義 (巨人、阪神監督)

が中本寸を大鉄局に呼び寄せた。中村は第 4回

大会に全大阪から出場。翌年に実家へ帰って、

米鉄局チームの強化に全力を挙lム 第 8回大

会から3年連続出場の功労者となった。

58年、米子市に王子製紙米子力萌賠Fさ れ

鳥取に再び社会人チームができた。「なんと

か鍛えて、夢の都市対抗へ」。斉木博行監督

休 子工高)は燃える。



和 歌 山

住友金属が悲願の黒獅子旗をつかんだのは

第53回大会。出場14回 日、創部32年 目のこと

だった。

5連投に耐えた石井毅 (元西武)島田宗彦

(阪ネlll lま 54年に春夏の甲子園で箕島高 (和

歌山)が連覇の偉業を成し遂げた時の黄金の

バッテリー。

宙に舞った山中正竹監督 (日 本野球連盟技

術委員)は法大踏ボょ リーグ最多記録の48勝

を挙げて神白をわかせたエース。栗山和行も

箕島高での52年センバツ、明大時代の全日本

大学選手権に続き社会人で 3度 目の日本―を

味わった。三好一幸も東海大相模高時代の45

年夏の甲子園での全国制覇メンバーである。

優勝の味を知る男たちがチームを頂点へ引き

あげた。

住友金属野球団が本拠地を大阪製鋼所から

現在の和歌山飩 いこ移したのは昭和40年。

大阪時代に、全日本メンパーとして世界選手

権にも出場した左1宛の名投手 。河合貞雄 (慶

大 日本野球連盟理事)をはじめ、神宮のス

ター選手だった山口欣二 (早大)永野元玄優

大)らの活躍で 3度の都市対抗出場経験を持

つ。しかし、住金の名を球史に強烈に亥1み込

んだのは、和歌山へ移った年、第36回大会か

ら2年連続の決勝進出だった。

酒井江監督 (慶大、ワコースチール常務)

に率いられた住金は、自獅子旗に終わったが、

連続「久慈賞」に輝き “悲運のエース"と い

われたのが左腕 。清沢忠彦 (慶大)。 この時

の主将で大活躍した宮地昭雄 (県和歌山商

は補強を合め連続13回の都市対抗野球出場。

47年から10年間監督をつとめ土台をしっか

りと築きあげたの力ヽ 現日本野球連盟技術指

導委員長で、ロス五輪では全日本監督として

金メダルをもたらした欲 除― は )であ

る。

山

第23回大会、岡山鉄道局 (現 JR西日本岡

山支粉 が初出場、そのとき助監督だったの

が池田立人 (日 本野球中国連盟理事長)。

池田は、広島工出身。国鉄に入社し、徳島

鉄道時代は二塁手の控えで都市対抗に出場。

岡鉄局へ移り、25年、岡山東商、関西など地

元の高校出身を中′じヽに硬式野球部を再組織し

た。

27年、優勝間違いなしといわれた全広島を

降した勢いで勝ち進み、初出場を果たした。

立役者は落ちる球を巧みに使ったエース、藤

原幸男 (北神商=現兵庫商高)。

連続出場の翌24回大会はベスト4に進出。

快進撃は地元を大いにわかせた。

27回大会に玉野市・三井造船が出場したあ

と、倉敷レイヨン (の ちにクラレ岡山)が49

年に解散するまで14回出場、岡山の “顔"と

なった。クラレは米子鉄道局の本田竹蔵 (関

大)を監督に招き、関西を中心に好選手を集

めた。初出場の第28回はベスト8に進出、 4

番打者はのちに代打男で有名になった麻生実

男 (盈進商―大洋一開 。

クラレはベスト8が 3回で頂点には立てな

かった力ヽ 好選手を輩出した。その代表は門

田博光 (大埋高―オリックス)。 さらに箱車

高宏 (PL学園高―ロッテ)、 外山義明 (天

理高―ヤクル ト)、 片岡新之介 (芝浦工大―西

鉄―阪神―阪急―広島)、 平野光泰 (明星高

―近鉄)をプロに送った。広島前二軍監督の

藤井弘 (盈進商=現盈進高)も初期のOB。

解散時のメンバーで竹中円 (萩高)は三菱重

工神戸の監督で都市対抗出場をロオ旨し、吉田

和幸 (駒大)は神戸製鋼、後藤哲夫 (興譲館

高)は新日鉄室蘭の監督を務めた。

第39回大会には倉敷市 。三菱重工水島が出

場、エースはヤクル トニ軍コーチの松岡弘 (倉

敷商高)。 55回大会初出場の川崎製鉄水島の

渡辺和生 (青学大)は大会通算 1000号本

塁打を言醜

島根で社会人野球が初めて行われたのは昭

和 7年 7月 17日 、松江球場落成式の日である。

都市対抗の第 1回から連続出場している全大

阪―全神戸が新装の球場に8000人の観衆

を集めてはつらつとしたプレーを展開した。

これを機に松江銀行 (現山陰合同銀行)の全

松江クラブが 8年に誕生した。和田は二塁を

守り、エースは松江商を卒業したばかりの石

飛二郎 (島根県高野連顧問)。

昭和 8年の山陰予選は松江球場で行われ

公式記録員は山内以九士 (本名育二、元パ・

リーグ言帥 長)。 松江市内の呉服商「越後

屋」の長男の山内は、松江中から慶大に進み、

野球部に在籍した力ヽ スコアラーに専念。昭

和15年、日本野球規則の編集に尽力、 “記録

の生き字引"と言われた。

戦後 島根には全松,工 全出雲、中国電力、

山鰤 銀行、全大社 潮 ‖産業 全大田、

鏡山クラス 亀山クラブ、七尾クラブが続々

結成され 島根県予選を戦った。

山陰合同銀行の二塁手だつた景山一功朗

(ひころう)が松江クラブの再編成を図った。

38年の中国予選で倉レ岡山と対戦時米沢茂行

船 江農林高)が好投したがサヨナラ負け。

監督だった佐藤良源続 島根県高野連理事長 )

は今でも大魚を逃した悔しさを語る。

徳山市野球場が 1万8000人のファンで埋ま

った。10年前、広島カープのストッパー、津

田恒実 (南陽工高)力瑚肝口発酵でデビューし

たときのこと。津田を当時の工場長、1可盛好

昭 (現KFエ ンジニアリング社同 が「ぜひ

うち/R」 と説得に成功。その津田が昭和54年

5月 に徳山球場で登板した。「外野席を初め

て開放しました」と元新日鉄光監督だった秦

野譲二 (現 日本野球連盟山口支部理事)。

県下の草分けは下関市に本社のあった大洋

漁業:関門海峡をはさんで門司鉄道局、八幡

製典 星野組など6チームカ嘔細 本社告人リ

ーグを結成した。

戦後の第18回大会に晴れ舞台へ。外野手の

矢野純一 (明大)がよく打った。

25年春に「全下関」が疑 した。大洋漁業

でプロに行かなかったメンバーを中′じヽにした

クラブチーム。面田実、引地信之ら若手の活

躍で22回大会では本大会に出場した力ヽ プレ

ーイングマネジャーだった有村家斉 (蜘
や引地が大洋球団入りしたためにわずか 2年

間で火は消えた。二塁手だった静間孝生は、

その後、母校の下関商で監督を務めた。

24年には、防府市で協和発酵、岩国市で東

洋紡岩国 (51年廃部)、 宇部市でも宇部興産

(36年同)が産声を上げた。中でも東洋紡岩

国は第29回、30回 とオリにきに出場。 審判長

を長〈務め、徳山大会の運営に力を注ぐ波佐

間厚 (現中国連盟理事長)の「早 く黒獅子旗

を見たいですね」には実感がこもる。

ロ

島
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都市対抗の歴史の中で広島県勢の優勝はた

った 1度。しかも50回大会まで待たなければ

ならなかった。この年初出場した三菱重工広

島1卦占りの野球で21回大会の大阪市 。全鐘紡

以来29年ぶりに初出場優勝を果たした。新日

鉄光から補強の大町定夫 悧隣 商高、現阪神

三軍マネージャー)が 5試合すべてに先発、

陥 戸賞」を手にする活躍をしたはか佐 木々

幸治 (法大、現監督)、 若松茂樹 (東洋大 )、

松山商で全国優勝を経験した大森光生 (明大、

現助監督)、 近鉄からの ドラフトー位指名を

けって入社した 2年 目、金光興二 (法大)ら

を軸にチームが一九となった。

監督だった迫田守昭 (慶大、現三菱重工広

島製作所鉄構部営業課長)の手で中回路に黒

獅子旗が翻ったのも初めてのことだった。

戦前は全呉の全盛時代
`第

1回大会に出場

した。全呉は呉工廠の中にある総務、会計、

造機、組立など10部からピックアップされた

選手で毎年選抜チームをつくった。全呉の外

野手として都市対抗に計 3回出場した高辻矯

司 (早大)は「メンバーに入るのが大変でし

たよ」と言う。戦後は三浦芳郎 (明大)が社会

人野球復興の先頭に立ち、51年 まで日本野球

連盟広島支部長を務めた。

終戦直後の17回大会に出場 したのは鯉城

園。娯楽施設を経営していた会社力渡同噺 き

の集まりをバックアップヽ会社名がそのまま

チーム名になった。門前真佐人 (阪神)平桝

敏男 (阪神)濃人渉 (金琥―太洋一西的 に

戦前、プロ球界で活躍していた広島県出身選

手がズラリ。

広島クラブの二塁を守った円光寺芳光 (広

島商高、現飲食店経営)は、広島商t広島鉄

道管理局 (現 JR西日本)の監督になり、広

島商では32年夏の甲子園で全国制覇を成し遂

げた。

40年代に入ると電電中国 (現NTT中国)

三菱重工三原、日本鋼管福山 (現NKK)が
台頭L日 本鋼管福山は50年から13年連続で後

楽園の土を踏んだ。柱になったのは投の田村

忠義 (広陵高)、 打の山内明 (盈進高)。 53

回大会田オすが「久慈賞」に輝いた。このほか

広島マツグはたった 1度の出場ながら角三男

(三菱重下三原一巨人一日本′ヽム)ら補強選

手の頑張りで準決勝まで勝ち進んた

島

「アメリカ遠征を終え7月 21日 に横浜港に

復港すると、満鉄の人が出迎えてくれた。 1

週間後に

'詞

・‖倶楽部が上京、君の入社辞令を

持ってくる。それと同行してくな といわれ

た。そこで私は初めて都市対抗野球大会を知

った」。昭和2年の第1回大会を制した大連

満州倶楽部の4番打者 。芥田武夫 (旧姓 。氷

室=景な のち近鉄監督、同球団社長)は入

社から10日 余で臨んだ都市対抗の思い出を、

こう回想している。

満倶には、東京六大学出の花形選手がそろ

っていた。1番に本原慶二 (明力 、 2番に

疋田捨三 (法大)、 3番 。二神武 (立大)、

投手に児玉政雄 (早大)、 竹中二郎 (立大)。

数少ない “地元"大違商出身で外野手で出場

した宗正要 (80=東京在住=は「中沢さん

(不二雄監督=明大、のちパ・リーグ会長)

^頻
繁に東京へ選手集めに行っていた」と

言己臆をたどる。好選手を集めたうえ、大連実

業団と“大連の早慶戦"と呼ばれた定期戦を

やり、日本国内チームを招待し、米国艦隊や

米大学チームとの試合で腕を磨いた満倶。決

勝で全大阪を破って初代王者についた。 i商

倶に続いて大連実業団が第2回大会で黒獅子

旗を握った。立役者になったのが左腕・谷口

(岩涸 五郎 (早大)。 谷口は釜山商業を出

て満鉄に入った力ヽ のち実業団に移った。谷
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日の岡J速球と力腕独特のシュー トがさえ、東

京倶楽部を3安打完封して優勝、再びアカシ

ア並木の大連へ大旗を持ち帰った。打の中心

は安藤 3兄弟の長兄忍 (明大、東急総監督)

だった。

翌年の第 3回大会は、満倶が巻き返し2度

目の優勝。慶大から浜崎真二投手 (阪急、国

鉄監督)、 明大から永沢武雄二塁手を加えて

充実。大連市V3を達成、国内ファンを歯ぎ

しりさせた。

i静‖ (現在の中国東北部)の野球の歴史は

古い。日露戦争後、ポーツマス条約によって

日本はロシアの鉄道を引き継ぎ、抑順。煙台

などの炭鉱経営権を手にした。その経営母体

として明治39年に献制:‖鉄道株式会社 (i齢失)

が誕生。その 3年後 商鉄の社員と若葉会 (見

習社員)と で野球の試合力所テわれている。大

正元年には、大連市の製油会社、商社の支店、

両替店で働く人たちで実業団チームが結成さ

れ、大正 3年には満鉄勢の満倶が発足。両者

は互いに火花を散らし、満州球界をリードし

ていった。

満倶の育ての親が、満鉄理事の猪子一到 (京

大 )。 三高時代は名遊撃手として鳴らし、自ら

プレーし、資金集めや選手のスカウト活動を

やり、名投手・岸一郎 (早大)を入社させて

いる。昭和27年、近鉄球団社長に就任する。

同チームには神自の大スター、ベープ山下

実 (慶大、阪急監督)や戸倉勝城 (法大 阪

急監督)がまた実業には三拍子も四拍子もそ

ろった天才 。田部武雄 (広陵中―明大、キ蠅

で戦死)や広島商、阪神、広島監督を歴任 し

た名将・石本秀一 (広島商 )、 好投手近藤金光

(鞠 らがプレーしている。

「春残雪の夕まぐれ バ ソヽトの響雲を衝き

秋銀草の朝まだき…」の満倶部歌の作詞者

は満鉄本社文書課長の山田潤二。のち毎日新

聞専務、毎日球団社長を務める。満倶のマネ

ジャー・佐野博はいま、パ・ リーグ総務部髭

朝鮮半島のチームも強かった。14回大会で

悲願の黒獅子旗を手にしたのが全京城。野村

武史 (岐阜商、のち毎日、船橋市識 の投球

がさえわたった。

全京城は再開の16回大会も制した。秋山光

夫 (法大)がよく打った。秋山は終戦直後の

20年、黒獅子旗を腹に巻いて京城を脱出。復

活の17回大会の覇者となった岐阜市 。大日本

土木には、約 2ヵ 月遅れで手渡された。

台湾からも、第 4回大会から16回大会にか

けて12回代表を送り込んだ。台北交通団が 2

度ベスト4入 り。岡1球投手の渡辺大陸 (明大、

大洋監督)がいた。
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35回大会に初出場 した高松市 。四国電力の

エースは佐々木辰夫 (新居浜工)。

翌年の第36回大会にも連続出場した四国電

力は、電電東京を再試合で8-6に降した後、

日本石油を時間切れ寸前の延長13回凛

岩崎賢次 (多度津工)の快打、好走でサヨナ

ラ勝ちする殊勲の連続でベスト8へ進出。全

国で唯一の電カチームによる快進撃に後楽園

はわいた。投げては国鉄四国 (現 JR四国)

から補強された自石静生 (鳴門高―広島一阪

急)、 打者では島谷金二 (高松商―中日一阪

急)、 越智功 (今治北高)らが活躍した。渋

格    (鳴門高―中日一日本′ヽム)嚇

(同大―日本ハム)のプロ選手を生んだ力ヽ

オイルショックの影響などで13年間の野球部

史を開した。

ついで四国の雄となったのは丸亀市 。大倉

工業も野球部生みの親は松田正三 (現会長)

だ。第38回大会に創部 5年 目で悲願の初出場

を果たした。主将の網野久昭は現役引退後

坂出商監督として母校をセンバツベスト4ヘ

導いた。村上義則 (小豆島高―中日)、仁科時

成 (岡山・山陽高―ロッテ)、 藤岡貞明 (福岡

第 1高一大洋)をプロ球界に送り込んだ力ヽ

57年 3回 目の出場を果たした後体部。「かつて

四国のリーダーだつたことを思うと寂しい」

と尾崎守 (日 本野球連盟香川支部理事長)は

嘆 く。休部中の四国電力では松元謙仁 (高松

商)、 大倉工業では小西康雄 (池田高)が審

判員として社会人の球界を支える。

徳島から初めて都市対抗に出場したのは徳

島鉄道。徳島商出身の大和孝 (関学大)、 小

松親之や撫養中 (現嶋門高)で鳴らした立本

義雄―松田遮馬のバ ソヽテリーをはじめ、県内

の有望な高校生を集めて第10回大会に名乗り

をあげた。

戦後になると全徳島力ヾ舌躍する。徳島新聞

の総務局長兼営業局長だった稲原幸雄 (徳島

商―関学大、日本野球四国連盟会長)がオー

ナー兼監督となり、林義=(明大)、 蔦文也

(同志社大)、 平井=旧暑牛田=正明 (明大 )、

大島茂治、岸本守ら徳島商の後輩と徳島中 (現

城南高)OBの片山=旧姓大平=正典 (同志

社大)、 笠屋義雄 (法大)らの精鋭を集めて

戦後復活最初の第17回大会に出場してベスト

8に進出。蔦は一時東急でプレーした後、池

田高の監督となり、甲子園で春夏合わせて 3

回優勝している。

第21回大会 (25年)に出場した四国日通は

渡辺光夫 (徳島敵 i剛動 力瀧 妙の制球で好

拠 第27回大会は、後に回皮銀4子の副頭取と

なった今谷直行 (撫養中)が監督で若田信義、

坂東喜久大、坂東重康ら徳島商勢を中心とし

た阿波商業銀行 側 覗畑 行)が出場。徳島

県から最後の都市対抗出場となったの力ヽ 第

32回大会の東邦レーヨン。栗橋孝 (鳴門高)、

猪尾恒朗 (徳SIl、 田野勲 (池田高)らが

ハツラツとしたプレーで健問した。

高知県勢としては過去 7回の都市対抗出場

を果たしているが、自星はわずかに 1イ固。第

24回大会に出場した高知市・土佐電鉄が前橋

市 。大生相互銀行から奪ったものだ:その時

のエース、弘瀬昌彦 (高知前 は現在、高知

市内の「弘瀬鮮魚店」の経営者である。打者

では香西誠― (丸の内高)らが活躍した。ア

キレスけんを痛めた岡村孝雄監督 (雨商工専、

阪急、広島)に代わり、四国予選、後楽園で

指揮をとったのが久米滋三 。現土佐電鉄社長

幅 島蘭 。39年部活動の幕を開じた。

高知県初の都市対抗出場チームはセンバツ

で準優勝した高知商のエース、広瀬誠次 (高

知商、現明徳義塾高職員)を擁 して乗り込ん

だ四回眼4子 。広瀬を救援 したのは岡崎敏彦 (現

姓長尾、丸の内高、現四国ビジネスサービス)。

その後、田辺英朗 (専大)、 秋田学 (土佐 )、

刈谷精一 (高知商)、 楠瀬隆章 (法大 )、 麻岡

正男 (大商大)らがチームの土台をつくり、

また中′じ選手として活躍した。39年のセンパ

ツ準優勝投手、山本智久 (池田高)は現在も

現役でチーム引っ張る。

四国銀行から丸善石油に補強され 準優勝

の原動力となったのが弘田澄男 (高知高、ロ

ッテ、阪神)現阪神コーチ。

“野球王国"と いわれる愛媛だ力ヽ 社会人

野球では丸善石油 (現コスモス石油)がただ

1度頂点を極めただけ。昭和25年、矢野信雄

曲 が初代監督となり、好打好守の中山

豊男 (松山高闘 、本村薫 (北予中=現松山

北高)を中心にスタート。∞年代に入り谷井

昭三 (明大 )、 山本 0日嬉 可西)二郎 (関大 )、

篠崎治郎 (明大)、 矢形勝洋 (関学、オリッ

クス球団専務)と いった大学の花形選手や村

上公博 (新居浜工 )、 西五十六、三雄兄弟 (大

成高)ら を加え、監督に明大の岡田悦哉=現、

英津也 (中 日二軍監督)を迎えるなど精力的

な補強活動をした。

28回大会に愛媛県勢として初出場、いきな

りベスト8に進出。翌年も2年連続ベスト8

で自信をつけた丸善は、30回記念大会に3年

連続出場し、 “三度日の正直"で優勝を果た

す。西弟は5試合すべてに登板t打っても活

躍して橋戸賞と打撃賞をダブル受賞した。現

在西武球団のスカウト。

石油業界を襲った不況で休部するが44年に

復部し、42回大会では久慈賞を受けた久玉清

人 (防衛大)の力投で準優勝した。

愛媛に初めて誕生した社会人チームは伊予

鉄道。松山商OBの後藤 (旧娼 UID二郎、

高橋佳文や田中佳太郎 (今治中、伊予似道相

談役)らが中心だった。昭和の初めに事業不

振で解散した力ヽ 後藤はその後伊予銀行の監

督、日本野球連盟愛媛県支部長を務め、社会

人野球の発展に尽 くした。

23年からは林義一 (明大、大映)の大王製

紙と樋笠一夫 (陸軍士官学校、巨人)の大西

肺 サ晩 続いて倉レ西条が渡辺省三 (平

壌工、阪神)一本織武美 (尾道商、阪急)の

バ ソヽテリーで全盛期を築く。丸善の後は電電

(NTT)四国が台頭。見乗敏茂監督 (八幡

浜商)の下t岩城真― (志度高)、 松田正和

(高松商)らの強打で34回大会に初出場以来、

昨年まで15回出場の強豪にのし上がった。

島
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「八幡は、強うないといかんのです」とい

うのは新日鉄八幡 (元八幡製鉄)の 18代目に

当たる現監督、瀬藤宣彦 (小倉高)だ。戦前

は、同じ北刃 ‖ヽ市内にある門司鉄道局 (現 J

R九州)と覇を競い合った。第11回、25大会

で優勝、準優勝を1回ずつ言馘乳

新日鉄八幡は、大正13年に産声をあげた。

八幡製鉄所内の各職場から選抜し、全製鉄野

球団として活動を始めた。初代監督に稲垣重

穂 (法大)を迎えて陣容が整ってきた。歴代

監督の中には荒牧 (旧姓加藤)富造、加藤喜

作兄弟 1/A陵中)、 大岡虎雄 (豊国中一大映

―松竹)ら一世を風靡 した名が並ぶ。

第 1期の黄金時代は昭和10年代。第11回大

会で北刀 :‖へ黒獅子旗を持ち帰った。初優勝

より劇的だったのは第25回大会。戦後の石炭

ブームで日鉄二瀬 (二瀬町=現・飯塚市)な

ど強豪の前にやっと第 3代表の座を樹 几 福

島一雄 (早大)、 畑間正夫 (明大)両投手の

力投と国方博二塁手 (明大)、 井原数F・`三塁

手 (鹿児島商)の活躍で優勝、井原は橋戸賞

を受けた。福島は現在、九州悼盟の理義

第45回大会は左腕の萩野友康投手 爾

を中′じヽに新人、工藤博美外野手 (折尾高)の

用 で場 。

門鉄局は、刀 ‖ヽで最古の社会人野球チーム。

大正 9年に正式に野球部として誕生した。翌

10年からは八幡製鉄と定期戦を始めた。創部

当時に名二塁手として登場したのが荒牧富造

だ。大正14年に八幡製鉄、移 り、福島の前の

理報 として社会人に力を注い亀

門鉄は第10回大会には3度 目の挑戦で頂点

に立ち、刃・階 初ヽの大旗をもたらした。当時

の井剛 ‖利春 (明大)捕手は監督を兼ねてい

た。投手陣の好 リードが光り、その年に制定

された橋戸賞を手にした。その後、プロ野球

の審判員としても名を残した。

打倒門鉄、八幡をめざしたの力ヽ 福岡西日

本鉄道 (の ちの西鉄球団)。 初出場にもかか

わらず第19回大会で黒獅子旗を手にした。本

大会の 5試合は9人の不動のメンバーで 1人

の交代もなく戦う。

監督は二塁手を兼ねていた宮崎要 (慶大)。

その統率力が認められ橋戸賞力瀬曽られた。

エース武末悉昌 (大連高商―西釣 は第 1次

予選直前に急性たんのう炎の診断。さらしを

巻いて腹の痛みを抑えての力投でもあった。

翌年連覇をめざして本大会に臨んだ準決勝で

大昭和製紙に不覚を取った。このときは新留

国良 (鹿児島商―西釣 が 4試合で 4本塁打

を記録らこの大会から新設された「本塁打賞」

を獲得した。

このころ黒ダイヤブームに乗って炭鉱チー

ムの台頭がめざましい。日鉄二瀬を筆頭にし
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て志免鉱諜ヽ 日鉄嘉穏 三井田川、三井山野、

日炭高松などがあり、隣接の佐賀、長崎各県

を合めると11チームにの|まった。23回大会に

は日鉄二瀬が 2度 目の本大会挑戦で準優勝。

監督は、濃人渉 (広陵中―中日)。 在籍10

年間で寺田陽介 (博多エー南海)、 吉田勝豊

(武雄高―東映)、 古葉竹識 (専大―現大洋

監督)、 江藤慎一 (熊本商―中日)ら をプロ

球界に送り出した。

第28回に村上峻介 (人吉中)が 1回戦で鐘

淵イr許 (高砂市)を相手に1-0の初の完全

試合を達成 した。 日炭高松もユニークなチ

ーム。西鉄、南海で活躍した深見安博 (中大 )

を監督に迎えて 2度本大会に出場した。この

チームからは高校野球指導者への転身組が日

につく。末武幸雄 (福岡大)はガ ,‖高野連理

事長、喰田孝一 (東筑高)が母校の監督とし

て高校球界をリー ドしている。

このほか東洋高圧大牟田、権藤博 (鳥洒高、

現近鉄コーチ)が 4年間活躍したブリヂスト

ン久留米、ダイエーの原田賢治 (対,馬高)の

育ったあけぼの通商クラブと、すでに解散し

たチームの中から人材が巣立っていった。

すい星のように登場したの力甥J府市の星野

組だ。戦後間もないころ頂点を極めた。今は

新日鉄大分だけ力却佳―のチームとして残り、

ライノウレの大分鉄道管理局が国鉄の統廃合で

消え、日本鉱業佐賀関が一昨年、休部してい

る。

星野組は昭和21年に軟式チームから硬式に

衣替えした:オーナーの故岡本忠雄は豊富な

資金を蓄え、火の球投手といわれた荒巻淳伏

分経専―毎日オリオンズ)、 永利勇吉 (立大

―阪急)ら を集めた第18回大会に初出場。監

督は小鳴仁パぶS(中大 )。 西本幸雄 (立大―毎

日オリオンう がオール京都から呼ばれた19

回大会は、今久留主淳、功兄弟 (いずれも嘉

義農林―毎日オリオンズ)ら も加わり決勝戦

までコマを進め、捕手の永利勇吉が久慈賞。

3回 目の挑戦 となった第20回大会は快進

撃、黒獅子旗を手にした。25年にはプロ野球

の 2リ ーグ分裂で荒巻や西木 今久留主兄弟

のほか東口清美 (津中)、 小俣秀夫 (早大 )、 自

川一 (鹿児島商 らが毎日に入団、関口清治

(台北工、のち近鉄監督)も西日本入りし、

星野組は消えた。

打倒星野組をめざしたのは別府市で土建業

をしていた植良組。巨人軍から自石敏男 (広

陵中、のち広島監督)、 神主打法の岩本義行

(明大)のほか阪急にいた志手清彦麟 商)

らという強カメンバー。また星野組の軟式チ

ーム時代に活躍した橋本俊吉 (大分商 。日本

野球連盟大分県支部理事)らがクラブチーム

大分実業をつくった。いずれも星野組を任1せ

ず、歴史の幕を開じた。

そのイム 大分鉄道管理局が産声を上げた。

さらに日本ad削左賀関、新日鉄大分という企

業チームが覇を競い合った。大分鉄道管理局

は現在九州連盟理事で当時監督だった沖誠哉

(中津中)の指揮下、第36回大会ベスト4入

り。小野賞がチームに貝曽られた。

また日本鉱業佐賀関は4回 目の本大会とな

った第48回大会で藤沢公也投手 (八幡浜高―

中日)を中心にベスト4へ進出。新日鉄大分

も第55回大会でベスト8入 り。岩切利浩投手

(宮崎工高)は若獅子賞を手にした。

現在、佐賀に社会人のチームはない力ヽ 戦

後間もなく石炭ブームに乗って後楽園をわか

せたチームがあった。

初めて本大会に足跡を残 したのは杵島炭

鉱。23回から2年連続の出場を果たした。主

砲は松尾五郎 (佐賀商―阪神)で弓削辰巳値

児島商―元鹿児島鉄道局監督 )、 大田敏行 (鹿

児島高―中日)、 日本′ヽムのスカウト瓜生勝

(豊国中)らがその顔ぶオL当時の県支部長

で同行したのは大田黒辰彦 (早大、現九州連

盟理事)。

大田黒は佐賀中から早大に進み、穏

藤倉電線に入り第1213回大会と連覇を果た

した時のマネシャー。黒江透修 (鹿児島商―

巨人)も在籍した。

唐津市出身で忘れてならないのは本塚忠助

0書,車中―門鉄―南海)。 中学時代は投手、

速球に威力があった力滞隊 力がなく門鉄入 り

して内野手に転向した。無類の強肩と俊足が

目を引いた。本塚の中学の先輩では下聯 馬

は !制 '‖

―
一西日村 、戸川須賀男

(満鉄―朝日軍)、林茂 (杵島炭鉱―西日本)

らがプロ野球の倉J成期を支えた。

異色の人材に原貢がいる。鳥栖工から隣接

の福岡 。東洋高圧大牟田に入り、内野手とし

て 7年間在籍したうち本大会に3回出場。三

池工高の指導に当たり第47回の夏の甲子園で

全国制覇を果たした。原辰徳 (巨人)の父。

岡

賀



唯一、活躍を見せている三菱重T長崎の部

史が長崎県の社会人野球史といえる。大正 3

年ごろ、早 くも前身の三菱長崎造船所内に愛

好会のようなものが誕生。大正 7年には正式

な野球部が産声を上げた。晴れ舞台に登場す

るまでは、半世紀以上を待たなければならな

い。その間げきを縫って県勢で初めて本大会

へ出場したのが全佐世保。第27回大会のこと。

高校を卒業したばかりの引‖義彦 (伊万里商

高一親和銀行)や西町吉生 (佐世保北高一西

月レ スヾ)ら力功口わった。大洋松竹ロビンスに

いたことのある浮田逸郎 (佐Ш ttL高)が監

督。 3年後の第30回大会には暉州印勒 出ヾ

場した。元大映の大庭宏 (佐世保北高)の力

投で代表権を握った。三菱重丁が初出場の夢

を引き寄せたのは創部から57年ぶりの第46回

大会。初戦に完敗した力ヽ 人部2年 目の山口

圭一 (福岡力 は「感激を十分味わった」と

いう。3回 目の第52回大会で悲願の初勝利を

挙げた。大会史の中で県勢が記した貴重な 1

脱

すっかり九州の旗頭になった。ニコニコド

ー、NTT刃 11、 本田技研熊本と、 3チーム

がしのぎをIllる 。 最初に産声を上げたのは

熊本鉄道局。熊本機関庫が中心となってスタ

ート。都市対抗の誕生とともに野球部が正式

に発足した。

昭和10年に巨人と対戦時柏木実投手 (済済

姜)力難 し、打線も佐々本一正 (唐津中)

が中前適時打を放って完封勝ち。

元巨人軍監督、川上哲治 (熊本工)の郷里

だったことから武宮敏明 (熊本工)、 田中資

日召 (日 大)らが巨人入り。後藤次男 (の ち阪

神監督)も大学 (法大)に戻 り、戦後は戦力

が大幅にダウンした。

熊本オオツカは、熊本市内で映画館を経営

していた大塚勇一郎がオーナーのチームで、

初戦に熊谷組 (東京)を 5-4で降して大き

な話題となった。32回大会で電電九州 (現N
TT刀 '‖)力靖 れ舞台へ。森田政一 (鹿児島

商)の好さい配で予選 3試合を粘 り強く勝ち

抜いた。エースの山本勘介 (済済姜)を肩の

故障で欠き宮本義隆投手 (鎮西学院)を中心

に、打線も原口利也 蹴 島商 、安河内厳

(福岡工高)らが働いた。左腕の伊達義城 (宮

崎本庄高)は息の長い投手だった。

九州産交の初代監督は、西田宏城 (九州学

院高)。 林幸義 (熊本工)、 小林浩二 (大牟

田南高)、 岩永太 (宮崎本庄高)らが集まっ

たうえ江日明信 (中大)、 長丸誠一 (関東学

院大)らの新人が入部、第41回大会には本大

会の代表権を得た。

強力なライ′ウレの出現で電電九州も4&44

回大会と、いずれも連続でベスト8入 り。中

原敬 (鹿児島商―広島)、 外本場義郎 (出水

商一広島)らプロ球界にも人材を送り出した。

真弓明信 ωり|1商―阪ネ411は新人の47年に遊

撃手で出場している。

宮崎は社会人野球不毛の地なのだろうか。

企業はもとよリクラブチームもいまはない。

歴史をめくって見ても、華やかな足跡を残じ

たチームが見当たらない。県民は、郷土出身

の福良淳一 (延岡工高一大分鉄道管理局―オ

リックス)、 西村徳文、森田芳彦 (いずれも

福島高―鹿児島鉄道管理局―ロッテ)、 矢野

秀人 (都城高一NTT東京)ら を熱心に応援

するしかない。

野球に力を注ぐ企業がなく、高校時代に将

来有望とされた選手は隣接の鹿児島や大分へ

出向くしかない。森田は第54回大会と翌年に

九州産交 (熊本市・側 に補強されて本大

会へ出場した。さらにロス五輪の日本メンパ

ーに選ばれた。福良も大分鉄道局 (解散)で

花を咲かせた。

鹿 児 島

鹿鉄局の前身である鹿児島鉄道の創部は古

く、第 4回大会に本大会へ出場した。 4番を

打った鎮守芳雄 剛 島商 はその後 「1鉄

へ移 り、第10回達 に門似

"ゞ

職 したときの

マスクをかぶった。

戦後の26年に鹿児島市電が誕生 2強時代

に入り、互いにしのぎを削った。監督の折田

力 (拓殖大)は鹿児島市出身で高島屋東京店

のころプレーヤーだった力ヽ 大リーグの解説

書などを読みあさり、“生きたルールブック"

ともいわれた。さらに個性を重視した指導法

は定評があり、野母得見 0‖辺高―南海)と

鵜狩道旺 (伊集院高―西鉄)の 2人のエース

をプロ球界に送り出した。

鹿鉄局の初勝利は5度 目の第37回。 2勝目

は第54回姶 で、官格谷組から。監督は米盛司

郎 (玉竜高)。 一昨年、分割・民営化のあお

りをうけて輝 く伝統に幕を引いた。

当臨 活躍した選手のうち渡辺和広 (福島

高)、 本流勝、福ヶ野毅 (いずれも鹿児島商

がJR九州へ移籍、晴永清徳 (鹿児島高)が
ニコニコドーの新転地で中Jし メヽンバーとして

張り切る。

沖縄の選手として本大会に初登場したのは

安仁屋宗八 (沖縄高一琉球煙草、BA~島コー

チ)だ。第34回大会に大分鉄道局の補強選手

としてマウンドに立つ。安仁屋は金田季春投

手 (佐伯鶴城高)から「お前の投げ方ならい

いシュートになるからマスターしろ」とアド

バイスさオヽ カミソリ・シュートをマスター

して武器に沖縄からプロ入り第 1号。

南国の地に初めて産声を上げたのは全那覇。

市内のクラブチームから選手を集めて編成 し

第23回大会の南ガ '‖予選に初めて参加した。

その後、琉球煙草や琉球電電、琉球石油な

どにチームが出来た。中でも琉球煙草は35回

大会に沖縄勢として初出場。投手陣には那覇

高時代、春のセンバツに出場したことのある

嘉数 (旧姓坂元)信一や琉球石油から補強の

藤吉昇 (沖縄工高)らが含まれていた。

2度目の挑戦は第40回記念大会の琉球生

命、さらに本土復帰を記念して43回大会に出

場した全那覇は、電電九州と顔を会わせた。

身長 182cЩ 体重 105kgO巨漁 上原繁 (糸

満高)や興南高が夏の甲子園でベスト4へ進

出したときの主力選手の金城勉 (,腿 )ら

を中′じヽにした打織 投手陣は右本格派の安谷

屋里吉 (琉球大)を擁 して期待を集めながら

零L自 星どころかま

…

で 1点 も刻ん

でいない。

本土復帰後、4チームは全部解散した。全那

覇が出場したとき外野手だった上原義則 (興

南高)らが全沖縄を結成した。その後、勤務

先の強力で琉球銀行クラブが出来た。上原は

監督として強化に努め刀 '‖地区予選に毎年顔

を出している。沖縄県野球連盟会長としてア

マ野球を支えたのは国場幸輝。

433



あ と力ゞ き

1927年 (昭和 2年)に神宮の森で誕生した都市対抗野

球大会が、1989年 (平成元年)60回目の大会を迎えまし

た。人間でいえば還暦に当たる、この大きな節目の記念

行事の一環として、日本野球連盟と毎日新聞社が都市対

抗野球大会60年史を編さんいたしました。

基本的には東京日日新聞当時からの毎日新聞に掲載さ

れた記事をもとに、可能な限り正確な記録を網羅するこ

とを目指しました。さらにより見やす くするため、イニ

ング、テープルの記載に工夫を加えました。しかし、創

成期、終戦直後の混乱期など、記録、写真とも十分とは

いえない面もあります。さらに充実させるために、資料

などお持ちの方は、毎日新聞社東京本社運動部 (東京都

千代田区一ツ橋1-1-1、 電話 03-212…0258)に ご連絡い

ただければ幸いです。

各大会ごとのテープルについても、できる限り試合順

に並べる努力をいたしましたが、それぞれの記録のサイ

ズが違うこともあり、紙面のつごうで順序が異つている

ところもあります。

都道府県の球宴 人物マップは、60回大会を前に毎日

新聞運動面に連載されたものを一部手直ししたもので

す。原則として敬称は略させていただきました。

不幸な戦争による中断もありましたが、この輝かしい

都市対抗野球大会の歴史は、日本の社会情勢、経済の推

移を、そのまま反映させてきたことを、改めて痛感いた

しました。

編さんに当たり多 くのご協力をいただいた日本野球連

盟、各地方連盟をはじめとする関係者の方々に、厚 くお

礼を申し上げます。

戸  田 非売品  ◎毎日新聞社1990

60年史編さん委員

小野 秀夫    有馬 寧雄

三階堂昭雄
篠原 一豊

石渡  明

:長菩F  力
三浦 拓也

松本 吉永    戸田  駿

都市対抗野球大会60年史

1990年 (平成 2年)1月

発   行  日本野球連盟

毎 日新 聞社

レイアウト  K2

印届J 製本  的高速オフセット
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